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本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す . 

本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な し に 変更 する こと が あり ます . 

本 書 は 内 容 に つい て 万全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 万 一 ご 不審 な 点 や 誤り , 記載 も れ な ど お お 気 
付き の こと が あり まし た ら ご 連絡 くだ さい . 

運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (③ 項 に か か わら ず 責 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい . 
乱丁 , 落 」 は お 取り 替え 公 し ます . 


PC-880 計 目 / 主 記 
「。。-BH5IC/ l。。- 日 本 邊 BN5IC 


REFERENCE MANUAL 


ま : が の さき 


パー ソナ ルコ ンピュータ PC-8801FA/PC-8801MA( 以 下 本 機 と 呼び ます ) は , プロ グラ ミン グ 言 語 と し 
て Ns-BASIC と Na 日 本 語 BASIC の 2 つの BASIC を 装備 し て いま す . 

また , 本 機 は 新 拡張 FM 音源 が 拡張 され て お り , その た め の 拡 張 命令 が 追加 され て いま す . 

本 書 は , ある 程度 プロ グラ ミン グ の 知識 の ある 方 を 対象 に その 機能 を 解説 し て いま す . 

この マニ ュ ア ル を 読む 前 に , 本 機 「 ニ テー ザー ズ ガ イド 」 を 読ん で , 基本 的 な 操作 方 法 を 習得 する こと を お 
勧め し ます . 

本 書 を 熱 読 され , 本 機 の 機能 が 十分 に 活か され た BASIC の ソフ トウ ェ ア が 数 多く 作り 出さ れる こと を 
期待 いた し ます . 


この マニ アル の 構成 


本 書 は Ns-BASIC/Ng- 日 本 語 BASIC の 各 機 能 , 命令 な ど を わか りや すく 解説 する た め に , 次 の よう な 
構成 に な っ て いま す . 

第 1 章 Na。-BASIC/N。。- 日 本 語 BASIC の 文法 

Ns-BASIC/N。。 日 本 語 BASIC の 文法 を ュ マ ンド ・ ス テー トメ ント な どの 説明 に 先だって 解説 し て いま 
す . その 内 容 は , BASIC 言語 の 定数 , 変数 の 意味 , 演算 の 決ま りな ど BASIC 言 語 を 使う 上 で の 最低 限 の 
知識 で す . これ ら は , 本 書 2 章 , 3 章 の 文法 の 説明 を 理解 する 上 で どう し て も 必要 な 事項 で す . 必ず 読む 
よう に し て くだ さい . 

第 2 章 基本 命令 

Na-BASIC V1, V2 お よび Ns 日 本 語 BASIC で 使う こと が で きる コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 に つ 
いて 説明 し ます . 

第 3 章 拡張 命令 

Ns-BASIC/N。: 日 本 語 BASIC で は , さら に 拡張 命令 を 追加 する こと が で きま す . 

この 章 で は , 拡張 命令 の 概要 , 追加 手順 , メモ リマ ッ プ そし て 追加 され た ステ ー ト メン ト に つい て 説明 
し ます 。 

資 料 

Ns-BASIC/Na: 日 本 語 BASIC の 予約 語 や テラー メッ セー ジ , コン トロ ー ル コー ド 表 な ど プ ログ ラミ ン 
グ に 必要 な 資料 で 構成 され て いま す . 

この マニ ュ ア ル で 使わ れ て いる 記号 

この マニ ュ ア ル で は 解説 を わか りや すく する た め に , 次 の 記号 を 使っ て いま す . 

[| "リターン キー の 入力 を 表し ます . 
財 スペ ー ス を 表し ます . 


この マニ ュ ア ル で 使わ れ て いる 用 語 








本 機 に は 強力 な 2 つの BASIC 一 一 NaBASIC と N。 日 本 語 BASIC 一 一 が 装備 され て いま す . 

Ns-BASIC は いく つか の バー ジョ ン を 持ち , また ディ スク 装置 を 使う 場合 , 使わ な い 場合 な ど で も 少し 
ずつ 機能 が 異な り ま す . 

ここ で は , BASIC の バー ジョ ン や モー ド を 中 心 と し て , この マニ ュ ア テル で 使わ れ て いる 用 語 を まとめ 
て お きま す ., 


1. BASIC の 種類 や モー ド 名 


味 


参照 マニ ュ アル , 章 、 シ ン ボ ル 





Nss-BASIC V1 


従来 の Nss-BASIC (PC-8801, PC-8801wkHI 用 の Na- 
BASIC ) と 互換 性 が ある モー ド . 

本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V1S また は V1H に セッ 
ト し て スタ ー ト させ る . 

Nss-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト させ る V1 
DISK と ディ スク を 使わ な い V1 ROM の 2 つの モー ド の 総称 . 


ュー ザー ズ ガ イド 

第 4 章 

プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 1 章 











Nass-BASIC V2 


PC-8801wkISR, FR, MR, TR, FH, MH 用 の Nass- 
BASIC と 互換 性 の ある モー ド . 

本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V2 に セッ ト し て スタ ー 
ト さ せる . 

Nss-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト させ る V2 
DISK と ディ スク を 使わ な い V2 ROM の 2 つの モー ド の 総称 . 


ユー ザー ズ ガ イド 
第 4 音 

プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 1 章 





Nass- 日 本 語 BASIC 


Nass- BASIC V2 に ., 日 本 語 処理 機能 を 付加 し て 開発 され た 
BASIC. 

本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V2 に セッ ト し 、 Nas- 日 本 
語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト させ る . 
5.25 イ ンチ ディ スク ドラ イブ に シス テム ディ スク を セッ ト 


ユー ザー ズ ガ イド 
第 4 章 
プロ グラ マー ズ ガ イド 


第 1 章 as 
9 


Ne- 昌 本 馬 





Nss- BASIC 
DISK version 


V1 DISK と V2 DISK の 総称 . 


し た 状態 で 動作 する . 





Nss- BASIC 
ROM version 


V1 ROM と V2 ROM の 総称 . 


ユー ザー ズ ガ イド 
第 4 章 

プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 1 章 





BASIC 


パソ コン で 一 般 的 に 広く 使わ れ て いる BASIC すべ て の 総称 . 
義 に は 本 機 の Nas-BASIC V1, V2, Nas- 日 本 語 BASIC 
を 意味 する . 





拡張 命令 





(1) Nss-BASIC V2 お よび Nss- 日 本 語 BASIC で , NEW 
CMD コマ ンド を 実行 する こと に より .,(2) Nss-BASIC V2 
で プロ グラ ム フ ァ イル "fm.ipl1" を 実行 する こと に より , 
使用 可能 に な る サウ ンド 機能 や アナ ログ バレット 機能 を サ 
ポー ト す る 命令 群 . 





BASIC リファレンス 
マニ ュ ア ル 第 3 章 





2. Ng- 日 本 語 BASIC で 使わ れる 用 語 


意 味 





グラ フィ ッ ク 
キャ ラク タモ ー ド 





SCREEN 文 の 第 1 パラ メー タ を 3 , また は 4 に 指定 し た 
と き の モ ー ド . 全角 文字 の 画面 表示 や キー 入力 が 可能 . 
Nss- 日 本 語 BASIC の スタ ー ト 時 は , 標準 ディ スプ レイ 
使用 時 は SCREEN 3, 専用 ディ スプ レイ 使用 時 は SCREEN 
4 に 設定 され て いる . 


日 本 語 モ ー ド に 対す る モー ド で , SCREEN 文 の 第 1 パラ 


メー タ を , 0, 1, 2 に 指定 し た と き の モ ー ド . 全角 文字 の 
画面 表示 . キー 入力 は で き な い . 全角 文字 に 相当 する コー 
ド を 表示 させ る と , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ (BASIC リフ ァ 
レン スマ ニュ アル 資料 5 ) を 含む 半角 文字 が 表示 され る . 


日 本 語 を 表す た め の 文字 (BASIC リ ファ レン スマ ニュ ア 





ル 資料 8 日 本 語 コ ー ド に あげ られ て いる 文字 ).BASIC 


は シフ ト JIS コー ド に よっ て 全角 文字 を 扱い 、MID$ な ど 
の 関数 は , 全角 文字 1 文字 を 半角 文字 2 文字 と 等 価 に 扱 
う 。 





全角 文字 入力 
モー ド 
半角 文字 入力 
モー ド 





英 数 字 、 カタ カナ , コン トロ ー ル コー ド を 含む 文字 ( 資 
料 4 キャ ラク タコ ー ド に あげ られ て いる 文字 ). 

Nss- BASIC な どの 日 本 語 処理 機能 を 持た な い BASIC で 
は 半角 文字 し か 使用 で き な い . 

日 本 語 モ ー ド で は , 全角 文字 と 半角 文字 と を 混在 し て 使 
用 する こと が で きる . キー 入力 時 に は | 別 ( 全 角 キ ー) に 
よっ て , 全角 文字 を 入力 する た め の モ ー ド (全角 文字 入力 
モー ド ) と , 半角 文字 を 入力 する モー ド ( 半 角 文 字 入 力 モー 
ド ) と を 切り 天 え な が ら 行 う . 











だこ 


参照 マニ ュ ア ル , 章 


プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 5 章 , 第 6 章 , 
第 8 章 


プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 10 章 


プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 5 章 , 第 6 章 , 第 8 章 
BASIC リ ファ レン ス 
マニ ュ ア ル 資料 7 


プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 5 章 , 第 6 章 
BASIC リ ファ レン ス 
マニ ュ ア ル 資料 7 


プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 5 章 , 第 6 章 
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まえ が き 
この マニ ュ ア ル の 構成 
この マニ ュ ア ル で 使わ れ て いる 用 語 
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第 1 草 
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目 炊 








Nss-BASIC/Ness- 日 本 語 BASIC の 文法 

動作 モー EGOEEEECCPCCE だ だ まま が まま ま またまた ま まま まま まま まま まま まま 1 一 1 
-1. 1 ダイ レク トモ ー ド ーー ドド ドド ドレ にし に に に 1 一 1 
-1.2 プロ グラ ム モ ーー ドド ーー ドド ドド ドド に に に に 1 一 1 
文 1 っ つと KK 1 一 1 
行 番号 Re うこ 1 一 1 
ラペ 1 一 2 
特殊 記号 の 使い 方 ES 1 一 4 
定 数 OSG De の る RONAS2SEStaSsd 1 一 6 
-6. 1 定数 の 種類 上 ttーーーーーー ポ ーー に ドド ドド に ドド に に に に に に に に に 1 一 6 
6.2 云 守 定数 ドド ドド ドド ドド ドド ドレ に に に に に し し 人 
6.3 数 値 定 数 ドド ドド ドド ドド ドゥ ドド ドド に に に ピピ ピー 守 
6.4 整数 ーー 1 一 7 
らち 、 数 着 和 0 9 
変 数 SS 1 一 10 
7. 1 変数 と は 7 ーーー ドド ドド ドド ドド ドド に に に に に に に イブ 1 一 10 
- プ . ク 2 変数 名 と 型 宣言 文字 ・・… ド ドー ドド ドド ドド ドド ドド {40 
- フ .3 配列 変数 … バ ーー バー ドド ドド ドド に にし し し ピー 1 一 11 














1.7.4 予約 変数 0 は re SD の ea 1 一 12 
1 .7.5 ガー ベー ジコ レク ショ ン が 0 の 2 が 292R285 PiereS rg で は 1 一 13 
1 8 型 換 の あの な et な で 1 一 14 
] 9 式 と 演算 3 還 三 潮 5 
1 . 9. ] 算術 演算 上 また 1 一 16 
1.9.2 関係 演算 に お 0 2 1 一 17 
1 と 9. 3 論理 演 算 2 0196 たる は 822Sie 8 の 8 828 た お こき 8 お 05 信人 10 SPee2 1 一 18 
1 . 9. 4 関 数 で 1 一 20 
1 .10 文字 列 の 演算 SKYSOEASSSRen 1 一 21 
1 .10. 1 文字 列 の 連結 本 と 1 一 21 
1.10.2 文字 列 の 比較 tt ニ ( ツ (ーー ドド ドド ドド に ド トゥ に レレ レト に に レレ に に に に に に に に レレ に レー 1 一 21 
1 .11 演算 の 優先 順位 aneSeGS222DSSS EeeRSDSS DO AE SSCene se 1 一 22 
1 .12 数 値 演算 に お け る 誤差 SS 1 一 22 
1 に 12. 1 誤 ああ ああ 1 一 22 
1.12.2 対 策 00 08 ま Ke R78 し 5 29288 HASV0218 の お SPRY が 2 に 1 一 25 
1.12.3 数 値 の 内 部 表現 形式 ・・ 上 tb バハ トー ルト トト コン の (intー ニ ドド に に ーー 1 一 25 
1.12 4 光 角 文 詩 の 内 部 形 民 hn トー 6 
] 13 基本 命令 と 拡 命令 95252 き 02 SS な は 3 あき 208 の 2 1 一 27 
1 .13. 1 基本 命令 8638 C8 SS の SSH.8 る KB お ' 8 あと 863 は きる な を る お 18 1 一 27 
1 .13.2 拡 命令 な VH 88 0083 3at8408 8 の SS 208E6E2SS: 32888 1 一 27 
2 音 e 3 章 の 見 方 PE 1 一 28 
ニー つの 、 の 、 
第 2 草 基本 命令 
ABS 1 ドド ドド ドド トド トト トト トト ト トト トト ーーー 2 一 1 BEEP ーーーーーー ド ーーー ドド ・ ト トト ーー 2 一 9 
AKCNV$ 51828 SS26 He 2 一 2 BLOAD ーー ドー ドー ドド ーー 2 一 10 
ASC 1 ドー ドー ドー ドド ドド トド トド トト トト トト トー 2 一 3 BSAVE ーー ドー ドー ドド トト トーーーーーーー 2ー 11 
ATN 1 ドー ドー トド ドド トト トー トート ーーーーーーーー・ 2 一 4 CALL 1 ドド ドド ドド に ド ドド トド ドド トト ト トト トト トー 2ー 12 
ATTR$ ーー 2 一 5 CDBL ーーーー ト ーーー ドド に ドゥー に ーー トー 2 一 14 
AUTO ーーーーー ド ーー ドド に トー トー トー に トート ーーー バー クー7 CHAIN 一 ーーーーーーー ド ーーー ドド ーーー 2 一 15 


CINT ドド ドド ドド ドド ドー ドド ドド ドー ドー ドー ドー 2 一 20 
CIRCLE 1 ドド ドド に ドド に に に ドド ドド ドー 2 一 21 
CLEAR ーー ドー ドド ーー 2 一 23 
CLOSE ドド ドド ドド ドド ドド ドド ーー ドー 2 一 95 
CLS ドド ドド ドド ドド ドド ドド トト トー ドー ドー 2 一 27 
COLOR ーー ドド ーー ドー ドー 2 一 29 
COLOR= ミ ーー ド ドド に ドド に に ドゥ に ピー ツー 2 一 31 
COLOR@ ドド ドド ドド ドド ドー ドー の 99 
COMMON ドド ドド に に に に に に ーーー 2 一 35 
COM ON/OFF/STOP 2 一 37 
CONSOLE ドド ドド に ドド に ドド ドド ーー 2 一 39 
CONT ドド に に に に に に ドド ーーー 2 一 41 
COPY に ドド ドド に に ドー ドー ドーレ ーー 2 ワー 42 
COS ーー ドド ドド ドド ドド ドー 2 一 44 
CSNGOo ドー ドー ドー ドド ドド ドド ドド ーー 2 一 45 
CSRLIN 5 05 2 一 46 
CVI/CVS/CVD お 2 一 47 
DATA 義人 注入 肖 2 一 49 
DATE$S ドド ドド ドド ドド に ーー 2 一 51 
DEF FN ドド ドド ドド ドー ドド ーー ツー 2 一 53 
DEFINT/SNG/DBL/STR …… 2 一 54 
DEF USR 1・・ ド ドド ドド ドド ーーー 2 一 56 
DELETE ドド ドド に ドド ドド ドー ドー 2 一 58 
DIM ドド ドド ドド ドド に ドド ドド に ーーー 2 一 59 
DSKF 1 ドド ドド ドド に に に ドー に ドド に に に に に レー 2 一 61 
DSKI$ 生ま 2 一 63 
DSKO$ REC 2 一 65 
EDIT 一 ーー ドー ドー ドド ドド ーー 2 一 67 
END ドド ドー ドド ドド ドド ドド に ドー ドー 2 一 68 
EOF ドド ドド ドド に ドド に ドド に に ドレ に に ピレン ーー 2 一 69 
ERASE ・・ ド ドド ドド に に ドド に に に に に に ーー 2 一 71 
ERL/ERR …ー ド ーー ドド ーー 2 一 72 
ERROR 一 上 tt ペー ドー 2 一 74 


EXPD ドー 2 一 76 
FIELD ドド ドド ドド ドド に に ドレ に に に レレ に レレ レレ レレ 2 一 77 
FILES/LFILES で 2 一 79 
FI…ーー ド ドド ドド に ドレ レレ レレ ゥ レレ レレ に に に し に にし 2 一 80 
FOR...TO...STEP 一 NEXT 281 
FPOS 1 2 25. 穫 - 2 が っ 2 一 83 
FRE ドド ドド に ドド に ドド に ドド に に レレ レレ に レレ に に レレ ゥ に ゥ レレ に に 2 一 85 
GET ドド ドド に ドド に ドド に に ドド に に に に に レレ レー 2ー86 
GET 9 2ー88 
GOSUB 一 RETURN 2 一 90 
GOTO/GO TO ドド ドド ドー 2 一 92 
HELP ON/OFF/STOP 293 
HEXS ドド ドド ドド ドド に ドド に に に レレ レレ ピー 2 一 95 
IF...THEN.. .ELSE/ 
IF..…GOTO...ELSE 2 一 96 
INKEY$ 則っ AS この: 2 一 97 
IND ドド ドド ドド に ドド に ドゥ に レ に レレ に レレ に ゥ に ゥ に ゥ に に に に に に 2 一 98 
INPUT の 2 一 99 
INPUT 雪 Er 7 1 2 ウー101 
INPUT$ EE 2 一 102 
INPUT WAIT に ドー に に ドー ドド ーー 2 一 103 
INSTR ドド ドド に ドド に に に に に レレ に レー 2 一 105 
INT ドド ドド に ドド に ドド に ドド に ーー ドー に 2 一 107 
KACNVS ドド ドド に に に ドド に に ドレ ーー 2ー108 
KEY ドド ドド ドド に ドド ドー ドド に に ドド に に に ピー 2 一 109 
KEY LIST 一 ーー ドー ドー ドー ドー ドド ドー ドー ドー 2 一 111 
KEY(n) ON/OFF/STOP 2112 
KILL KK 05 YK KC CEC KC 2ー114 
KLEN PE 2 一 115 
KPLOAD 上 …①0 ド ーー 2 一 116 
KPOS ーー 2 一 118 
LEFTS ドド ドド に レ に に に ドド に ドー に ーー 2 一 120 
LEN 2 一 122 
ET 2 一 123 


EINEL Smo 2 一 124 
ENEINPUTEE TS so 2 一 126 
LINE INPUT 即 ーー 2 一 127 
LINE INPUT WAIT | 2 一 128 
| に 1 4 自国 に 9 9 を が で スプ 2 一 130 
EOAD ET 2 一 132 
LOAD2 oooioerire 2 一 133 
ED と eo oo さと で 2 一 134 
LEOCATE ea 2 一 135 
ED で Ne4cay 2 一 136 
LEO 2 一 137 
上 に 5 を クー 198 
LSET/RSET 2ー139 
MA 2ー 141 
MERGE ド ドド に に に に に ドド に ーー トー に ーー 2 一 143 
MID$ ドド ドド ドド に に ドド に に に に に ーー 2 一 144 
MID$ る ーー ドド ドー ドド に ドー ドド ドゥ ーー 2 一 146 
MKI$/MKS$/MKD$S 2 一 148 
MON 一 ーー ドー ドー トー トー トート トー トーーーーー 2 一 149 
MOTOR 一 ーー に に に に に ーーーーーーーーー 2 一 150 
NAME に に ・・ に に に に に ーー に ーー に ーーーーーーーー 2 一 151 
NEW ドド ドド ドド ドド トト に トト に トー トー トーーーーー・ 2 一 152 
NEW _ CMD ーー ドー・-ー・ ド ーー に に ーーー 2 一 153 
NEW ON 1 に に に に ドー に に ーー に ーー 2 一 154 
OCT$ 2 一 156 
ON COM GOSUB 一 2 一 157 
ON ERROR GOTO 2 一 158 
ON. . .GOSUB/ 

ON...GOTO ドド 2?ー160 
ON HELP GOSUB 2 一 161 
ON KEY GOSUB 168 
ON STOP GOSUB 2 一 164 
ON TIMES GOSUB 2 一 166 
OPEN ー ド ーー ドー ドー ドー に ーー トーーーーー 2 一 167 


OPTION BASE ドド ドド ーーー 2 一 169 
OM RMSD TS 2 一 170 
(人 008 人 AN て SS Sr 2ー 171 
1 の < | 陸 OO な ポチ 2 一 172 
選対 PA Seeteb oe さ oss の ーー T75 
PC tys AE が 7 
(DPOINTE の の 0 ツー ュ ュ 2 一 177 
【20POINT os や っ フュ 2 一 178 
RONKE る 2 も YNS も あい 43 2 一 79 
RODAUAAAASNCDSEssy 2 一 180 
PRESS 訴 の OS Se SS 2 一 181 
PRINT/LPRINT ドド ドー 2 一 183 
PRINTE ES 2 一 185 
PRINT USING/ 

LPRINT USING に ドド ーー 2 一 187 
PRINT 婦 USING ドー ドド ーー ーー ーー 2 一 190 
PSET 人 2ー191 
DR SW も dee 2 一 192 
PUT @ ドド ドド ドド ドド に トト トト ーー・ーーー・ 2 一 193 
RANDOMIZE ーー 2 一 196 
| ェ | ゴ ・ W 語 先生 が PP 2 一 197 
内 昌 NSR ye な 2 一 198 
RENUM に に の で ロロ ドー トー 2 一 199 
RESTORE: oh 2 一 200 
RESUME ooo 2 一 201 
RIGHT$ 上 ー ド ーー ドド ーー 2 一 203 
RINED か 0 くく 0 を ルッ (sseoss te 2 一 205 
ROW USpebe waesa2Aoso2 2 一 206 
NN こく ea 2 一 207 
生生 4 ns 2 一 908 
SCOREEM eye2 YES: 2 一 209 
SEARO oy so sk 2 一 212 


ー1v 一 








SE 2 一 913 TIME$ ON/OFF/STOP 2 一 231 
SGN ーーー ドド ドー・ ド ドド トド トト トッ ーーー 2 一 214 TRON/TROFF 一 ーー・ 2 一 232 
SIN 一 ーー ドド ドド トド トト トト トット 2 一 215 USR ーー ドー トト ・ ト トー トト ーー トー ババ 2 一 233 
SPACE$ ドド ドド ドー 2 一 216 VAL 1 ドド ドド ドー ドド トト トト トト トト トト トト トー 2ー235 
SPC 2 2ー217 VARPTR た 2ー236 
SQR ・ ド ドド ドド に ドー ドー ドド に に ーー に ーーー 2 一 218 VIEW 1 ドド に ドド トド トト に トート ドド トト ドー トー トー トト ーー 2 一 238 
STOP ドド ドド に ドド に ドド に ドド に ドー に ーー に ーー 2 一 219 WIEW oe 2 一 240 
STOP ON/OFF/STOP 2-220 。 WAIT ーー ドド ドド ドド トト に ーーーーーーーーーーーーー 2 一 241 
STR$… ド tt バード ーー ドド ドー ドド ーーー 2-222 。 WHILE 一 WEND 2 一 242 
STRING$ ……ーー ド ドー ドー 2ー224 。 WIDTH 一 ーー ドー ドド ドド ドー ドド に に ーー ドー 2 一 244 
SWAP 1 ドド ドド に ドー ドド ドド トト トト トト トト ーー 2-225 WIDTH LPRINT 2 一 246 
TAB ーー トド ドド トト トゥ トト ッッ トー スー 2 一 226 WINDOW 上 t ド ーー トド に に に に に ッッ 2 クー247 
TAN トロ ロタ トド で ms 2-227 。 WINDOW 一 ーー ドー ドー ドー 2 一 249 
な スン クー298 WRITE や 3 い Se Ss Ys 2 一 251 
TIMES ドド ドド ドド に ドド に ドド に ーー ドー ドー 2--230 WRITE 誠 ドニ ドビー ドー ドド ドド ーー 2 一 252 
ヒー コ へ 、 の 、 
第 3 章 拡張 命令 
3 . ] 拡張 命令 の 概要 OS 3 一 1 
3.2 拡張 命令 の 追加 の うい まま 3 一 1 
3.3 拡張 命令 の 追加 操作 手順 RareSSSS23 7 ASSESE 2SSSCS 3 一 3 
3.4 拡張 命令 の 解除 RS28 508 Cs2e2G 3 一 5 
3.5 メモ リマ ッ フ ーーtt む ドド ドド に に ドド に ドド ドレ に に に に に に ピピ ーー 3 一 5 
3.6 拡張 ステ ー ト メン ト ttーtーー( ド ドド ドド ドド に に ーー 3 一 7 
CMD _BGM ドド トド ーー 3 一 7 CMD PCM RECORD 3 一 17 
CMD OUTM 一 ーー 3 一 8 CMD PCM SAVE…… ド ーー 3 一 19 
CMD_PAL tt に ドド ーー ドーーーーーー 3 一 9 CMD PCM STOP ーー 3 一 20 
CMD_PCM 上 上 トト ベト ilー バ ドー ドーーーーーー 3 一 12 CMD PLAY 一 t に ド バー ーー 3 一 21 
CMD PCM LOAD ーー 3 一 14 CMD RHYTHM 上 … 上 … ペ ーー 3 一 34 
CMD PCM_ PLAY 上 … 上 ーー 3 一 15 CMD SOUND 一 ーー 3 一 37 


CMD STOPM 一 ドー ね バド ーー 3 一 40 CMD VOICE LFO 一 ーー… 3 一 50 


CMD UNLINK ーー 3 一 41 CMD VOICE REG………… 3 一 52 
CMD VOICE 上 ーーー バド ーー 3 一 42 。 STATUS‥ じ tー ド … ド ドド ドド ドド ーー ドド ーー ドーーー 3 一 53 
CMD VOICE COPY 3 一 49 
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機能 別 索 5| 


1. 一 般 的 な 命令 


ル 
III 一 般 | マ ン ド 川 II 用 風 


AUTO 

CONT 
DELETE 
EDIT 
FILES/LFILES 
KEY LIST 
KILL 
LIST/LLIST 
NAME 
NEW 

NEW ON 
RENUM 

RUN 
TRON/TROFF 


行 番号 を 自動 的 に 発生 きせ る ドド ドド ドー ドド ドー ドゥ に ーー 2 一 7 
停止 し た プロ グラ ム の 実行 を 再開 する ドー ドー ドー ドー りー 41 
プロ グラ ム の 行 を 削除 す る トド トー ポー レード トド ドド ドド に ーー 2 一 58 
修正 し た い 行 を 表示 する ドー ドー ドド ドド ドー ドド ーーー に ーー 2 一 67 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 内 の 全 フ ァイル 名 を 表示 する ーー が 9 
ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 表示 する ドー トド ドー ん ドド ドド ーー ドー 2 一 ]11 
フロ ゼー ディ スク 上 の ファ イル を 削除 ずる で 2 や や 2 一 114 
プロ グラ ム の 内 容 を 画面 や プリ ンタ に 出力 する 1 ドー ドー 2 一 130 
ファ イル の 名 前 を 変え る ーー ドド ドド ドド ドド ドー に ーー にし ーー 2 一 151 
メモ リ 上 の プロ グラ ム を 消去 する ドド ドド ドド ドド に に ピー 2 一 152 
ー ミ ナル モー ド の 起動 な ど 種々 の モー ド を 設定 する ……………・ 2 一 154 
プロ グラ ム の 行 番号 を 付け 替え る = ドド ドド ドー ドド ドド に ーー に ーー 2 一 199 
プロ グラ ム を 実行 する ドー ドド ドー ドド ドー ドー ドーレ に に レー 2 一 207 
トレ ー ス モー ド の 制御 を する ドド ドド ドド ドド ドド ドー に レー に ーー に ーー 2 一 232 


7 = 一 
IIIIIUIUIIUIIIUUIUIUUIUIUUIUI 軸 軸 吊 軸 四 | 一 般 ス テー ト メ ン ト 川上 II 


DATA 
DEF FN 


DEFINT/SNG/DBL/ 


STR 


DIM 
END 


READ 文 の デー タ を 設定 する ドド ドド ドド ドド ドド ドド に に ピー に し し 2 一 49 
新しく 関数 を 定義 する CC た を を すま た ただす また た を を すすま さす すま た だ に まま まま まま は 2 一 53 
変数 の 型 宣 言 を 行う ーー ドド ドド ドド ドド ドド に ドー 2 一 54 
配列 変数 の 大 き さ を 定義 する ドド ドド ドド ドド ドー ピー 2 一 59 
プロ グラ ム を 終了 する ーー ドド ドド に に に に に に に に に に に に に し に に に に に に 2 クー68 
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ERASE 


FOR. . . TO. . . 
STEP--NEXT 


GOSUB---RETURN 
GOTO/GO TO 


IF... THEN.. . 
ELSE/IF. . . GOTO 
・. ELSE 


KEY 
LET 


ON. . . GOSUB/ 
ON. . . GOTO 


OPTION BASE 
RANDOMIZE 
READ 

REM 

RESTORE 
STOP 

SWAP 
WHILE--WEND 
WRITE 


配列 変数 を 取り 消す tt ババ t バ ーー ドド ドド ドド に に ピピ 2 一 71 

繰り 返し 処理 を 行う ti バーバ (ドド ドド に ドド に に レー 2ー 81 

サブ ルー チン を 呼ぶ ーー ドド ドド ドド ーー トド トト トト レレ トレ レレ レレ ーーー て 2 一 90 

指定 し た 行 に ジャ ンプ する ドー ドド ドド ーー ドー ドー ドド ドド ーー 2 一 92 

条件 判断 を 行う ーー ドド レード < ド ドド ドド トレ ドー 2 一 96 

ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 定義 する ーー トバ ドー ネー ルツ (ーー 2 一 109 
変数 に 値 を 代入 する tt 人 ーー バー ドド ドド に ドド トト に トピ レト に に レレ に ピピ に ツー 2 一 123 
指定 され た いく つか の 行 に 分 岐 す る トー ドド トド ーー ドド ーー ドー ツー 2 一 160 
配列 の 添字 の 下限 を 宣言 する ドド ーー ドド ドド ドー ドド に に ーー 2 一 169 
新しい 乱数 系 列 を 設定 する tt ド tb ゅ バル iM ニー ゆ ゅ ゆ ゅ 〔 バ ロ i]ー ド ドド ドド ーー に に に 2 一 196 
DATA 文 中 の デー タ を 変数 に 読み 込む ーー バハ バー トト ーー トコ (ーーー 2 一 197 
プロ グラ ム 中 に 注釈 を 入れ る ーー トド (ーーー ト ドド ドド に に レー に に 2 一 198 
READ 文 で 読む DATA 文 の 位置 を 指定 する ーーー 2 一 200 
プロ グラ ム の 実行 を 停止 する トド ー ド ドド ドド ドド に に に に ーーー 2ー219 
2 つの 変数 の 値 を 交換 する ドー ドー トド ドー ドド ーー ドド ーー ドー ドド ーー 2 一 225 
条件 が 満足 され て いる 間 繰 り 返 し 実行 する ーー 2 一 242 
画面 ペデ ー タ を 出力 する tt ドド ドド ドド に ドド ピー に に にし ピー 2 一 251 


2. 入出 力 に 関す る 命令 ・ 関 数 


川上 II 上 上 III 出 入 出 力 コ ママ ン ド 川上 利和 有 上 和 III 


BLOAD 
BSAVE 
LOAD 
LOAD? 
MERGE 
MOTOR 
SAVE 


機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る SL 26> 人 00190 る 2 一 10 
機 枢 許 プログ ラム を セー プ す る の いこ 2 りー ]1 
プログ ジム を 肖 性 泊 、 で We RACteKeee2KAeRA203 nn 2 2 一 132 


カセ ッ ト テ ー プ に 正しく プロ グラ ム が セー ブ で きた か を 確認 する ‥・・ 2 一 133 
メモ リ 上 の プロ グラ ム と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の プロ グラ ム を 結合 する 2 一 143 
カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の モー タ を 制御 する ーーーー 2 一 150 
メモ リ 上 の BASIC プ ログ ラム を ファ イル に セー プ ブ す る …………… 2 一 208 
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II 自由 人 入 出 力 ス の ーー ト メ ン ト 川 川 川 則 IIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
CHAIN 

CLOSE 還 
COMMON 
DSKO$ 

FIELD 国 

GET 国 

INPUT # [] 

LINE INPUT#[ 
LSET/RSET [ 記 
OPEN 遇 
PRINT# 国 
PRINT# USING 還 
PUT 国 

SET 国 

WRITE#[ 六 


カセ ッ ト テ ー プ 
INPUT 婦 
PRINT 
PRINT USING 


画面 ・ キ ー ボ ー ド ・ 
CLOSE 
COPY 
GET 


HELP ON/OFF/ 
STOP 


INPUT 
INPUT 婦 
INPUT WAIT 


KEY(n) ON/OFF/ 
STOP 


LINE INPUT 


プロ グラ ム を 連結 し , 実行 する バー トム ーー ム ム t バ ずる ぃ リバ (… ド ーー ドーー 
シア イル を 閉 選 2 る に 527eoioetneeteeoeet3 mo oss 
CHAIN 文 が 実行 され た と き 変 数 を 引き 渡す ーー 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ を 書き 込む ・・ ド ドド ーー ドー ドー 
ラン ダム ファ イル の バッ ファ に 変数 領域 を 割り 当て る ………………・ 
ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込む ーー ドド ドー ドド ーー 
ンー ケン シャ ル ラ ァイル が ら デ チー タ を 読み 入 お roW0YrrtoPonts 
シー ケン シャ ルフ ァイル より 1 行 全体 (255 廊 字 以内 ) を 読み 込む 
ファ イル バッ ファ ヘ へ デー タ を 書 き 込 む の ドー ドド ドド ドー 
ラフ ァイル: を オー プン と する 
シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する ーー ドー 
指定 し た 書式 で デー タ を ファ イル に 出力 する ドド ーーー 
バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 書き 出す ・…………ー… 
ファ イル また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 属性 を 設定 する …………… 
シー ケン シャ ルフ ァイル へ ヘ データ を 出力 する ・‥ ド ーー ドー ドー ドー 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む RPC ませ きま ま まき 
シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する ドド ト ハ ーー 
指定 し た 書式 で デー タ を ファ イル に 出力 する ・…・… ero 


プリ ンタ 

ラ ァ イル を 閉じ る oe 
半 画 の Xe ドロ 選 二 ああ 者 200 は の YS0SMNIANeRSY 
ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込む ドー ドド ドド ーー ドー ドーー・ 


[ 隊 叫 に よる 割り 込み の 許可 禁止 , 停止 を 設定 する ………………… 


キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ を 変数 に 代入 する CC 
シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む ee 
キー ボー ド か ら の 入力 を 時 間 制 限 す る ドー ーー6 バ ツイード ーーーー 


ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する ‥…・ 


1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を キー ボー ド か ら 入 力 す る ーー 


一 ix 一 


LINE INPUT 婦 シー ケン シャ ルフ ァイル より 1 行 全体 (255 文 字 以内 ) を 読み 込む ‥…… 2 ュー127 


LINE INPUT WAIT キー ボー ド 入 力 を 時 間 制 限 す る ドド ドー ドー ドド ドド に ーー 2 一 128 
LSET/RSET ファ イル バッ ファ へ ヘ データ を 書き 込む ・ ド ドド ドド ドド ーー 2 一 139 
ON HELP GOSUB に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 する ………… 2 一 161 
ON KEY GOSUB "ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み レー チン の 開始 行 を 定義 する 2 一 163 
ON STOP GOSUB | 器 に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する ……………… 2 一 164 
OPEN ファ イル を オー ピン する ドー ドド ドド ドー ドド ドド ドド に ドレ に に に ピピ 2 一 167 
PRINT/LPRINT 画面 や ゼ プ リン タ に デー タ を 出力 する … ド ドド ドド ドド ドー ドー 2 一 183 
PRINT 婦 シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する ドド ドド に に に 2 一 185 
PRINT USING/ の 時 
LPRINT USING 指定 し た 書式 で 画面 や プリ ンタ に デー タ を 出力 する 2 一 187 
PRINT 婦 USING 指定 し た 書式 で デー タ を ファ イル に 出力 する ・… ド ドド で rom 2 一 190 
PUT バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 書き 出す ・……… ド ーー 2 一 192 
Na ON/OFF/ 。 科 に よる 割り 込み の 許可, 禁 上, 停止 を 設定 する …… 2-220 
WIDTH LPRINT プリ ンタ に 出力 され る 1 行 の 文字 数 を 設定 する ・……… ド ーー 2 一 246 
WRITE 画面 ペデ ー タ を 出力 する - ドー ドド ドド ドド ドド に ドゥ に トゥ にし に に に に し ピピ 2ー251 
スピ ー カ 

BEEP プ ザ ー を 鳴ら す ドド ドド ドド ドド ドド に に に し 2 一 9 


RS-232C 通 信 ポ ー ト 


CLOSE デポ ルル を ま 開 選 才 Yoon areeehtostoaek2AbesSeprSn 2 一 95 
AU OFF/ 肖 信 回 線 か ら の 割り 込み 許可, 禁止, 信 止 を 設定 する 2-37 

GET ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込む ドド ドド ドド ーー 2 一 86 

INPUT な シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む の rm 2ー101 
LINE INPUT 婦 シー ケン シャ ルフ ァイル より 1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を 読み 込む ‥…・ 2 一 127 
LSET/RSET ファ イル バッ ファ ヘ へ デー タ を 書き 込む … ド ドド ドド oo 2ー99 
ON COM GOSUB 通信 回 線 か ら の 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する ………… 2 一 157 
OPEN ファ イル を オー プン する ーー ドド ドド ドド ドド に に に ピー 2 一 167 
PRINT 婦 シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する で ーー ツー ツー デ 2 一 185 
PRINT 婦 USING 指定 し た 書式 で デー タ を ファ イル に 出力 する ドー ドド ーー 2 一 190 
PUT バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 書き 出す ・・………ー… 2 一 192 


IOMII 山 y 出 7 7 関数 川上 上 に 上 山 利和 昌 II 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


ATTRS [|] 
DSKF 還 
DSKI$ 国 
EOF 還 
FPOS[ 国 
INPUTS 
LOC [8 
LOF 国 


キー ボー ド ・ 


FPOS 
INPUTS$ 
LOC 
LPOS 


RS-232C 通 信 ポ ー ト 


EOF 
INPUT$ 
LOC 
LOF 


プリ ンタ 


ファ イル また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 属性 を 返す ・… ド ーー 2 一 5 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各種 情報 を 返す ・・‥ ド ドド ドド ドド ーー 2 一 61 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 直接 デー タ を 読み 込む 人 2889 こ 9839 じ る 30 2 一 63 
ファ イル の 終了 を 判定 する ーー ドド ドド ドド ドー ドド ーー に ーーー 2 一 69 
ファ イル 中 で の 物理 的 な 位置 を 返す ・・…・ ド ドド ドド ドー ドド ーーー 2 一 83 
ファ イル か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 を 読み 込む ・… ド ーー 2 一 102 
ファ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 返す ・‥… ド ーー が 9 
ファ イル の 大 き さ を 返す ドー ドド ドド ドド ドー ドド ドー ドゥ レー レー て 2 一 136 
ファ イル 中 で の 物理 的 な 位置 を 返す ・…・ ド ドド ドド ドド ーー 2 一 83 
ファ イル か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 を 読み 込む ドド ーー ドー 2 一 102 
ファ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 返す ・… ド ドド ーー… 2 一 134 
プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 を 返す ・t ド トド トド ト ペ ー、 ド ドー ドド ドド ドド に レート に ーー 2 一 138 


ファ イル の 終了 を 判定 する < ドー ドド ドド ドド ドド ドレ ーー 2 一 69 
ファ イル か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 を 読み 込む ・…… ド ーー 2 一 102 
ファ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 返す ・・…… ド ドド ドー… 2 一 134 
ファ イル の 大 き さ を 返す ドド ドド ドド ドド ドド に ーー 2 一 136 


ーXi 一 


3. 画面 制御 に 関す る 命令 ・ 関 数 


mt0(00(00(000(00(t((((!(((((!(… 還 ) 四 ] 大 侍 ス テ 一 ト メ ン ul 


CLS 画面 赤 消 凌 移 者 あ YKNKkety を の 0 も tiea202et な ot 2 一 27 


COLOR テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 の 指定 を 行う ・……………… 2 一 29 
COLOR @②@ テキ スト 画面 に 書か れ た 文字 に 色 や 機能 を 設定 する ………・……… 9 
CONSOLE テキ ズ ド 画面 の モー ド を 剖 定 る KAtDaot20tttha Str 2 一 39 
LOCATE ガー が OL 位 村 二 塊 動 二 客 3yentoPSSCRCSS も あえ 92363120 2 一 135 
SCREEN グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド を 設定 する ドド ドド ドド ドド ーー 2 一 209 
WIDTH デバ イス や ファ イル に 対し て 文字 の 領域 を 設定 する ………………… 2 一 244 


li 画 面 制 御 関 中 上 上 上 NHNNtititttttttittitttttiiitttttttitttttttttitttttNtNtttl 


POS カー ツル の 水平 位置 を 抜 す の noseeset those 2 一 180 


uttiitttttt(6(("‥(‥"‥"(‥(‥((("!‥"(Q"("((e((0((( ロ ( 国 | 面 制 御 予 約 変 数 川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


CSRLIN カー ソル の 垂直 位置 を 返す ドド の で の に で で い の 2 一 46 


ーxii 一 


4. グラ フィ ックス に 関す る 命令 ・ 関 数 


utttttttttttttttttt(m(0(00000 グ プ プ フ イ ツ ク ス * デ ーー ト メ ン ll 


CIRCLE 円 ( 椿 円 ) を 描く トー ドー ム トレ ムレ トール ゆ ルド ドド ドド ドド トト トッ トト トト しく に に し くし くく て 2 一 21 

COLOR= カラ ー パ レッ ト を 変更 する ーーー ドー ドド ドド ドド ドド ドド ーー 2 一 31 

GET @ グラ フィ ッ ク 画 面 の パタ ー ン を 配列 に 読み 込む ・… ド ーーーーーー…ー 2 一 88 

LINE グラ フィ ッ ク 画 面 に 直線 や 長方形 を 描く ………… ド ーー 2 一 124 
(1)PAINT 指定 され た 領域 を 指定 され た 色 で 塗る ……… ド ドド ドド ーーー 2 一 171 
(2)PAINT 指定 され た 領域 を 指定 され た タイ ル パ タ ー ン で 埋め る ーー… 2 一 172 
POINT LP(Last referenced Point) を 変更 する tt トー トド ドド ーー 2 一 176 
PRESET グラ フィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト を 消去 する ーー 2181 
PSET グラ フィ ッ ク 画 面 上 に ドッ ト を 描く 」 ーー ドー ドド ーー ドー ドー ドー ーー 2 一 191 
PUT @ グラ フィ ッ ク パ ター ン や 漢字 を 画面 に 表示 する ドー 2 一 193 
ROLL グラ フィ ッ ク 画 面 を スク ロー ル さ せる ーー ドー ドー ドー ドド ドー ドド ーー ドー 2 一 206 
VIEW ディ スプ レイ 画面 上 で の 表示 領域 を 指定 する ……………………ー… 2 一 238 
WINDOW ワー ルド 座標 系 内 の 領域 を 指定 する ーー ドー 2 一 247 


III グ ラプ フ イ ツ ク 関数 川上 II 


MAP スク リー ン 座 標 と ワー ルド 座標 問 の 相互 変換 を 行う …………・…… 2 一 141 
(1) POINT LP(Last referenced Point) の 値 を 返す ・… ド ドド ーー ドド ドー ドー 2 一 177 
(2)POINT スク リー ン 座 標 上 の ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 返す ・……・…… 2ー178 
VIEW ビュ ー ポ ボー ト の 設定 位置 を 返す ・・・・ ト ドー トド トド ドー トド ーー ドド ドーー 2 一 240 
WINDOW 現在 の ウィ ンド ウ の 設定 位置 を 返す ドド トード ドー ドー 2 一 749 


三 X1r 一 


5. 算術 演算 に 関す る 関数 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIII 有 III 和 間 胃 四 志帆 数 値 関 数 IIIIIIIIIIIUIIIHIIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIII 


ABS 
ATN 
CDBL 
CINT 
COS 
CSNG 
CVI/CVS/CVD 
EXP 
FIX 
INT 
LOG 
RND 
SGN 
SIN 
SQR 
TAN 


絶対 備 を 返す ei 2ー 1 
逆 正 接 ( ア ー ク タン ジェ ント ) を 返す ・ ド ドド ドド ドド ドド ーー 2 一 4 
数 値 を 倍 精 度 実数 値 に 変換 する ドド ドド ドド ドド ーー 2 一 14 
実数 値 を 整数 値 に 変換 する ドド ドド ドド ドド ドド ーー に ーー 2 一 20 
余弦 (コサイン ) の 値 を 返す …ーーー ド ーー ドド ドー ピー て て 2 一 44 
数 値 を 単 精度 実数 値 に 変換 する ドド ドド ドド ドー ドー ドド ーーー 2 一 45 
文字 列 を 数 値 デ ー タ に 変換 する ババ (ーー ヨリ ー ド ドド に ーー に レー レー 2ー47 
e(2.7128 ) を 底 と する 指数 関数 の 値 を 返す ………… ド ーー 2 一 76 
数 値 の 整数 部 の 値 を 返す バー トム ぃ バム ピ ーー ドド ドド ドド ーー 2 一 80 
小数 点 以下 を 切り 捨て た 整数 値 を 返す ・…… ド ドド ドド ーー 2ー107 
自然 対数 を 返す ドー トド ドド < ドド < トト に しい て いい 2ー 137 
娠 数 の 値 を 返す home 2 一 205 
数 値 の 符号 を 返す ドド ドー ドド ドー ドド ドド ドド ピピ ーー 2 一 214 
正弦 (サイ ン ) の 値 を 返す 一 ti ドド ーー ドド ドド に に に に ピピ に に に に に ピー 2ー215 
平方 根 を 返す ーー ドド ドー ドド < ドド に レッ に に に に に ーーー 2 一 218 
正 接 (タン ジェ ント ) を 返す ・………… ST NO 2 一 227 


6. 文字 列 操作 に 関す る 命令 ・ 関 数 


II 上 文字 ス の 間 ト メ ン ト 有朋 肌身 


MIDS 


文字 列 の 一 部 を 指定 され た 文字 列 で 置き 換え る ……・… ド ーー 2 一 144 


ー xiV 一 


r ロ 
ll 軸 田 吊 ー テ 英 ll 軸 ll 田 


ASC 
CHRS 
HEX$ 
INKEYS 
INSTR 
LEFT$ 
LEN 
MID$ 


MKI$/MKSS$/ 
MKD$ 


OCTS 
RIGHTS$ 
SEARCH 
SPACE$ 
SPC 
STRS 
STRING$ 
TAB 

VAL 


文字 に 対応 する キャ ラク タコ ー ド , シフ ト JIS コー ド を 返す ・‥………… 2 一 3 
キャ ラク タコ ー ド , シフ ト JIS コー ド に 対応 する 文字 を 返す ・‥………… 2 一 18 
10 進 数 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 する tt ドー ドド ドー ドド ドー ドド ーー 2 一 95 
押さ れ た キー の 文字 を 返す 0 きり っ や いあ うま RC こま つま と RIC CC つい 2ー97 
文字 列 の 中 か ら 任意 の 文字 列 を 探す 上 トド ド ーー ドー ドー ドー 2 一 105 
文字 列 の 左側 か ら 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 返す ・……………… 2 一 120 
文字 列 の 長 さ を 返 す ドド ドド ドド ドド ドド ピー りー 122 
文字 列 の 指定 され た 位置 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 返す ………… 2 一 146 
数 値 を 文字 コー ド に 変換 する ドド ドド ドド ドド ドー ドゥ レー レー 2 一 148 
10 進 数 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 する tt ーー ドド ドレ に ンー ゥ ーー 2ー156 
文字 列 の 右側 か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 列 を 返す ーー… 2 一 203 
配列 変数 の 中 か ら 指定 され た 値 を 探し 出す ・………… ーーー 2 一 212 
指定 され た 長 さ の 空白 文字 列 を 返す 上 トド トド ドー ドド ーー ドー ドー ドー ツー 2 一 216 
指定 し た 数 だ け 空 白 を 出力 する あま CK 2ー217 
数 値 を 文字 列 に 変換 する ドド ドー ドド ドド ドド ドド ドゥ ピピ 2 一 222 
指定 し た 文字 か ら な る 指定 し た 長 さ の 文字 列 を 返す ・………………… 2 一 224 
指定 し た 桁 位 置 ま で 空白 を 出力 する ドド ドド ドド ドー ドド ーー 2 一 9226 
文字 列 の 表す 数 値 を 返す ーー ドー ドド ドド ドド ドーー 2ー235 


7. 特殊 な 命令 や 関数 


IIIIIHIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIHIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIII 特殊 コ マ ン ド IIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
MON 機械 モニ タ に 制御 を 移す トト ドー ヨ ーー ドド ドド ドー に に ーー に ーーー 2ー 149 
TERM シス テム を ター ミナ ルモード に する ーー ドド ドド ドゥ に レ に ゥ に ゥ レ ゥ に レレ レレ に に レー 2 一 228 


ーXvV 一 


ーー トコ 】 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 吊 特殊 ス の ーー ト メ ン トト ! 上 NittiiiitiitttittttttttNWiINIIIIIIIIIN 


CALL 機械 語 サ プ ブルー チン を 呼び 出す ーー ドド ドド ドド ドド ドド に に ーー 2 一 12 
CLEAR 変数 の 初期 化 お よび メモ リ 領 域 の 設定 を 行う ーー 2 一 23 
DEF USR ユー ザ 関 数 (機械 語 ) の 実行 開始 番地 を 定義 する …………………… 2 一 56 
ERROR エラ ー の 発生 を シミ ュ レ ー ト する tt ドー ドド ドド ドー 2 クー74 
NEW CMD 拡張 命令 を 使用 可能 に する トド ドー ドー ドド ドド ドド に ーー 2ー153 
ON ERROR GOTO エラー 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する ドド ドド ドー ドー 2 一 158 
ON TIME$ GOSUB タイ マ 割 り 込み の 時 刻 と 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する ………… 2 一 166 
OUT 出力 ポー ト に デー タ を 送る 一 tt ドー トー ドド ドド ドド に レレ に ピー ピー 2 一 170 
POKE メモ リ 上 の 指定 され た 番地 へ デ ー タ を 書き 込む ドド ーー 2 こり 
RESUME エラ ー 回 復 処理 後 ,。 プロ グラ ム の 実行 を 再開 する ………………… 2 一 201 
0 ON/OFF/ タイ マ 割 り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する の 2 一 231 
WAIT 入力 ポー ト か ら の 入力 を 待つ tt ド tt て 人 オキ オド ーー ドド に ドー に に に ピー に ーー 2ー 241 


II 特殊 関 数 川上 川上 I 


FRE メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 返す トー ドー トド ドド ーーー 2 一 85 
INP 入力 ポー ト よ り デ ー タ を 得る ドド ドド ドド ドド ドー ドド ドド トド ーー 2 一 98 
PEEK メモ リ 上 の 指定 され た 番地 の 内 容 を 返す ドー 2 一 175 
USR ユー ザ 関 数 (機械 語 ) を 呼び 出し ,。 そ の 値 を 返す ・…………ー……] 2 一 233 
VARPTR 変数 の 格納 番地 , フ ァイル バッ ファ の 先頭 番地 を 返す ・……・…・……・ 2 一 236 


UIIUUUIUUUUUUUUUUUIIUUUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIII 軸 目 四 予 約 変数 IIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIUIIMIIUIIUUIUIIUIUIIIIIIIIUIUM 四 | 


DATES$ 内 蔵 カ レン ダ 時 計 の 日 付 を 返す トド ドール ( の ニー ドー ドー ドド ーー 2 一 51 
ERL/ERR エラ ー の 発生 し た 行 番号 と エラ ー コ ー ド を 返す ………・ ド ドド ーー 2 一 72 
TIME$ 内 蔵 カ レン ダ 時 計 の 時 刻 を 返す ーー トー ドル ド ーー ドド ーー 2 一 230 


ーxVi 一 


8. 日 本 語 処理 に 関す る 命令 ・ 関 数 


Ua 本 語 ス の ーー ト メ ン ト 中 iiiitiittttttitttttttWiittttttttiNHINNIIIININIIIl 


KPLOAD 外字 (全角 文字 ) を 定義 する ドド ドド ドド ドド に ドゥ ーー 2 一 116 


mm に l 本 語 告 関 深 中 上 上 上 WWWftmiimittmttmtttttttitttttttttttttWititttttt0N 


AKCNV$ [| 半角 文字 を 全角 文字 に 変換 する ドド ドド ドド ドド ドド ドド ーー 2 一 2 

KAce 還 全角 文字 を 半角 文字 に 変換 する ドド ドド ドド ドー ドド ーー ドー に ーーー 2 一 108 
KLEN 5 文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 返す ドー ドド ドド ドド ドド ドー 2 一 115 
KPOS [5] 国 文字 列 の 先頭 か ら の 位置 を バイ ト 数 で 返す ・………… ド ーー 2 一 118 


9. 拡張 命令 


iti スー プー ーー ト メ ン UMUUUUUUUU 


CMD BGM 並列 動作 モー ド の 制御 を 行う …… ド ドド ドド ドド ドド ドー に ーー に ーー 間 
CMD OUTM MIDI ポー ト ヘ データ を 送る 下 ドー バー ドド ドド に に トレ レレ に に ピピ ーー 3 一 8 

CMD PAL パレ ッ ト に アナ ログ カラ ー コ ー ド を 割り 付け る … ド の の 3 一 9 

CMD PCM 中 ADPCM の 環境 を 設定 する ドド ドー ドド ドド ドド ドド ーー 3 一 12 
CMD PCM LOAD 上 C| ディ スク か ら ADPCM デー タ を 読み 込む …… ド ドー 3 一 14 
CMD PCM PLAY 0C] ADPCM 再生 を 行う tt ドー ドド ドド ドド にし し にし ピピ 3 一 15 
1 ロ ADPCM 録音 を 行う tt ドド ドド ドド に ピー にし し し に し 3 一 17 
CMD PCM SAVE 中 ADPCM デー タ を ディ スク に 書き 込む ドー 6 
CMD PCM STOP 0C] ADPCM 録音 , ADPCM 再生 を 停止 する ドー ドー ドー ドド ーー 3 一 20 
CMD PLAY 音楽 を 発生 する ドド ドー ドド ドド ドー ドド に に ーー 3 一 21 
CMD RHYTHM OL リズ ム パ ター ン を 設定 し ,。 登録 する ・… ド ドド トード トド ドド ドー 3 一 34 
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CMD SOUND PS な の レジ スク に データ を セッ トド する で memooyeYNneo tr rss 37 


CMD STOPM 音楽 機能 の 初期 化 を する tt ババ ーー ドド に に にし にし し し し 3 一 40 
CMD UNLINK 音源 の 初期 化 を する 一 t バ tit ロ qt ロー ドド にし し し し し 3 一 41 
CMD VOICE 音色 を 設定 する 上 tt ド バリ ト バ バビ ーー( 人 ドド ドド トレ に し し にし し し し し にし て 3 一 42 
OB の 音色 デー タ を 配列 変数 に コピ ー す る tt トド ドド ドド に ドレ レー 3 一 49 
CMD VOICE LFO  。 各 チ ャ ネル に LFO 効 果 を 与え る ドド 3 一 50 
CMD VOICE REG "スー パー シン セ サ イ ザ IC の レジ スタ に 値 を 設定 する ……………… さき ーー52 
II 上 III 関 ES UI 
STATUS CI] ADPCM 録音 , 再生 の 情報 を 返す ドド ドド ドド ドド ドー ドー ドド ーー 3 一 53 
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Naa-BA8I ピ / 
Naa- 日 本 語 選 A 


この 章 で は Ns-BASIC/N』- 日 本 語 BASIC 言語 の 基本 的 な 規則 に つい て 解説 し ます . 内 容 は , BASIC 言 
語 の 定数 , 変数 の 意味 , 演算 の 決ま りな ど BASIC 言語 を 使う 上 で 最低 限 必要 と され る 知識 で す . また こ 
れ ら は 2 章 , 3 章 の 命令 を 理解 する の に 必要 な 事項 で す . 


1.1 動作 モー ド 


BASIC を 起動 する と (起動 方 法 に つい て は ユー ザー ズ ガ イド 第 4 章 「BASIC を 使 お う 」 を 参 し て く 
だ さい ), 画面 に "Ok" と いう 文字 が 表示 され て , BASIC は ュ コマ ンド レベ ル に な り ま す . この 状態 の と き 
は , BASIC の コマ ンド を キー ボー ド か ら 入 力 で きま す . 


。 す 1 ダイ レビ クト モー ド 


行 番号 (1ー65529 まで ) を つけ ず に BASIC の 文法 に 沿っ た 文 を 入力 し た 場合 , その 文 は キャ リッ ジリ 
ター ン を 入力 後 , すぐ に 実行 され ます . これ を ダイ レク トモ ー ド に お ける 実行 と いい ます . 


1.1.2 プロ グラ ム モ ー ド 

行 番号 ( 1 て 65529) を つけ て 文 を 入力 し た 場合 , それ は メモ リ の 中 に プロ グラ ム と し て 行 番号 と と も に 
格納 され ます . そし て いっ た ん 格納 され た プロ グラ ム は , RUN コマ ンド お よび GOTO 文 , GOSUB 文 に 
よっ て 実行 させ る こと が で きま す . これ を プロ グラ ム モ ー ド に よる 実行 と 呼び ます . 


1.2 文 


文 と は , BASIC が 行う 手続 き を 記述 し て いる 最小 単位 で す . 

文 に は , BASIC が 実行 する 式 , ステ ー ト メン ト , コマ ンド , 関数 な ど を 書く こと が で きま す . また 文 
は , コロ ン (・) を 用 いて 他 の 文 と つなぐ こと が で きま す . これ は 複 文 (マル チ ス テー トメ ント ) と 呼ば れ , 
複 文 は , 1 行 ( 行 番 号 を 含め て )255 文 字 以内 の 長 さ まで 許さ れ て いま す . マル チ ス テー トメ ント に つい て 
は 1.5 特殊 記号 の 使い 方 を 参照 し て くだ さい . 


1.3 行 番号 
BASIC の 各 プ ログ ラム 行 は , 行 番号 で 始ま ら な けれ ば な り ま せん . 行 番号 に は , 1 て 65529 ま で の 整数 


を 用 いま す . 行 番号 は プロ グラ ム 行 を メモ リ に 格納 する 順序 を 示し , 実行 も 行 番号 の 若い 方 か ら 行 われ ま 
す . また 分 岐 や 編集 の 目印 と し て も 使用 され ます . 
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行 番号 の 代わ り に ピリ オド (. ) を 使う こと が で きる 場合 が か あります. ピリ オド は エラ ー 発 生 , 編集 時 に 
お いて 現在 の 行 を 表す 行 番号 の 代わ り と し て , LIST, AUTO, DELETE, EDIT な ど で 使 用 で きま す . 

例 ) 10 PRINT "abcd" 

20 CMD 

30 PRINT "efgh" 

RUN 

abcd 

Feature not available in 20 

Ok 

LIST 

20 CMD 

Ok 

注意 は スペ ー ス を 表わし ます (本 章 P1-6 スペ ー ス 参照). 


1 . 和 4 ラベ ル 


BASIC で は , 飛び 先 を 行 番号 で 指定 する 代わ り に ラベ ル で 指定 する こと が で きま す . 次 の プロ グラ ム 
を 見 て くだ さい . 
例 ) 10 INPUT A 
20 IF A<0 THEN 80 
30 IF A>0 THEN 60 
40 PRINT "zero" 
50 GOTO 90 
60 PRINT " plus " 
70 GOTO 90 
80 PRINT "minus " 
90 END 


これ は , 10 行 で 入力 され た 値 が 正 か 負 か ゼ ロ か を 調べ る プロ グラ ム で す . ここ で 処理 の 流れ を 変え る 命 
令 が 20, 30, 50, 70 行 に 使わ れ て いて , その 飛び 先 の 指定 は すべ て 行 番号 に な っ て いま す . し か し , この 
行 番号 は あく まで 数 字 の 並び で あり , 我々 に は な じみ に くく , プログ ラム の 作成 , デベ ッ グ 時 に お いて か 
な り 混 乱 を 招き ます . 


Na-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC で は , 飛び 先 の 指定 に ラベ ル 名 を 使う こと が で きま す . ラベ ル 名 を 使っ て 
先ほど の プロ グラ ム を 書き 換え て み ま し ょ う . 
例 ) 10 INPUT A 

20 IF A<0 THEN *※MINUS 

30 IF A>0 THEN * ネ PLUS 

40 PRINT "zero" 

50 GOTO *EXIT 

60 *PLUS : PRINT " plus " 

70 GOTO ※*EXIT 

80 *MINUS : PRINT " minus " 

90 *EXIT : END 


この よう に ラベ ル 名 と は , ユー ザ が 分 岐 先 の 目印 と し て 独自 に つけ る こと の で きる 名 前 な の で す . 
この ラベ ル 名 の 使用 に お いて は , 次 の 注意 を 守ら ちな けれ ば な り ま せん . 

1. ラベ ル 名 の 頭 に は 必ず アス タリ スク ( 氷 ) を つけ な けれ ば な り ま せん . 

2. 先頭 の アス タリ スク を 除い て , ラベ ル 名 は 必ず 英文 字 で 始ま ら な けれ ば な り ま せん . 

3. ラベ ル 名 に 使用 で きる 文字 は , 先頭 の アス タリ スク を 除い て 英文 字 と 数 字 と ピリ オド (. ) で あり , 大 
文字 と 小文字 の 区 別 は あり ませ ん . 

4. BASIC の 予約 語 ( 資 料 1 Ns-BASIC/N。 日 本 語 BASIC の 予約 語 参照 ) を ラベ ル と し て 使用 する こと 
は で きま せん . た だ し , 中 に 含む 場合 は か まい ませ ん . 

5. ラベ ル 名 の 長 さ は , プロ グラ ム の 1 行 の 許可 範囲 (1 行 255 文 字 ) に よっ て の み 制 限 を 受け ます . 

6. 参照 され る ラベ ル 名 (呼ば れる 方 の ラベ ル 名 ) は , 必ず 行 の 最初 に な けれ ば な り ま せん . 

7. 1 行 中 で ラベ ル 名 の 後に 続け て 命令 を 記述 し , マル チ ス テー トメ ント と する と き は , コロ ン (:) ま た 
は スペ ー ス に よっ て 区 切り ます . 


以上 の よう な 制限 を 無視 する と , プロ グラ ム の ロー ド お よび 実行 直後 に "Syntax error" が 表示 され ま 
す . ( 行 番 号 は 表示 され ませ ん .) この 場合 , LIST コマ ンド や EDIT コマ ンド は 実行 で きま すか ら , ラベ 
ル 名 を 訂正 し て くだ さい . 

この 他 参 照 さ れる ラベ ル 名 に 同じ も ゃ の が あっ た 場合 , 2 重定 義 き され て いる と いら 意味 の "Duplicate 
label'" エ ラー が 生じ ます . これ ら の エラ ー の 検出 は 他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ の 場合 と 異な り , "RUN" し た と 
き プ ログ ラム の 実行 に 先だって 行わ れ ま すか ら , ラベ ル 名 の エラ ー が ある と プロ グラ ム を 全く 実行 する 
こと が で きま せん . この 場合 は , LIST コマ ンド また は EDIT コ マン ド を 使用 し て プロ グラ ム を 表示 させ , 
間違え た ラベ ル 名 を スク リー ン エ ディ タ ( プ ログ ラマ ー ズ ガイ ド 第 4 章 「 ス クリ ー ン ・ エ ディ タ 」 参 照 ) 
を 使っ て な お し て くだ さい . 

また , この 場合 の テ エラー メッセ ー ジ は , エラ ー 箇 所 を 示す < 行 番 号 ? は 伴い ませ ん . 
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ラベ ル 名 は , プロ グラ ム 中 で 分 岐 の 目 印 と し て 使用 する 他 , ュ ユマ ンド レベ ル で "LIST", "DELETE" な 
どく 行 番号 〉 を 対象 と する パラ メー タ に は すべ て 使用 する こと が 可能 で す . 


例 ) 


10 INPUT A 

20 IF A 三 0 THEN *EXIT ELSE *※CALC 
30 *※CALC 

40 MLT 三 A*※A : PRINT MLT 

50 GOTO 10 

60 *EXIT 

70 END 

LIST ュ マ ンド を 使用 し て 永 CALC か ら * ネ EXIT ま で の 行 を 表示 し ます . 
LIST *※CALC 一 *※EXIT 

30 *CALC 

40 MLT 三 A*※A : PRINT MLT 

50 GOTO 10 

60 *EXIT 


1.5 特殊 記号 の 使い 方 


BASIC で は , 演算 子 ( 十 , 一 , ※ ま , プ ) な どの 他 に も 特別 な 意味 を 持つ 記号 が あり ます . 
1. ダブ ルク ォ ー テ ーション (") 

ダブ ルク ォ ー テ ーション で 上 囲ま れ た 内 容 を 文字 列 と し て 扱い ます . 文字 ダブ ルク ォ ー テ ーション 
で 囲ん で 表示 させ た 場合 と , 囲ま ず に 表示 させ た 場合 の 違い は 次 の よう に な り ま す . 


例 ) 


10 ABC 三 123 
20 PRINT " ABC" ニー 文字 列 と し て 扱う 
30 PRINT ABC *ー 一 変数 と し て 扱う 
40 END 
RUN 
ABC 
123 
Ok 


2. ピリ オド (.) 
ピリ オド は エラ ー が 発生 し た 行 , また は 新しく 入力 し た 行 の 行 番号 の 値 を 持ち ます . LIST, 
DELETE, AUTO, EDIT な ど で 使 えま す . 


例 ) LIST 


3. ハイ フン (-) 
LIST, DELETE 命 令 な ど 行 の 範囲 を 指定 する と き , 何 行か ら 何 行 ま で と いう 場合 に 使い ます . 
例 ) DELETE 100 一 200 


4. コロ ン (:) 
マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使い ます . マル チ ス テー トメ ント と は , 1 行 (255 文字 以内 ) に 
複数 の 命令 を 書い て ある も の で す . 
例 ) 10 A 三 B 十 C 
Ne 10 A 三 BC :PRINT A 
5. コン マ (,) 
PRINT, INPUT な ど パ ラメ ー タ が 並ぶ 場合 その 区 切り と し て 多用 され ます . 
例 ) INPUT A,B,C 
CONSOLE , , , 1 


6. セミ コロ ン (:) 
PRINT 文 な どの 区 切り と し て 使い ます . この 場合 , 前 の 表示 の 後に 続け て 表示 する こと が で きま す . 
例 ) PRINT " A ニ ":A 


7. アポ スト ロフ ィ (「) 
REM 文 (リマ ー ク ) の 代用 と し て 使え ます . 


例 ) REM TEST 
"SAMPLE 


8. クエ スチ ョ ンマ ー ク (〈?) 
PRINT 文 の 代用 と し て 使え ます . 


例 ) ? 2*2 
4 


9. アス タリ スク (*) 
ラベ ル 名 の 先頭 に つけ ます . 


例 ) 10 INPUT A 
20 GOSUB *※SQUARE 
30 GOTO 10 
40 *SQUARE 
50 PRINT A~2 
60 RETURN 


10. スペ ー ス 
BASIC は 原則 と し て スペ ー ス を 無視 し ます . た だ し コマ ンド , ステ ー ト メン ト の 後に は , 必ず ス 
例 ) PRINT IA 
LIST Ii100 


1.6 定 数 


1.6.1 定数 の 種類 


Ns-BASIC/Ns 日 本 語 BASIC の 定数 に は 以下 ひも の が あり ます . 


文字 定数 (日 本 語文 字 も 含む ) 
10 進 形式 
| 整数 ーー 8 進 形 式 
数 値 wm 一 | 16 進 形式 
| 単 精度 型 
MAR 
1.6.2 文字 定数 
文字 定数 と は , 255 文 字 以 下 の ダ ブル クォーテーション (") で 囲ま れ た 英 数 字 , カナ 文字 , 記号 お よび 


日 本 語文 字 な どの 列 の と と で す . な お , (") を 文字 列 の 中 に 記述 する 場合 は , CHR$ 関 数 を 用 いな けれ ば 
な り ま せん . 


例 ) PRINT " Good Morning " 
Good Morning 
PRINT "100 十 20 " 
100 十 20 


1.6.3 数 値 定数 
数 値 定数 は , 整数 型 , 実数 型 に 分 けら れ , それ ら は 正 あ る い は 負 の 数 , また は 0 で す . 
負 の 数 の 前 に は 必ず 符号 を つけ な けれ ば な り ま せん が , 正 の 数 の 前 の 符号 は 省略 する こと が で きま す . 


1.6.4 整数 弄 


⑪) 


10 進 形式 
ー32768 か 


ら 十 32767 まで の すべ て の 整数 . また は , 数 の 後に %(1.7.2 変数 名 と 型 宮 言 


を つけ た も ゃ もの. 


② 


小数 点 を 
例 ) 


8 進 形式 


頭 に &O また は & を 伴っ た , 


つけ る こと は で きま せん . 


32767 
ー123 
32767% 一 一 整数 を 表す . 


0 か ら 7 まで の 数 字 の 並び . 


0 て 鐘 177777 の 範囲 


例 ) 


&12345 (5349 。。) 
&O7777(4095。。) 


注意 : ゅ は 10 進 数 を 表し ます . 


③ 


16 進 形式 


頭 に &H 
例 ) 


を 伴っ た , 0 か ら EF ま で の 並び . &H0 て &HFFFF の 範囲. 


&H100(256。。) 
&H7FFF(32767。。) 


注意 : 8 進 形式 また は 16 進 形式 で 入力 され た 数 値 は , PRINT, LPRINT で は 10 進 形式 で 出力 され ます . 


8 進数 , 16 進数 の 関係 





ぐつ ココ の 中 尽 〇 の OO の 











1.6.5 実数 弄 

実数 型 は , 単 精度 型 と 倍 精度 型 に 分 けら れ ま す . 

1. 単 精度 弄 

有効 桁 7 桁 の 精度 で 格納 され ます . 出力 の と き は 7 桁 目 が 四 捨 克 入 され , 6 桁 以 下 で 表示 され ます . 扱 
える 数 値 は ー1.70141E 二 38 て 1.70141E 十 38 で す . 

(1) 7 桁 以 下 の 実数 

(2) EE を 使っ た 指数 形式 

(3) 最後 に ! ( 単 精度 実数 型 を 表す 型 宜 言 文字 ) を 伴っ た 数 


例 ) 1.23 
ー7.09Eー06 ニ ー7.09X10* ニ ー0.00000709 
3525.68 
3.14 ! 
2. 倍 精 度 型 


有効 桁 16 桁 の 精度 で 格納 され , 16 桁 以下 で 表示 され ます . 扱え る 数 値 は 単 精度 型 と 同様 で す . 
(1) 8 桁 以 上 の 数 
(2) D を 使っ た 指数 形式 
(3) 最後 に 尋 ( 倍 精度 実数 型 を 表す 型 宣言 文字 ) を 伴っ た 数 
例 ) 1234567890 
0.3141592653D 十 01 三 0.3141592653※10' 一 3.141592653 
56789.0 尋 
8657036.1543976 


1.7 変数 


1.7.1 変数 と は ? 
変数 と は , 数 値 や 文字 列 を 記憶 さき せ て お く 場 所 で , 英 数 字 か ら な る 名 前 (た と えば , COUNT, XPOS な 
ど ) が つい て いま す . この 名 前 を 変数 名 と 呼び ます . 
この 変数 を 使う 2 こと に よっ て , ある 値 を 記憶 させ て お いた り , 取り 出し た り , ある い は 参照 し た りす る 
こと が で きま す . 
例 ) PI 三 3.14159 記憶 させ る 
PRINT PI※2 < 一 取り 出す 


定数 と 同じ よう に 変数 に ゃ 数値 型 ( 教 値 変数 ) と 文字 型 ( 文 字 変数 ) か あり ます -. 数 値 変数 は , 数 値 を 記憶 
させ て お くも の で , 文字 列 を 入れ る こと は で きま せん . 逆 に , 文字 変数 に 数 値 を 入れ る と と も で きま せ 
ん . 数 値 変数 は , 値 が 割り 当て られ る 前 に 参照 され た ら 0 が 代入 され , 文字 変数 は ヌル スト リン グ ( 空 の 
文字 列 ) が 代入 され ます . 
次 の 例 は 悪い 例 で す ("Type mismatch"' エ ラー と な り ま す .) 
例 ) PI 王 "BAD EXAMPLE " 
NAME$ 三 3.14159 


1.7.2 変数 名 と 型 宣言 文字 
変数 名 は 英字 で 始ま る 最大 40 文字 の 英 数 字 と ピリ オド (. ) で 表 さ れ , その すべ て を 区 別 し ま す . 
例 1) ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234567890123A 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234567890123B 
この 2 つ は 違っ た 変数 名 と みな され ます . 


変数 名 は 予約 語 ( 縮 料 1 Na-BASIC/Ns- 日 本 語 BASIC の 予約 語 参照 ) で あっ て は な り ま せん が , 予約 
語 を 信 ん だ も の は か まい ませ ん . た だ し , FN で 始ま る 変数 名 は 許さ れ ま せん . また 英文 字 に お いて 大 文 
字 , 小文字 の 区 別 は あり ませ ん . 
例 2) "RUN 予約 語 の た め 変 数 名 と は な り ま せん . 
0 
XRUN 変数 名 と し て 使え ます . 
同じ 変数 名 で も 型 が 違え ば 区 別 さ れ ま す . 変数 の 型 は 型 宜 言 文字 に よっ て 決ま り , 型 宣言 文字 は 変数 名 
の 最後 に つけ て , その 変数 の 型 を 表し ます . 型 宣言 文字 を 省略 する と , " ! "が つい て いる と みな され ま 
す ( 単 精度 実数 型 変 数 と な る ) . 


2 整数 型 


。。 | ! 間柄 度 実数 
生理. 絡 又 
志 倍 精度 実数 型 
$ 文字 型 
例 3) ん A 


A# | これ ら は 区 別 さ れ ま す が , A と A! は 同じ で 
A% | 単 精 度 実数 型 を 意味 し ます . 


A$ 
変数 の 型 を 宣言 する の に も う 一 つ 便 利 な 方 法 が あります. それ は DEFINT, DEFSNG, DEFDBL, 
DEFSTR の 型 宮 言 文 を プロ グラ ム 中 で 用 いる 方 法 で す . これ に つい て は 2 章 で 詳し く 説 明 し ます . 


1.7.3 配列 変数 
配列 と は , 同じ 性 格 の デー タ が 複数 個 集まっ た も の で あり , その 配列 を 記憶 させ て お く 場 所 を 配列 変数 


と いい ます . 
配列 変数 は DIM 文 ( 第 2 章 参照 ) で 宣言 し , 要素 (デー タ ) は 添字 に よっ て 順序 付け られ ます . 次 元 は 添 
字 の 最大 値 の 個数 に よっ て 決ま り , 1 次元 か ら 多 次 元 ま で 指定 で きま す . 


例 ) 1 次 元 配列 2 次 元 配列 


DIM AS) DIM B$(2, 3) 











要素 の 数 3X4 三 12 








要素 の 数 三 6 


各 添字 は 原則 と し て 0 か ら 始ま り ま すか ら , 実際 の 要素 の 数 は 添字 の 最大 値 寸 1 と な り ま す . 添字 の 最 
大 値 は 0 て 32766 まで の 範囲 を 整数 形式 で 指定 し ます . た だ し , メモ リ に よっ て 添字 の 最大 値 お よび 次 元 


は 制限 され ます . 
また , 添字 の 最大 値 が 10 以 下 の と き は , DIM 文 に よる 宣言 を 省略 で きま す . この 場合 , 添字 の 最大 値 は 


10 と みな され ます . 
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要素 の 参照 は , 変数 名 と 各 次 元 の 添字 を 指定 する こと に よっ て 行い ます . 


例 ) 10 DIM D(3) 
20 FOR | 三 0 TO 3 
30 DU) 三 | * ェ ーー 要素 を 格納 
40 NEXT 
50 PRINT D(2) 一 添字 が 2 の 場合 の 要素 を 参照 
60 END 


1.7.4 予約 変数 


Ns-BASIC/Ns- 日 本 語 BASIC に は , BASIC 自身 が 専用 に 使う 予約 変数 が あり ます . これ ら の 変数 は , 
ユー ザ に よっ て 一 般 の 変数 と し て 使う こと は で きま せん . 
TIME$ 現在 の 時 分 秒 を HH:MM:SS の 形 で 持っ て いま す . また 時 分 秒 を 代入 する こと も で き 
9 
DATE$ 現在 の 年 月 日 を YY/MM/DD の 形 で 持っ て いま す . また 年 月 日 を 代入 する こと も で 
きま す . 
ERL エラ ー が 生じ た と き , エラ ー が 発生 し た 行 番号 を 持っ て いま す . 代入 する こと は で き 
ませ ん . 
ERR エラ ー が 発生 し た と き , 生じ た エラ ー の エラ ー コ ー ド を 持っ て いま す . 代入 する こと 
は で きま せん . 


hu た 5 ガー ペー ジコ レク ショ シ 

一 般 的 に , 文字 列 領域 内 に は 文字 列 が 順番 に 存在 する も の で は な く , あちこち に 存在 し て いて 間 に は 不 
要 に な っ た 文字 列 が あり ます . (下図 A) そ し て , 次 々 に 文字 変数 に 文字 列 が 与え られ , 文字 列 領域 が 
Full の 状態 に な る と , 現在 使わ れ て いる 文字 列 の 領域 と 不要 に な っ た 文字 列 の 領域 を 2 つ に 分 け て , 使用 
可能 な 領域 を 確保 する (下図 B) こ と を ガー ベー ジコ ュ レ クシ ョ ン と 言い ます . 

この ガー ベー ジコ レク ショ ン は , プロ グラ ム を 実行 し て いる と き な ど 自動 的 に 行わ れ , 場合 に よっ て は 
処理 に 時 間 が か か る こと が あり ます . 





概念 図 
< は 不要 に な っ た 文字 列 を 表し ます . 
文字 列 9 に 
A AALgSI><l eeelee<lc| | 
この 文字 列 領域 が 
Full に な る と 


使用 可能 に な っ た 領域 





文字 列 を 多く 扱う プロ グラ ム を 実行 中 に , 本 機 が 一 時 的 に スト ッ プ し た 状態 に な る の は これ が 原因 で 
す . 


1.8 型 変換 


Ns-BASIC/N。r 日 本 語 BASIC の 数 値 デ ー タ は , 必要 に 応じ て その 型 か ら 他 の 型 に 変換 する こと が で き 

ます . た だ し , 文字 型 と 数 値 型 の 間 で この 変換 を 行う こと は で きま せん . 

(1) ある 型 の 数 値 デ ー タ が , 違っ た 型 の 数 値 変数 に 代入 され た 場合 , 数 値 は その 変数 名 に よっ て 宣言 さ 

れ た 型 に 変換 され ます . 
例 ) 10 ABC%=1.234 実数 を 整数 に 変換 

20 PRINT ABC% 
RUN 
1 


次 は , 実数 を 単 精度 型 の 数 値 変数 に 代入 ( 単 精度 型 に 変換 ) し た に も か か わら ず , 整数 型 の 数 値 変数 
を 指定 し た た め 0 が 表示 され た 例 で す . 


例 ) 10 ABC 三 0.123456789 
20 PRINT ABC% 
RUN 
0 


この よう に , 違っ た 型 の 数 値 変数 に 代入 され た も の を 参照 し た り , ある い は 表示 し た りす る 場合 は 
注意 が 必要 で す . 
(2) 精度 の 違う 数 値 問 の 演算 の 場合 , 精度 の 高い 方 に 変換 され て 演算 が 行わ れ ま す . た と えば , 
10#/3 の 場合 は , 10 尋 /3 井 と し て 演算 が 行わ れ ま す . 
例 ) 10 A# 三 10 尋 /3 
20 B# 三 10 尋 /3# 
30 PRINT A#,B 尋 
RUN 
3.333333333333333 3.333333333333333 


(⑬③) 論理 演算 の 場合 , 扱わ れる 数 値 は すべ て 整数 に 変換 され , 結果 は 整数 で 与え られ ます . 
例 ) PRINT 12.34,NOT 12.34 
12.34 過 提 
来 NOT …… 耕 定 を 表し ます (1.9.3 論理 演算 参照 ). 


(4) 実数 が 整数 に 変換 され る 場合 は , 小数 点 以 下 は 四捨五入 され ます . この と き , 整数 型 で 扱え る 範囲 
を 超え た 場合 は エラ ー が 起こ り ま す . 


例 ) 10 A% 三 34.4 10 A 婦 三 1.234E 十 07 
20 B% 三 34.5 20 B% 王 A# 
30 PRINT A%,B% 30 PRINT B% , A 尋 
RUN RUN 
34 35 Overflow in 20 


(5) 倍 精度 変数 が 単 精度 変数 に 代入 され た と き は , 変数 の 値 は 有効 数 字 7 桁 に 丸め た も の と な り ま す . 
単 精度 変数 の 精度 は 7 桁 で あり , も と の 倍 精 度 の 数 値 と の 誤差 の 絶対 値 は , 5.96E セ 8 以下 と な り ま 
す . 

例 ) 10 A## 三 1.23456789# 
20 BI! 一 A 尋 
30 PRINT A#,B! 
RUN 
1.23456789 1.23457 


1.9 式 と 演算 


式 は 定数 や 変数 を 演算 子 で 結合 し て 表し ます . また 式 の 演算 結果 は , 1 つの 数 値 あ る い は 1 つの 文字 列 
に な り ま すか ら , 単に 文字 や 数 値 あ る い は 変数 だ け の も の も ゃ も 式 に な り ま す . 
例 ) "BASIC" 
3.14 
10 十 3/5 
A 十 B/C 一 D 
TAN (DO) 


BASIC の 演算 は 次 の 5 つ に 分 類 さ れ ま す . 
算術 尊 算 

関係 演算 

論理 演算 

関 数 

文字 列 演 算 


Oo97 ES 選 


1.9.1 算術 演算 
算術 演算 子 に は 次 の よう な も の が あり ます . 


演算 子 帝 算 例 

実 の 指数 演算 X^ マ 

行 了 

順 ー 負 号 ー 駐 

褒 | ま ノ 乗算 , 実数 の 除算 XY, X ノ Y 
填 , 一 加算 , 減算 メ 二 Y, メーY 


演算 の 実行 順序 を 変更 する 場合 カッ ュ を 使用 し ます . カッ ュ の 中 の 演算 子 は 他 の 演算 子 よ り 先 に 実行 
され ます . カッ コ 内 に お いて は 通常 の 実行 順序 に 従い ます . 


談 に 実行 例 を 示し ます . 
代数 表記 BASIC の 表記 
人 B 2 キ Y 2※X+Y 
X 
(2 マ †2 X/Y 十 2 
③ うす て X+Y)/2 
(4) XX 填 2X 十 1 双 2 填 2 氷 XX 十 1 
5) XY ヌメ ^(Y^2) 
(6) (X" 先 有 22 
⑰⑦) Y(ー%) Y 玉 (一 多 ) 


(1) 整数 の 除算 と 剰余 の 計算 
整数 の 除算 は \ に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 が 実行 され る 前 に 小数 点 
以下 が 四捨五入 され ます . 商 は 小数 点 以 下 が 切り 捨て られ た 整数 と な り ま す . 
例 ) 10\3 三 3 10/3 三 3.… 余 り 1) 
23.75\5 王 4 (24/5 三 4.… 余 り 4) 


剰余 の 計算 は MOD に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 が 実行 され る 前 に 小 
数 点 以 下 が 四 捨 元 入 さ れ ま す . 結果 は 整数 の 割り 算 の 余り で す . 
例 ) 13.3 MOD 4=1 13/4 三 3.… 余 り 1) 
25.68 MOD 6.99 三 5 (26/7 三 3.… 余 り 5) 
(2② 0 で の 除算 
式 の 実行 時 に 0 で の 除算 が 行わ れ た 場合 は 、, エラ テー メッセ ー ジ を 出力 し ます が , 結果 は 計算 機 が 扱 
うこ と の で きる 最大 の 数 と みな し , それ を 除算 の 結果 と し て 処理 を 続行 し ます . 
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また , べき 乗 の 実行 時 に , 0 に 対し て 負 の べき 乗 を 行っ た 場合 も 同様 に な り ま す . 
例 ) PRINT 2/0 

Division by zero 

1.70141E 十 38 

PRINT 0 一] 

Division by zero 


1.70141E 十 38 


(3) 格 あ ふれ (オー バー フロ ー) 
代入 や 演算 の 結果 が その 変数 の 型 内 で 表現 する こと の で きる 範囲 を 超え た 場合 , 桁 あ ふれ が 発生 
し ます . 
桁 あ あふれ が 起こ っ た 場合 , BASIC は "Overflow" エ ラー を 出力 し , BASIC が 扱う こと の で きる 最大 
の 数 を 結果 と し て 与え , 処理 を 続行 し ます . 
例 ) PRINT 3 300 
Overflow 


1.70141E 十 38 


1.9.2 関係 演算 


関係 演算 子 は 2 つの 数 値 を 比較 する と き に 用 いま す . 結果 は , 真 ( 一 1), 偽 (0 ) で 得 ら れ , 条件 判定 文 
な ど プ ログ ラム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま す ( 第 2 章 IF…THEN…ELSE 参照 ) . 


関係 演算 子 内 容 例 

三 等 し い メー マ Y 

で ジェ アー マ 等 し く な い メ マ < >Y, メッ > <Y 
< 小さ い XY 

> 大 きい メ >Y 

<=, テマ 小さ いか 等 し い 。 双 < ニ Y, メニ ママ Y 
と オー 生か 大 きい か 等 し い 。 メッ テニ Y, メニ >Y 


注意 : 三 は 代入 文 に も 使う の で 注意 する こと . 
F 文 の 中 で の 使い 方 の 例 を 次 に 示し ます . 

IF X 三 0 THEN 1000 

IF ATB< >0 THEN X ニ X 十 1 : Y ニ Y 十 1 





1.9.3 論理 演算 

論理 演算 子 は 複数 の 条件 を 調べ た り , ビッ ト 操 作 や 論理 演算 を 行っ た りす る の に 用 いま す . 論理 演算 
は , ビッ ト ご と に 0 また は 1 を 結果 と し て 与え ます . 

各論 理 演算 の 内 容 を 次 に 示し ます . 


NOT 三 not( 否 定 ) 


x NOT X 

1 0 

0 1 
AND = and( 論 理 積 ) 

X Y X AND Y 

1 1 1 

1 0 0 

0 1 0 

0 0 0 
OR = inclusive or( 論 理 和 ) 

ズ Y X OR Y 

1 1 1 

1 0 1 

0 1 1 

0 0 0 
XOR = exclusive or (排他 的 論理 和 ) 

X Y X XOR Y 

1 1 0 

1 0 1 

0 1 1 

0 0 0 
IMP = implication (包含 ) 

ズ Y スス IMP Y 

1 1 1 

1 0 0 

0 1 1 

0 0 1 


EQV = equivalence (同値 ) 


6 Y X EQV Y 
1 1 1 

1 0 0 

0 1 0 

0 0 1 


論理 演算 子 も 関係 演算 子 の よう に , プロ グラ ム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま す . この 場合 , 論理 演算 
子 は 2 つ 以 上 の 関係 演算 子 と 結ぶ こと が で きま す . 

例 ) ) IF X<0 OR 99 ご <X THEN 1000 

) IF 0<X AND X ご 100 THEN X ニ 0 

3) IF NOT (A 三 0) THEN 20 

) XX が 負 , また は 99 よ り 大 きけ れ ば , 行 番号 1000 へ 飛ぶ . 
(2②2) え が 正 で , か つ 100 よ り 小 さけ れ ば , 双 に 0 を 代入 する . 
(3) A が 0 で な けれ ば , 行 番号 20 へ 飛ぶ . 


注意 : 論理 演算 子 は 演算 の 前 に 扱う 数 値 を , 一 32768 か ら 十 32767 まで の 2 つの 補 数 表示 の 整数 に 変換 
し ます . も し , この 範囲 外 と な れ ば "Overflow" エ ラー と な り ま す . も し , 0( 偽 ) と 一 1( 真 ) し か 与え られ な 
か っ た な ら , 論理 演算 子 は 0 と 一 1 し か 結果 と し て 与え ませ ん . 

指定 され た 論理 演算 で は , この 整数 に 対し ビッ ト ご と に 演算 を 行い ます . し た が っ て , 論理 演算 子 は ベ 
イト デー タ を ある ビッ トペ パタ ー ン に 照ら し 合わ せ て 調べ る こと が で きま す . 

た と えば , AND 演 算 子 は 機器 の 1/O ポ ー ト の ステ ー タ スベ イト の 必要 な ビッ ト 以 外 の すべ て の ビッ ト 
を マス ク す る こと に 使え ます . また OR 演算 子 は ある 2 進数 を 作る た め に , 2 つの ビッ トペ パタ ー ン を 混在 
させ る こと が で きま す . 


以下 の 例 は 論理 演算 子 か が どの よう に 働く か の 例 で す . 
NOT 2 テー3 2 三 (0000000000000010)。 
し た が っ て , NOT 2=(1111111111111101)。 ニー3 
NOT メニ ー(X 十 1) 任意 の 数 の 補 数 表示 は 1 の 補 数 に 1 を 加え た も の で す . 


ー1 AND 3=3 ー1 三 (1111111111111111)。 , 3 ニ (0011)。 
し た が っ て , 一 1 AND 3 三 (0000000000000011)。 =3 
4 OR 3= ニ ィ 7 4 三 (0100)。 , 3 ニ (0011)。 


し た が っ て , 4 OR 5 三 (O111)。 =7 
ー2 XOR 4 テー6 一 2 三 (1111111111111110)。 , 4 三 (0100)。 
し た が っ て , 一 2 XOR 4= ニ (1111111111111010)。 ニー6 


1 一 19 


ー2 IMP -3=ー3 一 2=(1111111111111110)。, 一 3 三 (1111111111111101)。 

し た が っ て , 一 2 IMP 3 三 (1111111111111101)。 ニー3 
5 EQV 一 4=6 5 三 (0101)。 , 一 4 三 (1111111111111100)。 

し た が っ て , 5 EQV 一 4 三 (0000000000000110)。 =6 


1.9.4 関 数 


ある 値 (引数 ) を 引き 渡し て , 決ま っ た 演算 処理 を 行っ た 結果 を 値 と し て 返し て くる も の が 関数 で す . 図 
で 表す と 次 の よう に な り ま す . 


値 (引数 ) 
関数 に 値 を 結果 を 返す 


引き 渡す 





関数 は 単独 で 使わ れる こと は な く , PRINT 文 や 代入 文 な ど で 引 用 され ます . 
例 ) PRINT SIN(PI/2) 
NUM$ 三 MID$(STR$(NUMBER) , 2) 


BASIC で は “組み 込み 関数 "と し て SIN( 正 弦 ), SQR( 平 方 根 ) な どの 数 値 関数 や CHR$, LEFT$ な どの 
文字 列 関数 を 本 体内 に 持っ て いま す . 
また , BASIC は “ユー ザ 定 義 関数 "と し て ユー ザ が 自由 に 定義 で きる 関数 機能 も 持っ て いま す . これ は 
第 2 章 の “DEF FN" の 項 で 説明 し ます . 
また , これ ら の 初等 関数 (SIN 関数 な ど ) は, 引数 が 倍 精度 の と き は 倍 精度 と な り , 引数 が 整数 や 単 精度 
の と き は 単 精度 と な り ま す . 
一 般 に 引数 に 整数 し か と ら な いも の は , 小数 部 分 を 四捨五入 し て 整数 に 丸め て か らち 演算 を 行い ます . 
次 に その 使い 方 の 例 を 示し ます . 
A 三 SIN(3.14) 十 COS(3.14) 
PRINT 2,2*2.,SQR(2) 


1 .10 文字 列 の 演算 


1 .10.1 文字 列 の 連結 
文字 列 は 演算 子 寺 こよ っ て 連結 する こと が で きま す . 
例 ) 10 A$ 三 "日 本 電気 ":B$ ニ "Personal " : C$ ニ " Computer " 
20 D$ 王 A$ 十 " " 士 B$ 十 " " 土 C$ 
30 PRINT D$ 
RUN 
日 本 電気 Personal Computer 


1 .10.2 文字 列 の 比較 


文字 も 数 値 の 比較 に 用 いら れる も の と , 全く 同じ 関係 演算 子 を 用 いて 比較 する こと が で きま す . 
=, く , >, く >, > く , マー, ー く , > ニ , ニッ > 


文字 列 の 場合 , それ ぞ れ の 文字 列 の 最初 か ら 1 文字 ずつ 文字 の 比較 を 行い ます . も し , 相互 が 全く 同じ 
文字 列 の 場合 は , その 2 つの 文字 列 は 等 し く な り ま す が 1 箇所 で も 違っ た 場合 は , その 文字 の キャ ラク タ 
ュー ド (日 本 語文 字 の 場合 は ン フ ト JIS コー ド ) の 大 きい 方 の 文字 列 が 大 きく な り ま す . キャ ラク タコ ー 
ド の 大 小 は , 英字 の と き は アル ファ ベッ ト 順 , カタ カナ の と き は アイ ウエ オ 順 に な っ て いま す . 文字 列 の 
片方 が 短 か く て 比較 が 途中 で 終わ っ た 場合 は , 短 か い 文字 列 の 方 が 小さ く な り ま す . 

参照 : 資料 4 「 キ ャ ラク タコ ー ド ]」, 資料 8 「 日 本 語 コ ユー ド 」 

文字 列 の 比較 に お いて は 空白 な ど ゃ 意味 を 持ち ます か ら 注 意 し て くだ さい . 

例 ) "AA "ご" AB " 

" BASIC " 王 " BASIC " 


"cm "> テリ "CM" 
" 左 "<" 右 " 

1 バイ ト 文 字 ( キ ャ ラク タコ ー ド 表 に 載っ て いる 文字 ) と , 2 バイ ト 文 字 ( シ フト JIS ュー ド で 表 さ れる 
日 本 語文 字 ) と が 混在 する 文字 列 の 比較 は , 2 バイ ト 文 字 を 16 進 数 の 上 2 桁 , 下 2 桁 に 分 割 し て 1 バイ ト 
ずつ 比較 し ます . 

例 ) "2 月 "<" 二 月 " (32H, 8CH, 8EH と 93H, F3H, 8CH, 8EH と の 比較 ) 


この よう に , 文字 列 の 比較 は 文字 列 の 内 容 を 調べ た り , 文字 アル ファ ベッ ト 順 に 並べ た り ( ソ ー ト ) す 
る こと 人 使う こと が で きま す . 


1 .11 演算 の 優先 順位 


演算 は 次 の 順位 に よっ て 行わ れ ま す . 


1. カッ ュ で 囲ま れ た も の 
2. 関数 

3. 指数 (べき 乗 ) 

4. 負 号 (一 ) 

5 案 。 

6. \ 

7. MOD 

8. 十 , 一 

9. 関係 演算 子 ( く <, >, な ど ) 
10. NOT 

11. AND 

12. OR 

13. XOR 

14. IMP 

15. EQV 


1 .12 数 値 演算 に お ける 誤差 


通常 の 演算 方 式 で プロ グラ ム を 組ん だ と ころ , どう し て も 上 正しい 答え が 表示 され な いと き に 参照 し て 
くだ さい . 


1.12.1 誤 差 
コン ピュ ー タ の 計算 が 紙 の 上 で の 計算 と 全く 同じ と 考え て いる 方 が 大 多数 だ と 思わ れ ま す が , 次 の よ 
うに 必ず し ゃ 同じ で ある と は いえ な いこ と が あり ます . 
例 ) 1. 実数 型 変数 の プロ グラ ム 
100 C 三 0 : A 三 0 
110 PRINT "C= ニ ":C,"A 三 ":A 
120 IF A 三 1 THEN 150 
130 C= ニ C 十 1 : A 三 A 十 0.1 


140 GOTO 110 
150 END 


この プロ グラ ム は カウ ント C と 変数 A 人 を 0 に し て か ら , 変数 A 人 が 1 と な っ た と ころ で 終わ る も の で す . 
カウ ント C は 1 ずつ , 変数 へ は 0.1 ず つ 増 えて いき ます . この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 


RUN 

C=0 A=0 
Cー1 A 三 0.1 
Cー2 A 三 0.2 
Cー3 A 三 0.3 
Cー4 A=0.4 
Cー5 A 三 0.5 
Cー6 A 三 0.6 
C ニ 7 Aー0.7 
Cー8 Aー0.8 
C=9 A 三 0.9 
C テ 10 A 三 1 
C11 Aー1.1 
Cー12 A 三 1.2 
Cー13 A 三 1.3 


不思議 な こと に , A=1.0 と な っ て も プロ グラ ム は 止ま り ま せん . 
例 ) 2. 関数 の プロ グラ ム 

100 S 三 15 

110 FOR Y=0 TO S 

120 A テ 2^Y 

130 PRINT "2 0 "Yi 三 リ iA 

140 NEXT Y 

150 END 


この プロ グラ ム は 2" か ら 2"『 ま で を 計算 し て プリ ント する も の で す . 実行 させ て み ま し ょ う . 
RUN 
2 0=1 
2 1= テ 2 
2 2=4 


2 3 三 8 

2 4 三 16 

2 5 三 32 

2 6=64 

2 7 テ 128 

2 8 三 256 

2 9 三 512 

2 10=1024 
2 11 三 2048 
2 12 三 4096 
2 13=8192.01 
2 14 三 16384 
2 15 三 32768 


ここ で , 2 13 に 注目 し て くだ さい . 8192.01 と いう ょ うに , 小数 点 以 下 2 桁 ま で 表示 され て いま すね . 
例 ) 3. 数 値 表 示 プ ログ ラム 

100 A 媒 三 0.0075 ⑧ 

110 PRINT Ar 

120 END 

注意 : 大 は 変数 へ が 倍 精 度 変数 と し て 扱わ れる こと を 表し て いま す . 


この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 
RUN 
7.500000298023224D-03 

例 ) 1 の プロ グラ ム で は , A=1.0 と な っ て いる の に プロ グラ ム が 止ま ら ず , 例 ) 2 と 例 ) 3 の プロ グラ ム 
で は , 予想 に 反し た 結果 が 表示 され ます . その 理由 を 簡単 に 説明 する と 次 の よう に な り ま す . 

例 )1 の プロ グラ ム で は , A=1.0 と 表示 され た と き に , 実は ちょ うど 1 に な っ て いな いか ら で す . この 
現象 は , コン ピュ ー タ に お ける 数 値 の 内 部 表現 形式 が 原因 と な っ て 起こ り ま す . 後 で も う 少 し 詳し く 説 明 
し ます . 

例 )2 の プロ グラ ム で 小数 点 が 現れ た の は , 関数 の 値 を 近似 計算 式 で 求め て いる た めで す . そし て , 他 の 
関数 (SIN, COS, TAN, SQR, etc.) に つい て も , 同じ ょ うに 近似 計算 を 行っ て いる た め の 誤 差 が 含ま れ て 出 
力 さ れ ま す . 

例 )3 の 場合 は , デー タ を 内 部 表現 形式 に 変換 する 場合 に 生ま れる 誤差 の 影響 で す . 


1.12.2 対策 


それ で は , どう すれ ば 誤差 の 影響 の 少な い プ ログ ラム に な る で し ょ うか . 主 な 対策 を あげ て み ま し ょ 
ら 2 
a. 実数 型 変数 を 比較 する 場合 は 等 号 (一 ) で は な く , 不 等 号 (> , く ) を 使用 し ます . 
b. FOR て NEXT ルー プ の 変数 に は 整数 型 変数 を 使用 し ます . 
c. 結果 を 整数 値 と し て 表示 する 場合 は , INT 関 数 や FIX 関数 を 使用 し ます . この と き 注 意 し な けれ ば 
な ら な い の は , 理論 上 , 結果 が 
A ニ 1 
と な る も の が 


と な っ て いる 場合 で す . この と き , この まま で INT 関 数 を 使用 する と , 
PRINT INT(A) 
0 
と な り , 結果 が 0 に な っ て し まう と き が あり ます . これ は , INT 関 数 が 与え られ た 引数 の 整数 部 分 だ 
け を 取り 出す か ら で す . この よう な 場合 は , INT 関 数 に 代入 する 前 に 0.1 を 加え て お く と いう 手段 が 
有効 で す . 
d. 結果 を 画面 や プリ ンタ に 出力 する 場合 は , PRINT USING 文 を 利用 し ます . 
例 1 の 場合 に は , a に 従い 行 番号 120 の 文 を 次 の よう に 変更 し ます . これ で 小数 点 以下 4 桁 の 精度 を 必 
要 と する 場合 の 比較 を 行う こと が で きま す . 
単 精度 の 数 値 は 有効 桁 6 桁 , 倍 精 度 は 有効 桁 16 桁 で す の で , この こと を 考慮 し て 精度 を 決定 し て くだ 
さい . 
120 IF 0.9999 ご A AND A<1.0001 THEN 150 


1 .12.3 数 値 の 内 部 表現 形式 


一 般 に コン ピュ ー タ 内 部 で の 数 値 の 演算 方 式 に は 次 の 2 通り の 方 式 が あり ます . 
2 進 演算 方 式 …… 入 力 さ れ た 数 値 を 計算 機内 部 で 2 進数 に 変換 し た 後 , いろ いろ な 演算 を 行う . 
例 ) 入力 値 123。p 
内 部 値 1111011。 
10 進 演算 方 式 …… 入 力 され た 数 値 を 10 進 数 の まま 計算 機内 部 に 記憶 し , 演算 を 行う . 
例 ) 入力 値 123。。 
内 部 値 00000001 90 00000011。 





123 jp 
注意 :。 は 2 進数 を 表し , j ぁ は 10 進 数 で ある こと を 表し て いま す . 


1 一 25 


これ ら 2 つの 演算 方 式 の 大 き な 違い は , 数 値 を 2 進数 に 変換 する と ころ で す . つま り , 10 進 数 の 形 で 残 
すか , 2 進数 の 形 に 変換 し て し まう か に よっ て , 再び 10 進 数 と し て 表示 する 場合 に 誤差 が 生ま れる か ど 
ら うか が 決ま っ て きま す . 

た と えば , 0.83 を 2 進 演算 用 に 変換 する と 次 の よう に な り ま す . 


0.83 三 1/2 十 1/22 上 1/29 上 1/26 十 172" 上 1/20 二 1/25 二 …… 


し た が っ て , 計算 機内 部 で は , 
1101010001111…… 


と いう 形 に な り ま す . し か し , 計算 機 の メモ リ に は 限度 が あり , 通常 は 32 ビ ッ ト と か 64 ビ ッ ト と いう よう 
に 制限 きれ て いま す . し た が っ て , 再び 10 進 数 に 変換 する と 前 と は 異な っ た 値 に な り ま す . 
で すか ら , 2 進 演算 方 式 を 採用 し て いる 本 機 で は 多少 の 誤差 が 現れ ます が , とれ は 特に 異常 と いう こと 
で は あり ませ ん . 
で は , な ぜ 多 く の パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ が 2 進 演算 を 採用 し て いる の で し ょ うか. 主 な 理由 は 次 の 2 
つ 空 す 。 
1. 演算 を 早く 行う . 
2. 大 き な 数 値 で も 少な い 桁 数 で 表現 で きる . 


例 ) 255uo 
10 進 演算 
00000010 00000101 00000101 
(3 ベイト ) 
2 進 演算 
11111111 
(1 ベイト) 


1 .12.4 全角 文字 の 内 部 形式 


全角 文字 は , Ng- 日 本 語 BASIC 使用 時 は , 文字 列 の 中 で 半角 文字 と 混在 し て 扱う こと も で きま す . 
全角 文字 1 文字 は , 半角 文字 2 文字 分 の メモ リ (2 バ ベイト) を 占有 し ます . 


例 ) "ABC 漢 字 DE" の 内 部 形式 (A, B, C, D, E は 半角 文字 ) 


1 .13 基本 命令 と 拡張 命令 
1 .13.1 基本 命令 


本 機 で 使用 する Ns-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC の すべ て の 命令 の うち , 19 個 の 拡張 命令 を 除い た 命令 を 
基本 命令 と いい ます . 基本 命令 は , その 機能 か ら ュ マン ド , ステー トメント, 関数 な ど に 分 類する こと が 
で きま す (〈( 詳 し く は 本 書 vii-xvii ペ ー ジ 「 機 能 別 索引 」 を 参照 し て くだ さい ). 

第 2 章 で は , これ ら の 基本 命令 々 アル ファ ベッ ト 順 に 解説 し て あり ます . 


1 .13.2 拡張 命令 


Na-BASIC V2/N。 日 本 語 BASIC で は , 基本 命令 の ほか に 拡張 命令 を 追加 する こと が で きま す . 
Ns-BASIC V1 で は 追加 する こと が で きま せん . 拡張 命令 に は , (1) NEW CMD 文 を 実行 する 拡張 モー ド 
1 (Na-BASIC V2 , Na 日 本 語 BASIC と も 可 ) で 使用 で きる 命令 と , (2) プロ グラ ム フ ァ イル "fm .ipl" を 
実行 する 拡張 モー ド 2 (Ns-BASIC の み ) で 使用 で きる 命令 が あり ます . 目的 に 応じ て 選ん で くだ さい . こ 
れ に より , 512 色 の らち か ら 8 色 を 選べ る アナ ログ ペレ ッ ト 機 能 や FM 音源 に よる サウ ンド 機能 , 
ADPCM 音源 に よる デジ タル サン プリ ング 機能 な ど を 使う こと が で きま す . 


2 章 ・3 草 の 見 方 


Ns-BASIC お よび Na 日 本 語 BASIC の すべ て の コマ ンド , ステ ー ト メン ト , 関数 , 予約 変数 を 第 2 章 ・ 
3 章 で 解説 し ます . BLOAD と いう ステ ー ト メン ト を 解説 し た ペー ジ を 例 に あげ て , 使わ れ て いる 記号 や 
表記 方 法 を 説明 し ます . 


表記 例 





入出 力 コ マン ド 


BLUAD 詩 寺 = 奉 三 奈 


ビー・ ロ ー ド : binary load 





⑤-ーーーーーーー[ 機 能 】 機械 語 ア ログ ラム を ロー ド す る 

⑥ BLOAD < ファ イル 名 〉[ , く ロー ドア ドレ ス 〉〕〔, R] 

⑦②ーーーーー~[ 懇 _ 説 】 < ファ イル 名 〉 に よっ て 指定 され た 機械 語 プ ログ ラム ファ イル を メモ リ に ロー ド し ます -. 
この ファ イル は , BSAVE ュ コマンド で 作成 され た も の で な けれ ば な り ま せん . 
・〈 く ロード アド レス ) が 省略 され た 場合 , BSAVE コ マン ド で 指定 し た 番地 か ら ロ ー ド され ま 
す . また , 〈 ロ ー ド アド レス 〉 が 指定 され る と その 番地 か ら ロ ー ド され ます . 
・R オ プシ ョ ン を 指定 する と プロ グラ ムロ ー ド 後 , セー ブ の 際 に 指定 され た 〈 く セーブ プア ドレ 
ス > か ら , プロ グラ ム を 実行 し ます . この と き , すでに 開か れ て いる ファ イル は その 状態 を 
保持 し ます . く < ロー ドア ドレ ス > が 指定 され て いる 場合 は , く < ロ ー ド アド レス 〉 か ら プ ログ ラム 
を 実行 し ます . 
・ た だ し , &H8000 て &H83FF お よび &HE600 て &HFFFF の 領域 で BLOAD す る こと は で き 
ませ ん . また , Na-BASIC V2 で NEW CMD 文 を 実行 し た 場合 は , &HE100 て &HE5FF の 領 
域 で も BLOAD す る こと は で き な く な り ま す . 
・BLOAD を 実行 する 前 に は , デー タ を 転送 する 領域 を CLEAR 文 で 確保 し て くだ さい . 
CLEAR 文 を 実行 し な 場合 は 正常 に 動作 し ませ ん . 

BLOAD "demo .bin" ,&HD000 

・"demo . bin'" と いう ファ イル 名 の 機械 語 フ ァイル を , D000H 番 地 か ら ロ ー ド し ます . 


クー 
it 実 行 例 mm 和 
り 


ディ スク 


ceSr 。8hdf そ 

Ok 

bioad "2:tegt。 訓 "Ahe99 サ の 
Ok 


・E000H 番地 か ら 機 械 語 プ ログ ラム を ロー ド し ます . 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク の 中 の "test.m" と いう ファ イル を , E000H 
番地 か ら ロ ー ド し ます . BLOAD コマ ンド の 前 の CLEAR 文 で 機械 語 プ ログ ラム 領域 を 確保 
し て いま す . 


Um 


注意 :・ カ セッ ト テ ー プ を 対象 と し た BLOAD コ マン ド は 実行 で きま せん . 
参照 : BSAVE 


① 機 能 別 分 類 
BASIC 上 に お ける 機能 を 示し ます . その 機能 を 大 きく 分 ける と 次 の 4 つ に 分 類 さ きれ ま す . 
(1) コマ ンド 
プロ グラ ム の 実行 や 編集 な ど を 指示 する 命令 で す . 一 般 的 に ダイ レク トモ ー ド で 使用 し , 実行 後 
"Ok "が 表示 され ます . 
(2) ステ ー ト メン ト 
単独 で , ある 動作 を 行う 命令 で す . 主 に プロ グラ ム 中 で 使用 し ます .( コ マン ド と ステ ー ト メン ト 
は 必ず し ゃ 明確 に 分 か れ て いま せん .) 
(3③ 関数 
ある 値 (引数 ) を 引き 渡し て 処理 され た 結果 を , 値 と し て 返す 機能 を 持ち ます . 単独 で 使わ れる こ 
と は な く , 代入 文 や コマ ンド , ステ ー ト メン ト 中 で 使わ れ ま す . 
(4) 予約 変数 
BASIC が 専用 に 使っ て いる 変数 で す . 


さら に この マニ ュ ア ル 中 で は , これ ら の 機能 を 次 の よう に 分 類 し て いま す . 


・ 一 般 コ マン ド , 一 般 ス テー トメ ント 
プロ グラ ム を 作る , 動作 させ る , 停止 させ る , 変数 な どの 定義 を する と いっ た 基本 的 な 動作 や , 
プロ グラ ム の 流れ の コン トロ ー ル (繰り 返し や 分 岐 ) を 行い ます . 
・ 入 出力 コマ ンド ・ 入 出力 ステ ー ト メン ト ・ 入 出力 関数 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト , カセ ッ ト テ ー プ レ ュ コー ダ , 画面 , キー ボー ド , プリ ンタ , スピ ー 
ヵ カ , RS-232C 通 信 ポ ー ト な どの 操作 を 行い ます . 
・ 画 面 制御 ステ ー ト メン ト , 画面 制御 関数 , 画面 制御 予約 変数 
テキ スト 画面 お よび グラ フィック 画面 の 初期 化 や テキ スト 画面 に 対す る 操作 を 行い ます . 
・ グ ラフ ィ ッ クス テー トメ ント , グラ フィ ッ ク 関 数 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る 操作 を 行い ます . 
・ 数 値 関数 
数 値 演算 を 行い ます . 
・ 文 字 ス テー トメ ント , 文字 関数 , 文字 予約 変数 
文字 列 の 操作 を 行い ます . 
・ 特 殊 コ マン ド ・ 特 殊 ス テー トメ ント ・ 特 殊 関数 ・ 特 殊 予 約 変 数 
機械 語 モ ニタ に 入る と き , テラー 処理, 機械 語 や 入出 力 ポ ー ト の 操作 な どの 特殊 な 働き を し ま 
2 も 
・ 日 本 語 ス テー トメ ント , 日 本 語 関数 
日 本 語文 字 に 対す る 操作 を 行い ます . 


・ 拡 張 ス テー トメ ント 
拡張 命令 を 追加 し て 使用 する サウ ンド 機能 に 対す る 操作 を 行い ます . 








② この マー ク が つい て いる 命令 は DISK version(Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク , また は Ns 日 
ティ ュ ッ 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス クタ 使用) で サポ ー ト され て いま す . し た が っ て , ROM version で 
使う 2 こと は で きま せん .("Disk BASIC Feature'" エ ラー と な り ま す -.) 
この マー ク が つい て いる 命令 は Na 日 本 語 BASIC で サポ ー ト され て いま す (Ng 日 本 語 
ie BASIC シ ステ ム デ ィ ス タク 使用). し た が っ て , Na-BASIC で 使う 2 こと は で きま せん . 
この マー ク の つい て いな い 命令 , 関数 で , Ng 日 本 語 BASIC 固 有 の 事柄 に つい て は , 文章 中 に アミ 
( ) を か け て わか りや すく し て あり ます . 
中 この マー ク が つい て いる 命令 は , Ns-BASIC V2 DISK version で サポ ー ト され て いま す . し 
新 音源 た が っ て , Ni 日 本 語 BASIC で 使う こと は で きま せん . 拡張 命令 の 拡張 モー ド 2 て 追加 し た 
の ち 使え ます . 
これ ら の マー ク の つい て いな いも の は , Ns-BASIC ROM version, Ns.BASIC DISK version, お よ 
び N。- 日 本 語 BASIC の いずれ で も 使う 2 こと が で きま す . 
③ 命令 の 読み 方 を 表し ます . 
④ 命令 を フル ネー ム で 示し ます 
⑤ | 機能 | 命令 の 機能 を 簡単 に 説明 し ます . 
⑥ | 書式 命令 の 記述 の 仕方 示し ます . 実際 に 入力 を 行う 場合 は 次 の よう な 決ま り に 従っ て く 


注 き い 。 
1 カギ カッ コ ュ く , > に 囲ま れ て いな い 文 字 や 記号 は その まま 入力 し ます . 文字 は 大 文字 で も 小文字 
で も か まい ませ ん . 
た だ し , 次 の 場合 は 大 文字 と 小文字 を 区 別 し な けれ ば な り ま せん . 
(1) ダブ ルク ォ ー テ ーション (〈") で 囲ま れ た 文字 列 は 大 文字 と 小文字 を 区 別 し ます . 
例 ) "dskut2 .j88 " 
set 1 ,"P" 





ファ イル 名 
属性 文字 
(2) 数 値 を 指数 形式 で 表す 場合 に 用 いる E と D は 大 文字 で な けれ ば な り ま せん . 


例 ) 。 A! ニ 7.09Eー06 
B# 三 1 .094328564D5 





2 カギ カッ コ く ,〉> で 囲ま れ た 項目 は , ユー ザ が 具体 的 に 指定 し ます . 項目 の 主 な 種類 は 次 の と お り 
で す . 
< く 数式 > : 数 値 定数 や 数 値 変数 を 単独 で , ある い は 演算 子 で 結合 し た も の で す . 
例 ) 1, 10, 1/SIN(A), B2, C*D 


1 一 30 


〈 文 字 列 〉 : 文字 定数 ある い は 文字 型 変数 を 表し ます . 
例 ) "ABC", STS$ 


< く 式 〉 : < 数式 > また は く 〈 文 字 列 > を 表し ます . 

< 機能 >, < スイ ッ チ 〉, 〈 コ ー ド > : 
0, 1, 2, 3 な どの 整数 で , コマ ンド や ステ ー ト メン ト の 機能 を 指定 する も の 
で す . 

<〈 く ファ イル ディ スク リプ タ > : 
"デベ イス 名 ファ イル 名 "の 形式 を 持ち ます . ファ イル 名 は さら に ファ イ 
ル 名 , 拡張 子 の 書式 を 持ち ます . (詳し い 説明 は , プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 15 章 「 入 出力 装置 の 管理 」 を 参照 し て くだ さい .) 


例 ) "2 : dskut2 .j88" "demo1" 


く < ファ イル 番号 〉 : ファ イル を オー プン する と きだ 定義 し ます . BASIC を 起動 し た と き に 設定 


し た 数 の 範囲 内 で 指定 し ます . 
く 〈 く ドラ イブ 番号 〉 : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト の お の お の の ドラ イブ に 割り 当て られ る 番号 
で す . 


PC-8801MA の 場合 


5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー 


ディ スク ュ ニ ッ ト 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト 





本 体内 蔵 フ ロッ ピー ディ ス PC-8881 PC-8882 
ク ド ラ イブ PC-8881 (1) PC-8882 (1) 














drive 1 drive 2 drive 1 drive 2 drive 3 drive 4 








表 中 の 1 て 6 まで の 番号 が 割り 当て られ る ドラ イブ 番号 で す . 
空 折 は , フロ ッッ ピー ディス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いな いこ と を 表し ます . 


PC-8801FA の 場合 


5.25 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト 


PC-80S31K 6 
PC-80S31 PC_80S32 PC 8881 


PC -8882 
PC-8031-2W PC-8032-2W 


PC-8031-1wW PC 8032-1W PC 8881(1) PC 8882(1) 


drive 1 | drive 2 | drive 3 | drive.4 | drive 1 | drive 2 | drive 3 


オー オー トー オー 






































表 中 の 1 て 8 まで の 番号 が 割り 当て られ る ドラ イブ 番号 で す . 
空白 は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いな いこ と を 表し ます . 
《 行 番号 > 行 番号 の 他 に ラベ ル 名 を 含み ます . 
く 〈 く カラ ー コ ー ド > : 画面 に 表示 可能 な 8 色 の 色 に つけ られ た 番号 で す . 
0: 黒 1: 育 。 2: 赤 3.: 薬 
4 : 緑 5: 水 色 6: 黄 色 7: 白 
〈 文 字 列 | . 
陸 昌 
3 角 カ ッ ュ [〔,〕] で 囲ま れ た 項目 は 省略 する こと が で きま す . 省略 し た 場合 , デ フォ ルト 値 
(BASIC に よっ て 設定 され る 値 ) ま た は 以前 に 指定 し た 値 が 適用 きれ ま す . また , 角 カ ッ コ が いく 
つも 続く 書式 で 前 の 項目 を 省略 する と き に は , 省略 し た と こと ろ に (,) を つけ ます . 
例 ) CONSOLE , , 1 


く 文字 式 >〉 ま た は < 数 式 y の いずれ の 書式 を 用 いて も よい こと を 意味 し ます 。 


(スク ロー ル 領 域 は 変 た ん を たい で ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 する ) 


4 上 記 の カギ カッ コ , 角 カ ッ コ 以外 の 記号 で カッ コ (()), カ ンマ (,), セミ コロ ン (!), ハイ フン 


(-), 等 号 ( 三 ) な どの 記号 は , 示さ れ た 位置 に 正しく 入力 し ます . 
省略 記号 (..…) の 続く 項目 は , 1 行 の 許す 長 さ (255 文 字 ) 内 で 繰り 返す こと が で きま す . 
例 ) < 定数 〉[ , < 定数 >.. .] の 場合 0,10,15 


5 


6 座標 指定 の と ころ で (Wx, Wy) と 記さ れ て いる の は ワー ルド 座標 を , (Sx, Syy は スク リー ン 座 標 
を 表し て いま す . その 他 , 単に (X, Y) と 記さ れ て いる の は キャ ラク タ 座 標 を 表し て いま す . また , 


STEP(x. y) と いう 記法 は , 相対 座標 に よる 指定 か が で きる こと を 意味 し て いま す . 


命令 の 使用 方 法 や 詳し い 機能 。 そ れ に 関し て 注意 し な けれ ば な ら な い 点 な ど を 説明 し 
ます . 
実際 の 入力 の 見 本 と し て 人 箇 単 な 例 と それ に つい て の 解説 を 示し ます . 
命令 が 関数 の 場合 は , と いう 記号 を 使っ て 処理 され た 結果 も 同時 に 示し ま 
ボ 
⑨ プロ グラ ム 例 また は 実 行 例 
プロ グラ ム 例 に は , その 谷 令 と いく つか の 文 を 交え た プロ グラ ム と その 実行 結果 , お よび 解説 が 示 
され て いま す . 実行 例 に は , その 谷 令 の 実際 の 使い 方 と 解説 が 示さ れ て いま す . 
アミ (  ) の 部 分 は ユー ザ が 実際 に 入力 する 部 分 で , 記述 され て いる と お り に 入力 し た 場合 は , 続 
く 実 行 結果 と 同じ こ な り ます . た だ し , シス テム の 構成 が 違う 場合 な ど 必ず し ゃ 同じ 実行 結果 に な ら 
な いこ と が あり ます . 


注意 : マー ク の つい て いな い 命 令 , 関数 の サン プル プロ グラ ム は , 原則 と し て , Ns-BASIC, 

Nr 日 本 語 BASIC の どちら で も 実行 する こと が で きま す . た だ し , 特定 の メモ リ 領 城 を 使用 す 
る も の (CALL, DEF USR な ど ) や , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ を 表示 する も の な ど は , Ne 日 本 
語 BASIC で は 実行 で き な い も の が あり ます . この よう な 場合 は , アド レス を ずら し た り , プ 
ログ ラム の 最初 に SCREEN 文 を 実行 し て , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド に し て お く , な ど 
の 変更 が 必要 に な り ま す . 

サン プル プロ グラ ム 中 に , 全角 文字 が 含ま れ て いる も の は , Ns 日 本 語 BASIC の 日 本 語 
モー ド ( 第 2 章 P2-209 SCREEN 文 参 照 ) で プロ グラ ム を 入力 し た 場合 で す . 

Ns-BASIC で サン プル プロ グラ ム を 実行 する と き は , 入力 する と き に 全角 文字 の 部 分 を 半 
角 の 他 の 文字 列 に 置き 換え れ ば , 同じ ょ うに 実行 する こと が で きま す . 
下 の 例 を 参考 に し て くだ さい . 


山川 プロ グラ ム 例 山肌 有 用 田 lll 
19 の ' ABS サン フ * ル 
119 INPUT " 点 1 の 座標 は : X., Y ":X1,Y1 
129 INPUT " 点 2 の 座標 は ・ > XX。 Y "iX2, Y2 


139@ D=SQR(ABS(X1-X2)^2+ABS(Y1 -Y2)^2 ) 
149 PRINT:PRINT " 点 1 と 点 2 の 距離 は ":p 
15 の END 
上 記 プ ログ ラム 例 の 入力 で は , 100 行 , 120 行 と 140 行 に お いて アン ダー ライ ン を 引い た 部 分 の 文字 
列 が 全角 文字 で す . その 他 の 部 分 は 半角 文字 で す . Na-BASIC を お 使い の 方 は , アン ダー ライ ン の 部 
分 を 半角 文字 の カタ カナ , 英 数 に 置き 換え て くだ さい . 
全角 文字 の 入力 の 仕方 は , PC-8801FA の 場合 に は プロ グラ マー ズ ガ イド 第 5 章 「 日 本 語 入 力 / 


変換 , PC-8801MA 場合 は プロ グラ マー ズ ガ イド 第 6 章 「 日 本 語 入 力 / 変 換 」 を 参照 し て くだ さい . 
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⑩ シス テム 構成 
プロ グラ ム 例 ある い は 実行 例 を 実行 する 際 , 本 体 と ディ スプ レイ の 他 に 必要 な 機器 を 示し ます ・. 次 
の マー ク が つい て いな しい 場合 は , 本 体 と ディ スプ レイ の み で 実行 で きま す . 


CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド 
カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ 


カセ ッ ト テ ー プ 
フロ ッ ビ ピー ディ スク 
プリ ンタ 
用 紙 
RS-232C に 接続 され る 機器 ( 他 の パー ソナ ルコ ンピュータ な ど ) 
RS-232C ケ ー ブ ル 
オー ディ オ 人 入出 力 機器 
出力 ケー ブル 








⑪ 注意 : 特に 注意 し て ほし い 点 を 示し ます . 
⑫ 参照 : 関連 の 深い 項目 を 直し ます . 


ABS 


距 | 』 局 
中 | 喜 


1 
は 


例 


川上 


アプ ソリ ュー ト : absolute 


絶対 値 を 返す 

ABS (< 数 式 > ) 

・〈 数 式 > の 値 の 絶対 値 を 返す 関数 で す . 

・ABS 関 数 の 演算 結果 は , < 数式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 に , その 他 の 場合 
は 単 精度 に な り ま す -. 


ABS( 一 2 .4) 2.4 


ABS(2 . 4) 返さ れる 値 う 2.4 
ABS(0) 返さ れる 値 う 0 


プロ グラ ム 例 川上 上川 風 上 山川 上 上 上 | 衝 上 卓上 風 用 用 首 風 吊 川 川 車 則 風 


199 ' ABS サン フ * ル 

119 INPUT " 点 1 の 座標 は : X , Y "iiX1,Y1 
129 INPUT " 点 2 の 座標 は : X, Y "jiX2,Y2 
139 D=SQR(ABS(X1-X2)^2+ABS(Y1-Y2)^2) 

149 PRINT:PRINT " 点 1 と 点 2 の 距離 は ":D 
159 END 


Yun 思 

点 1 の 座標 は : X, Y ? 9@,9 回 

点 2 の 座標 は : X , Y 9? 199,199 加 
点 1 と 点 2 の 距離 は 141.421 

Ok 


・ 2 点 の 座標 を 読み 込ん で , 距離 を 出力 し ます . 
・2 点 の 座標 を (X1, Y1), (X2, Y2) と する と 距離 は , 
距離 三 V IX1 一 X21* 二 |Y1ーY21 
に よっ て 得 ら れる の で , プロ グラ ム で は 130 行 の よう に な り ま す . 





川上 上 II 


























AKCNVS 


中 | l 共 
測 喜 


恒 
章 


例 


日 本 語 関数 


EN 
ひ 


打 




















Neg-H 本 語 
エー・ ケ ー・ シ ー・ エ ヌ ・ ブ イ ・ ダ ラー : ascii kanji convert 


文字 列 中 の 半角 文字 を 全角 文字 に 変換 し た 文字 列 で 返す 

AKCNV$ ( く 文字 列 〉) 

・〈 文 字 列 > の 中 に 含ま れる 半角 文字 を 全角 文字 に 変換 し ます . 

・ 変 換 す る < 文字 列 〉> お よび 変換 され た 結果 が 255 バ イト を 超え た 場合 は , "String too long" 
エラ ー と な り ま す . 


AKCNV$("NEC 日 本 電気 ") NE C 日 本 電気 


・ 文 字 列 中 の 半角 文字 "NEC" を 全角 文字 に 変換 し ます . 


プロ グラ ム 例 II 上 III に 川 II 





199 ' AKCNV$ サン フ * ル 
119 A$=" 日 本 語 BASIC" 
129 PRINT A$ 

139 PRINT AKCNV$(A$) 
149 END 


・110 行 で , "日 本 語 BASIC "を 文字 列 に 代入 し ます . 
・120 行 で , 半角 文字 の "BASIC" を 半角 文字 の まま 文字 列 を 表示 し ます . 
・130 行 で , 半角 文字 の "BASIC" を 全角 文字 に 変換 し た 文字 列 を 表示 し ます . 


IM 有 用 衝 NM 軸 軸 軸 軸 軸 軸 軸 胃 用 軸 有 用 有 有用 有 用 軸 策 DDDDDUUUUUUUOOUUUU 


参照 


・ KACNV$, 資料 7 「 半 角 文 字 / 全 角 文 字 ュ ー ド 変換 表 」 
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ASC 


アス キー : ascii 


能 ] 文字 に 対応 する キャ ラク タコ ー ド , シフ ト JIS コー ド を 返す 
書式 ASC (〈 文 字 列 〉 ) 
解 説 ・〈 文 字 列 > の 最初 の 文字 を 対応 する キャ ラク タコ ー ド (数 値 ) に 変換 し ます . 
・Ng- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ キー ド で は , < 文字 列 > の 最初 の 文字 (半角 文字 , 全角 文字 ) を 対 
応 す る 文字 コー ド ( 半 角 文 字 の 場合 は キャ ラク タ ュ コー ド , 全角 文字 の 場合 は シフ ト JIS コー 
ド ) に 変換 し ます . 
・ グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タモ ー ド で は , Na-BASIC と 同じ よう に 動作 し ます . 
・ < 文字 列 2 に ヌル スト リン グ を 与え た と き は , "Ilegal function call" エ ラー が 起こ り ま す . 
例 ASC( "NEC" ) 78 
ASC( " 亜 ") ー30561 
ASC( "") "llegal function call" 
川 川上 峯 川 出 プロ グラ ム 例 川 川 川上 上 風 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 和 上 上 上 
199 ' ASC サン フル 
119 AS$=INPUTS(1 ) 
129 IF ASC(A$S)=13 THEN END 
139 PRINT A$:" の キャ ラク タ コー ト ~ は ":ASC(A$):" で す 。" 
149 GOTO 11 の の 
YU |[g 
P の キャ ラク タ コー ト ~ は 89 で す 。 
C の キャ ラク タ コー ト ~ は 67 で す 。 
- の キャ ラク タ コ - ト ^ は 45 で す 。 
8 の キャ ラク タ コ -ー ト ^ は 56 で す 。 
8 の キャ ラク タ コー- ト ~ は 56 で す 。 
の の キャ ラク タ コー- ト ~ は 48 で す 。 
1 の キャ ラク タ コート ^ は 49 で す 。 
Ok 
・ キ ー ボ ー ド か ら 1 文字 読み 込み , その キャ ラク タコ ー ド を 出力 し ます . 
・110 行 で , INPUT$ 関 数 を 使っ て 1 文字 読み 込み ます . 
・130 行 で , 読み 込ん だ 文字 と その 文字 の キャ ラク タコ ー ド を 出力 し ます . 実行 例 で は "P", 
CT PP "8" "87 "0 "1" そし て [を 入力 し て いま す . [ 軌 を 押す と 120 行 で プログ ラム が 
終了 し ます ([】 の キャ ラク タコ ー ド は 13 で す ) . 
昨 則 上 風 上 II 上 上 上 上 帽 上 上 上 征 II 
参照 : CHR$, 資料 4 「 キ ャ ラク タコ ー ド ]」 
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アー ク ・ タ シ ジ ェ ント : arc tangent 


逆 正 接 ( ア ー ク タン ジェ ント ) を 返す 

ATN(< 数 式 >) 

・< 数 式 > の 値 の 逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ン ト ) を 返し ます . 

・ 返 され る 値 の 単位 は ラジ アン (z/180X 角 度 ) で , 返さ れる 値 の 範囲 は ーz/2 か ら ァ /2 ま 
で で す 。 

・ATN 関 数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


ATN(1) .785398 
ATN(0) 0 


プロ グラ ム 例 上 MIMUIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUHIIIIIIUIU 


199 ' ATN サン フル 

119 INPUT "数 値 を 入力 し て くだ さい (一 1 か ら 1 まで) "iA 
129 IF ABS(A)>1 THEN 119 

139 IF ABS(A)=1 THEN AS=1 .5798:AG= の :GOTO 169 

149 AS=ATN(A/SQR(-A*A+1 ) ) 

159 AC=-ATNCA/SQR(-A*A+1 ) )+3 .14159/2 

169 PRINT "arcCOS("iAi")=":AC 

179 PRINT "arcSIN("iAi")=":AS 


18 の 9 END 

run 回 

数 値 を 入力 し て くだ さい 一 1 か ら 1 ま で ) ? .5 回 
arcCOS( .5 )= 1.9472 

arcSIN( .5 )= .523599 

Ok 


・ー 1 か ら 1 まで の 数 値 を 読み 送 ん で , 逆 余弦 , : 逆 正弦 の 値 を 求め ます . 
・140 行 と 150 行 で は , 

arcsin A 三 arctan (A/Y 1 一 A' ) 

arccos Aーーarctan (A/ ツ ユーA)+ 
を 使っ て 計算 し て いま す . 


Il 有 軸 有 有用 有川 lnlllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU0 


参照 


SIN, COS, TAN 


入 


ディ スク 





ATTRS 


出力 関数 








アト リ ビ ュ ー ト ・ ダ ラー : attribute $ 


ファ イル また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 属性 を 返す 

書式 】 ATTR$(〈 ド ライ プ ブ 番号 > ) 
ATTR$(# く ファ イル 番号 > ) 
ATTR$(〈 フ ァイル 名 > ) 

解 説 ・ 指 定 し た ファ イル , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 属性 を 返す 関数 で , 与え を ら れる パラ 
よっ て 次 の 値 を 返し ます . 


メー タ に 


〈 ド ライ ブ 番 号 〉>…… 指定 し た ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク の 属性 
<〈 フ ァイル 番号 〉…… ファ イル 番号 に よっ て オー プン され て いる ファ イル の 属性 


《 ア デザ イル 名 tote ファ イル 名 で 指定 され た ファ イル の 属性 
・ 属 性 は 3 文字 の 文字 列 で 返さ れ , 次 の よう な 意味 を 持ち ます . 
": 属性 は "な し "で す . 読み 込み お よび 書き 込み が 可能 な 状態 で す . 





容 の 比較 チェ ッ ク ) を 行い ます . 
"ファ イル が 暗号 化 さ れ て いま す .( フ ァイル の み ) 
・ 書き込み が 禁止 され て いま す . 


・ 属 性 を 表す 文字 列 の 2 文字 目 は 常に 空白 で 意味 を 持ち ませ ん . 


ATTR$(1) (ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 属性 ) 
ATTR$(#2) (ファ イル 番号 2 で オー プン し て いる ファ イル の 属性 ) 





・ 書き 込み の と き に リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込ん だ 内 容 と メモ リ 上 の 内 


ATTR$( "demo .n88" ) 医 き れる 値 う ("demo.n88" と いう ファ イル 名 が 付い た ファ イル の 


上 


属性 ) 


III プロ グラ ム 例 II 上 III Po 





199 ' ATTR$S サン フル 

119 INPUT "ファ イル 名 : ":FS 

129 AT$=ATTRS(F$) 

139 PRINT "ファ イル ":FSs" の 属性 は : "の: 

149 A$=" 解 除 " 

159 IF ATS="R  " THEN A$=" リ ー ト ~ アフ ター ライ ト " 
169 IF ATS="  P" THEN A$=" ラ イト ファ ロ テ ク ト " 
179 PRINT A$+" で す 。 
189 END 


run の 

ファ イル 名 : ? data 加 

ファ イル qata の 属性 は : 解 除 で す 。 
Ok 


蔽 UI 


・ 指 定 さ れ た ファ イル の 属性 を 出力 し ます . 

・120 行 で 指定 され た ファ イル の 属性 を 表す 文字 を 変数 AT$ に 代入 し て いま す . 

・140 行 か ら 160 行 で 変数 AT$ の 内 容 に 従っ て , "解除 ", "リー ド アフ ター ライ ト " そ し 
て "ライ ト プロ テク ト " の いずれ か を 変数 A$ に 代入 し ます . 


川上 II 上 III 和則 上 IIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUUIIIIIIIII 


参照 : SET 


例 


II 


AUTO 


一 般 コ マン ド 


オー ト : auto 


行 番号 を 自動 的 に 発生 させ る 

AUTO 〔〈 行 番号 >]〔[ , く 増分 〉] 

・AUTO コ マン ド は , プロ グラ ム 入 力 時 に 行 番号 を 自動 的 に 発生 させ る モー ド を 指定 し ま 
す . 

・ く < 行 番号 〉 は , 最初 に 発生 きせ る 行 番号 で , 以後 , [|] の 入力 ごと に < 増分 〉 を 加え た 行 番号 
を 発生 さき せま す . 

s < 行 番号 〉? は 1 て 65528 まで , 〈 増 分 >? は 1 て 65527 まで の 整数 で あり , 指定 の な いと き は それ 
ぞ れ 10 と みな され ます . 

・ 悦 還 [C] また は 際 財 を 押す と , AUTO モ ー ド か ら 抜 け 出し , BASIC の コマ ンド レベ 
ル に 戻り ます . この と き , 最後 に 発生 させ た 行 番号 の 行 は 格納 され ませ ん . 

・ プ ログ ラム 中 に すでに 存在 する 行 と 同じ 行 番号 が 発生 され た 場合 に は , 行 番号 の 直後 に 
アス タリ スク ( 素 ) が 表示 され , 注意 を 促し ます . この と き , 文字 を 入力 し て [を 押す と , 
その 行 は 新しい 内 容 に 変わ り ま す . また , 何 も 入力 し な いで [を 押し た 場合 に は , その 行 
は 削除 され ます . 

・AUTO の モー ド 中 に お いて も , カー ソル エディ ッ テ ン グ 機 能 を 利用 する こと が で きま す . 
カー ソル を 移動 し て すでに 入力 し た 行 , ある い は 表示 され て いた 行 の と ころ で , [を 入力 
し た 場合 に は , その 行 の 行 番号 に 増分 を 足し た 行 番号 が 次 に 発生 され る 行 番号 と な り ま す . 
・ な お , AUTO コ マン ド で は < 行 番号 〉 を 指定 する 際 , 現在 の 行 を 表す ピリ オド (.) を 指定 
する こと が で きま す . 

AUTO 

・10 行 か ら 10 行 刻み で 行 番号 を 発生 させ る モー ド に 入り ます . 

AUTO 1000 , 10 

・1000 行 か ら 10 行 刻み で 行 番号 を 発生 さき せる モー ド に に 入り ます . 


ラー 
実 人 行 例 II 軸 車 前 胃 四則 胃 四 四 軸 用 軸 軸 山 軸 岬 昌 帳 四 四 軸 肌 軸 胃 山 有 IIUUUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUU 


auto 19 の ,29 隊 

1 の 9 の ' AUTO サン フ ? ル 加 
129 の print “AUTO tes も "回 
14 の end 図 

169 関 

1ist 図 

1 の の ' AUTO サン ズル 

129 PRINT "AUTO test" 
1 4 の 9 END 

Ok 






































行 番号 を 自動 的 に 発生 させ て プロ グラ ム を 入力 し ます . 
・ こ の 実行 例 で は , 100 行 か ら 20 行 刻み に 行 番号 を 発生 させ て いま す . 
・140 行 まで 入力 し た ら , 160 行 が 発生 し た 時 点 で || を 押し て コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 


II 上 卓上 上 III 上 II 上 


例 


II 


BEEP 


入出 力 ス テー トメ ント 


ビー プ : beep 


ブザー を 鳴ら す 

BEEP [〔 く スイ ッ チ >〕 

・ 内 蔵 ス ピー カ に より ブザー を 鳴ら し た り , 止め た り し ます . 

・〈 ス イッ チ > が 1 の と き ブ ザー は 鳴り 続け , < スイ ッ チ > が 0 で 止ま り ま す -. 
・< ス イッ チ >〉 を 省略 し た 場合 に は , 一 定時 間 ブ ザー を 鳴ら し ます . 

これ は , PRINT CHR$(?⑦: を 実行 する の と 同じ で す . 

・ 音 量 は , 本 体 表 側 の 内 蔵 ス ピー カ 音 量 調節 ボリ ュー ム に よっ て 調節 で きま す . 
BEEP 

・ 一 定時 間 ブ ザー を 鳴ら し ます . 

BEEP 0 

・ ブ ザー を 止め ます . 


ブ 口 グラ ム 例 上 II 上 上 


199 ' BEEP サン フ * ル 
119 FOR I=&H41 TO @gH44 

129 PRINT CHRs(I):" を 入力 し て くだ さい 。": 

139 。 AS=INPUTS(1 ) 

1 49 IF A$=CHRS(1) THEN PRINT AS ELSE BEEP:GOTO 139@ 


159 NEXT I 

169 END 

run 図 

A を 入力 し て くだ さい 。A 
B を 入力 し て くだ な さい 。B 
C を 人 入力 し て くだ さい 。C 
D を 入力 し て くだ さい 。D 
Ok 


・ 入 力 す る 文字 を 間違え た と き ブ ザー を 鳴ら し ます . 

・"A" か ら "D" ま で の 文字 を 順番 に 入力 する よう に メッ セー ジ を 表示 し ます の で , 指定 さ 
れ た 文字 を 入力 し て くだ さい . 違う 文字 を 入力 し た 場合 は ブザー が 鳴り , 正しい 文字 を 入力 
する まで 待ち 続け ます . 

・140 行 で 入力 し た 文字 と 指定 し た 文字 が 同じ で あれ ば , その 文字 を 出力 し , 同じ で な けれ 
ば ブザー が 鳴り , 130 行 の 入力 待ち 状態 に 戻り ます . 


川 II 上 利 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIH 
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入出 力 コ マン ド 





8 語 議 | 











BLOAD 計 二 5 太 縛 





ビー・ ロ ー ド : binary load 


機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 

BLOAD < フ ァイル 名 >〉[ , く ロー ドア ドレ ス 〉〕[,R〕 

・<〈 フ ァイル 名 > に よっ て 指定 され た 機械 語 プ ログ ラム ファ イル を メモ リ に ロー ド し ます . 
この ファ イル は , BSAVE コ マン ド で 作成 され た も の で な けれ ば な り ま せん . 

・〈 ロ ー ド アド レス > が 省略 され た 場合 , BSAVE コマ ンド で 指定 し た 番地 か ら ロ ー ド され ま 
す . また , 〈 ロ ー ド アド レス > が 指定 され る と その 番地 か ら ロ ー ド され ます . 

・R オ プシ ョ ン を 指定 する と プロ グラ ムロ ー ド 後 , セー ブ の 際 に 指定 され た く 〈 く セー ブ ア ド レ 
ス 〉> か ら , プロ グラ ム を 実行 し ます . この と き , すでに 開か れ て いる ファ イル は その 状態 を 
保持 し ます . く ロー ドア ドレ ス 〉 が 指定 され て いる 場合 は , < ロー ドア ドレ ス 〉> か ら プ ログ ラム 
を 実行 し ます . 

・ た だ し , &H8000 て &H83FF お よび る HE600 こ て &HFFFF の 領域 で BLOAD す る こと は で き 
ませ ん . また , Ns-BASIC V2 で NEW CMD 文 を 実行 し た 場合 は , &HE100 て る HE5FF の 領 
域 で も BLOAD す る こと は で き な く な り ま す . 

・BLOAD を 実行 する 前 に は , デー タ を 転送 する 領域 を CLEAR 文 で 確 保 し て くだ さい . 
CLEAR 文 を 実行 し な い 場合 は 正常 に 動作 し ませ ん . 

BLOAD "demo . bin " ,&HD000 

・"demo. bin" と いら ファ イル 名 の 機械 語 ファ イル を , DO00H 番 地 か ら ロ ー ド し ます . 





ッ ー 1] 
実 行 例 有 軸 有朋 軸 UIOUUUUUUUUUUUU II 


clear,&hdfff 

"2:test.m',&he999 

Ok 

・E000H 番 地 か ら 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド し ます . 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 の "test .m" と いう ファ イル を , E000H 
番地 か ら ロ ー ド し ます . BLOAD ュ マ ンド の 前 の CLEAR 文 で 機械 語 プ ログ ラム 領域 を 確保 
し て いま す . 


II 山車 四 加 軸 軸 四 胃 還 IIUIUUUUUUUUUUUUUIIIUIUIUUUUUUUUUUUUUIUUI 


注意 : 
参照 : 


・ カ セッ ト テ ー プ を 対象 と し た BLOAD ュ マン ド は 実行 で きま せん . 
BSAVE 


BSAVE 


例 


II 





ビー・ セ ー ブ プ : binary Save 


機械 語 プ ログ ラム を セー ブ す る 

BSAVE < ファ イル 名 >〉 , く < セーブ アド レス >〉 , く 長 さ 〉 

・ メ モリ 上 に 置か れ て いる 機械 語 プ ログ ラム を , 指定 され た く 〈 フ ァイル 名 > で セー ブ し ます . 
・〈 セ ー ブ ア ドレ ス > で 指定 され た 番地 か ら , 〈 長 さき > バイ ト の 内 容 を 機械 語 プ ログ ラム と し 
て セー ブ し ます . 〈 長 さ 〉 は く 終了 番地 > 一 く 開始 番地 > 十 1 で 求め られ ます . 

・< セ ー ブ ア ドレ ス 〉 を 実行 開始 番地 と し て お く と , BLOAD コ マン ドド に より , 機械 語 ブ ログ 
ラム の ロー ド と 同時 に 実行 を 開始 する こと が で きま す . た だ し , &H8000~ こ &H83FF の 領域 
を BSAVE す る こと は で きま せん . 

BSAVE "demo .bin" , &HE000 , 500 

・E000H 番 地 か ら 500 バ イト の 機械 語 プ ログ ラム を , "demo.bin" と いう ファ イル 名 で セー 
ブ し ます . 





ッ ー ー 
実 行 例 上 III II 





bsave "2:test.m'",&he999 , &h199[d 
Ok 


・E000H 番地 か ら EOFFH 番 地 ま で の 内 容 を , "test .m" と いう ファ イル 名 で ドラ イブ 2 に 
入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIHIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIII 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIHIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIII 貞 
注意 : ・ カ セッ ト を 対象 と し た BSAVE コ マン ド は 実行 で きま せん . 
参照 : BLOAD 


山肌 I 


CALL 


特殊 ステ ー ト メン ト 


コー ル : call 


機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す 

CALL< 変 数 名 > (< 引数 >[ , < 引数 >…〕) 〕 

・ メ モリ 中 に 用 意 さ れ た 機械 語 サ ブル ー チ ン に 制御 を 移し ます . 

・〈 変 数 名 〉 は 機械 語 サ プルー チン の 実行 開始 番地 を 指定 し , < 変数 名 〉 で 指定 され て いる 値 
が 実行 開始 番地 と な り ま す . 

・〈 変 数 名 〉 こ は 配列 変数 を 用 いる こと は で きま せん . 

・〈 引 数 > は , 機械 語 サ ブル ー チ ン に 渡す 変数 を 指定 し ます . 

・ 引 数 と し て は すべ て の 型 の 変数 を 指定 する こと が で きま す が , 定数 や 式 を 渡す こと は で 
きま せん . 

・CALL 文 に よっ て 呼び 出さ れる サブ ルー チン は , 機械 語 の RET 命令 に より BASIC に 戻す 
こと が で きま す . 

CALL MSUBR ( ARG1,ARG2 ) 

・ 変 数 MSUBR で 指定 され た 番地 か ら , 機械 語 プ ログ ラム を 実行 し ます . 

・"ARG1", "ARG2" で 指定 され た 変数 を , 機械 語 サ ブ プルー チン 人 渡し ます . 


プロ グラ ム 例 II 上 II 上 上 


・ こ の プロ グラ ム は , Ns-BASIC で 実行 し て くだ さい . 


199 ' CALL サン フル 

119 CLEAR , &HDFFF 

129 GOSUB 219 

139 CONSOLE の ,25, の ,1:WIDTH 8 の ,25:CLS 


























149 FOR 【=1 TO 8 の *24 

159 PRINT "の 7: 

16 の 9 NEXT 【I 

179 CLS:FOR 1=1 TO 5 の 9 の :NEXT I 

189 VAD%=&HF3C8 : AC=&HE の の の 

199 CALL AC(VAD%) 

299 END 

21 の FOR AD=&HE の の 9 の TO &HE の 15 

22 の READ DA:POKE AD,DA 

239 NEXT AD 

249 の RETURN 

259 " 

269 DATA 8H7E 2 LD A, (HL) 
279 DATA 8H23 ? INC HL 
28 の 9 DATA 8H66 LD H, (HL) 
29 の DATA &H6F を LD L.A 
399 DATA @H3E,&HE9 < LD A の の 
319 DATA &H11,&H28,&H の の :" LD DE , 49 
329 DATA @&H の E,&H19 8 LD C,25 
33 の DATA 8H の 6 ,&H59 し L1: LED B, 8 の 
349 DATA &H77 :) L2: LD (HL) 、A 
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35 の 9 DATA &H23 Hg INC HL 


369 DATA &H1 の , &HFC DS DJNZ L2 
379 DATA る &H19 Hi ADD HL,DE 
389 DATA 8H の D HO DEC C 

39 の 9 DATA &H2 の ,&HF6 Sn JR NZ ,L1 
4 の 9 DATA &HC9 の RET 


・ 画 面 い っ ぱい に " 弄 " を 表示 する プロ グラ ム で す . 

・ 1 回 目 は , .140 行 か ら 160 行 の BASIC プ ログ ラム で 表示 し ます . 2 回 目 は , 260 行 以下 の 

DATA 文 で 定義 され て いる 機械 語 で 実行 し ます . 
・ ま ず , 210 行 か ら 230 行 の 間 で , POKE 文 を 使っ て メモ リ の E000H 番 地 か ら , 機械 デー タ を 
書き 込ん で いま す . 

・180 行 で , 変数 VAD% に テキ スト VRAM の 開始 番地 を 代入 し , 変数 AC に 機械 語 サ ブ 

ルー チン の 開始 番地 EO00H を 代入 し て いま す . 

・190 行 で CALL 文 に より 実行 し て いま す . 


上 III 上 上 上 


参照 USR 
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例 


CUBL 


数 値 関数 


コン バー ト ・ ダ ブル : convert to double 


整数 値 , 単 精度 実数 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 返す 

CDBL (< 数 式 > ) 

・〈 数 式 > の 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し ます . た だ し , 型 変換 が 行わ れる だ け で 有効 桁 数 の 変 
化 は あり ませ ん . 

・ 結 果 の 値 の 精度 は , 変換 する 前 の 型 と 同じ (整数 型 な ら 整 数 部 の み , 単 精度 実数 型 な ら 有 
効 数 字 7 桁 ) こ な り ま す . 


CDBL( 3) ー9 
CDBL(1 .23) 1 .230000019073486 


II プロ グラ ム 例 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


199 ' CDBL サン アル 

119 A=1.23456:GOSUB 159 

129 A=123456!:GOSUB 159 

139 A=1 .23456E+ の 8:GOSUB 159 
149 END 

159 A#=CDBL(A) 

16 の PRINT A,A# 


179 RETURN 

runa 
1.23456 1 .234559893698993 
123456 123456 
1.23456E+ の 8 123456 の 9 の 

Ok 


・ 3 つの 単 精度 実数 を 倍 精度 実数 に 変換 し て 出力 し ます . 
・150 行 目 か ら の サブ ルー チン で , 変数 へ に 与え られ て いる 単 精度 実数 を 倍 精 度 実数 に 変換 
し て 表示 し ます . 


有用 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIILIIIUII 山 山肌 四 四 四 回 皿 皿 加 軸 症 和 軸 四 前 胃 軸 軸 UUDUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


参照 : CINT, CSNG 


























例 


CHAIN 


入出 力 ス テー トメ ント 





FT 




















プロ グラ ム を 連結 し , 実行 する 

CHAIN 〔MERGE]J く ファ イル ディ スク リプ タッ >〉[, く < 行 番号 >][ ,ALL]〔,DELETE く 範 
囲 >〕 

・〈 フ ァイル ディ スク リプ タ > で 指定 され た プロ グラ ム を ロー ド し , 実行 し ます . 

・ メ モリ 上 に ある プロ グラ ム 中 で , すでに 開か ふれ て いる ファ イル は その 状態 を 保持 し ます . 

・ く < 行 番号 >? は 呼び 出さ きれ た プロ グラ ム の 実行 開始 行 を 指定 し ます . 省略 し た 場合 は , ブログ 

ラム の 最初 か ら 実 行 し ます . ここ で 指定 する 行 番号 は , RENUM コマ ンド を 実行 し て 書き 換 

える こと は で きま せん . また , ラベ ル 名 も 使う 2 こと は で きま せん . 

・ALL し オプ ショ ン を 付け る と , 呼び 出さ れ た プロ グラ ム に すべ て の 変数 , 配列 を 引き 渡し 

ます . 省略 し た 場合 は , いっ さい 引き 渡さ れ ま せん . 必要 な 変数 , 配列 だ け を 引き 渡す 場合 

は COMMON 文 を 使い ます . 

・MERGE オ プシ ョ ン は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と 〈 フ ァイル ディ スク リプ タッ > で 

指定 し た プロ グラ ム フ ァ イル を メモ リ 上 で 結合 し , 結果 の プロ グラ ム を 指定 し た く 行 番 号 〉 

か ら 実 行 し ます . 

・ 指 定 し た プロ グラ ム フ ァ イル は , 前 も っ て アス キー セー ブ し た も の で な けれ ば いけ ませ 

ん . 

*・ メ モリ 上 の プロ グラ ム と ファ イル 中 の プロ グラ ム に 同一 行 番号 が あっ た 場合 , メモ リ 上 

の 行 は ファ イル の 中 の 行 に 置き 換わり ます . 

・DELETE オ プシ ョ ン は MERGE オ プン ショ ン を 指定 し た と きのみ 意味 を 持ち も , プロ グラ ム 

を 結合 する 前 に メモ リ 上 の プロ グラ ム の 指定 し た 範囲 を 削除 し ます . ここ で 指定 する 行 番 

号 の 範囲 は , RENUM コマ ンド を 実行 する こと に よっ て 書き 換え られ ます . また , 行 番号 の 

代わ り に ラベ ル 名 を 使う こと が で きま す . 

CHAIN MERGE " 1 : test " , 500 , ALL , DELETE 500-600 

・ ド ライ ブ 1 に 入っ て いる "test" と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム フ ァ イル を メモ リ 上 に あ 

る プロ グラ ム に 結合 し , 500 行 か ら 実 行 を 開始 し ます . この 場合 変数 , 配列 は すべ て 引き 渡 

され ます . また , プロ グラ ム が 結合 され る 前 に , メモ リ 上 の プロ グラ ム の 500 行 か ら 600 行 ま 

で の 削除 を 行い ます . 
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川 II プロ グラ ム 例 出川 II 有利 有朋 軸 出 四 四 目 四 四 四 四 間 四 四 四 胃 胃 四 四 則 胃 回 四 四 四 帆 3 川 川 III 





199 ' CHALN サン ファ ル 

119 PRINT "< 連結 する 側 の プロ グラ ム 結 果 >" 
129 DIM C を (19) 

139 As="N88-BASIC ":B=1.23 

149 FOR I=@ TO 19 

159  C%(1)=I 

169 NEXT I 

179 PRINT AS:PRINT B 

189 FOR I=9 TO 19 

199 PRINT C え (1): 

299 NEXT 【 

219 PRINT:PRINT 

229 CHAIN MERGE "2:mergeprog",599,ALL 


run 加 

く 連結 する 側 の プロ グラ ム 結 果 > 
N88-BASIC 

1.23 

の 1 2 3 4 5 6 7 8 9 19 


< 連結 され る 側 の プロ グラ ム 結 果 > 
N88-BASIC N88-BASIC 


2 .46 
9 2 4 6 8 1 の @ 12 14 16 18 29 
Ok 


・ "mergeprog'" フ ァイル 


599 PRINT "< 連結 され る 側 の プロ グラ ム 結 果 >" 
519 PRINT AS+AS 

529 PRINT B+B 

539 FOR I=9 TO 19 

549  Cz(I)=C え (1 )+C を (1 ):PRINT C を (1): 

559 NEXT I:PRINT 

569 END 


・100 行 か ら 220 行 まで の プロ グラ ム に , ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 
"mergeprog" と いう ファ イル を 結合 し て , その 実行 結果 を 表示 し ます . 
・130 行 か ら 160 行 で , それ ぞ れ の 変数 に 数 値 や 文字 列 を 代入 し , 170 行 か ら 200 行 で 表示 し ま 
す . 

・220 行 で , ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の "mergeprog'" フ ァイル を メモ リ 
上 に ある プロ グラ ム と 結合 させ , 500 行 か ら 実 行 を 開始 し ます . この と き , 変数 は すべ て 引 
き 渡 され ます . 

・500 行 以降 の "mergeprog" ファ イル で は , 引き 渡さ れ た 文字 変数 A$ は その まま 表示 し , 
変数 B お よび 配列 変数 C% は 加算 を 行っ て か ら 表 示し て いま す . 


IIUIIIIIUIIIIIIIIUIUIIIUIUIUIIIIUIUIIIUIIIIHIUIIUIIIUIIIIIIIUIIIIL 軸 軸 征 軸 軸 軸 有 IIUIUIIIUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


注意 : ・MERGE オ プン ショ ン と ALL オ プシ ョ ン を 両方 と も 指定 し な い 場 合 は , DEFINT, 
DEFSNG, DEFDBL, DEFSTR, DEF FN, OPTION BASE, ON ERROR GOTO 待 の 宣言 
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は 無効 に な り ま す . また , ALL オ プシ ョ ン だ け を 指定 し て も , DEF FN, OPTION BASE, 
ON ERROR GOTO 等 は 無効 に な り ま す . 
参照 : COMMON, MERGE, SAVE 


川 II 


CHRS 


キャ ラク タ ・ ダ ラー : character $ 


キャ ラク タコ ー ド , シフ ト JIS コー ド に 対応 する 文字 を 返す 
CHR$ (< 数 式 〉 ) 
・< 数 式 > の 値 を キャ ラク タコ ー ド と し , 対応 する 文字 た は コン トロ ー ル コー ド を 返し ま 
す . 
・< 数 式 > は 0 て 255 の 値 と し ます . も し この 範囲 内 に な い 場 合 は , "Ilegal function call' エ 
ラー と な り ま す . 
・Ns:- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は , 上 記 に 加え て < 数 式 > の 値 を ン フ ト JIS コ ー ド に 対 
応 する 全角 文字 を 返し ます . 
・ グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タモ ー ド で は , Ns-BASIC と 同じ よう に 動作 し ます . 
s < 数 式 > は 以下 の 範囲 と し , も ゃ し と この節 囲 に な い 場 合 は , "Hegal function call' エ ラー と な 
り ま す . 
00H-FFH( 半 角 文 字 ) 
81yyH て 9FyyH 
EOyyH-FCyyH 
(yy 一 00H< て FFH) 


CHR$(&H41 ) "AP" 
CHR$(12) 画面 消去 コー ド 
CHR$(&H889F ) ' 亜 " 


プ 口 グラ ム 例 II 崩山 由 軸 軸 有用 胃 胃 還 軸 和 IIUIUIUIUUNUUUIIUUUUUIUUIUUUUUUUUUUUUUUIUIOU 


(全角 文字 ) 


199 ' CHRS リン フル 

11 の 9 INPUT "number(9-255) "iA 

129 IF A<@ OR 255<A THEN END 

139 PRINT "キャ ラク タ コー ト ^":iAi" の 文字 は ":CHRS(A)i:" で す 。" 
14 GOTO 119 


run[ 連 

number(9-255)9? 57 加 

キャ ラク タ コー ト ~ 57 の 文字 は 9 で す 。 
number(9-255)? 65 

キャ ラク タ コー ト ~ 65 の 文字 は A で す 。 
number( の 9-255)? 34 加 

キャ ラク タ コ - ト ~ 34 の 文字 は " で す 。 
number(9-255)? 42 加 

キャ ラク タ コー- ト ~ 42 の 文字 は * で す 。 
number(9-255)? -1 回 

Ok 


























・ キ ャ ラク タコ ー ド を 読み 込ん で , それ に 対応 する 文字 を 出力 し ます . 
・120 行 で 0 か ら 255 以 外 の 値 を 読み 込ん だ 場合 , プロ グラ ム を 終了 し ます . 
・130 行 で CHRS 関 数 を 使っ て 文字 を 出力 し て いま す . 
川 IIIIIIHIIHIIIIIIIHHIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : ASC, 資料 4 「 キ ャ ラク タコ ー ド ]」, 資料 8 「 日 本 語 コ ユー ド 」 


機能 
書 式 
例 


川 川 II 


CINT 


数 値 関数 


コン バー ト ・ イ ン テ ジ ャ ー : convert to integer 


単 精度 実数 値 , 倍 精度 実数 値 を 整数 値 に 変換 する 

CINT (< 数 式 〉 

・< 数 式 > の 値 の 小数 部 分 を 切り 捨て て 整数 型 に 変換 し た 値 を 返し ます . 

・ 結 果 の 値 が 一 32768~32767 の 範囲 に な いと き に は , "Overflow" エ ラー が 起こ り ま す . 

・ こ の 関数 は , INT 関 数 の よう に た だ 数 値 を 整数 化す る だ け で な く , 型 の 変換 も 行い ます . 


CINT(1 .2345) 1 
CINT( 一 3 .456) 攻 srs = 
CINT(56789) "Overflow" エラ ー 


プロ グラ ム 例 山肌 腹 還 軸 胃 有用 有 用 軸 用 胃 征 軸 用 軸 軸 軸 軸 UIUUUUUUUDOUUUUUUUUUUI 


199 ' CINT サン グル 

119 INPUT "AJD" EIAJ、D 

129 GOSUB 149 

139 END 

149 AD=CINT(A*19^D%+.5)/19^D% 
159 PRINT A,AD 

169 RETURN 


run 連 
A,D? 1.2345,3 図 


1.2345 1 .235 
Ok 


・ 小 数 点 以下 を 任意 の 桁 数 で 四 捨 左 入 し ます . 

・ 変 数 へ は 値 , D% は 桁 数 を 表し ます . 

・140 行 で は , まず A に 10"\『 を か け て , 必要 な 桁 数 を 整数 部 に 持っ て いき ます . それ に 0.5 を 
加え CINT 関 数 に よっ て 小数 点 以下 を 切り 捨て る こと に より 四 捨 列 入 し ます . 最後 に 10"\ で 
割っ て 小数 部 で あっ た 部 分 を も と に 戻し て いま す . 


INNIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 II 上 III 卓上 II 上 上 風 出 


参照 : CSNG, CDBL, INT 


























例 


CIRCLE 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


サー クル : circle 


円 ( 棒 円 ) を 描く 


CIRCLE 計 
STEP( x , y) 


, 〈 半 径 >[ , く パレ ッ ト 番 号 〉]〔 , く 開始 角度 >]〔 , く 終了 角度 >〕 





[ , く 比率 >〕 
・ ワ ー ル ド 座 標 (Wx, Wy) を 中 心 と し , 〈 半 径 > で 指定 され る 大 き さ の 円 を 描き ます . 
・〈 ペ レッ ト 番 号 〉 が 指定 され る と , 指定 され た パレ ッ ト の 色 で 円 を 描き ます . 省略 され た 場 
合 に は , COLOR 文 で 指定 され て いる 〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー> で 円 を 描き ます . 
・ く 開始 角 度 〉, < 終了 角度 > が 指定 され る と , 指定 され た 角度 の 範囲 内 に 円 弧 を 描き ます . 角 
度 の 指定 の 単位 は ラジ アン ( ァ /180X 角 度 ) で , 省略 値 は それ ぞ れ 0 と 2 ァ z で す . 〈 開 始 角 
度 >, < 終了 角度 >? は ー2 ァ て 2 ァ の 範囲 で 指定 し ます . 範囲 を 超え た 場合 "legal function 
call" エ ラー と な り ま す . 
*・ く 開始 角度 〉, < 終了 角度 ? が 負 で あっ た 場合 に は , その 絶対 値 を と り 正 に し た 角度 が 用 いら 
れ ま す が , その と き 中 心から 半径 が 描か れ ま す の で 扇形 を 描く こと が で きま す . 


7 
3 し 3 
4 4 
し 3 0(2z) 
5 7 
本 "っ 4 で 
う ァ 3.14159 


・〈 比 率 > は , (垂直 方 向 の 半径 )/( 水 平方 向 の 半径 ) で 指定 し ます . 省略 され た 場合 に は , 
640X200 ド ッ ト の モー ド で は 0.5, 640X400 ド ッ ト の モー ド で は 1 が 用 いら れ ま す . 

・ く 比率 > が 1 以下 の 場合 に は , < 半径 > は 水平 方 向 の 半径 を 意味 し ます . また 1 以上 の 場合 に 
は , < 半径 > は 垂直 方 向 の 半径 を 意味 し ます . 

・CIRCLE 文 を 実行 する と , LP は 円 の 中 心 座標 (Wx, Wy) に 設定 され ます . 

CIRCLE(100 , 100) , 50 

・ ワ ー ル ド 座 標 (100, 100) を 中 心 に , 半径 50 の 円 を 描き ます . 


























II プロ グラ ム 例 IIUIIUIUUIIUIUUUIIIIIIIIIUIIIIIIIIUIUUUUIIUIIIIIIIIUIIIIIUIUIUIIUUIIIUIIIUIIIOIUIIIDIOIIM| 


1 の 9 ' CIRCLE サン プル 

119 SCREEN 9 の:CLS 3 

129 DATA 25,5.49.13,17 

139 FOR {=1 TO 5 

149 READ DAT:EN=ST+DAT/ 199*3 .1415*2 
159 CIRCLE(329,199) , 15 の ,【,-ST,-EN 
169 ST=EN 

17 の 9 NEXT 【 

189 END 


・ 円 グラ フ を 描き ます . 
・ 変 数 ST, EN は , それ ぞ れ 開始 角度 , 終了 角度 を 表し ます . 
・120 行 の デー タ を 比率 と し て 扇形 を 続け て 描く こと に よっ て , 円 グラ フ を 描き ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIUIIIUIUUUIUUUUIIUUIIIIUIUUUUIIUIIUUUUUUIUUIUUUUIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


注意 : ・Na-BASIC で は 円 の 始点 , 終点 の 座標 計算 で 三角 関数 を 用 いて いな いた め , 三角 関数 で 求 
め た 座標 と 異な る 描画 を し ます . 
そこ で , 角度 指定 を 行う 際 に 次 の よう な 変換 を 行う こと に より , 三角 関数 に よっ て 算出 し た 
座標 に 合わ せる こと が で きま す . 
2 の 補正 値 を w と し , 下記 ① て ⑧ の 区 また は 式 で 求め た 値 (w) を CIRCLE 文 の 開始 角度 / 終 
了 角 度 と し て 使用 し ます . 9 が ③ の 領域 に ある と き は , ③ 式 を 使用 し ます . な お , 9 お よび 
w の 単位 は ラジ アン で す . 
w 三 1.11072 SIN(9) 
w 三 1.5708 一 1.11072 ※ SIN(1.5708 一 9) 
w 三 1.5708 十 1.11072 玉 SIN( 9 一 1.5708) 
w 三 3.14159 一 1.11072 率 SIN(3.14159 一 9 ) 
w 三 3.14159 十 1.11072 玉 SIN(9 一 3.14159) 
w 三 4.71239 一 1.11072 素 SIN(4.71238 一 9 ) 
w 三 4.71239 十 1.11072 玉 SIN(9 一 4.71238) 
w 三 6.28318 一 1.11072 玉 SIN(6.28318 一 の ) 
例 : 下記 は , 開始 角度 三 0 , 終了 角度 三 1.3(② の 領域 に ある ) の 例 で す . 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 
CIRCLE(300 , 100), 150, 4, 0, 1.3 
・ 補 上 下値 に よる グラ フィ ッ ク 座 標 
CIRCLE(300 , 100), 150, 4, 0, 1.5708 一 1.11072 玉 SIN(1.5708 一 1.3) 
参照 : COLOR 











@⑨@@@@@ ら 6 


書式 


解 き 


川 吊 II 


CLEAR 


特殊 ステ ー ト メン ト 


クリ ア : clear 


変数 の 初期 化 お よび メモ リ 領 域 の 設定 を 行う 

CLEAR [〔 く スト リン グ 領 域 の 大 き さ >[, く メモ リ の 上 限 >]]〔, く スタ ッ ク の 大 き さ >]〕 

・ すべ て の 数 値 変数 を 0 に , 文字 変数 を ""( ヌ ルス トリ ング ) に 初期 化し ます . また , 配列 宮 
言 ぉ 無効 と な り ま す . 

・〈 ス トリ ング 領域 の 大 き さ 〉 は 意味 を 持た な い パ ラメ ー タ に な っ て お り , 指定 され て も 何 
の 影響 も 与え を ませ ん . 必要 な スト リン グ 領 域 を 自動 的 に 確保 し ます . 

・<〈 メ モリ の 上 限 > は BASIC が 使用 する メモ リ の 上 限 番 地 を 指定 し ます . その 番地 以後 に 置 
か れ た デー タ や 機械 語 プ ログ ラム は , BASIC に よっ て 破壊 さん る こと は あり ませ ん . 

・< ス タッ ク の 大 き さ 〉 は , BASIC が FOR, GOSUB, PAINT 等 に 使用 する スタ ッ ク 領 域 の 大 
き さ を バイ ト 数 で 指定 し ます . リセ ッ ト 時 の 初期 化 さ れ た 状態 で は , 512 に 設定 され て いま 
す . 

・CLEAR 文 が 実行 され る 以前 に , DEF 文 (DEF FN 文 , DEF USR 文 , DEF INT 文 ) に よっ 
て 定義 ある い は 指定 され た 情報 は , CLEAR 文 の 実行 に よっ て すべ て 無効 と な り ま す . 
CLEAR 

・ 変 数 を 初期 化し ます . 

CLEAR , &HCFFF 

・ 変 数 を 初期 化し , BASIC で 使用 する メモ リ の 上 限 を CFFFH 番 地 と し ます -. 


プロ グラ ム 例 II 


199 ' CLEAR リン フル 

119 A%=213:B=7 キ 1.7543:C き =76346 .43263654393* 
139 GOSUB 169 

139 CLEAR 

119 GOSUB 169 の 

159 END 

169 PRINT "A を =WGA、VB4 EEB1 "CC き =" 1C き 

179 PRINT 

18 の RETURN 


run 
A を = 213 B!= 74.7543 C#= 76346.43263654393 


A%= の B!= の C#= の 


Ok 


・CLEAR 文 を 実行 する 前 と 実行 し た 後 の 変数 の 値 を 出力 し ます . 
・130 行 で 数 値 変数 を 0 に 初期 化し て いま す . 


IIUIIIIIIIIIIIIIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUIUIIUIUIIIIIIIUIIIIIIIIUIIIIIIIIUIIIUUIIIIIIIII 出 吊 毅 胃 吊 明 吊 肌 有 吊 和 症 軸 毅 II 


2 一 23 


























注意 : ・BASIC で 使用 する スタ ッ ク は , < メモ リ の 上 限 > を 起点 と し て 番地 の 小さ い 方 ( 0 に 近い 
方 ) へ 順に 取ら れ て いき ます . し た が っ て , モニ タ や POKE 文 で < メモ リ の 上 限 > よ り 0 に 近 
い 方 の 番地 の 内 容 を 書き 換え ます と , プロ グラ ム が 暴走 し た り , デー タ が 壊れ る こと が あり 
ます . 
また , CLEAR 文 が 先 に 実行 され て いた 場合 , NEW CMD 文 の 動作 は 保障 され ませ ん . 
参照 : FRE, プロ グラ マー ズ ガ イド 第 22 章 「 機 械 語 プ ログ ラム を 呼ぶ 


機能 
書 式 


例 


IM 


CLOSE 


入出 力 ス テー トメ ント 


クロ ー ズ : close 


ファ イル を 閉じ る 

CLOSE 〔〔[] く ファ イル 番号 〉[ , [ 尋 ] く ファ イル 番号 〉] . 

・〈 フ ァイル 番号 〉 に 対応 する ファ イル を 閉じ ます . 以後 , CLOSE 文 に よっ て 指定 され た 
〈 フ ァイル 番号 >? は, 異な る ファ イル を 開く た め に 再び 利用 する こと が で きま す . また , 閉じ 
られ た ファ イル は , 同じ ある い は 異な っ た ファ イル 番号 に よっ て 再び 開く こと が で きま す . 
・CLOSE 文 で は , 〈 フ ァイル 番号 〉> を 複数 指定 する こと に より 一 度 に 複数 の ファ イル を 閉じ 
る こと が で きま す .〈 フ ァイル 番号 > が 省略 され た 場合 に は , その と き 開 いて いる ファ イル を 
すべ て 閉じ ます . 

・ 閉 じ て い る ファ イル に 対し て , デー タ の 入出 力 を 行う こと は で きま せん . 

・ フ ァイル が 出力 用 に オー プン され て いた 場合 に は , 必ず CLOSE 文 を 実行 し な けれ ば な り 
ませ ん . 

・R オ プシ ョ ン 指 定 の な い RUN コ ュ マンド, END 文 , NEW コマ ンド を 実行 する と 自動 的 に 
すべ て の ファ イル を 閉じ ます . STOP 文 また は , で プロ グラ ム の 実行 を 中 止 し た 場合 , 
ファ イル を 閉じ る 作業 は 行い ませ ん の で 注意 し て くだ さい . 

CLOSE 

・ オ ー プ ン さ れ て いる すべ て の ファ イル を 閉じ ます . 

CLOSE #2 

・ フ ァイル 番号 2 の ファ イル を 閉じ ます . 





プロ グラ ム 例 川 川上 上 和 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIHII 玉 II 





199 ' CLOSE サン プル 

119 OPEN "2:data4" FOR OUTPUT AS #1 
129 PRINT #1。"file data 1" 

13 の 9 CLOSE #1 

149 OPEN "2:data5" FOR OUTPUT AS #1 
159 PRINT #1。 "file data 2" 

169 CLOSE #1 

17 の @ END 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に "data 4", "data 5"5 と いう ファ イル を 作り 
ます . 

・ "file data 1" と いう 文字 デー タ を "data 4" に , "file data 2" と いう 文字 デー タ を "data 
5" に それ ぞ れ 書き 込み ます . 


HUUUUUUUIUUUIIIIIIOUUUIUUUUUIUUUUUIUUUUUUIUIUUIUUUUUIIUIUIUIUIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIMIIMUL 山 軸 





注意 : ・ フ ァイル が オー プン され だ た まま の 状態 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出す と , その フロ ッ 
ピー ディ スク の 内 容 を 壊す こと が あり ます . し た が っ て , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出す 前 
に CLOSE を 実行 し て くだ さい . 

参照 : OPEN, END, NEW 


CLS 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ル ・ エ ス : clear Screen 


画面 を 消去 する 
CLS 〔 く 機能 〉〕 


・〈 機 能 > は 1, 2, 3 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . 
省略 され た 場合 に は , 1 が 選択 きれ ます . 


1 : テキ スト 画面 の スク ロー ルウ ィ ン ド ウ 内 を クリ ア し ます . テキ スト 表示 モー ド 
が CONSOLE 文 , COLOR 文 に より 白黒 リバ ー ス モー ド に な っ て いる 場合 に は , 
画面 は 白く な り ま す . 

Ns:- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は , スク ロー ルウ ィ ン ド ウ 内 を テキ スト , グ 
ラフ ィ ッ クス の 区 別 な が く ク リア し ます . 


2 : グラ フォ ッ ク 画 面 の ビュ ー ポ ー ト 内 の み を クリ ア し ます . グラ フィ ッ ク 表 示 が 
SCREEN 文 に より カラ ー モ ー ド に 設定 され て いる 場合 に は , COLOR 文 に より 
指定 され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で , ビュ ー ポ ー ト 内 を クリ ア し ます . 

Na- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は , ビュ ー ポ ー ト 内 を テキ スト , グラ フィ ッ 
クス の 区 別 な が く ク リア し ます . 


3 : テキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を シク リア し ます . 
テキ スト 画面 が クリ ア さ れる と き は , CONSOLE 文 に よっ て 指定 され た スク 
ロー ルウ ィ ン ド ウ 内 の み を クリ ア し ます . また グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し た 
場合 に は , LP は ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 に 移動 し ます . 
Na 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は , スク ロー ルウ ィ ン ド ウ 内 お よび , ビュ ー 
ポー ト 内 が , テキ スト , グラ フィ ックス の 区 別 な が く ク リア され ます . 


IDUUUUI プロ グラ ム 例 IIIIIUIUUUUUIUUIIUUUUUUIUUIUUUUIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIUIUUIUUUUUUUIUUUUUUIUIUUUUUIIUUIUIIIUIIUIOUIUIMU 和 | 


1 9 の 
119 
129 の 
13 の 
1 4 の 
159 
169 の 
17 の 
1 8 の 
19 め 
2 の の 
21 の 
22 の 


・ CLS サン フル 

SCREEN の , の 

GOSUB 18 の @:BEEP:CLS 1 

GOSUB 18 の :BEEP:CLS 2 

GOSUB 18 の :BEEP:CLS 3 

GOSUB 189:VIEW(29 の , 5 の)-(4 の 9 の, 15 の) 


BEEP:CLS 3 
END 
FOR 1=1 TO 2 の 


FOR J=1 TO 5 の :PRINT "*"::NEXT J 
LINE( の , の )-(1*3 の 9,199),7 

NEXT 1 

RETURN 


・ テ キス ト 画 面 に "※※" を 表示 し , グラ フィ ッ ク 画 面 に 線 を 引い て , CLS 1, CLS 2, CLS 3 を 
実行 し ます . 
・150 行 で ビュ ー ポ ー ト を 設定 し て いる た め , 160 行 の CLS 3 で は , グラ フィック 画面 は 
ビュ ー ボ ポート の 中 だ け 消 去 さ れ ま す . 

一 軸 有 融和 ll 


参照 : SCREEN, COLOR, VIEW 


弄 中 | 』 殿 
Ei 江 | | 避 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 

















CULOUR 





カラ ー : color 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 の 指定 を 行う 
COLOR 〔 く ファ ンク ショ ンコ ー ド >][ , く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〉]〕 [ , く ポー ダ カ 
ラー>〕 [ , く フォ アグ ラウ ンド カラ ー>]〕 
<・〈 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド > は, テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 色 な ど を カラ ー コ ー ド を 
使っ て 設定 し ます . この 機能 は , テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド の と き と 白 黒 モ ー ド の と き と 
で 働き が 異な り ま す . 
白黒 モー ド の 場合 (CONSOLE , , , 0) 
0 一 ノー マル (通常 の 表示 ) 
1 一 シー クレ ッ ト ( 文 字 を 表示 し な い ) 
2 一 ブリ ンク (点滅 する ) 
3 一 シー クレ ッ ト (1 と 同じ ) 
4 一 リバ ベース (反転 する ) 
5 一 リバ ベース シー クレ ッ ト ( 反 転 し て 文字 は 表示 され な い ) 
6 一 リバ ー ス ブリ ンク (反転 し て 点 減 す る ) 
7 一 リバ ベー ス ブ リ ンク シー クレ ッ ト (5 と 同じ ) 


Na- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は , く ファンク ショ ンコ ュー ド 〉 は 以下 の よう に 働き ます . 
0 ノー マル (通常 の 表示 ) 
1, 2, 3 一 0 と 同じ で す . 


4 リバ ベース (反転 する ) 
5, 6, 7 一 4 と 同じ で す . 








カラ ー モ ー ド の 場合 (CONSOLE , , , 1) 


0 一 時 , 1 講 。 2 一 赤 , 3 一 紫 
4 一 緑 , 5 一 水色 , 6 一 黄色 , 7 一 白 


・〈 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 と は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 の こと で す . グラ フィ ッ ク 画 
面 が カラ ー モ ー ド の と き は , CLS 文 に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 する と きこ の 色 で 塗 
りつ ぶさ れ , パレ ッ ト 番 号 で 指定 し ます . 

・< バ ボー ダ カ ラ ー〉 は , PC-8801wkI 以降 の 機種 で は 意味 を 持ち ませ ん . PC-8801 の 
Ns-BASIC と の コン パチ ビリ ティ を 保つ た め に ある も の で すか ら , 普通 は 省略 し て 使っ て 
くだ さい . 


・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉 と は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 や 線 を 描く と き に 使わ れる パ 
レッ ト 番 号 の こと で す . 種々 の グラ フィ ックス テー トメ ント で ペレ ッ ト 番 号 を 指定 し な 
か っ た 場合 , この 〈( フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉> が 用 いら れ ま す . 


テキ スト カラ ー 





了 ー バッ ク グ ラウ ンド カラ ー 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー 


例 COLOR ,0,,7 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 の フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 7( パ レッ ト 番 号 7), バッ ク グ ラウ ンド 
カラ ー を 0( パ レッ ト 番 号 0) に 設定 し ます . 


III プロ グラ ム 例 Tl 用 有田 融 有 有 ll 吊 11 


1 の 9 ' COLOR サン プル 

119 SCREEN の , の 9・CONSOLE ,。,1 
12 の 9 COLOR 7,1,,.7:CLS 3 

139 GOSUB 189 

14 の 9 FOR Ii=1 TO 7 

159 COLOR 【,,,[:GOSUB 189 
16 の 9 NEXT 【I 

179 END 

189 PRINT "COLOR" 

199 LINE(199, 5 の )-STEP(299 の , 199) , , BF 
29 の 9 の FOR J= の TO 5 の の:NEXT J 
21 の 9 RETURN 


・ 黒 以外 の 7 色 で , 四角 形 を 描き ます . 

・120 行 で テキ スト 画面 の 文字 を 白 , ベッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 青 , フォ アグ ラウ ンド カ 
ラー を 白 に 設定 し て いま す . 次 の CLS 3 が 実行 され る と , グラ フィ ッ ク 画 面 が 青 に な り ま 
の 

・180 行 の "COLOR" と いら 文字 は , 直前 に 実行 され た COLOR 文 の ファ ンク ショ ンコ ー 
ド > で 指定 され た 色 で 出力 され ます . 

・190 行 の LINE 文 で は , 直前 に 実行 され た COLOR 文 の < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> で 指定 さ 
れ た 色 で 四角 形 を 描き ます . 


有用 有用 有 有 有 有 軸 軸 朋 胃 有 用 有 有 有 用 用 軸 山 車軸 有 晶 胃 II 軸 軸 四国 UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUOUUUDUUUOUUUUU 


参照 : CLS, CONSOLE, SCREEN, CMD PAL 


2 一 30 


機 能 | 
書 式 


CULUR= 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


カラ ー・ イ コー ル : color ニ 


カラ ー パ レッ ト を 変更 する 

COLOR 三 (〈 パ レッ ト 番 号 〉 , く < カラー コー ド >〉) 

・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 へ の 色 の 指定 に は , カラ ー パ レッ ト を 用 いま す . この 命令 は , どの パ 
レッ ト に どの 色 を 対応 させ る か を 決め る も の で す . 

・〈 パ レッ ト 番 号 〉> と は , 0 か ら 7 まで の 8 つの カラ ー パ レッ ト に つけ られ た 固有 の 番号 で , 
それ ぞ れ の パレ ッ ト に どの 人 色 を 持っ て くる か は く 〈 カ ラー コー ド 〉 に よっ て 指定 し ます . (詳し 
く は プロ グラ マー ズ ガ イド 第 12 章 「 カ ラー 表示 」 参 照 ) 

・〈 パ レッ ト 番 号 〉 と く カ ラー コー ド >〉 の 関係 は 次 の と お り で す . 


〈 ペ レッ ト 番 号 〉 〈 カ ラー コー ド 〉 
0 0 ( 黒 ) 
1 1 ( 青 ) 
2 どの カラ ー パ レッ ト に 2 ( 赤 ) 
3 どの カラ ー コ ー ド を 対 3 ( 紫 ) 
4 応 さ せる か を 任意 に 決 | 4( 縁 ) 
5 め る こと が で きる 5 (水色 ) 
6 6 (黄色 ) 
7 7 ( 白 ) 


・ シ ステ ム 起 動 時 に は , カラ ー パ レッ ト は その ペレット 番号 と 同じ カラ ー コ ー ド が 割り 付 
けら れ て いま す . し た が っ て , も し カラ ー パ レッ ト を 全く 変更 し な けれ ば , カラ ー パ レッ ト 
と カラ ー コ ー ド は 同じ も の と し て 使っ て か まい ませ ん . 

・ カ ラー パレ ッ ト の 変更 後 は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され て いる 色 , お よび これ か ら 使 う 
すべ て の グラ フィック 命令 (PSET 文 , LINE 文 な ど ) に お ける カラ ー 表 示 は , その パレ ッ ト 
番号 に 割り 付け られ て いる カラ ー コ ー ド に 設定 され ます . 

・SCREEN 0 で は パレ ッ ト は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て の み 有 効 で す . し た が っ て , テキ 
スト 画面 の カラ ー は パレ ッ ト の 変更 に 影響 され ませ ん . 

COLOR 三 (1 ,4) 

・ カ ラー パレ ッ ト 1] に, カラ ー コ ー ド 4 ( 緑 ) を 割り 付け ます . 


NS) 


ー31 


























川 II プロ グラ ム 例 II 山肌 DL 


199 
119 


′ COLOR= サン フル 
SCREEN の, の :CLS 3 
C=1 
FOR I=@ TO 59 
CIRCLE(329,【+69) ,I*7,C,,」,.3 
C=C+1: IF C>7 THEN C=1 
NEXT 
FOR ri=l TO 7 
COLOR=(【 , の ) 
NEXT 
FOR _N=1 TO 29 
FOR [=1 TO 7 
COLOR=([,1) 
GOSUB *TIMER 
COLOR=(【 , の ) 
NEXT 
NEXT 
FOR I= の TO 7 
COLOR=(1 ,【) 
NEXT 
END 
*TIMER 
FOR T=@ TO 199:NEXT 
RETURN 


< グラ フォ ッ ク 画 面 に 描か れ た 図形 の 色 を 次 々 に 変え る と と で , アニ メー ショ ン の よう に 
見 せま す . 

< 130 行 か ら 160 行 で , パレ ッ ト 番 号 を 1 か ら 7 に 次 々 に 変え な が ら 半 径 の 異な る 椿 円 を 描 
いて いま す . 

・170 行 か ら 190 行 で COLOR= 文 を 使っ て いっ た ん すべ て の 色 を 黒 に し た の ち , 200 行 か ら 
260 行 で パレ ッ ト 番 号 1 か ら 7 を 順に カラ ー コ ュー ド の 1 と 0 に 変え る こと を 繰り 返し , 水 の 
波紋 の よう に 見 せ て いま す . 

・ 終 了 後 , 270 行 か ら 290 行 で カラ ー パ レッ ト を 初期 化し て いま す . 

・320 行 の FOR て NEXT 文 の シープ 回 数 を 変え る と , 注 紋 の 広がる 速 さ を 調節 する こと が で 
きま す . 


用 用 有 利用 四 朋 朋 吊 軸 和 衝 用 用 一 用 還 UI 有 OUOUUUUUUUU 


注意 : ・Na- BASIC V2 に お いて , テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド 並び に グラ フィ ッ ク 画 面 が 白 糧 
モー ド の 場合 の み , COLOR= 文 で テキ スト 画面 の カラ ー を 変更 する こと が で きま す . 
参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 12 章 「 ヵ ラー 表示 」, COLOR, CMD PAL 


書 式 


例 


CULURH@ 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


カラ ー・ ア ッ ト マ ー ク : color @ 


テキ スト 画面 に 書か れ た 文字 に 色 や 機能 を 設定 する 
COLOR@( Xi , Y」) 一 (X。, Y。) , く ファ ンク ショ ンコ ー ド > 
・ テ キス ト 画 面 の キャ ラク タ 座 標 の 2 点 (Xi,Y), (X。,Y) を 対 角 と する 四角 形 の 領域 に 書か 
れ て いる 文字 に 色 を 付け た り , ブリ ンク な どの 機能 を 設定 し た り し ます . 
・ 指 定 する 座標 は , キャ ラク タ 座 標 で 次 の 範囲 と な り ま す . 

XX, X。 三 0 一 < 桁 数 >ー 1 ) 

Yj, Y。 三 0 一 《 行 数 >ー 1 ) 
〈 桁 数 >, < 行 数 > は WIDTH 文 で 指定 され た 値 で す . 
・〈 フ ァ ン クシ ョ ンコ ュー ド 〉 は CONSOLE 文 に よっ て , 設定 され て いる モー ド に よっ て 持つ 
意味 が 異な り ま す . この 機能 お よび 指定 の 仕方 は COLOR 文 の < ファ ンク ン 』 ン コー ド 〉 の 場 
合 と 全く 同様 で すか ら , そちら を 参照 し て くだ さい . 
・ も し 〈 く ファ ンク ショ ンコ ー ド > が 省略 され た 場合 は , 7 を 値 と し て 採用 し ます . 
COLOR@(0 , 0) 一 (9 ,.9),4 (カラ ー モ ー ド の 場合 
・ テ キス ト 画 面 の 左上 (10 桁 X10 行 ) を 緑 に 設定 し ます . 


II プロ グラ ム 例 UID 用 胃 吊 IIIIUIIUUUUDIHIODUUUUUIIIUIII 


・ こ の プロ グラ ム は , Na- 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラ メー タ を 0 , 1 , 2 の いずれ か に 設定 する ) で 実行 し て くだ さい . 


1@9 ' COLORG@ サン フ " ル 

119 CONSOLE 9,.25,9 の .,1 

129 WIDTH 89.25:CLS 

139 FOR I=@ TO 15 

14 の PRINT "COLORG test" 

15 の NEXT 1 

16 の FOR I= の TO 7 

179 の COLORG (の, IT*2)-(1 の 9, 1*2+1 ) , 
18 の 9 NEXT 【 

19@ END 


・"COLOR@ test" と いう 文字 を 8 色 に 分 け て 出力 し ます . 
・130 行 か ら 150 行 で , "COLOR@ test" と いう 文字 を 縦 に 16 行 分 表示 し ます . 
・160 行 か ら 180 行 で , テキ スト 画面 を 2 行 ご ど と に 色 を 指定 し ます . 


UMDIIIIIIIUIODIIIOIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIOIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHHHHHHHI 吊 


























の 命令 に よっ て 設定 され た 領域 の 上 に 新しく 文字 を 書い た 場合 , 書か れ た 文字 は この 


H 
下 
「Y 


影響 を 受け ませ ん . 
*・ Na 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は (SCREEN 文 の 第 1 パラ メー タ が 3 また は 4 設 
定 さ れ て いる 状態 で は ), COLOR@ 文 で 文字 に 色 や 機能 を 設定 する こと は で きま せん . 実 


行 し よう と する と "Ilegal function cal" エ ラー に な り ま す . 


参照 : CONSOLE, COLOR 


例 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


CUMMUN 


入出 力 ス テー トメ ント 





| 














3 
い 





の 6886 | 
ディ スク 





コモ ン : common 


CHAIN 文 が 実行 され た と き 変 数 を 引き 渡す 

COMMON < 変数 名 〉〔 , 〈 変 数 名 > ...] 

・COMMON 文 は , 必ず CHAIN 文 と ペア に し て 使い ます . 

。 CHAIN 文 が 実行 され , スモ リ 上 の プロ グラ ム と 外部 か ら の プロ グラ ム が チェ イン され た 
と き , < 変数 名 > で 指定 され た 変数 を 引き 渡し ます . 

・COMMON 文 は 非 実行 文 で すか ら , プロ グラ ム の どこ に 置い て も か まい ませ ん が , 
CHAIN 文 の 前 に ある 必要 が あり ます . 

・< 変 数 名 〉 は 1 行 の 許す 範囲 で 何 個 で も 並べ る こと が で きま す が , 1 つの プロ グラ ム 中 の 
COMMON 文 に 同じ 変数 名 が あっ て は いけ ませ ん . 

・ プ ログ ラム 中 の すべ て の 変数 を 引き 渡す 場合 は , CHAIN 文 の ALL し オプ ショ ン を 使う 方 
が 便利 で す . 

COMMON A,B, XY ( ),NA$ 

・ 数 値 変数 へ , 数 値 変数 B, 配列 変数 XY , 文字 変数 NA$ を 引き 渡し ます . 


較 山 用 川 


本 
プロ グラ ム 例 UIUIUUUUIIIIIIUIUIIIIUIUIUUUUIIIIIIIIIUIIIIIIUIIUUIIUUUIUIIIIIIIIIUUUUUMUUIMUIUIUUI 了 





1 の ' COMMON サン フル 
129 COMMON AS、A%,B,C# 
13 の 9 AS="COMPUTER" 

14 の 9 A%=34 

15 の 9 B=3.45 

169 C#=1.23456789# 
179 CHAIN "2:common2" 
18 の 9 END 


run 
< 連結 され る 側 の プロ グラ ム 符 果 > 


COMPUTER 
A = 68 B = 11.9925 C = 1 
Ok 


・ "common2" フ ァイル 


599 PRINT "< 連結 され る 側 の プロ グラ ム 結 果 >" 
519 A を =A+A を :B=B*B:C#=C#/C# 

529 PRINT As 

539 PRINT "A = の iA 7B = リリ 1B,"C = リ "7C# 








・ 変 数 A$, A%, B, C 尋 を 引き 渡し , 画面 に 表示 し ます . 
・170 行 で "common2" フ ァイル を 呼び 出し て いま す . 


川上 II 上 上 上 目 風 利 和 上 


参照 : CHAIN 


例 


CUM UNUFF/STOP 


入出 力 ス テー トメ ント 


コム ・ オ ン / オ フ / ス トッ プ : communication on/off/stop 


通信 回 線 か ら の 割り 込み 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する 
1) COM ON 

2) COM OFF 

3) COM STOP 


・ コ ミュ ニケ ーション ポー ト (RS-232C) に 外部 か ら の 通信 が 入っ た こと と に よる 割り 込み を 
許可 (ON) す る か , 禁止 (OFF) す る か , 停止 (STOP) す る か を 設定 し ます . 
1) 割り 込み を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は , コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト に 通信 が 入る 
ご と に 割り 込み が 発生 し , ON COM GOSUB 文 で 定義 され て いる 処理 ルー チン に 分 岐 
し ます . 
2) 割り 込み を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト 通信 が 入っ 
て も 割り 込み は 発生 せ ず , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 
3) 割り 込み を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は , 通信 が 入っ て も その こと を 覚え て いる だ 
け で 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 後 COM ON に よっ て 割り 込 
み が 許 可 さ れる と , 先ほど の 通信 に よっ て 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 
COM ON 
・ 通 信 が 入っ た こと に よる 割り 込み を 許可 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 1 川上 風 風 風 上 上 川 上 III 用 II 


1 の 9 ' COM ON/OFF/STOP サン フ * ル 

119 CLS 

129 OPEN "COM1 :N81" FOR INPUT AS #1 
13 の ON COM GOSUB *COMMUNICATE 

149 COM- STOP 

159 IF RIGHTS(TIMES, 1 )=" の " THEN COM ON 
16 の 9 LOCATE 19,.19:PRINT TIMES 

17 の 9 GOTO 149 の 

18 の 9 *COMMUNICATE 

19 の 9 COM OFF 

2 の の PRINT STRINGS(8 の ," "):CHRS(39) 
219 AS=INPUTS(1 ,#1 ) 

22 の 9 の PRINT A$: 

23 の IF NOT(EOF(1 ) ) THEN 29 の ELSE RETURN 


*・ コ ミュ ニケ ーション ポー ト か ら の 入力 に よる 割り 込み に より , その デー タ を 画面 に 表示 
する プロ グラ ム で す . 

・160 行 で , 現在 時 刻 を 表示 し て いま す . 

・ 割 り 込み に より 180 行 に 分 岐 し て , その デー タ を 表示 し ます . 割り 込み の 許可 は , 秒 の 下 


2 一 37 




















の 桁 が 0 の と きだ け 行 われ て いま す . 
IIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIII 


参照 : プロ グラ マー ズ ガ イ ド 第 19 章 「 コ ンピュータ コミ ュ ニ ケー ショ ン ], ON COM GOSUB, 
KEY ON/OFF/STOP 


例 


CUNSULE 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


コン ソー ル : console 


テキ スト 画面 の モー ド 設 定 を 行う 

CONSOLE [< スクロール 開始 行 〉][ , く ス クロ ー ル 行 数 >][ , く ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 ス 
イッ チ >〕[ , く カラ ー/ ノ 白黒 スイ ッ チ >〉]〕 

・ テ キス ト 画 面 に 関す る さま ざま な モー ド 設 定 を 行い ます . 

・< ス クロ ー ル 開始 行 〉> と く ス クロ ー ル 行 数 > を 指定 する こと に より , 画面 上 で の スク ロー ル 

する 領域 (スク ロー ルウ ィ ン ド ウ ) を 指定 し ます 

・CLS お よび PRINT CHR$(12) は , この スク ロー ルウ ゥ ウィンドウ に 対し て 実行 され ます . 

・〈< ス クロ ー ル 開始 行 〉 は , どの 行か ら ス クロ ー ル を 開始 する か を 指定 し ます . 

・〈 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 ス イッ チ >〉 に 1 を 指定 する と , 画面 最 下 行 に プロ グラ マブ ル 

ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され て いる 5 個 の ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 し ます . 0 を 指定 し 

た 場合 は 表示 され ませ ん . 

・Na- 日 本 語 BASIC で は , < ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 ス イッ チ >〉 に 2 を 指定 する と 10 個 の ファ 

ンク ショ ン キ ー を 表示 し ます . 

・〈 カ ラー/ 白 黒 ス イッ チ 〉 を 1 に する と テキ スト 画面 を カラ ー モ ー ド に し , 0 を 指定 し た 場 

合 に は 白黒 モー ド と な り ま す . 

CONSOLE 0, 10, 1, 1 

・ 最 上 行か ら 10 行 を スク ロー ルウ ィ ン ド ウ と し , ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 する カ ヵ カラ ー 

モー ド に 設定 し ます . 


川 II プロ グ ラム 例 IIIIIMIIUIUUIUIUUIUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUIUIIUIUIUIUIIIUIUUIUUUUUUUIUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUIUIUIUUIUUUUIUUUUUIIUI 


199 '′ CONSOLE サン プル 

119 CLS:CONSOLE 9,25.9,1 
129 FOR 1I=1 TO 25 STEP 4 
139 CONSOLE の,【 

1 4 の GOSUB 179 の 

159 NEXT 【! 

16 の END 

179 CLS 

18 の FOR J=1 TO 49 

19 の PRINT J 

299 の FOR K= の TO 1 の :NEXT K 
21 の NEXT J 

229 RETURN 


・ ス クロ ー ル 行 数 を 変え て , 1 か ら 40 ま で の 数 字 を 出力 し ます . 
・130 行 で , スク ロー ル 行 数 を 設定 し て いま す . 


III 有朋 軸 山上 岬 則 目 胃 四 軸 軸 間 上 軸 四 昌 軸 胃 軸 肌身 血 軸 軸 軸 肌 軸 由 
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注意 : ・BASIC に は , プロ グラ ム 中 で エラ ー が 発生 する と その 行 を 表示 し , エラ ー 位 置 を 示す 機 
能 が あり ます . この と き , その 行 が スク ロー ルウ ィ ン ド ウ 中 に 入ら な いと , エラ ー 表 示 が 正 
常に 動作 し な い 場合 が か あります. プロ グラ ム の デベ ッ グ 中 は スク ロー ルウ ィ ン ド ウ を 大 き 
め に と っ て くだ さい . 
・N。- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド 時 に 第 3 パラ メー タ を 0 に 指定 し て も , を 押す とこ 
と に より , ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 が 現れ ます . 再び , を 押し て 半角 文字 モー ド に す 
る と , ファ ンク ショ ン 表 示 が 消え を ます. ただし, 半角 文字 モー ド で , 最 下 行 に カー ソル を 購 
いて ほ 鹿 を 押し て ふも 際 別 の 働き は し ませ ん . 


・Ns-BASIC の 場合 に は , < ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 ス イッ チ 〉 2 を 指定 し て も ファ ンク 
ショ ン キ ー は 5 個 表示 され た まま で す . 


CUNT 


一 般 コ マン ド 


コン ト : continue 


停止 し た プロ グラ ム の 実行 を 再開 する 

CONT 

・CONT コマ ンド は , や , STOP 文 , END 文 で 停止 また は 終了 し た 文 の 次 の 文 か ら 実 
行 を 開始 する コマ ンド で す . 

・ 通 常 は . プロ グラ ム の 誤り を 探す と き に , STOP 文 と と も に 用 いま す . 

・ 実 行 を 停止 し た 後 ダ イレ クト モー ド で 変数 の 値 を 変更 し た り , 表示 し た 後 CONT ュ マン 
ド に よっ て 実行 を 再開 する こと が で きま す . 

・ 実 行 停止 中 に プロ グラ ム 内 容 の 変更 を 行っ た 場合 に は , CONT 文 に よる 実行 再開 は で き 
ませ ん . 

CONT 

・ プ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます . 


実 行 例 II 


199 ' CONT サン プル 
119 【=1 の 

129 PRINT I,SQR(I) 
13@ STOP 

149 I=I+1 

159 GOTO 12 の 


run 


1 の 3.16228 
Break in 139 


1 1 3.31662 


12 3.43641 
Break in 139 
Ok 


・10 以 上 の 整数 の 平方 根 を STOP 文 で 止め な が ら 出 力 し ます . 

・ 実 行 例 は , 130 行 が な けれ ば 10 以 上 の 整数 と その 平方 根 を 次 々 と 出力 する も の で す . 

・ 実 行 さ れる と , 10 と その 平方 根 を 出力 し て すぐ 停止 し ます . STOP 文 に よる 停止 な の で , 
CONT 文 を 入力 する こと に よっ て STOP 文 の 次 の 140 行 か ら 実行 を 再開 する こと が で きま 
す . 


UIDU 和 U 逢 着 着 着 着 軸 胃 朋 昌和 軸 着 軸 岬 四 軸 四 軸 四 軸 軸 軸 固着 症 肌 昌 間 用 上 上 症 四 四 胃 還 胃 四 四 胃 加 軸 征 征 征 軸 III 


機能 
書 式 
解 
例 
参照 


・ STOP, END 


























例 


CUPY 


能 画面 に 表示 


入出 力 ス テー トメ ント 


コピ ー : copy 


され て いる 情報 を プリ ンタ に 出力 する 


式 COPY (< 機能 >〕 


・〈 機 能 > は 
れ ま す . 


1 


・ テ キス ト 画 面 , グラフィック 画面 に 表示 され て いる 文字 や 図形 を プリ ンタ に 出力 し ます . 


, 1 か ら 5 ま で の 値 を と り , 次 の よう に 働き ます . 省略 され た と き は , 1 が 選択 さ 


: テキ スト 画面 の み を プリ ンタ に ュ ピ ー し ます ( 避 | + | を 押し て も 同じ で 


すう 。 


: グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます ( [mw 十 軸 を 押し て も 同 


じ で す ). 


・ テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を アメ プリ ンタ に コピ ー し ます ( を 押 


し て も 同じ で す ). 


: グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます (漢字 出力 用 ) . 640X200 ド ッ 


ト の モー ド で 出力 され た 漢字 (グラ フィ ッ ク パ ター ン ) は , こと の モー ド で 出力 す 
る と 綻 方 向 を 2 分 の 1 に 縮小 し て コピ ー し ます . 


・ テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ンタ に コピ ー し ます . 4 と 同じ 


く 640X200 ド ッ ト の モー ド で 出力 され た パタ ー ン は , 縦 方 向 を 2 分 の 1 に 縮小 
し て コピ ー し ます . 


・N。: 日 本 語 BASIC で は , < 機能 > 1 ~ 5 は 次 の よう に 働き ます . 


1 


COPY 2 


*・ グ ラフ ィ 


・ テ キス ト 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . と の と き , 半角 文字 2 文字 分 の 
スペ ー ス と 全角 文字 1 文字 分 の スペ ー ス を 同じ こす る た め に , 全角 文字 の 前 
後に ドッ トス ペー ス を 置い て 補正 を 行い ます . た だ し , ファ ンク ンション キー の 
内 容 が 画面 に 表示 さき れ て いて も プリ ンタ に コピ ー す る こと と は で きま せん . 

・ Na-BASIC COPY 2 と 同じ で す . た だ し , テキ スト も グラ フィ ッ ク 画 面 に 書か 
れ て いま すか ら , 同時 に 印字 され ます . 

: Na-BASIC COPY 4 と 同じ で す . た だ し , テキ スト も グラ フィ ッ ク 画 面 に 書か 
れ て いま すか ら , 同時 に 印字 され ます . 

(詳し ぐ く は,。a プ ログ ラマ ー ズ ガイ ド 第 13 意 |「 カ ラー ピー テー ティ リティ 」 
を 参照 し て くだ さい .) 


ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に だ 出力 し ます . 
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IIOUOUI プロ グラ ム 例 IMIIIIIIUIIIIIIIUIIUIUIIUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUU 


の SS 
で やる WI 
SS 5 の 
ッ ング 


プリ ンタ 





199 ′ COPY サン アル 

119 SCREEN の ,9:WwIDTH 8 の 、25:CLS 3 
129 FOR 「=1 TO 2 の 9 

13@ X=RND(1)*75:Y=RND(1)*19 
1 49 LOCATE X,Y:PRINT "COPY"i 
159 CIRCILE(X*8,Y*1 の 9) , 39 

169 NEXT 【I 

17 の 9 FOR 【!=1 TO 5 

189 COPY 【 

199 NEXT I 

29 の END 


< テキ スト 画面 の いろ いろ な 位置 に "COPY" と いら 文字 を 出力 し , グラ フィ ッ ク 画 面 の い 
ろ い ろ な 位置 に 円 を 描い て か ら , 画面 を プリ ンタ 出力 し ます . 
・120 行 か ら 160 行 で , 画面 に "COPY" と 円 を 描き ます . 
・ 170 行 か ら 190 行 で ,。COPY 1 か ら COPY 5 まで 順番 に 実行 し ます . 
fl 有用 昨 用 軸 和 軸 箇 昨 用 有用 有 有朋 有田 有 有 用 U 有 UI 表 
注意 : ・COPY 文 が 使用 可能 な プリ ンタ は 次 の と お り で す . これ ら 以 外 の プリ ンタ に 対し て の 
COPY 文 の 動作 は 保証 され ませ ん . 
・ 縦 横 の 比率 が ほぼ 画面 上 と 同等 に コピ ー で きる も の 
PC-8024, PC-8027, PC-PR101L/T/TL, PC-PR101F, PC-PR201H/H2, PC-PR201CL/HC, 


PC-PR201TL, PC-PR201V, PC-PR201F, PC-PR406H, PC-PR406M, PC-PR102TL, 
PC-PR406S 


・ 縦長 ( 約 4/3 倍 ) に な る が コピ ー で きる も の 
PC-PR103, PC-PR202K 
・COPY 文 (| 遇 ) で グラ フィ ッ ク 画 面 を プリ ンタ ヘ ュ ピー する と , 画面 と プリ ンタ と の 縦 
横 の 比 が 異な る 場合 が か あります. 
・ 次 の プリ ンタ 以外 で は , 全角 文字 と 半角 文字 の 桁 が そろ いま せん . 
PC-PR101, PC-PR101L/T/TL, PC-PR101F, PC-PR201, PC-PR201CL/HC, PC-PR201H/ 
H2, PC-PR201T/TL, PC-PR201F, PC-PR406H, PC-PR406M, PC-PR102TL, PC-PR406S 


書 式 


川 IIIII 


CU05 


数 値 関数 


コサイン : cosine 


余弦 (コサイン ) の 値 を 返す 
COS(< 数 式 >) 


・〈 数 式 > の 値 の 余弦 (コサイン ) を 返し ます . 

・〈 数 式 > の 値 の 単位 は , ラジ アン ( ァ z/180x 角 度 ) で す . 

・〈 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 の 値 を 返し ます が , 他 の 場合 に は 単 精度 の 
値 を 返し ます . 


COS(3.14159/180* ネ 30) -866026(COS(30') の 値 ) 
COS(3.14159/180*60) .500001(COS(60") の 値 ) 


プロ グラ ム 例 UIIIUIUI 有 UI 思 男 四部 和 軸 軸 軸 軸 軸 IUIUIUUIIIIIUUUUUUUUUIUU 胃 中 皿 田 


199 ' COS サン フル 

119 INPUT "角度 ( 度 ) : "iD 

129 CS=COS(D/189*3.14159265358979#) 

139 PRINT "COS":USING "(## き 9 )":D::PRINT " = 

149 PRINT "SEC"iUSING "(###? )"kDi:PRINT "の = ": 

159 IF ABS(CS ) く = . 999991 THEN PRINT "定義 され ませ ん " 
ELSE PRINT 1/CS 


"iCS,。 


169 END 

run [の 

角度 ( 度 ) : ? 45 回 

COS( 45?) =  .797197 SEC( 45?) = 1.41421 
Ok 


・ 角 度 を 度 で 読み 込ん で , コサイン (COS) と セカ ント (SEC) の 値 を 出力 する プロ グラ ム で 
す . 
・ セ カン ト の 値 を 求め る に は 


sec の 三 1/cos の 
を 用 いて 計算 し ます . 


・cos の 値 が 0.000001 以下 に な る と , 単 精度 実数 で は EE の つい た 指数 形式 に な る の で , 150 
行 で は その よう な 場合 は オー バー フロ ー と みな す よ うに し て あり ます . 


IMUIIIUIUUIUUDIDUIOUUUUUUUUUUUUUUUIIOIUUUUUIUIIUUUIUUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUUIIIIUIIIIUIUI 吊 


参照 


SIN, TAN, ATN 


























lp 
墨 | | 司 


例 


UM 


CSNG 


数 値 関数 


コン バー ト ・ シ ング ル : convert to single 


整数 値 , 倍 精度 実数 値 を 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 返す 
CSNG(〈< 数 式 〉) 


< 数式 > の 値 を 有効 数 字 6 桁 の 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 返し ます . 
・ 結果 の 値 が 一 1.70141E 十 38 て 1.70141E 十 38 の 範囲 に な いと き は , "Overflow" エ ラー が 起 
こり ます . 


CSNG(123) 123 
CSNG(3.14159) 3.14159 
CSNG(1E 二 40) "Overflow" エラ ー 


プロ グラ ム 例 II 和則 II 


199 ' CSNG サン フル 

119 INPUT"AJD":AE,D% 

129 AD#=INT(A#*19^D% を + .5)/19^D% 
139 PRINT A#,CSNG(AD#* ) 

14 の 9 END 


run 回 

A,D? 1.25,1 隊 
1 .25 1.3 

Ok 

run 加 

A,D? の の.1234567,5 回 
.1234567 -12346 

Ok 


・ 小 数 点 以下 を 任意 の 桁 数 で 四 捨 元 入 し ます . 

・120 行 で は , CINT 関 数 の プロ グラ ム 例 と 同じ こと を 実行 し て いま す が , こと で は , CINT 
関数 で な く INT 関 数 を 使っ て いま す . 

・130 行 で 変数 AD 尋 を その まま 出力 する と , 誤差 を 含ん だ 結果 が 出 て くる の で , CSNC 関 数 
を 使っ て 有効 桁 数 は その まま で 単 精度 実数 に 変換 し て か ら 出 力 し て いま す . 


UIUUUIUIUUIUIUIUUUUUUUUUUUUUIUUUIUUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 和 有田 回 加 軸 田 軸 加 四 用 田 軸 軸 皿 


参照 


CINT, CDBL 


























画面 制御 予約 変数 























CSHLIN 


機 能 』 カー ソル の 垂直 位置 を 返す 
書 式 CSRLIN 





カー ソル ・ ラ イン : cursor line 


・ 現 在 の カー ソル の 垂直 位 堅 を 行 単 位 で 返し ます . 
・ 得 られ る 値 は 25 行 モード で 0 へ て 24, 20 行 モー ド で は 0 か ら 19 と な り ま す . な お 画面 の 最 
上 行 が 0, 最 下 行 が 24( ま た は 19) と な っ て いま す . 
例 CSRLIN 


・ 現 在 の カー ソル の 垂直 位置 を 返し ます . 


川 II プロ グラ ム 例 用 用 用 軸 有 則 軸 有 敵 間 昨 有 朋 間 回 軸 毅 軸 病 


。 こ の プロ グラ ム は , Na 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラメータ を 0 , 1 , 2 の いずれ か に する ) で 実行 し て くだ さい . 


199 ' CSRLIN サン パル 

119 wIDTH 89,25:CLS 

129 F=1:X=39:Y=2 

139 GOSUB 159 

149 GOTO 139 

159 LOCATE X,Y:PRINT " " 

169 IF CSRLIN>=22 OR CSRLIN<=1 THEN F=F ネ *-1 
179 Y=Y+F:ILOCATE X,Y:PRINT の のり: 

189 FOR TT=9 TO 29:NEXT 

199 RETURN 


・ カ ー ソ ル の 位置 を 調べ な が ら " @ "を 上 下 に 動か し ます . 

・160 行 で カー ソル の 位置 を 調べ , 1 行 目 か 22 行 目 の と き に 動く 方 向 を 変え ます . 

・ 変 数 F は 方 向 を 表し , 1 の と き は 下 , 一 1 の と き は 上 を 表し ます . こう する と と に よっ て , 
次 の Y 座 標 は Y+F で 求め る こと が で きま す . 


有用 有 有用 用 用 有 有用 用 軸 有 有用 用 山 用 用 UIUUUUUUUUUUUUOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUIIUIIUIUUUIUU 


書 


三 」 


II プロ グラ ム 例 川上 上 和風 卓 上 上 上 II is 


例 


CVUCVS/CV 


式 


数 値 関数 


シー・ ブ イ ・ ア イ : convert to integer 
シー・ ブ プイ ・ エ ス : convert to single 
シー・ プ ブイ ・ デ ィ : convert to double 


文字 列 を 数 値 デ ー タ に 変換 し た 値 を 返す 

CVI(<2 文 字 の 文字 列 〉) 

CVS(<4 文 字 の 文字 列 〉) 

CVD(〈<8 文 字 の 文字 列 〉) 

・ フ ロッ ピー ディ スク 上 の ラン ダム ファ イル か ら 読 み 込 ん だ デー タ は 文字 型 に な っ て いる 
た め , CVI, CVS, CVD 関 数 を 使っ て 数 値 デ ー タ に 変換 し ます . 

・CVI 関 数 は 2 文字 の 文字 列 ( す な わ ち 2 バイ ト の デー タ ) を 整数 値 に , CVS 関 数 は 4 文字 
の 文字 列 を 単 精度 実数 値 に , CVD 関 数 は 8 文字 の 文字 列 を 倍 精 度 実数 値 こ それ ぞ れ 変換 し 
ます . 

・ 指 定 し た 関数 の 文字 列 よ り 長 い 文字 列 を 代入 し た 場合 , 代入 し た 文字 列 の 左側 か ら 指 定 
され て いる 文字 数 まで が 変換 され ます . た と えば , CVI("ABCD") と し た 場合 , "AB" だ け 
が 変換 され ます . 


CVI("AB") 16961 


・2 ベ イト の 文字 コー ド "AB" を 整数 値 16961( 内 部 表現 三 4241H) に 変換 し ます . 数 値 の 内 
部 表現 に つい て は , VARPTR 関 数 を 参照 し て くだ さい . 


UI 





199 ' CVI/CVS/CVD サン フル 

119 OPEN "2:rdata" AS #1 

129 FIELD #1,2 AS D1$,4 AS D2S,8 AS D3$S 
139 GET #1,1 

14 の 9  A%=CVI(D1$) 

15 の 9  B=CVS(D2$) 

16 の 9  C#=CVD(D3$S) 

179 PRINT VA ="j AX 

18 の PRINT "B =":B 
19 の 9 PRINT "C =":C き 
299 CLOSE 

219 END 


run 回 

A = 123 

B = 8534.13 
C = 3.14159265358979 
Ok 


・ ラ ンダ ム フ ァ イル か ら デ ー タ を 読み 取り , 数 値 に 変換 し て 表示 し ます . 
・MKI$/MKS$/MKD$ の プロ グラ ム 例 を 実行 する こと に よっ て 作成 され た "rdata" と いう 
ファ イル の 内 容 を 出力 し ます . 














・140 行 か ら 160 行 で , 2 バイ ト の 文字 列 を 整数 型 , 4 ベイ ト の 文字 列 を 単 精度 実数 型 , 8 ベイ 
ト の 文字 列 を 倍 精度 実数 型 に 変換 し て いま す . 


山肌 III 山肌 軸 用 軸 軸 四 皿 皿 四 胃 軸 軸 UUUUIUIUIUIUIUDIU 胃 II 利 UUUIUIUUUUIIUIU 山 


参照 : MKI$/MKS$/MKD$ 


機能] 
書 式 


解 ミ 


例 


IOIIIOUMI 


DATA 


一 般 ス テー トメ ント 


デー タ : data 


READ 文 で 読み 込ま れる 数 値 , 文字 定数 を 格納 する 

DATA < 定数 >〔 , < 定数 > ..] 

・DATA 文 は , READ 文 で 読み 込ま れる 数 値 や 文字 定数 を 格納 し ます . 

・ こ の 命令 は , REM 文 な ど と 同じ よう に 非 実行 文 ( 何 の 動作 も 行わ な い 命令 ) で , プロ グラ 
ム の どこ に お いて も か まい ませ ん . 

・1 つの DATA 文 に は , プロ グラ ム の 1 行 (255 文 字 ) に 入る だ け の デー タ を セッ ト す る こと 
が で き , また 1 つの プロ グラ ム 中 に いく つも の DATA 文 を 置く こと が で きま す . 
・READ 文 は , 行 番号 の 小さ い 方 か ら 順 番 に DATA 文 の 中 の デー タ を 読み 込ん で いき ます . 
・< 定 数 〉 は 整数 , 単 捕 度 実数 , 倍 精 度 実数 , 文字 定数 の いずれ か で す . た だ し , 定数 式 (2 
3 な ど ) は 許さ れ ま せん . また READ 文 で 読み 込ま れる 場合 , READ 文 で 指定 され て いる 変 
数 の 型 は , 対応 する デー タ の 定数 の 型 と 一 致し な けれ ば な り ま せん . 
・DATA 文 の 中 の デー タ は コン マ (,) で 区 切ら れ ま す が , 文字 定数 で その 文字 列 の 先頭 , ま 
た は 最後 が コン マ , ピリ オド (. ), 意味 の ある 空白 を 含む と き は , その 文字 定数 全体 を ダブ 
ルク ォ ー テ ーション (") で 囲む 必要 が あり ます . 

・RESTORE 文 に よっ て , READ 文 で 読み 込む DATA 文 を 行 単位 で 指定 する こと が で きま 
す . 

DATA 8801 , "COMPUTER " 

・ デ ー タ と し て 8801 と いう 数 値 デ ー タ , "COMPUTER" と いう 文字 列 デ ー タ を 格納 し ま 
す . これ ら は READ 文 に よっ て 読み 出さ れ ま す . 


プロ グラ ム 例 川 川上 II 上 上 上映 


1 の 9 の 9 ' DATA リン フ * ル 
119 READ A,AS 

129 PRINT A:PRINT AS 
13 の DATA 1 の ,29 

14 の 9 END 


run 剛 
19 


2 の 
Ok 


・DATA 文 に 格納 され て いる 定数 を 読み 取り , 出力 し ます . 
・130 行 で , 10 と 20 と いう デー タ を 設定 し ます . 





























・110 行 の READ 文 で は , A と A$ と いう 変数 に 10, 20 と いう デー タ を それ ぞ れ 代入 し ます . 
10 は 単 精度 実数 型 , 20 は 文字 型 と し て 読み 込ま れ ま す . 


山肌 胃 胃 軸 有用 有田 軸 回 胃 山田 有朋 用 軸 胃 有 軸 間 軸 利 朋 軸 IIUUIUUUUUUUUUUUUUI 


参照 : READ, RESTORE 


DATES 


予約 変数 


デー ト ・ ダ ラー : date $ 


内 蔵 の カレ ンダ 時 計 の 日 付 を 返す 
DATE$ 
・DATE$ 変 数 を 参照 する こと に より , 内 蔵 カ レン ダ 時 計 の 日 付 が 得 り られ ます . 
・ 日 付 は 8 文字 の 文字 列 で 返さ れ , 文字 変数 に 代入 し た り , PRINT 文 で 内 容 を 表示 する こ 
と が で きま す . 
・ 日 付 を 設定 する に は , DATE$ 変 数 に 次 の 形式 の 文字 列 を 代入 し ます . 
"YY/MM/DD " 
YY 年 (00 一 99) 
MM ・・ 月 (01 一 12){ 各 2 文字 で 指定 し ます . 
DD 日 (0131) 


DATES (現在 の 日 付 を 返す ) 


DATE$ = " 87/12/24" 
・ 内 蔵 カ レン ダ 時 計 に , 1987 年 12 月 24 日 を 設定 し ます . 


II プロ グラ ム 例 山川 II 山田 有朋 DUODUUOUUUUUUUUU 


16@ ' DATES サン フル 
119 PRINT "きょう は 19": 
129 PRINT LEFTS(DATES,2):" 年 ": 


139 PRINT MIDS(DATES,4.2):" 月 "の: 

149 PRINT RIGHTS(DATEs,2):" 日 で す 。" 
15@ END 

run 図 

きょう は 1987 年 12 月 24 日 で す 。 

Ok 


・ 日 付 を 出力 し ます . 

・120 行 で DATE$ 変 数 の 左端 か ら 2 文字 を 取り 出し て , 年 を 出力 し ます . 

・130 行 で DATE$ 変 数 の 左端 か ら 数 えて 4 番目 か ら 2 文字 を 取り 出し て , 月 を 出力 し ます . 
・140 行 で は , DATE$ 変 数 の 右端 か ら 2 文字 を 取り 出し て , 日 を 出力 し ます . 


IIUHIHUUUUIIIUUUIUUUUUIUUHUUUIUUUIUUUUUUUIOUUUUUUIUUIUUIIIIIHIIUIIIIIIIIUIHIUIHIHIHHIUIUIIHHHIIHIIUUUIIIHUUUUIUUUUUIUIUUIHIUUIUUUIUHIIUUUUUUIUUIIUIIIHIUIUUUUIHIUMII 


























注意 : ・ 内 蔵 の カレ ンダ 時 計 は バッテリー バッ クア ッ プ に より , 常に 日 付 を 更新 し て いま す . 
・ う る うら 年 の 場合 に も 自動 判定 し て , 日 付 を 正しく 返し ます . 
参照 : TIME$ 


一 般 ス テー トメ ント 


























UEF FN 


新しく 関数 を 定義 する 

DEF FN < 名 前 〉 〔( く パラ メー タリ スト 〉) ] ニ く 関数 の 定義 式 

解 ・ 関 数 の 名 前 は "FN" 十 < 名 前 〉 で 定義 し ます ( 例 : FNPW). 
・< 名 前 > は 変数 名 と し て 正しい 形 を し た も の で な く て は な り ま せん (40 文 字 ま で 有効 で す ). 
・〈 ペ パラメータ リス ト 〉 は その 関数 が 呼ば れ た と き に , (関数 の 定義 式 > 中 の 同 じ 変 数 名 に 対 
応 し ます . 変数 名 の 間 は ュ ン マ で 区 切り ます . 
・〈< パ ラメ ー タ リスト > に 書か れ た 変数 名 は , 〈 関 数 の 定義 式 > を 評価 する 際 に の み 有 効 と な 
り ま す . し た が っ て , プロ グラ ム 中 に 同じ 変数 名 が あっ て も ゃ 影響 は あり ませ ん . 
・ く 関数 の 定義 式 y は その 関数 の 演算 内 容 を 記述 する 式 で , 1 行 の 範囲 に 限ら ちら れ ます . この 
ユー ザ 定 義 関数 は 数 値 関数 , 文字 関数 , その 混在 の いずれ で も か まい ませ ん が , 〈 パ ラメ ー 
タリ スト 〉 内 の 変数 と , それ に 渡さ れる 変数 と が 同一 の 型 で な けれ ば な り ま せん . 
・ く 関数 の 定義 式 > 中 で 使わ れ て いる 変数 が < パラ メー タリ スト > 中 に な い 場 合 は , その 変数 
が その 時 点 で 持っ て いる 値 が 使わ れ ま す . 
・DEF FN 文 は 非 実行 文 で す が , これ に よっ て 定義 され る 関数 が プロ グラ ム 中 で 呼ば れる 
前 に 実行 され て いな けれ ば な り ま せん . 
・DEF FN 文 は , ダイ レク トモ ー ド で 使用 する こと は で きま せん . 


ディ ファ イン ・ フ ァ ン クシ ョ ン : define function 


例 DEF FNLG(X) 三 LOG(X)/LOG(10) 
・ 常 用 対数 を 求め る 関数 と し て "FNLG" を 定義 し ます . 以後 , プロ グラ ム 中 で FNLG(< 数 
式 >) を 使う と , < 数 式 > の 常用 対数 値 を 得る こと が で きま す . 


II プロ グラ ム 例 II 上 四 軸 軸 利和 IIUODIUUUMU 和 胃 征 


199 ' DEF FN サン プル 

119 DEF FNPWw(A,B)=A^B 

129 INPUT "xy"iX,Y 

13 の 9 PRINT "x^y="iFNPW(X,Y) 
14 の 9 END 


run [ 思 

x,y? 2,.8 回 

x^y= 256 

Ok 

・ 2 つの 実数 x, y を 読み 込ん で , xy を 出力 し ます . 

・110 行 で 引数 x, y を 持ち , xy を 返す 関数 FNPW を 定義 し て いま す . 


IIUIUHIUIHIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIUIII 吊 | 


参照 : 1.7.2 変数 名 と 型 宮 言 文字 


距 


上 


例 


川 和 II 


DEFINT/SNG/DBL/STR 


一 般 ス テー トメ ント 





ディ ファ イン ・ イ ント / シ ング ル / ダ ブル / ス トリ ング : define integer/single/double/string 


変数 の 型 
DEF 


宣言 を 行う 
INT | く 文 字 の 
SNG 
DBL 
STR 


範囲 >〉〔 , く 文字 の 範囲 〉.. 


・〈 文 字 の 範囲 y? で 指定 され た 文字 で 始ま る すべ て の 変数 名 の 型 を , 次 に 示す 型 
定義 し ます . 


| 字 : 
> 日 . 


ml 
代 


DEFINT : 変数 を 整数 型 に 

DEFSNG : 変数 を 単 精度 型 に 

DEFDBL : 変数 を 倍 精 度 型 に 

DEFSTR : 変数 を 文字 型 に 
・ く 文字 の 範囲 は, 1 文字 の 英字 で 指定 し ます . また , ある 範囲 に わた っ て 指定 する と きせ は .。 
1 文字 の 英字 と 1 文字 の 英字 を ハイ フン (- ) で つなぎ ます . た だ し , 最初 の 英字 は , 後 の 英 
字 よ り も アル ファ ベッ ト 順 で 先 の も の で な けれ ば な り ま せん . 
・ 型 宮 言 文字 で 指定 し た 場合 , これ ら の DEF 宮 言 より ゃ 優先 され ます . 
・ 型 宜 言 が 行わ れ て いな い 文 字 で 始ま る 変数 は , すべ て 単 精度 実数 型 変数 と みな され ます . 
DEFINT |,J 


・ T と 了 十 で 始ま る 変数 を 整数 と し て 宣言 し ます . 以後 , プロ グラ ム 中 で は 整数 型 と し て 扱わ 
れ ま す . た と えば , IX は IX% と 等 し く な り ま す . 


言 し ます . 


回 
Hl 


プロ グラ ム 例 山肌 有 ll 


199 『 
119 
129 
139 の 
1 4 の 
159 
169 


DEF INT/SNG/DBL/STR サン フル 
DEFINT I-M 

DEFSNG A,B 

DEFDBL D 

DEFSTR S 

【1=1.23:J=65.643 

AB=1 .23:BB=65.643 


179 D=3.141592653589792# 

189 D を =3.141592654 の の 9 の 9 の の 1# 

199 S=" STRING" 

299 PRINT "1 = 11。 "JJ =":J 
219 PRINT "AB ="jAB,, "BB ="jBB 
22@ PRINT "D =":D,。 "DD を =" iD% 
239 PRINT "S =":S 

24 の END 

run 




















I1 = 1 J = 66 


AB 1.23 BB = 65.643 
D = 3.141592653589792 DX = 3 

S = STRING 

Ok 


・ 整 数 型 , 単 精度 実数 型 , 倍 精度 実数 型 の 数 を , それ ぞ れ 出力 する プロ グラ ム で す . 

・110 行 で 【L, 」, K, L, M で 始ま る 変数 を 整数 型 , 120 行 で A, B で 始ま る 変数 を 単 精度 実数 型 , 
130 行 で D で 始ま る 変数 を 倍 精度 実数 型 , 140 行 で S で 始ま る 変数 を 文字 型 に それ ぞ れ 定義 
し まず : 

・180 行 で は , D で 始ま る 変数 名 に 倍 精度 実数 値 を 代入 し て いま す が , 型 宣言 文字 % で 乏 数 
型 に 指定 され て いる の で , D% と いう 変数 は 3 と いう 値 を 持つ こと に な り ま す . 


ML 間 軸 利和 M 軸 胃 軸 IIIIIIIIUIIIUUIUUIUIUUUUIIUIUIIUIIIIIIIIIIIIIUIIUIUIUIIIIIUIOIUIUUUIUIUIUIIIUUUUIDIUUUUUUUUUUUUUUI 


UEF USR 


洪 


名 
| 


中 


江 


1 
埋 


特殊 ステ ー ト メン ト 


ディ ファ イン ・ ユ ー ザ : define user 


機械 語 で 作ら れ た ユー ザ 関 数 の 実行 開始 番地 を 定義 する 

DEF USR 〔 く < 番号 >〉] 三 く 開始 番地 > 

・USR 関数 (ユー ザ 関 数 ) が 呼び 出す 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 番地 の 設定 を 行い ます . 

・ バ 番号 ? は 0 て 9 まで の 値 で , USR 十 < 番 号 〉 が 関数 名 と な り , 関数 名 に よっ て 機械 語 で 作ら 
れ た プロ グラ ム が 呼び 出さ れ ま す . < 番号 〉> を 省略 し た と き は 0 と みな され ます . 

・〈 開 始 番地 〉 は 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 番地 を 指定 し ます . 

DEF USR3 三 &HDA00 

・USR 関数 の 実行 開始 番地 を , DA00H 番 地 に 設定 し ます . 


川 IIIIII 川 プロ グラ ム 例 II 上 | 旧 上 目 上 則 上 衝 風 風 上 | 風 利和 II 


・ こ の プロ グラ ム は , Na-BASIC で 実行 し て くだ さい . 


19 の ' DEF USR サン フル 


























119 CLEAR ,&HDFFF 

129 DEF USR=&HE999:GOSUB 219 

139 CONSOLE 9,25, の ,1:wIDTH 8 の 9,25:CLS 

149 FOR 【=1 TO 89 の *24 

15 の PRINT "の の 5 

169 NEXT 【I 

179 CLS:FOR 1=1 TO 599 の :NEXT I 

189 VAD%=&HF3C8 

199 I=USR(VAD%) :FOR 1I=1 TO 599:NEXT I 

2 の 9 の END 

21 の 9 FOR AD=&HE の の 9 TO &HE915 

229 の READ DA:POKE AD,DA 

239 NEXT AD 

24 の 9 RETURN 

259 " 

26 の 9 DATA 8H7E LD A、 (HL) 
279 DATA 8gH23 INC HL 
289 DATA &H66 LD H, (HL ) 
299 DATA 8H6F LD L,A 
39 の 9 DATA 8H3E, &HE9 を LD な AM 
319 DATA &H11 ,&H28,&H の 9 の ・" LD DE, 4 の 
32 の 9 DATA &H の E,&H19 LD C,25 
339 DATA 8&H96 , &H5 の 9 し L1: LD B, 8 の 9 
349 DATA &H77 < 上 2: ELD (HL) ,A 
359 の DATA 8H23 M INC HL 
369 DATA &H1 の ,&HFC DJNZ L2 

379 DATA 8H19 い ADD HL,DE 
38 の DATA 8H の D ご DEC C 

399 DATA &H29,8HF6 M JR NZ ,L1 
4 の 9 の DATA &HC9 』 RET 


・BASIC と 機械 語 の プロ グラ ム で , テキ スト 画面 全体 に " 草 " を 2 回 書き ます . 


・] 回 目 は 140 行 か ら 160 行 の BASIC プ ログ ラム で 実行 し ます が , 2 回 目 は 260 行 以下 の 
DATA 文 で 定義 きれ て いる 機械 詰 で 実行 し ます . 


2 一 56 


・120 行 で , 機械 語 の 開始 番地 が E000H 番 地 で ある こと を 定義 し ます . 

・180 行 で 変数 VAD%% に テキ スト VRAM の 開始 番地 を 代入 し , 190 行 で それ を 引数 と し て 
機械 語 ル シー チン を 呼び 出し ます . 

・210 行 か ら 240 行 まで の サブ ルー チン で , DATA 文 に 定義 きれ て いる 機械 語 デ ー タ を メモ 
リ に 書き 込み ます . 


有川 軸 箇 田 用 有 軸 有用 腹 用 有 用 有 有 有 軸 衝 有 有用 軸 HU 用 UIUUUUUUUUUUU) 


参照 : USR, プロ グラ マー ズ ガ イド 第 22 章 「 機 械 語 プ ログ ラム を 呼ぶ 」 


UELE TE 


例 


川 HIIHIIIIIIIII 


一 般 コ マン ド 


デリ ー ト : delete 


プロ グラ ム を 行 単位 で 削除 する 
DELETE 〔 く 始点 行 番号 >〉] [一 く 終点 行 番号 >〕 


・ く 始点 行 番号 > か らく 終点 行 番号 \〉 ま で の プ ログ ラム 行 を 削除 し ます . 
・〈 始 点 行 番号 > だ け を 指定 し た 場合 は その 行 だ け を 削除 し ます . この 場合 , DELETE ュ マ 
ンド を 省略 し て 行 番号 だ け を 入力 し た の と 同じ に な り ま す . 
・ ハ イフ ン (-) と く < 終点 行 番号 y の み を 指定 し た 場合 , プロ グラ ム の 先頭 か ら 指 定 行 ま で を 
削除 し ます . 

・ く 始点 行 番号 〉》 あ る い は く < 終点 行 番号 〉 の 代わ り に , 現在 の 行 を 表す ピリ オド (. ) を 使用 す 
る こと が で きま す . 
・〈 始 点 行 番号 〉 と く 終点 行 番号 〉 の 両方 を 省略 し て 使う こと は で きま せん . 
DELETE 一 990 
・ プ ログ ラム の 先頭 か ら 990 行 まで を 削除 し ます . 


実 行 例 川上 II 卓 利 上 上 上 上 昌和 III 


199 ' DELETE サン フル 

119 " 

129 PRINT " DELETE コマ 
139 PRINT " 削除 し ます " 
14 の PRINT " DELETE サン 
159 PRINT " DELETE コマ 
169 PRINT " 削除 し ます " 
179 END 


マン ド は 指定 し た 行 を " 
プル " 

ンド は 指定 し た 行 を " 
delete 119-13 の 9 回 
Ok 

list 回 

199 ' DELETE サン フ * ル 

149 PRINT " DELETE サン 
159 PRINT " DELETE コマ ン 
169 PRINT " 削除 し ます " 


179 の END 
Ok 





ブル " 
ド は 指定 し た 行 を " 


・100 行 か ら 170 行 まで の プロ グラ ム の うち , 110 行 か ら 130 行 まで を DELETE ュ マン ド を 
使っ て 削除 し て いま す . 


HUDIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIMIUIIIIIIIUIMIIUIMIIIIIUIIIIUIIIIIMII 山 III 由 


2 一 58 


























書 式 


IIIUUUUIUI 


UIM 


一 般 ス テー トメ ント 


ディ メン ジョ ン : dimension 


配列 変数 の 要素 の 大 き さ を 指定 する 

DIM < 変数 名 〉(〈 添 字 の 最大 値 >[ , < 添字 の 最大 値 〉...]) 

・ 配 列 を 使用 する 前 に は , DIM 文 に よっ て 配列 宣言 を 行い ます . 

・DIM 文 は 配列 変数 の 添字 の 最大 値 を 設定 し , 同時 に メモ リ 上 に その 配列 の 領域 を 割り 当 
て る も の で す . 

・ 添 字 の 最大 値 が 10 以 下 の 場合 は , 配列 宮 言 を する 必要 は あり ませ ん . この と き , 配列 を 使 
用 し た 時 点 で メス モリ 上 に , 添字 の 最大 値 を 10 と し て 領域 を 割り 当て ます . 

・< 添 字 の 最大 値 〉 の 個数 は , その 配列 変数 の 次 元 を 示し ます . また :, 次 元 は メモ リ 容 量 の 許 
す 限 り 255 次 元 ま で 使用 で きま す . 

・ < 添字 の 最大 値 > よ り 大 きい 値 の 添字 を 持つ 配列 が 用 いら れ た 場合 は , "Subscript 
out of rangee' エ ラー に な り ま す . 

・ 添 字 の 最小 値 は , OPTION BASE 文 に よっ て , 0 か 1 に 指定 し ます . 

・DIM 文 が 実行 され た 時 点 で , その 配列 の すべ て の 要素 の 値 は 0 (文字 型 の 場合 は メル スト 
リン グ ) に 設定 され ます . 

・ す で に , DIM 文 で 配列 宣言 され て いる 配列 変数 を 再度 DIM 文 で 配列 宣言 する と , 
"Duplicate Definition'" エ ラー に な り ま す . この よう な 場合 は , ERASE 文 で 配列 宣言 を 取り 
消し た 後 , DIM 文 を 実行 し て くだ さい . 

DIM MT(3,3,3) 

* 4X4X4 次 元 の 配列 変数 MT の 配列 宜 言 を 行い ます . この 場合 , 添字 の 最大 値 が 10 以 下 な 
の で 配列 宣言 の 必要 は な い の で す が , メモ リ の 和 館 約 の た め に DIM 文 を 実行 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 IIUIIUUUIIIUIIIIUIMIUIIUIUIUIUUIUIIUIIIIIIIIUUIUIUIUUIUIUUUUUIUDIIIIIUUUUUIUIIOUUDOUUUUUUUIDUOUUIUUDIUIU 


1 の 9 ' DIM サン パル 

11 の DIM KU(9,9) 

129 FOR I=1 TO 9:FOR J=l TO 9 

139 の KU(I ,J)=[*J 

14 の PRINT _ USING "### き りり 5KU(T。J) ji: 
15 の NEXT J:PRINT:NEXT 1 


16@. END 

run[ 選 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
2 4 6 8 1 の 12 14 16 18 
3 6 9 12 15 18 21 24 27 
4 8 12 16 2 の 24 28 32 36 
5 19 15 2 の 25 39 35 4 の 45 
6 12 18 24 3 の 36 42 48 54 
7 14 21 28 35 42 49 56 63 


























3 。 16 24 32 4 の 48 56 64 72 
9 18 27 36 45 54 63 72 81 
Ok 


・ 九 九 の 表 を 出力 し ます . 

・110 行 で 9 x9 の 2 次 元 配列 KU を 宮 言 し て いま す . 

・130 行 で 配列 KU に 九 九 の 値 を 代入 し て いま す . 配列 KU ①,) が 持つ 値 は 1xjJ に な り ま す . 

・140 行 で PRINT USING 文 を 使っ て , 4 桁 右 詰め で 数 値 を 出力 し , 九 九 の 表 を 作り ます . 
II 


参照 : ERASE, OPTION BASE 


書 式 


例 


DSKF 


























ディ スク ・ エ フ : disk information 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各種 情報 を 返す 
DSKF (〈 ド ライ ブ 番 号 > [ , 機能 >〕) 
・〈 ド ライ ブ 番 号 > で 指定 され た ドラ イブ , お よび そこ に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク に 
関す る 情報 を 関数 の 値 と し て 返し ます . 
・〈 機 能 > は 値 と し て 返す 情報 の 種類 を 指定 し ます . 〈 機 能 > と し て 指定 する 値 と , その と き に 
返さ れる 関数 の 値 の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す . 
省略 し た と き : 指定 し た ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 残り 容量 を クラ 
スタ 数 で 返す . 
指定 し た と き : 指定 し た ドラ イブ の ト 下記 の 情報 を 返す . 
0 : 最大 トラ ッ ク 番 号 ( 三 上 乾 面 当 た り の トラ ッ ク 数 一 1) 
1 : 1 トラ ッ ク 当 た り の セク タ 数 
・ 乾 面 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (0 を 返す ) あ る い は 両面 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (1 を 返す ) 
: 1] トラック 当たり の クラ スタ 数 
・ フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 当 た り の クラ スタ 数 
: ディレク トリ の ある トラ ッ ク 番 号 
・ 1 クラ スタ 当たり の セク タ 数 
: FAT の 開始 セク タ 番 号 
: FAT の 終了 セク タ 番 号 
:FAT の 数 
・ ID の ある セク タ 番 号 


(で 。 Oo ^-! oO 員 - 忌 OO Fo 


ーー 
トー 


< ドラ イブ の 種類 や ディ レク トリ , クラ スタ , FAT に つい て は , プロ グラ マー ズ ガ イド 
第 17 章 「 フ ロッ ピー ディ スク と ファ イル の 構造 」 を 参照 し て くだ さい . 


DSKF(1) 回 史 (ドラ イ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 残り 容量 
DSKF(2,0) 医 S45@2 (ドラ イブ 2 の 最大 トラ ッ ク 番号 


・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の と き 76 を 返し ます . 
・5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の と き 39 を 返し ます . 


III 





IIIIIIIIHIIIIIIII プロ グラ ム 例 III 肌 有朋 目 軸 四 胃 前 中 目 胃 胃 四 間 四 四 胃 四 四 四 胃 軸 間 軸 肌 胃 間 四 胃 四 着 症 軸 朋 軸 軸 明和 四 目 四 


ディ スク 


1 の 9 ' DSKF サン プル 


119 INPUT " ド ライ ブ 番 号 ":DR 

129 PRINT "トラ ッ ク =":DSKF(DR, の 9):"/ ド ライ プ ブ 
139 PRINT "セク タ =":DSKF(DR,1):"/ ト ラッ ク 
149 PRINT "ディ スク の 残り 容量 =":DSKF(DR) 


159 END 


・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 フ ロッ ピー ディ スク の 場合 


run 回 

ドラ イブ 番号 ? 2 回 
トラ ッ ク = 76 / ド ライ プ ブ 
セク タ = 26 / ト ラッ ク 
ディ スク の 残り 容量 = 148 
Ok 


・5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 


run[ 加 

ドラ イブ 番号 ? 2 回 

トラ ッ ク = 39 / ド ライ プ 
セク タ = 16 / ト ラッ ク 
ディ スク の 残り 容量 = 43 
Ok 


< 指定 され た ドラ イブ の 最大 トラ ッ ク 数 , 1 トラ ッ ク 当 た り の セク タ 数 お よび フロ ッ ピ ー 
ディ スク の 残り 容量 を 出力 し ます . 
・ 実 行 例 の 数 値 は ンス テム 構成 な ど に よっ て 異な る こと が あり ます . 


IIHIIIIHHIUHIIIIHIHIHIIIIIIIIIUIIIUIIUHUUUUUUUIUUUIIIUUIUIIIUIIIUIUUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUI 
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解 
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川 III プロ グラ ム 例 II 有用 岬 軸 軸 和 和 和 有 用 征 回 IIIUUIOM 


DSKIS 


機能 ] 


式 


ディ スク ・ ア イ ・ ダ ラー : disk input $ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 直 接 デー タ を 読み 込む 
DSKI$ (〈 く ドラ イブ 番号 〉 , く サー フェ ス 番 号 〉 , く トラ ッ ク 番 号 〉 , く セク タタ 番号 > ) 
・ フ ロッ ピー ディ スク 上 の 指定 し た セク タ か ら 直 接 デ ー タ を 読み 込み ます . 
・ デ ー タ は 0 番 ベ ッ フ ァ に 読み 込ま れる と と も に , 256 文 字 の 文字 列 を 値 と し て 返し ます . 
・ 文 字 列 の 長 さ は 255 文 字 で し か 許さ れ ま せん か ら , DSKI$ 関数 の 値 と し て 256 バ イト の 
デー タ す べ て を 一 度 に 得る あこ と は で きま せん . そこ で , デー タ を 得る と き は , 次 の 方 法 を 用 
いま す . 
(1) ラン ダム ファ イル の 場合 と 同じ よう に FIELD 文 に より , 0 番 ベ ッ フ ァ へ 複数 の 文字 
変数 を 割り 当て る . 
(2) VARPTR 関 数 に より , 0 番 ベ ッ フ ァ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ , その 領域 を 
PEEK 関 数 を 使っ て 読み 出す . 
・〈 ト ラッ ク 番 号 〉, く < セ クタ 番号 〉 と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され た 〈 く ドライブ 番号 〉 
の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す が , BASIC は これ ら の 値 を 自動 的 に 調べ , 
不当 で あっ た 場合 に は "Illegal function call' エラ ー と し ます . 
詳し く は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 17 章 「 フ ロッ ピー ディ スク と ファ イル の 構造 」 を 参 
照 し て くだ さい . 
DSKI$(1,0,18,1) 
< ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディスク の サー フェ ス 0, トラ ッ ク 18, セク タ 1 の 内 
容 を 0 番 ベ ッ フ ァ に 読み 込み ます . 


II 





199 ' DSKI$ サン ブル 

11 の 9 FIELD # の ,128 AS A$( の ),128 AS A$(1) 

129 INPUT " ト ~ ラ イフ ~ , サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ " j DR , SU ,TR , SE 
139 DUS=DSKI$S(DR,SU,TR, SE) 

149 FOR I= の TO 1 

15 の FOR J= の TO 7 


16 の FOR K=1 TO 16 

179 の D$=HEX$S(ASC(MID$S(AS(1 ) , J*16+K,1) ) ) 
189 PRINT RIGHTS("9"+DS,2)17 9"5 

199 NEXT K:PRINT 

299 の NEXT J 

219 NEXT I 

229 END 

run[ 過 


ト ~ ライフ" , サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ ? 1 。1 2.4 

3A 88 EF 6F C1 D1 C9 3A の 1 87 B7 C8 E5 D5 C5 EB 
21 の A @9 の E5 D5 DD 21 AB 23 CD の の 85 7D C6 39 2A 
B3 18 CD 42 85 D1 E1 DD 21 @C 24 CD 9 の 9 85 7D C6 
3 の 9 2A B3 18 24 CD 42 85 C1 D1 E1 C9 の @9 の 9 E5 D5 


2 一 63 





・ 指 定 さ れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の セク タ の 内 容 を 表示 し ます . この プロ グラ ム 例 は 5.25 
イン チ 両 面 高 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の も の で す . 

・120 行 で ドラ イブ 番号 , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 読み 込み ます . 

・130 行 で 指定 され た セク タ の 内 容 を 0 番 の ベッ ファ に 取り 込み , 最初 の 256 文 字 を 変数 
DU$ に 代入 し ます . し か し 文字 型 の 変数 は 255 文 字 以 上 は 許さ れ な い の で , 最後 の 1 文字 は 


無視 され ます . 

・170 行 で バッ ファ の 内 容 を 1 文字 ずつ 順に 16 進 数 に 変換 し て 変数 D$ に 代入 し , 180 行 で 出 
力 し ます . 

・ 代 入 さ れ た 16 進 数 が 1 桁 の 場合 は , 左側 に 0 を 補っ て 2 桁 に する た め に , 180 行 で 
RIGHT$ 関 数 を 使い ます . 


・ 実 行 例 の 数 値 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ま れ て いる 内 容 に よっ て 異な り ま す . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 川 目 


注意 : ・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 は , 1 セクタ 
128 バ イト で フォ ー マ ッ ト さ れ て いま す . サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 の セク タ 番 号 は 奇数 番 
号 で の み 指 定 可 能 で , 2 セク タ (256 バ イト ) が 一 度 に 読み 込ま れ ま す . 
・ 複 数 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 接続 され て いる 場合 , それ ぞ れ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 情 
報 に つい て は DSKF 関数 に よっ て 調べ る こと が で きま す . 

参照 : DSKO$, FIELD, DSKF, VARPTR, PEEK 


入出 力 ス テー トメ ント 




















ティ スク 


ディ スク ・ オ ー・ ダ ラー : disk output $ 





DSKOS 


機能 フロ ッッ ピー ディスク に 直接 デー タ を 書き 込む 
書 式 DSKO$ < ドラ イブ 番号 〉 , く サー フェ ス 番 号 〉 , く パト ラック 番号 > ,< セ クタ 番号 > 


解 ・ フ ロッ ピー ディ スク 上 の 指定 し た セク タ へ 直接 デー タ を 書き 込み ます . 
・DSKO$ 文 は , その パラ メー タ に より 指定 し た セク タ に 0 番 ベ ッ フ ァ の 内 容 (256 バ ベイト) を 
書き 込み ます . 


・ 書 き 込 む セ デ ー タ は , 次 の 方 法 で 準備 し ます . 

(1) ラン ダム ファ イル の 場合 と 同じ よう に FIELD 文 に より , 0 番 ベ バッファ に 変数 領域 を 
割り 当て た 後 , LSET 文 , RSET 文 に より 行う . 

(2②) VARPTR 関 数 に より 0 番 ベ ッ フ ァ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ , POKE 文 に よ 
り デ ー タ を 書き 込む . 

・ 指 定 す る く < ドラ イブ 番号 2 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 5.25 イ ンチ 片面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー 

ディ スク の と き は , [, く サー フェ ス 番 号 〉] を 省略 し ます (コン マ を 含め 省略 ). 

・〈 く トラック 番号 〉, く < セ クタ 番号 > と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され た く 〈 く ドラ イブ 番号 〉 

の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す が , BASIC は これ ら の 値 を 自動 的 に 調べ , 

不当 で あっ た 場合 に は "Illegal function call'" エラ ー と し ます . 

例 DSKO$ 1,0,18,2 
・ ド ライ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の サー フェ ス 0, トラ ッ ク 18, セク タ 2 に 0 
番 ベ バッファ の 内 容 (256 バ イト) を 書き 込み ます . 


引 IM 員 
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・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 フ ロッ ピー ディ スク の 場合 


199 ' DSKOS サン フ *" ル 
119 FIELD # の ,1 AS AS,1 AS BS,254 AS CS 

129 LSET AS=CHRS( の ) 

139 INPUT "ドラ イブ":DR:IF DR<@ OR 2<DR THEN 139 
149 INPUT "ファ イル 数 ":HsS 

159 H=VAL(HS ) 

169 IF H<9@ OR 15<H THEN 149 

179 LSET B$=CHR$(H) 

189 LINE INPUT "メッ セー ジ ? "ij:MS 

199 LSET CS=MS 

299 DSKO$ DR, の ,35.23 














219 END 
Y せ 1 | ウ 

ドラ イプ アプ? 2 回 

ファ イル 数 ? 4 回 

メッ セー ジ ? width 89,25 回 








・ フ ロッ ピー ディ スク の ID セク タ を 書き 換え ます . この プロ グラ ム 例 は , 5.25 イ ンチ 両面 
高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 で す . 

<・ID セ クタ は , 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 サー フェ ス 0, トラ ッ 
ク 35, セク タ 23 で すか ら , 200 行 の よう に し て ID セク タ に 書き 込み ます . 


・5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 


1%9 ' DSKOS サン フ " ル 

119 FIELD # の 9,1 AS AS,1 AS BS,254 AS CS 

129 LSET AS=CHRS(9) 

139 INPUT "ドラ イブ ":DR:IF DR< の 9 OR 2<DR THEN 139 

149 INPUT "ファ イル 数 ":HsS 

159 H=VAL(HS) 

169 【F H<@ OR 15<H THEN 149 

179 LSET B$=CHRS(H) 

189 LINE INPUT "メッ セー ジ ? "iMS 

199 LSET C$=M$ 

299 IF DSKF(DR,2)= の 9 THEN DSKOS DR,18,13 
ELSE DSKOS DR,1,18,13 


21 の 9 END 

run [ み 

ドラ イブ? 2 回 

ファ イル 数 ? 4 回 

メッ セー ジ ? width 89,25 回 

Ok 

・ フ ロッ ピー ディ スク の ID セク タ を 書き 換え ます . こと の プロ グラ ム 例 は , 5.25 イ ンチ 片面 
倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と , 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 
vc 


<・ID セ クタ は , 5.25 イ ンチ 片面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 トラ ッ ク 18, セク 
タ 13 で , 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 サー フェ ス 1, トラ ッ ク 18, 
セク タ 13 で すか ら , 200 行 の よう に し て ID セク タ ヒ 書 き 込 み ま す . 
IIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIUIIIUUIUUUUIIUUUIUUIUUUUIIUIUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUOUUUUUU 
注意 : ・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 は , 1 セクタ 
128 バ イト で フォ ー マ ッ ト さ れ て いま す . サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 の セク タ 番 号 は 奇数 番 
号 で の み 指 定 可 能 で , 0 番 ベ バッファ の 内 容 (256 バ イト ) は , 指定 セク タ と その 次 の セク タ に 
わた っ て 書き 込ま れ ま す . 
・ こ の 命令 は 現在 の ディ スク ファ イル を 壊す お それ が あり ます の で , フロ ッッ ピー ディスク 
お よび ファ イル の 構成 を 正しく 理解 し た うえ で 用 いて くだ さい . 
な お , これ に つい て は プロ グラ マー ズ ガ イド 第 17 章 「 フ ロッ ピー ディ スク と ファ イル の 
構造 」 で 説明 され て いま す . 
・ 複 数 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 接続 され て いる 場合 , それ ぞ れ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 情 
報 に つい て は DSKF 関数 に より 調べ る こと が で きま す . 
参照 : DSKI$, FIELD, DSKF, VARPTR 


一 般 コ マン ド 


EUIT 


機 能 』 指定 され た 行 を 画面 上 へ 表示 し , カー ソル を 移動 する 
書 式 EDIT < 行 番号 > 


エディ ッ ト : edit 


| 解 説 ] 指定 され た 行 を 表示 し , カー ツル を その 先頭 に 置き ます . 
・ エ ラー 発生 時 や , STOP 文 を 実行 し た 直後 に "EDIT':." を 実行 する と , エラ ー の 発生 し 
た 行 ま た は STOP 文 を 含む 行 が 表示 され , 直ちに 修正 作業 に 入る こと が で きま す . 
・EDIT コマ ンド 実行 中 は , [Q] (ロー ル ア ァ ッ プ キ ー) や 「[G] (ロー ル ダ ウ ン キ ー) に より 指 
定 され た 行 の 前 後 の 表 示 , 編集 する こと も で きま す . 
・P オ プシ ョ ン 付 き で セー ブ さ れ た ファ イル を ロー ド し て , EDIT コマ ンド を 実行 し た 場合 

に は "Illegal function call' エ ラー と な り ま す . 

・EDIT を ぬけ る に は , | 請 を 押し ます . 


例 EDIT 30 
・ メ モリ 中 の プロ グラ ム の 30 行 目 を 表示 し , カー ソル を その 先頭 に 置き ます . 


川 II 川 実 行 例 川上 上 上 川上 上 川上 上川 風 川上 和風 


edit 13 の 加 

139 ON COM GOSUB *COMMUNICATE 

・COM ON/OFF/STOP の プロ グラ ム 例 で 実行 し た 場合 , 上 記 の よう に 130 行 が 表示 され , 
カー ソル が 先頭 に きま す . 


川上 II 上 II 


注意 : ・EDIT コマ ンド 実行 中 , インサート モー ド に て プロ グラ ム の 文字 数 を 追加 し て [| を 押し 
た 場合 , その 編集 行 の 最後 が 画面 の 右端 WIDTH80 だ と , 80 文 字 目 ) こ な っ て いる と , その 
最後 の 文字 が プロ グラ ム か ら 抜 ける 場合 が あり ます . 
と の よう な 場合 , [| を 押す 前 に , 隊 十 |X] キー で カー ソル を プロ グラ ム の 最後 に 持っ 
て くる よう に すれ ば , この 現象 は 起こ り ま せん . 
・CONSOLE 文 に より , テキ スト の スク ロー ルル 領域 (スク ロー ルウ ィ ン ド ウ ) を 3 行 以下 に 
し た 場合 , スクロール ウィ ンド ウ 以 上 の 文字 数 を 持つ 行 は 編集 する こと が で きま せん . 
EDIT を 行う と き は , スク ロー ルウ ィ ン ド ウ を 大 きめ に と っ て くだ さい . 





























END 


例 


IL 員 軸 | 


一 般 ス テー トメ ント 


エン ド : end 


プロ グラ ム を 終了 する 
END 


・ プ ログ ラム の 実行 を 終了 し , すべ て の ファ イル を クロ ー ズ し て コマ ンド レベ ル ヒ 戻り ま 
す . 

・END 文 は , プロ グラ ム の 実行 を 終了 させ た いと ころ に 置け ば よく , また , いく つ 置 いて 
も か まい ませ ん . 

・ プ ログ ラム の 最後 の END 文 は 省略 する こと が で きま す . た だ し , この 場合 , ファ イル の 
クロ ー ズ は 行わ れ ま せん . 

END 

・ ブ ログ ラム を 終了 する . 


プ 口 グラ ム 例 有朋 軸 有 有朋 軸 軸 出 胃 胃 胃 四 山 胃 胃 胃 胃 山 胃 目 胃 四 胃 胃 四 目 胃 回 加 軸 軸 胃 胃 軸 軸 IDODUDUIUODIUUDIIUU 


199 ' END サン フル 

119 PRINT "'e' キ ー を 押す と 終了 し ます !" 

129 A$=INPUT$(1 ) 

139 IF A$="e" THEN END ELSE PRINT AS:GOTO 129 


run 回 
'e" キ ー を 押す と 終了 し ます ! 


OOECoOC ピ の 6 


・"e" が 人 入力 され る まで , 入力 し た 文字 を 出力 し ます . 

・130 行 で ,。 プロ グラ ム を 終了 させ る か , 入力 され た 文字 を 出力 し て 次 の 入力 を 待つ か を 判 
断 し て いま す . 

・ 実 行 例 で は "a", "b", "c","d" そし て "e" を 入力 し て いま す . 


Il 則 II 上 I 目 上 則 則 上 


2 一 68 


























例 


川 II 


EUF 





エン ド ・ オ プ ・ フ ァイル : end of file 


ファ イル が 終了 し た か どう か を 値 で 返す 

EOF (<〈 フ ァイル 番号 >) 

・ シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル (ディ スク ファ イル ) に お いて , 〈 フ ァイル 番号 〉 で 指定 され た 
ファ イル が 終わ り に 達し た か どう か を 調べ る 関数 で す . 

・ フ ァイル が 終わ り に 達し た と き , EOF 関数 は 真 ( 一 1), そう で な けれ ば 偽 (0 ) を 返し ま 
す . 

・ フ ァイル 番号 で 指定 され た ファ イル は , 入力 モー ド (INPUT モー ド ) で オー プン され て い 
な けれ ば な り ま せん . 

・ 指 定 さ れ た ファ イル が RS-232C と コミ ュ ニ ケー ショ ンチ ャ ネル (COM:) で あっ た 場合 に は , 
EOF 関数 は , バッ ファ が 空 で あっ た 場合 に 値 を 真 と し ます . 


EOF(1) ー1( フ ァイル が 終わ り に 達し て いる ) 


0( ま だ 終わ り で は な い ) 


・ フ ァイル 番号 1 の ファ イル が 終わ り た 達し て いれ ば "一 1", そう で な け れ ば "0" の 値 を 返 
し ます . 


「 
プロ グラ ム 例 UIUUIUIIUIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIUIIIIIIIIIIUUIUIIUUU 8 | II 





199 ' EOF サン フル 

119 OPEN "2:tdata" FOR OUTPUT AS #1 
129 FOR 1=1 TO 19 

139 PRINT #1.。1I 

14 の 9 NEXT I 

159 CLOSE 

169 OPEN "2:tdata" FOR INPUT AS #1 
179 IF EOF(〈1 ) THEN 299 

189 INPUT #1,A:PRINT A 

199 GOTO 17 の 

2 の 9 の CLOSE 

219 END 


run [9 
1 


ズー ビー ウ の の ココ の の よく で いう 


〇 


・"tdata" と いう シー ケン シャ ルフ ァイル を 作っ た 後 , その 内 容 を 読み 出し て 画面 に 出力 し 
ま が 。 

・110 行 か ら 150 行 で , 1 か ら 10 ま で の 数 を ファ イル に 書き 込み ます . 

・160 行 か ら 200 行 で は 書き 込ん だ 内 容 を 読み 出し , 画面 に 出力 を 行っ て いま す . 

・170 行 で , ファ イル を 最後 まで 読み 込ん だ か どう か を 判断 し て いま す . 


川上 III 上 則 I 上 上 III 則 IIIIIII 則 山 利 IIIIIIIIIIIIHIIIIHIIIII 


注意 :・ カ セッ ト テ ー プ を 使用 し て いる 場合 は , EOF 関数 を 使う こと は で きま せん . 


ERHASE 


一 般 ス テー トメ ント 


イレ ー ズ : erase 


配列 変数 の 宜 言 を 取り 消す 

ERASE < 配列 変数 名 〉[ , く 配列 変数 名 > ...〕 

・ 指 定 し た 配列 変数 の 宜 言 を 取り 消し ます . 以後 , 同一 変数 名 の 配列 変数 を DIM 文 で 宣言 
する こと が で きま す . 

・ERASE 文 は , 配列 変数 が 専有 し て いた メモ リ 領 域 を 解放 し ます . 不要 に な っ た 配列 変数 
を 消す こと に よっ て , より 効率 よく メモ リ を 使う こと が で きま す . 

・ERASE 文 を 実行 せ ず に 同一 変数 名 で 宜 言 する と , "Duplicate Definition" エ ラー が 起こ り 
ます . 

ERASE A,B$ 

・ 配 列 変数 へ 人 と B$ の 配列 宣言 を 取り 消し ます . 


プロ グラ ム 例 III 征 軸 上 IEIIHUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUMUI 


199 ' ERASE サン フル 

119 DIM A(199) , B(199) 

129 PRINT FRE( の ):ERASE A:PRINT FRE( の ) 

139 DIM A(299) :PRINT FRE( の 9) 

149 DIM B(299) :REM 宣言 で きま せん 
159 END 


run 回 

9512 

9925 

9112 
Duplicate Definition in 149 の 
Ok 


・ 一 度 宣言 し た 配列 を ERASE 文 で 取り 消し , 別 の 大 き さ で 再度 宣言 を 行い ます . 

・110 行 で 配列 A, B を 宮 言 し て いま す . 

・120 行 で , 配列 A を 消去 する 前 と 消去 し た 後 の メ モリ の 未 使 用 領域 の 大 き さ を 出力 し ま 
ず 。 

・130 行 で 配列 A を 宣言 し な お し て , メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 出力 し ます . 

・140 行 で 配列 B を 宣言 し な お そう と し て いま す が , B は 消去 され て いな いた め エ ラー が 発 
生 し ます . 

・ 実 行 例 の 数 値 は , シス テ ュ 構 成 な ど に よっ て 異な り ま す . 


IIHIIIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIUIUIUUIIUIIIIIIIUIII 朋 軸 軸 上 着 軸 是 胃 軸 有 IIIIIIIII 般 胃 四 胃 由 中 | 


機 能 
書 式 
解説 
例 
参照 


DIM 


























雪 


三 』 


解 


例 


EHL/ERR 


式 


説 


予約 変数 


エラ ー・ ラ イン / エ ラー・ ナ ン バ : error line/error number 


エラ ー が 起こ っ た と き の エ ラー の 発生 し た 行 番号 と エラ ー コ ー ド を 返す 
ERL 
ERR 


・ エ ラー が 発生 し た 時 点 で , ERL 変 数 は エラー が 発生 し た 行 番号 を , ERR 変 数 は その エ 
ラー コー ド を 持っ て いま す . この 値 を 参照 する こと に よっ て , エラ ー の 起こ っ た た 行 番号 と , 
エラ ー の 種類 を 知る こと が で きま す . 

・ エ ラー が ダイ レク トモ ー ド で 生じ た 場合 は , ERL 変 数 は 値 と し て 65535 を 返し ます . 

・ 通 常 , ERL 変 数 お よび ERR 変 数 は , ON ERROR GOTO 文 に よっ て 指定 し た 処理 ルー チ 
ン に お いて , 処理 の 流れ を 制御 する た め に 使わ れ ま す . 


ERL (エラ ー が 発生 し た 行 の 行 番号 
ERR (エラ ー の 種類 を 示す エラ ー ュ ー ド ) 


川 II プロ グラ ム 例 川上 山上 上 和則 


199 ' ERL/ERR サン フ * ル 

119 ON ERROR GOTO 169 

129 INPUT "x,y"iX,Y 

139 ANS=X^Y 

149 PRINT Xi" の "iiYi" 乗 は "iANS:" で す 。" 

159 END 

169 ' エ ラー 処理 

179 IF ERR=11 AND ERL=139 THEN PRINT " ?92? 定義 され ませ ん 。":END 
189 ON ERROR GOTO 9 


run 

xiy? 2。3 回 

2 の 3 乗 は 8 で す 。 
Ok 

run み 

X,y?2 -1.3 較 

-1 の 3 乗 は -1 で す 。 
Ok 

run 回 

x,y? の 。-1 加 
?22 定義 され ませ ん 。 
Ok 





・2 つの 実数 x, y を 読み 込ん で x' を 出力 し ます . 

・110 行 で , エラ ー が 生じ た と き 160 行 へ 制御 を 移す よう に 設定 し ます . 

・160 行 以降 の エラ ー 処 理 ル ルー チン に お いて , 130 行 で モエ ラー コー ド 11, "Division by zero" エ 
ラー が 生じ た と き , "??? 定義 きれ ませ ん 。" を 出力 し て 終わ り ま す . その 他 の エラ ー の 


2 一 72 


























と き は 180 行 を 実行 し て 通常 の テラー 処理 に 入り ます . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIINIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIHIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIUIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIUIIUUIIIUIIIIIIIIIII 


参照 : ON ERROR GOTO 


EHRHOUR 


例 


特殊 ステ ー ト メン ト 


エラ ー : error 


エラ ー の 発生 を シミ ュ レ ー ト する 

ERROR 〈 エ ラー 番号 

・〈 エ ラー 番号 〉 の 値 は 1 て 255 ま で の 数 値 で 指定 し ます . 

・ 指 定 し た 値 が BASIC で エラ ー コ ュー ド と し て 使わ れ て いる 場合 は , ERROR 文 が 実行 され 
る と , 〈 エ ラー 番号 > に 対応 する ある エラー メッセ ー ジ を 表示 し , ユマ ンド レベ ル に 戻り ます . ま 
た , 指定 し た く エ ラー 番号 > に 対応 する エラ ー メ ッ セ ー ジ が な いと き は , "Unprintable error" 
を 表示 し ます . 

・ON ERROR GOTO 文 が ある 場合 , ERROR 文 が 実行 され る と , エラ ー 処 理 ル ー チ ン へ 分 
岐 し ます . この と き , ERR 変 数 は 指定 し た く エ ラー 番号 〉 の 値 を 持ち ます . 

ERROR 5 

・ "Illegal function call" エ ラー を 起こ し ます . 


川 II プロ グラ ム 例 川 川上 上 上 上 利 則 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIII 


199 ' ERROR サン フ " ル 

119 ON ERROR GOTO 189 

129 INPUT "3 桁 の 整数 +) を 入力 し て くだ さい :"i:N 
139 IF FIX(N)<>N THEN ERROR 251 

149 IF N<199 OR N>999 THEN ERROR 259 

159 PRINT USING "<###>":N 

169 ON ERROR GOTO 9 の 

179 END 

189 IF ERR=259 THEN PRINT " 3 桁 と は 100 か 
199 IF ERR=251 THEN PRINT " 実数 は 入力 で きま 
299 PRINT 

219 RESUME 129 


ら 9 9 9 1!!!9 
せん " 





rumn [ 思 

3 桁 の 整数 (+) を 入力 し て くだ さい :? 425369 回 
3 桁 cC は 100 か ら 999! ゆ ! 

3 桁 の 整数 (人 +) を 入力 し て くだ さい :? 12.5 回 
実数 は 人 力 で きま せん 

3 桁 の 整数 +) を 入力 し て くだ さい :? 159 回 

<159> 

Ok 


・ 入 力 さ れ た 数 値 の チェ ッ ク を 行い , 誤り に 対し て エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます . 
・ も し 実数 が 入力 され た ら , 130 行 で 251 番 の エラ ー を 発生 きせ ます . 

・100 か ら 999 の 間 に な い 数 を 入力 し た ら , 140 行 で 250 番 の エラ ー を 発生 きせ ます . 
・160 行 で は プロ グラ ム を 終了 する 前 に , 通常 の エラ ー 処 理 に 戻し て いま す . 


























・180 行 以降 の エラ ー 処 理 ル ー チ ン で は , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し た あと , RESUME 文 を 
使っ て 120 行 か ら プ ログ ラム を 再 ス ター ト さ せま す . 
IIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 用 有 有用 軸 軸 軸 軸 有 腹 用 軸 山 軸 有 IIUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : ON ERROR GOTO, ERL/ERR, 資料 6 「 エ ラー メッ セー ジ 」 


EXP 


民 | 内 | 藻 
境 | | 届 | | 誤 


川 川 


数 値 関数 


イク スポ ネン シャ ル : exponential 


e(2.7128) を 底 と する 指数 関数 の 値 を 返す 
EXP( く 数 式 >) 


・〈 数 式 > の 値 で ある 指数 関数 の 値 を 返し ます . た だ し , < 数 式 > の 値 が 87.33655 よ り 大 きい 場 
合 に は "Overflow" エ ラー と な り ま す . 
・EXP 関 数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


EXP(3) 返さ れる 値 20 .0855 


上 


EXP( 一 12 ) | 返さ れる 値 う 6 .14422E 一 06 





EXP( 100 ) | 返さ れる 値 う "Overflow " エラ ー 


8 


プロ グラ ム 例 川 川上 上 に 目 上 用 川 IIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


199 ' EXP サン アル 

11 の INPUT D 

129 HS=(EXP(D) -EXP(-D) ) /2 :HC=(EXP(D)+EXP(-D) ) / 2 
139 PRINT "SINH":iUSING "## せ "5D::PRINT "の = ー "jiHS。 
14 の PRINT "COSH"iUSING "###":D::PRINT " = ー":HC: 
159 END 


run 轄 
? 2 回 


SINH 2 = 3.62686 COSH 2 = 3.7622 
Ok 


・EXP 関 数 を 使っ て ハイ パ ボ リッ ク ・ サ イン (SINH) と ハイ パ ボ リッ ク ・ コ サイ ン (COSH) 
の 値 を 求め ます . 
*sinh の 三 (e" 一 e~?)/2 
cosh 9 =(e? 十 e~?)/2 
で 求め て いま す . 


UIIIIIIIIIIIIIUUIIUIIUIIIIIIIIUIIUIIUIIUUUUIUUIUIIIIUIIIIIIII 吊 


























FIELD 


書 式 


例 


川 II 


入出 力 ス テー トメ ント 


フィ ー ル トド : field 


ラン ダム ファ イル の バッ ファ に 変数 領域 を 割り 当て る 

FIELD 〔 即 ] く フ ァイル 番号 〉 , く フ ィ ー ル ド 幅 > AS 〈 文 字 変 数 > [ , く フィ ー ル ド 幅 〉 AS 
(文字 変数 〉.…….〕 

・ フ ァイル バッ ファ を ラン ダム ファ イル バッ ファ と し て 使用 する た め に , ファ イル ベッ 

ファ の 中 人 文字 変数 の 領域 を 割り 当て ます . 

・FIELD 文 は , ラン ダム ファ イル の 入出 力 を 行う 前 に 実行 し ます . 

・〈 フ ァイル 番号 > は OPEN 文 に よっ て ファ イル を オー プン し た と き に 指定 し た 番号 で す . 

また , 特に く フ ァイル 番号 > が 0 の と き DSKI$ 関数 , DSKO$ 文 に お いて 使用 され る ラン ダム 

バッ ファ を 定義 し ます . 

・〈 く フィー ルド 幅 〉 は < く 文字 変数 y に 割り 当て る 文字 数 (バイ ト 数 ) で す . バッ ファ の 大 き さ は 

256 バ イト な の で , 各 文 字 変数 の 〈 く フィー ルド 幅 〉> の 合計 は 256 バ イト 以内 で な けれ ば な り ま 

せん . 

・ 1 つの ベッ ファ に 対し て , 何 回 か に 分 け て FIELD 文 を 実行 する こと が で きま す . 2 回 目 

以降 FIELD 文 を 使用 する 場合 , 以前 の FIELD 文 で 指定 し た フィ ー ル ド 幅 の 合計 を 仮り の 

デー タ と し て 他 の 変数 に 割り 当て , その あと に 追加 する フィ ー ル ド を 指定 し て くだ さい . 

・FIELD 文 で 指定 し た く 文字 変数 > は LSET/RSET 文 で 定義 し ます . また , この 変数 を 

INPUT 文 , LET 文 の 左辺 で 使用 する こと は で きま せん . も し 使用 する と , その 変数 は 一 般 

の 文字 変数 領域 に 登録 され , FIELD 文 で の バッ ファ の 割り 当て が 無効 と な り , 正しい ファ 

イル の 入出 力 が 行わ れ な く な り ま す . 

・FIELD 文 で 指定 し た 変数 は , FIELD 文 を 実行 し た 時 点 で , < フィ ー ル ド 幅 > で 指定 し た 文 

字数 の ヌメ ルキ ャ ラク タ ( キ ャ ラク タコ ー ド が 0 の キャ ラク タ ) が セッ ト さ れ ま す . 

FIELD #1,128 AS A$,128 AS B$ 

・ フ ァイル 番号 1 の ファ イル バッ ファ に , 文字 変数 A$, B$ の 領域 を 各 128 バ イト ずつ 割り 

当 で ます 


出山 II 





プ 口 グラ ム 例 則 則 IIIIIIIIIIIIIUUIIIIUIUIIIUIMUIIIIUIUIIIIHIIIUIIIIIIIIIIIIIII 有 前 肌 間 間 軸 明 明 間 軸 貞和 


ディ スク 


19 の 9 ' FIELD サン ズル 

119 OPEN "2:data1" AS #1 

129 FIELD#1,15 AS AS,15 AS BS,15 AS CS 
13 の 9 LSET AS="NEC" 

14 の 9 LSET BS="Persona1" 

159 LSET CS="Computer" 

169 PUT #1,1 

179 GET #1,1 





























189 PRINT AS:B$S:CS$ 

19 の 9 の CLOSE 

299 の END 

run 財 

NEC Personal Computer 

Ok 

・ "datal'" と いう ラン ダム ファ イル を 作り ます . 

・120 行 で 初め の 15 バ イト を A$, 次 の 15 バ イト を B3$, 次 の 15 バ イト を C$ に それ ぞ れ 割り 当 


て ます . 


HOUIIIIIIIIIIIIIIIIII 胃 胃 軸 II 有 有 皿 胃 明和 UIUIIM 朋 沖 回 回 軸 肌 毅 症 田 胃 加 軸 軸 加 右門 皿 回 軸 胃 四 四 回 岬 四 


参照 : OPEN, GET, PUT, LSET/RSET 


機 能 
書 式 
解 説 
例 


川 II 実 行 























FILES/LFILEG 言語 寺 計 


ファ イル ズ / エ ル ・ フ ァイル ズ : files/list files 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入っ て いる ファ イル の 情報 を 出力 する 


(1) FILES 〔 く ドラ イブ 番号 >〕 
(2②) LFILES 〔 く ドラ イブ 番号 >〕 

・〈 く ドライブ 番号 > で 指定 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に 
種類 ., お よび その 大 き さ を 出力 し ます . 

・ 書 式 (1) の 場合 ディ スプ レイ 画面 に , (2) の 場合 プリ ンタ に 出力 し ます . 

・〈 ド ライ ブ 番 号 〉 が 省略 され た と き は , ドラ イブ 1 が 選択 され ます . 

・ フ ァイル の 種類 は , 出力 され る <〈 フ ァイル 名 >〉 と く 拡 張子 > と の 区 切り 記号 が 空白 の 場合 に 
は , その ファ イル は アス キー セー ブ さ れ た プログ ラム フ ァイル , また は デー タフ ァイル で あ 
る こと を 示し ます . 区 切り 文字 が , ピリ オド の 場合 に は , バイ ナリ セー ブ に よっ て 作ら れ た 
プロ グラ ム フ ァ イル , アス タリ スク の 場合 に は BSAVE コ マン ド に よっ て 作ら れ た 機械 語 
プロ グラ ム フ ァ イル で ある こと を 表し ます . 

・ フ ァイル の 大 き さ は , クラ スタ を 単位 と し て 表示 され ます . 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ 
ロッ ピー ディ スク と 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク の 1 クラ スタ は 26 セ クタ (6656 バ イト ) で 
す .5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 1 クラ スタ は 8 セク タ (2048 バ ベイト) です. 
FILES 2 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる ファ イル の 情報 を 画面 に 表示 し ます . 


登録 され て いる ファ イル の 名 前, 





例 Il 軸 有 用 有 田 ll 田 田 田 ll 中 
ディ スク 
files 連 
usrdic.mh 6 udm *※nmh 1 prload.mh 1 font  .mh 6 dfOnt *nmh 1 
CfOnt *nmh 1 cdcnV .mh 7 coOd * ネ nmh 1 setpdt.j88 1 tdata 1 
test1 . 1 Sample.Key 1 defkey、. 1 
Ok 


・ ド ライ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を 表示 し ます . 


UI 有用 軸 和 肌 首 症 和 和 II 肌 軸 四 回 四 岬 軸 山 軸 和 有田 四 


参照 : SAVE, BSAVE 


数 値 関数 




















FIX 


機能] 数値 の 整数 部 の 値 を 返す 

FIX(< 数 式 > ) 

・<〈 数 式 > の 絶対 値 の 小数 点 以下 を 切り 捨て , < 数 式 > の 符号 を つけ た 値 を 返し ます . 

・FIX 関 数 と INT 関 数 の 値 は < 数 式 > の 値 が 正 の と き 等 し く な り ま す が , 負 の と き は 値 が 異 
な り ま す . ( 例 :INT (一 3.5) = 一 4, FIX (一 3.5) = ー3) 


例 FIX(1.23) 眉 Ss9> 1 
FIX( 一 3.2) 属 %5W> 3 


川 II プロ グラ ム 例 有用 有朋 軸 有朋 胃 胃 胃 II 軸 軸 前 四 軸 肌 肌 胃 山肌 和 軸 有朋 IIIUIIUUUUUIUIUI 川 ) 








フィ ックス : fix 


中 
沿 


1 
は 


199 ′ FIX サン パル 
119 FOR A=-2 TO 2 STEP .5 
129 PRINT "A ="iAJ。"FIX(A) ="iFIX(A) "INT(A) ="iINT(A) 


139 NEXT A 

149 END 

run 回 

A =-2 FIX(A) =-2 INT(A) =-2 
A =-1.5 FIX(A) =-1 INT(A) =-2 
A =-1 FIX(A) =-1 INT(A) =-1 
A =-.5 FIX(A) = の INT(A) =-1 
A = の FIX(A) = の INT(A) = 9 
A = .5 FIX(A) = の INT(A) = 9 の 
A = 1 FIX(A) = 1 INT(A) = 1 
A = 1.5 FIX(A) = 1 INT(A) = 1 
A = 2 FIX(A) = 2 INT(A) = 2 
Ok 


・ い くつ か の 実数 に 対し て , FIX 関 数 と INT 関 数 を 実行 し た 結果 を 出力 し ます . 

・FIX 関数 は 小数 点 以 下 を 切り 捨て ます . 

・INT 関 数 は , た と えば A ニ テー1.5 の と き , 一 1.5 を 超え な い 最 大 の 整数 に な り ま すか ら 
INT( 一 1.5) ニ ー2 に な り ま す . 


Il 有 有 有 有 用 有 有 有 軸 軸 有 DUUDUODUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUOUUU 


参照 : INT 


2 一 80 


FUR..… 10..S1EPーNEX 1 主計 


機能 


書 式 


一 般 ス テー トメ ント 


フォ ー・ ト ウー・ ス テッ プ ・ ネ クス ト : .. Step--next 


ー 連 の 命令 を 指定 回 数 だ け 繰 り 返 し 実行 する 

FOR 〈 変 数 > 初期 値 > TO < 終値 > [STEP く 増分 >] 
( 

NEXT 〔 く 変数 >[, く 変数 >.… ぼ ]] 


・FOR 文 と NEXT 文 で は さま れ た 一 連 の 命令 を 指定 し た 回 数 だ け 繰 り 返 し 実行 し ます . 回 
数 の 指定 は , 〈 初 期 値 >, < 終値 〉, < 増分 >〉 で 決ま り ま す . 

・〈 変 数 y こ は 整数 変数 , 単 精度 変数 を 使用 し ます . 文字 変数 , 倍 精 度 変数 は 使用 で きま せ 
ん . 

・ く < 初期 値 〉, < 終値 >, く 増 分 >? は 数 式 で す . 

・FORCNEXT の 動作 は 次 の よう に な り ま す . 

1) < 変数 > に く 初 期 値 > が 設定 され ます . 

2) FOR 以後 か ら そ れ に 対応 する NEXT まで 実行 され ます . 

3) STEP に よっ て 指定 され た < 増分 > を < 変数 > に 加え , それ を 新しい < 変数 > と し ま 








す . 
(4) < 変数 > の 値 が < 終値 > と 比べ られ , 〈 終 値 > に 達し て いな けれ ば (2) へ 移り , 同じ 処 
理 が 繰り 返さ れ ま す . 


これ を FOR て NEXT ルー プ と 呼び ます . 
・STEP が 省略 され た 場合 く 増分? は 1 と みな され ます . また < 増分 >? は 負 の 値 を と る こと も 
で きま す . この と きく < 初期 値 > は , < 終値 > より 大 きく し な けれ ば な り ま せん . この 場合 < 変数 > 
が < 終値 > より も 小さ く な る まで FOR て NEXT ルー プ が 繰り 返さ れ ま す . 
・ 次 の 場合 FORCNEXT ルー プ は 実行 され ず , NEXT 文 の 次 の 文 に 実行 が 移り ます . 

(1) 〈 増 分 〉 が 正 の 値 で , 〈 初 期 値 > が く 終値 > より 大 きい 場合 . 

(2) < 増分 > が 負 の 値 で , く 初期 値 > が く 終値 > より 小さ い 場 合 . 

(3) 初期 値 > と < 終値 > が 同じ 値 で < 増分 > が 0 の 場合 


た だ し , < 変数 > に は く < 初 期 値 > が 代入 され て いま す . 
・FORCNEXT ルー プ は 入れ 子 構造 に する こと が で きま す . これ は , 1 つの FOR て NEXT 
ルー プ 中 に も う 1 つの FOR て NEXT ル ー プ を 置く こと が で きる と いう こと と で す . この と き , 
それ ぞ れ の < 変数 y は 別 の も の を 使い ます . また , 1 つの FOR て NEXT ル ー プ は 完全 に 他 の 
FOR て NEXT ループ の 内 部 に な けれ ば な り ま せん . 
・FOR 文 と NEXT 文 と は 必ず 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . し た が っ て , 


II 


IF 文中 に NEXT 文 を 置く こと が で き な い 場合 が あり ます . 
FOR | 三 1 TO 10:PRINT " ネ ※"::NEXT I 
・PRINT " 玉 " : を 10 回 実行 し ます . すなわち , " 素 " を 10 個 表示 し ます . 


プロ グラ ム 例 II 卓上 III 山 II 


199 ' FOR.. .TO. . .STEP ~ NEXT サン ファル 
119 FOR 1=1 TO 4 

129 PRINT "STEP":I 

139 FOR J=1 TO 15 STEP 【I 

1 4 の PRINT J, 

159 NEXT J 

169 PRINT 


179 NEXT 【 
189 END 
run 回 
STEP 1 
1 2 3 4 5 
6 7 8 9 19 
11 12 13 1 4 15 
STEP 2 
1 3 5 7 9 
11 13 15 
STEP 3 
1 4 7 19 13 
STEP 4 
1 5 9 13 
Ok 


・ 1 か ら 15 ま で の 数 値 を 増分 を 十 1, 十 2, 填 3, 填 4 と し て 出力 し ます . 
・120 行 か ら 160 行 まで が 4 回 繰り 返し 実行 され , さら に その 中 で 140 行 を 繰り 返し 実行 し て 
いま す . 


有田 融 有用 吊 軸 田 軸 有 有 軸 用 有用 lll 有川 


参照 : 


WHILE て WEND 


FPS 


解 き 


入出 力 関数 


エフ ・ ポ ボ ポジ ショ ン : file position 


ファ イル 中 で の 物理 的 な 位置 を 返す 
FPOS( く ファ イル 番号 >) 
・〈 フ ァイル 番号 > に よっ て 指定 され た ファ イル が 最後 に 読み 書き を し た 位置 を 返し ます . 
・ 指 定 さ れ た ファ イル が ディ スク ファ イル の 場合 に は , 最後 に 読み 書き し た フロ ッ ピ ー 
ディ スク 上 の 物理 的 な 位置 を 返し ます . この 値 は , トラ ッ ク 0, サー フェ ス 0, セク タ ] を 0 
と し た と き の 通 し 番号 で す . 
・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , 通し 番号 は 次 の よう に 割り 当て 
て いき ます . 

サー フェ ス 00 0…・0 0 1 1 1…1 1 0 0 0… 

トラ ッ ク 000…00000…・00111… 

セク タ 1 2 3…:2526 1 2 3…・2526 1 2 3 … 

通し 番号 0 1 2 …:2425262728・‥・5051525354…・ 
・5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , 通し 番号 は 次 の よう に 割り 当て 
て いき ます . 

サー フェ ス 000…00111…11000… 

トラ ッ ク 000…00000…・00111… 

セク タ 1 2 3…1516 1 2 3 …1516 1 2 3 … 

通し 番号 0 1 2 …・1415161718・‥・3031323334・…・ 
・ 指 定 さ れ た ファ イル が プリ ンタ で あっ た 場合 に は , プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 を 返し ます . こ 
の 値 は LPOS 関 数 が 返す 値 と 同じ で す . 
FPOS(2) 
・ フ ァイル 番号 2 の ファ イル 中 で の 現在 位置 を 返し ます . 指定 され た ファ イル が ディ スク 
ファ イル の 場合 , た と えば 物理 的 な 位置 が トラ ッ ク 2, サー フェ ス 0, セク タ 4(5.25 イ ンチ 
両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 ) の と き は , 107( 王 52X 2( ト ラッ ク ) 十 26x0 


(サー フェ ス ) 十 4( セ クタ ) 一 1) を 返し ます . 
(5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 ) の と き は , 67(=32xX2( ト ラッ 


ク ) 十 16X0( サ ー フ ェ ス ) 十 4 (セク タ ) 一 1 を 返し ます . 


























II プロ グラ ム 例 川中 上 上 昨 目 則 利 昨 上 和風 敗 昨 由 則 用 上 上 II O: 1 中 四 四 





199 '′ FPOS サン パル 

119 OPEN "2:fdata" FOR OUTPUT AS #1 
129 PRINT FPOS(1 ) : PRINT 

139 FOR I=1 TO 5 

1 49 PRINT #1,STRINGS(126, "1") 
159 PRINT #1,STRINGS(126 ,"1") 
169 PRINT FPOS(1 ) 

179 NEXT I 

189 CLOSE 

199 END 


run[ 記 
144 


・ フ ァイル に デー タ を 書き 込み な が ら , フロ ッッ ピー ディスク 上 の 書き 込ん だ 位置 を 出力 し 
ます . 

・120 行 で ,。 フ ァイル の オー プン で 読み 書き し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 位置 を 出力 し ます . 
・140 行 , 150 行 で 256 バ イト の デー タ , つま り 1 セク タ 分 の デー タ を 書き 込ん で いま す . 
・160 行 で . フロ ッッ ピー ディスク 上 の デー タ を 書き 込ん だ 位置 を 出力 し ます . 


山肌 軸 有 有田 和 軸 田 田 有 有 有田 軸 田 有田 還 是 軸 和 軸 有 回 加 皿 


参照 : LOC, LPOS 


FHE 


例 


特殊 関数 


フリ ー : free 


メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 返す 
FRE( く 機能 >) 
・〈 機 能 > は 0, 1, 2 の 値 を と り , それ ぞ れ の 場合 に 返さ れる 関数 値 の 意味 は 次 の と お り で 
す . 
0 : 未 使用 変数 領域 の バイ ト 数 . 単純 変数 , 配列 お よび スト リン グ の 領域 と し て 使用 可 
能 な 領域 の 残り バイト 数 で す . 
1 : 未 使用 テキ スト 領域 の バイ ト 数 . プロ グラ ム テ キス ト を 入れ る た め の 領域 の 残り 
バイト 数 で す . 
2 : 未 使用 変数 領域 と 未 使用 テキ スト 領域 の 和 の バイ ト 数 . 
・〈 機 能 > が 0 また は 2 の と き , FRE 関 数 は 文字 列 領 域 の 整理 の た め の "ちり 集め " 処理 を 必 
ず 行 いま す の で , 関数 が 値 を 返す まで に 時 間 が か か る こと が あり ます . 


FRE(O) ( 未 使用 変数 仙 城 の 大 き ) 
FRE(1) ( 未 使用 テキ スト 領域 の 大 き さ ) 


FRE(2) ( 未 使用 変数 信 域 お よび 未 使 用 テキ スト 領域 の き さ ) 





II プロ グラ ム 例 川上 上 上 上 上 和風 山 III 


199 ' FRE サン フ * ル 

119 CLEAR 

12 の 9 PRINT "変数 の 未 使 用 領域 は ":FRE(9):" パ イト で す " 

139 PRINT "デキ スト の 未 使用 領域 は ":FRE(1):" バ イト で す " 

149 PRINT "変数 お よび テキ スト の 未 使 用 領域 は ":FRE(2):" バ イト で す " 


159 END 

run 

変数 の 未 使用 叙 域 は 11872 バイ ト で す 

テキ スト の 未 使 用 領域 は 32578 バイ ト で す 

変数 お よび テキ スト の 未 使用 領域 は 44459 バイ ト で す 
Ok 


・CLEAR 文 を 実行 し て か ら 変数 と テキ スト の 未 使用 領域 の 大 き さ を 出力 し ます . 
・ 実 行 例 の 数 値 は , シス テム 構成 こよ っ て 異な り ま す . 


II 有利 III 


参照 : CLEAR 


























入出 力 ス テー トメ ント 























ゲッ ト : get 
ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込む 
GET 〔#〕 く ファ イル 番号 〉〔 , < 数 >〕 
解 ・〈 フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル 中 の デー タ を , 対応 する バッ ファ の 中 に 読み 込み 


ます . 
・ 指 定 さ れ た ファ イル が ディ スク ファ イル の 場合 は , ラン ダム ファ イル か ら の 読み 込み と 
し て 働き ます . この 場合 , 指定 され た ファ イル は ラン ダム アク セス の モー ド で オー プン され 
て いな けれ ば な り ま せん . 
・< 数 > は ファ イル の レ ュ ー ド 番号 と し て 解釈 され , 指定 され た レ ュ ー ド (256 バ イト ) が ベッ 
ファ に 読み 込ま れ ま す . レコ ュー ドド 番号 が 省略 され た 場合 に は , 直前 に 行わ れ た GET 文 , 
PUT 文 で 指定 され た レ ュ ー ド の 次 の レコ ュー ド が 読み 込ま れ ま す . 
・ 指 定 さ れ た ファ イル が ディ スク ファ イル で な い 場 合 , GET 文 は 指定 され た ファ イル に 対 
応 す る 装置 か ら , 指定 し た 文字 数 を ベッ ファ の 中 に 読み 込み ます . この 場合 , 指定 され た 
ファ イル は 入力 モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 
・〈 数 > は ファ イル か ら バ ベッ ファ に 読み 込む 文字 数 を 意味 し , 0 か ら 255 ま で の 値 を 指定 し ま 
す . 〈 数 〉 が 省略 され た と き , お よび 0 が 指定 され た と き は 256 文 字 を 読み 込み ます . 
・GET 文 で 読み 込ん だ デー タ を 参照 する に は , あら か じ め FIELD 文 で 割り 当て られ た 変数 
を 使い ます . 

例 GET #3,5 
・ フ ァイル 番号 3 で オー プン し た ラン ダム ファ イル の 5 番目 の レコ ュー ド を ベッ ファ に 読み 
込み ます (ディ スク ファ イル の 場合 ). 


IIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIH プロ グラ ム 例 則 上 上 肌 間 胃 軸 軸 軸 軸 和 和 MDIUIIIIIUUUUIUUUDUOIUUUUUUUUUUUI IIIIIIIHIIIIIIIII 





199 ' GET サン フル 

11 の 9 OPEN "2:address" AS #1 

129 FIELD #1,39 AS A$S,29 AS B$S,59 AS CS 
139 FOR I=1 TO LOF(1 ) 

149 GET #1,I 

159 PRINT "名 前 ",AS 


169 PRINT "電話 ",Bs 

179 PRINT "住所 ",Cs 

189 NEXT I 

199 CLOSE 

299 END 

run[ 

名 前 相川 房子 

電 話 の 3-123-4567 
住所 東京 都 日 本 橋 


名 前 土屋 秀美 

電 話 943-123-4567 

住 所 神奈 川 県 川崎 市 
Ok 


s PUT 文 の プロ グラ ム 例 で 作っ た デー タフ ァイル を 読み 込ん で 画面 に 出力 し ます . 
・ LOF 関数 で デー タ の 個数 を 調べ , 130 行 か ら 180 行 の 間 で すべ て の デー タ を GET 文 で 読み 


込み 出力 し ます . 


INNIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHII 則 II 


注意 : ・GET 文 を 実行 し た 後 , INPUT 文 , LINE INPUT# 文 等 で 同一 の パフ ァイル 番号 〉 を 指定 
する と , その バッ ファ に 入っ て いる デー タ か ら 人 入力 が 行わ れ ま す の で 注意 し て くだ さい . 


参照 : OPEN, FIELD, PUT 


GET@ 


中 | | 茹 
員 


例 


名 
| 


湯 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ゲッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : get @ 


グラ フィ ッ ク 画 面 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 に 読み 込む 
GET 〔@〕(Sxi , Syi) (Sxz , Sy:) , 配 列 変数 名 > [< 要素 ナン バ 〉)〕] 


STEP(x , y) 





・ ス クリ ー ン 座標 の 2 点 (Sxi,Sy) と (Sx,Sy) を 対 角 と する 長方形 の 領域 を , < 配列 変数 名 〉 
で 指定 され た 配列 変数 に 読み 込み ます . 

* バ 配列 変数 名 > は, グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 読み 込む 数 値 型 の 配列 変数 の 名 前 で す . また , 

この 配列 変数 に 対し て < 要素 ナン バ 〉> を 指定 する こと も で きま す . この < 要素 ナン バ 〉 は , グラ 
フィ ッ ク パ ター ン を 配列 変数 に 読み 込む 際 に , どの 要素 か ら 格 納 し 始め る か を 指定 する 
も の で す . た と えば DIM A%(10) と 指定 し , 要素 チ ナンバ を 3(GET(X」, Y)ー(X。, Y)) , 
A%(3)) と する と , A%(1) と A%(2) に は 以前 の 値 が 残り , A%(3) か ら A%(10) に グラ 
フィ ッ ク バ パターン を 読み 込み ます . 省略 し た 場合 は , 配列 の 最初 (< 要素 ナン バ 〉> は 0) か ら 格 
納 し ます . 

・GET@ 文 を 実行 する 前 に , この 配列 変数 に 必要 な 大 き さ を DIM 文 で 確保 し て お きま す . 

この 配列 変数 の 大 き さ は , 読み 込む 人 域 の 大 き さ , 画面 モー ド , 配列 変数 の 型 に よっ て 異な 
り ま す . 

・ 1 つの 配列 に 1 つの パタ ー ン し か 読み 込ま な い 場 合 は , 次 の 計算 式 で 求め る こと が で き 
ます . 複数 の パタ ー ン の 場合 は , それ ぞ れ の パタ ー ン に つい て の 大 き さ を 合計 し , その 分 確 
保 し な けれ ば な り ま せん . 


< 必要 な バイ ト 数 〉 ニ (< 横 の ドッ ト 数 > 上 7 )\8 ) 来 < 縦 の ドッ ト 数 >* M 二 上 4 
白黒 モー ド の と き ……… M=1 


く 添字 の 値 > ニ < 必要 な バイ ト 数 >\N 填 1 
整数 型 配列 の と き ……… N テ 2 
単 精度 型 配列 の と き …… N=4 
音 精 度 型 配列 の と き …… N =8 


この < 添字 の 値 〉> と は , 一 次 元 配 列 で 添字 の 底 が 0 の と き (OPTION BASE 文 参照 ) の 最小 値 
人 で ま : 

・GET@ 文 は PUT@ 文 と 密接 な 関係 に あり , 通常 ペア で 使用 され ます . 

・GET@ 文 の 実行 後 , LP は (Sx。, Sy。) に 移動 し ます . 

GET@(0,0) 一 (15,15) , G% 


























III 由 目 


・ ス クリ ー ン 座標 (0, 0) て (15, 15) の 範囲 に ある グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 変数 G% に 読 
み 込 み ま す . 


プロ グラ ム 例 IIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIUIUUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIUIMUIUIUIIIIUIIIUUUUUIUIUIIIUIUUUUUUUUUUUUUUUUUIOII 


19 の ' GET@ サン プル 

119 SCREEN の の, の :CLS 3 

129 XD=49 の :YD=29 の 

139 BYTE=((XD+7 )\8) *YD*3+4 

149 FACT=BYTE\2+1 

159 DIM GX(FACT ) 

169 CIRCLE(XD/ 2 - 1 , YD/ 2 -1 ) , YD/2 , 6 
179 PAINT(XD/2-1 ,YD/2-1) ,6,6 

189 GETG(9, の )-STEP(XD-1 , YD-1 ) , G% 
199 FOR X= の TO 599 の STEP 1 の の 

29 の PUT@(X,199) ,G%:PUTG@(X, 1 の の) , G% 
219 NEXT X 

229 END 


・ 画 面 左上 に 黄色 の 円 を 描き , それ と 同じ 円 が 左 か ら 右 に 移動 し ます . 

・130 行 , 140 行 で 配列 宣言 で 必要 な 添字 の 数 を 計算 し て いま す . 

・180 行 で 160 行 , 170 行 で 描い た 円 を 配列 に 取り 込み ます . 

・190 行 か ら 210 行 で 収 り 込ん だ 円 を , 6 ヶ所 に 表示 し ます . 

・2 回 PUT@ 文 を 実行 し て いま す が , この 場合 機能 が XOR なので, 2 回 目 を 実行 する と 画 
面 が も と の 状態 に 戻り ます . つま り , 一 度 描い た 円 を 消 太 する こと に な り ま す . 





山 INIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 II 上 上 上川 


注意 : 


参照 : 


・ 配 列 変数 は 数 値 型 の 一 次 元 配列 で な けれ ば な り ま せん . 
・GET@ 文 が 必要 と する 配列 サイ ズ を , 必ず 確保 し な けれ ば な り ま せん . 
PUT@, OPTION BASE 


洪 
加 


中 
江 


II 


一 般 ス テー トメ ント 


5USUB~-HETURN 購 計 


ゴー・ サ プ ・ リ ター ン : go to subroutine return 


サ プ ル ー チ ン の 呼び 出し , お よび サ プ ブルー チ ン か ら リ ター ン を 行う 
GOSUB く 行 番号 > 

( 
RETURN 〔 く 行 番号 >〕 
・<〈 行 番号 〉 か ら 始 まる も サブ ルー チン プロ グラ ム を GOSUB 文 で 呼び 出し , サブ ルー チン プロ 
グラ ム 内 の RETURN 文 に よっ て , GOSUB 文 の 次 の 文 へ 実行 を 移し ます . 
・ 1] つの サブ ルー チン の 中 か ら 他 の サブ ルー チン を 呼び 出す と と も で き , これ を サブ ルー 
チン の 多重 化 ( ネ ステ ィング ) と 呼び ます . この 多重 化 は 々 モリ の スタ ッ ク 領 域 の 容量 が 許 
す 限 り 行 うこ と が で きま す . も し スタ ッ ク 領 域 が 足り な く な っ た 場合 に は , "Out of 
memory' エ ラー と な り ま す . 
・RETURN 文 は GOSUB 文 と 正しく 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . も し 単独 で 実行 し た 
合 , "RETURN without GOSUB" エ ラー と な り ま す . 
・ 1 つの サブ ルー チン 内 に 複数 の RETURN 文 を 使用 する 場合 は , GOSUB 文 と 正しく 対応 
させ な けれ ば いけ ませ ん . 
・RETURN 文 で < 行 番号 〉 を 指定 する こと に よっ て , 特定 の 行 へ 制御 を 戻す こと が で きま 
す . 
GOSUB 1000 
・1000 行 か ら 始ま る サブ ルー チン を 呼び 出し ます . 
RETURN 100 
・ サ ブル ー チ ン か ら 抜 け 出 し , 100 行 へ 実行 を 移し ます . 


プロ グラ ム 例 II 卓上 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHII 
19 の 9 ' GOSUB ~ RETURN サン フ * ル 

119 INPUT "底辺 :":BA 

129 INPUT " 高 さ :"iH 


139 GOSUB 169 

149 PRINT "面積 は ":AR 
159 END 

169 AR=BA*H/2 

179 RETURN 


・ 三 角形 の 底辺 と 高 さ を 読み 込ん で , 面積 を 出力 し ます . 
・160 行 と 170 行 が , 面積 を 計算 する サブ ルー チン で す . 


遇 川上 III 上 III 上 上 上 風 上 川上 由 目 卓上 上 旧 上 II 


注意 : ・"GO" と "SUB" の 間 に , 最大 1 個 の 空白 を 入れ る こと が 許さ れ ま す ("GO" と "SUB" を 続 
け て 書い て も か まい ませ ん ). 


BUTOU/GO TO 


嘆 
中 


届 
誤 


恒 


一 般 ス テー トメ ント 


ゴー トゥ ー : go to 


指定 し た 行 へ 制御 を 移す 

GOTO < 行 番号 〉 う また は GO TO く 行 番号 〉 

・< 行 番号 〉 で 指定 し た 行 へ 制御 を 移し ます . つま り , 〈 行 番号 〉 で 指定 し た 行か ら 実行 を 続け 
ます . 

・"GO" と "TO" の 間 に 1 文字 の スペ ー ス を 置く こと が で きま す . 

GOTO 1000 

・1000 行 へ 制御 を 移し ます . 


lll 半 ウ 4 四 レク Ap が AI ロ lillllllllllllllllllllllllllllllllll 


199 ' GOTO サン フル 
11 の 9 PRINT "How do you do?『" 
129 GOTO 119 


run 剛 

How do you do? 
How do you do? 
How do you do? 
How do you do? 
How do you d0? 
How do you do? 
How do you do? 
How do you do? 
CC 

Break in 119 
Ok 


・ を 押す まで "How do you do?" を 続け て 出力 し ます . 
・ 実 行 例 で は 8 回 ルー プ し た と ころ で が 押さ れ , 110 行 で プロ グラ ム が 終了 し て いま 
す . 


IIHIIIIIIIIIIIIIIIIIMUIIII 有 IMIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIUIUUUUIUUIIUIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIUI 軸 明和 III 




















入出 力 ス テー トメ ント 


HELP UN/UFF/STOP 言 計 


ヘル プ ・ オ ン / オ フ / ス トッ プ : help on/off/stop 


に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する 


書 式 1) HELP ON 
2) HELP OFF 
3) HELP STOP 


解 説 】 ・. を 押し た と き に 発生 する 割り 込み を , 許可 (ON) す る か , 禁止 COFF) す る か , 停止 


(STOP) す る か を 設定 し ます . 
1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . 
し , ON HELP GOSUB 文 に よ 
2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . 
岐 は 起こ り ま せん . 


3) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . 


この 命 


令 実 行 後 は , 


っ て 定義 S き れ た ルー チン 


この 命令 


この 命令 


えて いる だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 
ON 文 実行 に より 割り 込み が 許可 され る と , 先ほど の 隊 明 を 押し た こと に よっ て 処理 


ルー チン に 分 岐 し ます . 
例 HELP OFF 


・ に よる 割り 込み を 禁止 し ます . 


* 実 行 後 は , 


実行 後 は , 
け 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 後 , HELP 


田 





E 


に 
説明 


を 押す ご と に 割り 込み を 発生 
に 分 岐 し ます . 
を 押し て も 処理 ルー チン へ の 分 





を 押し て も 押さ れ た こと を 覚 


川 川 II プロ グラ ム 例 川上 卓上 II 上 上 III 


199 ' HELP ON/OFF/STOP サン フル 


119 ON HELP GOSUB *MESSAGE 
129 HELP ON 

13 の FOR 【=1 TO 3 

1.4 の INPUT _N 

15 め の PRINT "VN ="iN,"N*N = 
16 の 9 NEXT 1 

179 HELP OFF: END 

18 の 9 *MESSAGE 

19 の 9 HELP OFF 


2 の 9 PRINT:PRINT "数 字 を 入力 し て くだ さい !!" 


219 HELP ON 
229 RETURN 14 の 








run( 思 

? 2 図 

N = 2 N*N = 4 

? 回 

数 学 を 入力 し て くだ さい !! 
? 5 回 

N = 5 N*N = 25 

? 9 図 

N = 9 N*N = 81 
Ok 


"5 N*N 


・ 入 力 さ れ た 数 値 の 2 乗 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・140 行 の INPUT 文 の 入力 待ち も の と き ( に 隊 叫 を 押す と , 割り 込み が 発生 し て 180 行 に 分 岐 
し ます . 


・180 行 か ら の サブ ルー チン で は , "数 字 を 入力 し て くだ さい "を 出力 し て , 140 行 に 戻り ま 
ま 。 
II 上 峰 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIHIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIHIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : ON HELP GOSUB, KEY ON/OFF/STOP 


























HEXS 


へ キサ ・ ダ ラー : hexadecimal $ 


機 能 ] 10 進 数 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し た 値 を 返す 
書 式 』 HEX$(< 数 式 >) 
解 説 ・< 数 式 > の 値 を 16 進 数 に 変換 し て , その 文字 列 を 返し ます . 


・< 数 式 > の 値 の 範囲 は , 一 32768 て 65535 で す . < 数 式 > に 小数 点 が 含ま れる 場合 は , 小数 点 以 
下 を 四捨五入 し た あと 変換 し ます . 


例 HEX$( 一 32768 ) 返さ れる 値 "8000" 
HEX$(5000) 話さ れ る 全う "1388 " 
HEX$(65535 ) EE れる 値 つ "FFFF" 


川 II プロ グラ ム 例 I 川 川上 II 上 上 II 





199 ' HEXS サン フ * ル 

119 PRINT " -9 -1] -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9" 
129 FOR I=@ TO 9 

139 PRINT STRS(1) "ーー "5 

14 の FOR J= の TO 9 

159 PRINT RIGHTS(" の "+HEX$(I*19+J) 2)57 の": 
16 の NEXT J 

179 PRINT 

18 の 9 NEXT 【 

199 END 


run[ 
-9 -1 -2 -3 -44 -5 -6 -7 -8 -9 
9 の - の の の 1 の 2 の 3 94 の 5 9 の 6 97 9@8 9 の 9 
1- の A の B の C @D の E の @F 19 11 12 13 
2- 14 15 16 17 18 19 1A 1B 1C 1D 
3- 1E 1F 2 の 21 22 23 24 25 26 27 
4- 28 29 2A 2B 2C 2D 2E 2F 3@ 31 
5- 32 33 34 35 36 37 38 39 3A 3B 
6- 3C 3D 3E 3F 4 の 41 42 43 44 45 
7- 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F 
8- 5 の 51 52 53 54 55 56 57 58 59 
9- 5A 5B 5C 5D 5E 5F 6 の 61 62 63 


・ 0 か ら 99 ま で の 10 進 数 を , 16 進 数 に 変換 し た 表 を 出力 し ます . 
・150 行 で は 16 進 数 の 値 が 1 桁 の 場合 , 上 位 の 桁 に 0 を 付け て 2 桁 で 表示 させ て いま す . 


UI 有朋 還 上 胃 車軸 有朋 軸 和 有 有 有 有 軸 用 軸 有 用 吊 


参照 : OCT$ 


IF... [HEN. . . ELSE/ 
IF...GUTO...ELSE 


書 


[ 三 


例 


式 


一 般 ス テー トメ ント 


イフ ・ ゼ セン ・ エ ルス / イ フ ・ ゴ ー ト ウー・ エ ルス : if...then...else/if...goto.. .else 


論理 式 の 条件 判断 を 行い , 次 に 実行 する 文 を 選択 する 
IF 論理 式 】 THEN | く 文 〉 の 

関電 還 二 8 

GOTO く 行 番号 

・ 論 理 式 の 条件 に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 制御 し ます . 
*〈 論 理 式 > が 真 (0 以外 ) な ら ば THEN また は GOTO 以 降 を 実行 し , 偽 (0) な ら ば ELSE 以 降 
が 実行 され ます . も し ELSE 以 降 が 省略 され て いる 場合 , 次 の 行 が 実行 され ます . 
・IF.. THEN.. ELSE 文 に お いて , THEN や ELSE に 続け て 別 の IF を 置い て 多重 に する 
こと が で きま す . 
IF A$ ニ "y" THEN 200 ELSE END 


ELSE 








・ 文 字 変数 A$ が "y" の と き 200 行 へ 制御 が 移り , それ 以外 の と き は プロ グラ ム の 実行 を 終 
了 し ます . 


員 ll プロ グラ ム 例 IIIIIUIIUIIUIIIIIUIIIIIIIIIIIUIUIII 有 II 


199 ' IF...THEN. . .ELSE/IF...GOTO. ..ELSE サン パル 
119 INPUT A 

t29 FL= の 

139 IF A< の @ THEN A=ABS(A) :FL=1 

149 PRINT SQR(A): 

159 【F FL THEN PRINT "1i" ELSE PRINT 

169 END 


run 連 

? 5 図 

2 .23697 
Ok 

run 連 

? -19 較 
3.16228 i 
Ok 

run 較 

? -25 加 
6.) 


Ok 

< 単 精度 実数 を 読み 込ん で , その 平方 根 を 出力 し ます . 

・ 負 の 数 の 場合 130 行 で , その 絶対 値 を と り , 変数 FL を 1 に し て お きま す . 

・150 行 で FL が 1 , つま り 負 の 数 が 入力 され た と き は 答え が 虚数 な の で , "ji" を 出力 し て い 
ます . 


山田 有 利用 有用 用 田 田 軸 軸 UMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : GOTO/GO TO 


















































INKEY$ 


キー が 押さ れ て いれ ば その 文字 を , キー が 押さ れ な けれ ば ヌル スト リン グ を 返す 


INKEY$ 

解 説 ・ キ ー ボ ー ド バッ ファ が 空 で あれ ば , INKEY$ 関 数 は スメル スト リン グ を 返し ます . キー 入力 
に より キー ボー ド バ ベッ ファ が 空 で な い 場 合 に は , ベッ ファ の 先頭 か ら 1 文字 取り 出し , その 
文字 を 返し ます . 
・ キ ー 入 力 さ れ た 文字 は 画面 に 表示 され ませ ん . 
・INKEY$ 関数 で 二 |C| , [ 抽 | の 入力 を 知る こと は で きま せん . INKEY$ 関 数 を 合 
む ス テー トメ ント 実行 中 に を 押す と , プロ グラ ム の 実行 が と まる た めで す . 


例 INKEY$ (押さ れ た キー の 文字 ) 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII z4m ロ クル > 仙山 lll 


イン キー・ ダ ラー : input key $ 





コント 
ロー ル | 











199 ' INKEYS サン フ * ル 
119 PRINT " 何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。" 
129 AS=INKEY$S 

139 IF AS="" THEN 119 ELSE END 





rund 

何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
何 か 、 キー を 押す と 終了 し - ま す 。 
何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
何 か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
何 か が か 、 キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
Ok 


・ 何 か キー を 押す まで , " 何 か , キー を 押す と 終了 し ます 。" を 出力 し ます 。 
・ 実 行 例 で は 8 回 " 何 か , キー を 押す と 終了 し ます 。" を 出力 し た と ころ で , ある キー を 押し 
て いま す . 


川中 利 上 則 風 目 II 上 衝 上 I 則 II 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIHIIHIIII 


特殊 関数 








アイ ・ エ ヌ ・ ビ ピー : input 


共 
軸 


入力 ポー ト か ら 得 た 値 を 返す 

INP(〈1/O ア ドレ ス >) 

・<1/O ア ドレ ス >〉 で 指定 され た 入力 ポー ト か ら 8 ビ ッ ト の デー タ を 読み 込み , それ を 関数 の 
値 と し て 返し ます . 

・]/O ア ドレ ス 〉> と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 


例 INP(&H33) (33H ポー ト か ら の 入力 デー タ ) 


IMUIIIIIIII プロ グラ ム 例 III 有 還 胃 車 用 和田 有 用 岬 軸 胃 胃 胃 軸 身 有朋 山肌 用 軸 軸 軸 胃 胃 胃 四 四則 生生 胃 胃 四 人 軸 吊 


中 
江 


更 


199 ' INP サン フ * ル 

119 PRINT "'e' キ ー を 押す と 終了 し ます 。" 
129 IF INP(2)=223 THEN END 

139 DM$=INPUTS(1 ) : PRINT DMS 

149 GOTO 129 


run 回 
'e' キ ー を 押す と 終了 し ます 。 


Oo ーーー ピー 


k 


・"e" の キー を 押す まで , 押し た キー の 文字 を 出力 し 続け ます . 

・120 行 は 入力 ポー ト の 2 番 の 値 が , 2 進数 で 11011111 に な っ て いる か どう か を 判断 し て い 
ます . これ は "e" の キー が 押さ れ た か どう か の 判断 で す . 

s 実行 例 で は Po "PP "e" の 順に 入力 し て いま す . 


II 


参照 : OUT 


INPUT 


書 式 


解 説 


例 


II 


入出 力 ス テー トメ ント 


イン プッ ト :input 


キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ を 指定 し た 変数 に 代入 する 
INPUT 〔" く プロ 4 190 < 変 数 名 〉〔 , < 変数 名 〉.… …〕 


・INPUT 文 が 実行 され る と , プロ グラ ム は キー ボー ド か ら の 入力 待ち 状態 に な り ま す . 〈 プ 
ロン プ ト 文 〉 の あと に セミ ュ コロン)) が 続い た 場合 , さら に 疑問 符 (?) と 1 文字 の スペ ー ス を 
画面 に 表示 し ます . コンマ (,) が 続い た 場合 , < く プロンプト 文 〉 の あと に は 何 も 表 示さ れ ま せ 
多 。 

・ デ ー タ は [9] を 押す こと に よっ て 入力 され , 変数 に 代入 され ます . < 変数 名 > を コン マ で 区 
切っ て 複数 個 指定 し た 場合 に は , 入力 する デー タ も コン マ で 区 切っ て < 変数 名 〉 の 数 だ け 入 
力 し ます . 

・< 変 数 名 > と 入力 され た デー タ の 個数 や 型 が 一 致し な か っ た と き は , "?Redo from start" と 
表示 し , 再び 入力 待ち に な り ま す . 

・[| だ け を 押し た 場合 , 0 ある い は ヌル スト リン グ が 入力 され た と みな され ます . この 場 
合 も < 変数 名 〉 が 複数 の と き は , 必要 な 数 の コン マ を 入力 し ます . 

・ 文 字 変数 に 文字 列 を 代入 する 場合 , ユン マ や 文字 列 の 前 後 の 意味 の ある 空白 を 入力 し た 
いと き は , ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 文字 列 を 囲み ます . 

・ 値 と し て ダブ ルク ォ ー テ ーション (") を 入力 する こと は で きま せん . 

INPUT "DATA=":D$ 

・"DATA=? "と 表示 し , 文字 列 の 入力 を 待ち ます . 文字 列 が 入力 され る と 文字 変数 D$ に 
代入 し ます . 


プロ グラ ム 例 ll 上 昌和 II 


199 ' INPUT サン フ * ル 
119 INPUT "名 前 ":NAS 


129 INPUT "性 別 ":SEs 
139 INPUT "年 齢 ":OD 
149 PRINT "名 前 " NAS 
159 PRINT "性 別 "SES 
169 PRINT "年 夫 ",OD 


179 END 


























・ 名 前 , 性 別 , 年 齢 を 読み 込ん で , それ を 出力 し ます . 
・ 実 行 例 で は 年 齢 を 入力 する と き に 数 値 を 入力 し な か っ た た め に , "?Redo from start" と い 
2 う メッ セー ジ が 表示 され , 再び 入力 待ち こ な っ て いま す . 


IIIL 四 胃 胃 胃 四 軸 軸 有 胃 胃 帳 胃 目 胃 四 胃 朋 中 間 胃 目 胃 四 四 胃 上 軸 胃 間 軸 毅 胃 胃 胃 軸 ID 


参照 : LINE INPUT 
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洪 
喜 


ョ に 


IIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 II 山上 に の ] 


INPUT# 


入出 力 ス テー トメ ント 


イン プッ ト ・ シ ャ ー プ : input 症 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む 

INPUT く フ ァイル 番号 > , 〈 変 数 >[, く 変数 >.… .〕 

・ デ ー タ を 読み 込む 対象 が シー ケン シャ ルフ ァイル で ある こと , 疑問 符 (? ) が 表示 され な い 
こと を 除け ば , INPUT 文 と ほぼ 同 じ で す . 

・〈 フ ァイル 番号 > は , OPEN 文 に よっ て オー プン し た と き に 指定 し た ファ イル 番号 で す . 
INPUT #1,DT 

・ フ ァイル 番号 が 1 の シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 数 値 デ ー タ を 読み 込み , 変数 DT に 代入 
し ます . 


1 川 川 風 





19 の 9 '′ INPUT# サン フル 

119 OPEN "2:Ldata" FOR INPUT AS #1 
129 IF EOF(1 ) THEN 169 

139 INPUT #1,AS 

14 の 9 PRINT A$ 

159 GOTO 129 

169 CLOSE 

17 の END 


run 財 
BASIC 
FORTRAN 
COBOL 
FORTH 
Prolog 
LOGO 

Ok 


s PRINT 婦 文 の プロ グラ ム 例 を 実行 する こと に よっ て 作成 され た シー ケン シャ ルフ ァイル 
の 内 容 を 出力 し ます . 
・120 行 で は , ファ イル が 終わ り に 達し て いた ら とら 実行 を 停止 する よう に な っ て いま す . 


UIUIUIUI 四 回 軸 胃 四 四則 I 人 II 用 四 四 四 胃 岬 回 岬 軸 四 胃 目 山肌 胃 岬 皿 軸 UIIIIIUIUIUI 和 征 田 軸 皿 | 


参照 : LINE INPUT 尋 , OPEN, PRINT 婦 , PRINT 尋 USING, WRITE 婦 
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INPUTS$ 


例 


入出 力 関数 


イン プッ ト ・ ダ ラー :input $ 


指定 され た ファ イル より 指定 され た 長 さ の 文字 を 返す 

INPUT$ ( く 文 字数 >[ , [ 即 ] く ファ イル 番号 >〕) 

・〈 フ ァイル 番号 〉? に よっ て 指定 され た ファ イル か ら , 〈 文 字数 > 分 の 文字 列 を 読み 出し ます . 
〈 フ ァイル 番号 〉 が 省略 され た 場合 に は , キー ボー ド か ら 入 力 が 行わ れ ま す が , INPUT 文 と 
異な り , 入力 され た 文字 は スク リー ン に は 表示 され ませ ん . 

・INPUT$ 関 数 は , 指定 され た 〈 文 字数 〉 の 文字 が 入力 され る の を 待ち 続け ます が , すでに 
バッ ファ に 入力 済み の デー タ が ある 場合 に は , ベッ ファ 中 か ら 文 字 を 拾っ て きま す . 
INPUT 関 数 は 際 , | + [C] を 除く すべ て の 文字 を その まま 読み 出し ます の で , 
INPUT 文 や LINE INPUT 文 で は 入力 する こと の で き な い 履行 文字 待 も 入力 する こと が で き 
ます . 


INPUT$(5) (キー ボー ド か ら 5 文 字 読み 込ん だ 文字 列 ) 


川 川 II 川 吊 プロ グラ ム 例 II 卓上 上 上 III 


19 の 9 ' INPUTS サン フル 

11 の 9 A$=INPUTS(1 ) 

12 の 9 IF A$=CHRS(&H1B) THEN END 

139 IF AS=CHRS(13) THEN PRINT ELSE PRINT AS: 
14 の GOTO 119 





run 回 
Personal 
Ok 











・ が 押さ れる まで , キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 を 表示 し ます . 

・110 行 で , キー ボー ド か ら 1 文字 読み 込み ます . 

・120 行 は , 入力 し た 文字 が か どう か 判断 し て いま す -. 

・[] を 入力 し た 場合 , 現在 文字 が 表示 され て いる 行 の 先頭 だ に カー ソル が 移動 し て し まう の 
で , 130 行 で 改行 する よう に し ます . 

・ 実 行 例 で は "Pe "TP "sr Yo "nr Va "と 入力 し た あと に , を 入力 し て い 
ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIUIUIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIUIUIIIIIUIIIIUIIIUUUIIDIIUIUIIIDI 有 II 


参照 : INPUT, LINE INPUT 
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例 


用 IUIUIIIUOUI 


INPUT WAIT 


入出 力 ス テー トメ ント 


イン プッ ト ・ ウ ェ イ ト :input wait 


キー ボー ド か ら の 入力 を 時 間 制 限 し ます 


INPUT WAIT < 待ち 時 間 〉 ,〔" く プロ ンプ ト 文 〉" | < 変 数 名 > 〔 , く 変 数 名 >.. .〕 


・< 待 ち 時 間 〉 で 指定 され た 時 間 だ け , キー ボー ド か ら の 入力 を 待ち ます . < 待ち 時 間 〉 の 単位 
は 0.1 秒 で す . 

・INPUT WAIT 文 は , 待ち 時 間 に 制 限 か ある こと を 除け ば , INPUT 文 と 同様 で す . 

・ こ の 文 の 後に マル チ ス テー トメ ント と し て 他 の 文 を 続け た 場合 , 制限 時 間 内 に 入力 が さ 
れ た と きのみ 後 の 文 を 実行 し ます が , 制限 時 間 内 に 入力 が され な か っ た と き は :, 後 の 文 を 実 
行 せ ず に 次 の 行 へ 処理 が 移り ます . プロ グラ ミン グ の 際 は 注意 し て くだ さい . 

INPUT WAIT 100 , "Your name " : NA$ 

・"Your name?" を 表示 し て , 文字 列 の 入力 を 10 秒 間 待 ち ま す . 文字 列 が 入力 され る と , そ 
れ を 変数 NA$ に 代入 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 山肌 IIIIHIHIIIIIIHIUIUIIIIIIIIIIIIUUIUIUIIIIUIUIIIOUUUUUUUUUUUUUUUUUIU 吊 


199 ' INPUT wAIT サン フル 

119 *ENTRY 

129  A=INT(RND*19) : B=INT(RND*19) 

139 PRINT AI"+"EB" = の 

149 INPUT WAIT 3 の 9,ANS:GOTO *CALC 

159 PRINT:PRINT "時 間切 れ で す 『! ",:GOTO *ANS 
169 *CALC 

179 IF ANS=A+B THEN PRINT "正解 で す 。 ":GOTO *EXIT 
189 PRINT "まち が いで す 。", 

199 *ANS 

299 PRINT " 答 =":A+B:GOTO *EXIT 

219 *EXIT 

229 INPUT "続け ます か (y/n):":AGAINS 

239 IF AGAINS="y" THEN *ENTRY ELSE END 


ラコ 
回 
ざ 
m 
回 


(y/n):? 回 


す ! 答 = 8 
(y/n):? mn 較 


放す の きた 
さき さ 」 叶 き ロ 
き 引 "人 *「 


品 恒 吾 田 。 ロ 
補語 」 き 和 。 


・ 乱 数 に より , た し 算 の 問題 を 出力 し , その 答え の 入力 を 3 秒間 待ち ます . 

・140 行 の INPUT WAIT 文 で , 3 秒間 入力 を 待ち ます . 

・3 秒 以内 に 入力 が な けれ ば , 150 行 の "時 間切 れ で す !" を 出力 し , 200 行 に 移っ て 答え を 
示し ます . 
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・ 3 秒 以 内 に 入力 が あれ ば , 170 行 で 答え を 計算 し , 正しけれ ば 210 行 へ , 正しく な けれ ば 
"まち が いで す 。" を 表示 し て か ら , 正しい 答え を 出力 し ます . 


UI 有朋 四 胃 回 加 田 軸 軸 軸 田 軸 用 有用 有用 
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川 II 


INSTR 


イン スト リン グ : instring 


文字 列 の 中 か ら 任意 の 文字 列 を 探し , その 文字 の 位置 を バイ ト 数 で 返す 
INSTR (〔 く < 数 式 >,] く 文字 列 1 >, く 文字 列 2 >) 


・〈 文 字 列 1 > の 中 か らく 文字 列 2 > を 探し , 見 つか れ ば その 位置 を ベイ ト 数 で 返し ます . この 
と き , < 数 式 > は 探し 始め る 何 バ イト 目 か の 位置 を 指定 し , 省略 し た 場合 は く 文字 列 1 > の 先頭 
か ら 探 し 始め ます . 

・< 文 字 列 2 > が 見 つか ら な か っ た と き , < 文字 列 1> が ヌル スト リン グ で あっ た と き , < 数 式 〉 
が < 文字 列 1 > の 長 さ より 大 きい と き は 0 を 値 と し て 返し ます . 

・〈 文 字 列 2> に ヌル スト リン グ を 指定 する と , < 数 式 > と 同じ 値 を 返し ます . 


・Ng- 日 本 語 BASIC で は , < 文字 列 12 お よび く 文 字 列 2〉 に 全角 文字 を 指定 する と と が で きま 
す . 全角 文字 1 文字 は 2 バイ ト 分 に な り ま す の で , INSTR 関 数 で 返さ れる 値 に は 注意 が 必 
要 で す . た と えば , 

INSTR(" 漢 字 ", " 字 ") 
の 場合 , 返さ れる バイ ト 数 は 2 で な く 3 に な り ま す . 


INSTR(TX$ , "the ") (TX$ に 含ま れる "the" の 位置 ) 


プロ グラ ム 修 II 上 II 上 上 III 


199 ' INSTR サン フル 

11 の 9 A$="abcdefghijklmnopqrSstuvwxyz" 

129 ALP$=INPUTS(1 ) 

139 ALP=ASC(ALPS ) 

149 IF ALP>64 AND ALP<91 THSN ALP=ALP+32 

159 A=INSTR(AS,CHR$(ALP ) ) 

169 の IF A=9 の THEN PRINT ALP$:" は 了 ル ファ パット で は あり ませ ん":END 
179 PRINT USING "! は ## 番 目 の アル ファ ベッ ト で す ":ALPS,A 

189 END 


run 図 
t は 29 番 目 の アル ファ ベッ ト で す 
Ok 


run 回 
Z は 26 番 目 の アル ファ ペー ッ ト で す 
Ok 


・ キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た 文字 が , アル ファ ベッ ト の 何 番 目 に ある か を 出力 し ます . 
・150 行 で , 入力 され た アル ファ ベッ ト が 何 番 目 に ある か 調べ て いま す . この 例 で は 小文字 
で 調べ て いる の で , 入力 され た アル ファ ベッ ト が 大 文字 の 場合 は , 140 行 で 大 文字 か ら 小 文 
字 に 変換 し て いま す . 
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・ 実 行 例 で は "t" と "Z" を 入力 し て いま す . 
tilttWttttttttttttititiittttItINIIItItItItItIttttItItItItititttittttttttittttmtttttttttttttttttttttttttittttttttimmmmmmmmmmmmmmmim 
注意 : ・< 文 字 列 1>〉 に 全角 文字 , < 文字 列 2> に 半角 文字 を 指定 し た 場合 , 指定 の 仕方 に よっ て は , 
全角 文字 を 2 分 し た 文字 と く 文字 列 2> が 一 致し た 場合 な ど に , INSTR 関 数 が 思わ ぬ 値 を 返 
すこ と が あり ます . 
参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 8 章 「 日 本 語 処理 」 
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イン テ ジ ャ ー : integer 


機能 小数 点 以 下 を 切り 捨て た 整数 値 を 返す 

書 式 INT (< 数 式 >) 

解 説 ・< 数 式 > の 値 を 超え な い 最大 の 整数 値 ( 小 数 点 以下 を 切り 捨て た 値 ) を 返し ます . 

例 INT(1.23) 1 

INT( 一 3.21) 

II プロ グラ ム 例 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 上 上 上 上 山 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
1 の 9 の 9 ' INT サン フル 
119 FOR A=-2 TO 2 STEP .5 
12 の PRINT "A ="iA」"FEIX(A) =":FIX(A), "INT(A) ="j INT(A) 
139 NEXT A 
149 END 
run 
AA =-2 FIX(A) =-2 INT(A) =-2 
A =-1.5 FIX(A) =-1 INT(A) =-2 
A =-1 FIX(A) =-1 INT(A) =-1 
泡 さこ >5 FIX(A) = の INT(A) =-1 
A = の FIX(A) = の INT(A) = の 
A = .5 FIX(A) = の INT(A) = の 
A = 1.5 FIX(A) = 1 INT(A) = 1 
A = FIX(A) = 2 INT(A) = 2 
Ok 
・ い くつ か の 実数 に 対し て , FIX 関 数 と INT 関 数 を 実行 し た 結果 を 出力 し ます . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は FIX 関 数 と 同じ も の で す . 

II 上 上 昨 川上 昨 上 III 上 III 

注意 : ・ こ の 関数 は CINT 関 数 と 異な り , 数 値 の 型 変換 は 行い ませ ん . 
参照 : FIX, CINT 
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日 本 語 関数 

















ビュ デ ーー ニッ ーー ーー | 
EE を kk トー ュ ポー ポー ペー 間 :acac ーーーーーーーーーーーー ペ ーー 
Ram ーー 
ーー ニー ニー Ne- 日 本 

ケー・ エ ー・ シ ー・ エ ヌ ・ ブ イ ・ ダ ラー : kanji ascii convert 


機 能 ] 文字 列 中 の 全角 文字 を 半角 文字 に 変換 し た 文字 列 で 返す 
書式 』 KACNV$ (< 文字 列 >) 
・< 文 字 列 〉 に 含ま れる 全角 文字 を 半角 文字 に 変換 し ます . 
・ 変 換 さ れる 全角 文字 は , AKCNV$ 関 数 で 変換 可能 な 文字 で す . 
・ 変 換 で き な い 全角 文字 は その まま 返し ます . 
・ グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タモ ー ド で は , 実際 に 画面 に 全角 文字 を 表示 で きま せん が , 日 本 語 
モー ド と 同じ 動作 を 行い ます . 


例 KACNV$(" NEC 日 本 電気 ) NEC 日 本 電気 


・ 文 字 列 中 の 全角 文字 "NEC" を 半角 文字 に 変換 し ます . 
・ 漢 字 を 半角 文字 に 変換 する こと は で きま せん . 





川 川 II プロ グラ ム 例 LUUUUUUUUUUIIIIIIIIIIIMUIUIUI 有 IM 四 剖 加 加 四 軸 胃 UUU 柚 庄 艇 軒 II 





199 ' KACNVS サン フ * ル 
119 A$s=" ツ イロハ ABC" 
129 PRINT A$ 

139 PRINT KACNV$(A$) 
run[ 思 

イロ ハム ABC 

イロ ABC 

Ok 


・110 行 で "イロ ハ ABC" を 文字 列 A$ に 代入 し ます . 
・120 行 で , 全角 文字 の "イロ ハ ABC" を 全角 の まま 文字 列 を 表示 し ます . 
・130 行 で , 全角 文字 の "イロ ハ ABC" を 半角 文字 に 変換 し た 文字 列 を 表示 し ます . 


山 II 


参照 : AKCNV$, 資料 7 「 半 角 文 字 / 全 角 文 字 ュ ユー ド 変 換 表 」 
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KEY 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 定義 する 

KEY 〈 キ ー 番 号 〉 , く 文字 列 〉 

・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 定義 し ます . 

・ 各 ファ ンク ショ ン キ ー に は , 最大 15 文 字 ま で の 文字 列 ( コ ント ロー ル 文 字 を 含む ) を 定義 
する こと が で きま す . 

・N。- 日 本 語 BASIC で は , 全角 文字 を 含む 文字 列 を 定義 むす る こと が で きま す . 全角 文字 の 
1 文字 は 2 ベイト な の で , 最大 7 文字 まで の 文字 列 を 定義 で きま す . 

・ キ ー ボ ー ド か ら 直 接 入 力 で き な い 文字 は , CHR$ 関 数 を つない で 使い ます . 

・〈 キ ー 番 号 〉 は 1 て 10 で 指定 し ます . 

・ Ns-BASIC の シス テム 起動 時 , ファ ンク ショ ン キ ー に は 


中 | 葉 
員 


解 


名 
CI 


{・ 
{・ 
{・ 
{・ 
{・ 


1<: 


中 て うつ トド O 


5・ 
が 定義 され て いま す . 


一 般 ス テー トメ ント 


























キー : key 


・load “ {・ 


6・・save " 
stD f・7…・key 
go to f・8・print 
list {f・9…・edit .CR 
runCR f・10・‥・contCR 





・ Na 日 本 語 BASIC で は , か な 漢字 変換 の た め に ファ ンク ショ ン キ ー が 使わ れ ま す の で , 表 
示さ れる 内 容 が 次 の よう に な り ま す . シス テム 起動 時 に 定義 きれ て いる 内 容 は Ns-BASIC 
と 同じ で す . 
(1) グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド 

Ns-BASIC と 同様 で す . 
(②⑦ 日 本 語 モ ー ド 

s 半角 文字 入力 モー ド 

f・1^ て f・10・…・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に だ 定義 きれ て いる 文字 列 . シ ステ ム 起 動 時 は , 


Ns-BASIC と 同様 で す . 


e 全角 文字 入力 モー ド 


nH コー こさ 


1 心 ) CO TO 


《PC-8801FA の 場合 〉 く PC-8801MA の 場合 〉 


ii f・6・…・ 単 漠 字 f・1・・ 単 漢字 6…・ 半 カナ 
0 ー" チ f・7…・ 非 漢字 f・2…・ 非 漢字 f・7 

… 変換 f・8…・ 前 候補 f・3・・・ 英 数 し 9 か し 

・ 無 変換 f・9…・ コ ー ド f・4・・・ 再 変換 f・9 

… 重 変換 f・10・・・ カ タカ ナ f・5・‥・ カ ナ f・10…・ 前 候補 
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例 KEY 1 , "width 80" 二 CHR$ (13) 
・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 1 に , "width 80CR" と いう 内 容 を 定義 し ます . 


川 III プロ グラ ム 例 川上 上 


1 の 9 ' KEY サン フル 

119 KEY LIST 

129 FOR !=1 TO 5 

READ KS:KEY I,KS 
14 の NEXT I 

159 KEY LIST 

169 END 


139 


179 DATA "auto"。"Eiles", "gosub" "1ist" "Tun" 


run [ 較 


1oad " 
auto 
go to 
list 
run CR 


auto 
files 
goSub 
list 
run 
Ok 


Save " 
key 
prTint 
edit .CR 
contCk 


SaVve " 
Key 
print 
edit .CR 
contCk 


・ 現 在 の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 と , 定義 し な お し た 後 の フ ァ ン クン ション キー の 内 容 を 


表示 し ます . 


・130 行 の KEY 文 で , 1 番目 の ファ ンク ンション キー に 世 , 170 行 の デー タ の 1! 番目 の 文字 列 を 割 


り 当 て ます . 


用 加 加 加 軸 朋 胃 征 軸 四 四 間 是 軸 因 四 胃 首 II 朋 間 胃 間 征 利 朋 II 用 軸 征 胃 回 岬 山 


参照 : KEY LIST, CHR$ 
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KEY LIST 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 表示 する 


洪 
軸 


KEY LIST 





例 KEY LIST 


一 般 コ マン ド 


























キー・ リ スト : key IiSt 


・ 現 在 , ファ ンク ショ ン キ ー に 定義 き され て いる 内 容 を 画面 上 に 表示 し ます . 
< コン トロ ー ル コー ド も 表示 し ます . 


・ フ ファンクション キー の 内 容 を 表示 し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIII 山 実 行 例 用 有用 有 衝 軸 利 風 軸 朋 軸 II 和 有 用 有 UIOUUUUUUUUUUUI 


key 1ist 加 


1oad " 
auto 
go to 
1ist 
run CR 
Ok 


Save " 
key 
print 
edit .CR 
cont Cgk 


・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 表示 し ます . 


II 上山 II 


参照 : KEY 
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入出 力 ス テー トメ ント 


KEY【n〕 UN/OFF/STOP 言 諾 


キー・ オ ン / オ フ / ス トッ プ : key(n) on/off/stop 





機能 ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する 
1) KEY 〔〈 キ ー 番 号 >)] ON 
2) KEY 〔〈 キ ー 番 号 〉)〕 OFF 
3) KEY [< キー 番 号 >)〕 STOP 
解 説 ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 押さ れ た と き に 発生 する 割り 込み を 許可 (ON) す る か , 禁止 (OFF) 
する か , 停止 (STOP) す る か を 設定 し ます . 
・〈 キ ー 番 号 〉 と は , 1 か ら 10 ま で の ファ ンク ンション キー の 番号 で す . これ が 省略 され た 場合 
は , すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー に 対し て 実行 し ます . 
1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は , 指定 され た 〈 く キー 番号 〉 の ファ ンク 
ショ ン キ ー を 押す ご と に 割り 込み を 発生 し , ON KEY GOSUB 文 に よっ て 定義 きれ た 
処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 
2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は ., ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て も 処理 
ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 
3) 割り 込み 動作 を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は , ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て も 押さ 
れ た こと を 覚え て いる だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 
後 KEY(n ) ON 文 に よっ て 割り 込み が 許可 され る と , 先ほど の ファ ンク ショ ン キ ー を 
押し た こと に よっ て 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


中 


中 
上 L 


例 KEY ON 
・ す べ て の ファ ンク ショ ン キ ー に 対し て , 割り 込み を 許可 し ます . 


IIUIUUUI プロ グラ ム 例 利用 肌 有用 有 用 II 肌 軸 衝 軸 利 軸 軸 利 IIIUUUUUUUUUUUUUUI 


199 ' KEY(n) ON/OFF/STOP サン フル 

119 ON KEY GOSUB *DISPLAYDATE 

129 CLS 

139 KEY(1 ) STOP 

149 LOCATE 1 の 9 の ,1 の :PRINT TIMES 

159 LOCATE 1 の ,11:PRINT "f.]1 キー ヲ オシ テク タ ~ サ イ 。" 
16 の KEY(1) ON 

17 の GOTO 139 

18 の *DISPLAYDATE 

199 KEY(1) OFF 

2 の 9 LOCATE 1 の ,13:PRINT DATE$ 

219 LOCATE 19,14:PRINT "ナニ カ 、 キー ヲ オシ テク タ ~ サ イ 。" 
229 IF INKEY$="" THEN 229 

239 CLS:KEY(1) ON 

249 RETURN 


2 の:ー ユ 12 


・ 現 在 の 時 刻 を 表示 し , 「「・1| が 押さ れ た と き に 年 月 日 を 表示 する プロ グラ ム で す . 

・110 行 で [1 が 押さ れ た ら , 180 行 以降 の サブ ルー チン に 分 岐 す る よう 定義 し ます . 
・140 行 で , 現在 の 時 刻 を 表示 し て いま す . 

・|f・1| が 押さ れる と 180 行 以降 の サブ ルー チン に 分 岐 し , 何 か キ ー が 押さ れる まで 年 月 日 
を 表示 し ます . 


用 有田 和田 軸 有 有 用 有用 山車 


参照 : ON KEY GOSUB 
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例 


ll 


KILL 




















キル : kil 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の ファ イル を 削除 する 

KILL < く フ ァイル ディ スク リプ タッ > 

・〈 フ ァイル ディ スク リプ タ ) で 指定 し た ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 削 除 し ます . 

・ 削 除 す る ファ イル は クロ ー ズ され て いな けれ ば な り ま せん . も し , オー プン 状態 の ファ イ 
ル を 削除 し よう と する と "File already open'" エ ラー と な り ま す . また , 書き 込み 禁止 属性 の 
付い た ファ イル を 削除 し よう と する と "File write protected" エ ラー と な り ま す . この 場合 , 
SET 文 で 書き 込み 禁止 属性 を 解除 し て か ら KILL コマ ンド を 実行 し て くだ さい . 

・KILL し コマ ンド は , すべ て の ディ スク ファ イル (プロ グラ ムフフ ァイル, ラン ダム ファ イル , 
シー ケン シャ ルフ ァイル ) 人 対し て 使用 で きま す . 

・ ド ライ ブ 番 号 は ファ イル の 前 に "n:" と 指定 し ます . 省略 され た と き ド ライ ブ 1 が 指定 さ 
れ た と みな され ます . 

KILL "2:demo" 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の "demo" と いう ファ イル を 削除 し ます . 





プロ グラ ム 例 川上 昨 旧 上 上 目 和則 I 川 川 風 衝 川 風 





199 ' KILL サン パル 
119 OPEN "2:data3" FOR OUTPUT AS #1 
129 PRINT #1, "KILL statement test" 


139 CLOSE 

14 の 9 FILES 2:PRINT 

15 の 9 KILL "2:data3" 

169 FILES 2 

179 END 

run 

COp ア 1 data1 1 data2 1 rdata1 1 rdata2 1 
data4 1 addreS $ 1 Ladata 1 data6 1 data7 1 
rdata3 1 rdata4 1 fdata 1 data3 1 

COpy 1 data1 1 data2 1 rdata1 1 rdata2 1 
data4 1 addreS S 1 Ldata 1 data6 1 data7 1 
rdata3 1 rdata4 1 fdata 1 

Ok 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディスク に "data3" と いう ファ イル を 作り , その 後 そ 
の ファ イル を 削除 し ます . 

*・110 行 て 130 行 で 作成 し た ファ イル を 150 行 で 削除 し て いま す . 

・ フ ァイル を 作成 し た 後 と , 削除 し た 後に FILES コマ ンド を 行っ て いま す . 


III 


参照 : 


SET 
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例 


KLEN 


日 本 語 関数 




















Ner 本 
ケー・ レ ン : kanji length 





文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 返す 

KLEN < 文字 列 〉) 

・< 文 字 列 > に 含ま れる 文字 数 (バイ ト 数 で は な い ) を 返し ます . 

* 文字 数 は 半角 文字 , 全角 文字 と も に 1 文字 と し て 数 えま す . 

・ ヌ ルス トリ ング が 〈 文 字 列 > に 指定 され た と き は 0 を 返し ます . 

・ グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タモ ー ド で は , 実際 に 画面 に 全角 文字 を 表示 で きま せん が , 日 本 語 
モー ド と 同じ 動作 を 行い ます . 


KLEN(" NEC 日 本 電気 " ) 7 





IIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 III 則 II 風 上 | 衝 峯 II 


Neg- 昌 本 語 


199 ' KLEN サン フ * ル 
119 INPUT "漢字 


を 含む 文字 列 を 入力 し て くだ さい ":Ks 
129 PRINT "この 文字 長 


列 の 長 さ は ":KLEN(Ks$):" で す 。" 
139 END 
run 
漢字 を 含む 文字 列 を 入力 し て くだ さい 9? N88- 日 本 語 BAS1IC 回 
この 文字 列 の 長 さ は 12 で す 。 
Ok 


・110 行 で K$ に 文字 列 を 代入 し ます . 
・120 行 で 代入 し た 文字 列 の 文字 数 を 返し ます . 


川上 川 II 上 上 II 上 上 上 上 上 上 衝 用 衝 用 III 
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KPLUAD 


例 


日 本 語 ス テー トメ ント 


Neg- 日 本 語 
ケー・ ピ ー・ ロ ー ド : kanji pattern load 





外字 (全角 文字 ) の 文字 パタ ー ン を 定義 する 
KPLOAD < 文字 コー ド > , 〈 整 数 型 配列 名 〉 
・〈 文 字 コ ー ド > で 指定 され た 漢 字 の 文字 パタ ー ン と し て , 〈《 整 数 弄 配 列 名 〉 で 指定 され た も 
の を 登録 し ます . 
・< 文 字 コ ー ド > と し て は , EB9FH か ら EBDDH(63 文 字 ) の 値 が 指定 可能 で す . < 文字 
ド > が この 範 男 に な いと き は , "Illegal function call" エ ラー と な り ま す . 
・〈 整 数 規 配 列 名 〉 に は , 一 次 元 の 整数 型 配列 を 指定 し ます . 配列 の 要素 番号 を 指定 する こと 
は で きま せん . 
・ 配 列 内 に 格納 され て いる 文字 パタ ー ン は , 以下 の よう な 形式 で な けれ ば な り ま せん . 
配列 の 第 1 要素 三 16 
配列 の 第 2 要素 三 16 
・ 配 列 の 第 3 要素 か ら 第 18 要 素 ま で に , 以下 の よう に 実際 の 文字 パタ ー ン の ドッ トイ メー 
ジ を 格納 し て くだ さい . 


配列 の 第 3 要素 三 &H8112 
配列 の 第 4 要素 = &H4222 


配列 の 第 18 要 素 = ニ &HXX YY 


ーー 一 一 





左 の 8 ドッ ト 
右 の 8 ドッ ト 
KPLOAD &HEB9F , CHRPAT% 
・ 文 字 コ ー ド EB9FH の 外字 に , CHRPAT% で 指定 され た 外字 パタ ー ン を 定義 し ます . 
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川 III プロ グラ ム 例 II 上 卓上 上 卓上 上 上 上 利和 III 風 


1 9 の 
119 
129 
139 の 
1 4 の 
159 
16 の 9 
17 の 
18 の 


2 の 9 の 
219 の 
22 の 9 
29399 
2 4 の 
25 必 
269 
279 
289 の 9 
29 の 
399 
31 の 
329 
339 


KPLOAD サン プル 
SCREEN 3 
DIM CHRPTN%〈1 7 ) 
CHRPTN%X( の )=8&HFF 
CHRPTN%( 1 ) =&HFF 
CHRPTNX( 2 )=&HC の 9 の 7 
CHRPTN%X(3)=&H3918 
CHRPTN%(4 )=&H82 1 
CHRPTN%(5)=&H8442 
CHRPTN%(6 )=&H4444 
CHRPTN%(7)=&H2288 
CHRPTNX(8)=8HD297 
CHRPTN%(9)=8&H281 
CHRPTN%(1 の ) =&HC287 
CHRPTN%X(11)=&H2289 
CHRPTN%(12 )=&H4285 
CHRPTN%(13 ) =&H441 
CHRPTNX(14)=&HE44F 
CHRPTNX(1 5 ) =&H829 の 
CHRPTN%(16 ) =&H3 の 18 
CHRPTN%( 1 7 ) =&HE の 9 の 7 





II 


り 
Neg- 昌 本 語 


! 玉 素 玉 素 来 来 玉 玉 

* 玉 

* 玉 来 来 玉 玉 

*※ 米 素 

* 米 炒 

! 玉 3 玉 
! 素 。 ※ 来 来 玉 来 来 来 玉 
ME 玉 
* 玉 来 米 玉 

0 玉 玉 玉 来 来 来 


ええ 区 


KPLOAD SHEB9F ,CHRPTN% 


PRINT CHRS(&HEB9F ) 
END 


run 回 





・ 外 字 を 作成 し て 表示 し ます . 
・120 行 て 300 行 で , 外字 パタ ー ン を 配列 に 定義 し ます . 
・310 行 で , &HEB9F の 文字 コー ド に パタ ー ン を 定義 し ます . 


II 上 上 上 上 和風 風 川上 


注意 : ・KPLOAD 文 は , プロ グラ 
で す が , これ に よっ て 定義 され た 文字 パタ ー ン は , プロ グラ ム の 実行 時 だ け に 有効 で す . 
・Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 中 の 外字 辞書 に 外字 を 定義 むす る に は , "外字 管理 ユー 
ティ リティ "を 使い ます . これ に よっ て , 表示 用 の 文字 パタ ー ン と プリ ンタ 印字 用 の 文字 パ 
ター ン の 両方 を , 箇 単 に 定義 する こと が で きま す . 


ミン グ に よっ て 画面 表示 用 の 外字 パタ ー ン だ け を 定義 する も の 
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例 


川 III 


KP0S 


日 本 語 関数 




















Nr 
ケー・ ポ ス : kanji position 





文字 列 の 先頭 か ら の 位置 を バイ ト 数 で 返す 

KPOS 〈 く 文字 列 〉 , < 数 式 〉) 

・< 文 字 列 > の < 数 式 > 番目 の 文字 が , 先頭 か ら 何 バ イト 目 か を 返し ます . 

・〈 数 式 > は く 文字 列 > の 文字 を 先頭 か ら 数 えた と き の 値 で 半角 文字 , 全角 文字 と も に 1 文字 
と し て 数 えて いき ます . 

・< 数 式 > の 値 は 0 か ら 255 ま で の 範囲 と し , これ 以外 の 値 を 指定 し た 場合 は "Ilegal function 
call" エ ラー と な り ま す . 

・< 文 字 列 > の 文字 数 が < 数 式 > の 値 に 満た な い 場 合 は 0 を 返し ます . 

・ グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タモ ー ド で は 。, 実際 に 画面 に 全角 文字 を 表示 で きま せん が , 日 本 語 
モー ド と 同じ 動作 を 行い ます . 


KPOS("NEC 日 本 電気 ", 6) 8 


・〈 文 字 列 >"NEC 日 本 電気 "の 6 番目 の 文字 で ある " 電 " が , 先頭 か ら 何 バイ ト 目 か を 返し ま 
す 。 
・ く 文字 列 >〉 の "NEC" は 半角 文字 (1 ベイト 文字 ) で , "日 本 電気 "は 全角 文字 (2 ベイ ト 文 字 ) な 


の で , " 電 " は 8 バイ ト 目 と な り ま す . 


プロ グラ ム 例 II 上 則 旧 和風 上 II 
り 


Neg- 昌 本 時 
199 ' KPOS サン フ * ル 


119 CLS 

129 Ass"KPOS の サン ブル Lisk" 

139 PRINT AS 

149 LOCATE 1,1:PRINT"i 文字 目 バイ ト " 
159 FOR !I=1 TO 13 

169 PRINT I,KPOS(AS,1) 


179 NEXT 
189 END 
run 選 
KPOS の サン プル し List 
i 文字 有 目 バイ ト 
1 1 
2 3 
3 5 
4 7 
5 9 
6 11 
7 13 
8 15 
9 17 
19 19 
11 21 
12 22 
13 23 
Ok 
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・120 行 で "KPOS の サン プル List" を 変数 A$ に 代入 し ます . 
・150 て 170 行 で 文字 列 の 1 文字 目 か ら 13 文 字 目 まで を ベイト 数 で 返し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIUIUIIIIIIIIIUIIIIIIIUIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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LEFTS 


例 


レフ ト ・ ダ ラー : left $ 


文字 列 の 左側 か ら 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 返す 
LEFT$ ( く 文字 列 〉 , く 数式 >) 
・LEFT$ 関 数 は 文字 列 〉 の 左側 か らく < 数 式 > で 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 取り 出し , それ を 
値 と し て 返し ます . 
・< 数 式 y は バイ ト 数 を 表し ます . 範 胃 は 0 て 255 で す . 
・< 数 式 > が く 文字 列 〉 の 総 バ イト 数 以上 の 場合 は く 文字 列 > 全 体 を , また く < 数式 > が 0 な ら ば ヌ 
ルス トリ ング を 返し ます . 
・Nsz 日 本 語 BASIC で は , < 文字 列 > に 全角 文字 を 指定 する こと が で きま す . 全角 文字 1 文 
字 は 2 ベイト 分 に な り ま す の で , LEFTS$ 関 数 で 返さ れる 文字 列 に は 注意 が 必要 で す . た と 
えば, 

LEFT$(" 日 本 語 ", 2) 


の 場合 , 返さ れる 文字 列 は "日 本 "で は な く " 日 "と な り ま す . 


LEFT$(TIME$ , 2) (TIME$ 変 数 の 左側 2 バイト) 


・ カ レン ダ 時 計 の "時 "だ け を 取り 出し ます . 


II プロ グラ ム 例 上 川上 II 上 III 


199 ' LEFT$ サン フル 

119 INPUT AS 

129 FOR !=1 TO 1 の 

139 PRINT LEFT$S(AS。]) 
149 NEXT I 

159 END 


run 轄 
? 9@123456789 回 


91 

9 の 12 

9 の 123 

の 1234 
912345 
9123456 
991234567 

9 の 12345678 
9123456789 
Ok 


・ 読 み 込 ん だ 文字 列 の 左 か ら 1 バイ ト 目 まで , 2 バイ ト 目 まで …… 10 バ イト 目 ま で の 文字 を 
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出力 し ます . 
・130 行 で , A$ の 圧 か ら 1 バ イト 目 ま で の 文子 を 出力 し ます . 


出 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 上 昨 上 上 上 上 上 


注意 : ・〈 文 字 列 > に 全角 文字 を 指定 し て いる 場合 , < 数 式 > の 値 に よっ て は LEFTS 関 数 は 全角 文字 
を 2 分 し て し まい , 思わ ぬ 文 字 列 を 返す こと が あり ます . 
参照 : RICHT$, MID$, プロ グラ マー ズ ガ イド 第 8 章 「 日 本 語 処理 ] 
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機 能 
書 式 


例 


LEN 


レン グ ス : length 


文字 列 の 長 さ を 返す 

LEN ( く 文 字 列 >) 

・ 与 えら れ た 文字 列 の 長 さ の 値 を 返し ます . 
・LEN 関 数 は 普通 の 文字 の 他 に , 空白 や 文字 と し て 表示 され な い 文 字 も 数 えま す . 
・Ng- 日 本 語 BASIC で は , LEN 関 数 は 全角 文字 1 文字 を 半角 文字 422 と し て 序列 の 
長 さ を 数 えま す . だ と えば 


| LEN(" 日 本 語 ) 
で は 6 を 返し ます . 





LEN(TIMES) 8 (TIMES 変 数 の 長 さ ) 


IIUUIUU 和 | プロ グラ ム 例 川 川上 上 III 山上 III 上 上 利 上 


199 ' LEN サン フル 

119 INPUT A$:L=LEN(AS) 
129 GOSUB 169 

139 PRINT "リネ 02A も 7 ※ 旧 
149 GOSUB 169 

159 END 

169 ' frame 

17 の 9 FOR 【!=1 TO L+4 

189 PRINT "*"i 

19 の 9 NEXT 【 

2 の 9 PRINT 

21 の RETURN 

run 

? NEC Personal1 Computer 
来 素 来 来 来 玉 玉 玉 素 玉 素 来 玉 米 玉 来 来 来 来 玉 来 来 玉 玉 
* NEC Personal Computer * 
来 来 来 来 玉 来 来 来 玉 来 率 来 玉 玉 来 来 来 来 来 来 玉 来 来 来 
Ok 


・ 読 み 込ん だ 文字 列 を " 玉 " で 囲ん で 出力 する プロ グラ ム で す . 

・110 行 で , 入力 し た 文字 列 の 長 さ を 変 数 し に 代入 し て いま す . 

・160 行 か ら 210 行 まで は , 入力 し た 文字 列 の 長 さ より " 玉 " を 4 つ 多 く を 出力 する サブ ルー 
チン で す . 120 行 と 140 行 で 。 この サブ ルー チン を 呼び 出し て 枠 を 作っ て いま す . 


IIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIUUUIUIIUIIIIIOIIIIUIIIIIIIIIIIIUUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIIIUIIUIIODIUIIIUUUUUIUMIUIUUUUDIIIIIUIIIUIUUIIIMI 山 
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一 般 ス テー トメ ント 























LET 


機 能 ] 変数 に 値 を 代入 する 

書 式 】 [LETj< 変 数 名 〉 ニ < 式 > 

解 説 ・LET は 省略 で きま す . 
・< 式 〉 の 内 容 は 数 値 , 文字 列 の いか な る 型 で あっ て も か まい ませ ん が , < 変数 名 〉 と く 式 〉 の 値 
の 型 が 一 致し な けれ ば な り ま せん . つま り , 右辺 が 数 値 式 の と き 左 辺 は 数 値 変数 , 右辺 が 文 
字 式 の と き 左 辺 は 文字 変数 で な けれ ば な り ま せん . 
・ 型 の 異な る 数 値 型 変数 へ 代入 する 場合 は , 左辺 の 型 に 変換 され ます . 

例 PI 三 3 .14159 

・ 数値 変数 PIT に , 3.14159 と いう 数 値 を 代入 し ます . 





レッ ト : let 


II プロ グラ ム 例 川中 則 上 旧 III 旧 昨 出川 昨 上 川 


199 ' LET サン プル 
119 LET A=123 
129 LET B=.21 
139 C=A+B 

149 PRINT "A 。 = 
159 PRINT "B = 
169 PRINT "A+B=": 
179 END 


で コ 


・ 変 数 A, B に それぞれ 123, 0.21 を 代入 し , その 和 を 求め て 出力 し ます . 
・130 行 で は , LET を 省略 し た 代入 文 を 使っ て いま す . 


IIUUHIUUUUHUUUUIUUIIUUIUIIIUIIUUUIUIIUIUUUUUUIIUUUUIUUUUUUIUIUUIUUUUUUIUUUUUUUIUUIIIIIIIIIIIIIUIUIUIIUIUI 有 UL 肌 軸 四 還 生生 軸 IOUUUUIUUIUUUUUUUIUII 山 
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LINE 


機 能 


書 式 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


イン : line 


MI 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 直線 や 長方形 を 描く 








LINE [|(Wxi, Wi) の [,〈 パ レッ ト 番 号 〉〕 旬 だ ジス 
STEFP xi , y,) STEP(x。 , y。) BF 
タイ ア 〕 


・ ワ ー ル ド 座 標 の 2 点 (Wx Wy) と (Wxz。 Wy。) を 結ぶ 直線 を 描き ます . (Wxi, Wy)) が 省略 
され た 場合 , LP の 値 を と り ま す . 

・ 線 の 色 は く パ レット 番号 〉 に よっ て 指定 し ます . 省略 され た 場合 は , COLOR 文 で 指定 され 
た 〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉 が 用 いら れ ま す . 

・B" お よび "BF" は , 指定 し た 2 点 を 対 角 と する 長 方 肛 を 描き ます . "B" は Box の 意味 で , 
循 のみ を 描き ます . "BF" は Box Fi 山 の 意 味 で , その 長方形 を 塗り つぶ し ます . 

・< ラ イン スタ イル >〉 は 線 の 形態 を 設定 し ます . 指定 で きる 値 は を HO から &HFFFF(16 進 数 ) 
まで で す . この 16 進 数 の 数 値 の 16 ビ ッ ト と 画面 上 の 16 ビ ッ ト が 1 対 1 に 対応 し , "1" の 立っ 
て いる ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 表示 され , "0" の ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 表示 され ませ 
ん . 線 の 長 さ を 16 ド ッ ト 以 上 引い た 場合 , この く ラ イン スタ イル > が 画面 上 の 16 ド ッ ト ご と に 
繰り 返さ れ ま す . 次 の 図 は 例 を 実行 し た 場合 の も の で す . 水平 座標 の 100 か ら 135 ま で の 36 
ドッ ト の 間 に , 1 点 鎖線 の < ライ ンス タイ ル >〉 が 繰り 返さ れ て いま す . 


ライ ンス タイ ル (&HF99F ) 





15 14 13 12 11 10 9 8n7 6 5 4 3 2 1 0 
0 1 2 3 4 5 6 7V8 9 10 11 12 13 14 15 





16 ビ ッ ト 
※ 同じ 番 号 の ビッ ト が 対応 し ます . 


(100, 100 ) (135, 100 ) 





ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル 
(16 ド ッ ト ) (16 ド ッ ト ) 


LINE (100, 100 ) 一 (135, 100 ), 7, ,&HF99F を 実行 し た と き . 
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・< ラ イン スタ イル > が 省略 され た 場合 , 通常 の 直線 を 描き ます . また , 〈< ラ イン スタ イル >〉 を 
指定 し た 場合 は , BF オ プン ション を 指定 する こと は で きま せん . 
s LINE 文 を 実行 し た 場合 , LP は (Wx。, Wy。) に 移動 し ます . 


例 LINE(100 , 100) 一 (135 , 100) , 7 ,,&HF99F 
・ ワ ー ル ド 座 標 (100, 100) と (135, 100) の 2 点 を 結ぶ 一 点 人 鎖線 を , パレ ッ ト 番 号 7 の 色 で 描 
きま す . 


III プロ グラ ム 例 有用 有 和 用 有利 軸 軸 昌 肌 有 肌 肌 軸 利 胃 吊 般 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


199 ' LINE サン プル 

11 の 9 SCREEN の, の :CLS 3 

129 の X1=RND*639:Y1=RND*199 

139 X2=RND*639:Y2=RND*199 

149 CL=RND*6+1 : MD=INT(RND*3+1 ) 

159 ON MD GOTO 169 の ,179,189 の 

169 LINE(X1 , Y1 ) -(X2 , Y2 ) ,CL:GOTO 199 
179 LINE(X1 , Y1 )-(X2 ,Y2 ) ,CL,B:GOTO 199 
189 LINE(X1 ,Y1 )-(X2 ,Y2 ) ,CL,BF 

19 の IF INKEY$="" THEN 129 の 

29 の 9 END 


・ 何 か キー を 押す まで , いろ いろ な 線 や 四角 形 を 描き ます . 

・120 行 か ら 140 行 で , 乱数 を 使っ て 座標 や 色 を 求め て いま す . MD と いう 変数 に は 1 か ら 3 
まで の 数 値 が 代入 され ます . 

・ 1 が 代入 され れ ば 160 行 で 直線 を , 2 が 代入 され れ ば 170 行 で 長方形 を , 3 が 代入 され れ ば 
180 行 で 塗り つぶ され た 長方形 を 描き ます . 

・190 行 で , 何 も キ ー が 押さ れ て いな けれ ば , 120 行 か ら 実 行 を 繰り 返し ます . 


用 胃 岬 有朋 用 軸 II 用 II 有朋 四 胃 車軸 胃 四 前 導 利和 軸 胃 胃 前 軸 朋 間 首 軸 中 
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= 


例 


II 


LINE INPUT 


入出 力 ス テー トメ ント 


ライ ン ・ イ ンプ ッ ト :line input 


1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を 区 切る こと な く 文 字 変 数 に 入力 する 

LINE INPUT 〔" く プロ ンプ ト 文 ?" :] く 文字 変数 > 

・〈 く プロ ンプ ト 文 〉 は , 入力 デー タ を 受け る 前 に 画面 に 表示 され る 文字 列 で す . 
・[2] の 入力 まで に , キー ボー ド か ら 入 力 され た 文字 列 デー タ が 文字 変数 に 代入 され ます . 
な お , 文字 列 デー タ を 入力 せ ず [) だ け を 押し た 場合 , 文字 変数 は メル スト リン グ が 入力 さき 
れ た と みな され ます . 

・LINE INPUT 文 の 実行 は , 十 [C] , また は [ 敵 | に ょ っ て 中 断 す る こと が で きま 
す . その 場合 , コマ ンド レベ ル に 戻り "Ok" と 表示 し ます . 

LINE INPUT "Name ? ":NA$ 

・"Name?" を 表示 し , 文字 列 の 入力 を 待ち ます . 文字 列 が 入力 され る と , それ を NA$ に 代 
入 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 有用 征 胃 吊 軸 和 UIUUUUIUUUIUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUIM 


199 ' LINE INPUT サン フ * ル 
119 INPUT "文字 列 を INPUT し て くだ さい : ":As 

129 LINE INPUT "文字 列 を LINE INPUT し て くだ さい : ?2":Bs 
139 PRINT:PRINT "INPUT の 場合 : ",As 

149 PRINT "LINE INPUT の 場合 :",Bs 

159 END 


Yun 

文字 列 を INPUT し て くだ さい : ? ABCD,abcd,1234 回 
?Redo from start 

文字 列 を INPUT し て くだ さい : ? ABCD 回 

文字 列 を LINE INPUT し て くだ さい : ?ABCD,abcd,1234 加 


INPUT の 場合 : ABCD 
LINE INPUT の 場合 : ABCD, abcd , 1234 
Ok 


・INPUT 文 と LINE INPUT 文 で 文字 列 を 入力 し , 画面 に 出力 し ます . 

・110 行 で INPUT 文 , 120 行 で LINE INPUT 文 を 使っ て 文字 列 を 読み 込ん で , 130 行 と 140 行 
で 出力 し て いま す . 

・ 実 行 例 で は , INPUT 文 で 1 個 の 変数 を 指定 し て ある に も か か わら ず , 3 個 の デー タ が 入 
力 さ れ た た め , "?Redo from start" と いう メッ セー ジ を 表示 し て , も う 一 度 入力 を 促し て い 
ます . 


IIIHIHHIHIHHIIHIHHHHOOHIUHUUIUUUIIUIIIIUUIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIUUUIUIIUUIIIIIIUIUIUIIUUUUUUUUIUUUIUIUUUUDUUOUUUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIMI 


参照 : INPUT 
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LINE INPUT# 


書 式 


解 目 


例 


川 II 


入出 力 ス テー トメ ント 


ライ ン ・ イ ンプ ッ ト ・ シ ャ ー プ : line input # 


1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を 区 切る こと な く シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル か ら 文 字 変 数 に 代入 する 
LINE INPUT 尋 く フ ァイル 番号 〉 , く 文字 変数 〉 

・〈 フ ァイル 番号 > は OPEN 文 に よっ て 指定 し た ファ イル 番号 で す . 

・〈 文 字 変 数 > は , 行 全体 が 代入 され る 文字 変数 名 で す . 

・LINE INPUT 尋 文 は シー ケン シャ ルフ ァイル か ら CR コー ド ([ ツ | が 押さ れ た と き の ュ ユー ド ) ま 
で の , すべ て の 文字 を 区 切る こと な く 読 み 込 み ま す . 読み 込め る 文字 数 は 255 文 字 ま で で す . 
・LINE INPUT 婦 文 は し, デー タフ ァイル の それ ぞ れ の 行 が いく つか の 欄 に 分 割 さ れ て いる 
と き や , アス キー セー ブ さ れ た プロ グラ ム を デー タ と し て 読み 込む と き な ど に 有効 で す . 





LINE INPUT 尋 1 , T$ 
・ フ ァイル 番号 1 で オー プン し た ファ イル か ら 1 行 分 の デー タ を 読み 込み , 変数 T$ に 代入 
し ます . 


II 


プロ グラ ム 例 II 卓上 上 上 II 





199 ' LINE INPUT# サン ファ ル 

119 OPEN "2:data2" FOR INPUT AS #1 
129 IF EOF(1) THEN 169 

139 LINE INPUT #1.,A$S 

14 の PRINT AS$ 

159 GOTO 129 

169 CLOSE 

179 END 


run 

In Some CaSses,busineSs COmputerists become 
SO incensed as to wage a mental war with s- 
oftware,determined to succeed in spite of 
the documentation. ! Know of none busineSsS- 
man who actually refused to look at the d0o- 
cumentation that accompanies any software 
he acquires. when I asked him why,he smiled 
Slyly,"It's worthless." Now there is a man 
obsessed . 
Ok 


・ ド ライ ブ 2 人 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の "data2" と いう ファ イル の 内 容 を 表示 し 
ます . 

・130 行 の LINE INPUT 婦 文 で は , 変数 A$ に CR コード (|[] が 押さ れ た と き の ュ コー ド ) の 前 
まで の すべ て の 文字 列 が 入り ます . 


IIIIUIUUIIUIUIIHIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIUIUIUIUUUUIUIUIUOUUODIODIIODIIIOUIIU 


参照 : 


OPEN 


2ー グ 7 


























機能 
書 式 


解説] 


し 


II 


入出 力 ス テー トメ ント 


LINE INPUT WAIT 言 計 


ライ ン ・ イ ンプ ッ ト ・ ウ ェ イ ト :line input wait 


キー ボー ド か ら の 入力 を 時 間 制 限 し ます 
LINE INPUT WAIT < 待ち 時 間 〉 ,[" く プロ ンプ ト 文 〉" | B | く 文字 変数 > 


・LINE INPUT WAIT 文 は , 時 間 制 限 付 き の LINE INPUT 文 で す . 

・LINE INPUT 文 と INPUT WAIT 文 の 両方 の 機能 を 兼ね 備え て いま す . 詳し く は それ ぞ れ 
の 命令 を 参照 し て くだ さい . 

LINE INPUT WAIT 50,"NO=",NO$ 

・"NO=" を 表示 し て , 文字 列 の 入力 を 5 秒間 待ち ます . 文字 列 が 入力 され る と , それ を 変 
数 NO$ に 代入 し ます . 


プロ グラ ム 例 Il 員 UI 
199 ' LINE INPUT WAIT サン プル 

119 *ENTRY 

129 AS=" リ 

139 FOR Ii=1 TO 3 

1 4 の A$=A$+CHRS(INT(RND*26+65) ) 

159 NEXT I 


169 PRINT "問題 : "iAs 

179 LINE INPUT WAIT 69,B$:GOTO *ANSWwER 

189 PRINT:PRINT "時 間切 れ !!" 

199 GOTO *ENTRY 

299 *ANSwER 

219 IF AS=BS THEN PRINT " 正 朋 !":GOTO *ENTRY 
229 PRINT "まち が い !" 

239 GOTO *ENTRY 


run 
問題 : GHI 
GHI 
正解 ! 
問題 : NBU 
NBV 加 
まち が い ! 
問題 : MJZ 
時 間切 れい 


問題 : XSA 

Be in 179 

Ok 

・ タ イプ 練習 プロ グラ ム で す . 

・ 乱 数 に より , 問題 の 文字 を 3 文字 出力 し ます . 

・ 問 題 の 文字 と 同じ 文字 を 入力 し [| を 押す と , "正解 ! 「 と いう メッ セー ジ が 出力 され ます . 
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・ 入 力 待 ち 時 間 は 170 行 で 6 秒間 に 設定 され て いま す . 6 秒 以 内 に 入力 が され な い 場 合 , 
"時 間切 れ !!" の メッ セー ジ が 出力 され ます . 

・ 間 違っ た 入力 が され た 場合 に は , "まち が い ! "の メッ セー ジ が 出力 され ます . 

・170 行 で 6 秒 以 内 に 入力 され た 場合 に は , GOTO 氷 ANSWER により, 200 行 へ と び ま す . 

6 秒 以 内 に 入力 され な い 場 合 は , GOTO※ ANSWER は 無視 され ます . 


II 上 II 上 II 則 I 旧 IIIIII 上 峰 上 利 II 


参照 : LINE INPUT, INPUT WAIT 
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LIST/LLIST 


中 | 菩 
Ei 


由 


1 
誤 


例 


* 川 川 利 吊 和則 川 軸 


一 般 コ マン ド 


リス ト / エ ル ・ リ スト :list/lpt list 


プロ グラ ム の 内 容 を 出力 する 

⑪ LIST 〔 く 行 番号 > ゥ ][ 一 〔 く 行 番号 >]〕 

(2②) LLIST 〔 く 行 番号 >][ 一 〔 く 行 番号 >〕〕 

・ プ ログ ラム の 内 容 を 画面 に 表示 し た り , プリ ンタ に プリ ント アウ ト し ます . LIST コマ ン 
ド は 画面 に , LLIST コマ ンド は プリ ンタ に た 出力 し ます . 

・ パ ラメ ー タ を 省略 する と , プロ グラ ム の 全部 が 出力 され ます . 

・〈 行 番号 > を 1 つ だ け 指 定 す る と その 行 の み が 出 力 さ れ ま す . 

・ 2 つの く < 行 番号 > を ハイ フン (- ) で つない で 指定 する と , 指定 し た 範 胃 の プロ グラ ム が 出 
力 さ れ ま す . この と き , 最初 の く 行 番号 〉 を 省略 し た 場合 は , プロ グラ ム の 先頭 か ら ハ イフ ン 
に 続く く 行 番号 〉》 ま で が 出力 され ます . 後 の く < 行 番号 〉 を 省略 し た 場合 は , 指定 され た <〈 行 番号 〉 
か ら プ ログ ラム の 終わ り ま で が 出力 され ます . 

* バ 行 番号 〉 の 代わ り に , 現在 の 行 を 表す ピリ オド も 使用 で きま す . 

・LIST/LLIST ュ マン ド は , 実行 し 終わ る と コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 

LIST 一 190 

・ プ ログ ラム の 先頭 か ら 190 行 まで を 画面 に 表示 し ます . 


実 行 例 川 川 川上 川上 上 上 上 上 上 用 IIIIII 


1 の の ' LIST サン ファ ル 

11 の N=1 

12 の 9 ' スタ ー ト 

139 PRINT N 

14 の 9 N=N+1 

15 の IF N<19 の THEN 139 
169 END 


(4) 1ist 回 
199 ' LIST サン フル 
119 N=1 
129 ' スタ ー ト 
13@ PRINT N 
149 N=N+1 
159 IF N<1 の THEN 139 
169 END 
(b) 1ist 159 回 
159 IF N<1 の THEN 139 
Ok 
(c) 1igt 129@-159 加 
129 ' スタ ー ト 
139 PRINT N 
149 の N=N+1 
159 1F N<1 の THEN 139 
Ok 
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(d) 118t -149 回 
199 ' LIST サン ファル 

119 N=1 

129 ' スタ ー ト 

139 PRINT N 

149 N=N+1 

Ok 

1isgt 14 ぢ - 回 

149 N=N+1 

159 IF N<19 THEN 139 
169 END 

Ok 


ー ス へ 
4 り 
ュ ン 


プロ グラ ム を 全部 出力 し ます . 
150 行 だ け を 出力 し ます . 


6 
) 
) 120 行 か ら 150 行 まで を 出力 し ます . 
) 
) 


b 


ンー へ 


ンー へ 
〇 


プロ グラ ム の 先頭 か ら 140 行 まで を 出力 し ます . 
140 行 か ら プ ログ ラム の 終わ ちり ま で を 出力 し ます . 


0 


(e 


IIIIIIIIII 有 II 田 山 用 用 車田 軸 軸 軸 軸 軸 0 
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例 


川 II 


LUAD 


入出 力 コマ ンド 


ロー ド : load 


プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド す る 

LOAD < ファ イル ディ スク リプ タ >[ , R]〕 

・〈 フ ァイル ディ スク リプ タ 〉 で 指定 され た プロ グラ ム フ ァ イル を メモ リ 上 に ロー ド し ま 
す . この と き , 以前 え モ リ 上 に あっ た プロ グラ ム は 消さ れ , 変数 の 値 も 初期 化 さ れ ま す . ま 
た , 開い て いる ファ イル が あっ た 場合 は , すべ て 閉じ られ ます . 

・R オ プシ ョ ン を 付け る と , ファ イル を 開い た まま プロ グラ ム を ロー ド し , た だ ち に 実行 を 
開始 し ます . 

・LOAD コマ ンド は , 指定 され た ファ イル を 見 つけ て 実際 に プロ グラ ム の ロー ド を 開始 す 
る まで は , メモ リ 中 の プロ グラ ム を 保存 し ます . 

LOAD "2:demo" 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら , "demo" と いう ファ イル 名 の つい た プ 
ログ ラム を ロー ド し ます . 





ーー ーー 
実 人 行 例 II 出川 着 川 II 


(4) 1oad "2:test.n88" 回 
Ok 

(b) 1oad "2:test.n88"。r 回 
Ok 


・( は ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディ スク か ら , "test .n88" と いら ファ イル を 
ロー ド し ます . 


・(b) は , 現在 開い て いる ファ イル を 開い た まま で , ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー 
ディ スク か ら "test .n88" と いう ファ イル を ロー ド し て 実行 を 開始 し ます . 


HOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUIIUIIIUIIUIIIIIIIIUUIUUUUIIUIIUIUIIIIUUIIIIIUIIIIIIIUIUUUIIDDIIUIIIIUUDIIIIUIDIUUIOHIUIIIIOIIIIIIIUODIIII 和 UI 有朋 息 


参照 : 


SAVE, MERGE, RUN 
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LUAD? 


例 


入出 力 コ マン ド 


ロー ド ・ ク ェ ス チョ ン : load ? 


カセ ッ ト テ ー プ に 正しく プロ グラ ム が セー プ で きた か を 確認 する 

LOAD ? < ファ イル ディ スク リプ タ > 

・ こ の コマ ンド は , カセ ッ ト フ ァイル に 正しく セー ブ が 行わ れ た か を 確認 する 目的 で 用 い 
ます . 

s こ の コマ ンド は , カセ ッ ト フ ァイル に 対し て の み 有 効 で あり , 他 の 装置 上 の ファ イル が 指 
定 さ れ た 場合 に は , 通常 の LOAD コマ ンド と 同じ 動作 を し ます . 

・ こ の コマ ンド を 実行 し た 場合 , 比較 を 行う の み で 実際 の ロー ド 動 作 は 行わ れず , メモ リ 中 
の プロ グラ ム に 変化 は あり ませ ん . 

・ す べ て の 内 容 が 等 し けれ ば "Ok" と 表示 し , 異な れ ば "Bad" を 表示 し ます . 

LOAD? "CAS : TEST" 

*・ メ モリ 中 の プロ グラ ム と カセ ッ ト フ ァイル 上 の "TEST" と いう プロ グラ ム を 比較 し , 等 
し けれ ば "Ok" , 異な れ ば "Bad" を 表示 し ます . 


ンー 


ーーー っ 
II 実 行 例 IIHIIIIIUIUUIUIIUIIIUUUUUUIUUUUUIUUIUUUUUIUIIIIUIMIIIIIIIIIUUUIUUUUIIMUI 有 UL 有明 軸 胃 吊 軸 毅 仙 9 ) 6 | UIUUUUUUI 
wm 


カセ ッ ト テ ー プ ブ 
Save "testpr"( 央 

Ok 

1oad? "testpr" 連 

Ok 


* カ セッ ト フ ァイル に "testpr" を セー ブ し ます . 
・load? コ マン ド で "testpr" が 正しく セー ブ さ れ た か どう か を 確認 し ます . 
・ す べ て の 内 容 が 正しけれ ば "Ok" が 表示 され , 異な っ て いれ ば "Bad" を 表示 し ます . 


山肌 有朋 利 軸 有 用 山肌 IIUUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIUU 導 IOIUDOUIIIIIUUU 胃 中 | 
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機能 
書 式 
解説 


例 


川 川 川 則 中 


LUC 


入出 力 関数 


エル ・ オ ー・ シ ー : location counter of a file 


ファ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 返す 
LOC( く 〈 フ ァイル 番号 〉) 


・〈 フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル が ラン ダム ファ イル で あっ た 場合 に は , その ラン 
ダム ファ イル に 対し て 最後 に 読み 書き され た レコ ュー ド 番 号 (GET 文 , PUT 文 で 指定 し た 番 
号 ) を 返し ます . 

・〈 フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル が シー ケン シャ ルフ ァイル で あっ た 場合 に は , そ 
の ファ イル が オー プン され て か ら , 読み 書き され た レ ュ ー ド 数 を 返し ます . ここ で 言う レ 
ュー ド 数 と は , セク タ 数 を さ し ま す . 

・ 指 定 さ れ た ファ イル が RS-232C コ ミュ ニケ ーション ファ イル で あっ た 場合 に は , LOC 関 
数 は 割り 込み に よっ て 受け 付け られ て , 入力 ベッ ファ 中 に た まっ て いる バイ ト 数 を 返し ま 
す . 

・ 指 定 さ れ た ファ イル が キー ボー ド フ ァイル で あっ た 場合 に は , LOC 関 数 は キー ボー ド か 
ら の 割り 込み に よっ て 受け 付け られ て , キー ボー ド バ ベッ ファ に た まっ て いる 文字 数 を 返し 
ます . 


LOC(2) 返さ れる 値 う (ファ イル 番号 2 で オー プン され た ファ イル の 現在 位置 ) 


1 II 


HH J 
プロ グラ ム 例 員 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIOO EE の 





ディ スク 


199 ' LOC サン フル 

119 OPEN "2:data6" AS #1 

129 FIELD #1,29 AS A$S,8 AS B$ 

139 INPUT "名 前 ":NA$:INPUT "給与 ":KY# 

149 LSET A$=NAS:RSET B$=MKD$(KY#)・PUT #1 

159 PRINT NA$:" さん の デー タ は "ij:LOC(1):" 番 で す 。" 
169 INPUT "続け ます か <〈y/n)":CsS 

179 IF C$="y" THEN PRINT:GOTO 139 

189 IF C$<>"n" THEN 16 の 9 ELSE CLOSE:END 


rui 図 

名 前 ? 寺田 回 

給 与 ? 159 の 99 回 

寺田 さん の デー タ は 1 番 で す 。 

続け ます か (〈y/n)? nm 回 

Ok 

・ ラ ンダ ム フ ァ イル を 作成 し な が ら , 登録 し た レ ュ ー ド 番号 を 出力 し ます . 

・140 行 で 書き 込ま れ た レコ ュー ド 番 号 を 150 行 で 出力 し て いま す . この 場合 , 110 行 で ファ イ 
ル 番 号 1] で オー プン し て いる の で , LOC 関 数 の 引数 は 1 に な り ま す . 


山肌 IIIIIIUIIIHIIIIUIIIIIIUIIUIIIIUUIUIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIUUUIUIIIUHUUUUUUUUUUUUUUUUIUIUUUUUUUUIMUIUUIU 軸 | 


参照 : 


OPEN, PRINT 尋 , PUT, WRITE 
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LUCATE 


機能 
書 式 
解 i 


例 


IMUU 皿 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


ロケ ー ト : locate 


カー ソル 位置 を 移動 させ る 
LOCATE 〔 く X>] [, く Y〉>] [ , く カー ソル スイ ッ チ >〕 
・ カ ー ソ ル 位 置 を テキ スト 画面 の キャ ラク タ 座 標 X), 〈Y) へ 移動 し ます . 
・〈) は 水平 座標 を 表し , 省略 し た 場合 は 0 と みな され ます . 〈Y) は 垂直 座標 を 表し , 省略 し 
た 場合 は 現在 カー ソル が 設定 され て いる 行 と みな され ます . 
・〈), (Y) は , テキ スト 画面 左上 を (0, 0) と する キャ ラク タ 座 標 に よっ て 指定 し ます . これ 
ら の 値 を と る 範囲 は , WIDTH 文 で 指定 され た く 〈 桁 数 〉 と く 行 数 > に よっ て 決ま り ま す . 
() ニ 0 一 《 く 桁 数 >ー 1 ) 
(Y)= 0 一 《 行 数 >ー 1 ) 


< < カー ソル スイ ッ チ 〉 は カー ソル 状態 を 決め る スイ ッ チ で , 1 で 表示 され 0 で 表示 され な 
く な り ま す . キー ボー ド か ら 入 力 待ち の 場合 に だ け , < カー ソル スイ ッ チ >〉 が 有効 と な り ま 
時 

LOCATE 0,10 

・ キ ャ ラク タ 座 標 (0 , 10) に カー ソル を 移動 させ ます . 

LOCATE 0,0,0 

・ 画 面 克 上 に カー ソル を 移動 させ , さら に カー ソル を 消し ます . 


プロ グラ ム 例 II 


・ こ の プロ グラ ム は , Na 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラ メー タ を 0 , 1 , 2 の いずれ か に する ) で 実行 し て くだ さい . 


199 ' LOCATE サン アル 

119 CONSOLE の ,25,. の 9,1:wIDTH 8 の ,25:CLS 
12 の 9 INPUT "yiX,Y 

13 の 9 LOCATE X,Y:PRINT "LOCATE" 

14 の 9 GOTO 129 


・ テ キス ト 画 面 の 座標 Cx, y) を 読み 込ん で , その 仁 置 に "LOCATE" を 出力 し ます . 
・130 行 で , x お よび y で 指定 され た 位置 に カー ソル を 移動 させ て "LOCATE" を 出力 し て い 
ます . 


IIUIUUUUUIUUUIUUUUIUUIIIUIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIMIIIIIIIIIIIIUIUIIHIHIIHIHIHHIHIIIHHHIHIHHIHHHH 


・ WIDTH 
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入出 力 関数 























LUF 


機能 ファ イル の 大 き さ を 返す 


書 式 LOF( く ファ イル 番号 >) 

解 説 ・〈 フ ァイル 番号 > に より 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル の 場合 に は , LOF 関数 は 
その ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 返し ます . ファ イル が ラン ダム ファ イル の 場合 に は , 
ファ イル に 書き 込む と き , PUT 文 で 指定 し た 最大 の レ ュ ー ド 番号 に 相当 し ます . 
・ 指 定 さ れ た ファ イル が RS-232C コ ミュ ニケ ーション ファ イル の 場合 に は , LOF 関 数 は 


バッ ファ の 残り の バイト 数 を 返し ます . 


例 LOF(2) (ファ イル 番号 2 で オー プン し た ファ イル の 大 き さ ) 


II プロ グラ ム 例 川上 山上 III 





エル ・ オ ー・ エ フ :length of a file 






| IMIUIUIIIIIIIIIIHIIHHI 


ディ スク 


199 ' LOF サン フル 

119 OPEN "2:data7" FOR OUTPUT AS #1 

129 PRINT #1,123 

139 の CLOSE #1 

149 OPEN "2:data7" FOR INPUT AS #1 

159 OPEN "2:data8" AS #2 

16 の 9 FIELD #2,128 AS A$S,128 AS B$ 

179 PRINT "data7 の セク タ 数 は "iLOF(1):" で す 。" 
189 PRINT "data8 の レコ ー ド 数 は ":LOF(2):" で す 。" 
199 CLOSE #]1 ,#2 


299 END 

run[ 央 

data7 の セク タ 数 は 1 で す 。 
data8 の レコ ー ド 数 は 2 で す 。 


Ok 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に "data7" と "data8" と いう ファ イル を 作 
り , その 大 き さ を 表示 し ます . 

・"data7" で は 120 行 で 123 と いう デー タ を 書き 込ん で いる た め , セク タ 数 が 1 に な り ま す 
が , "data8" で は デー タ を 書き 込ん で いな いた め レ コー ド 数 は 0 に な り ま す . 


UIDIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 有 II 有 II 胃 田 有田 軸 軸 加 回 加山 III 
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LUG 


機 


解 


例 


数 値 関数 


ログ : logarithm 


自然 対数 を 返す 

LOG( く 数 式 〉) 

・<〈 数 式 > に よっ て 与え られ た 値 の 自然 対数 (e= ニ 2.71828 を 底 と し た 対数 ) を 返し ます . 

・<〈 数 式 > に は 正 の 数 を 指定 し ます . 

・〈 数 式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精 度 の 値 を 返し ます が , その 他 の 場合 に は 単 精 
度 の 値 を 返し ます . 





LOG(100) 4.60517 
LOG(1) 。 医 ぉ れ s 値 う 0 
LOG( 一 5) 返さ れる 値 "egal function call "エラ ー 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIHI プ 口 グラ ム 例 出山 IIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 則 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIUUIIUUIIUUU 


199 ' LOG サン フル 

119 INPUT X 

129 A=LOG(1 の ) 

139 B=LOG(X) 

149 PRINT "log19("iXi")="jB/A 
15 の END 


run 科 

? 199 

1og19( 199 )= 2 

Ok 

Yun 図 

? .12345 攻 

log19 の ( .12345 )=-.998599 
Ok 


・ 自 然 対数 を 用 いて 常用 対数 を 計算 し ます . 
sx が 与え られ た と き の logiX は , 


logi(X) 三 log(X)/log。(10) 


で 与え られ ます . 


Tl 有 用 融 ll 田 回 田 ll 
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書 式 


例 


II プロ グラ ム 例 II 上 


LPOS 





入出 力 関数 


現在 の プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 を 返す 

LPOS( く < 式 〉) 

・ 現 在 , プリ ンタ の ヘッ ド が どの 位置 に ある か を 桁 数 で 返し ます . 
・〈 式 > の 値 は 意味 を 持た ず , 通常 は 0 を 指定 し ます . 


LPOS(0) (プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 








ここ MMuuuu 


199 ' LPOS サン フ " ル 

119 FOR I= の TO 29 

129 IF LPOS( の @) >=4 の 9 THEN LPRINT 
139 LPRINT SQR(I), 

149 NEXT Ii 

15 の END 


run[ 連 
Ok 





} 。 
2 。 
2 。 
3. 
す 3. 
4 

4 


・0 か ら 20 ま で の 平方 根 を , プリ ンタ に 出力 し ます . 
・120 行 で プリ ンタ の ヘッ ド が 40 桁 目 を 超え た 場合 は , 改行 する よう に し ます . 


IIIMIIUIIUUIIIIIIIUUUIIIIUIUIIUIHIUIUIUIIUUUUUIUUUIIIIIIIIIIIIIIUIIUIIUUIIIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIUUUUUUUUUUUIUIUIUDIIIIIIUOUIIUIIIUUIIOIUI 


注意 : ・LPOS 関 数 の 値 は BASIC が 管理 し て いる 値 で , プリ ンタ に よっ て は 実際 の ヘッ ド 位 置 と 


この 位置 と が 異な る 場合 が あり ます . 


参照 : POS 
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書 式 


例 


IIIHHIIIIIIIIIIIIIIIIHII プロ グラ ム 例 II 上 上 上 II に 敗 川上 II 


LSE T/HSE T 


入出 力 ス テー トメ ント 


エル ・ セ ッ ト / ア ー ル ・ セ ッ ト :left set/right set 


ファ イル バッ ファ ヘ へ デー タ を 書き 込む 

LSET < 文字 型 変 数 〉 ニ く 文 字 列 〉 

RSET 文字 型 変数 > ニ く 文字 列 〉 

・FIELD 文 で 定義 し た 文字 型 変数 に 該当 する ファ イル バッ ファ 領域 に .。 デー タ を 格納 し ま 
中 。 

・ 格 納 す る デー タ は 文字 型 デ ー タ で す . 数 値 デ ー タ は MKI$, MKS$, MKD$ 関数 の いずれ か 
(に より 文字 型 デ ー タ に 変換 し て か ら 格 納 し ます . 

・ く 文字 列 > の 長 さ が, FIELD 文 で 割り 当て られ た 長 さ より 短い 場合 , LSET 文 で は 左 詰め , 
RSET 文 で は 右 詰め で フィ ー ル ド を 満た し , 余っ た 部 分 に は 空白 (CHR$(&H20)) が 代入 さき 
れ ま す . また < 文字 列 め > か フィ ー ル ド よ り 長 い 場 合 は , LSET 文 , RSET 文 と も 右側 の 部 分 が 
無視 され ます . 

・MKI$, MKS$, MKD$ 関数 に よっ て 返さ れ た く 文字 列 〉 の 長 さ が , FIELD 文 で 定義 され た 文 
字 型 変数 の 長 さ より 短い 場合 は , LSET 文 を 使い ます . 

・ く 文字 型 変数 y は , FIELD 文 で あら か じ め 定 義 S さ れ て いな けれ ば な り ま せん . 定義 され て 
いな い 変 数 を 用 いる と エラ ー と な り ま す . 

LSET A$ 三 "BASIC " 

・FIELD 文 で ファ イル バッ ファ に 割り 当て られ た 文字 型 変数 A$ の 領域 に , "BASIC" と い 
うら デー タ を 左 詰め で 書き 込み ます . 


IM 





199 ' LSET/RSET サン フル 
119 OPEN "LRdata" AS #1 
12 の 9 FIELD #1,1 の 9 AS AS,1 の AS BS$ 
139 INPUT CS 

14 の LSET A$=C$ 

159 RSET B$=C$ 

16 の 9 PUT #1 ,1 

17 の 9 GET #1.,1 

189 PRINT A$:PRINT BS 
199 CLOSE 

299 END 











run 
? ABC 回 
ABC 





ABC 
Ok 


・ 文 字 列 を 読み 込み , それ を 左 詰め と 右 詰め で 書き 込み ます . 
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・140 行 で 左 詰め , 150 行 で 右 詰め で 読み 込ん だ デー タ を 格納 し て いま す . 
川 IIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIHIIIUIUIIIIIIIHIIIIIIIIUIIHIIUIIIIIIIIIIIIHIIHIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIII 


参照 : FIELD, PUT 
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MAP 


例 


グラ フィ ッ ク 関 数 


マッ プ : map 


スク リー ン 座 標 , ワー ルド 座標 の 相互 変換 を 行う 
MAP(< 数 式 1 〉 , 〈 機 能 〉) 
・<〈 数 式 > で 指定 され る スク リー ン 座 標 あ あい は ワー ルド 座標 を , 〈 機 能 > の 指定 に 従い 対応 
する ワー ルド 座標 , ある い は スク リー ン 座 標 に 変換 し ます . 
・〈 機 能 〉 は 変換 の 種類 を 指定 し, 0 か ら 3 まで の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の 意味 を 持ち ます . 
0 : < 数 式 > を ワー ルド 座標 系 に お ける x 座 標 と みな し , これ を 対応 する スク リー ン 
座標 系 で の x 座標 に 変換 し ます . (Wx 一 Sx) 
1 : < 数 式 > を ワー ルド 座標 系 に お ける yr 座標 と みな し , これ を 対応 する スク リー ン 
座標 系 で の 座標 に 変換 し ます . (Wy つ Sy) 
2 : < 数 式 > を スク リー ン 座 標 系 に お ける x 座 標 と みな し , これ を 対応 する ワー ルド 
座標 系 で の x 座標 に 変換 し ます . (Sx 一 Wx) 
3 : < 数 式 > を スク リー ン 座 標 系 に お ける y 座 標 と みな し , これ を 対応 する ワー ルド 
座標 系 で の 座標 に 変換 し ます . (SyーWy) 


MAP(100 , 1) (スク リー ン 座 標 系 の Y 座 標 


・ ワ ー ル ド 座 標 系 の Y 座 標 100 を , スク リー ン 座 標 系 の Y 座 標 に 変換 し ます . 


II プロ グラ 人 バ 例 上 II 上 


1 の 9 の ! MAP サン フ * ル 


11 の 9 SCREEN の , の 


129 WINDOWw(-19 の ,-19 の の )-(199,19 の の ) 

13 の X=25:Y=79 の 

149 FOR 1= の TO 3 STEP 2 

159 M=MAP(X,I):PRINT "map("ii" "03 Ti 7 の)=" サ iM 

16 の M=MAP(Y,1+1):PRINT "map("2 Yi の 2 エ ォ 117)= リ "5 


179 NEXT I 

189 END 

run 加 

map( 25 , の )=.399 
map( 7 の 9 , 1 )= 169 
map( 25 , 2 )=-92.1753 
map( 7 の , 3 )=-29.6482 
Ok 


・ 座 標 25, Y 座 標 70 を ワー ルド 座標 系 の XX 座 標 と Y 座 標 , スク リー ン 座 標 系 の 座標 と Y 
座標 に 変換 し た 値 を 出力 し ます . 
・120 行 で ウィ ンド ウ を (一 100, 一 100) か ら (100, 100) に 設定 し ます . 
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・140 行 か ら 170 行 で ワー ルド 座標 系 , お よび スク リー ン 座 標 系 の 値 に 計算 し ます . 
IIHIIIIIHIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIINIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIII 


注意 : ・MAP 関 数 は 変換 の 結果 が スク リー ン 座 標 系 ., ある い は ワー ルド 座標 系 か ら 外 れ て も エ 
ラー に な ら な い の で 注意 し て くだ さい . 
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書 式 


解 


例 


ノー に よ 
II 実 人 行 例 II 上 卓上 目 川上 上 川 川 1 


MERHGE 


入出 力 コ マン ド 


og 











メモ リ 上 に ある プロ グラ ム に , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の プロ グラ ム を 結合 する 

MERGE < く フ ァイル ディ スク リプ タッ > 

・ メ モリ 上 の プロ グラ ム に , 〈 フ ァイル ディ スク リプ タ 〉 で 指定 し た プロ グラ ム を メモ リ 上 
で 結合 し ます . 

・ 指 定 す る プロ グラ ム フ ァ イル は , 前 も っ て アス キー セー ブ し た も の で な けれ ば な り ま せ 
ん . 

*・ フ ァイル 中 の プロ グラ ム と , メモ リ 上 の プロ グラ ム に 同一 行 番号 が あっ た 場合 に は , メモ 
リ 上 の 行 は ファ イル の 中 の 行 に 置き 換わり ます . 

・MERGE コマ ンド は , 実行 を 終了 する と 必ず コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 

MERGE "2:result .asc" 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる "result . asc" と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム フ ァ イル を , メモ 
リ 上 に ある プロ グラ ム に 結合 し ます . 





: 軒 UIUUUUUUUUUUI 


ディ スク 





merge "2:test3.n88" 回 
Ok 


・ 現 在 , ス メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ヒ , アス 
キー セー ブ さ れ て いる "test3 .n88" と いう プロ グラ ム を 結合 し ます . 


HH 上 II 上 上 上 上 上 II 上 


参照 : LOAD, SAVE 
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MIDS 


例 


文字 ステ ー ト メン ト 


ミッ ド ・ ダ ラー : middle $ 


文字 列 の 一 部 を 指定 され た 文字 列 で 置き 換え る 
MID$( く 文字 変数 > , < 式 1〉[ ,〈 式 2 >〕) 三 < 文字 列 〉 
・〈 文 字 変 数 > の 〈 式 1 > ベイ ト 目 の 位置 か ら 〈 式 2 > バイ ト の 文字 を , 〈 文 字 列 > の 最初 か ら 
< 式 2 > バイ ト の 文字 列 で 置き 換え ます . 
・〈 式 1 > の 値 は 0 より 大 きぐ , < 文字 変数 > の 長 さ 以下 で な けれ ば な り ま せん . 
・〈 式 2 > が 省略 され た 場合 , < 式 2 > の 値 を 文字 列 〉 の バイト 数 より 多く 指定 し た 場合 , 
〈 式 2 > の 値 が 〈 式 1 > 番目 か ら 右 の バイ ト 数 (残り の バイト 数 ) よ り 大 きい 場合 , < 式 2 > の 値 
は く 文 字 変数 > の 長 さ ) 一 (<〈 式 1〉ー 1 ) と みな され ます . 
・〈 文 字 変数 > こ ヌ ルス トリ ング を 指定 する こと は で きま せん . 
・Ng:- 日 本 語 BASIC で は , < 文字 変数 > や く 文 字 列 〉 に 全角 文字 を 含む こと が で きま す . 全角 
文字 1 文字 は 2 ベイ ト 分 に な り ま す の で , 〈 式 1 > お よび <〈 式 2 > の 指定 の 仕方 に は 注意 が 必 
要 で す . た と えば , "最大 値 " の "大 "を " 小 " に 置き 換え る 場合 , 

A$ 三 "最大 値 " 

MID$(A$,2,1)=" 小 " 


と する の で は な く 
MID$(A$ , 3 ,2) ニ " 小 " 
(SI ま di 


A$ 三 "ABCDEF “" 
MID$(A$,4,.3) 三 "XYZ" 
・ 変 数 A5 の 4 ベイト 目 か ら 3 バ イト ("DEF") を "XYZ" に 置き 換え ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUUIIIIIIUODIUIUIUIUIIUUUIUIIIIIIIIUDODDUDHBIIIUIOIIIIMUI 


199 ' MIDS サン フ * ル 

119 DATA 私 の 名 前 は 、 で す 。 
129 DATA 佐 膝 , 高 構 , 小 早川 , か お る 
139 READ AS 

149 FOR 1=1 TO 4 

159 READ NAS:MIDS(AS,13)=NAS 
169 PRINT As 

179 NEXT 

189 END 


runa 
私 の 名 前 は 、 佐 藤 で す 。 
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私 の 名 前 は 、 高 頂 で す 。 
私 の 名 前 は 、 小 早川 で す 。 
私 の 名 前 は 、 か お る で す 。 
Ok 


・120 行 に 用 意 し て ある 名 前 を 読み 込ん で , "私 の 名 前 は , …… で す 。" と いう 文 を 出力 する プ 
ログ ラム で す . 
・150 行 の MID$ 文 で 変数 A$ の 13 バ イト 目 の 文 字 以 降 , つ まり "FE EE EE で す 。" を 変 
数 NA$ に 読み 込ん だ 文字 列 で , 必要 な ベイ ト 数 だ け 置 き 換 えて いま す . 
川 III 上 風 I 山 川上 上 風 山上 上 
注意 : ・〈 文 字 変数 > お よび < 文字 列 〉 に 全角 文字 を 指定 し た 場合 , < 式 1〉, <〈 式 2 > の 指定 の 仕方 に 
よっ て は , MID$ 文 は 思わ ぬ 文 字 列 に 置き 換え て し まう こと が あり ます . 
参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 8 章 「 日 本 語 処理 」 
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例 


MID$ 


ミッ ド ・ ダ ラー : middle $ 


文字 列 の 指定 され た 位置 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 返す 
MID$( く 文字 列 > , < 式 1>〔,〈 式 2>]) 


・< 文 字 列 > の 〈 式 1 > バイ ト 目 か ら <〈 式 2> バ イト の 文字 列 を 取り 出し , 値 と し て 返し ます . 
・< 式 1> は 1 て 255, 〈 式 2 > は 0 て 255 の 範囲 の バイ ト 数 で 何 バ イト 目 か の 値 を と り ま す . 
・〈 式 2 > を 省略 し た と き , また は <〈 式 2 > が 〈 式 1> バ イト 目 か ら 右 の バイ ト 数 (つま り , 残り 
の バイ ト 数 ) よ り 大 きく な っ た と き , 〈 式 1〉 バ イト 目 よ り 右 の 文字 列 全部 が 結果 と し て 返さ 
れ ま す . 
・< 式 2 > が 0 の と き , また は く 文 字 列 > 全体 の バイ ト 数 が 〈 式 1 > より 小さ い 場 合 , MID$ 関数 
は ヌル スト リン グ を 返し ます . 
・Ng: 日 本 語 BASIC で は , 〈 文 字 列 > に 全角 文字 を 指定 する こと が で きま す . 全角 文字 1 文字 
は 2 バイ ト 分 に な り ま す の で , 〈 式 1〉 お よび 〈 式 2 > の 指定 に は 注意 が 必要 で す . た と えば , 
"日 本 語 " の "本 "を 取り 出す 場合 , 

MID$(" 日 本 語 ", 2, 1) 


と する の で は な く 
MID$C' 日 本 語 ", 3, 2) 


の よう に し ます . 


MID$(TIME$ , 4 , 2) ②) 


・TIME$ 変 数 の 4 ベイ ト 目 か ら 2 ベ イト の 文字 列 ( 三 分 ) を 返し ます . 


川 III プロ グラ ム 化 IIIIIIIIUIIIIUIIIIIIIIIUIIUIUUIIIIUIIIUIIUUUUIIIUIUIIIIUIIIIIIIIIIIUUIIOUIIUIIIIIUUUOUUUOUUUUUUUUMU 


19 の 9 ' MID$ サン フル 

119 WIDTH 4 の 9,25:CLS 

129 A$="NEC Computer"+STRING$(19," ") 
13 の 9 LOCATE 9,1 の 9:GOSUB 199 
149 PRINT AS 

159 B$=LEFTS(A$,1 ) 

169 A$=MID$S(A$,2)+B$ 

17 の 9 GOTO 139 

189 の ' wait routine 

19 の FOR 1I=1 TO 1 の 9 の :NEXT 
29 の RETURN 
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・"NEC Computer" と いう 文字 を 次 々 MM 和夫 
・ こ の ブログ ラム で は , "NECEIComputerFEEEEEEI "と いう 文字 列 を 同じ 場 
所 で 左 に 回 転 き せな が ら 表 示し , 錠 和 GUN が E 旧 NSR 
・150 行 と 160 行 で A$ に 入っ て いる 文字 列 を 左 に 回 転 さ きせ ます . た と えば , A$ に "NEC: 





Computer に し し が 入っ て いた と き は , "ECIComputer すす 
.N" と な り ま す . 

・190 行 以降 の サブ ルー チン で 少し WAIT を か け て , 文字 の 流れ が 見 える よう に し て いま 

す . 


II 上 則 山 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIII 


注意 ・< 文 字 列 〉 に 全角 文字 を 指定 し た 場合 , < 式 1> お よび <〈 式 2 > の 指定 の 仕方 に よっ て は 全角 
文字 を 2 分 し て し まい , MID$ 関数 は 思わ ぬ 文 字 列 を 返す こと が あり ます . 
参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 8 章 「 日 本 語 処理 」 
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MKIS/MKS$/MKDS 舎 


書 式 


解 説 


例 


II プロ グラ ム 例 II 上 1 


エム ・ ケ ー・ ア イ ・ ダ ラー : make integer $ 
エム ・ ケ ー・ エ ス ・ ダ ラー : make single $ 
ム ・ ケ ー・ デ ィ ・ ダ ラー : make double $ 


数 値 を 文字 コー ド に 変換 し て 返す 


MKI$( く 整数 表記 > ) 
MKS$(〈 単 精度 表記 >) 
MKD$( く 倍 精度 表記 > ) 
・ こ れ ら の 関数 は , 数 値 を シラ ンダ ム フ ァ イル バッ ファ に 対し て LSET/RSET 文 で 書き 込む 
際 に 使用 し ます 
・ 数 値 か ら 文字 列 へ の 変換 は , 数 値 が 持つ 内 部 表現 (2 進数 表現 ) の 値 を その まま それ に 対 
応 する 文字 コー ド に する こと こと に よっ て 行わ れ ま す . この 逆 の 動作 を する 関数 と し て , 
CVI/CVS/CVD 関 数 が 用 意 さ れ て いま す . 
・ 各 関数 の 機能 は 次 の と お り で す . 
MKI$ 一 整数 値 を 2 文字 ( 2 ベイト) の 文字 列 に 変換 し ます . 
MKS$ 一 単 精度 数 値 を 4 文字 (4 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 し ます . 
MKD$ 一 倍 精 度数 値 を 8 文字 (8 バイト) の 文字 列 に 変換 し ます . 


MKI$(16961 ) _ AB" 


・ 整 数 値 16961( 内 部 表現 4241H) を , 2 ベイ ト の 文字 コー ド "AB" に 変換 し ます . 


軒 山 山川 吊 





199 ' MKI$/MKS$/MKD$ サン フル 

119 OPEN "2:rdata" AS #1 

129 FIELD #1,2 AS D1$,4 AS D2$,8 AS D3$ 
139  A ダ =123:B=8534.13:C#=3.14159265358979# 
149 LSET D1$=MKI$S(A) 

159 LSET D2$=MKSS(B) 

16 の 9 LSET D3$=MKD$(C#) 

179 PUT #1,1 

18 の 9 CLOSE 

199 END 


・130 行 に ある デー タ を , "rdata" と いう ラン ダム ファ イル に 書き 込み ます . 
・140 行 か ら 160 行 で 整数 型 を 2 バイ ト の 文字 列 , 単 精度 実数 型 を 4 ベイ ト の 文字 列 , 倍 精度 
実数 型 を 8 ベイ ト の 文字 列 に 型 変換 を し て いま す . 


IIIIIIUIIIIIIIIIINIUIIIIIIIIIIIII ブ II 上 Ii 卓上 II 上 用 上 II 


参照 : CVI/CVS/CVD 
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特殊 コマ ンド 




















MOUN 


機械 語 モ ニタ に 制御 を 移す 
書 式 MON 








モニ タ : monitor 


s・ BASIC モー ド か ら と 機械 語 モ ニタ に 制御 を 移す た め の コ マン ド で す . 
・ 機 械 語 モ ニタ が コマ ンド レベ ル に 入る と , "h]" と いう プロ ンプ ト を 表示 し , コマ ンド 待 
ちの 状態 に な り ま す . 
・ | + [B] で BASIC モ ー ド に 戻り ます . 
・ 機 械 語 モ ニタ の 使い 方 に つい て は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 21 章 「 機 械 語 モ ニタ ] を 
参照 し て くだ さい . 

例 MON 

・ 機 械 語 モ ニタ に 制御 を 移し ます . 


ラー 
II 実 行 WW 


MON 


h] 固 + 回 

Ok 

・BASIC モ ー ド か ら と 機械 語 モ ニタ に 制御 を 移し ます . "h]" が 表示 され た あと 賠 十 1B」 
を 押し て , BASIC の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 


HUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIIUIIIIIUIIIIUUIUUUUUIUIUUUUIIIUIIIUIUIIUIIUIIUIUIUIUUUUUUUUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIUMIIIII 有 利和 軸 胃 軸 般 IL 策 和 IM 明 明 目 皿 


注意 : ・N。:- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で こと の コマ ンド を 実行 する と , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク 
タモ ー ド に 切り 替わっ て か ら (SCREEN 0 が 自動 的 に 実行 され て か ら ), モニ タ に 制御 が 移 
され ます . この 場合 , モニ タモ ー ド か ら BASIC モ ー ド に 戻っ て も グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ 
モー ド の まま と な り ま す . 


参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 21 章 「 機 械 語 モ ニタ 」 
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MUTUR 


中 
由 


1 
誤 


入出 力 コ マン ド 


モー タ : motor 


カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の モー タ を 制御 する 

MOTOR 〔〈 ス イッチ >〕 

・〈 ス イッ チ 〉> を 0 に すれ ば モー タ は OFF に , 0 以外 の 値 に すれ ば ON の 状態 に な り ま す . 

・〈 ス イッ チ > を 省略 し た 場合 , モー タ が OFF の 状態 な ら ON に , ON の 状態 な ら OFF に な 
り ま す . 

MOTOR 1 

*・ カ セッ ト テ ー プ レコ ュ コーダ の モー タ を ON に し ます . 


II プロ グ ラム 例 II 上 卓上 II 
ASSS 


カセ ッ ト テ ー プ 


199 の ' MOTOR サン フル 
119 MOTOR 1 

129 PRINT "テー プ を セッ ト し て 、 巻 きる も ど し て 下さ い 。" 
139 INPUT "よろ し いで すか (〈y/n) ":AS 

149 IF LEFT$(AS,1)<>"y" THEN END 

159 PRINT:MOTOR 9 の 

169 PRINT "< PLAY > ボタ ン を 、 押 し て 下さ い 。" 

179 INPUT "よろ し いで すか (〈y/n) ":AS 

189 IF LEFTS(AS,1)<>"y" THEN END 


199 MOTOR 

299 END 

run[ 剛 

テー プ を セッ ト し て 、 巻 きも ど し て 下さ い 。 
よろ し いで すか (<y/n) ? y 回 


く PLAY > ボタ ン を 、 押 し て 下さ い 。 

よろ し いで すか 〈y/n) ? 

Ok 

・110 行 で カセ ッ ト テ ー プ レコ ュー ダ の モー タ を ON の 状態 に し て , カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻 
すこ と が で きる よう に し ます . 130 行 で "y" を 読み 込ん だ 場合 , カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト さ 
れ , 巻き 戻さ れ た と 判断 し て ひと まず モー タ を OFF に し て お きま す . 次 に , 170 行 で "y" を 
読み 込ん だ 場合 ,」 PLAY ボタ ン が 押さ れ て いる と 判断 し て モー タ を ON に し ます . 


II 上 目 着 胃 四 軸 軸 軸 間 軸 軸 間 軸 昌 上 四則 上 四 四 間 胃 四 軸 間 則 軸 間 軸 軸 着 軸 四 間 着 胃 回 因 上 目 山 胃 胃 四 胃 軸 貞 軸 吊 胃 軸 軸 吊 軸 軸 軸 胃 胃 軸 II 


注意 : カセ ッ ト イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-21) が 必要 で す . 
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機能 
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解 i 


IOUUUUUOUDUUUMUI プ 口 グラ ム 例 川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUII 


NAME 


























フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の ファ イル の 名 前 を 変え る 

NAME 〈 旧 ファ イル 名 >〉 AS < 新 フ ァイル 名 > 

・〈 旧 ファ イル 名 〉 で 表 さ れ て いる フロ ッッ ピー ディスク 上 の ファ イル を < く 新 ファ イル 名 〉 に 変 
更 し ます . 

・ ド ライ ブ の 指定 は , ファ イル ディ スク リプ タ 中 に ドラ イブ 番号 を 含め る こと に よっ て 行 
いま す . ドラ イブ 番号 を 省略 し た 場合 , ドラ イブ 1 が 指定 され た と みな され ます . 

* く 旧 フ ァイル 名 〉 と く < 新 ファ イル 名 > の ドラ イブ 番号 が 違う 場合 , ファ イル 名 の 変更 は 行わ 
れ ま せん . 

・NAME コ マン ド に より ファ イル 名 の 変更 を 行う と き , その ファ イル は 閉じ られ た 状態 で 
な けれ ば な り ま せん . 

NAME " sumple " AS " sample " 

・ ド ライ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の "sumple" と いう ファ イル 名 を , 


"sample" に 変え ます . 


IDIUOU 





ディ スク 


199 ' NAME サン フ " ル 

11 の 9 OPEN "2:oldtest" FOR OUTPUT AS #1 
129 FOR J=1 TO 19 

139 PRINT #1 ,J 

149 NEXT J 

15 の CLOSE 

169 FILES 2:PRINT 


17 の NAME "2:oldtest" AS "2:newtest" 
18 の FILES 2 
19 の 9 END 


ruR 

COp ア 1 data1 1 data2 1 rdata1 1 rdata2 1 
data4 1 addres Ss 1 Ldata 1 data6 1 data7 1 
rdata3 1 rdata4 1 fdata 1 oldtes t 1 

COPy 1 data1 1 data2 1 rdata1 1 rdata2 1 
data4 1 addres S 1 Ldata 1 data6 1 data7 1 
rdata3 1 rdata4 1 fdata 1 newtes t 1 

Ok 


・ ド ライ ブ 2 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に "oldtest" と いう ファ イル を 作成 し , "newtest" と い 
う フ ァイル 名 に 変更 し ます . 


UIUIUIIUUUIDODIIIUIIIIIIMIIIUIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIUIIIUIUIUUUUIUIUIIIUUIUUUUUUMUIMI 車 


参照 : KILL 
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例 


II 


NEW 


一 般 コ マン ド 


ニュ ー : neW 


メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を 消去 する 

NEW 

・ メ モリ 上 に ある プロ グラ ム を 消去 し ます . 同時 に , すべ て の 変数 を 初期 化し ます . 
・NEW コマ ンド は コマ ンド レベ ル に ある と き , 新しい プロ グラ ム を 入力 する 前 に 実行 し ま 
す . NEW コマ ンド の 実行 が 終わ る と コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 

NEW コマ ンド は オー プン され て いる ファ イル が ある 場合 , それ を 自動 的 に 閉じ ます . 
NEW 

・ ブ ログ ラム を 消去 し ます . 


プ 口 グ ァ / ム 例 II 有用 田 田 胃 肌 肌 有 征 胃 朋 吊 征 朋 軸 利 朋 吊 UUUUUUUUUUUUI 


199 ' NEW サン ブフ" ル 


119 PRINT "NEWw コマ ンド は の 消去 し ます 。" 
129 PRINT "この よう に 、 ブ ログ ラム 中 で 使う と 

139 PRINT "プログラム が 消え て し まい ます 。" 

149 NEW 

159 END 

Yun 回 


NEW コマ ンド は メモ リ 上 の プロ グラ ム を 、 消 去 し ます 。 
この よう に 、 ブ ログ ラム 中 で 使う と 、 プ ログ ラム が 消え て し まい ます 。 


・110 行 130 行 で メッ セー ジ を 出力 し て , 140 行 で プロ グラ ム を 消し て いま す . 


II 
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NEW CMD 


解 』 


例 


特殊 ステ ー ト メン ト 


ニュ ー・ シ ー・ エ ム ・ デ ィ ー : new command 


Ns-BASIC V2, また は N。- 日 本 語 BASIC に お いて , 拡張 命令 を 使用 可能 に する 

NEW CMD 

・NEW CMD 文 は , Na-BASIC V2, また は Na 日 本 語 BASIC で 拡張 命令 を 使用 で きる よう 
(に し ます . 

・ 拡 張 命令 で ある CMD UNLINK 文 を 実行 する と , いつ で も 拡張 命令 ※ キ ャ ン セ ル す る こと 
が で きま す . 

・ 拡 張 命令 の 追加 方 法 に つい て の 詳し い 説 明 は , 第 3 章 の 拡張 命令 を 参照 し て くだ さい . 

NEW CMD 

・Nz-BASIC V2 拡 張 命令 を 使用 可能 に し ます . 


ンー 
II 実 行 Immmmmmmmmmmmmmlmmllllllllllllllllllllllllllll 


new cmd 回 
Ok 


・ 拡 張 命令 を 使用 可能 に し ます . 


TI 有用 有用 和田 用 串 和 有 IIUUUUUUUUUUUUUUUUU 


注意 : 拡張 モー ド 2 の 拡張 命令 を 使う 場合 は BLOAD "fm . jpl",R を 実行 し て くだ さい . 


拡張 モー ド 2 で 追加 し た 拡張 命令 の と き に は , 実行 し て も 何 の 意味 も 持ち ませ ん . 


参照 : CMD UNLINK 
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書 式 


| 解説] 


NEW UN 


一 般 コ マン ド 


ニュ ー・ オ ン :new on 


BASIC モ ー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド を 起動 する な ど , 本 機 の 種々 の モー ド を 設定 する 
NEW ON < 式 〉 


・ 本 機 を Na-BASIC モ ー ド に する か ター ミナ ルモード に する か な ど , 最も 根本 的 た モー ド 
の 選択 は , セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 に よる メモ リス イッ チ の 設定 に よっ て 決め る こと が 
で きま す が , NEW ON 文 は , それ ら の モー ド を ソフ トウ ゥ ェ ア に よっ て 変え る 機能 が あり ま 
す . 

・< 式 > の 値 は , シス テム モー ドス イッ チ と メモ リス イッ チ が 1 ビッ ト に 対応 し た 16 ビ ッ ト 
表現 の 値 を 指定 し ます . 

・NEW ON 文 で 指定 で きる の は , シス テム モー ドス イッ チ と メモ リス イッ チ の うち の 11 傾 
で す . な お , 6, 7, 14, 15 ビ ッ ト は 意味 を 持た な い ビ ッ ト で す . 

・ ン シス テム モー ドス イッ チ , メモ リス イッ チ と ビッ ト と の 対応 関係 を 示す と 次 の よう に な 
り ま す . 

の KA の 4 び は 乏 ま RS の 千本 


・ シ ステ ム モ ー ド スイ ッ チ SN 
<BASIC モ デー ド ツ 。  。 ニーーー----- > [6] 下位 
* メ モリ スイ ッ チ 
〈 立 ち 上 げ モ ー ド 〉 ーーーーーーーーー- Si 
く 1 行 あ た り の 文字 数 > ” ---------- ) |2 
く 1 画面 あたり の 行 数 〉 ---------- 〉 |3 
〈 く SS パラメータ 〉 ーーーーーーーーーー 〉 |4 
(DE:aeeRX 。 。 守ら 5 ゝ [5 
〈 く リティ チェ ッ ク > 
<〈 く パリ ティ > 





<〈 デ ー タ ビッ ト 長 > 
<〈 ス トップ ビッ ト 長 〉 
〈 双 パラ メー タ >〉 

く 通信 方 式 〉 








玉 6, 7, 14, 15 ビ ッ ト は 意味 を 持ち ませ ん の で , 0 に し て くだ さい . 


<BASIC モ ー ド > 0: Na-BASIC V1( 標 準 モー ド ) 
1: N-BASIC“ き : 

<BASIC モー ド > 0: BASIC モ ー ド 
1: ター ミナ ルモード 
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く 1 行 あ た り の 文字 数 〉 0: 1 行 40 桁 


1: 1 行 80 桁 
く 1 画面 あたり の 行 数 > 0: 1 画面 20 行 
1: 1 画面 25 行 
く S パラメータ > 0: 無効 
1: 有効 
<〈DEL コー ド > 0: DEL コ ー ド を 無視 する . 
1: DEL コー ド を 処理 する . 
く 〈 く パリ ティ チェ ッ ク > 0: パリ ティ 無し 
1: パリ ティ 有り 
く パ リティ > 0: 奇数 パリ ティ 
1: 偶数 パリ ティ 
く 〈 く デー タビ ッ ト 長 > 0: 7 ビッ ト 
1: 8 ビッ ト 
<〈 く スト ッ プ ビッ ト 長 > 0: スト ッ プ ビッ ト 1 
1: スト ッ プ ビッ ト 2 
く 〈X パ ラメ ー タ > 0: 無効 


1: 有効 
く 通信 方 式 〉 0: 全 二 重 
1: 半 二 重 


ノー 
III 実 行 例 有用 和 和 山肌 和 昌 軸 和 肌 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


new on 2 加 
Ok 


・N。-BASIC モ ー ド か ら タ ー ミ ナル モー ドス へ 移行 し ます . 
IIIHIIIHIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIII 上 II 上 上 IIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIII 
注意 : ・N-BASIC で 作成 され た プロ グラ ム を 使用 する に は , 本 機 の ンス テム モー ドス イッ チ を 
V1S モー ド で か つ 動 作 ク ロッ クモ ー ド スイ ッ チ を 4MHz に 設定 し , 両面 倍 密度 (2D) の シス 
テム ディ スク を 使っ て Na-BASIC を スタ ー ト し て か ら , 〈BASIC モ ー ド > を 1 に 指定 し て く 
だ さい . 
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UCTS 


文字 関数 


























オク タル ・ ダ ラー : octal $ 


機能 10 進 数 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 し た 値 を 返す 


・ バ 数 式 > の 値 を 8 進数 に 変換 し て , その 文字 列 を 返し ます . 


・< 数 式 > の 値 の 範囲 は , 一 32768 て 65535 で す . < 数 式 > の 値 に 小数 点 以 下 の 値 が 含ま れる 場合 
は , 小数 点 以下 を 四 捨 元 入 し た あと 変換 し ます . 


返さ れる 値 う "177634" 


返さ れる 値 う "144" 


| 
OCT$(< 数 式 >) 
例 OCT$( 一 100) 
OCT$(100) 
OCT$(65535 ) 


"177777 " 


EE 


II プロ グラ ム 例 川上 上 上 和風 


199 ' OCT$S サン フッ ル 

119 FOR I= の @ TO 16 

129 DE$=RIGHTS("  "+STRS(I),3) 
139 OCS=RIGHTS("  "+OCTS(1) ,3) 
149 HE$=RIGHTS("  "+HEXS(1 ) ,3) 
159 PRINT 
169 NEXT I 


179 END 


run 財 


DECIMAL : 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL : 
DECIMAL: 
DECIMAL・ 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL: 
DECIMAL・ 


Ok 


oo コ の の m ょ の の に 


"DECIMAL:E "iDE$, "OCTAL:":OC き "HEX: "HES 


OCTAL: 9 の HEX の 
OCTAL: 1 HEX 1 
OCTAL: 2 HEX: 2 
OCTAL: 3 HEX 3 
OCTAL: 4 HEX: 4 
OCTAL: 5 HEX: 5 
OCTAL: 6 HEX: 6 
OCTAL: 7 HEX グ 
OCTAL: 1 の HEX: 8 
OCTAL: 11 HEX: 9 
OCTAL: 12 HEX: A 
OCTAL: 13 HEX: B 
OCTAL: 14 HEX: C 
OCTAL: 15 HEX・ D 
OCTAL: 16 HEX: E 
OCTAL: 17 HEX: F 
OCTAL: 2 の HEX: 1 の 


・0 か ら 16 ま で の 10 進 数 を , 8 進数 と 16 進 数 で 表す プロ グラ ム で す . 
・120 行 か ら 140 行 で RIGHT$ 関 数 を 使っ て いる の は , 空白 を 含め 3 文字 に し て 桁 を そろ え 
て 出力 する た めで す . 


IIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 III 卓 IIIIIIIIIiIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHII 


参照 : HEX$ 
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UN CUM GUSUB 書 計 ゴ 


ニ 』 コ 


例 


説 


入出 力 ス テー トメ ント 





オン ・ コ ム ・ ゴ ー サ ブ : on communication go to subroutine 


通信 回 線 か ら の 割り 込み が 発生 し た と き , 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する 

ON COM GOSUB < 行 番号 > 

・ 通 信 回 線 か ら RS-232C の コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ボー ト に 入力 割り 込み が あっ た と き , 分 岐 
する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 

・ く < 行 番号 〉? と は , 分 岐 さ せる 処理 ルー チン の 開始 行 で す . 

・ 処 理 ル ー チ ン か ら の 復帰 は 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で , RETURN 文 に よっ て 行 
いま す . 

・ こ の 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン 分岐 させ る に は , 割り 込み が 発生 し た と き , 
COM ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

・ 1 つの ON COM GOSUB 文 に , ラベ ル 名 と 行 番号 その も の を 混在 させ る こと は で きま せ 
導 





ON COM GOSUB 1000 
・ コ ミュ ニケ ーション ポー ト に 割り 込み が あっ た 場合 , 行 番号 1000 へ 分 岐 す る よう 定義 し 
ます . 


川 IIHIIIIIHIIIIIIHIH プロ グラ ム 例 川上 上 川上 上 昨 旧 風 卓上 上 風 岬 上 用 


199 ' ON COM GOSUB サン パル 

119 CLS 

129 OPEN "com1:N81" FOR INPUT AS #1 

139 ON COM GOSUB *COMMUNICATE 

149 COM STOP 

15 の 9 IF RIGHTS(TIME$S,1)=" の " THEN COM ON 
169 LOCATE 1 の 9,19:PRINT TIME$ 

179 GOTO 14 の 

189 *COMMUNICATE 

199 COM OFF 

299 PRINT STRINGS(8 の ," ")jCHRS(3 の ) : 
219  A$=INPUTS(1 ,#1 ) 

22 の 9 PRINT AS: 

239 IF NOT(EOF(1 ) ) THEN 21 の ELES RETURN 


・ コ ミュ ニケ ーション ポー ト へ 入力 に よる 割り 込み が 発生 し た 場合 , その デー タ を 画面 に 
表示 し ます . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は , COM ON/OFF/STOP 文 と 同じ で す . 


IIIIIIHIIIIIIIHIIIIIII 昨 I 則 卓上 卓上 昌利 利伸 上 和風 利和 中 


参照 : COM ON/OFF/STOP, OPEN, TERM 


2 クー よ 5/ 


機能 


例 


川 III 


特殊 ス テー トメ ン 


DON EHROH GOTO 請 計 


オン ・ エ ラー・ ゴ ー ト ゥ ー : on error goto 


エラ ー ト ラッ プ を 可能 に し , エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 開始 行 を 定義 する 

ON ERROR GOTO < 行 番号 〉 

・ エ ラー トラ ッ プ 機能 が 可能 に な る と エラ ー が 検出 され た と き , 指定 され た エラ ー 処 理 
ルー チン へ プロ グラ ム の 制御 が 移り ます . 

・ < 行 番号 〉 の 行 が 存在 し な けれ ば , "Undefined line number" (未定 義行 ) の エラ ー に な り ま 
す . 

・ エ ラー トラ ッ プ 機能 を 無効 に する に は , ON ERROR GOTO 0 を 実行 し て くだ さい . 

・ エ ラー 処理 サブ ルー チン の 実行 中 に エラ ー が 起き た 場合 に は , それ 対応 する エラ ー 
メッ セー ジ が 表示 され , 実行 は 停止 し ます . エラ ー 処 理 サ ブ プルー チン の 中 で は , エラ ー ト 
ラッ プ は 起こ り ま せん . 

・ エ ラー 処理 後 , プロ グラ ム の 実行 を 再開 する に は RESUME 文 を 使い ます . 

・ エ ラー 処理 ルー チン に ON ERROR GOTO 0 の 文 が ある 場合 に は , BASIC は エラ ー ト ラッ 
プ の 原因 と な っ た エラ ー の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます . す 
べ て の エラ ー 処 理 ル ー チ ン に お いて , エラ ー 回 復 処 理 を 行わ な い エ ラー を 検出 し た 場合 に 
は , ON ERROR GOTO 0 を 実行 する こと を お 勧め し ます . 

ON ERROR GOTO 1000 

・ エ ラー トラ ッ プ を 可能 に し ます . これ を 実行 し た 後 , エラ ー が 発生 し た ら 1000 行 か ら 実 行 
し ます . 


プロ グラ ム 例 II 山肌 胃 UIUOUUUOUIUOUIOUIUU 思 


199 ' ON ERROR GOTO サン フ * ル 

119 ON ERROR GOTO 169 

129 INPUT "xx "52X:INPUT "ツァ Y "iiY 

139 【F X= の AND Y< の @ THEN ERROR 259 

149 Z=X^Y:PRINT " yriPRINT " X="iZ 

159 GOTO 129 

169 IF ERR=25 の THEN PRINT " 定義 され ませ ん 。 ":RESUME 129 

179 IF ERR=6 THEN PRINT " オーバーフロー です 。 ":RESUME 129 
18 の 9 ON ERROR GOTO 9 の 


run [aj 
x :? 2 回 
y :? 1 の 回 

ア 

= 1 の 24 
X :? 1 の 9 加 
y :? 199 の 回 

オー バー フロ ー で す 。 
x :? 9 回 
y :? -2 央 
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定義 され ませ ん 。 

X :? 向 

Break in 129 

Ok 

・2 つの 実数 X と Y を 読み 込ん で , X" を 出力 し ます . 

・110 行 で モエ ラー が 発生 し た ら , 160 行 か ら 実 行 す る よう に 設定 し て いま す . 

・X に 0, Y に 負 の 数 を 入力 し た 場合 , 130 行 で 250 番 の エラ ー を 発生 させ ます . そし て 160 行 
で メッ セー ジ を 出力 し た の ち 120 行 に 戻り ます . 

・ そ の 他 の エラ ー で 160 行 に 実行 が 移っ た と き は , オー バー フロ ー だ け は メッ セー ジ を 出力 
し , 120 行 に 戻り ます . それ 以外 の エラ ー は ON ERROR 0 の 文 を 実行 し , 原因 と な っ た ェ 
ラー の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し て プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます . 


II 上 IIII 上 IIIIIIII 則 III 旧 IIIIII 旧 IIIIIII 風 


参照 : RESUME, GOTO 
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UN.. 


書 式 


指定 


ON < 数 式 > GOSUB く 行 番号 >[ , く 行 番号 >. . .〕 


一 般 ス テー トメ ント 


.50SUB/UN...GUTOU 庄 半 


オン ・ ゴ ー サ プ ブ / オ ン ・ ゴ ー ト ウゥ ー : on...go to subroutine/on...go to 


され た いく つか の 行 に 分 岐 する 


ON < 数 式 〉 GOTO < 行 番号 > 〔 , く 行 番号 〉. 


解説 


・< 数 式 > の 値 が プロ グラ ム の どの 行 番号 の 行 に 分 岐 す る か を 決定 し ます . 〈 行 番号 〉 の 並び 


は 1 か ら 始ま る 数 に 対応 し ます . た と えば , < 数 式 > の 値 が 3 で あっ た な ら , 行 番号 の リス ト 
の 3 番 日 の 行 が 分 岐 点 と な り ま す . 

・< 数 式 > の 値 の 範 胃 は 0 て 255 で す . 値 が 0 また は 行 番号 リス ト の 個数 より 大 きく な っ た 場 
合 に は , 次 の 行 へ プロ グラ ム の 制御 が 移り ます . 


例 


ON N GOTO 100 , 200 , 300 


・N の 値 に よっ て , 100 行 (N=1) , 200 行 (N=2), 300 行 (N=3), 次 の 行 ( そ れ 以 外 ) へ 分 岐 し 
まう 9 


川 II 4 アァ z ア 4 町山 lll 


19 の 
119 
129 
139 
149 
159 
169 の 


! ON. .GOSUB/ON . . GOTO サン フ " ル 
INPUT "N="iN 
SG=SGN(N)+1 

ON SG GOTO 159,16 
PRINT Ni:" は 、 マ イ 
PRINT Ni" は 、 ゼ ロ 
PRINT Ni:" は 、 プ ラ 


9 

ナス で す 。 ":GOTO 119 
で す 。 ":GOTO 119 

ス で す 。 ":GOTO 119 


run 


N=? 


9 回 


1 
の 
回 





名 


Break in 119 


Ok 


・ 単 精度 実数 を 読み 込ん を で, その 数 が 正 か 負 か あ る い は 0 か を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・120 行 の 変数 SC の 値 は , N が 負 の と き は 0, N が 0 の と き は 1 , N が 正 の と き は 2 に な り 
ます . 130 行 で , それ ぞ れ の メッ セー ジ を 出力 する 行 に 分 岐 し ます . 


山肌 利用 有用 岬 岬 四 田 軸 山 和 肌 四 岬 是 II 


注意 : ・1 つの ON.. GOSUB/ON. . .GOTO 文 に , 


ラベ ル と 行 番号 その も の を 混在 きせ る こと は 


で きま せん . 
参照 : COSUB, GOTO 
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書 式 


解 説 


例 


II 


カス テー トメ ン 


ODN HELP GOSUB 甘 


オン ・ ヘ ルプ ・ ゴ ー サ ブ : on help go to subroutine 


層 胃 に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 する 
ON HELP GOSUB < 行 番号 〉 


・ | 中 | を 押し た と き に , 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
・ON HELP GOSUB 文 は , ON KEY GOSUB 文 と 使い 方 が 同じ で す . し か し , ファ ンク 
ショ ン キ ー の 場合 は , INPUT 文 な ど キ ー 入 力 の 状態 で の 割り 込み は 禁止 され て いま す が , 
の 割り 込み は それ が 可能 で す . 

・ 処 理 ル ー チ ン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で , RETURN 文 に よっ て 
行い ます . INPUT 文 実行 中 に 分 岐 し た 後 , 単に RETURN 文 で 復帰 させ る と 分 岐 し た 次 の 文 
か ら 実 行 を 再開 し ます か ら , 行 番号 を 指定 する か プロ グラ ム で の 適切 な 処理 が 必要 で す . 
・ こ の 命令 に よっ て 割り 込み シー チン に 分 岐 させ る に は , 割り 込み が あっ た と き , HELP 
ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

ON HELP GOSUB 1000 

・ [| 責 が 押さ れ た と き , 行 番号 1000 へ 分 岐 す る よう 定義 し ます . . 


プロ グ ラム 例 UI 有朋 岬 加山 肌 有 軸 軸 山 軸 胃 胃 胃 軸 IM 肖 胃 赴 皿 


199 ' ON HELP GOSUB サン フ * ル 
119 ON HELP GOSUB *MESSAGE 

129 HELP ON 

139 FOR I=1 TO 3 

1 49 INPUT N 

159 PRINT "N ="iN,"N*N =":N*N 

169 NEXT I 

179 HELP OFF:END 

189 *MESSAGE 

199 HELP OFF 

299 PHRINT:PRINT "数 字 を 入力 し て くだ さい !!" 
219 HELP ON 

229 RETURN 14 の 





run 回 

? 4p 

N = 4 N*N = 16 

r 細 し し 

数 字 を 入力 し て くだ さい !! 
? 5 回 

N = 5 N*N = 25 

? 9 回 

N = 9 N*N = 81 
Ok 


・ 入 力 さ れ た 数 値 の 2 乗 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
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・ こ の プロ グラ ム 例 は , HELP ON/OFF/STOP 文 と 同じ で す . 
fll 軸 田 有川 


参照 : HELP ON/OFF/STOP, ON KEY GOSUB . 
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例 


UN KEY GOSUB 


入出 力 ス テー トメ ント 


オン ・ キ ー・ ゴ ー サ ブ プ : on key go to subroutine 


ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 する 

ON KEY GOSUB < 行 番号 > 〔 , 〈 行 番号 >. . . ] 

・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し た と き に , 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 
を 定義 し ます . 

・〈 行 番号 〉 と は , 割り 込み が 発生 し た と き に 分 岐 させ る 処理 ルー チン の 開始 行 番号 で あり , 
この 並び の 順序 は ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 と 1 対 1 に 対応 し て いま す . 

・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー は 全部 で 10 個 あり ます か ら , 最大 10 個 の < 行 番号 >〉 ま た は く 〈 ラ ベル 名 〉 
を 並べ て 書く こと が で きま す . 

・ 処 理 レ ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン と 同じ で , RETURN 文 に よっ て 行い ま 
e 

・ こ の 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン 分岐 させ る に は , 割り 込み が 発生 し た と き , 
KEY ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

・ 1 つの ON KEY GOSUB 文 に , ラベ ル と 行 番号 その も の を 混在 させ る こと は で きま せん . 


ON KEY GOSUB 100 , 200 ,300 
・[f・1] が 押さ れ た ら 100 行 へ , [f.2] が 押さ れ た ら 200 行 へ , [f・3] が 押さ れ た ら 300 行 へ 
分 岐 す る よう に 定義 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 山肌 腹 軸 山 IOUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


1 の 9 の ' ON KEY GOSUB サン プル 

119 ON KEY GOSUB *DISPLAYDATE 

129 CLS 

139 KEY(1 ) STOP 

14 の 9 LOCATE 1 の 9,1 の :PRINT TIME$S 

159 LOCATE 1 の ,11:PRINT "f.]1 キー ヲ オシ テク タ ~ サ イ 。" 
169. KEY(1) ON 

179 GOTO 139 

189 *DISPLAYDATE 

19 の 9 KEY(1) OFF 

2 の 9 の LOCATE 1 の 9,13:PRINT DATE$S 

21 の 9 LOCATE 1 の ,14:PRINT " ナ こ 力 、 キー ヲ オシ テク タ ~ サ イ 。" 
229 IF INKEY$="" THEN 229 の 

239  CLS:KEY(1) ON 

249 RETURN 


・ 現 在 の 時 刻 を 表示 し , [f・1] が 押さ れ た と き に 年 月 日 を 表示 する プロ グラ ム で す . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は , KEY(n) ON/OFF/STOP 文 と 同じ も の で す . 


IIIIIIIIIIIIIIIUIUIUUIUIUIUIIIUIUIUIIIIUUIUIOIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUI 軸 回 軸 四 


参照 


KEY ON/OFF/STOP 
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UN STUP GUSUB 


例 


誕 II 


入出 力 ス テー トメ ント 


オン ・ ス トッ プ ・ ゴ ー サ ブ : on stop go to subroutine 


に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 する 

ON STOP GOSUB < 行 番号 〉 

・ を 押し た と き に , 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
・ こ の 命令 を 実行 する 場合 は , STOP ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

・ 割 り 込 み の 対象 を [何と し て いる こと を 除け ば , ON KEY GOSUB 文 と 同様 で す . 

・ こ の 命令 を 実行 する と , 本 来 の |[ 介 | お よび 周二 [C] の 機能 は 失わ れ , プロ グラ ム を 中 
断 で き な く な り ま す . 動作 ミス の な い プ ログ ラム に し て か ら 使 用 し て くだ さい . 

ON STOP GOSUB 100 

・ | 昌 | が 押さ れ た ら , 100 行 へ 分 岐 す る よう に 定義 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 有用 軸 有 有用 軸 軸 用 骨 軸 UMU 軸 胃 四 和 UUIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUI 


199 ' ON STOP GOSUB サン パル 


119 ON STOP GOSUB *MASK 

129 STOP ON 

139 F お ="### ## すき せ #  、  # 六 。 音 電 きき 
149 PRINT "角度 ":TAB(12)j"Sin"iTAB(27)j "Cos" 
159 FOR I= の 9 TO 189 の STEP 2 の 

169 TH=I/189*3.14159 

179 PRINT USING F$:I:SIN(TH) :COS(TH) 
189 NEXT 【I 

199 STOP OFF 

2 の 9 の END 
219 *MASK 

229 RETURN 

run [ 剛 

角度 Sin Cos 

の の . の 9 の の の の の E+ の 9 1 . の の の の の の E+ の 9 の 

2 の 3 . 429299Eー の 1 9 .396939@E- の 1 

4 の 6 .42787 の 9E- の 1 7 .66 の 45 の E- の 1 

6 の 8.56 の 25 の E- の 1 5 . の の の の 1 の E- の の 1 

8 の 9 .84898 の E- の 1 1 .73649 の E- の 1 
199 の 9.84898 の E- の 1  -1.736479E- の 1 

12 の 8.669279E- の 1  -4.99998 の E- の 1 

1 49 6 .42789 の 9E- の 1 -7 .669 の 43 の E- の 1 
159 3 .429239 セ ー91  -9.396929E- の 1 
189 の 2 .898899E- の 6  -1 . り の の の の の E+ の の 
Ok 


・0 か ら 20 度 ご と に 180 度 まで の 正弦 (SIN) と 余弦 (COS) を 計算 し ます . 

・170 行 で , PRINT USING 文 を 使っ て 桁 を を ろ え な が ら , 角度 と その 正弦 お よび 余弦 を 表 
示し ます . 

・ が 押さ れる と 210 行 の サブ ルー チン へ 分 岐 し ます が , RETURN 文 に よっ て その ま 
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ま 何 も せ ず 戻 っ て きま す . つま り , 途中 で プロ グラ ム が 中 断 さ れ な いよ うに し て いま す . 
II 上 昨 上 上 昨 和則 IIIIIII 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : ON KEY GOSUB, STOP ON/OFF/STOP 
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機能 


書 式 


解 説 


例 


特殊 ステ ー ト メン 


ON TIME$ GOSUB 計 記 


オン ・ タ イム ・ ダ ラー・ ゴ ー サ ブ : on time $ go to subroutine 


リア ル タ イ ムタ イマ の 割り 込み 発生 時 刻 と , その と き 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定 
義 す る 

ON TIME$ = "hh : mm : ss" GOSUB < 行 番 号 > 

・ 割 り 込み 時 刻 の 設定 の 仕方 は TIME$ 変数 の 場合 と 同様 で す . た だ し , ここ で 設定 する 時 
刻 は リア ル タ イ ムタ イマ に 影響 を ケ え ませ ん . 

・ こ の 命令 で 制御 で きる 分 解 能 は 2 秒 で す . 場合 に よっ て は 土 1 秒 程度 の 誤差 が 出る こと も 
あり ます . 

・< 行 番号 〉 は 割り 込み に よっ て 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 で す . 

・ こ の 命令 に よっ て 割り 込み 処理 レー チン に 分 岐 さ せる に は , TIME$ ON の 状態 で な けれ 
ば な り ま せん . 

・ 割 り 込み 処理 レー チン か ら 復 帰す る に は , RETURN 文 を 使用 し ます . 

ON TIME$ 三 "07 : 30 : 00" GOSUB * MORNINGCALL 

・7 時 30 分 0 秒 に , 来 MORNINGCALL と いう ラベ ル 名 の 処理 ルー チン に 分 岐 す る よう 定 
義 し ます . 


II プロ グ ラム 例 川 II 上 上 


199 ' ON TIME$S GOSUB サン ファ ル 

119 ON TIME$=" の 6 :39: の の" GOSUB *MORNING 
12@ CLS 3 

139 TIMES ON 

14 の 9 LOCATE 39,1 の 9 の:PRINT TIME$ 

159 の GOTO 14 の 

16 の .*MORNING 

179 TIMES OFF 

18 の 9 FOR 【=1 TO 19 

199 の BEEP:PRINT "お は よう !!" 


2 の の FOR J= の TO 3 の の:NEXT J 
21 の 9 NEXT I 
229 END 


・ 画 面 中 央 部 に 現在 の 時 刻 を 表示 し て , 6 時 30 分 に な っ た と き に , ビー プ 音 と と も に "お は 
よう "を 10 回 表示 し ます . 

・110 行 で , 6 時 30 分 に な っ た ら 160 行 へ 分 岐 す る よう に 定義 し ます . 

・140 行 で は , 現在 の 時 刻 を 表示 し ます . 

・6 時 30 分 に な る と , 160 行 以降 の サブ ルー チン で は , ビー プ 音 を 鳴ら し な が ら " お は よ 
うら 1!!! を 10 回 表示 し ます . 


IIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 肌 胃 軸 軸 有利 UUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUIUIUUUUIUIUUIUUIU 皿 


人 5 


割り 込み 時 刻 は , 設定 し た 時 間 よ り , わずか で す が 遅 れ ぎ み に な り ま す . 
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UPEN 


機 
書 


三 】 


解 


全 ビ 


式 


名 


入出 力 ス テー トメ ント 


オー プン : open 


ファ イル を オー プン する 

OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 [FOR〈 モ ー ド >〉]〕 AS 〔 尋 ] く ファ イル 番号 〉 

・〈 フ ァイル ディ スク リプ タ > で 指定 され た ファ イル を , 指定 され た く 〈 く ファ イル 番号 〉 で オー 
プン し ます . 以後 , オー プン され た ファ イル へ の 入出 力 は く フ ァイル 番号 〉> を 指示 する こと に 
より 行い ます . 

・〈 く モー ド 〉> は ファ イル へ の アク セス 方 法 を 指定 し ます . モー ド に は , 次 の 4 種類 が あり ま 
5 








INPUTーーーーー- 上 既存 の シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 入 力 を 行う こと を 指示 する 

OUTPUT 新しく シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り , 出力 を 行う こと を 指示 す 
る 

APPEND 既存 の シー ケン シャ ルフ ァイル の 終わ りか ら 追 加 を 行う こと を 指 
示す る 


省略 し た と き ー 一 FOR〈 モ ー ド 〉 が 省略 され る と , ラン ダム ファ イル に 対し て 入出 力 
を 行う こと を 指示 する 

・INPUT, APPEND モ ー ド で は , 指定 され た ファ イル が 人 存在 し な いと , "File not found" エ 
ラー と な り ま す . OUTPUT モー ド で は , 常に 指定 され た 名 前 の ファ イル を 新しく 作り , 同 
一 名 の ファ イル が あっ た 場合 , その ファ イル は 削除 さき れ ま す . ラン ダム アク セス で ファ イル 
が 存在 し な い 場 合 に は , 新た に ファ イル が 作ら れ ま す . 
・〈 フ ァイル 番号 > は 1 て 15 の 値 を 用 いる こと が で きま す が , これ は , シス テム 起動 時 に 
"How many files(0-15)?" で 指定 し た ファ イル の 数 を 超え て は いけ ませ ん . 
・OPEN 文 は , 以後 の 入出 力 の 際 に 用 いる バッ ファ 領域 を 確保 し , ファ イル が 閉じ られ る ま 
で の 間 , その バッ ファ は 指定 し た ファ イル へ の 入出 力 操作 専用 に 使わ れ ま す . この バッ ファ 
は ファ イル 番 与 と 同一 の 番号 で 参照 され ます . 
・RS-232 と コミ ュ ニ ケー ンション ファ イル を オー プン する 際 に は , パリ ティ , ビッ ト 数 等 を 指 
定 する 必要 が あり ます . これ ら は TERM コマ ンド と 共通 で す の で , そちら を 参照 し て くだ 
さい . 
・COMI: と CAS1: , CAS2: は ハー ドウ ェ ア 上 の 共通 ポ ボート を 使用 する た め に , 
プン する こと は で きま せん . 
・ カ セッ ト テ ー プ に 対し て は APPEND モ ー ド の 指定 は で きま せん . 
・RS-232C コ ミュ ニケ ーション ファ イル は , 〈 モ ー ド の 指定 〉 を 省略 すれ ば 送信 ・ 受 信 の 両 
方 に 使用 で きま す . 


同時 に オー 


2 一 167 


























例 OPEN "sample "FOR INPUT AS #1 
。"sample" と いう ファ イル 名 の シー ケン シャ ルフ ァイル を , 入力 ファ イル と し て ファ イル 
番号 1 で 開き ます . 


川 II プロ グラ ム 例 II 用 II 岬 田邊 軸 軸 有 UIUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUU 較 症 IIIUUUUUI 





199 ' OPEN サン ファ ル 

119 OPEN "2:data9" FOR INPUT AS #1 

129 OPEN "2:newdata9" FOR OUTPUT AS #2 
139 IF EOF(1) THEN 179 

149 INPUT #]1 ,A$ 

159 PRINT #2。AS 

169 GOTO 139 

179 CLOSE 

189 END 


*・ ド ライ ブ 2 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入っ て いる "data9" と いう シー ケン シャ ルフ ァイル の 
内 容 を , ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の "newdata9'" と いう シー ケン シャ 
ルフ ァイル に コピ ー し ます . 

山 IMIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIHIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIII 

注意 : ・OPEN "COM: を 指定 し た 場合 , 制御 線 RTS, DTR が 有効 に な り , 受信 側 に 送信 可能 で あ 

る こと を 伝え ます . これ ら の 制御 線 は CLOSE 文 で 無効 に な り ま す . また , 制御 線 CTS, 
DSR, DCD は デー タ 収 送 中 必ず 有効 で な けれ ば な り ま せん . 送信 の 途中 で CTS の 信号 を 変 
化 さ せ た 場 合 , その 間 に 送 られ る デー タ は 保証 され ませ ん . 
・ OPEN され た ファ イル は , プロ グラ ム を 終了 する まで に 必ず CLOSE す る よう に し て くだ 
さい . 
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中 
上 L 


届 
誤 


例 


II 


UPTIUN BASE 


オプ ショ ン ・ ベ ー ス : option base 


一 般 ス テー トメ ント 


配列 の 添字 の 下限 を 宣言 する 

OPTION BASE | 0 
四 

・ 配列 の 添字 の 下限 を 0 また は 1 に する こと を 宣言 し ます . 

・ 通 常 , 添字 の 下限 は 0 で す が , OPTION BASE 1 を 実行 する と 下限 は 1 に な り , 以後 , 配 

列 の 添字 に 0 が 用 いら れる と "Subscript out of range" エ ラー が 起こ り ま す . 

・ こ の 宮 言 は プロ グラ ム 中 で 配列 変数 が 宣言 , また は 引用 され た 後に 行う こと は で きま せ 

ん . 

・ 一 度 宣言 する と , 再 宣 言 に よっ て 変更 する こと と は で きま せん . この よう な 場合 に は , 

"Duplicate Definition'" エ ラー に な り ま す . 

・OPTION BASE 文 は 一 度 宣言 する と , RUN コマ ンド , ある い は CLEAR 文 を 実行 する ま 

で 解除 , 変更 する こと は で きま せん . 

OPTION BASE 

・ 配 列 の 添字 の 下限 を 1 に し ます . 


プロ グラ ム 人 tttttttttttttltlitIUUIUNUINUIUUIIIHUUIIIIUNIIII 


199 ' OPTION BASE サン フ " ル 

119 OPTION BASE 9 の 

12 の DIM A(1) 

139 PRINT "A(@) ="jA( の ),"A(1) ="jA(1) 
149 CLEAR 

15 の 9 OPTION BASE 1 

16 の 9 DIM A(1) 

179 PRINT "A( の ) ="iA(9 の 9)"A(1) ="jA(1) 
189 END 


run 加 
A( の ) = の A(1) = の 
A( の ) = 


Subscript out of range in 179 の 
Ok 


*・ 配列 の 添字 の 下限 を 変え ながら, 配列 に 格納 され て いる デー タ を 参照 し ます . 

・110 行 で 配列 の 添字 の 下限 を 0 に 設定 し て いま す . 

・150 行 で 配列 の 添字 の 下限 を 1 に 設定 し ます . 170 行 で 配列 変数 A の 添字 に 0 を 指定 し て 
いま す の で , エラ ー に な り ま す . 


吊 IIIHIHIHHIHUHIIIIIIIIIDIUUIIIIIUIUUUUIUUUUUIUIUUUUUIUUUUIUIIIUIIUIIIIIIIUUUIIUUIUIIIIIIIIIIIUIUIUIIIIIUI 有 MI 


参照 ・ 


DIM, CLEAR, RUN 
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特殊 ステ ー ト メン ト 




















UUT 


出力 ポー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送る 

OUT 〈|/O ア ドレ ス 〉 , < 数 式 〉 

・]/O ア ドレ ス 〉 は 出力 ポー ト の 番号 , < 数式 > は 出力 する 1 バイト の デー タ で す . 
・1/O ア ドレ ス 〉, < 数 式 > は と も に 0 て 255 の 整数 値 で 指定 し ます . 








アウ ト : out 


洪 
軸 


民 | 由 


例 OUT &H54 , &H03 
* カ ラー パレ ッ ト 0 に 3( 紫 ) を 指定 し ます (た だ し , Ns-BASIC V1 モ ー ド の 場合 の み ). 
54H ポー ト は カラ ー パ レッ ト を 制御 する ポー ト で す . 





II プロ グラ ム 例 II 卓上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 II 
・ 次 の プロ グラ ム 例 は , Ns-BASIC V2 モード で 実行 し て くだ さい . 


199 ' OUT サン ファ ル 

119 SCREEN の ,9:CLS 3 

129 COLOR=(7,7) 

139 CIRCLE(329, 199) , 59, 7 

149 PAINT(329,199) , 7,7 

15 の FOR I= の TO 511 

16 の IF I>63 THEN 199 

179 の OUT 8&H5B,64:OUT &H5B, 
189 GOTO 219 

199 の J=1\64:K=I MOD 64 

299 OUT &H5B,64+J:OUT &H5B,K 
21 の FOR T= の TO 199 の :NEXT T 
229 NEXT 【 

239 END 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 中 央 に 白く 塗っ た 円 を 描き , 色 を 次 々 と 変化 させ ます . 

・130 行 と 140 行 で 白い 円 を 描い て , その 中 を 白く 塗り つぶ な し ます . 

・150 行 か ら 220 行 で 円 の 色 を 512 色 に , 次 々 と 変え て いき ます . 

・170 行 と 200 行 で 緑 , 赤 , 青 の カ ラー デー タ を 2 回 に 分 け , OUT 文 を 使っ て 直接 パレ ッ ト 
を 書き 換え て いま す . 


UIIIII 田 田 lllll 和 ll 田 


注意 : ・OUT 文 は 十分 な ハー ドウ ェ ア の 知識 を 持た ず に 使う と , BASIC が 正常 に 動作 し な く な る 
こと が あり ます . 
参照 : INP 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 


























LU1JPAINT 


機能 指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 色 で 塗る 


書 式 0 [ , く 領域 色 〉]〔 , く 境界 色 >]〕 
STEP( x , y ) 


ペイ ント : paint 





解 説 ・ ワ ー ル ド 座 標 (Wx, Wy) で 指定 され た 点 を 含む < 境界 色 〉 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 
く 領 域 色 〉 で 塗り つぶ し ます . 
・< 領 域 色 〉, < 境界 色 〉 は と も に パレ ッ ト 番 号 で 指定 し ます . < 領域 色 〉 が 名 略 さ れ た 場合 に 
は , COLOR 文 で 指定 され た く 〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉 が 用 いら れ ま す . 〈 境 界 色 〉 が 省略 さ 
れ た 場合 に は く 領域 色 >〉 と 同じ パレ ッ ト 番 号 の 色 が 用 いら れ ま す . 
・(Wx, Wy) は 塗り 始め る 座標 を 指定 し ます . も し この 点 が , すでに 指定 され た 境界 色 と 同 
じ 色 で あっ た 場合 に は , PAINT 文 は 何 の 画面 操作 も 行い ませ ん . PAINT 文 は ビ ピュー ポート 
内 で の み 働 きま す の で , ビュ ー ポ ー ト の 境界 は PAINT 文 の 動作 の 境界 と みな され ます . 
< 塗り 始め の 座標 が ビュ ー ポ ー ト の 範囲 外 に ある 場合 は , "IMegal function call" エ ラー と な 
り ま す . 

例 PAINT(50 , 50) , 4,7 

< パレット 番 号 7 の 色 で 囲ま れ た 領域 を , ワー ルド 座標 (50, 50) を 基点 と し て , パレ ッ ト 番 
号 4 の 色 で 塗り つぶ な し ます . 


llll 間 4 還 K ク Az が ATl ロ mllllllllllllllllllllllllllllllllmlllllUUUUUUUUUU 


199 ' PAINT サン フル 

119 SCREEN の , の 9・CLS 3 

129 X=INT(RND*639):Y=INT(RND*199) 
139 R=RND*5 の + 1 :C=RND*6+1 

149 CIHCLE(X。,Y) ,R,C 

159 PAINT(X,Y) ,C 

16 の 9 GOTO 12 の 


・ い ろ い ろ な 円 を 描き , その 円 の 中 を 円 を 描い た 色 で 塗り つ 記 し ます . 
・120 行 お よび 130 行 で 円 の 中 心 座標 , 半径 , 色 を 乱数 を 使っ て 求め て いま す . 


II 有利 有用 IIIIIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


注意 : ・ 複 雑 な 図形 を 塗り つぶ な ぶす と き , "Out of memory" エ ラー と な る こと が あり ます . 
参照 : COLOR, VIEW 


2ー71 


【2JPAINT 


者 


式 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ペイ ント : paint 


指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た タイ ル パ タ ー ン で 埋め る 


NAM し , く タイ ルス トリ ング >] , く 境界 色 >][, く バッ ク グ ラウ ンド スト リ 


STEP( x , y ) 

ング >〕 
・ ワ ー ル ド 座 標 (Wx, Wy) で 指定 され た 点 を 含む < 境界 色 〉 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 模 
様 で 埋め ます . この 動作 は タイ リン グ と 呼ば れ , 模様 の つい た タイ ル を 領域 内 に 敷き つめ た 
り , 中 間 色 で 領域 内 を 塗っ た よう な 効果 を 出す こと が で きま す . 
・〈 タ イル スト リン グ 〉> は , タイ リン グ に 用 いら れる 基本 タイ ル の 模様 と 大 き さ を 決め る 文 
字 列 で す . タイ ル の 大 き さ は , 横 方 向 は 8 ドッ ト 分 と 決め られ て いま す が , 縦 方 向 の 長 さ 
は , 〈 タ イル スト リン グ >〉 の 長 さ で 指定 する こと が で きま す . 縦 方 向 が n ド ッ ト の タイ ル を 指 
定 す る た め に は , 白黒 モー ド で nm バイト, カラー モー ド で 3※n バ イト の 長 さ を 必要 と し ま 
すず: 
・ タ イル の 模様 は , く < タイ ルス トリ ング >〉 に 対応 する キャ ラク タコ ー ド の ビッ トペ パタ ー ン (2 
進数 表現 ) に ょ り 表 現さ れ ま す . < タイ ルス トリ ング >〉 の 指定 の 方 法 は , カラ ー モ ー ド と 白黒 
モー ド と で 異な り ま す . 白黒 モー ド で は , 1 バイ ト を 横 8 ビ ッ ト の 線 に 対応 させ て 指定 し ま 
す . キャ ラク タコ ー ド は 8 ドッ ト の うち どの ドッ ト を 描き , どの ドッ ト を 消去 する か を 決定 
し , 2 進数 表現 で 1 の ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 描か れ , 0 に 対応 する ドッ ト は 消去 され ま 
す . 〈 タ イル スト リン グ 〉> が n バ イト の 長 さ で あれ ば , その スト リン グ の 表す 模様 は , この よ 
うら に し て 決定 され る 横 8 ドッ ト の パタ ー ン を 縦 に ロバ イト の パタ ー ン 分 だ け 並 べた も の に 
な り ま す . し た が っ て , タイ ルス トリ ング を 構成 する 文字 が すべ て 同じ 文字 で あっ た り , 1 
文字 だ け で あっ た 場合 に は , 縦 線 模様 に な り ま す . 





例 ) CHR$(&HAA) 十 CHR$(&H55 ) 


16 進 数 表現 2 進数 表現 ドッ トペ ター ン 
&HAA 10101010 @ 〇 @ 〇 @ 〇 @ 〇 
&H55 01010101 〇 欠 〇 @ 〇 @ 〇 多 


この 例 は , 2 バイト か ら な る 簡単 な タイ ルス トリ ング の 例 で す . この パタ ー ン を 基本 タイ ル 
と し て 指定 され た 領域 を 埋め れ ば , 細か い 市 松 模様 に な り ま す . 

・ カ ラー モー ド で も 白黒 モー ド と 同じ ょ うに , 模様 は タイ ルス トリ ング に 対応 する ビッ ト 
パタ ー ン に よっ て 決定 され ます が , 白黒 モー ド と は 異な り 3 バ イト で 横 8 ド ッ ト が 構成 さ 
れ ま す . ス トリ ング 中 の 文字 は 先頭 か ら , 青 , 赤 , 緑 の ド ッ ト パ ター ン を 決定 し て いき ます . 
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例 


・ カ ラー モー ド の と き , スト リン グ の 長 さ に 余り が あっ た 場合 に は , 残り の 文字 は 無視 され 
ます . また , 3 文字 に 満た な い 場 合 に は , "Ilegal function call' エ ラー と な り ま す . 


例 ) CHR$(&H55) 十 CHR$(&H33) 十 CHR$(&HOF ) 
16 進 数 表現 2 進数 表現 


&H55 01010101 
&H33 00110011 
&HOF 00001111 

RARAIII 


パレ ッ ト 番 号 一 一 >01234567 


上 の 例 は , 3 バイ ト か ら な る タイ ルス トリ ング の 例 で , 8X1 ド ッ ト の ライ ン ペ ターン を 作る 
こと が で きま す . この 3 ベイ ト を 並べ た 状態 で 各 ビ ッ ト を 上 記 の よう に "た て "に 読む と , 左 
か ら 順 に 0, 1, 2……7 と な り ま す . これ が 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 に な り , この 例 で タイ 
リン グ を 行う と , 各 ド ッ ト ご と に 異な っ た 色 を 持つ 8 ドッ ト の ライ ン で 領域 が 埋め られ ま 
す . また , COLOR= 文 , ある い は CMD PAL 文 に よっ て パレ ッ ト へ の カラ ー コ ー ド の 割り 
付け を 変化 させ る と , 各 ド ッ ト 単 位 で 色 を 変え る こと が で きま す . 

・〈 バ バッ ク グ ラウ ンド スト リン グ 〉> は , タイ リン グ を 行う 領域 に すでに 描か れ て いる 色 , ある 
い は タイ ル パ タ ー ン を 指定 し ます . この 情報 は タ 々 イリ ング 実行 時 の 補助 的 な 情報 で , 〈 ベ ッ 
ク グ ラウ ンド スト リン グ >〉 が 指定 され て いな いと , タイ リン グ 動 作 が 中 断 さ れる こと が あり 
ます . 省略 され た 場合 に は , COLOR 文 に よっ て 指定 され た 〈 く バック グ ラウ ンド カラ ー〉 に 対 
応 す る スト リン グ が 用 いら れ ま す . 

・<〈 バ バック グ ラウ ンド スト リン グ 〉 は , 8 ドッ ト ※1 ド ッ ト 分 の 長き さ (白黒 モー ド で 1 バイト, 
カラ ー モ ー ド で 3 ベ バイト) が 利用 され, それ を 超え る 分 は 無視 され ます . 

・〈 バ バック グラ ウン ドス トリ ング > が 表す 8 ドッ ト の パタ ー ン が , 〈 タ イル スト リン グ > の 表 
す パ ター ン 中 に 3 回 以上 連続 し て 現れ る 場合 は "Ilegal function call'" エラ ー と な り ま す . 
PAINT(50 ,50), "33 フリ ",7 

・ パ レッ ト 番 号 7 の 色 で 囲ま れ た 領域 を , ワー ルド 座標 (50, 50) を 基点 と し て , タイ ルス ト 
リン グ (CHR$(&H33) 二 CHR$(&H33) 十 CHR$(&HCC)) で 埋め ます . カラ ー モ ー ド で 実行 する 
と , 緑 と 味 の 縦 締 模 様 と た な た り ま す . 
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II プロ グラ ム 例 山肌 軸 和 有 用 有 衝 軸 用 軸 軸 田 田 軸 IIIUIUUUIUUUUUUUUUUUUU 


199 ' PAINT サン フル 
119 SCREEN の, の :CLS 3 
129 FOR Y=@ TO 3 

13 の FOR X= の TO 7 


1 4 の LINE(X*89,Y*59)-STEP(89,59 の ) ,7,B 
159 BS=CHRS(RND*255 ) : R$=CHR$(RND*255 ) 
169 の G$=CHRS(RND*255 ) 

179 TILES=B$S+RS+G$ 

1 8 の PAINT(X*8 の 9+49,Y*59+25) ,TILES,7 
199 NEXT X 

29 の 9 NEXT Y 

219 END 


・ タ イル パタ ー ン を 32 個 表示 させ ます . 

・150 行 か ら 160 行 で , 青 , 赤 , 緑 , それ ぞ れ の ドッ トペ パタ ー ン を 作っ て いま す . 
RND*※255 で , 16 進 数 の OH か ら FFH まで の 乱数 が 得 ら れ ま す . 

・170 行 で 文字 型 変数 TILE$ に , 150 行 お よび 160 行 で 人 作っ た タイ ルス トリ ング を 代入 し て い 
に 

・140 行 で 白い 四角 形 を 描き , 180 行 で その 中 を タイ ル パ タ ー ン で 塗り つぶ し ます . 


IIIUIUIUIMUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUUIIIUUUUUUIIIIIIIIUIUUUUUUUUUUUIUUIIUUIUUIIUIUUIUUIUUIUUUUIUUUUUUUUIUUUUIUIIIUIUUUIIIUIUIUUMUIUUUMUUUIUUUUUUUUOUUUOUIMUIM 


注意 : ・ す で に タイ リン グ さ れ て いる 領域 を 異な る パタ ー ン で タイ リン グ し よう と する と , 時 間 
が か か っ た り , メモ リ が 不足 し て "Out of memory" エ ラー と な る こと こと が あり ます . 
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PEEK 


機 能 
書式 
解説 


























特殊 関数 


ビ ピーク : peek 


メモ リ 上 の 指定 され た 番地 の 内 容 を 返す 
PEEK (〈 番 地 >) 
*< 番 地 > に よっ て 指定 され た メモ リ 番 地 の 内 容 を 0 て 255 の 値 で 返し ます . 


・<〈 番 地 〉 の 範囲 は 0 一 65535 で す . 小数 点 が 含ま れる 場合 は 小数 点 以 下 が 四 捨 元 入 さ れ ま す . 
例 PEEK(&H9000) (9000H 番 地 の 内 容 ) 


II プロ グラ ム 例 IM 有 有 有朋 軸 用 IOMUUUUUUUUUUUUUUU 


199 
119 
129 
139 
1 49 
159 
16 の 
17 の 
18 の 
199 
299 の 
21 の 9 
229 


・ PEEK サン フル 
INPUT "開始 アド レス (hex)":SAs 
SA=VAL("&h"+SAS) 
INPUT "終了 アド レス (hex)":EAS 
EA=VAL("&h"+EAS) 
PRINT RIGHTS("999"+HEX$(SA) ,4)1": ": 


FOR I=SA TO SA+15 


DA=PEEK(1 ) 
PRINT RIGHTS("9 の "+HEXS(DA),2):" の : 


NEXT 1 


SA=SA+16:PRINT 


IF SA<=EA THEN 159 


END 


run[ 連 
開始 アド レス (hex)? 8999 回 
終了 アド レス (hex)? 8959 回 


8999 の ・ 
8 の 1 の : 
8 の 2 の 9: 
893 の : 
8 の 4 の : 
8959: 


Ok 


1 ン イ ニー ニオ 


・ 指 定 


99 15 の 9 
6D 79 6C 
74 2 の 61 
53 41 24 
68 22 F3 
6E 64 29 


9 の 


3A 
34 
72 
4 の 
24 
61 


され た 範囲 の メモ リ の 内 容 を 16 進 数 で 表示 し ます . 


・ 150 行 で は 16 進 数 を 4 桁 に , 180 行 で は 2 桁 に そろ えて 出力 する た め に , RIGHTS 関 数 を 
使っ て , それ ぞ れ の 桁 よ り 少 な い 値 の と き は 左側 に 0 を 補っ て 出力 し ます . 


I 則 II 卓上 


参照 : POKE 
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中 | | 殿 
由 | | 喜 


届 
吐 


例 


川 吊 III 


PUINT 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ポイ ント : point 


LP(Last referenced point) を 変更 する 


SHI , Wy) 
STEP(x , y) 





・BASIC は , 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 を 覚え て いま す . この 基点 の こと を 
LP(Last referenced point) と いい ます . 

・POINT 文 は . グラ フィ ッ ク 操 作 な し に 単に LP を 設定 する 場合 に 使い ます . 
POINT(10, 30) 

・LP の 値 を (10, 30) に 設定 し ます . 


アア ル ァ アプ /| 語 山 山 Uli 


19 の 9 POINT サン フル 

119 SCREEN の 9, の :CLS 3 

129 FOR I= の TO 35 

13 の POINT STEP(8,3) 

1 4 の GOSUB 179 

159 NEXT I 

169 END 

179 LINE -STEP(-59, 5 の ) , 1 
18 の LINE -STEP(19 の の, の ) ,2 
199 の LINE -STEP(-59,-59) , 3 
2 の 9 RETURN 


・ 画 面 の 左上 か ら 右 下 に 向け て 三角 形 を 描き ます . 
・130 行 で LP を 少し ずつ 右 下 に 下げ て いき ます . 
・170 行 か ら 190 行 で 三角 形 を 描き ます . 


IIIIIIIUUUIUIUUIUUIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 岬 胃 遇 則 IIIIIIIIIIUIIUUIUIUIUIUIUUUIUIUUIUUUUUUUUUIUUIMUIIIIMIMUIUII| 


参照 


・(1) POINT 
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川 和 III 


JPOINT 


機 


妻 


[ 三 


例 


グラ フィ ッ ク 関 数 


ポイ ント : point 


能 LP(Last referenced point) の 値 を 返す 
式 POINT( く 機能 〉 ) 


湯 


・ 最 後に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 (LP) を , < 機能 > の 指定 に より スク リー ン 座 標 , 


ある い は ワー ルド 座標 で 返し ます . 
・〈 機 能 > は 0 か ら 3 の 整数 値 を と り ま す . それ ぞ れ の 場合 に POINT 関数 の 返す 値 は 次 の よ 
うに な り ま す . 


0 


: 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 点 の XX 座標 を ワー ルド 座標 系 上 の 値 に 変換 


し て 返す . 


・ 同 じ く Y 座 標 を 返す . 
: 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 点 の X 座 標 を スク リー ン 護 標 系 上 上 の 値 に 変 


換 し て 返す . 


:・ 同 じ く Y 座 標 を 返す . 





POINT(0) 医 き れる 値 う X 座 標 を ワー ルド 座標 系 上 の 値 で 返す . 
POINT(1) EEE Y 座 標 を ワー ルド 座標 系 上 の 値 で 返す . 
プロ グラ ム 例 II 上 上 卓上 和則 IIIIIIIHIIIIIIIIIIIHIIUIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIH 


199 ' POINT サン フル 

11 の 9 SCREEN の, の 9:CLS 3 

129 X=RND*639:Y=RND*199:C=RND*6+1 
13@ PSET(X,Y) ,C 


149 PRINT 
15 の 9 PRINT " 


"ViPOINT( の )j" ys"iPOINT(1): 
color="jPOINT(POINT( の ) , POINT(1 ) ) 


16 の 9 IF INKEY$S="" THEN 129 ELSE END 


・ 何 か キー が 押さ れる まで 点 を 描き , その 点 の 座標 と 色 を 表示 し まう. 


・120 行 で , 


乱数 を 使っ て 点 を 描く 座標 と 色 を 求め て , 130 行 で 点 を 描き ます . 


・140 行 お よび 150 行 で , POINT 関数 を 使っ て 点 を 打っ た 座標 と 色 を 出力 し ます . 


UI 有朋 


参照 : (2) POINT 
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例 


II 


2JPOINT 


グラ フィ ッ ク 関 数 


ポイ ント : point 


スク リー ン 座 標 上 の 指定 され た 座標 に ある ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 返す 
POINT(Sx , Sy) 


・(Sx, Sy) に より 指定 され た スク リー ン 座 標 上 に 表示 され て いる ドッ ト の 色 を パレ ッ ト 番 
号 で 返し ます . 

・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が カラ テー モード の と き は パレ ッ ト 番 号 が 返さ れ , 白黒 モー ド の と き は , 
点 が ある と き 1, な いと き 0 が 返さ れ ま す . 

・ 指 定 さ れ た 座標 が ビュ ー ポ ー ト の 外 に ある 場合 は 1 を 返し ます . 





POINT(100 ,100) (スク リー ン 座 標 (100, 1000 に ある ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 : グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 が カラ テー モ ー ド の と き ) 


プロ グラ ム 例 有用 有用 有用 肌 山肌 胃 胃 策 軸 軸 有 軸 IUDUUUUUUOUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUI 


199 ' POINT サン ファ ル 

119 SCREEN の 9, の 9:CLS 3 

129 X=RND*639:Y=RND*199:・C=RND*6+1 

139 PSET(X。Y) ,C 

149 PRINT "x="iPOINT( の 9):"7 ys="iPOINT(1): 

159 PRINT " color=":iPOINT(POINT( の 9) , POINT(1 ) ) 
169 IF INKEY$="" THEN 129 ELSE END 


・ 何 か キー が 押さ れる まで 点 を 描き , その 点 の 座標 と 色 を 表示 し ます . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は (1) POINT 関 数 と 同じ も の で す . 


III 用 軸 軸 和 山肌 有用 用 有 胃 四 軸 四 回目 四国 軸 有朋 胃 胃 首 IDDIIOUUUUUUUUUUUUUUUUIUUUUUUIUUI 


2 一 178 


























PUKE 


特殊 ステ ー ト メン ト 


ポー ク : poke 


メモ リ 上 の 指定 され た 番地 ヘ へ デー タ を 書き 込む 
書 式 POKE < 番地 > , < 式 〉 
解 説 ・ 指 定 さ れ た メイ ン バ ン ク の メモ リ 上 の 番地 に 1 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます . 
・〈 番 地 > は デー タ が 書き 込ま れる 番地 で , 2 バイ ト の 整数 値 (0 て 65535) の 値 を と り ま す . 
・〈 式 > は 書き 込ま れる デー タ で , 1 バイ ト の 整数 値 (0 て 255) の 値 を と り ま す . 
*・〈 番 地 >, 〈 式 > と も に 小数 点 以下 は 四 捨 克 入 され ます . 
POKE &HD000 , &H41 
・D000H 番 地 に 41H と いう デー タ を 書き 込み ます . 


II プロ グラ ム 例 川上 日 則 由 昨 風 上 上 目 上 上 風 上 利 衝 III 


19 の 
119 の 
12 の 
139 
1 4 の 
159 の 
169 の 
17 の 
189 
199 
29 の 


′ POKE サン フル 

CLEAR ,&HDFFF 

"メモ リ へ 書き 込む 

FOR ADD=&HE の 9 の 99 TO SHE9 の F 
POKE ADD,DA:DA=DA+1 

NEXT ADD 

"メモ リ か ら 読 み 出す 

FOR ADD=&HE の の 9 TO &HE の の F 
PRINT RIGHT$(" の "+HEX$(PEEK(ADD) ) , 4 ) 

NEXT ADD 

END 


run[ 選 


2 
Ok 


1 の 2 の 3 の 4 の 5 の 6 の 7 9 の 8 の 9 9A 9 の B @C の @D の E の F 


・ 直 接 メ モリ に 0 か ら 15 ま で の 値 を 書き 込み , それ を 読み 出し て 出力 し ます . 
・130 行 か ら 150 行 で , メモ リ に 0 か ら 15 ま で 値 を 書き 込ん で いま す . 


UIIIIUIIUIIUIUIUIUIMI 有 IM 国有 田 田 加 軸 有 和則 鼻 


注意 : ・ こ の 命令 は メモ リ の 内 容 を 書き 換え て し まう た め , 不用 意 に 使用 する と BASIC が 使っ て 
いる 作業 領域 を 壊し て し まい , 誤動作 の 原因 と な る こと が あり ます . メモ リマ ッ プ の 状態 を 
よく 理解 し た うえ で 使用 し て くだ さい . 

参照 : CLEAR, PEEK 
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画面 制御 関数 




















PU0S 


機能 カー ソル の 水平 位置 を 返す 

POS (< 式 〉) 

・ テ キス ト 画 面 上 の 現在 の カー ソル の 水平 位置 を 返し ます . 

・〈 式 > の 値 は 意味 を 持ち ませ ん . 通常 は 0 と し ます . 

・ 返 され る 値 は , 0 か ら , その と き の 画 面 の 表示 桁 数 まで の 整数 で す . 


例 POS(0) (カー ソル の 水平 位置 


III プロ グ ラム 例 II 有用 有 IM 有 有 有 肌 朋 吊 征 用 策 UUUUUUOUUOUUU 








ポジ ショ ン : position 


本 
NX 


li 
由 


湯 


199 ' POS サン ファ ル 

11 の FOR I=32 TO 95 

129 IF POS(@)=>32 THEN PRINT 
139 PRINT CHRS(1)j 7 の 5 


149 NEXT I 
15 の 9 END 
run 過 

し り # る 多 る ! ( ) * す レー ./ 
9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : : < = > 9? 
Q@ A BCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[\ パー 
Ok 


・ キ ャ ラク タコ ー ド の 32 か ら 95 ま で の 文字 を 出力 し ます . 
・120 行 で , 32 桁 を 超え た ら 改行 す る よう に し て いま す . 


II 有用 肌 軸 有 有用 有用 用 車 有 UIIIIIUIIIU 有 DUUUUIUUUI 


参照 : CSRLIN, LOCATE, WIDTH 
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解 説 


例 


川 II 


PRESET 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ピー・ リ セッ ト : point reset 


グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 任意 の ドッ ト を 消去 する 


MIA [, く パレ ッ ト 番 号 >〕 


STEP( x , y) 
・ 指 定 し た ワー ルド 座標 の ドッ ト を 消去 し ます . 通常 < パレ ッ ト 番 号 〉》 は 省略 し , COLOR 文 


に よっ て 設定 され て いる 〈 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉> で ドッ ト を 描き ます . 
・STEP を 付け た 場合 は 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す . 

・<〈 ペ レッ ト 番 号 〉 を 指定 し た 場合 は PSET 文 と 同じ 動作 を し ます . 
・PRESET 文 の 実行 後 , LP は (Wx, Wy) に 移動 し ます . 





PRESET(30 , 40 ) 
・ ワ ー ル ド 座 標 (30, 400 の ドッ ト を 消去 し ます . 


プロ グ ラム 例 山肌 征 肌 四 前 軸 軸 出 利 有朋 胃 軸 軸 II 


199 ' PRESET サン パル 

119 SCREEN の @, の :COLOR ,1:CLS 3 
129 LINE( の ②, 1 の の ) -(639 , 199 の ) , 6 

139 LINE(19 の 9, の )-(199,29 の 9) , 6 

149 "円 と 正弦 曲線 を 描く 

159 P=3.14159 

16 の 9 FOR T= の TO 2*P STEP 2*P/19 の の 
17 の X=19 の 9+ 19 の 9*COS(T ) : Y=199-5 の *SIN(T) 
189 PRESET(X,Y),9 の 

199 の X=199+49 の *T:PRESET(X,Y) , の 
29 の 9 NEXT T 

219 END 


・ 点 で , 円 と 正弦 曲線 を 描き ます . 
・110 行 で グラ フィ ッ ク 画 面 を 青 に し ます . 
・120 行 と 130 行 で 座標 軸 を 描き ます . 原点 は (100, 100)0 に な り ま す . 
・150 行 は 変数 P に 円 周 率 (z) を 代入 し て いま す . 
・160 行 か ら 200 行 で 円 と 正弦 曲線 を 描き ます . 
・ こ こ で 描く 円 は 中 心 座標 (100, 100), 半径 100 の 円 で すか ら , 角度 季 と する と , 円 周 上 の 
点 (X, Y) は , 
X メ 100 十 100 cos 
Y テ 100 十 50 sin 本 


で 得 ら りら れ ま す . た だ し , ワー ルド 座標 の 座標 は 普通 の 座標 と 逆 で 下 に いく ほど 値 が 大 きく 
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な る の で , 170 行 の 計算 は 


Y テ 100 一 50sin T 
で 求め て いま す . 


IIUUUUUUUUUUUUUUIUUUIUUUIUIIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 軸 田 有 有 田 加 田 軸 田 田 有 肌身 回 加 IDL 胃 正明 胃 四 前 正 皿 皿 


参照 : COLOR, PSET 
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書 式 


解 説 


入出 力 ス テー トメ ント 


PHINT/LPRINT 購 - 


プリ ント / エ ル ・ プ リン ト : print/Ipt print 


数 値 や 文字 列 を 画面 や プリ ンタ に 出力 する 


PRINT 〔 く 式 >.…〕 
LPRINT 〔〈 式 >.. ぼ …〕 


・ 指 定 し た 〈 式 > の 値 を ディ スプ レイ 画面 に 表示 (PRINT) し た り , プリ ンタ に 出力 (LPRINT) 
し た り し ます 。 

・〈 式 > が 数 値 式 の 場合 は 数 値 を , 文字 式 の 場合 は 文字 列 を 出力 し ます . 〈 式 > が 省略 され て い 
る と 改行 の み を 行い ます (キャ リッ ジリ ター ン と ライ ン フ ォ ィ ー ド を 出力 し ます ). 

・〈 式 > の 区 切り 記号 と し て セミ コロ ン () を 使う と , 直前 に プリ ント し た も の の すぐ 後に 
続い て 次 の 数 値 や 文字 列 を 出力 し ます . 

・PRINT 文 で 値 を 出力 する 領域 は , あら か じ め 各 行 が 14 文 字 ご と に 分 割 さ れ て いま す . 
〈 式 > の 区 切り 記号 と し て コン マ ( , ) を 使う と , この 領域 ど と に 出力 が 行わ れ ま す . 

・〈 式 > の 最後 に セミ ュ ロ ン お よび コン マ を 付け る と 改行 動作 を 起こ し ませ ん . 

・ 変 数 と ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲ま れ た 文字 列 と の 区 切り に 限っ て セミ コ ュ ロ ン を 
省略 で きま す . 

・ 数 値 を 出力 し た 場合 , その 後ろ に は 1 文字 の 空白 が 挿入 され ます . また :, 数 値 の 前 に は 符 
号 の た め の 桁 を 確保 し ます ( 正 の 数 の と き 空 白 , 負 の 数 の と き "一" と な り ま す ). 

・ 単 精度 の 数 値 で , 指数 形式 で な く て も 6 桁 以 下 の 桁 数 で 精度 に 影響 を 及ぼ さ ず 表示 で き 
る も の は 実数 形式 で 表示 され ます . 同様 に 倍 精 度 の 数 値 は , 16 桁 以下 の 桁 数 で 精度 に 影響 を 
及ぼ さ ず 表示 で きる も の は 実数 形式 の 表示 に な り ま す . 

・ 表 示す る 数 値 の 長 さ , 文字 列 の 長 さ が 現在 の カー ソル 位置 より 後方 に と れ な い ( そ れ を 表 
示す る と 次 の 行 に わた っ て し まう ) 場 合 , 改行 し て それ を 表示 し ます . 

・"PRINT" と いう キー ワー ド は , 入力 時 に "?" で 代用 で きま す . 

PRINT "computer" 

・"computer" と いう 文字 列 を ディ スプ レイ 画面 に 表示 し ます . 


II プ 口 グラ ム 例 l 川 II 卓上 III 


199 ' PRINT/LPRINT サン フ * ル 
119 INPUT "名 前 ":NAsS 
129 INPUT "性 別 ":SEs 
139 INPUT "年 齢 ":OD 
149 PRINT "名 前 :",NAS 
159 PRINT "性 別 :",SEs 
169 PRINT "年 齢 :",OD 
179 END 
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1 
「ー 
コ 

回 


名 前 ? ライ オン 回 

性 別 ? オス 回 

年 給 ? 2 回 

名 前 ライ オン 
性 別 オ ス 

年 齢 2 


〇 
究 


・ 名 前 , 性 別 , 年 齢 を 読み 込ん で , それ を 出力 し ます . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は INPUT 文 と 同じ も の で す . 


II 有利 IDUUUUUUUUUU 
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書 式 


解 i 


例 


II 


PRINT# 


入出 力 ス テー トメ ント 


プリ ント ・ シ ャ ー プ : print # 


シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する 

PRINT 尋 く ファ イル 番号 > , 〔 く 式 〉.… …〕 

・<〈 フ ァイル 番号 ? は , その シー ケン シャ ルフ ァイル を オー プン し た と き 指 定 し た 番号 で す . 
・< 式 > は , ファ イル に 書き 込ま れる 数 値 式 や 文字 式 で す . 〈 式 > が 2 つ 以 上 ある と き は , その 
間 を セミ ュ ロ ン (:) ま た は コン マ ( ,) で 区 切り ます . 

・< 式 > の リス ト の 中 の 数 値 式 は セミ ュ ロ ン で 区 切り ます . (も し 区 切り 記号 に コン マ を 使う 
と , 数 値 の 間 に 挿入 され る 余分 な 空白 も 書き 込ま れ て し まい ます .) 

・ 数 値 式 と 文字 式 を 並べ て 出力 する 場合 , お よび 文字 式 の 値 ( 文 字 列 ) を 連続 し て 出力 する 
と き は , その 間 に 区 切り 記号 と し て コン マ を 出力 させ ます . そう し な いと , 文字 列 を 続い て 
出力 し た と き , それ ら の デー タ は 連続 し た 文字 列 と な り ま す . また :, 文字 列 自身 が デー タ と 
し て コン マ , セミ コロ ン , 意味 の ある 空 和牛, キャ リッ ジリ ター ン (CHR$(13)), ライ ン 
フィ ー ド (CHR$(10)) な ど を 含む 場合 は , 引用 符 (CHR$(34)) に よっ て 囲ん で 出力 し ます . 
PRINT #1 ,CHR$(34) 十 "width 80,25" 十 CHR$(34): "リリ page 3 リリ: 

・ "width 80,25" と "page 3" と いら 2 つの 文字 列 を シー ケン シャ ルフ ァイル に 書き 出す 例 で 
5 

・"width 80, 25" と いう 文字 列 は , ユン マ を 含ん で いま す の で 引用 符 (CHR$(34)) で 囲み ま 
す . また , 文字 列 の 直後 に は コン マ を 出力 し , 各 値 を 区 切っ て いま す . 











II 


プロ グラ ム 例 III 上 III 上 II 上 卓上 上 上 和風 上 出 に 





ディ スク 


199 ' PRINT# サン フ " ル 

11 の 9 OPEN "2:Ldata" FOR OUTPUT AS #1 
129 INPUT AS 

139 IF AS="end" THEN 169 

14 の 9 PRINT #1 ,AS$ 

15 の 9 GOTO 129 の 

16 の 9 CLOSE 

17 の 9 END 





run[ 記 
BASIC 隊 
FORTRAN 
COBOL 
FORTH 
Prolog 図 
LOGO 回 
end 回 


いき 








* や つこ つや つや つや て う 











Ok 
・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に に "Ldata" と いう シー ケン シャ ルフ ァイル 
を 作り ます . 
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・140 行 で , 読み 込ん だ 文字 列 を ファ イル に 書き 込ん で いま す . 
・INPUT 志 文 の プロ グラ ム 例 で , ここ で 作成 し た ファ イル の 内 容 を 見 る こと と が で きま す . 


UIIIIIIIII 融 有 用 加 有 ll 軸 軸 用 軸 軸 有 ll 


参照 : PRINT 婦 USING, OPEN, INPUT 婦 
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入出 力 ス テー トメ ント 


PRINT USING/LPRINT USING 言 計 


プリ ント ・ ユ ー ジ ング / エ ル ・ プ リン ト ・ ユ ー ジ ング : print using/Ipt print using 


文字 列 , 数 値 を 指定 し た 書式 で 出力 する 


書 式 陳 間 NR : く 式 〉 1 時 
LPRINT 





[ 
解 説 ・< 書 式 制御 文字 列 〉 に よっ て , <〈 式 > の 出力 され る 領域 や 書式 を 決定 し ます . 
・<〈 書 式 制御 文字 列 〉> で 指定 し た 書式 制御 の 数 が < 式 > の 数 より 少な いと き は , < 書式 制御 文字 
列 〉 が 繰り 返し 使わ れ ま す . 
文字 の 書式 制御 
! … 与 えら れ た 文字 変数 や 文字 定数 の 最初 の 1 文字 だ け を 出力 し ます . 
を ぐ n 個 の (空白)> を … 与 えら れ た 文字 変数 や 文字 定数 の 先頭 か ら (n 十 2) 文 字 の 文字 列 
を 出力 し ます . 与え られ た 文字 列 が (n 二 2) 文字 よ り 長 い 場 合 は 余分 な 文字 は 無視 さ 
れ , 短い 場合 に は 文字 列 は 左 詰め に 出力 され , 残っ た 部 分 に は 空白 が 出力 され ます . 
@… 文 字 列 の 代入 に 使い ます . 複数 個 指定 し た 場合 , 1 つの "@" に 対し て <〈 式 > 中 の 1 つの 
文字 列 が 代入 ・ 出 力 さ れ ま す . "@" の 数 が 文字 列 の 個数 より 多い 場合 , 残り の "@" 
は 無視 され ます . 


Ng 日 本 語 BASIC で は 全角 文字 1 文字 は 2 バイ ト で 表 さ れ て いる た め , " ! "を 使用 し 
て 出力 する こと は で きま せん . 


RSC @……… 2 , LEFT$(" 漢 字 ", 2), …… 
の よう に 使用 し て くだ さい . 


数 値 の 書式 制御 


存 … 数 値 を 出力 する 桁 数 を 指定 し ます . 指定 し た 桁 数 より 数 値 の 桁 数 が 小さ いと き に は 

右 詰め で 出力 され ます . 
… 小 数 点 の 位置 を 指定 し ます . 小数 点 以下 の 部 分 で 有効 で は な い 桁 に は 0 が 出力 され 

ます . 

二 …< 書 式 制 御 文字 列 〉 の 最初 また は 最後 に 付け た 場合 , 数 値 の 符号 か それ ぞ れ 前 また は 
後に 出力 され ます . 2 個 以 上 の " 十 " を 並べ た 場合 に は , 余分 の " 十 " は 後述 の 制御 文 
字 以 外 の 文字 と 同じ 扱い に な り ま す . 

ー…< 書 式 制御 文字 列 > の 最後 に 付け た 場合 , 数 値 が 負 の 数 の と き に 数 値 の 後ろ に "-" が か 
出力 され ます . 前 に 付け た り , 2 個 以 上 並べ た 場合 に は , 後述 の 制御 文字 以外 の 文字 
と 同じ 扱い に な り ま す . 
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例 


II 


※ ま 玉 …<( 書 式 制御 文字 列 > の 先頭 に 付け た 場合 , 数 値 領域 の 左側 に 空白 部 分 が で きた と き , 
そこ を " 玉 " で 埋め て 出力 し ます . この " 玉 玉 "は 2 桁 分 の 領域 を 確保 し ます . 
\\…< 書 式 制御 文字 列 > の 先頭 に 付け た 場合 , 出力 され る 数 値 の 直前 に "\" を 出力 し ま 
す . "\\" は 2 桁 分 の 領域 を 確保 し ます が , この うち 1 桁 分 は "\" の 出力 領域 と し て 
使わ れ ま す . 後述 の 指数 形式 の 書式 指定 を 行っ た 場合 に は , 正しく 出力 され な いこ と 
が あり ます . 
ネ まま \…< 書 式 制御 文字 列 > の 先頭 に 付け た 場合 , 上 記 の 2 つ ( 玉 来 と \\) の 両方 の 機能 と 


な り ま す . 


" 玉 ま \" は 3 桁 分 の 信 域 を 確保 し ます が , この うち 1 桁 分 は "\" の 出力 領 


域 と し て 使わ れ ま す . 

,… 桁 数 指定 の " 尋 " の 並び の 中 に 置い た 場合 , 数 値 の 整数 部 が 3 桁 ご と に "," で 区 切ら れ 
て 出力 され ます . た だ し , "." より 右側 に 置い た 場合 は , 数 値 の 最後 に "," が 出力 さ 
れ , 3 桁 ご と の 区 切り は 行わ れ ま せん . 


… 桁 数 指定 の 


" 志 " の 後に 付け た 場合 , 数 値 は 指数 形式 で 出力 され ます . 


_ … 上 記 の 制御 文字 1 文字 を 単に 文字 と し て 表示 する た め に 使用 し ます . " "に 続く 1 
文字 は 常に 書式 制御 機能 を 持た な い 文 字 と し て 出力 され ます . 


制御 文字 以外 の 文字 


以上 の 制御 文字 以外 の 文字 ( 英 数 字 , カナ , グラ フィ ッ ク 記 号 等 ) を 置い た 場合 , 数 値 の 前 
や 後 の る の に その キャ ラク タ が 出力 され ます . 


数 値 の 領域 を 超え た 場合 


指定 し た 数 値 領域 よ り 数 値 の 桁 数 が 大 きい 場合 , 数 値 の 直前 に "%" が 出力 され ます . ま 
た , 指定 し た 数 値 領域 よ り 数 値 の 小数 点 以下 の 桁 数 が 大 きい 場合 , 指定 し た 小数 点 領域 の 
次 の 桁 数 で 四 捨 元 入 を 行い ます . た と えば 領域 を " 婦 婦 存 . 即 " と し た と き 数 値 に 123.45 が 


指定 され て いた } の FI 


合 , 小数 点 第 2 位 で 四 捨 入 され , 123.5 に な り ま す . し た が っ て , 四 


捨 元 入 さ れ た 数 値 が 領域 より 大 きく な る 原因 と な っ た 場合 も , 数 値 の 前 に "%" が 出力 さ 
れ ま す . 
PRINT USING " 尋 弁 志 . 孝 尋 ":A.B 
・ 数 値 変数 へ A, B の 値 を 5 桁 ( 小 数 点 以下 2 桁 ) で 出力 し ます . 


プロ グラ ム 例 II 上 I 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIH 


199 『 


119 
12 の 
139 
1 4 の 
15 の 9 
169 


PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 


USING 
USING 
USING 
USING 
USING 
USING 


PRINT USING/LPRINT USING サン フル 


"9 77NEC Computer" 

"る 8"i "NEC Computer" 
りり #####":123.456 

リリ # 電 ## せ 、#":123.456 

"人 ## せ 人 # り >123.456 

りり #####.#ー ツ トー123.456 
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179 PRINT USING "* ネ *※###.# り リュ 123.456 

18 の PRINT USING "\\###.#">123.456 

199 PRINT USING "ネネ *\##.# り 2193.456 

299 PRINT USING "#### せ 。.# り 5:1234.6 

219 PRINT USING "#####。.# この "51234.56 
229 PRINT USING " 半 学 ###。 "ji123.456 

239 PRINT USING "##### す "5123456! 

249 PRINT USING "This is a @. "2 "pen" 
25 の END 


TUun 
N 
NEC Computer 
123 
123.5 
+123.5 
123.5- 
*※*※123.5 
\123.5 
*※\123.5 
1,.234.6 
12345.6E-9 の 1 
2 トニ 
%123456 
This is a pen. 
Ok 


・ 指 定 し た 文字 列 あ る い は 数 値 を 指定 し た 傾 域 や 書式 で 出力 し ます . 
山川 用 中軸 用 有 和 朋 軸 利 用 用 軸 有 用 有 有用 有朋 軸 利 腹 和 用 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIIUII 


注意 : ・Na- 日 本 語 BASIC で は , < 書式 制御 文字 列 > 中 に 半角 文字 の "@", "\ ぎ リリ パー" と 同じ 
コード が 含ま れる 全角 文字 を 使用 する こと は で きま せん . た と えば , " 噂 "の シフ ト JIS ュー 
ド は 895CH で す , 下位 バイ ト が "@'" の キャ ラク タコ ー ド (5CH) と 一 致し て し まい ます か ら , 
使用 で きま せん . 
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PRINT# USING 


例 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


入出 力 ス テー トメ ント 








プリ ント ・ シ ャ ー プ ・ ユ ー ジ ング : print 婦 using 


文字 列 , 数 値 を 指定 し た 書式 で ファ イル に 出力 する 
PRINT 尋 く ファ イル 番号 > , USING く 書式 制御 文字 列 > : < 式 >〔 








800 


・〈 フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル に 対し て , 文字 列 や 数 値 を 書式 指定 し て 出力 し ま 
す . 

・PRINT 旭 USING 文 は , その 対象 が ファ イル で ある こと を 除け ば PRINT USING 文 と 同じ 
で が 。 

PRINT 尋 2 USING " 参 尋 大 存 ":A 

・ 数 値 変数 へ の 値 を 4 桁 右 詰め で ファ イル に 書き 込み ます . 


プロ グラ ム 例 II 上 上 上 上 則 上 II 上 III 


ディ スク 





19 の 9 ' PRINT# USING サン プル 

119 OPEN "stest.dat" FOR OUTPUT AS #1 
129 FOR I= の @ TO 1 の 

139 PRINT #1,USING "### り 5 172 

149 NEXT I 

15 の 9 CLOSE 

16 の 9 END 


・ 0 から 10 ま で の 2 乗 の 値 を 3 桁 ず つ 右 詰め で ファ イル に 書き 込み ます . 


II 軸 l 加 ll 田 田 用 田 田 加 田 軸 加 回 0UU0DUUUUUUUUUUUU 


参照 : 


PRINT USING, PRINT, OPEN 
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時 PSET 


例 


II 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ピー・ セ ッ ト : point set 


ゲ グラ フィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト を 描く 


1 細 ト 番号 >]〕 
STEP( x , y) 


・ 指 定 し た ワー ルド 座標 に ドッ ト を 描き ます . 

・ ド ッ ト の 色 は 〈 パ レッ ト 番 号 〉 に よっ て 指定 し , 省略 され た 場合 に は COLOR 文 の < フォ ア 
グラ ウン ドカ ラー> が 用 いら れ ま す . 

・PSET 文 の 実行 後 , LP は (Wx, Wy) に 移動 し ます . 

PSET(30 , 40) , 5 

・ ワ ー ル ド 座 標 (30, 40) に パレ ッ ト 番 号 5 の 色 で ドッ ト を 描き ます (カラ ー モ ー ド の と き ). 


プロ グラ ム 例 川上 旧 II 


199 ' PSET サン フ " ル 

119 SCREEN 9 の, の :COLOR ,9,,5:CLS 3 
129 LINE(9,199)-(639,199) ,6 

139 LINE(199,9)-(199,299) ,6 

149 "円 と 正弦 曲線 を 描く 

159 P=3.14159 

169 FOR T= の 9 TO 2*P STEP 2*P/199 
179 X=19 の +19 の 9 の *COS(T) : Y=199-59*SIN(T) 
189 PSET(X,Y) 

199  X=199+49*T:PSET(X,Y) 

299 NEXT T 

219 END 


・ 点 で 円 と 正弦 曲線 を 描き ます . 
・ 詳 し い 説明 は , PRESET 文 の プロ グラ ム 例 を 参照 し て くだ さい . 


UIIIUUUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUIUIUUIUUIIUUUIUUUUIUUUUUUUUUUUIUI 


no ・ 
参照 : 


COLOR, PRESET 
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例 


川 II 


PUT 


入出 力 ス テー トメ ント 


プッ ト : put 


バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 書き 出す 

PUT 〔[ 志 ] く ファ イル 番号 >[ , く 数 式 >]〕 

・〈 フ ァイル 番号 〉> で 指定 され た バッ ファ の 内 容 を ラン ダム ファ イル へ 書き 込み ます . 指定 
され た ファ イル は , ラン ダム ファ イル の モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 
・< 数 式 > は ファ イル の レ ュ コー ド 番 号 で す . < 数 式 > が 省略 され た 場合 , 直前 に 行わ れ た 
GET 尋 文 , PUT 婦 文 で 参照 され た レコ ュー ド の 次 に 書き 込ま れ ま す . な お , 書き 出す デー タ 
は あら か じ め FIELD 文 , LSET/RSET 文 で 準備 し て お か な けれ ば な り ま せん . 

PUT 尋 3,5 

・ フ ァイル 番号 3 で オー プン し た ラン ダム ファ イル の 5 番目 の レコ ュー ド に , 現在 ベッ ファ 
に 入っ て いる デー タ を 書き 込み ます . 


プ 口 グラ ム 例 山肌 軸 軸 和 昌和 軸 軸 軸 軸 上 軸 有用 肌 軸 III 軸 IIUUUIUUUUIIUIUUUIUUIUI 8 


車山 





199 ' PUT サン フル 

119 OPEN "2:address" AS #1 

129 FIELD #1,39 AS AS$,29 AS B$,59 AS C$ 
139 LINE INPUT "名 前 ? "jiNAS 

149 IF NAS="end" THEN 299 

159 LINE INPUT "電話 ? ":TLS 

169.。 LINE INPUT "住所 ? ":AR$ 

179 LSET As=NAS:LSET BS=TL$:LSET C$=AR$ 
189 PUT #1 

199 GOTO 139 

299 CLOSE 

219 END 


ョ 
回 


相川 房子 回 
3-123-4567 回 
東京 都 日 本 橋 回 
土司 秀美 
943-123-4567 較 
神奈 川 県 川崎 市 回 
end 


は 当 弄 計 











選 
三 





いう ・ つ ・ う の ・ の ・ の いつ くう 


ら 槍 席 柄 貞 氏 本 的 
翌 浸 融 


・ 住所 録 の ファ イル を 作り ます . 
・170 行 で , 入力 し た デー タ を バッ ファ に セッ ト し て , 180 行 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ヒ 書 き 込 
ん で いま す . 


IMIIHIIIHIIIIIHIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIII 和 出山 II 上 昌和 昌和 I 上 III 


参照 


OPEN, FIELD, LSET/RSET, GET 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 




















PUT@ 


グラ フィ ッ ク パ ター ン や 漢字 を 画面 に 表示 する 
式 ] 1) PUT 〔@](Sx, Sy) , < 配列 変数 名 〉 〔 く 要素 〉] 〔, く 条件 〉 ][ , く フォ アグ ラウ ンド カ 
ラー〉 , く < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉〕 
2) PUT 〔@〕(Sx , Sy), KANJI (< 漢字 コー ド 〉 ) 〔 , 〈 条 件 〉 }) 〔, く フ ォ ア グラ ウン ドカ 
ラー〉 , く バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉〕 








プッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク :put @ 


解 説 1)・GCET@ 文 に よっ て 配列 に 読み 込ま れ た グラ フィ ッ ク パ ター ン を 画面 上 の 任意 の 位置 に 
表示 し ます . 
・ 座 標 (Sx, Sy)y は GET@ 文 の 場合 と 同様 で , ワー ルド 座標 で な く ス クリ ー ン 座標 で 指定 
し ます . また , この 命令 を 実行 する と LP は (Sx, Sy) に 移動 され ます . 
・〈 配 列 変 数 名 〉 は 表示 し た い グ ラフ ィ ッ ク バ パターン が 格納 され て いる 配列 名 で あり , <〈 要 
素 〉 は 配列 内 の どこ か ら デ ー タ を 取り 始め る か の 指定 で す . 〈 要 素 〉 が 省略 され た 場合 は , 
配列 の 最初 か ら 取 り 始 め ま す . これ ら の 指定 は , GET@ 文 で 使っ た も の と 同じ も ゃ の を 指 
定 し ます . 
・〈 条 件 > と は , グラ フィ ッ ク パ ター ン を 画面 に 表示 する 際 , いろ いろ な 機能 を 指定 で きる 
も の で , 次 下 の も の が 用 意 さ れ て いま す . 
PSET 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を その まま 表示 し ます . 
PRESET 白黒 モー ド の 場合 は 配列 内 の パタ ー ン を リバ ベー ス し て 表示 し ま 
す . カラ ー モ ー ド の 場合 は 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 を , 7ー( そ の 
ドッ ト の ペレット 番号 ) と し て 表示 し ます . 


OR 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン と , すでに ある 画面 の グラ フィ ッ 
ク パ ター ン を 1 ビッ ト ( ド ッ ト ) ご と に OR( 論 理 和 ) し , その 結果 を 
画面 に 表示 し ます . 

AND 配列 内 の パタ ー ン と 画面 上 の パタ ー ン を ビッ ト ど と に AND( 論 理 
積 ) し , その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 

XOR 配列 内 の パタ ー ン と 画面 上 の パタ ー ン を ビッ ト ご と に XOR( 排 他 





的 論理 和 ) し , その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 

※ これ ら の < 条件 > は 画面 モー ド に よっ て 演算 の 対象 が 違い ます . 白黒 モー ド の 場合 , 
ドッ ト が ある か な いか (1 ビッ ト ) を 対象 と し , カラ ー モ ー ド の 場合 , 各 パ レッ ト 番 号 
(0~C7: 3 ビッ ト ) を 対象 と し ます . 

例 ) (パレ ッ ト 3)AND( パ レッ ト 6) つ (ペレット 2) 
も しく 条 件 > が 省略 され た 場合 は XOR と みな され ます . 
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・ 最 後 の 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー〉, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 は , 白黒 モー ド の と き に 
読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド に お いて 表示 する と き に の み 有 効 な オプ ショ ン バ ラ 
メー タ で す . この 2 つの パラ メー タ は , 両方 と も 指定 する か , 両方 と も 指定 し な いか の ど 
ちら か し か 許さ れ ま せん . 
・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉 は , 白黒 モー ド で 読み 込ん だ 際 に 白 で あっ た ドッ ト に 対し 
て の 人 色 指 定 で , これ を カラ ー モ ー ド に お いて 実行 する と 任意 の 色 に 変え た る こと が で きま 
す . < バック グラ ウン ドカ ラー〉 は 同様 に 黒 で あっ た ドッ ト に 対し て の 色 指 定 で す . これ ら 
は と も に 0 か ら 7 の パレ ッ ト 番 号 に よっ て 指定 し ます . 
注意 : ・GET@ 文 と PUT@ 文 は 上 記し た く 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー〉, 〈 パ バック グラ ウ 
ンド カラ ー> を 指定 し て 白黒 モー ド で 読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド で 表示 
する 用 途 の 他 は , 原則 と し て 同一 画面 モー ド で 使用 する よう に し て くだ さい . 
2)・< 漢 字 ュ ユー ド >〉 で 指定 され た 漢字 また は 非 漢字 を 画面 に 表示 し ます . 
・Ns-BASIC で は , 使用 で きる 文字 は , JIS 第 1 水準 の 漢字 2965 字 と 非 漢字 約 700 種 で す . 
これ ら の 中 か らち 任意 の 文字 を < 漢字 ュー ド >〉(JIS コー ド ) に よっ て 指定 し , 画面 上 に 日 本 語 
の 文章 を 作成 する も こと が で きま す . 
・N。a- 日 本 語 BASIC で は , 使用 で きる 文字 は , JIS 第 1 水準 , 第 2 水準 の 漢字 6535 字 と 非 
漢字 約 700 種 で す . 
これ ら の 中 か らち 任意 の 文字 を < 漢字 ュ コード 〉>( シ フト JIS コー ド ま た は JIS コー ド ) に よっ て 
指定 し , 画面 上 に 日 本 語 の 文章 を 作成 する こと が で きま す . 


・1) の PUT@ 文 で は ユー ザ が GET@ 文 に よっ て 配列 に 読み 込ん だ パタ ー ン を 画面 に 表 
示し ます が , 漢字 の PUT@ 文 で は 配列 内 の デー タ に 当たる も の が あら か じ め 用 意 さ れ て 
いま す . この こと を 除け ば , その 使い 方 お よび 機能 は 1) の 場合 と ほぼ 同様 で す . た だ し , 
漢字 ペタ ー ン は 原則 と し て 縦 16 ド ッ ト , 横 16 ド ッ ト の 大 き さ と 決め られ て いま す (8x8, 
16X8 の も の も ある ). また , 漢字 ペタ ー ン は 白黒 モー ド で GET@ し た 場合 と 同じ 形 で 格 
納 さ れ て いま すか ら , カラ ー モ ー ド に お いて 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー〉, 〈 バ ッ ク グ ラウ 
ンド カラ ー〉 で 指定 し て カラ ー 表 示さ せる こと も 可能 で す . 

・ た だ し , 1 つの PUT@ 文 で は 1 つの 漢字 し か 表示 する こと が で きま せん . 


例 PUT@(10 , 10) , G% , PSET 
・ ス クリ ー ン 座標 (10, 10) を 始点 と し て , 配列 CG% に 格納 され て いる グラ フィ ッ ク パ ター 
ン を 表示 し ます . 
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II プロ グラ ム 例 吊 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIMIILIMII 利 軸 IIIIIUIIIIIIIIIUIIIIUUIIUUUUUUUUUIIUUUUMUIUI 


199 ' PUTQG サン パル 

119 SCREEN の ,9:CLS 3 

129 XD=4 の 9: YD=2 の 

139 BYTE=((XD+7 )\8)*YD*3+4 

149 FACT=BYTE\2+1 

159 DIM G を (FACT ) 

169 CIRCLE(XD/2-1 , YD/ 2 -1 ) , YD/2 , 6 
179 PAINT(XD/2-1 ,YD/2-1),6,6 

189 GETG( の , の )-STEP(XD-1 , YD-1 ) , G 
199 FOR X=9 TO 59 の @ STEP 199 

29 の PUT@(X,199) ,G%:PUTG(X,19 の ) ,G% 
219 NEXT X 

22 の 9 END 


・ 画 面 左上 に 黄色 の 円 を 描き , それ と 同じ 円 が 左 か ら 石 に 移動 し ます . 
・ こ の プ ブログ ラム 例 は GET@ 文 と 同じ で す . 


川上 山上 用 III 上 II 


参照 : CET@, 資料 8 「 日 本 語 コ ー ド ]」 


に 95 


機 能 
書 式 
解 説 
例 


IM 抽 山 


RANDUMIZE 


一 般 ス テー トメ ント 


ラン ダマ イズ : randomize 


新しい 乱数 系 列 を 設定 する 

RANDOMIZE 〔< 式 >〕 

・ 新 し い 乱数 の 種 seed) を ケ え ん る こと に よっ て 乱数 系 列 を 変更 し ます . 
・seed は 〈 式 > に よっ て 一 32768 て 32767 の 間 で 与え ます . 

・〈 式 > を 省略 し た 場合 は , メッ セー ジ が 表示 され seed の 要求 を し て きま す . 
する 値 は <〈 式 > と 同じ 範囲 で 指定 し ます . 

RANDOMIZE 

・ メ ッ セ ー ジ と と も に seed の 要求 を し て きま す . 

・seed の 入力 に より 新しい 乱数 系 列 を 作り ます . 


この と き 入 力 


プ 口 グ フ ム 例 用 用 有用 有 有用 有 DD ロ UI 


199 ' RANDOMIZE サン フル 
119 GOSUB *RNDSUB 

129 CLEAR:GOSUB *RNDSUB 
139 RANDOMIZE 

14 り 9 GOSUB *RNDSUB 

159 END 

169 *RNDSUB 

179 FOR I=@ TO 9 

189 PRINT INT(RND*19) 
199 NEXT 【 

299 PRINT 

219 RETURN 


run 
2 3 3 5 @ 7 4 3 9 9 
2 3 3 5 9@ 7 4 3 9 9 

Random number seed (-32768 to 32767)? 653 加 
9 2 4 9 6 5 2 7 6 

Ok 





・ 同 じ 乱 数 系 列 に より , 乱数 を 2 回 表示 させ , 乱数 系 列 を 変更 し た 後 , 乱数 を 表示 し ます . 
・130 行 で , 乱数 の seed を 入力 し , 乱数 系 列 を 変更 し ます . 


HH 前 四則 山肌 軸 胃 有朋 四 四 胃 四 胃 軸 間 軸 II 軸 IIDUDUUIHIUUUIUUUUIUUIUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU) 


2 一 196 


























書 式 


例 


川 II 


READ 


一 般 ス テー トメ ント 


リー ド : read 


DATA 文 中 に 格納 され て いる 値 を 変数 に 読み 込む 

READ < 変数 名 リス ト > 

・READ 文 は , DATA 文中 に 格納 され て いる 定数 を 変数 に 読み 込み ます . READ 文 の 変数 
は 数 値 変数 で も 文字 変数 で も か まい ませ ん が , 対応 する DATA 文 中 の 定数 の 型 と 一 致し て 
いな けれ ば な り ま せん . 

・ ブ ログ ラム の 実行 中 読み 出さ れる 定数 の 個数 が , READ 文 で 定義 され て いる も の より 多 
い 場 合 , "Out of DATA" エ ラー と な り ま す . 

・RESTORE 文 を 実行 する こと に より , 読み 出す DATA 文 の 位置 を 行 単 位 で 指定 で きま す . 
READ NM$ , AG 

・DATA 文 中 に 格納 され て いる 文字 定数 , 数 値 定数 を 変数 NM$, AG に 読み 込み ます . 


ブロ グラ ム 例 山田 有用 用 田 田 軸 軸 山 山 


199 ' READ サン ファ ル 

119 FOR I= の 9 TO 3 

129 READ A:PRINT Ai 
139 NEXT I 

149 READ AS:PRINT AS 

15 の END 

16 の DATA 3,2,1,9, 発 射 ! 


run[ 連 

3 2 1 9 発射 

Ok 

・。 3 2 1 0 発射 !" と いう 文字 列 を 出力 する プロ グラ ム で す . 

・110 行 か ら 130 行 で , DATA 文 か ら 数 値 デ ー タ を 読み 込ん で 出力 し , 140 行 で DATA 文 か 


ら "発射 !" と いう 文字 列 を 読み 込ん で 出力 し ます . 


UI 用 利 肌 軸 軸 軸 車 用 田 軸 軸 田 融和 


参照 


DATA, RESTORE 
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REM 


妻 


解 


例 


式 


説 


一 般 ス テー トメ ント 


リマ ー ク : remark 


プロ グラ ム 中 に 注釈 を 入れ る 

REM 〔 く 注釈 文 >] 

【 く 注釈 文 >〕 

・REM 文 は , プロ グラ ム を 見 や すく し た り , コメ ント を 書い た りす る た め に 使わ れ ま す . 
プロ グラ ム の 実行 に は 影響 を 与 え を ませ ん . 

・REM 文 で は , キー ワー ド "REM" の 代わ り に アポ スト ロフ ィ (”) を 使う こと が で きま す . 
・REM 文 で は コロ ン (:) も 注釈 の 一 部 と な り ま す の で , コロ ン で 区 切っ て 他 の 文 を 続け る 
こと は で きま せん . 

・REM 文 は , BASIC に よっ て 実行 され る 文 の 後に コロ ン で 区 切っ て 付け 加え る こと が で き 
ます . 

REM ※ ネ ネネ COMMENT ※*※ ネ 

・ 注 釈 行 を し ます . 





II プロ グ ラム 例 IIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIUIII 


199 ' REM サン フル 


119 REM REM ステ ー ト メン ト に よっ て ブロ グラ ム の 中 に 
129 REM コメ ント が 書け ます 。 

139 REM は (") で 代用 で きま す 。 

149 END 

run 加 

Ok 


・ こ の プロ グラ ム は すべ て 注釈 文 の た め 何 も 実行 し ませ ん . 
・100 行 と 130 行 で は ( 「) で REM 文 の 代用 を し て いま す . 


IIIIIHHIIIIHIHHHIHHIHIIIIHIIIIIIIIIIIUIUIL 軸 軸 胃 中 胃 軸 四 胃 回 四 軸 着 四 間 有 自 朋 肌 肌 軸 用 用 胃 人 OUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


注意 : ・(”) を 使っ た 注釈 文中 に " 葵 "(キャ ラク タコ ュー ド E9H) を 含む 文字 列 を 入れ る こと は で き 


ませ ん . 必ず REM を 使っ て くだ さい . 同様 に Na- 日 本 語 BASIC で も , 文字 ユー ド に E9H を 
含む 文字 (た と えば " 埼 "シン フト JIS コー ド は 8DE9H) を 使う こと は で きま せん . 
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HENUM 


機能 
書 式 


章 


例 


II 


一 般 コ マン ド 


リナ ン バ ー : renumber 


プロ グラ ム の 行 番号 を 付け 替え る 
RENUM 〔 く 新 行 番号 〉]〔 , く 旧 番 号 〉]〔, く 増分 〉〕 

・〈 新 行 番号 〉? は , 新しく 付け る 行 番号 の 最初 の 行 番号 で , 省略 時 は 10 と みな され ます . 

・〈 旧 行 番号 > は, 行 番号 の 付け 替え を 始め る 現在 の プロ グラ ム の 行 番号 で す . 省略 し た と き 
は , その プロ グラ ム の 最初 の 行 番号 で す . 

・〈 増 分? は , 新しく 付け る 各行 番号 の 間 の 増分 で , 省略 し た と き は 10 と みな され ます . 
・RENUM コマ ンド は , GOSUB 文 , GOTO 文 , ON . . .GOSUB 文 , ON . . .GOTO 文 お よ 
び ERL 変 数 な ど で 参 照 し て いる 行 番 与 も 新しい 行 番号 に 対応 し て 変更 し ます . これ ら の 文 

が 参照 し て いる 行 番号 の 行 が RENUM ュ マ ンド を 実行 する 前 の プロ グラ ム 中 に 存在 し な い 
場合 に は "Undefined line xxxxx in yyyyy" と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . 
この 場合 , 存在 し な か っ た 行 番号 Cxxxxx) は RENUM コマ ンド に よっ て 変更 され ませ ん が , 
その 文 の 行 番号 yyyy) は 変更 され ます . 

RENUM 1000 
・ メ モリ 上 に ある プロ グラ ム の 行 番号 を 付け 直し ます . 実行 後 , 行 番号 は 1000, 1010, 
1020.. . . と な り ま す . 


ラー 
実 人 行 例 川上 上 上 和則 上 卓上 


199 ' RENUM サン フル 





11 の 9 ' RENUM コマ ンド は 指定 し た 行か ら 

129 ' 行 番号 を 付け 替え ます 。 

139 

149 PRINT " RENUM コマ ンド は な 指定 し た 行か ら " 
159 PRINT " 行 番号 を 付け 替え ます 。 

169. END 

Tenum 2 の の ,139,29 図 

Ok 

1ist[ 記 

199 ' RENUM サン フ * ル 

119 '" RENUM コマ ンド は 指定 し た 行か ら 

129 ' 行 番号 を 付け 替え ます 。 

299 

229 PRINT " RENUM コマ ンド は 指定 し た 行か ら " 
249 PRINT " 行 番号 を 付け 替え ます 。" 

269 END 

Ok 


・130 行 以降 の 行 番号 を , 200 行 か ら 20 行 ご ど と に 付け 替え ます . 


IIMIUUIUUUIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 和 II 還 胃 加 IHHHHIHHHIHHIHIIIIIHHIHHIIHIHIUIIIIUIUIIUUIIHH 
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一 般 ス テー トメ ント 




















HES TUHE 


機 能 』 READ 文 で 読む DATA 文 の 位置 を 指定 する 

RESTORE 〔 く 行 番号 >〕 

・READ 文 で 読み 込み を 開始 する DATA 文 の 位置 を 行 単位 で 指定 し ます . 

・〈 行 番号 〉 を 指定 する と , 指定 され た 行 以降 の DATA 文 の 内 容 か ら 読 み 始 め ま す . 〈 行 番 
号 〉 を 省略 し た と き は , プロ グラ ム 中 の 最初 の DATA 文 の 内 容 か ら 読み 始め ます . 
RESTORE 800 


< READ 文 で 読み 出さ れる DATA 文 の 位置 を 800 行 に 設定 し ます . 








リス ト ア :restore 


て | 


中 
遇 


1 
晶 


II プ 口 グラ ム 例 山肌 用 山田 胃 用 用 軸 有 軸 用 軸 有田 加 胃 軸 IIUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


199 ' RESTORE サン フル 

119 READ A,B 

129 RESTORE:READ C,D 

139 RESTORE 18 の :READ ES,F$ 

149 PRINT A,B:PRINT C,D:PRINT ES,F$ 
15 の END 

169 DATA 1,2 

179 DATA 3,4 

18 の 9 DATA AA,BB 


run [ 剛 

1 

1 
AA B 
Ok 


の いい 


・160 行 の デー タ を 2 回 出力 し , 次 に 180 行 の デー タ を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・120 行 の RESTORE 文 に よっ て , 次 の READ 文 は 160 行 の デー タ か ら 読 むこ と に な り ま す . 
・130 行 で は , 170 行 の DATA 文 を 飛ば し て 180 行 の デー タ を 読み 込ん で いま す . 


ll 用 和田 田 用 用 用 軸 和田 川 昨 川 用 用 UIOUUUUI 


参照 : DATA, READ 
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RESUME 


例 


IOUUUUUUUUU 


特殊 ステ ー ト メン ト 


リ ジ ュ ウ ム : resume 


エラ ー 回 復 処理 終了 後 , プロ グラ ム の 実行 を 再開 する 


RESUME |〔0] 


NEXT 
《 行 番号 〉 


<・RESUME 文 は , ON ERROR GOTO 文 に よっ て エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 分 岐 し た あと , プ 
ログ ラム の 実行 を 再開 する 場合 に 用 いま す . 
<・ プ ログ ラム の 実行 を 再開 する 場所 に 応じ て 次 の よう に 3 つの 書式 を 選ぶ こと が で きま 


ず 5 


RESUME …… エラ ー の 原因 と な っ た 文 か ら プ ログ ラム の 実行 が 再開 され ま 

2 す . こ の と き エ ラー と な っ た 原因 を 取り 除 か な いと , 再び ェ 
ラー 処理 ルー チン へ 戻り ます . 

RESUME NEXT …… エラ ー の 原因 と な っ た 文 の すぐ 次 の 文 か ら 実 行 が 再開 され ま 
す . 

RESUME く 行 番 号 〉 … く 行 番号 〉 で 指定 し た 行か ら 実行 が 再開 され ます . 


RESUME 1000 
・ エ ラー 処理 ルー チン で エエ ラー 回復 処 理 後 , 1000 行 か ら 実 行 を 再開 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 II 和則 II 


19 の 
119 
12 の 
139 
1 4 の 
159 
の の 
319 


*′ RESUME サン フ * ル 
ON ERROR GOTO 399 

INPUT "X、Y"iX,Y 

A=X/Y 

PRINT "X/Y =":A 

END 

IF ERR=11 THEN PRINT "** 計算 で きま せん **":RESUME 129 
ON ERROR GOTO の 


Yun [ 連 
X,Y? 199。19 較 


X/Y 
Ok 


= 1 の 


run 較 
X,Y? 35,9 加 


玉 


計算 で きま せん ** 


X,Y? 35。5 回 


X/Y 
Ok 


= 7 


・2 つの 実数 X, Y を 読み 込ん で X/Y を 出力 し ます . 
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・130 行 の 除算 で エラ ー が 生じ た 場合 , 300 行 で メッ セー ジ を 出力 し て , RESUME 文 で 120 行 
か ら 実 行 を 再開 し ます . 
・ そ の 他 の エラ ー は 310 行 の ON ERROR 0 の 文 を 実行 し , 原因 と な っ た エラ ー の エラ ー メ ッ 
セー ジ を 表示 し て プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます . 

I 山 有 l 有 有用 


参照 : ON ERROR GOTO 
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ーー 
ーー 
ーー 
ーーー| 
ライ ト ・ ダ ラー : right $ 
機能 文字 列 の 右側 か ら 指 定 され た 長 さ の 文字 列 を 返す 
書 式 RIGHT$( く 文字 列 〉 , く 数 式 >) 
解 ・RIGHT$ 関数 は < 文字 列 > の 右側 か らく < 数 式 〉 で 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 取り 出し , それ 
を 値 と し て 返し ます . 
・<〈 数 式 > は ベイト 数 を あら わし ます . 範囲 は 0 て 255 で す . 
・<〈 数 式 > が く 文字 列 〉 の 総 バ イト 数 以上 の 場合 は 文字 列 > 全体 を , また < 数式 > が 0 な ら ば ヌ 
ルス トリ ング を 返し ます . 
・N。- 日 本 語 BASIC で は , 〈 文 字 列 > に 全角 文字 を 指定 する こと が で きま す . 全角 文字 1 文字 
は 2 バイ ト 分 に な り ま す の で , RIGHT$ 関 数 で 返さ れる 文字 列 に は 注意 が 必要 で す . た と え 
ば , 
RIGHT$(" 日 本 語 ", 2) 
の 場合 , 返さ れる 文字 列 は "本 語 ' で な く " 語 "に な り ま す . 
例 RIGHT$(TIME$ , 2) (TIME$ 変 数 の 右側 2 ベイト) 
< カレ ンダ 時 計 の " 秒 " だ け を 取り 出し ます . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 出 吊 IIIIHIUIIUIIIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
19 の 9 ' RIGHTS サン パル 
119 INPUT AS 
129 FOR 【=1 TO 19 
13 の PRINT RIGHT$S(AS, 1 ) 
149 NEXT 【 
159@ END 
run 
2? 9123456789 
9 
89 
789 
6789 
56789 
456789 
3456789 
23456789 
123456789 
の 123456789 
Ok 
< 読み 込ん だ 文字 列 を , 右 か ら 1 ベイ ト 目 まで , 2 ベイト 目 まで …… 10 バ イト 目 ま で の 文字 
を 表示 し ます . 
・130 行 で , 変数 A$ の 右 か ら T ベイ ト 目 まで の 文字 を 出力 し ます . 
IIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIHIIIHIIHIHIIIIIIIII 有 利和 上 上 上 則 昨 風 和 III 
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注意 ・ く 文字 列 > に 全角 文字 を 指定 し て いる 場合 , < 数式 > の 値 に よっ て RIGHT$ 関 数 は 全角 文字 
を 2 分 し て し まい , 思わ ぬ 文 字 列 を 返す こと が あり ます . 
参照 : LEFT$, MID$8, プロ グラ マー ズ ガ イド 第 8 章 「 日 本 語 処理 」 
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例 


III 


RHND 


数 値 関数 


ラン ド : random 


乱数 の 値 を 返す 

RND 〔(< 数 式 >) ] 

・0 以 上 1 未満 の 乱数 値 ( 単 精度 実数 型 ) を 返し ます . 

・ 発 生 する 乱数 は , RUN コマ ンド お よび CLEAR 文 が 実行 され る ご ど と に 同系 列 を 取り ま 
す . 

・RANDOMIZE 文 に よっ て , その 系 列 を 変え ん る と と も で きま す . 

・ 発 生 さ れる 乱数 は , < 数 式 > の 値 に よっ て 次 の よう に な り ま す . 


< 数 式 > が 負 の 場合 一 一 あら か じ め 決 め ら れ た 乱数 系 列 の 初期 値 に 戻し ます . 
< 数 式 > が 0 の 場合 一 一 1 つ 前 に 発生 し た 乱数 の 値 を と り ま す . 
< 数 式 > が 正 の 場合 一 一 次 の 乱数 を 発生 し ます . 

・〈 数 式 〉 が 省略 され た 場合 は , 正 の 値 と し て 次 の 乱数 を 発生 し ます . 


RND ( 屯 数 の 値 ) 


プロ グラ ム 例 II 上 上 上 目 上 利和 上 則 IIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIUII 


199 ' RND サン フル 

119 DIM SUM(6) 

129 FOR 【=1 TO 19@9 

139 DA=INT(RND*6+1 ) 

149 SUM(DA) =SUM(DA)+1 

15 の 9 NEXT I 

16@ の FOR I=1 TO 6 

179 の PRINT 1"-"iSUM(T) "7 


189 NEXT I 
199 END 
run 図 
1 - 22 名 
2 - 15 % 
3 - 13 欠 
4 - 12 多 
5 - 17 欠 
6 - 21 如 
Ok 


・ 1 から 6 まで の 数 を 乱数 で 発生 させ て , それ ぞ れ 発生 し た 割合 を 出力 する プロ グラ ム で 
。 
・130 行 で 1 か ら 6 まで の 整数 を 発生 させ て いま す . 


IIIIIIIIIIIIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 有 II 和則 回 皿 | 


参照 


RANDOMIZE 
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HULL 


グラ フィ ックス テー トメ ント 























ロー ル : roll 


グラ フィ ッ ク 画 面 を スク ロー ル さ せる 


書 式 ROLL < ドッ ト 数 〉 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を , 指定 され た く ド ッ ト 数 〉 だ け 上 に スク ロー ル し ます . 
・ く ドット 数 〉 は , 画面 の 縦 の ドッ ト 数 を 表し ます . 


・ く < ドッ ト 数 > は , 


Ns-BASIC VI1 で は 1 か ら 197 の 正 の 値 と し ます . Ns-BASIC お よび 


Ns- 日 本 語 BASIC で は , 1 か ら 197 ま で の 正 の 値 と 197 か ら 一 1 まで の 負 の 値 を 扱う こと が 
で き , 負 の 値 を 指定 する と スク ロー ル ダ ウ ン さ せる こと が で きま す . 
・ Ns-BASIC V1 モ ー ド で ROLL 文 を 使用 する に は , Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク が 必要 と 


な り ま す . 
例 ROLL 16 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 上 方 向 へ 16 ド ッ ト ス クロ ー ル させ ます . 


II プロ グラ ム 例 川 軸 


有用 IIIIIIIIIIIUIIUIIIIIUUUUIUIIUIUUUUIIUIUUUUIIMIUIUIUIUUUIUIUIUIODUIOUIIOUIUIUUIUUUUUUIUIOUUUUUOUU 


<・ こ の プロ グラ ム は Na-BASIC モ ー ド で 実行 し て くだ さい . 


199 ' ROLL サン フ ? ル 

119 SCREEN 1 の 9:CLS 3 

129 FOR I=&H3999 TO &H4F の 9 STEP &H199 の 
139 FOR J=&H21 TO &H7ZE 


149 の KCODE=I+J 

159 PUTG(X,168) , KANJI(KCODE) , PSET 
169 X=X+2 の 

179 の IF X>623 THEN X= の ・ROLL 18 

189 NEXT J 

19 の 9 NEXT I 

29 の 9 END 


・ 涯 字 ュー ド 表 の 順に 漢字 を 1 行 ず つ 表 示し ます . 
・ 行 の 最後 まで 表示 され る と , その 行 が 18 ド ッ ト 上 に スク ロー ルレ し, 次 の 行 を 表示 し ます . 


山肌 II 山肌 IIIUI 胃 IUDUUIUUIDIUIUIUIUIUUUUUUUUUUUUUUI 


注意 : ・N。- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は ROLL 文 が 使え ませ ん . "Ilegal function call" エ 


ラー と な り ま す 。 


2 一 206 


書 式 
例 


Il 


RUN 


一 般 コ マン ド 


・ Tun 


MI 
マ 


プロ グラ ム を 実行 する 

1) RUN 〔< 行 番号 >〕 

2) RUN < ファ イル ディ スク リプ タ >[〔,R]J 

・RUN の 後に 何 も 指 定 し な い 場合 は , メス モリ 上 に ある プロ グラ ム の 先頭 か ら 実 行 を 開始 し 
ます . 

・< 行 番号 〉 を 指定 する と , その 行か ら 実行 が 開始 され ます . 

<・〈 フ ァイル ディ スク リプ タ 〉 を 指定 する と , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か らち 指定 し た く フ ァイル 
名 >? の プロ グラ ム を ロー ド し , 実行 し ます . 

・RUN コマ ンド を 実行 する と , すべ て の 開い て いる ファ イル を 閉じ ます が , R オ プシ ョ ン 
を 付け た 場合 に は , すべ て の ファ イル は 開い た まま に な り ま す . 

RUN "demo" 

・ ド ライ ブ 1 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に ある "demo" と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム を ロー 


ド し , 実行 し ます . 





実 行 例 川上 上 風 目 和 III 人 山 吊 山 軸 
ディ スク 
(a) run 

Ok 
(b) run 1999 回 

Ok 
(c) run"2:test.n88" 図 

Ok 
(d) run"2:test、n88",r 回 

Ok 


・(@ は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム の 先頭 か ら 実行 を 始め ます . 

・(b) は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム の 1000 行 か ら 実行 を 始め ます . 

・(c) は , ドラ イブ 2 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入っ て いる "test .n88" と いう プロ グラ ム を 
ロー ド し て , 先頭 か ら 実 行 を 始め ます . 

・d は , 現在 オー プン し て いる ファ イル を 開い た まま , ドラ イブ 2 の フロ ッッ ピー ディス ク に 
入っ て いる "test .n88" と いう プロ グラ ム を ロー ド し て , 先頭 か ら 実 行 を 始め ます . 





II 


2 一 207 


























ら AVE 


機 能 
書 式 


例 


ーー に 
II 実 人 行 例 IIIIIII 利 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


(@ 
⑪) 


入出 力 コ マン ド 


セー プ : save 


メモ リ の BASIC プ ログ ラム を ファ イル に セー プ ブ す る 
SAVE < ファ イル ディ スク リプ タッ >〉 〔 ,|A] 


P 
・〈 フ ァイル 名 〉 で 指定 され る ファ イル に メモ リ 上 の プロ グラ ム を 書き 込み ます . 指定 し た 


ファ イル 名 と 同じ 名 前 の ファ イル が 存在 し た 場合 に は , 古い 内 容 は 失わ れ て 新しい も ゃ の に 
変更 され ます . 

・A オ プシ ョ ン が 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム は アス キー 形式 で セー ブ さ れ ま す . オプ ショ 
ン の 指定 が な い 場 合 に は , バイ ナリ 形式 に 圧縮 され て プロ グラ ム の セー ブ が 行わ れ ま す . アス 
キー 形式 の セー ブ は , ベイ ナリ 形式 より も 多く の ファ イル スペ ー ス を 必要 と し ます が , MERGE 
ュ マ ンド や N88 エ ディ タ ( 詳 細 は ,「 プ ログ ラマ ー ズ ガイ ド ]」 の 第 7 章 参照 ) の よう に , セー ブ 
され た プロ グラ ム フ ァ イル を 操作 する 場合 に 用 いら れ ま す . また , アス キー 形式 で セー ブ さ 
れ た ファ イル は , デー タフ ァイル と し て 読み 出す こと が で きま す . 

・P オ プシ ョ ン が 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム は 暗号 化 さ れ た バイ ナリ 型 で セー ブ さ 
れ ま す . P オ プシ ョ ン は , セー ブ さ れ た プロ グラ ム を , 書き 込み , 変更 と いっ た 操作 か ら 保 
護 す る た め の 機 能 を 持っ て いま す . 

・P オ プン ショ ン の 付い た プロ グラ ム は , LIST コマ ンド や EDIT コマ ンド に より 内 容 を 見 た 
り 変更 し よう と する と "Ilegal function call" エラ ー に な り ま す . 

・P オ プシ ョ ン は , 解除 する こと は で きま せん . 

SAVE "2: sample " 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に , メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を "sample" 


と いう ファ イル 名 で セー ブ し ます . 











II 





gave "2:test4、n88" 回 

Ok 

Save "2:test3。n88"。a 回 

Ok 

・(⑧ は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を "test4 .n88" と いう ファ イル 名 で ドラ イブ 2 に 
入っ て いる フロ ッッ ピー ディ スク に セー ブ し ます . 

・(b) は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を "test3 .n88" と いう ファ イル 名 で ドラ イブ 2 に 


入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に アス キー 形式 で セー ブ し ます . 


IIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 和 II 


参照 : LOAD, MERGE 


らい 
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ら SCHEEN 


解 


湯 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


スク リー ン : screen 


1) グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て の 種々 の モー ド を 設定 する 
2) グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド と 日 本 語 モ ー ド の 切り 替え を 行う (N。- 日 本 語 BASIC の 
み ) 
1) SCREEN 〔 く 画面 モー ド >〕〔, く 画面 スイ ッ チ >〕[ , く アク ティ ブ ペ ー ジ >〕〔 , く ディ スプ 
レイ ペー ジ >〉〕]…… く 画面 モー ド 〉> が 0 一 2 の 場合 

2) SCREEN 〔 く 画面 モー ド 〉〕…… | 9 ] で < 画面 モー ド 〉 が 3, 4 の 場合 
・ NrBASIC で は , カラ ー モ ー ド に する か 白黒 モー ド に する か , 白黒 モー ド で どの ペー ジ を 
書き 込み お よび 表示 ペー ジ と する か な ど , ディ スプ レイ の グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て の 
種々 の モー ド を 設定 し ます . 
・Ns- 日 本 語 BASIC で は , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド と 日 本 語 モ ー ド と の 切り 替え を 
行い ます . 
・〈 画 面 モ ー ド > は , カラ ー, 白黒 , 分 解 能 な ど , グラ フィ ッ ク 画 面 の 最も 基本 的 な モー ド を 
設定 する パラ メー タ で 次 の 値 を と り ま す . 

0 一 一 カラ ー モ ー ド (640X200 ド ッ ト ) 

1 一 - 白黒 モー ド (640X200 ド ッ ト , 3 ペー ジ ) 

2 一 一 専用 ディ スプ レイ モー ド (640X400 ド ッ ト ) 


・N。- 日 本 語 BASIC で は , 〈 画 面 モ ー ド > に 3, 4 を 指定 する と と に よっ て 日 本 語 モ ー ド に す 
る と と が で きま す . 

3 一 一 カラ ー モ ー ド (10 行 また は 12 行 表示 , 640x200 ド ッ ト ) 

4 一 専用 ディ スプ レイ モー ド (20 行 また は 25 行 表示 , 640X400 ド ッ ト ) 


な お , こと の と きく < 画面 スネ イッ チ 〉>, < アク ティ ブ ペ ー ジ 〉, < く デ ィ ス プレ イペ ー ジ >〉 を 指定 する こと 
と は で きま せん . 

日 本 語 モ キー ド か ら グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タモ ー ド へ の 切り 替え は , 〈 画 面 モ ー ド > を 0 て 2 
に 指定 する こと と に よっ て 行い ます . 


・〈 く 画面 スイ ッ チ > は, 1 ビッ ト で 表現 され る , "グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ "と "高速 書き 
込み スイ ッ チ " の 2 つの スイ ッ チ を 合わ せ 持 っ た パラ メー タ で す . "グラ フィ ッ ク マ スク ス 
イッ チ " を ON に する と , 現在 グラ フィ ッ ク 画 面 に 描か れ て いる パタ ー ン な ど は 一 時 的 に 消 
去 さ れ ま す . OFF に すれ ば 元 に 戻り ます . 

・「 高 速 書き 込み スイ ッ チ " は , CPU が グラ フィ ッ ク RAM に 書き 込む と き の モ ー ド を 設定 
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する も の で , ON に する と 通常 より 高速 で 書き 込み ます . 

・Na-BASIC VI1( シ ステ ム モ ー ド VIS) で は , この スイ ッ チ を ON に する と OFF 時 より グラ 
フィ ッ ク 動 作 が 高速 に な り ま す . た だ し , Ns-BASIC VI1( シ ステ ム モ ー ド V1H) お よび 
Na-BASIC V2 で は , この スイ ッ チ は 意味 を 持ち ませ ん . 

・ こ の 2 つの パラ メー タ は 次 の よう に 2 ビッ ト の ビッ ト 対 応 に な っ て お り , 与え る 値 と し 
て は 次 の よう に 0 か ら 3 まで と な り ま す . 


テ で し 
テー で し 


1 0 
グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ ーー[ | | 高速 書き 込み スイ ッ チ 


0 一 > [0[O] 高速 書き 込み , グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ と も OFF. 
1 一 > [OI1] 高速 書き 込み スイ ッ チ の み ON. 





2 一 [1[0] グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ の み ON. 
3 一 っ ふ [II1| 高速 書き 込み , グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ と も ON. 





・<〈 ア クティ ブ ペ ー ジ 〉 と く 〈 く ディ スプ レイ ペー ジ 〉 は 白黒 3 ペー ジ モ ー ド の 際 の 書き 込む ペー 
ジ と 表示 ペー ジ の 選択 で や あり, カ ラー モー ド と 専用 ディ スプ レイ モー ド で は 意味 を 持ち ま 
せん . 

・<〈 ア クティ ブ ペ ー ジ 〉 は 今後 グラ フィ ッ ク 命 令 に よっ て 書き 込む ペー ジ を 0 か ら 2 で 指定 
し ます .〈 く ディ スプ レイ ペー ジ >〉 は 3 ペー ジ の うち どの ペー ジ を 表示 する か を 指定 し ます . こ 
の 指定 は 各 ペ ー ジ が ビッ ト に 対応 し た 3 ビッ ト の 2 進数 表現 (0 て 7) で 行い ます . 





0 一 [01010| 全 ペ ー ジ 表示 し な い . 

1 一 > [010I1]] ペー ジ 1 の み 表 示 . 

2 一 > [0I1IO] ペー ジ 2 の み 表 示 . 

3 一 > [OILIL] ペー ジ 1 と ペー ジ 2 を 合成 し て 表示 . 
4 一 > [IOIO] ペー ジ 3 の み 表 示 . 

5 一 > [ITO ペー ジ 1 と ペー ジ 3 を 合成 し て 表示 . 
6 一 > [LILIO] ペー ジ 2 と ペー ジ 3 を 合成 し て 表示 . 
ィ ー* [II1I1| 全 ペ ー ジ を 合成 し て 表示 . 
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・ こ の < アク ティブ ペ ー ジ > とく ディ スプ レイ ペー ジ >〉 の 設定 は 気 を 付け な いと , 間違っ て 
ペー ジ を 設定 し た り , 書き 込ん だ は ず な の に 表示 ペー ジ に な っ て いな いな どの た め , 思っ た 
と お り に 表示 で き な い こと が あり ます . 

・SCREEN 文 を 実行 する と , 現在 設定 され て いる ウィ ンド ウゥ , ビュ ー ポ ボー ト , LP は 初期 状 
態 に 戻さ れ ま す (LP の 初期 状態 は ワー ルド 座標 , スク リー ン 座 標 と も (0, 0) で す ). 


SCREEN 0, 3 


・ 画面 モ イー ド を カラ ー モ ー ド に 設定 し , 画面 スイ ッ チ を ON に 設定 し ます . 


川 III プロ グラ ム 例 川 川上 上 上 敗 II 


・ こ の プロ グラ ム は , Ng- 日 本 語 BASIC で 実行 し て くだ さい . 


19 の 9 ' SCREEN サン プル 


119 の SCREEN 
129 SCREEN 
13 の SCREEN 
149 SCREEN 
15 の SCREEN 
16 の END 


9 , の :GOSUB *DISPLAY 

1 ,. の 9,9,7:GOSUB *DISPLAY 
2,9 の :GOSUB *DISPLAY 
3:GOSUB *DISPLAY 
4・GOSUB *DISPLAY 


179 *DISPLAY 


189 FOR = 


9 TO 6 


199 LINE(I*9 の , の )-STEP(89,199) ,1I+1,BF 


299 NEXT I 
219 FOR J= 


229 CLS 2 
239 RETURN 


の TO 1 の 9 の の:NEXT J 


・ カ ラー モー ド , 白黒 モー ド , 専用 ディ スプ レイ モー ド で 7 本 の カラ ー バ ベー を 描き ます . 
・110 行 か ら 150 行 で ,。 それ ぞ れ の 画面 モー ド を 設定 し サブ ルー チン に 実行 を 移し ます . 
・170 行 か ら 230 行 で , 7 本 の カラ ー バ ベー を 描き ます . た だ し , 白黒 モー ド お よび 専用 ディ ス 
プレ イモ ー ド で は , カラ ー で は な く 白 い バ ベー が 描か れ ま す . 


IOMHHIHIIHHMHHIHH 


注意 : ・ 白 黒 モ ー ド (専用 ディ スプ レイ モー ド を 含む ) に お いて , グラ フィ ッ ク 命 令 で <〈 パ レッ 。 ト 番 
号 > を 指定 し た 場合 は , 0 か 0 以外 か に よっ て 黒 か 白 か を 判定 し ます . また 〈 パ ペレット 番号 > 
を 省略 し た 場合 は , カラ ー モ ー ド と 同様 , 現在 COLOR 文 に よっ て 設定 され て いる <〈 フ ォ ア 
グラ ウン ドカ ラー〉 の パレ ッ ト 番 号 が 採用 され ます . その 際 も 0 か 0 以外 か の 判定 に より 
白 , 黒 を 決定 し ます . 

参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 10 章 「 画 面 モ ー ド 」 
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に 


例 


ら EARHCH 





サー チ : search 


任意 の 配列 変数 の 要素 の 中 か ら 指 定 さ れ た 値 を 探し 出し , その 要素 ナン バ を 与え る 
SEARCH(< 配 列 変数 名 〉, 〈 整 数 表記 〉 [ , く 開 始 ナ ン バ 〉] 〔[ , < く ス テッ プ 値 〉〕) 

・〈 配 列 変数 名 〉 で 指定 され た 配列 変数 の 要素 の 中 か らく < 整数 表記 > で 指定 され た 値 を 探し , 
最初 に 見 つか っ た 要素 ナン バ を 返し ます . 

・ 指 定 さ れ た 値 が 見 つか ら な か っ た 場合 は , 要素 ナン バ の 代わ り に 一 1 を 返し ます . 

・< 配 列 変数 名 〉 で 指定 する 配列 変数 は , 整数 型 の 一 次 元 配 列 で な けれ ば な り ま せん . また 配 
列 変数 は , SEARCH 関 数 に 先だって DIM 文 に よっ て 宣言 し て お か ね ば な り ま せん . 

・<〈 整 数 表記 〉 は , 配列 要素 の 中 か ら 探 し た い 値 を 指定 し ます . 

・ く < 開始 ナン バ 〉 に は , 配列 内 デー タ の どこ か ら 探 し 始め る か を 要素 ナン バ で 指定 し ます . 省 
略し た 場合 は , 最初 か ら 探し 始め ます . 

・<〈< ス テッ プ 値 > を 指定 し た 場合 ., その ステ ッ プ を も っ て 探し 出し ます . 省略 し た 場合 は 1 が 
指定 され ます . 

< SEARCH 文 は , ラン ダム アク セス ファ イル の イン デック ス の 検索 や , GET@ 文 , 
PUT@ 文 で 用 いる デー タ の 検索 な ど に 使う こと が で きま す . 

NUM = SEARCH(A% , 100 , 0,3) 

・A% と いら 配列 変数 の 中 か ら 100 と いう 数 値 を , 要素 ナン バ 0 か ら , 要素 ナン バ 3 つ お き 
に 探し 出し ます . 探し 出し た 値 は 変数 NUM に 代入 され ます . 


III プ ログ ラム 例 II 上 III 


199 ' SEARCH サン フル 

119 DIM A を (39) 

129 【!=1 

139 AX(I)=1I^3 

149 1I=I+1:IF 1<=39 THEN 139 

159 FIND%=7^3 

16 の 9 X=SEARCH(A%X,FIND) 

179 PRINT "FIND を ="jFIND を "XX = の 5X 
189 END 


ru [ 剛 

FIND = 343 X = 7 

Ok 

* 配列 変数 A% の 中 か ら 7 を 探し 出す プロ グラ ム で す . 

・120 行 か ら 140 行 で , 配列 変数 A% に デー タ を 代入 し ます . 

・160 行 で 該当 する 数 値 を 探し 出し , 170 行 で , その 数 値 と 要素 ナン ベ を 表示 し ます . 


lll 用 有 用 用 利和 軸 有 有 有 用 軸 用 軸 和 有 II ケ 胃 用 吊 和 U 川 UUUUUUUUUI 用 川 
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書 式 


例 


ら ET 























ファ イル また は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 属性 を 設定 する 

SET 〈 く ドラ イブ 番号 〉 , く "属性 文字 "〉 

SET 婦 く ファ イル 番号 > , く " 属性 文字 "> 

SET 〈 フ ァイル 名 >〉 , く " 属性 文字 "> 

・ 指 定 し た ファ イル や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に , ぐ "属性 文字 ゆ に よっ て 指定 され た 属性 を 付 
け ま す . 属性 文字 は 大 文字 の "P", "R" で 指定 し , それ ぞ れ ライ ト プ ロ テク ト ( 書 き 込 みみ 禁 
止 ). リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込み 確認 ) の 属性 を 付け ます . これ 以外 の 文字 が 必 性 文字 
と し て 指定 され た 協 合 に は , 現在 設定 され て いる 属性 が すべ て 解除 され ます . 

・〈 ド ライ ブ 番 与 > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ドラ イブ の 中 に 入っ て いる フロ ッ 
ピー ディ スク に 対し て 属性 が 付け られ ます . 

・ く ファ イル 番号 〉 が 指定 され た 場合 に は , 以後 その ファ イル へ の 出力 に 対し て 指定 され た 
属性 が 作用 し ます . 

・〈 フ ァイル 名 〉 が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ファ イル の み に 属 性 が 付け られ , 同一 の 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 中 の 他 の ファ イル に は その 影響 は 及び ませ ん . 

・P 属 性 を 付け る と , PRINT 尋 文 , PUT 文 な どの 書き 込み 動作 が 然 止 され る と と も に , 
ファ イル の 削除 も ね で き な く な り ま す . 

・R 属 性 を 付け る と , 書き 込み を 行っ た 直後 に 読み 出し を 行い , 正しく 書き 込み が 行わ れ た 
か の 確認 か が され る よう に な り ま す . 確認 の 結果 , 正しく な か っ た 協 合 は "Disk I/O error" エ 
ラー に な り ま す . 

SET 2,"P" 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 人 購 き 込 み 森 止 の 属性 を 付け ます . 

















IMIMI 実 行 例 II 上 昌利 上 由 風 川上 昨 昨 昌 上 目 上 上 風 用 川 川 II 
Set "2:test.n88","P" 
Ok 
kill "2:test.n88" 
File write protected 
Ok 
・ 実 行 例 で , 初め あ に ド ライ ブ 2 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 人 入っ て いる "test.n88" と いう ファ 
イル に SET 文 で ライ ト プ ロ テク ト を か け て いる た め , KILL コマ ンド で は ファ イル を 消す 
こと が で きま せん . 
IIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHI 有 II 有朋 HIIHIHHHHMHHIHHHIHHIUHHUIUHU 
参照 : ATTR$ 
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ら DN 


数 値 関数 


エス ・ ジ ー・ エ ヌ : sign 


機能 数 値 の 符号 を 返す 
SGN( く 数 式 >) 


恒 
は 


・<〈 数 式 > が 正 の 場合 は 1 を , 0 の 場合 は 0 を , 負 の 場合 は ー1 を 返し ます . 


・〈 数 式 > に は , 整数 型 , 単 精度 実数 型 , 倍 精 度 実数 型 が 指定 で きま す . 


例 SGN(0.5) 1 
SGN(0) 0 
SGN( 一 0 .5) 1 


IIIUIIIIIIIIIIIIHIUIHIIIIIII プロ グラ ム 例 I 有 有用 軸 有用 軸 和田 軸 軸 用 用 軸 軸 和 軸 山 NNUUUUUUUUUUUUUUU 


199 の 
119 
129 
139 
1 4 の 
159 
169 の 
179 
18 の 
199 
299 
219 
229 
239 
2 4 の 
25 の 9 


′ SGN サン ファ ル 

SCREEN の ,@・CLS 3 

LINE( の ,19 の )-(639, 19 の の) , 1 

X=5 

FOR I= の TO 31.42 STEP .@5 
S=SGN(INT(COS(【 )*29 の ) ) 
-ON S+2 GOSUB 299,229,24 の 
メ =X+1 

NEXT 【I 

END 

"プラ ス の 場合 

PSET(X,29) ,5: 

"ゼロ の 場合 

LINE(X, 2 の )- 

"マイ ナス の 

PSET(X,179), 


RETURN 


179 ) , 5 : RETURN 


g 前 
ゆ 


: RETURN 


・ 征 形 波 を 描き ます . 
・140 行 か ら の FOR 文 の 制御 変数 T は , 角度 (ラジ アン ) を 表し ます . 
・150 行 で 余弦 の 値 が 正 か 負 か を 調べ , 正 な ら 画面 の 上 方 , 負 な ら 画 面 の 下方 に 点 を 打ち ま 


中 。 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIUUUIUUIUIUUIIIIIIIHIUIIUIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 
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ロ IN 


数 値 関数 


























サイ ン : sine 


正弦 (サイ ン ) の 値 を 返す 

書 式 】 SIN(< 数 式 〉) 

・< 数 式 > の 値 の 正弦 (サイ ン ) を 返し ます . 
・〈 数 式 > の 値 の 単位 は ラジ アン (z/180x 角 度 ) で す . 
・ く 数式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 の 値 を 返し ます が , 他 の 場合 に は 単 精度 の 
値 を 与え ます . 


例 SIN(3 .14159/180※30) 0.5(SIN(30) の 値 ) 
SIN(3 .14159/180* ネ 60) 0 .866025(SIN(60") の 値 ) 


UIMUIL プロ グラ ム 例 II 上 上 中 に 風 上 上 上 


19 の 
11 の 
129 の 
139 
1 4 の 
159 
169 
179 の 


*′ SIN サン フル 

FS= "CSEC(### せ ? ) ニ こせ ## .# せ せせり 

INPUT "角度 :":D 

R=D MOD 189 

IF R=9 THEN PRINT "定義 さ れ ま せん ":END 
C=1/SIN(R/189*3 .1416) 

PRINT USING FsiD,C 

END 


run 


角度 


s? 15 


回 


CSEC( 15*)= 3.86369 





:? 69 加 


CSEC( 6 の 9”)= 1.15479 


Ok 


・ 角 度 を 度 で 読み 込ん で , コ セ カ ント (CSEC) の 値 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・150 行 で 


csec の 三 1/sin の 


を 用 いて 計算 し て いま す . 


IIIIIIUUUIIIIIIIUIIIIUIUIUIIUUIIIIUIUIUIUUIIUIUIIUIUIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIUIUUUIIIIUUUIIIIIIIIIUI 吊 


参照 : COS, TAN, ATN 


2ー215 


























SPACES 


指定 し た 長 さ の 空白 文字 列 を 返す 
SPACE$ (< 数 式 〉 ) 
・<〈 数 式 > の 数 だ け の 空白 を 持っ た 文字 列 を 返し ます . < 数 式 > の 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 


例 SPACES$(7) ' " 


・7 個 の 空白 を 持っ た 文字 列 を 返し ます . 


スペ ー ス ・ ダ ラー : space $ 


弄 | | 中 』 藻 
境 有 江 | 誤 





川 遇 II プロ グラ ム 例 II 有朋 HIIIHHIIIIHIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIUIUIIIIIUIUUUIIIUIUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUI 


・ こ の プロ グラ ム は , Na 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラ メー タ を 0 , 1 , 2 の いずれ か に する ) で 実行 し て くだ さい . 


199 ' SPACE$ サン フ * ル 

119 WIDTH 89,25 

129 FOR !=-6 TO 6 

139 AS=CHRS(&H88)+SPACES(I^2)+"*" 
149 PRINT As 


159 NEXT 1 

169. END 

run [ 剛 

] 3 
] ネ 

| 氷 

| 来 

| ※ 

1 ネ * 

| * 

1 * 

1 ※ 

| 玉 

| ※ 

| 

| 玉 


Ok 


・"*" で 放物線 を 描く プロ グラ ム で す . 
・130 行 で 
" 1" 填 "1 の 2 乗 個 の 空白 "上" 玉 " 
を 変数 A$ に 代入 し て いま す . [は 6 か ら 6 ま で 変化 する た め , 変数 A$ を 順に 出力 する 
と , " 求 " が 放物線 を 描い て いる よう に 見 えま す . 


ll 用 衝 有田 用 用 有 用 UI 
参照 : SPC 
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ら PC 


エス ・ ピ ー・ シ ー : Space 


機能 指定 し た 数 だ け 空 白 を 出力 する 

書 式 SPC (< 数 式 >) 

解 説 ・SPC 関 数 は , PRINT 文 な どの 出力 文中 で の みみ 使用 する こと が で きま す . 
・< 数 式 > の 値 は 一 32768 か ら 32767 ま で 許さ れ ま す が , 負 の 数 は すべ て 0 と 見 な され ます . 
また だ た, 正 の 数 で も 現在 の 水平 表示 文字 数 以上 の 場合 は , < 数 式 > を その 水 平 表 示 文 字数 で 割っ 
た 余り を 値 と し ます . 

例 SPC(7) 医 ぉ れる 値 2「 1 

・ た だ し , PRINT 文 な どの 出力 文中 で 使用 し ます . 

III プロ グラ ム 例 吊 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUUIIHIUUIUUIUUUUIIIIUUIIUUIIUUIUUDUUUMUIUUIUDUUUUUUDUIMUOUI 
・ こ の プロ グラ ム は , Na 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラメータ を 0 , 1, 2 の いずれ か に する ) で 実行 し て くだ さい . 
199 ' SPC サン フ " ル 
119 wIDTH 89,25 
129 FOR !=-6 TO 6 
139 PRINT CHRS(&H88) :SPC( エ 2) 1 7"* リ 
149 NEXT I 
159 END 
・SPACE$ 関 数 の プロ グラ ム 例 と 同じ 動作 を し ます . 
・ SPACE$ 関数 の 例 で は , 連結 し た 文字 列 を A$ に 代入 し て か ら 出 力 し て いま し た が , ここ 
で は "| "と 空白 と " 玉 " を 順に 直接 画面 に 出力 し て いま す . 

I 川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHHIIIIIIIIIIIIII 上 卓上 旧 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
参照 : SPACE$, TAB 
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ら UR 


機 能 ] 平方 根 ( ス クウ ェ ア ル ー ト ) を 返す 


書 式 SQR (< 数 式 >) 


























スク ウェ ア ・ ル ー ト : square root 


・< 数 式 > で 指定 され た 値 の 平方 根 を 返し ます . 
・< 数 式 〉 に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 の 値 を 返し ます が , 他 の 場合 に は 単 精度 の 


値 を 返し ます . 


* < 数式 > の 値 が 負 の と き は "Illegal function call' エラ ー と な り ま す . 


例 SQR(2) 降 さ れる 値 1.41421 





SQR( 一 2 ) | 返さ れる 値 う "lllegal function call" エラ ー 


NM 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グ ラム 例 II 有 有 有 用 有 用 田 用 田 軸 田 有用 軸 軸 軸 田 用 DU 


199 ' SQR サン フ * ル 


119 PRINT SPC(3)"<< 平方 根 表 >>" 


129 FOR N=@ TO 19 


139 。 PRINT "N ="iN, ツ ルー ト (N) = の 


149 PRINT SQR(N) 


159・NEXT N 
169 END 
Yun 較 

<< 平方 根 表 >> 
N = 9 の ルー ト (N) 
N = 1 ルー ト (N) 
N = 2 ルー ト (N) 
N = 3 ルー ト (〈N) 
N = 4 ルー ト (N) 
N = 5 ルー ト (〈N) 
N = 6 ルー ト (CN) 
N = 7 ルー ト (N) 
N = 8 ルー ト (〈N) 
N = 9 ルー ト (N) 
N = 19 ルー ト (N) 
Ok 


昌 昌 目 昌明 昌 昌 昌 昌 


CScCoO【O う (うら (つの ウデ ビビ ベベ 


・41421 
・73295 


.23697 
-44949 
.64575 
-82843 


・16228 


・0 か ら 10 ま で の 平方 根 を 出力 し ます . 


山肌 I 
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書 式 


解 計 


II 


ら TUP 


一 般 ス テー トメ ント 


スト ッ プ : stop 


プロ グラ ム の 実行 を 停止 し て コマ ンド レベ ル に 戻る 
STOP 
・STOP 文 は プロ グラ ム の 実行 を 停止 すもも る の で , プロ グラ ム 中 の どこ に 置い て も か まい 
ませ ん . 
・STOP 文 を 実行 する と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
Break in xxxxx 
(xxxxx は 停止 し た 行 の 行 番号 ) 
*・END 文 と 異な り , STOP 文 は ファ イル を 閉じ ませ ん . 
・CONT コマ ンド に より , 停止 し た STOP 文 の 次 か ら プ ログ ラム の 実行 を 再開 する こと が 
で きま す . 
STOP 
・ プ ログ ラム の 実行 を 停止 させ ます . 


プロ グラ ム 例 山肌 II 車軸 II 


199 ' STOP サン プル 
119 I=19 

129 PRINT I,SQR(I) 
13 の 9 STOP 

14 の !I=I+1 

15 の 9 GOTO 129 


run 

1 の 3.16228 

Break in 13 の 

Ok 

・ こ の プロ グラ ム 例 は 130 行 が な けれ ば , 10 以 上 の 整数 と その 平方 根 を 次 々 と 出力 する も の 
で す . 

< 実行 され る と , 10 と その 平方 根 を 出力 し て すぐ 停止 し ます . STOP 文 に よる 停止 な の で , 
CONT コマ ンド を 入力 する こと に よっ て , STOP 文 の 次 の 140 行 か ら 実 行 を 続け する こと が で 


きま す . 


IIUIIIIUUUIUUUIUDIUIIUIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIUIUUUUIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUDUUUIUUIIUIIUII 


の ・ 
参照 


CONT 
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者 


[ 三 】 


解 


例 


搾 に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する 


1) STOP ON 
2) STOP OFF 
3) STOP STOP 


1) 割り 込み を 許可 し ます . 


ST「UP ONOFF/STOP 


入出 力 ス テー トメ ント 


スト ッ プ ・ オ ン / オ フ / ス トッ プ : stop on/off/stop 


・ 以 後 , || が 押さ れる ご と に , ON STOP GOSUB 文 に よっ て 設定 され た 処理 ルー チン 
に 分 岐 し ます . 


2) 割り 込み を 禁止 し ます . 


・ 以 後 , 刈 』 を 押し て も , 割り 込み 処理 ルー チン へ 分 岐 は 起こ り ま せん . 


3) 沖 り 込み を 停止 し ます . 


・ 以 後 , | 遇 | を 押し て も , 押さ れ た こと を 覚え て いる だ け で , 処理 ルー チン へ 分 岐 は 起 


こり ませ ん . し か し , STOP ON 文 に よっ て 割り 込み が 許可 され る と , 先ほど の 須 | を 提 
され た こと に よる 割り 込み で 処理 ルー チン へ 分 岐 し ます . 


・ プ ログ ラム の 終了 時 に は , 必ず STOP OFF 文 を 実行 し て くだ さい . 


STOP ON 


・ || に よる 割り 込み を 許可 し ます . 


出 II プロ グ ラム 例 IIIIIIIIIHIIIIIIIIIUIIIIIIIIIUUIUIIUIIIUUUIMUIUUIUIIUIUUIIOUIUUIUUIUUUIUIIOUIUUUUIIUUIUUUIU 和 UM 着 身 中 


199 ' STOP ON/OFF/STOP サン プル 
119 ON STOP GOSUB *MASK 
129 STOP ON 


139 F$="## き 


189 NEXT I:STOP OFF 


199 END 


299 *MASK:RETURN 


run 連 
角 


tco の oooO ら の の の の 


Sin 


・ の の の の の E+ の の 
.429299E-ー の 1 
・427879E- の 1 
-5692 5 の 9E- の 1 
・8489 の 8 の E- の 1 
・84898 の E- の 1 
.66927 の E- の 1 
.42789 の 9E-ー の 1 
・429239E- の 1 
-8988 の の 9E- の 6 


## . す ##### 


Cos 


・ り の の の の 9E+ の の 
・39693 の E- の 1 
・66 の 459E- の 1 
・ り の の の 1 の 9Eー の 1 
-・736 49 の E- の 1 
-736479 の E- の 1 
・999989E- の 1 
-569439E- の 1 
・396929E- の 1 
・ の の の の の E+ の の 
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##.### 半 # す 
149 PRINT "角度 ":TAB(12)j"Sin"iTAB(27): "Cos" 
-159 FOR I= の @ TO 189 の STEP 2 の 
16 の 9  .TH=I/189*3.14159 

17 の PRINT USING F$S:1I:SIN(TH) :COS(TH) 








・0 か ら 20 度 ご と に , 180 度 まで の 正弦 (SIN) と 余弦 (COS) を 計算 し ます . 
・ こ の プログ ラム 例 は , ON STOP GOSUB 文 と 同じ で す . 


II 上 上 旧 II 上 上 上 上 旧 上 上 II 上 


参照 : ON STOP GOSUB, KEY ON/OFF/STOP 
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例 


II 


STR$ 


エス ・ テ ィ ー・ ア ー ル ・ ダ ラー : string $ 


数 値 を 文字 列 に 変換 し た 値 を 返す 

STR$( く 数 式 〉) 

・< 数 式 > に よっ て 指定 され た 値 を , 文字 列 に 変換 し た 値 を 返し ます . < 数 式 > の 値 は すべ て の 
数 値 型 を 使う こと が で きま す . 

・ 変 換 さ れ た 文字 列 の 最初 の キャ ラク タ は 符号 で す ( 正 の 数 の 場合 は 空白 , 負 の 数 の 場合 は 
"リー" と な り ま す ). 


STR$(123) 員 I230 
STR$( 一 1 .5E 二 10) "ー1.5E 二 10" 


プロ グラ ム 例 川上 上 上 III 


199 ' STRS サン プル 

119 INPUT A#:IF A# く < の # OR 1D+16=<A# THEN 119 
129 AS=STR$(A#) : 上 し =LEN(A$) -1 

139 K=L MOD 3:IF K= の @ THEN K=3 

149 B$=LEFT$(AS ,K+ 1 ) : A$=MID$S(A$,K+2 ) 
159 IF A$="" THEN 199 

169 B$=B$+"。"+LEFTS(AS,3) 

179 A$=MIDS(A$,4) 

189 GOTO 159 

199 PRINT B$ 

299 END 


run [ み 

? 123456789 
123,456,789 

Ok 

Fun 回 

? 123 図 

123 

Ok 

run 図 

? 12345678991234567 
? 1234567899123456 連 
1.234.567,89 の 9,123,456 
Ok 


・ 正 整数 を 読み 込ん で , 3 桁 ど と に "," を 付け て 出力 し ます . 

・ 倍 精度 実数 は 16 桁 まで は 指数 形式 を 用 いな いで 表示 で きま す . し た が っ て , 読み 込ん だ 数 
値 が 16 桁 を 超え た 場合 は , 110 行 で も う 一 度 読み 込む よう に し て いま す . 

・120 行 で , 読み 込ん だ 数 値 を 文字 列 に 変換 し て 変数 A$ に 代入 し ます . 

・130 行 で 変数 A$ の 内 容 を 3 桁 ご で と に 区 切っ た 場合 , 上 位 の 桁 か ら 見 て , 初め こ ",” を 付け 
る まで に 何 桁 表示 すれ ば よい か を 計算 し て いま す . 結果 は 変数 K に 代入 され ます . 
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・140 行 で 初め の 上 位 K 桁 を 変数 B$ に 代入 し , 変数 A$ か ら そ れ を 消 示し ます . これ で 変数 
A$ の 内 容 の 桁 数 は 3 の 倍数 に な り ま す . 

・150 行 か ら 180 行 で は , 変数 A$ か ら 3 桁 ず つ 取 り 出し て , "," と と も に 変数 B$ の 内 容 に つ 
な げ び て い ま す . 


II 卓上 卓上 利 上 上 II 上 上 上 上 風 上 和則 IIIIIIIII 


参照 : VAL 
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機能 
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例 


II 


5 ら TRINGS 


スト リン グ ・ ダ ラー : string $ 


指定 し た 文字 か ら な る 指定 し た 長 さ の 文字 列 を 返す 


STRING$( く < 式 〉 , NM 
く 数 式 〉 





・ ど える 文字 は , く 文字 列 》 ま た は < 数 式 )? に よっ て 指定 し ます . < 文字 列 〉 の 場合 , 最初 の 1 文 
字 が 有効 で す . < 数 式 〉 の 場合 は キャ ラク タコ ュー ド (0 て 255 の 範囲 の 値 ) で 指定 し ます . 


・Na- 日 本 語 BASIC で は , 文字 と し て 全角 文字 を 指定 する こと も で きま す . この と き , 指定 
で きる 文字 お よび その シフ ト IJIS コー ド の 範囲 は , CHRS$ 関 数 で 指定 で きる 範囲 と 同じ で 
す * 


STRING$(5,"* ネ ") 5" ネネ ネネ ネリ 
STRING$(2 , 75) EEE "KK" 


STRING$(2 , &H889F ) 医 き れ s 値 う ” 亜 亜 " 





プ 口 グラ ム 例 II 上 I 上 上 上 上 上 則 目 利 則 旧 IIHI 


199 ' STRINGS サン フ * ル 

119 INPUT "文字 列 を 入力 し て くだ さい "ijAs 
129 L=LEN(AS) 

139 PRINT STRING$(L+4,"+") 

149 PRINT "+ ":SPC(L+1) 1 "キリ 

159 PRINT "+ "AS の キリ 

169-PRINT "+ "ii:SPC(L+1) 1"+" 

179 PRINT STRING$(L+4,"+") 

189 END 


YUn 回 
文字 列 を 入力 し て くだ さい ? STRING$S サン フ * ル プロ グ ~ ラ ム 較 


キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 年 





+ + 
+ STRING$S サン フ * ル ファ ログ ク ~ ラ ム + 
+ + 


キキ キキ キ キキ キ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キオ オキ 十 


Ok 


*・ 読み 込ん だ 文字 列 を " 十 " で 囲ん で 出力 する プロ グラ ム で す . 


fl 用 有 有 軸 肌 軸 有 用 軸 軸 有 UIUUUU 


参照 ・ 


CHR$, 資料 4 「 キ ャ ラク タコ ー ド ]」 
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II 


ら WAP 


一 般 ス テー トメ ント 


スワ ッ プ : swap 


2 つの 変数 の 値 を 交換 する 

SWAP < 変数 名 1〉 , 〈 変 数 名 2〉 

・ ど の 下 の 変数 (整数 , 単 精度 , 倍 精度 , 文字 , 単純 変数 と 配列 変数 に か か わら ず ) で も , 
SWAP 文 に より その 値 を 入れ 替え を る こと が で きま す . た だ し , その 2 つの 変数 の 型 は 一 致 
し て いな けれ ば な り ま せん . 

・< 変 数 名 2> が 単純 変数 (配列 変数 以外 の 変数 ) の と き , その 変数 に は 値 が 定義 され て いな け 
れ ば な り ま せん . < 変数 名 1> の 変数 は , 定義 され て いな く て も か まい ませ ん . 

SWAP A$, B$ 

・A$ と B$ に 入っ て いる 値 を 入れ 替え ます . 


プ 口 グラ ム 例 川上 川上 山上 上 上 II 


199 ' SWwAP サン ファ ル 

119 As=" 太 郎 ":Bs=" 花 子 ":CS=" 愛 し て いま す ":Ds=" 嫌 つて いま す " 
129 GOSUB 169 

139 SWAP AS,B$:SWAP C$,D$ 

149 GOSUB 169 


15 の END 

169 PRINT USING "& 8& は & 8& を る & る "iAS。 BS ,C$ 
17 の RETURN 

run 図 

太郎 は 花子 を 愛し て いま す 

花子 は 太郎 を 嫌っ て いま す 


"太郎 は 花子 を 愛し て いま す " と , "花子 は 太郎 を 嫌っ て いま す " と いう 文 を 出力 する プロ 
グラ ム で す . 

・130 行 で , "太郎 "と "花子 ", "愛し て いま す " と "嫌っ て いま す " を それ ぞ れ 入れ 替え て いま 
395 


IIUIIIIIIIIUIUUUUUUUUIUUUUUUUUUIUIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIUIUIUIIIIIIUIIUIIUIMUIUUMIMUIU 帳 皿 
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IIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


文字 関数 


























タプ : tab 


指定 され た 桁 位置 まで 空白 を 出力 する 
TAB (< 数 式 〉) 


・TAB 関 数 は PRINT 文 な どの 出力 文中 の み で 使用 され ます . 

・< 数 式 > の 値 は ー32768 か ら 32767(0 が 左端 ) ま で 許さ れ ま す が , 負 の 数 は すべ て 0 と 見 な 
され ます . 

・< 数 式 > の 値 が 正 の 数 の 場合 , 現在 の 水平 表示 文字 数 で 割っ た 余り を 値 と し ます . 


TAB(20) (20 桁 日 まで の 空白 ) 


・ た だ し , PRINT 文 な どの 出力 文中 で 使用 し ます . 


プ 口 グラ ム 例 IIII 軸 胃 山肌 有 IIUUIMUIIIMU 有 UIMUIUUUUUUUUUUUUUIIUIOUIUUUUUIOIOUIUUIIUIIUDOUIUDIOUIIIUIMIMIOUIII 


199 ' TAB サン フル 

119 FOR DEG= の TO 189 STEP 29 

129 RAD=DEG/ 189*3.14159 

139 PRINT "角度 = ":USING"###? "iDEG: 
149 PRINT TAB(15) "SIN":USING" (###? ) 
159 PRINT TAB(49) "COS":USING" (###? ) 
169 NEXT DEG 


"5DEGi:PRINT SIN(RAD): 
"iDEG: :PRINT COS(RAD) 


179 END 

run 連 

角度 = 9 の * SIN( @") = 9 の COS( @") = 1 

角度 = 2@ SIN( 29") =  .34292 COS( 29") =  .939693 
角度 = 4@" SIN( 4 の ") =  .642787 COS( 4 の 9") =  .766945 
角度 = 69@* SIN( 6 の ") =  .866925 COS( 6 の 9" ) =  .599991 
角度 = 8@* SIN( 8 の ") =  .984898 COS( 89@*) =  .173649 
角度 = 199" SIN(199") =  .984898 COS(199" ) = -.173647 
角度 = 12@" SIN(12 の ") =  .866927 COS(129" ) = -.499998 
角度 = 149@? SIN(149") =  .642789 COS(149" ) = -.766943 
角度 = 169@* SIN(169 の ") =  .342923 COS(169* ) = -.939692 
角度 = 189" SIN(189") = 2.8988E- の 6 COS(189") = -1 

Ok 


・ 角 度 と , その 正弦 と 余弦 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・140 行 と 150 行 の TAB 関 数 で , "SIN" と "COS" を それ ぞ れ 15 桁 目 と 40 桁 目 に こそ ろ え て 出力 
させ て いま す . 


HIHHIIHHHIHIHIIHHIHIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIUIIUIILIIUIHL 軸 軸 卓 則 軸 四 目 四 目 目 目 目 胃 目 胃 上 軸 岬 四 胃 朋 胃 回 軸 胃 且 軸 IDIIIIIIIIIIIUIUOIOIUIIIIUIII 抽 I 


参照 : 


SPC 
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TAN 


数 値 関数 


























タン ジェ ント : tangent 


正 接 (タン ジェ ント ) を 返す 
TAN(< 数 式 〉) 


・< 数 式 > の 値 の 正 接 ( タ ンジ ェ ン ト ) を 返し ます . 

・< 数 式 > の 値 の 単位 は ラジ アン (z/180 x 角度 ) で す . 

・〈 数 式 > に 倍 精 度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 の 値 を 返し ます が , 他 の 場合 に は 単 精度 の 
値 を 返し ます . 


TAN (3 . 14159/180*30 ) 医 き れる 値 う 0 .57735(TAN(30") の 値 ) 





TAN (3 . 14159/180*60 ) 基き れ 3 値 う 1 .73205(TAN(60") の 値 ) 


プロ グラ ム 例 II 昌和 


199 ' TAN サン フル 
119 F$="COT (###? ) = すす #。# 半 せせり 

129 INPUT "角度 :":D 

139 R=D MOD 189 

149 IF R= の 9 THEN PRINT "定義 され ませ ん ":END 
159 C=1/TAN(R/189*3.1416) 

169 PRINT USING Fs:D,C 

179 END 


run 図 
角度 :? 45 
COT( 45? )= 1.9999 の 9 





も 











角度 :? 3@ 回 
COT( 39")= 1.73295 
Ok 


・ 角 度 を 度 で 読み 込ん で コタン ジェ ント (COT) を 求め る プロ グラ ム で す . 
・150 行 で 

cot の 1/tan の 
を 使っ て 求め て いま す . 


IIIMUI 有 UI 


注意 : 


参照 : 


・TAN 関 数 は 


TAN( く < 数 式 >) SIN(< 数 式 >)/COS(< 数 式 >) 
と いう 式 で 算出 し て いる た め , COS 関数 の 値 が 0 と な る と き ( つ まり , < 数 式 > の 値 が z/2, 
3 ァ /2, 5/2, . . . の と き )"Division by zero'" エ ラー と な り ま す . 
SIN, COS, ATN 
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大 
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特殊 コマ ンド 


ター ミナ ル : terminal 


シス テム を ター ミナ ルモード に する 
TERM 『[COM : ] (〈 パ リティ > [<〈 ビ ピット 〉 (<〈 ス トッ プ ビ ッ ト >〉 [<〈XON ス イッ チ 〉 〔〈S パ ラ 
メー タ 2]]]]]” し,【 く モー ド >〕 〔, く 変数 領域 の 大 き さ 〉]〕 


・ 本 機 を BASIC モ ー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド に 移し ます . 

・ タ ー ミ ナル モー ド で は , RS-232C と イン タフ ェ ー ス を 介し て 他 の コン ピュ ー タ や 機器 と の 
通信 が 可能 と な り ま す . また , ター ミナ ルモード 時 に お いて も , リモ ー ト BASIC プロ トコ ュ 
ル に より Ns-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC の 機能 を 利用 する こと が で きま す . 詳し く は プロ グ 
ラマ ー ズ ガイ ド 第 19 章 「 コ ンピュータ コミ ュ ニ ケー ショ ン ] を 参照 し て くだ さい . 

・ 最 初 の CCOM:] で , コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト を 使っ て 外部 機器 と の 入出 力 を 行う こと を 
宣言 し ます . 

・〔COM: ] を 省略 し た 場合 は , 後に 続く すべ て の パラ メー タ を 指定 し な けれ ば な り ま せん . 
・〈 パ リティ 〉 は E, 0, N で 表し , それ ぞ れ 偶数 ペリ ティ , 奇数 ペリ ティ , パリ ティ な し を 意 
味 し ます . 

・ く ビッ ト 〉 は 1 文字 を 表す の に 用 いる ビッ ト 数 で , 7 また は 8 で 指定 し ます . 7 を 指定 し た 
電 合 に は , 必ず 〈 パ リティ > で O ま た は E を 指定 し な けれ ば な り ま せん . また 8 を 指定 し た 場 
合 に は , < パリ ティ > は N で な けれ ば な り ま せん . 

・〈 ス トッ プ ビ ッ ト 〉 は , スト ッ プ ビッ ト 数 を 決定 し , 1, 2, 3 で 指定 し ます . 1 は 1 ビッ ト , 
2 は 1.5 ビ ッ ト , 3 は 2 ビッ ト を 意味 し ます . 

・〈XON ス イッ チ 〉 は , XON/XOFF に よる 通信 制御 を 行う こと を 指定 し , スイ ッ チ と し て 
え が 指 定 さ れる と XON/XOFF 制御 を 行い ます . N が 指定 され た 場合 に は この 制御 は 行わ 
れ ま せん . 

・〈S パ ラメ ー タ 〉 は , く ビット 〉 に .7 を 指定 し た と き に , キャ ラク タコ ー ド 128 以 上 の 文字 ( カ 
ナ 文 字 な ど ) の 入出 力 か でき な く な る の を 補助 する パラ メー タ で す . 指定 は S ま た は N で 行 
い , S を 指定 し た と き 入 出力 可能 で , N を 指定 し た と き は 入出 力 不可 能 に な り ま す . 

・〈 モ ー ド > は H ま た は F で 指定 し , それ ぞ れ 半 二 重 , 全 二 重 通信 の モー ド を 意味 し ます . た 
だ し , モデ ム や カプ ラ を 接続 する 場合 は , 調歩 同期 全 二 重 方 元 の モデ ム や カプ ラ を 使用 し , 
<〈 モ ー ド 〉 は 必ず F に 指定 し て くだ さい . 半 二 重 方 式 の モデ ム , カプ ラ は 使用 で きま せん . 
・< 変 数 領域 の 大 き さ 〉> は , リモ ー ト BASIC プ ロト ュ ル を 利用 する 際 に 用 いら れる 変数 領域 
の 大 き さ を 決定 し ます . 省略 され た 場合 1024 に 設定 され ます . 

・ タ ー ミ ナル モー ド か ら BASIC モ ー ド に 戻る と き に は , 二 | 遇 | を 押し ます . 

・ ダ ブル クォーテーション (") で 囲ま れ だ た 部 分 (ダブ ルク ォ ー テ ーション を 含む ) は , 
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OPEN 文 に より RS-232C コ ミュ ニケ ーション ファ イル を 開く 場合 に も 同一 の 書式 で 用 いら 
れ ま す . 


例 term corm : 


< ター ミナ ルモード 入り ます . 


II 実 行 例 山肌 軸 軸 胃 四 貞和 


term "comiE72X" 日 較 
Ok 


・ 偶 数 リティ, デー タ 長 7 ビット , スト ッ プ ビッ ト 1.5 ビ ッ ト , 双 パ ペラ メー タ 有 効 , 平 - 
重 モ ー ド の ター ミナ ルモード に な り ま す . 


UI 有田 軸 和田 軸 軸 般 有 利 策 肌 和 和 有 | 


注意 : ・Ng- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で この コマ ンド を 実行 する と , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク 
タモ ー ド 変わ っ た 後 , ター ミナ ルモード に な り ま す . 
この 場合 ター ミナ ルモード か ら BASIC モ ー ド 戻 っ て も , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド 
の まま と だ がり まう すう 、 


・< 変 数 領域 の 大 き さ > を 除く すべ て の パラ メー タ は , 省略 され た 場合 , リセ ッ ト し た と き 
(電源 投入 時 も 同様 ) に 設定 され て いた セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され ます (セッ ト ア ッ 
プ モ ー ド に つい て は , ユー ザー ズ ガ イド を 参照 し て くだ さい ). また , 途中 の パラ メー タ を 
省略 し て 後 の パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は , 省略 記号 と し て ブラ ンク (" ) を 指定 し な けれ 
ば な り ま せん . 
・ こ こ で 使用 する 各 パ ラメ ー タ は , 必ず 大 文字 を 使っ て くだ さい . 

参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 19 章 2 「 タ ー ミ ナル モー ド で の 通信 ]」 
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書式 


解 き 


例 


II 


TIMES 


予約 変数 


タイ ム ・ ダ ラー :time $ 


内 蔵 の カレ ンダ 時 計 の 時 刻 を 返す 
TIME$ 


・TIME$ 変 数 を 参照 する こと に より , 内 蔵 カ レン ダ 時 計 の 時 刻 が 得 ら れ ま す . 
・ 時 刻 は 8 文字 の 文字 列 で 返さ れ , 文字 変数 に 代入 し た り PRINT 文 で 内 容 を 表示 する こと 
が で きま す . 
・ 時 刻 を 設定 する に は , TIME$ 変 数 に 次 の 形式 の 文字 列 を 代入 し ます . 
"HH : MM : SS" 

HH 時 (00 一 23) 

MM-…: 分 (00 一 59) > 各 2 文 字 で 指定 し ます . 

SS ……・ 秒 (00 一 59) 


TIME$ (現在 の 時 刻 ) 


TIME$ ニ "21:11:00" 


・ 内 蔵 カ レン ダ 時 計 に 21 時 11 分 を 設定 し ます . 


ブ 口 グラ ム 例 II 卓上 II 上 上 III 


199 ' TIME$ サン フ * ル 
119 wIDTH 49,29:CLS 
129 LOCATE 13,7 

139 PRINT "只今 の 時 刻 " 
149 LOCATE 14,9 

159 PRINT TIMES 

169 GOTO 149 


・ 画 面 上 に 時 刻 を 表示 させ ます . 


lllllllllllllllll 軸 llUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : 


DATE$ 
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特殊 ステ ー ト メン ト 


TIMES ON/0FF/STOP 


タイ ム ・ ダ ラー・ オ ン / オ フ / ス トッ プ : time $ on/off/stop 


機能 リア ル タ イ ムタ イマ に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 設定 する 
書 式 1) TIME$ ON 

2) TIME$ OFF 

3) TIME$ STOP 


解 説 1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . 
・ こ の 命令 実行 後 は , 設定 され た 時 刻 に な る と 割り 込み が 発生 し , ON TIME$ GOSUB 文 
に よっ て 定義 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 
2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . 
・ こ の 命令 実行 後 は , 割り 込み が 発生 せ ず , 処理 レー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 
3) 割り 込み 動作 を 停止 し ます . 
・ こ の 命令 実行 後 は , 割り 込み が 発生 し た こと を 覚え て いる だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 
岐 は 起こ り ま せん . 
・TIME$ ON 文 に より 割り 込み が 許可 され る と , 先ほど の 割り 込み に よっ て 処理 ルー チ 
へ 分 岐 し ます . 
・ プ ログ ラム 終了 時 に は , TIME$ OFF を 実行 し て くだ さい . 
例 TIME$ ON 


・ リ アル タイ ムタ イマ の 割り 込み 動作 を 許可 し ます . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 川上 上 川上 和風 上 III 


199 ' TIME$S ON/OFF/STOP サン フル 

119 ON TIME$=" の 6 :3 の : の の" GOSUB *MORNING 
12 の 9 CLS 3 

139 TIME$ ON 

149 LOCATE 3 の 9, 1 の:PRINT TIME$ 

159 GOTO 14 の 

16 の 9 *MORNING 

179 TIMES OFF 

189 FOR I=1 TO 19 

199 の BEEP:PRINT "お は よう !!" 


2 の の FOR J= の TO 399:NEXT J 
21 の 9 NEXT I 
22 の 9 END 


・ 6 時 30 分 に な る と , ビー プ 音 と と も に "お は よう りり" を 10 回 表示 する プロ グラ ム で す . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は , ON TIME$ GOSUB 文 と 同じ で す . 


IIIUIUUUUUIUIUIUIUIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIII 遇 III 山肌 


参照 : ON TIME$ GOSUB, TIME$ 
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TRUN/ THUFF 


中 
上 L 


例 


一 般 コ マン ド 


トレ ー ス ・ オ ン / ト レー ス ・ オ フ : trace on/trace off 


実行 トレ ー ス モー ド を 制御 する 

TRON 

TROFF 

< プロ グラ ム の デベ ッ グ の た め に 実行 トレ ー ス モー ド が あり ます . トレ ー ス モー ド で プロ 
グラ ム を 実行 する と , 実行 され て いる 行 の 行 番号 が 表示 され ます . 

・TRON コマ ンド で 実行 トレ ー ス モー ド に 入り ます . TROFF コマ ンド は , それ を 解除 する 
ュ マ ンド で す . NEW コマ ンド を 実行 し た 場合 も , 実行 トレ ー ス モー ド は 解除 され ます . 
TRON 

・ 実行 トレ ー ス モー ド に 入り ます . 


ラー 


II 実 人 行 例 IIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUUUIIIIIIIIUUIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIUIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIUUIIIUIIIIIII 


19 の 9 ' TRON/TROFF サン パル 
119 =1 

129 PRINT I 

139 I=I+1 

149 IF 1I く =3 THEN 12 め の 
159 END 


tron 回 

Ok 

run 
[199][119][129] 
[139][149][129] 2 
[139][149][129] 3 
[139][ 14 の 9][159] 


ュー 


<・TRON コマ ンド を 使っ て , 上 記 の プロ グラ ム の 実行 され て いる 行 番号 を 表示 し て いま 
す . TROFF コマ ンド に より , 通常 の 実行 状態 に 戻っ て いま す . 


HHIHIHIHIHIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIUIIIIIIUIUUUIIUIIIUUUIUUUUUUUUUUUIUUUIUIUIIUIUUUUUUUUUUIUIUUUUUUUUUUUUUUUUOUUUUU 
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特殊 関数 


























ユー ザ : user 
機能 機械 語 で 作ら れ た ユー ザ 関 数 ルー チン を 呼び 出し , その 値 き 返す 
宣 、 式 USR 〔 く 番号 〉] (<〈 引 数 > ) 
解 説 ・USR 関数 は , ユー ザ の 作成 し た 機械 語 関数 シー チン を 呼び 出し ます . 


・USR 関数 は , DEF USR 文 で 実行 開始 番地 を 設定 し た 上 で 使用 し ます . 
・< 番 号 〉> は 0 て 9 の 値 で , DEF USR 文 に ょ り 定 義 さ れ た 番号 に 対応 し ます . < 番号 〉 が 省略 さ 
れ た 場合 は 0 と 見 な され ます . 
・ < 引数 > に より , BASIC か ら 機 械 語 ル ー チ ン へ の 値 の 受け 渡し を する こと が で きま す . 
例 USR3(0) 臣 rs> (USR3 関数 を 呼び 出し て 返さ れる 値 ) 


II プロ グラ ム 例 有用 有 有用 軸 軸 有朋 胃 軸 刺 有 有川 NOUUUUUUUUU 


< この プロ グラ ム は Ns-BASIC で 実行 し て くだ さい . 


19 の 9 ' USR サン パル 

119 CLEAR ,&HDFFF 

129 DEF USR=&HE の 9 の 9:GOSUB 219 

139 CONSOLE の ,25, の ,1:WIDTH 8 の ,25:CLS 

14 の FOR I=1 TO 8 の @*24 

159 。 PRINT の の 7 

16 の NEXT 【 

17 の 9 CLS:FOR !=1 TO 599 の :NEXT 1I 

18 の 9 VAD ダ =&HF3C8 

199 I=USR(VADX) :FOR 1=1 TO 5 の 9 の :NEXT I 

29 の 9 END 

21 の FOR AD=&HE の 9 の 9 TO 8&HE の 15 

229 の READ DA:POKE AD,DA 

239 NEXT AD 

24 の RETURN 

259 『 

269 DATA &8H7E LD A, (HL) 
27 の 9 DATA &H23 INC HL 
28 の DATA 8H66 LD H, (HL ) 
29 の 9 DATA 8H6F M LD L.A 
3 の 9 DATA 8&H3E, 8HE9 SE LD A 7 欠 り 
319 DATA 8&H11 ,&H28,&H9 の 9 :" LD DE, 4 の 
329 の DATA &H の E, &H19 LD C,25 
339@ DATA &H26 ,&H5 の < も 15 EE B, 8 
349 DATA &H77 し L2: LD (HL) ,A 
35 の DATA 8&H23 M INC HL 
369 DATA &H19 の , &HFC DJNZ L2 
379 DATA 8H19 5 ADD HL.DE 
389 DATA &H の D M DEC C 

39 の DATA 8H29,@8HF6 J JR NZ , 1 
4 の の DATA 83HC9 1 RET 
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・BASIC と 機械 語 の プロ グラ ム で , テキ スト 画面 全体 に " 江 " を 2 回 描き ます . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は , DEF USR 文 と 同じ も の で す . 


UI 利和 II 有田 軸 IM 軸 


参照 : DEF USR, CALL 
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機能 
書 式 
解 説 
例 


II 


VAL 


























バリ ュー : value 


文字 列 の 表す 数 値 を 返す 
VAL ( く 文 字 列 >) 


・ く 文字 列 〉 を 数 値 に 変換 し た 値 を 返し ます . 

・< 文 字 列 〉 の 最初 の 文字 が "オリ リー リツ" 中 "また は 数 字 で な けれ ば VAL 関 数 の 
値 は 0 に な り ま す . まだ, 教 字 以外 の 文字 (た だ し , 16 進 散 の 場合 の "A""F' 
@H の "H", &O の "0"。 お よび 指数 表現 の "D" と "E" を 除く ) が 含ま れ て いる 場合 , それ 以 
降 の 文字 は 無視 され ます . 

・ 文 字 列 中 の スペ ー ス は 無視 し ます . 


VAL("123") 123 


プロ グラ ム 例 II 上 上 上 上 衝 山 則 II 上 II 上 出 


19 の 9 ' VAL サン フ * ル 

119 T$=TIME$ 

129 H=VAL(LEFTS(TS。2 ) ) 

13 の 9 M=VAL(MIDS(TS,4,2)) 

14 の 9 S=VAL(RIGHTS(T$,2 ) ) 

159 SS=H*3699+M*69+S 

169 PRINT "99:99:99 か ら ":TS:" まで は ": 
179 PRINT SS:" 秒 で す " 

189 END 





run ウ 
99: の の: の の 9 か ら 15:12:94 まで は 54724 秒 で す 
Ok 











・00:00:00 か ら , 現在 の TIME$ 変 数 の 時 刻ま で の 秒 数 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・120 行 か ら 140 行 で , 時 , 分 , 秒 を 表す 文字 列 を 数 値 に 変換 し て いま す . 


IIIHIUIIUIIIIIUUIIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUIIUIIUIIUIIIIIIIUIIUIIIIIIUIIUIUIIIIIIIIIIIIDIUIIIUUUIIIUIIIUUIUUIIMIMU 皿 | 


参照 : STR$ 
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書 式 


解 


晶 


MIDI 


VARHPTR 


特殊 関数 


バリ アブ ル ・ ポ イン タ : variable pointer 


変数 の 格納 され て いる メモ リ 番 地 , ファ イル に 割り 当て られ て いる バッ ファ の 先頭 番地 を 
返す 

VARPTR ( く < 変数 名 > ) 

VARPTR ( 即 く ファ イル 番号 >) 

・ 引 数 と し て < 変数 名 〉 を 指定 する と , その 変数 の デー タ が 格納 され て いる 変数 領域 の メモ 
リ 番 地 を 返し ます . この と き 指 定 さ れる 変数 は 値 が 代入 され て いな けれ ば な り ま せん . 


変数 テー ブル VARPTR の 値 で 示さ れる 変数 名 [ ! | | ] 
ーーーーーーーー 


変数 の | 残り の 変数 名 (可変 長 ) 
ーー 下位 番 地 上 位 番地 一 頭 2 文字 た だ し , 第 7bit が ON に 








整数 弄 | 2 | 変数 名 デー タ | な っ て いる . 
可変 長 ” 2 バイ ト ( 下 位 , 上位 の 順 ) MP 
単 精度 型 | 4 | 変数 名 多 有 7- タ | | (変数 名 の 長 さ ) 一 2 負 に な っ た 場合 は 0 
可変 長 = 4 バイ ト ( 例 ) 変数 名 apcdefg%% 
02 41 42 05 C3 C4 CS5 C6 C7 
倫 精 度 型 | 8| 変数 名 具 久 | | 寺 2| | | ィ ー イ キー+ 
2 整数 型 AB 7 文字 一 残り の 変数 名 
可変 長 8 バイ ト 2 文 字 


文字 弄 | 3 | 変数 名 下 ス トリ ング ディ スク リプ タ 
ーー ニー 


可変 長 3 バイ ト 


スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 


実際 に 文字 列 が 格納 され て いる メモ リ の 先頭 番地 
文字 列 の 長 さ 


・ 引 数 と し て 〈 フ ァイル 番号 〉> を 指定 する と , その 〈 フ ァイル 番号 ^〉 に 割り 当て られ て いる 入 
出力 ベッ ファ の 先頭 番地 一 9 を 返し ます . 


VARPTR(#1) (入出 力 ベッ ファ 1 の 先頭 番地 一 9) 


プ 口 グラ ム 例 INNIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIII 


199 ' VARPTR サン フ * ル 

119 ' value \ 2 

129 DEFINT A 

139 INPUT " 吾 数 値 を 入力 し て くだ さい ":A 
149 ADR=VARPTR(A) 

159 AL=(A\2) MOD 256 

169 AH=(A\2)\256 
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179 POKE ADR,AL 
18 の 9 POKE ADR+1 , AH 
19 の PRINT A 

29 の 9 GOTO 139 


run [3 
整数 値 を 入力 し て くだ さい 1245 加 


622 
整数 値 を 入力 し て くだ さい ? 519 回 


255 

整数 値 を 入力 し て くだ な さい 
4517 

整数 値 を 入力 し て くだ さい ? 天 
Break in 139 

Ok 


* や 


*S 


9935 連 


・ 整 数 値 を 読み 込ん で , その 本 の 値 を 出力 し ます . 小数 点 以 下 は 切り 捨て ます . 

・140 行 で , 実数 ^ の 値 が 格納 され て いる アド レス を 変数 ADR に 代入 し ます . 

・150 行 と 160 行 で 上 位 バ イト と 下位 ベイ ト を 別々 に 求め て , 170 行 と 180 行 で 直接 値 を 書き 
替え て いま す -. 


昨 IIIIIIII 上 上 上 に 上 
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VIEW 


女 


三 】 


解 


台 ビ 


式 
説 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ビュ ー : View 


ディ スプ レイ 画面 上 で の 表示 領域 (ビュ ー ポ ー ト ) を 指定 する 
VIEW(Sxi, Syi) 一 (Sx。 , Sys) [ , く 領域 色 >] 〔 , く 境界 色 >]〕 

・(Sxi, Sy)) を 左上 の 頂点 , (Sx。, Syy) を 右 下 の 頂点 と する オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 上 の 
長方形 を 図形 表示 領域 と し て 指定 し ます . オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と は , ディ スプ レイ 画 
面 の ドッ ト と 1 対 1 に 対応 する 物理 的 な 座標 の と と で す . WINDOW 文 に よっ て 指定 され て 
いる ワー ルド 座標 系 上 の 領域 内 に 入る 図形 は , VIEW 文 で 指定 され た 領域 中 (ビュ ー ポ ボー 
ト ) に 表示 され る よう に な り ま す . 


ワー ルド 座標 系 ディ スプ レイ 画面 





(オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 ) 


・< 領 域 色 〉 が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た パレ ッ ト 番 号 で ビュ ー ポ ー ト 内 を 塗り つぶ 
し ます . 

・〈 境 界 色 〉 が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た パレ ッ ト 番 号 で ビュ ー ボ ポー ト の 枠 を 描き ま 
す . CLS 文 に よっ て 消去 され る 画面 の 範 胃 は , この 枠 に よっ て 囲ま れ た 中 だ け で , 枠 は 消さ 
れる こと は あり ませ ん . 

・VIEW 文 は グラ フィ ッ ク タク 領域 の 指定 を 行う だ け で , 実際 の 画面 に 対す る 操作 は 行い ませ 
ん . 

・Sx」<Sx。, Syi< く Sy。 が 成り 立た な い 場 合 , ある い は これ ら の 座標 が ディ スプ レイ 画面 か ら 
外れ て いる 場合 に は , "Hegal function call' エラ ー と な り ま す . 

・LP は , ビュ ー ポ ー ト 左上 の 頂点 (Sx, Syi) に 設定 され ます . 
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II プロ グラ ム 例 MIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIUIIUIMLI 有 UI 軸 胃 軸 IIIUIIUUIUMIUIUIIIUUUIDIUIIUIIIIIIUIUIUI 


19 の 9 ' VIEW サン フル 

11 の 9 SCREEN の , の 

129 wINDOW( の , の )-(639,199) 
13 の GOSUB *DRAW 

14 の VIEW(1 ,1)-(319,198) , の 9,7 
15 の GOSUB *DRAW 

169 VIEw(5 の 9 の, 1 ) -(63 の , 99) , の ,7 
179 GOSUB *DRAW 

189 END 

199 *DRAW 

299  CLS 3:LINE(59, 5 の)-(699, 15 め ) , 5 , BF 
219 LINE(59,59)-(69 の の, 159) , の 
229 RETURN 


・ ビ ュー ポー ト を 変化 させ な が ら , 斜線 の 入っ た 四角 形 を 描き ます . 


・140 行 お よび 160 行 の VIEW 文 で ビュ ー ポ ー ト を 変化 させ て いま す . 
・190 行 か ら 220 行 で , 斜線 の 入っ た 四角 形 を 描い て いま す . 
川 川 II 上 II 上 上 川 風 上 用 用 和 III 
注意 : ・ ワ ー ル ドド 座標 系 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る の は WINDOW 文 の 実行 後 で あり , VIEW 
文 の み 実 行 し て ウィ ンド ウ は 初期 状態 の まま で あれ ば , ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 は (ワー ルド 


座標 ) ニ (スク リー ン 座 標 ) と な り ま す . 
参照 : WINDOW, CLS, SCREEN 
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書 式 


例 


川 IIUIIIIIIIIIIIIIIIUIIIII 


VIEW 


グラ フィ ッ ク 関 数 


ビュ ー : view 


ビュ ー ポ ー ト の 設定 位置 を 返す 
VIEW( く 機能 >) 
・VIEW 文 に より 設定 され て いる ビュ ー ポ ー ト の 位置 (Sxj, Sy) 一 (Sx。, Sy。) を 返し ます . 
・〈 機 能 > は 0 て 3 の 整数 値 で 指定 し ます . 
0: ビ ュー ポー ト 左 上 の 頂点 の X 座 標 (Sx。) 
1: ビ ュー ボー ト 左 上 の 頂点 の Y 座 標 (SyJ) 
2: ビ ュー ポー ト 右 下 の 頂 点 の 双 座 標 (Sx) 
3: ビ ュー ボー ト 右 下 の 頂 点 の Y 座 標 (Sy。) 


・VIEW 関数 は , ディ スプ レイ 画面 上 の ビュ ー ポ ー ト の 位置 を 返す 関数 で すか ら , 返さ れる 
値 は オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で す . 


プ 口 グラ ム 例 山肌 有 UIIUIUIUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


199 ' VIEW サン プル 

119 VIEW(19,29)-(39, 4 の ) 

129 IF VIEW(9)=19 AND VIEw(1)=29 AND VIEw(2)=39 AND VIEw(3)=49 
THEN PRINT "ビュ ー 模 能 は 正常 に 働い て いま す 。" 

139 END 


run 

ビュ ー 機 能 は 正常 に 働い て いま す 。 

Ok 

・VIEW(10, 20) 一 (30, 40) で ビュ ー ポ ー ト を 設定 し た 後 , VIEW 関数 で 読み 込ん だ 座標 と 


指定 し た 座標 が 一 致し て いた ら " ビ > 一 機能 は 正常 に 働い て いま す 。" を 出力 し ます . 


II 用 IIUIIUUUIUIIIIUIUIIUIIIIIIIU 吊 


参照 : VIEW, WINDOW 
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書 式 


解説 


例 


II 


WAIT 


特殊 ステ ー ト メン ト 


























ウェ イト : wait 


入力 ポー ト を モニ タ し , その 間 プ ログ ラム の 実行 を 中 断 す る 
WAIT <|/O ア ドレ ス >〉 ,< 式 1〉2〔, く 式 2>] 
・WAIT 文 は , 指定 し た 入力 ポー ト の ビッ トペ ター ン が 指定 し た 状態 に な る まで プロ グラ 
ム の 実行 を 中 断 し ます . 
・ 指 定 し た ポー ト か ら 読 み 込ん だ デー タ と <〈 式 2>》 と の XOR の 結果 と く < 式 1)》 と の AND が 取ら 
れ , その 結果 が 真 (0 以外 ) に な る まで ポー ト の デー タ を 読み 続け ます . XOR と AND の 結果 
を A と し て 式 で 表せ ば 次 の よう に な り ま す . 

A 三 (( 読 み 込 ん だ デー タ ) XOR< 式 2>) AND< 式 1> 
この 結果 (この 場合 A) が 0 ( 偽 ) で あれ ば , BASIC は も う 一 度 ポ ー ト の デー タ を 読み 込み 同 
じ 操作 を 繰り 返し ます . も し 結果 が 0 で な けれ ば ( 真 な ら ば ), プロ グラ ム の 実行 は 次 の 文 に 
移り ます . 
・< 式 2 が 省略 され た 場合 は 0 と みな し ます . 
WAIT 4,8,255 
・I/O ポ ー ト の 4 を モニ タ し , ビッ ト 3 が 0 に な る の を 待ち ます . つま り , "s" キ ー が 押さ れ 
る の を 待ち ます . 


プ 口 グ ラム 例 川上 上 上 


199 ' WAIT サン プル 

119 PRINT "'s' キ ー を 押す と 開始 し ます 。" 
129 wAIT 4,8,255 

139 FOR I=&H21 TO &H4F 

1 4 の PRINT CHRS(I): 

159 NEXT 

16 の END 


runa 
's'" キ ー を 押す と 開始 し ます 。 
1 "0# る を 8"「() ネ + ォ 。ー./ の 123456789:: く <=>?GABCDEFGHIJKLMNO 


Ok 
S 


・"s" キー を 押す まで 待ち 続け ます . 
・120 行 で 。 "s" キー が 押さ れる まで 待ち 続け ます . 
・"s" キ ー が 押さ れる と キャ ラク タコ ー ド の 一 部 を 画面 に 表示 し ます . 


則 吊 朋 用 上 胃 岬 胃 胃 因 間 上 胃 利明 軸 症 是 軸 映 間 軸 症 間 還 山 軸 胃 前 四 自由 胃 目 四 四 四 四 四 四 目 胃 四 胃 胃 四 胃 四 上 軸 胃 軸 胃 目 胃 軸 軸 胃 胃 四 車軸 和央 


注意 : 


・WAIT 文 は , 式 の 指定 を 誤る と 無限 シー プ に 入っ て し まう 場合 が あり ます . その 場合 に 
は 本 機 を 再起 動 し な けれ ば な り ま せん . 
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例 


II 


WHILE-WEND 


一 般 ス テー トメ ント 


ホワ イル ・ ダ ブル エン ド : while -- wend 


条件 が 満足 され て いる 間 繰 り 返 し 実行 する 
WHILE < 論理 式 


( 
WEND 


・< 論 理 式 > が 真 で ある 間 , WHILE 文 と WEND 文 の 間 に あ る 文 の 実行 を 繰り 返し ます . 

・< 論 理 式 > を 評価 し た 結果 が 真 で あれ ば , WHILE 文 と WEND 文 と の 間 に あ る 文 を 順番 に 
実行 し , WHILE 文 に 戻り ます . この 繰り 返し は , く 論 理 式 > が 偽 に な る まで 行わ れ ま す . 

・< 論 理 式 > を 評価 し た 結果 が 偽 で ある 場合 は , WEND 文 に 続く 文 に 処理 が 移り ます . 

・ く 論理 式 > を 評価 し た 結果 が 最初 か ら 偽 で ある 場合 は , WHILE 文 と WEND 文 の 間 に あ る 
文 は 一 度 も 実行 され ませ ん . 

・WHILE て WEND 文 は FOR て NEXT 文 と 同様 に , 入れ 子 構造 に する こと が で きま す . この 
場合 に は , それ ぞ れ の WEND 文 は , それ 以前 の 最も 近く に ある WHILE 文 と 対応 する と 解 
釈 さ れ ま す . 

・WEND 文 は WHILE 文 と 対 に な り , ルー プ の 終わ り を 示す 働き を し ます の で , 省略 する こ 
と は で きま せん . 

WHILE J ご 5 
( 
WEND 

< が 5 以上 に な る まで , WHILE 文 と WEND 文 の 間 の 文 を 実行 し ます . 」 の 値 が 5 に な る 
と , WEND 文 に 続く 文 に 制御 を 移し ます . 


プロ グラ ム 例 II 昨 用 有用 軸 軸 和 有用 有 軸 有 軸 山 軸 軸 用 I 和 有 出 利 IM 軸 IM 首 首 首 軸 


199 ' WHILE “ WEND サン プル 
11 の 9 {=1 

129 wHILE I<6 

139 PRTNT 15 7 テーS 


1 4 の J=1 
15 の WHILE J<=【 
16 の .。 PRINT Ji :J=J+1 
17 の WEND 
18 の PRINT:【=[+1 
199 wEND 
299 END 
run 
0 
2 の ジー 相 2 


3 も る 。 9 
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O 


・] か ら 5 ま で の 数 値 を 1 ずつ 足し た 結果 を 表示 し ます . 
・ こ の プロ グラ ム は 入れ 子 構造 に な っ て お り , 120 行 の WHILE 文 は 190 行 の WEND 文 と 150 
行 の WHILE 文 は , 170 行 の WEND 文 と それ ぞ れ 対 に な っ て いま す . 


II 上 上 上 上 上 上 上 上 用 上 上 上 上 上 上 上 上 利和 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIHIHIHIIHIIUIIIIHI 


参照 : FOR て NEXT 
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画面 制御 ステ ー ト メン ト 




















WIUTH 


デバ イス や ファ イル に 対し て 文字 の 領域 を 設定 する 
書 式 1) WIDTH < 桁 数 > 〔 , < 行 数 >] 
2) WIDTH < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 , 〈 サ イズ > 
3) WIDTH 尋 < ファ イル 番号 〉 , < サイ ズ > 








ウィ ドゥ ス : width 


解 説 1) テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 〈 桁 数 〉 と く 行 数 〉 を 設定 し ます . 
・1 行 当たり 40 文 字 , また は 80 文 字 の 〈 桁 数 〉 を 設定 で きま す . また < 行 数 > は 20 行 か 25 行 
か の どちら か で す . 


・N。- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ ー ド の SCREEN 3 の と き は , 10 行 また は 12 行 で 設定 し ます . 


・< 行 数 〉 を 省略 し た 場合 は , 現在 の 行 数 の まま で 変化 し ませ ん . 
・WIDTH 文 を 実行 する と 画面 が クリ ア さ れ , スク ロー ルウ ィ ン ド ウ が 初期 化 さ れ ま す . 

WIDTH 文 は CONSOLE 文 の 前 に 実行 し て くだ さい . 

2)・〈 く ファ イル ディ スク リプ タ 〉 で 指定 され た デベ イス に 対し て バッ ファ の 〈 サ イズ > を 設定 
し ます . ここ で 許さ れ て いる デバ ベイ ス は , コミ ュ ニ ケー ショ ン ボ ー ト と プリ ンタ で す . 
・< サ イズ > の 値 は 1 か ら 255 ま で 許さ れ て いま す . た と えば , この 命令 が プリ ンタ に 対し 
て 実行 され た と すれ ば , プリ ンタ の 1 行 に 印字 され る 文字 数 は く サ イズ >〉 で 指定 し た も の 
と な り ま す . この よう に プリ ンタ に 対し て 実行 し た 場合 , WIDTH LPRINT と 同等 の 機能 
を 得る こと が で きま す . 初期 状態 で は 255 に 設定 され て いま す . 

3)・<〈 フ ァイル 番号 〉 で 割り 当て られ て いる バッ ファ (チャ ネル ) に 対し て , その 大 き さ を く 〈 サ 
イズ >〉 で 指定 し ます . 

・〈 サ イズ > は 1 か ら 255 ま で の 値 で す . 以後 この 〈 フ ァイル 番号 〉 を 使っ て いる デベ イス と 

の 入出 力 は , この 〈 サ イズ 単位 で 行わ れ ま す . 初期 状態 で は 255 に 設定 され て いま す . 


例 WIDTH 80, 25 
・ テ キス ト 画 面 を 80 桁 , 25 行 に 設定 し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 有朋 軸 回 軸 山肌 軸 軸 有用 軸 軸 軸 軸 胃 胃 軸 肌身 軸 軸 軸 胃 軸 昨 和 NL 肌 DUIDODODIUIIUUUIUUUUDOUDUUUUHI 


< この プロ グラ ム は , Na 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラ メー タ を 0 , 1 , 2 の いずれ か に する ) で 実行 し て くだ さい . 


199 ' WIDTH サン プル 
119 wIDTH 8 の ,29 の :CLS 
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12 の 
13 の 
149 の 
159 
169 
17 の 
189 
19 の 9 
2 の の 


GOSUB 179 

IF INKEY$="" THEN 139 

WIDTH 8 の 9,25:CLS 

GOSUB 179 

END 

PRINT "ーーーー イ ーーー デ ーーーーーーー コ " 
PRINT "ーーー キ ーーーーーーー キ ーーーー] " 
PRINT パレ ーー トレ ーー フト レー フー ハト 00 jm 
RETURN 


・ 初 め に テキ スト 画面 を 80 桁 X20 行 に 設定 し て 引 線 を 描き , 次 に 80 桁 X25 行 で 描き ます . 

・110 行 か ら 120 行 で , 80 桁 X20 行 で 昧 線 を 描き ます . この 電 合 , 線 が 接続 され な い 部 分 が か あ 
り ま す . 

・130 行 は , 80 桁 X20 行 で 野 線 を 描い た 後 , 次 の 野 線 を 描く の を 待つ た め に あり ます . 任意 
の キー を 押す こと に よっ て 次 の 処理 に 移り ます . 

・140 行 か ら 150 行 で , 80 桁 X25 行 で 鐵 線 を 描き ます . この と き は 線 が すべ て 接続 され ます . 


IIIUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUIIIIHI 


参照 : CONSOLE 
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機能 
書 式 
例 


II 


WIDTH LPRHINT 


入出 力 ス テー トメ ント 


ウィ ドゥ ス ・ エ ルプ リン ト : width line print out 


プリ ンタ に 出力 され る 1 行 の 文字 数 を 設定 する 

WIDTH LPRINT < 文字 数 > 

・ プ リン タ の 1 行 に 印字 する こと の で きる 文字 数 を 設定 し ます . 
・ く 文字 数 > で 指定 で きる 値 は 1 か ら 255 ま で で す . 

WIDTH LPRINT 80 

・ プ リン タ の 1 行 に 印字 する 文字 を 80 文 字 に 設定 し ます . 


Il 


プロ グラ ム 例 IIMIIIHIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIUIUIIMIUUUUIUUUIUIUIUIIIIIIUIIUIIUUIUUUUUUUUUUUUUI 





・ こ の プロ グラ ム は , Ns 日 本 語 BASIC で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド (SCREEN 文 
の 第 1 パラ メー タ を 0 , 1 , 2 の いずれ か に 設定 する ) で 実行 し て くだ さい . 


199 ' WIDTH LPRINT サン グル 
119 wIDTH "lpt:",255 

129 WIDTH LPRINT 4 の 

139 FOR 1I=33 TO 247 

1 4 の LPRINT CHR$(1): 
159 NEXT 【 

169 LPRINT 

179 END 


1!0#$ 欠 名 「()*+ ォ 。ー./ の 123456789:: く <=>?7@ABCDEFGH 
IJKLMNOPQRSTUVwXYZ[\]^ abcdefghijK1mnop 
qrstuvwxyz( け て ーー 上 目 証 二 ーー| ト ーー| |r 
ュ へ ソ 。 。「」、・ ヲ アイ ウエ オヤ ュ ヨ ツー アイ ウエ オカ キク サコ サシ ス セ ソ タ 


チ ツ テト ナニ ヌ ネ ノ 八 ヒ フ へ ホ マ ミ ム メ モヤ フュ ヨ ラ リル レロ ワン ~* ニー 人 る 


$ ミ 人 @O ハ 円 午 月 日 時 分 称 





・ キ ャ ラク タコ ー ド の 33 か ら 247 ま で を プリ ンタ に 出力 する プロ グラ ム で す . 
< 110 行 で ,」 プリ ンタ に 対し ベッ ファ サイ ズ を 255 に 設定 し て いま す . 
・120 行 で , プリ ンタ の 1 行 に 印字 する 文字 数 を 40 文 字 に 設定 し て いま す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIUIIUIIIUIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : WIDTH 2) 
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例 


WINDOW 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ウィ ンド ウ : window 


ー ポ ー ト に 表示 する ワー ルド 座標 系 内 の 領域 を 指定 する 
WINDOW (Wxi, Wy) -(Wx。。 Wyy) 


・(Wxi, Wyj)) を 左上 の 頂点 , (Wx。 Wy。) を 右 下 の 頂点 と する ワー ルド 座標 系 上 の 長方形 で 
囲ま れ た 領域 を , スク リー ン 上 の ビュ ー ポ ー ト に 表示 する 領域 と し て 指定 し ます . 
・WINDOW 文 実行 後 は , その 領域 内 に 入る 図形 は VIEW 文 で 指定 され た 領域 (ビュ ー ポ ー 
ト ) 内 に 表示 され ます . 

・WINDOW 文 で 指定 され た 領域 は ウィン ドウ と 呼ば れ , その ウィ ンド ウ か ら 外 れ た 図形 は 
表示 され な く な り ま す . 


ワー ルド 座標 系 


ディ スプ レイ 画 
(オリ の リー ン 座 標 系 ) 





・WINDOW 文 も VIEW 文 と 同じ よう に 領域 の 指定 を 行う だ け で , 実際 の 画面 に 対す る 操作 
は 行い ませ ん の で , WINDOW 文 に より ウィ ンド ウ の 設定 を 変更 する だ け で , ビュ ー ポ ー ト 
中 に 表示 され る 図形 が 変化 する こと は あり ませ ん . 

・Wxi く Wx。, Wyi く Wy。 が 成り 立た な い 場 合 , ある あい は これ ら の 座標 が ワー ルド 座標 系 か ら 
外れ て いる 場合 に は "Ilegal function call' エ ラー と な り ま す . 

・WINDOW 文 で 指定 する 座標 は ワールド 座標 で すか ら , 負 の 値 や 実数 値 も と れ ま す . 

・ 一 度 設定 され た ウィ ンド ウ は , 次 に WINDOW 文 あ る い は SCREEN 文 が 実行 され る まで 
変化 し ませ ん . 

・ WINDOW 文 が 実行 され る と , LP(Last reference Point) は ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 に 設 
定 さ れ ま す . 

・ ワ ー ル ド 座 標 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る の は WINDOW 文 の 実行 後 で あり , VIEW 文 
の み 実 行 し て ウィ ンド ウ が 初期 状態 の まま で あれ ば , ビュ ー ポ ボー ト 内 の 座標 は , (ワー ルド 
座標 )=( ス クリ ー ン 座標 ) と な り ま す . 
WINDOW (一 300 , 一 50) 一 (100 , 70) 

・ ウ ィ ン ド ウ の 左上 の 頂点 を (一 300, 一 50) に , 右 下 の 頂点 を (100, 70) に 設定 し ます . 
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山川 プロ グラ ム 例 過 川 UI 有 有 有 有田 II 軸 軸 軸 有 有 用 用 UIUUUUUI 


199 ' WINDOWw サン フル 

119 SCREEN の ,9 の :CLS 3:C=1 

129 VIEW(299, 5 の)-(499,159) , ,7 
13 の 9 WINDOW(- 1 の 9 ,-1 の の )-(19 の 9 の ,19 の 9) 
149 GOSUB *DRAW 

15 の 9 wINDOW(- 1 の の,-199)-( の , の ) 

169 の GOSUB *DRAw 

17 の 9 WINDOW( の , の )-(19 の 9 の,19 の 9) 

189 の GOSUB *DRAw 

199 WINDOW(-5 の 9 , -5 の 9 の)-(59 の 9 の , 5 の の) 
299 GOSUB *DRAW 

21 の 9 END 

229 *DRAW 

239 CIRCLE( の , の ) , 199,C 

249 FOR J= の @ TO 199 の 9 の:NEXT J 

25 の 9  C=C+1:CLS 2 

26 の RETURN 


*・ ウ ィ ン ド ウ を 4 種類 に 設定 し な が ら 円 を 描く プロ グラ ム で す . 
・140 行 , 160 行 , 180 行 , 200 行 で GOSUB 文 を 使用 し て , 220 行 に 実行 を 移し て いま す . 
・220 行 以降 の サブ ルー チン で は , 色 を 変え た ながら 円 を 描い て いま す . 


川上 III 上 上 利 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 III 


参照 : SCREEN, VIEW, WINDOW 
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例 


川 IIIIIIIIIII 出 


WINDUW 


グラ フィ ッ ク 関 数 


























ウィ ンド ウ : window 


現在 の ウィ ンド ウ の 設定 位置 を 返す 
WINDOW(< 機 能 > 


を 返す 関数 で す . 
・〈 機 能 > は 0 か ら 3 まで の 値 を と り , それ ぞ れ の 値 を と る と き の 関 数 値 の 意味 は 次 の と お 
り で す . 


0: 
1: 
2: 
3: 


ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 の 又 座標 (Wxi) 
ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 の Y 座 標 (Wyi) 
ウィ ンド ウ の 右 下 の 頂点 の XX 座 標 (Wx。) 
ウィ ンド ウ の 右 下 の 頂点 の Y 座 標 (Wy) 


・WINDOW 関数 の 返す 値 は ワー ルド 座標 で す . 


WINDOW) ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 の Y 座 標 


プ 口 グ フ ム 例 上 III 上 上 I 則 上 III 


WX1 


′ wINDOW サン パル 


SC 
GO 
VI 
GO 


REEN の , の 

SUB *WINDOWwINFO 
EW(19 の 9, 5 の )-(399, 159) 
SUB *WwINDOwINFO 


WINDOWw(-199,-19 の 9)-(199, 1 の 9 の) 


GO 


SUB *WINDOwINFO 


END 


ネ W 


INDOwINFO 


PRINT "WX1 : "jiWINDOW( の @)。 


EE 
P 
E 
P 
RE 





RINT "WY1 : "jiWINDOW(1 ) 
RINT "WX2 : "jiwINDOW(2 ) , 
RINT "WY2 : "jiWINDOW(3) 
RINT 
TURN 


9 wY1 : の 


: 639 wY2 : 199 


・ 1 の 9 の WwY1 : 5 の 
: 3 の の WY2 : 159 の 


WX2 : 


Ok 


199 の WY1 :-1 の の 
1 の 9 WY2 | 1 の の 


・SCREEN 文 , VIEW 文 , WINDOW 文 を それ ぞ れ 実行 し た 場合 の ウィ ンド ッ ウゥ の 設定 位置 を 
返す プロ グラ ム で す . 
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s 120 行 , 140 行 , 160 行 で 180 行 以降 の サブ ルー チン に 実行 を 移し , 現在 の ウィ ンド ウ の 設定 
位置 を 出力 し ます . 


山肌 車軸 軸 有利 II 


参照 : VIEW, WINDOW, MAP 
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機能 
書 式 
解 


例 


IIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIII 


WRITE 


入出 力 ス テー トメ ント 


ライ ト : write 


画面 へ デー タ を 出力 する 
WRITE 〔< 式 の 列 〉〕 


・< 式 の 列 > に より 指定 され た 数 値 式 , ある い は 文字 式 の 値 を 画面 に 出力 し ます . 

・〈 式 の 列 > が 省略 され た 場合 に は 空 行 の み が 出 力 さ れ ま す . 

・ 式 は コン マ (,) ま た は セミ コロ ン (:) に より 区 切り ます . コン マ と セミ コロ ン と は 機能 上 
の 区 別 は あり ませ ん が , 画面 上 に は 各 式 の 値 の 区 切り と し て 必ず ュ ン マ が 表示 され ます . 
・WRITE 文 は , ほぼ PRINT 文 と 同じ よう に 画面 表示 を 行い ます が , 不要 な 空白 桁 は 詰め ら 
れ , それ ぞ れ の 式 の 値 の 問 は 必ず ュ ン マ で 区 切ら れ ま す . 

・ 文 字 列 は ダブ ルク ォ ー テ ーション (" ) で 囲ま れ て 出力 され ます . 

WRITE |*J,K,A$ 

・[ 玉 ], K, A$ の 値 を コン マ で 区 切っ て 画面 に 出力 し ます . 


ん 口 グラ ム 例 IMIIUIUIUUIUUIIUIIIIIUIIIUUIIIUIUUIIIIIUIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIDIUIIMIIIIUIUIIUIIIIIIIUIUDIUIDIUIDIMIIMIMII 


199 ' WRITE サン フル 

11 の 9 A%=12 

129 B!=9、.87654 

139 C#=3.14159265359# 
14 D$="N88-BASIC" 
159 PRINT A:B! ,C#: DS 
169 WRITE AX:B! ,C#iDS 
179 END 


run 剛 

12 9.87654 3.14159265359 N88-BASIC 
12.9.87654.3.14159265359,"N88-BASIC" 

Ok 

・ ま ず PRINT 文 で 変数 の 値 を 表示 し , 次 に WRITE 文 で 表示 し ます . 

・160 行 の WRITE 文 で は 各 値 の 間 を ュ ン マ で 区 切り , 文字 列 を ダブ ルク ォ ー テ ーション で 
囲ん で 出力 し ます . 


IIUIUUUHIUUIUUUUUUUUUUIIUUUIIUIUIUUIUUIUUIIUIMUIIIIIIUIUIIIIIUIIIIIIIIIIIUIIUUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIUIUUUUIUIIIIIIIIIIIUIUIIIUIIIIIIIIDII 


参照 : 


PRINT, WRITE 尋 


クー ウ ク 51 


























機能] 


書 式 


例 


II 山 


WHITE# 

















ライ ト ・ シ ャ ー プ : write 婦 


シー ケン シャ ルフ ァイル ヘ へ デー タ を 出力 する 

WRITE 基 <〈 フ ァイル 番号 > 〔, < 式 の 列 >〕 

・ 式 の 列 〉 に より 指定 され た 数 値 式 あ る い は 文字 式 の 値 を , く < ファ イル 番号 〉 に より 指定 さ 
れ た ファ イル に 書き 込み ます . 

・ 指 定 さ れ た ファ イル は 出力 用 に オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 

・〈 式 の 列 > 中 の 各 式 は , コン マ ( , ) あ る い は セミ コロ ン (:) に よっ て 区 切る こと と が で きま 
ず 。 

・ WRITE# 文 は ほぼ PRINT 女 文 と 同じ よう に 式 の 出力 を し ます が , 不要 な 空白 桁 は 詰め らち 
れ , それ ぞ れ の 式 の 値 の 間 は 必ず ュ ン マ で 区 切ら ちら れ ま す . 

・ 文 字 列 は ダブ ルク ォ ー テ ーション ( " ) で 囲ま れ て 出力 され ます . 

・WRITE 文 は 各 式 の 値 を 書き 出し た 後 , 改行 の コー ド を 書き 出し ます . 〈 式 の 列 〉 が 省略 
され た 場合 は , 改行 の ュー ド の み を 書き 込み ます . 

WRITE 婦 1,|*J,K:A$ 

・ フ ァイル 番号 1 の シー ケン シャ ルフ ァイル に 1! 素 ], K, A$ の 値 を 出力 し ます . 














川 昨 川 用 貞山 軸 出 


プ 口 グラ ム 例 川上 峰山 





199 ' WRITE# サン フ * ル 

119 OPEN "data19" FOR OUTPUT AS #1 
129 FOR !I=1 TO 19 

139 A$=" レ コー ド 番号" 

149 WRITE AS,【 

159 WRITE #1,AS,【 


169 NEXT I 

179 CLOSE 

18 の 9 END 

run 

"レコ ー ド 番号 ",1 
"レコ ー ド 番号 ",2 
"レコ ー ド 番号 ",3 
ッ レ コー ド 番 号 "。4 
"レコ ー ド 番号 ",5 
"レコ ー ド 番号 ",6 
"レコ ー ド 番号 ",7 
"レコ ー ド 番号 ",8 
"レコ ー ド 番号 ",9 
"レコ ー ド 番号 ",19 
Ok 
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・ ド ライ ブ 1 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に "data10" と いう シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り ます . 
・120 行 か ら 160 行 で "record number" を 10 個 と , 1 か ら 10 ま で の 数 値 を , 画面 と "data10" 
ファ イル に 出力 し ます . 


UIIUUIUIUIUIUUUIIUIUUIUIIIUIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 肌 還 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIMIIUUUIUIUUIUIUUUUIMIMIIUIIIMI 


参照 : PRINT 基 , WRITE 
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3.]1 拡張 命令 の 概要 


本 機 で は , BASIC の 拡張 命令 を 追加 する こと に よっ て 次 の 2 つの 機能 を 使用 する こと が で きま す . 
1. アナ ログ パレ ッ ト 機 能 

本 体 に アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 する こと に より , 512 色 の 中 か ら 8 人 色 を 選び 表示 する こと 
が で きま す . この 機能 に より 人 色 に 濃淡 を つけ た り , 中 間 色 を 用 いる こと が 可能 で す . 
2. サウ ンド 機能 

本 体 に 内 蔵 き れ て いる スー パー シン セ サ イ ザ IC(OPN) を 操作 する こと に より , 実際 の 楽器 の 斉 あ る 
い は 効果 音 な どの 中 か ら 選 ん で 6 埋 , それ に リズ ム 6 音 を 同時 に 演奏 する こと が で きま す . 既存 の 音 ま 
た は 全く 白紙 の 状態 か ら , 自分 で アレ ンジ し て 自分 自身 の 音 を 作る こと も で きま す . 

また ADPCM 機能 に より , 人 の 声 や カセ ッ ト テ ー プ の 出力 な ど を デジ タル サン プリ ング し て FM 音 
源 な ど と 同時 に 出力 する こと も で きま す . 

別売 の ※ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) も 動作 可能 で す の で , キー ボー ド 等 を 接続 
し て 音楽 を 演奏 する こと が で きま す . 

注意 : 本 機 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 接続 し て 使用 する 場合 ., ミ ュー ジッ クボ ー ド の 

ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン パ コネ クタ は , 取り 外し て ご 使用 くだ さい . 


3.2 拡張 命令 の 追加 


拡張 命令 は , 次 の 2 つの 方 法 で 追加 する こと が で きま す . 使 川 する 日 的 に より 選ん で ご 使用 くだ さい . 
(1) 拡張 モー ド 1…… NEW CMD 文 を 実行 する . 

(②) 拡張 モー ド 2…… プロ グラ ム フ ァ イル "fm .ipl" を 実行 する . 

拡張 モー ド 2 の 場合 に は , FM 音源 6 音 , SSG 音源 3 音 , リズ ム 音 源 6 音 , ADPCM 和 詩 源 1 剖 な ど 本 機 
の サウ ンド 機能 を フル に 発揮 する こと が で きま す . た だ し , Na 日 本 語 BASIC モ ー ド で は 使用 で きま せん 
拡張 モー ド 1 の 場合 に は , FM 音源 3 音 ま で , ADPCM 機 能 の 使用 不可 な どの 制限 が あり ます が , Ns: 
日 本 語 BASIC モ ー ド で も 使用 する こと が で きま す . 拡張 モー ド 1 と 拡張 モー ド 2 の 場合 を 比べ て みる と 
次 表 の よう に な り ま す . 


拡張 モー ド 1 と 拡張 モー ド 2 の 人 違い 


拡張 モー ド 1 





使用 する BASIC 


Nss-BASIC V2/Nas- 日 本 語 BASIC 





Nss-BASIC V2 





拡張 方 法 


NEW CMD 文 を 実行 








人 の 、 の 
HD 令 





CMD BGM 


並列 動作 モー ド の 制御 を 行う . 





CMD OUTM 


MIDI ボー ド へ 1 バイ ト の デー タ を 送る . 


プロ グラ ム フ ァ イル "fm.ipl" を 実行 








普 列 動作 モー ド の 制御 を 行う . 
MIDI ボー ド へ 1 バイ ト の デー クタ を 送る . 





CMD PAL 


CMD PCM 


パレ ッ ト に アナ ログ カラ ー コ ー ド を 割り 
付け る . 








CMD PCM LOAD 








MD PCM PLAY 








MD PCM RECORD 








MD PCM SAVE 








MP PCM STOP 
MD PLAY 





FM 音源 3 音 、SSG 音 源 3 音 に よる 6 重 
和音 の 演奏 可能 . リズ ム 音 源 は な し . 音 
源 モ ー ド は 0 一 4. 音色 数 は 0 61. 





CMD RHYTHM 
CMD SOUND 


な し 


PSG の レジ スタ に デー タ を セッ ト す る . 








CMD STOPM 





音楽 機能 の 初期 化 を する . 





CMD UNLINK 
CMD VOICE 


拡張 命令 を 解除 する . 
FM 音源 部 の 1 一 3 チャ ン ネ ル に 音色 を 
設定 する . 





CMD VOICE COPY 
CMD VOICE LFO 


音色 デー タ を 配列 変数 に コピ ー す る . 





パレ ッ ト に アナ ログ カラ ー コ ー ド を 割り 
付け る . 


ADPCM 録音 / 再 生 時 の 機能 設定 を する . 
デ ヂ ディ スク か ら ADPCM デ ー タ を ロー ド 


する 。 

ADPCM 再生 を する . 

ADPCM 録音 を する . 

ADPCM デー タ を ディ スク に セー ブ す る . 
ADPCM 録音 / 再 生 を 停止 する . 

FM 音源 6 音 . ま た は FM 音源 3 音 , SSG 
音源 3 音 に よる 6 重 和 音 の 演奏 可能 . 同時 
に リズ ム 6 音 演奏 可能 . 音源 モー ド は 0 一 5. 
音色 数 は 0 一 126/0 一 61 を 起動 時 に 選択 . 
リズ ム を 登録 する . 

PSG の レジ スタ に デー タ を セッ ト す る . 


音楽 機能 の 初期 化 を する . (ADPCM 関 
係 は , 除く ) 


すべ て の 音楽 機能 を 初期 化す る . 


FM 音源 部 の 1 一 6 チャンネル に 音色 を 
設定 する . 


音色 デー タ を 配列 変数 に コピ ー す る . 








1 一 3 チャ ン ネ ル の FM 音源 部 に LFO 効 
果 が 可能 . 








CMD VOICE REG 


設定 する . 





1 一 6 チャ ン ネ ル の FM 音源 部 に LFO 効 
果 が 可能 . 

00-B6H, 100-1B6H 番号 の OPN レジ 
スタ に 数 値 を 設定 する . 








STATUS 


eee 
了 





な し 





ADPCM の ステ ー タ ス を 返す . 


3.3 拡張 命令 の 追加 操作 手順 


1. 


拡張 モー ド 1 (NEW CMD を 実行 する 場合 ) 
NEW CMD と 入力 し て 実行 し ます . 以下 の 手順 で 行っ て くだ さい . 
(1) シス テム モー ドス イッ チ を V2 に 合わ せま す . 


シス テム モー ド 


| 


V1S V1H V2 





(2②) 周辺 機器 か ら 順 番 に 電源 を 入れ た 後 , Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク , また は Na 日 本 語 BASIC シス 
テム ディ スク を ドラ イブ 番号 1 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し ます . 

(3) 人 PC』 を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押し , セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 を 行い ます . 
・V2 DISK の 場合 
初期 設定 画面 で フロッピー ディ スク が 使用 で きる よう に モー ド を 設定 し ます . 
セッ ト ア ッ プ モー ド が 終了 する と , V2 DISK が 起動 し ます (セッ ト ア ッ プ モー ド で の 設定 変更 お よ 
び 終 了 方 法 は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 2 章 「NaBASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 」 を 参 
嶋 ). 





(代用 


・V2 ROM の 場合 

初期 設定 画面 で 。 フ ロッ ピー ディ スク の 使用 を 中 止 す も る よう に モー ド を 設定 し ます . セッ ト ア ッ プ 
モー ド が 終了 する と , V2 ROM が 起動 し ます (セッ ト ア ッ プ モー ド で の 設定 変更 お よび 終了 方 法 
は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 2 章 「Na-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 」 を 参照 ) . 





4) NEW CMD 文 を 実行 し ます . 
new cmd 
(5) 「Ok」 と 表示 され る と 拡張 命令 が 使用 で きま す . 
拡張 命令 は Na-BASIC V1 で は 使用 で きま せん . し た が っ て , Ns-BASIC V1 で NEW CMD 文 を 実 
行 す る と "Syntax error" が 表示 され ます . この 場合 , 拡張 命令 は 追加 され て いま せん の で と 注意 くだ 
さい . 
注意 : 拡張 命令 を 追加 し た 場合 , ウォ ー ム スタ ー ト ( を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押す ) 
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を 行う と , 拡張 命令 は クリ ア さ れ 使 えな く な り ま す . 再度 追加 する 場合 は , CMD 
UNLINK 文 を 実行 し た あと に NEW CMD 文 を 実行 し て くだ さい . 
2. 拡張 モー ド 2( プ ログ ラム ファ イル を 実行 する 場合 ) 
Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 中 に 入っ て いる プロ グラ ム フ ァ イル "fm .ipl" を 起動 し ます . 以下 の 
手順 で 起動 し て くだ さい . 
(1) シス テム の モー ドス イッ チ を V2 に 合わ せま す . 
シス テム モー ド 


間 証 証 コ 


V1S V1H V2 


注意 : ンス テム モー ドス イッ チ や 動作 クロ ックス イッ チ な ど , スラ イド スイ ッ チ の 切り 替え は , 必 
ず 電 源 を OFF に し て か ら 行 っ て くだ さい . 

(2⑫②) 周辺 機器 か ら 順番 に 電源 を 入れ た あと , Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 番号 1 の フロ ッ 
ピー ディ スク ドラ イブ に セッ ト し ます . 

(3) 人 PC を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押し , セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 を し ます . 

(⑭) 初期 設定 画面 で 。 フロッピー ディス ク が 使用 で きる よう に モー ド を 設定 し ます (セッ ト ア ッ プ モー 
ド で の 設定 変更 お よび 終了 方 法 は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 2 章 「NgsBASIC V2 の 起動 / 終 了 と 
モー ド 設 定 」 を 参照 ). 


エ 





剛 FDD 1/F : 


(5) セッ ト ア ッ プ モー ド が 終了 する と , V2 DISK が 起動 し ます . 
6) Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク か ら "fm .ipl" を ロー ド し ます . 
bload "fm .ipl" , R 
これ に より , 機械 語 フ ァイル が ロー ド さ れ , 拡張 命令 が 追加 され ます . 
注意 : 拡張 FM 音源 の スー パー シン セ サ イ ザ IC が 内 蔵 さ れ て いな い 機 種 の 場合 に は , 拡張 命令 の 
追加 は 行わ れ ま せん . 


3.4 拡張 命令 の 解除 


ワー クエ リア を 増やす た め な どの 理由 に より , 拡張 命令 を 解除 する 場合 に は , 次 の よう に し ます . 
(1) 拡張 モー ド 1 の 場合 

CMD UNLINK 文 を 実行 し ます . 
② 拡張 モー ド 2 の 場合 

リセ ッ ト ボ タン を 押し ます . 

注意 : 拡張 モー ド 2 の と き に CMD UNLINK 文 を 実行 し て も , 音楽 機能 (ADPCM 関係 は 除く ) が , 


初期 化 さ れる だ け で 拡張 命令 は , 解除 され ませ ん . 


3. ら 5 メモ リマ ッ プ 


拡張 命令 を 追加 する と , 拡張 命令 の た め の ワ ー ク エリ ア が RAM 領域 に と られ ます . 
拡張 モー ド 1 また は 拡張 モー ド 2 で 拡張 命令 を 追加 し た 場合 の メモ リマ ッ プ は , 次 の と お り で す . 


(1) 拡張 モー ド 1 で 追加 し た 場合 


ァイル バッ ファ 
5 Nes- 日 本 語 BASIC 
ファ イル バッ ファ i 
ディ スク コー ド 0 





(不定 ) 







8400 8400 


この よう に , E100H 番 地 か ら E5FFH 番 地 ま で ワー クエ リア と し て 使用 され て いま す . し た が っ 
て , 機械 語 で プロ グラ ム を 作る 方 は , この 領域 を 避け た 空間 で プロ グラ ム が 実行 され る よう に 設計 し 
て くだ さい . Ng 日 本 語 BASIC の 場合 も 同様 で す が , フリ ー エ リア が Na-BASIC の と きよ り も 少な く 


な り ま す の で ご 注意 し て くだ さい . 


(2②) 拡張 モー ド 2 て で 追加 し た 場合 


7FFF 


拡張 命令 
ーー ク リア 
新 音源 対応 
ウッ ん テレ た 3) 
コー ド エ リ ア 


3000 


テキ スト エリ ア 


ファ イル バッ ファ 新 音源 対応 


ディ スク コー ド 





この ょ うに, DO000 番地 か ら E5FFH 番 地 ま で ワー クエ リア と し て 使用 され て いま す . し た が っ て , 
機械 語 で プロ グラ ム を 作る 方 は , この 領域 を 避け た 空間 で プロ グラ ム が 実行 され る よう に 設計 し て 
くだ さい . 拡張 モー ド 2 の 場合 は , 拡張 モー ド 1 の 場合 より も る フリー エリ ア が 少な く な り ま す の で 注 


意 し て くだ さい . 


3.6 拡張 ステ ー ト メン 


書 式 


三 】 


CMD BGM 


拡張 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ビ ー・ ジ ー・ エ ム : cmd bgm 


並列 動作 モー ド の 制御 を 行う 
CMD BGM < スイ ッ チ > 
・ 平 列 動作 を 行う か 行わ な いか を 決め ます . 


・〈< ス イッ チ >〉 の 値 が 1 で 並列 動作 モー ド に な り , 0 で 並列 動作 モー ド が 解除 され ます . 


・ 並 列 動作 モー ド は , CMD PLAY 文 な ど で 音 


出し な が ら 次 の 命令 を 実行 し ます の で , 秋 


を 中 断 さ せる こと な く 実 行 す る こと が で きま す . 


・ こ の モー ド を 解除 し た 状態 で は , 音 を 出し て いる 間 , 
・NEW CMD 文 を 実行 し た 直後 の モー ド は 


例 


次 の 命令 の 実行 を 待ち ます . 
並列 動作 モー ド (ON) に な っ て いま す . 


CMD BGM 1 


・ 音 楽 機能 を 並列 動作 モー ド に し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIH プロ グラ ム 例 川 川上 上 上 風 上 衝 上 上 上 上 目 風 腹 川 川 II 用 III 
・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm . ipl" を 起動 し , か 
つ 音 色 の 拡張 を 行っ て くだ さい . 


199 
119 
12 の 
139 
1 4 の 
159 
169 
179 


′ CMD BGM サン プル 
CMD STOPM 

CMD BGM 9 の 

FOR I=@ TO 126 


PRINT "ネイ ロ ハーン コー ウー="5 1 
CMD PLAY "@=IiCDE" 
NEXT 
END 


・ 現 在 演奏 中 の 音色 番号 を 表示 し な が ら 音 を 出し ます . 
・120 行 で 並列 動作 モー ド を 解除 し て いる た め , 150 行 の CMD PLAY 文 が 終わ る まで は 次 の 
音色 番号 が 表示 され ませ ん . 


・130 行 か ら 160 行 まで の FOR て NEXT 文 で , 


音色 番号 0 か ら 126 の 音色 を 使っ て "ドレ ミ " を 


演奏 し ます . 


II 上 III 上 卓上 上 


注意 : 


本 機 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801- 10) を 接続 し て 使用 する 場合 , ミュ 


ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド の ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン パ コネ クタ は 取り 外し て くだ さ 


い . 


























拡張 ステ ー ト メン ト 























計 じ MD UUTM 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ア ウト ・ エ ム : cmd output midi 





機能 MIDI ポ ー ト へ 1 バイ ト の デー タ を 送る 
書式]】 CMD OUTM < 数 式 > 〔 , < 数 式 > , < 数 式 〉.… .〕 
解 ・ こ の ステ ー ト メン ト は , 本 体 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) が 接続 


し て ある と き に 使用 し ます . 
< 音程 は 0 て 127 の 範囲 で 指定 し ます . 





旬 久 学 六 
60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 


半音 上 が る ご と に 十 1 され ます . 第 4 オク ター ブ の C( ド ) の 音 は 60 の 値 に な り ま す . 
・ 音 量 は 0 て 127 の 範囲 で 設定 し ます . CMD PLAY 文 の "V" の 値 と CMD OUTM 文 の 音量 の 
対応 は 次 の よう に な り ま す . 


CMD PLAY 文 の 
山 V W の 値 








CMD OUTM 文 
の 半 是 





・ 詳 し く は , ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド に 添付 され て いる 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア 
ル ] を 参照 し て くだ さい . 


例 CMD OUTM 60 
・MIDI ポー ト へ 1 ベイト の デー タ (60) を 送り 出し ます . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 川上 II 卓上 上 上 上 卓上 昨 上 上 和 上 和 風 卓上 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する 場合 に は , 別売 の ※ ミ ュー ジック イン タフ ェ ー ス ボー ド (PC- 
8801-10) が 必要 で す . 


199 ' CMD OUTM サン フル 

119 CMD OUTM &8H99 

12 の CMD OUTM 69 

139 CMD OUTM 64 

14 の 9 FOR w= の TO 5 の の :NEXT wW 
159 CMD OUTM 8&H8 の 

169 CMD OUTM 69 の 

179 CMD OUTM の 

18 の END 


山肌 II 有朋 目 田 軸 目 胃 軸 IM 四 胃 胃 胃 征 有 遇 吊 征 胃 胃 加 IUUIIIIUI 


3 一 8 


機能 


CMD PAL 


拡張 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ バ ル : cmd palette 


パレ ッ ト に アナ ログ カラ ー コ ー ド を 割り 付け る 

CMD PAL 〔〈 パ レッ ト 番 号 >] [ , く ア ナ ロ グ カラ ー コ ー ド 2〕 

・< ペ レッ ト 番 号 〉> で 指定 され る パレ ッ ト に , 〈 ア ナ ロ グ カラ ー コ ー ド 〉 で 指定 され る 色 を 設 
定 し ます . 

・<〈 ペ レッ ト 番 号 〉? は 0 て 7, 〈 く アナ ログ カラ ー コ ー ド 〉> は &O000~ て &O777(10 進 で 0 て 511) の 範 
囲 の 整数 で 設定 可能 で す . 

・ パ レッ ト は 全部 で 8 個 あ り , 1 つの パレ ッ ト は 9 ビッ ト か ら 成 っ て いま す . 9 ビッ ト は 3 
ビッ ト ず つ に 区 分 され , 下位 3 ビッ ト は 青 (B), 中 位 の 3 ビッ ト は 赤 (R), 上 位 の 3 ビッ ト 
は 緑 (C) に 対応 し て いま す . 各 3 ビ ッ ト は 8 段階 の 明る さ を 表し て いま す . 


て 
ン 


dp 理 ー ミ で うろ 





例 )  B( 青 ) の アナ ログ カラ ー コ ー ド 


最も 暗い 色 
(輝度 低 ) 


最も 明る い 色 
(輝度 高 ) 





この よう に 1 色 に つき 8 段階 の 輝度 を 表現 する こと と が 可能 な の で , 8 進数 を 用 いる と 便利 で 


3 一 9 








す . た と えば , ペレット 番号 1 の パレ ッ ト の 初期 状態 (本 体 の 電源 を 入れ た 直後 また は リ 
ッ ト ボ タン を 押し た 直後 の 状態 ) を 図示 し て みる と , 次 の よう に な っ て いま す . 


28 27 26 25 24 23 22 2! 


パレット 番号 TIT IT TT 


これ は , CG と R の 人 色 の 輝度 が ゼロ で , B の 色 だ け 輝 度 が 111(2 進数 表現 ) つ まり 7(8 進数 表 
現 ) で "明る い 青 "を 表す こと に な る わけ で す . 上 の パレ ッ ト の 状態 を CMD PAL 文 で 書く と 
次 の よう に な り ま す . 

CMD PAL 1 , &O007 


これ と 同様 に パレ ッ ト 番 号 7 の パレ ッ ト の 初期 状態 は , 

CMD PAL 7 ,&O777 
と 表せ ます . つま り R, G, B す べ て の 色 の 輝度 が いち ば ん 高く な っ て いて , "明る い 白 "を 表 
現 し て いる わけ で す . この よう に R, G, B は 各 8 段階 の 輝度 を 表す こと が で きま すか ら , 各 


パレ ッ ト で 表現 で きる 色 の 数 は 8x8x8=512 色 と な り ま す . 
・ 初 期 状 態 の ペレット 番号 と それ に 対応 する 色 の 関係 は 次 の よう に な り ま す . 


に 





トー ーー ーー ビー ンマ ご どど のど 
ーー らら oO ビビ テン の の つら 
っ = ココ ココ ココ どら どら の どら 
ココ コ ら つら らら ココ つつ 
ココ つど ココ どど ココ ご ココ ご 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 








・CMD PAL 文 を パラ メー タ な し で 実行 する と , 各 パ レッ ト の 割り 付け は 初期 状態 に 戻り 
ます . 

・ 拡 張 モ ー ド 1 で CMD UNLINK 文 を 実行 する と 拡張 命令 が か キャンセル され , CMD PAL 文 
を 使用 する こと が で き な く な り ま す . た だ し , 拡張 命令 が か キャンセル され る 前 に 設定 し た パ 
レッ ト の 色 は , 拡張 命令 が か キャンセ ル さ れ た 後 で も 有効 と な り ま す . 拡張 モー ド 2 で CMD 
UNLINK 文 を 実行 し た と き に は , 変化 し ませ ん . 


3ー10 


例 CMD PAL 2 , &O007 
< パレ ッ ト 番 号 2 に 明る い 青 を 設定 し ます . 


II プ 口 グラ ム 例 II 有 肌 昨 用 用 吊 用 軸 山 軸 和 昌和 UUUUUUUUUUUI 


199 の 
119 
129 の 
139 
1 4 の 
159 
16 の 
179 の 
189 
199 の 
2 の の 


′ CMD PAL サン パル 
SCREEN の , の 9 の:CLS 3:CMD PAL 
FOR X= の TO 56 の STEP 8 の 
LINE(X, の )-(X+79,199) ,X/89,BF 
NEXT X 
FOR CR= の TO 511 
.CMD PAL (CR MOD 8),CR 
FOR I=1 TO 1 の 9 の:NEXT 【I 
NEXT CR 
CMD PAL 
END 


・ 縦 に 8 本 の カラ ー バ ベー を 表示 し て , 512 色 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・160 行 で , それ ぞ れ の カラ ー バ ベー に 色 を 指定 し ます . 
・190 行 で , パレ ッ ト を 初期 状態 に 戻し ます . 


II 有用 有 和 有 II 箇 用 軸 有 軸 有 UI 


注意 : ・CMD PAL 文 を 実行 する 場合 , 本 体 に アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 し て くだ さい . 
デジ タル RGB デ ィ ス プレ イ が 接続 され て いる と , 表示 され る 色 は 愚 , 青 , 赤 , 紫 , 緑 , 水 
色 , 黄色 , 白 の 8 色 と な り ま す . (PC-8801FA の 場合 ) 
< アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 し て グラ フィック 命令 (circle, line 等 ) を 実行 し た 場 
合 , 多少 縦長 に な る 場合 が あり ます . 


CMD PCM 


書 式 


例 


拡張 ステ ー ト メン ト 


II | 
新 音源 
シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ シ ー・ エ ム : cmd pcm 




















ADPCM 再生 時 の 音量 , 定位 , 録音 / 再 生 時 の サン プリ ング レー ト を 設定 する 
CMD PCM [< 音量 >] [ , < 定位 >][ , ペ サン プリ ング レー ト >] [ , < 実行 モー ド >] 


・〈 音 量 > は , ADPCM の 再生 時 の 音量 を 0 て 255 の 範囲 の 値 で 指定 し ます . 数 値 が 大 きい ほ 
ど 音 量 が 増し ます . 初期 値 は 128 で す (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま せん ). 

・<〈 定 位 > は , ADPCM の 再生 時 の 定位 を 1 ^ 3 の 範囲 で 指定 し ます . < 定位 > に 指定 する 値 は 
次 の 意味 を 持ち ます . 

1 : 出力 を 右 チ ャ ネル (R) に 設定 する . 

2 : 出力 を 左 チ ャ ネル ( 工 ) に 設定 する . 

3 : 出力 を 左右 両 チ ャ ネル に 設定 する . 

初期 値 は "3" で す . 

・〈 サ ンプ リン グレート 〉 は , 録音 / 再 生 時 の サン プリ ング レー ト を 指定 し ます .〈 サ ンプ リン 
グレ ー ト 〉 に 指定 する 値 は 次 の 意味 を 持ち ます . 

4 : 4kHz で サン プリ ング を 行う 

8 : 8kHz で サン プリ ング を 行う 

16 : 16kHz で サン プリ ング を 行う 

初期 値 は "16'" で す . 

・〈 実 行 モ ー ド 〉 は , 他 の FM 音源 命令 々 は じ め と する BASIC 命 令 に 対し て ADPCM 録 音 / 再 
生 を バッ ク グ ラウ ンド モー ド で 行う か , フォ アグ ラウ ンド モー ド で 行う か を 選 沢 し ます . 

1 : バッ ク グ ラウ ンド 
うう ア デア ォ ア グラ ウジ ンド 

初期 値 は " 1" で す . 
CMD PCM 180 , 3 ,16 ,1 

・ADPCM の パラ メー タ を , 再生 時 の 音量 を 180, 再生 時 の 定位 を モノ ラル , 録音 再生 時 の 
サン プリ ング レー ト を 16(kHz), 録音 再生 を バッ ク グ ラウ ンド モー ド に 設定 し ます . 


の て) 
| 
トー 
t う 








II 





III プロ グラ ム 例 II 上 III 風 III E 民 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm .ipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD PCM サン パル 

11 の 9 INPUT "ログ クォン カイ シ シー コ クリ "5jA 

129 INPUT "ロク ォ ン シ ~ カ ン (の -329)"jB 

13 の IF B>329 THEN 129 

149 CMD PCM 255,3,16, の 

159 CMD PCM RECORD A,B 

169 PRINT "ログ クォン オ ワ リ リ " 

179 INPUT "サイ セイ シマ スカ (Y/N) "iAS 

189 IF A$="Y" OR A$="y" THEN 19 の ELSE END 
199 INPUT "シュ ツリ ヨク ミキ ~=1 , ヒ タ ~ リ =2 , モ ノラ ル =3 "iC 
299 CMD PCM 255,C,16, の 

219 CMD PCM PLAY A,B 

22 の END 


run 回 

ロク ォ ン カイ シ シバ コク ? 9 回 

ロク ォ ン シ ^ カ ン (9-329)? 199 回 

ログ クォン オ ワ リ 

サイ セイ シマ スカ (Y/N)? Y 回 

シュ ツリ ョ ク ミキ ~ =1 , ヒ タ ~ リ =2 , モ ノラ ル =37 3 回 

Ok 

・ 外 部 音源 (アン プ の ライ ン 出 力 端子 か ら 出 力 さ れ た カセ ッ ト テ ー プ , レコ ュー ド な どの 音 や 
マイ ク で 収録 し た 音声 な ど ) か ら 録 音 し た の ち , 再生 を 右 チ ャ ネル , 左 チ ャ ネル , モノ ラル 
か ら 選 ん で 行う プロ グラ ム で す . 

・110 行 と 120 行 で 録音 に 関す る [開始 時 刻 ] と [録音 時 間 ] を 入力 し ます . 

・140 行 で 録音 に 必要 な 設定 を し ます . 

・190 行 で 再生 出力 を 右 チ ャ ネル , 左 チ ャ ネル , モノ ラル か ら 選 ん で 入力 し ます . 


・200 行 で 再生 に 必要 な 設定 を し ます . 
川 川 II 川 上 IIIIII 旧 II 利 有 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : CMD PCM RECORD, CMD PCM PLAY 


拡張 ステ ー ト メン ト 


nr | 三 三 


ーー ニニ ーー ェ テ テテ 











CMUD FCM LOAD 購 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ シ ー・ エ ム ・ ロ ー ド : cmd pcm load 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ADPCM デ ー タ を 読み 込む . 
式 CMD PCM LOAD < ファ イル ディ スク リプ タ >〉[ , く 開始 時 刻 >] 


解 説 ・<〈 フ ァイル ディ スク リプ タ >〉 で 指定 し た ファ イル の ADPCM デー タ を , サウ ンド メモ リ 伺 
読み 込み ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 使用 する こと が で きま せん ). 
・〈 開 始 時 刻 y は , サウ ンド メモ リ の 先頭 アド レス を 0 秒 と し て , それ か ら 何 秒 過 ぎ た と ころ 
ら 読み 込 せ の か を 指定 し ます . 指定 は 0.1 秒 を 1 と する 単位 で 行い ます . 省略 する と 0 秒 
(サウ ンド メモ リ の 先頭 か ら ) に な り ま す . 
・ 指定 し た <〈 開 始 時 間 〉 が , 実際 に 使用 可能 な 範囲 を 越え た 場合 に は , "Illegal function 
call" エ ラー と な り ま す . 
・CMD PCM LOAD コマ ンド は , 指定 され た ファ イル を 見 つけ て 実際 に ADPCM デ ー タ の 
ロー ド を 開始 する まで は , サウ ンド メモ リ 中 の デー タ を 保存 し ます . 


例 CMD PCM LOAD "2 : SAMPLE . PCM" , 100 
<・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク か ら , "SAMPLE . PCM" と いう ADPCM 
デー タフ ァイル を , サウ ンド メモ リ の 先頭 か ら 数 えて 10 秒 過ぎ た と ころ 以降 に ロー ド し ます . 







川 II プロ グラ ム 例 II 上 III II 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm .ipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD PCM LOAD サン プル 

119 CMD PCM LOAD "2:ROCK.PCM" の 
129 CMD PCM 255,3,16 

139 CMD PCM PLAY の ,3 の の 

149 END 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる ADPCM デー タフ ァイル "ROCK . PCM" を ロー ド し て 再生 を し 
ます 。 


山肌 有用 岬 軸 有 有用 有 有用 山 軸 胃 川 吊 有 田 胃 吊 IOIDOUODIUOUUIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


参照 : CMD PCM SAVE 


3 一 14 





書 式 


拡張 ステ ー ト メン ト 








CMD PCM PLAY 計 記 寺 





シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ シ ー・ エ ム ・ プ レイ : cmd pcm play 


ADPCM 再生 を する 
CMD PCM PLAY [< 開始 時 刻 >] [ , < 再生 時 間 〉] [ , く リピ ー ト スイ ッ チ >] 

・ サ ウン ド メ モ リ に 記憶 され て いる ADPCM 録音 デー タ を 再生 し ます (拡張 モー ド 1 の 場合 
に は , 使用 で きま せん ). 

・〈 開 始 時 刻 y は , サウ ンド メモ リ の 先頭 アド レス を 0 秒 と し て , それ か ら 何 秒 過 ぎ た と ころ 
に 録音 を 開始 する の か を 指定 し ます . 指定 は 0.1 秒 を 1 と する 単位 で 行い ます . 省略 する と 
0 秒 (先頭 アド レス か ら ) に な り ま す . 

・< 再 生 時 間 〉> は , 何 秒間 再生 する の か を 0.1 秒 を 1 と する 単位 で 指定 し ます . 
省略 する と サウ ンド メモ リ の 最後 まで 再生 し ます . 

・ 指 定 し た サウ ンド メモ リ の 範囲 が , 実際 に 使用 可能 な 範囲 を 越え た 場合 は , "Tlegal 
function call" エ ラー と な り ま す . 
・〈 リ ピー トス イッ チ 〉 は , 上 記 の 範囲 を 何 度 で も 繰り 返し 再生 する か どう か を 指定 し , 次 の 
意味 を 持ち ます . 
1 : 繰り 返し 再生 を 行わ な い 

ー 1 : 何 度 で も 繰り 返し 再生 を 行う 
〈 リ ピー トス イッ チ >〉 を 省略 し た と き は , 繰り 返し を 行い ませ ん . また , 初期 値 は "1" で す . 
・ADPCM 再生 は , フォ アグ ラウ ンド モー ド の と き に は , CMD PCM STOP 文 を 実行 する 
か を 押す と や め ま す . バッ ク グ ラウ ンド モー ド の と き に は , [| 条 中 を 押す と や め ま す . 
・ 再 生 時 の サン プリ ング レー ト は , 直前 まで に CMD PCM 文 で 指定 し た も の が 使わ れ ま す . 
・CMD PCM PLAY 文 は , CMD PLAY 文 と 同時 に 実行 する こと が で きま す . すなわち 
FM 音源 を 鳴ら ちらし な が ら ADPCM 再生 が 可能 で す . 





CMD PCM PLAY 95, 100 , 一 1 
< サウ ンド メモ リ の 先頭 アド レス か ら 数 えて 9.5 秒 過ぎ た と ころ か ら 10 秒 間 ADPCM 再生 を 
し ます . 


III プロ グラ ム 例 川上 II 出 $ 語 久川 川上 IIUIIIOIMOUUI 





・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ ビグ ラム ファ イル "fm .ipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD PCM PLAY サン フル 

11 の 9 INPUT "ログ クォン カイ シ シト コク "iA 

12 の 9 INPUT "ロク ォ ン シ ~ カ ン (9-329) "5B 

13 の IF B>329 THEN 129 の 

149 CMD PCM 255,3,16,9 の 

159 CMD PCM RECORD A,B 

169 PRINT "ロク ォ ン オォ ワリ" 

179 INPUT "サイ セイ シマ スカ (Y/N) ":AS 

189 IF A$="Y" OR A$="y" THEN 199 ELSE END 
199 INPUT "シュ ツリ ヨク ミキ ~ = 1 , ヒ タ ~ リ =2 , モノ ラル =3" jC 
299 CMD PCM 255,C,16,9 の 

219 CMD PCM PLAY A,B 

22 の 9 END 


run[ 連 

ログ クォン カイ シ シコ ク ? 9 回 

ロク オォ ン シ ^~ カ ン (9 の -329 の )? 199 剛 

ログ クォン オォ ワリ 

サイ セイ シマ スカ (Y/N)? Y 較 

シュ ツリ ヨク ミキ ~ = 1 , ヒ タ ~ リ =2 , モ ノラ ル =37? 3[ 連 

・ 外 部 音源 (アン プ の ライ ン 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ た カセ ッ ト テ ー プ , レコ ー ド な どの 音 や 
マイ ク で 収録 し た 音声 な ど ) か ら 録 音 し た の ち , 再生 を 右 チ ャ ネル , 左 チ ャ ネル , モノ ラル 
か ら 選 ん で 行う プロ グラ ム で す . 

・ こ の プロ グラ ム は , CMD PCM 文 と 同じ で す -. 


III 思 四 回 胃 四 車軸 四 軸 軸 有朋 首 衝 軸 稲 胃 毅 有 UIM 胃 吊 肌 胃 導 IDUIUUUUUUIU 還 中 中 


注意 : 別々 に 録音 し た ADPCM デー タ を 連続 し て 再生 する と 音 が 正常 に 出 な い 場合 が あり ます . 
参照 : CMD PCM RECORD, CMD PCM, CMD PCM STOP 


書 式 


解 き 


拡張 ステ ー ト メン ト 








CMU PCM RECOHD 庄 纏 諾 





シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ シ ー・ エ ム ・ レ コー ド : cmd pcm record 


ADPCM 録音 を 行う 


CMD PCM RECORD [< 開始 時 刻 >] [ , < 録音 時 間 >] 

・ 録音 デ ー タ を 256K バ イト の サウ ンド メモ リ に 格納 し ます . その 際 に サウ ンド スモ リ の ど 
の 部 分 を 使用 する か を 0.1 秒 ( 三 秒 X10) 単 位 の 時 間 で 指定 し ます (拡張 モー ド 1 の 朋 合 に 
は , 使用 で きま せん ). 

・〈 開 始 時 刻 y は ., サウ ンド メモ リ の 先頭 アド レス を 0 秒 と し て , それ か ら 何 秒 過 ぎ た と ころ 
に 録音 を 開始 する の か を 指定 し ます . 指定 は 0.1 秒 を 1 と する 単位 で 行い ます . 省略 する と 
0 秒 (先頭 アド レス か ら ) に な り ま す . 

・〈 録 音 時 間 〉 は , 何 秒 間 録 音 す る の か を 0.1 秒 を 1 と する 音 位 で 指定 し ます . 

省略 する と サウ ンド メモ リ の 最後 まで 録音 を し ます . 

・ 指 定 し た サウ ンド メモ リ の 範囲 が 実際 に 使用 可能 な 範 胃 を 越え た 場合 は , "Ilegal 
function cal" エ ラー と な り ま す . 

・ 録音 時 の サン プリ ング レー ト は , 直前 まで に CMD PCM 文 で 指定 し た も の か , また は 指 
定 を し な い 場 合 に は , 初期 値 の 16kHz が 使わ れ ま す . 

・16kHz の サン プリ ング レー ト で 録音 し た 場合 に は , サウ ンド メモ リ 全 部 を 使用 する と , 約 
32 秒 間 の 録音 を する こと が で きま す . 8kHz の 場合 に は 約 64 秒 問 , 4kHz の 場合 に は , 約 128 
秒間 の 録音 が 可能 で す . 

・CMD PCM RECORD 文 は , CMD PCM PLAY 文 , CMD PLAY 文 と 同時 に 実行 する こと 
は で きま せん . すなわち ADPCM 再生 と ADPCM 録音 を 同時 に 行っ た り , FM 音源 を 喝 ら し 
な が ら ADPCM 録音 は で きま せん . 


プロ グラ ム 例 川上 上 上 上 上 則 上 上 上 上 出 洒 川 III 山 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm .ipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD PCM RECORD サン フル 

11 の INPUT "ロク ォ ン カイ シ シコ ク "jA 

129 INPUT "ロク ォ ン シ ^ カ ン (9 の -329)"jB 

139 IF _B>32 の 9 THEN 129 の 

149 CMD PCM 255,3,16,9 

15 の 9 CMD PCM RECORD A,B 

169 PRINT "ロク ォ ン オ ワ リ " 

17 の 9 INPUT "サイ セイ シマ スカ (Y/N) ": AS 

18 の 9 IF A$="YV OR A$="y" THEN 19 の 9 ELSE END 
199 INPUT "シュ ツリ ヨク ミキ ~ = 1 , ヒ タリ =2 , モ ノラ ル =3" :C 
299 の CMD PCM 255,C,16,9 の 

219 CMD PCM PLAY A,B 

229 END 


run 回 

ログ クォン カイ シ シバ コク ? 9 回 

ロク ォ ン シ ~ カ ン (9-329)? 199 回 

ロク ォ ン オォ ワ リ 

サイ セイ シマ スカ (Y/N)? Y 加 

シィ ツリ ヨク ミキ ~ = 1 , ヒ タ ~ リ =2 , モ ノラ ル =3? 3 狗 

Ok 

・ 外 部 音源 (アン プ の ライ ン 出 力 端 子 か ら 出力 され た カセ ッ ト テ ー プ , レコ ュー ド な どの 音 や 
マイ ク で 収録 し た 音声 な ど ) か ら 録 音 し た の ち , 再生 を 右 チ ャ ネル , 左 チ ャ ネル , モノ ラル 
か ら 選 ん で 行う プロ グラ ム で す . 

・ こ の プロ グラ ム は , CMD PCM 文 と 同じ で す . 


TH 有用 有用 有用 用 用 還 腹 朋 四 回 四 用 還 車軸 UI 


参照 : CMD PCM, CMD STOP 


拡張 ステ ー ト メン ト 

















シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ シ ー・ エ ム ・ セ ー プ : cmd pcm save 


ADPCM デ ー タ を ディ スク に 書き 込む 
書 式 CMD PCM SAVE < ファ イル ディ スク リプ タ >〉[ , く 開始 時 刻 >] [ , < 書き 込み 時 間 >] 


< < ファ イル ディ スク リプ タッ > で 指定 する ファ イル に サウ ンド メモ リ 上 の ADPCM デ ー タ を 
ディ スク に 書き 込み ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま せん ). 
・ 指 定 し た く フ ァイル ディ スク リプ タ >〉 と 同じ 名 前 の ファ イル が 存在 し た 場合 に は , 古い 内 
容 は 失わ れ て 新しい も の に 変更 され ます . 
・ く 開始 時 刻 y は , サウ ンド メモ リ の 先頭 アド レス を 0 秒 と し て , それ か ら 何 秒 過ぎ た と ころ 
か ら の デー タ を ディ スク に 書き 込む の か を 指定 し ます . 指定 は 0.1 秒 を 1 と する 単位 で 行い 
ます . 省略 する と 0 秒 (先頭 アド レス か ら ) に な り ま す . 
・〈 書 き 込 み 時 間 〉 は , 何 秒間 書き 込む の か を 0.1 秒 を 1 と する 単位 で 指定 し ます . 省略 する 
と サウ ンド メモ リ の 最後 の デー タ ま で 書き 込み が 行わ れ ま す . 
・ 指 定 し た サウ ンド メモ リ の 範囲 が , 実際 に 使用 可能 な 範囲 を 越え た 場合 に は , "Ilegal 
function call" エ ラー と な り ま す . 

例 CMD PCM SAVE "2 : SAMPLE . PCM" , 20 , 55 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク に , サウ ンド メモ リ の 先頭 か ら 数 えて 2 秒 
過ぎ た と ころ か ら 5.5 秒 問 , ADPCM デ ー タ を "SAMPLE . PCM" と いう ファ イル 名 で , 
ディ スク に 書き 込み ます . 





くだ さい . 


199 の ' CMD PCM SAVE サン フ * ル 

11 の 9 CMD PCM 255,3,16 

129 CMD PCM RECORD の ,199 の 

139 CMD PCM SAVE "2:ROCK.PCM" , の,199 
149 END 


・ADPCM 録 音 し た デー タ を , ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に に 
"ROCK . PCM" と いう ファ イル 名 で セー ブ し ます . 


UIIIOIIIIIIIIIIIII 軸 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 肌 胃 帆 前 岬 胃 四 用 用 有朋 軸 有 四 川 


注意 : ファ イル セー ブ で 書き 込む デー タ 量 は , と て も 多く な る 場合 が ある の で , 専用 の デー タデ ィ 
スク を 作成 する こと を お 勧め し ます . 
参照 : CMD PCM LOAD 





CMU PCM SAVE 庄 


拡張 ステ ー ト メン ト 

















CMDFCMSTOUF 計時 


機能 ADPCM 録音 , ADPCM 再生 を 停止 する 


名 
| 


中 
由 


CMD PCM STOP 


・ADPCM 録音 ADPCM 再生 を 停止 させ ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま 
せん ). 


例 CMD PCM STOP 
・ADPCM の 録音 また は 再生 を や め ま す . 


Sp 、 
II プロ グ ラム 例 II 峰山 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII ST II 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm .jipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD PCM STOP サン プル 

11 の 9 CMD PCM 255,3,16 

129 の CMD PCM RECORD 9 の,199 

139 CMD PCM PLAY の ,19 の の,-1 

149 PRINT " ト ^~ レ カ キー ヲ オス ト サイ セイ ヲ ヤメ マス 。" 
15 の 9 AS=INKEY$ 

16 の 9 IF AS="" THEN 159 ELSE 179 

179 CMD PCM STOP 

189 END 


・10 秒 問 録音 し た の ち , 再生 を 繰り 返し て 行い ます . 
・ 再 生 を し て いる と き に , どれ か キー を 押す と 再生 を や め ま す . 
II 川上 上 上 上 利 IIIIIIIIIIIIIIIIIII 風 貞 上 


注意 : 
参照 : CMD PCM RECORD, CMD PCM PLAY 








CMD PLAY 


中 


由 


Ri 


は 


拡張 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ プ レイ : cmd play 


音楽 を 発生 する 


CMD PLAY [ 韻 く 音源 モ ー ド >〉,][<〈 リ ズム 文字 列 〉:][ く 文字 列 1>][, く 文字 列 2>][, く 文字 列 3〉] 
[, く 文字 列 4>][, く 文字 列 5>][, く 文字 列 6>] 
・FM 音 源 6 音 や SSG 音源 3 音 を 使い , 最高 6 重 和 音 ま で 演奏 で きま す . また , リズ ム 音 源 
6 音 を 同時 に 演奏 する こと が で きま す ( 拡 張 モ ー ド 1 の 場合 に は , FM 音源 3 音 , SSG 音 源 
3 音 を 使い , 最高 6 重 和 音 . また , リズ ム 音 源 は 使え ませ ん ). 
・ CMD PLAY 文 は , CMD PCM PLAY 文 と 同時 に 実行 で きま す が , CMD PCM 
RECORD 文 と は 同時 に 実行 で きま せん . すなわち , FM 音源 な ど で 音 楽 を 演奏 し な が ら 
ADPCM 再生 は 可能 で す が ADPCM 録音 は で きま せん . 
・< 文 字 列 1 て 6> は それ ぞ れ チャ ネル 1 て 6 に 対応 し ます . 
・ こ こ で いう チャ ネル と は 音源 の こと で す . 
・〈 文 字 列 1 て 6 は 各 文 字 列 を カン マ ( , ) で 区 切る こと で , それ ぞ れ を 個々 の 文字 列 と し 
て 判断 し ます . 
<・< リ ズム 文字 列 》 と く 文字 列 1 て 6〉> は , セミ コロ ン (: ) で 区 切る こと で , それ ぞ れ を 判断 し 
ます . 
・〈 音 源 モ ー ド > は 0 て 5 で 指定 し ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 0 て 4 で す ). 〈 音 源 モ ー 
ド 〉> を プロ グラ ミン グ 時 に 変数 に し て お く と , 切り 替え が 容易 に こ な り ます . 
た だ し , 韻 2 と 韻 5 を プロ グラ ム 中 で 切り 替え る と , 一 時 音 が 切れ る こと が あり ます . な る ベベ 
く 切り 替え な いま まで 使用 し て くだ さい . 

韻 0 : 別売 の ※ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) の SSG 音源 を 指定 し 

ます . この ボー ド に は PSG が 2 個 実 装 さ れ て お り , チャ ネル 1 て 3 で PSG1 
の 各 SSG 音源 を , チャ ネル 4 て 6 で PSG2 の 各 SSG 音源 を 制御 し ます . 


上 5:( プ 42 
SSG 音 源 SSG 音 源 








チャ ネル 1 | チャ ネル 2 | チャ ネル 3 | チャ ネル 4 | チャ ネル 5 | チャ ネル 6 





井 1 : 別売 の ※ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド の MIDI イ ンタ フェ ー ス を 指定 し ま 
す . この 場合 , MIDI 仕 様 の ン ン セ サ イ ザ が 必要 で す . 接続 きれ た シン ン セ サ イ 
ザ に より チャ ネル の 最大 数 は 異な り ま す が , CMD PLAY 文 で は 最大 が 6 と な 
り ま す . 


























井 2・ 


井 3 : 


井 4 : 


井 5 : 


注意 : 


音源 モード 〉 を 省略 し た と き の 初 期 値 で す . 内 蔵 ス ー ペ パー シン セ サ イ ザ IC 
(OPN) の FM 音源 , SSG 音源 を 指定 し ます . チャ ネル 1^ 3 が 各 FM 音 源 を , 
チャ ネル 4 て 6 が SSG 音源 を 制御 し ます . 


スー パー シン セ サ イ ザ IC 音 源 部 











スー パー シン セ サ イ ザ IC を 効果 音 モ キー ド に 切り 替え ます. CMD PLAY 文中 
の ヤ Y コ ュ マ ンド を 使い スー パー シン セ サ イ ザ IC の レジ スタ の 内 容 を 書き 換え 
る こと で 音 を 発生 きせ ます -. 

スー パー シン セ サ イ ザ IC を CSM( サ イン 濾 ) モ ー ド に 切り 替え ます . CMD 
PLAY 文中 の Y コ マン ド を 使い , スー パー シン セ サ イ ザ IC の レジ スタ の 内 容 
を 書き 換え る こと で 音 を 発生 させ ます . 

スー パー シン セ サ イ ザ IC の FM 音源 を 指定 し ます . チャ ネル 1 て 6 が 各 FM 
音源 を 制御 し ます . 

と の モー ド を 指定 する と , <〈 リ ズム 文字 列 〉 に RML(Rhythm Macro Language) 
と いう 命令 を 使う こと に より , リズ ム を 発生 きせ る こと が で きま す が , SSG 
音源 は 使用 で きま せん . 











スー パー シン セ サ イ ザ IC 音 源 部 


通常 , < 音源 キー ド 〉 は , 井 0, 韻 1, 韻 2, ある い は 韻 5 で お 使い くだ さい . 韻 3, 
斗 4 で 使用 する 場合 に は , スー パー シン セ サ イ ザ IC の 構造 を 十分 に 理解 する こ 









と か 必要 で す . 


< リズ ム 文 字 列 > は , RML(Rhythm Macro Language) と いい , 次 の よう な 意味 を 持ち 


ます . 


注意 : 1 
2. 


意 味 初期 値 





リ ズム の 指定 ( 1 ミ n ミ 99) 
リズ ム 全 体 の 音量 (0 ミ n ミ 63) | V32 





リズ ム ュ ム 文 字 列 中 で V コ マン ド は , 双 コ マン ド よ り も ゃ も 先 に な く て は いけ ませ ん . 
リズ ム の テン ポ は , FM 音源 部 の チャ ネル 1 (CMD PLAY 文 の く 文 字 列 1 > で 


選択 され て いる 値 と な り ま す (MML の Tx を 参照 し て くだ さい ). 
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1. XX コ マン ド (Xn) 
リズ ム を 指定 し ます . パラ メー タ n は リズ ム 番 号 を 表し , 1 99 の 範囲 の 値 で 設定 し 
ます 。 
2. コマ ンド (Vn) 
リズ ム 全 体 の 音量 を 指定 し ます . パラ メー タ n は 0 へ て 63 の 範囲 の 値 で 設定 し ます . 初 
期 値 は "V32" と な り ま す . "V63" が 最大 音量 に な り ま す . 
・ 各 チャ ネル の 文字 列 は , MML(Music Macro Language) と いい , 次 の よう な 意味 を 持 
ち ま す . 


初期 値 


Mx(SSG 音 源 の み ) エン ベロ ー プ 周期 の 設定 ( 1 ミ x 三 65535 ) 
Sx (SSG 音 源 の み ) エン ベロ ー ブ 形 状 の 設定 ( 0 ミ x ミ 15) 
音量 の 設定 ( 0 ミ x ミ 15) 

長 さ の 設定 ( 1 ミ x ミ 64) 

音 の 長 さ の 設定 (1 ミ xS ミ 8) 

オク ター ブ の 設定 (1 ミ x ミ 8) 

オク ター ブ を 1 つ 上 げ る 

オク ター ブ を 1 つ 下 げ ける 

x で 指定 され た 高 さ の 音 を 発生 する (0 ミ x ミ 96) 
テン ポ の 設定 (32 ミ x ミ 255) 

休 待 の 設定 ( 1 ミ x ミ 64) 

音 を 半音 上 げ る 

音 を 半音 下げ る 





音符 の 長 さや 休 符 の 長 さ を 1.5 倍 に する 


タイ . 前 後 の 音 を つなぐ 
連 符 . 指定 され た 長 さ の x 分 音符 を |! の 中 の 音程 の 個数 で 等 分 し 
た 音 を 発生 する . 


x(FM 音 源 の み ) x で 指定 され た 音色 番号 に 切り 奉 (音色 番号 表 参 照 ) 
( 0 ミ x ミ 126, 音色 数 を 拓 時 し な い 場合 て は 0 ミ xS61) 


Yr,d( レ ジス タ の み ) スー パー シン セ サ イ ザ 1IC の レジ スタ (r) の 内 容 を d に する . 
(0 sr ミ B6, 100 ミ r ミ 1B6 ) 


Zd( MIDI の み ) MIDI に デー タ d を 送る . 

@Vx(FM 音 源 , MIDI の み )| 音量 を 細か く 調 整 す る ( 0 ミ x ミ 127) 

@Wx x で 指定 され た 長 さ だ け 状 態 を 維持 する ( 1 ミ x ミ 64) 
@M 出力 を 左右 両 チ ャ ネル に 設定 する 

@L 出力 を 左 (上 ) チ ャ ネル に 設定 する 

@R 出力 を 右 (R ) チ ャ ネル に 設定 する 











・ 初 期 値 を わ 持っ て いる パラ メー タ は CMD PLAY 文 実行 中 中 で 止め た り , "Ilegal 
Function Call' エ ラー な ど で ス トッ プ す る と , 初期 値 に 戻り ます . 


3. 音程 (Cx, Dx, Ex, Fx, Gx, Ax, Bx) 

音程 は C て B で 表し , パラ メー タ x は 音 の 長 さ を 表し ます . その 対応 は 次 の と お り で 
す . パラ メー タ x が 省略 され た と き は , 上ル コマ ンド の 値 が 設定 され た も の と みな し ま 
す . 











4. タイ (&) 
前 後 の 音 を つなぎ ます . 前 後 の 音 程 が 異な る 場合 と 音程 の 後に 音程 以外 の 文字 を 指 
定 す る と , 前 の 音 だ け "Q8" を 指定 し た 協 合 と 同じ 効果 に な り ま す . 
5. シャ ー プ ( 十 , か ) 
音 を 平 音 上 げ ま す . た だ し , "B 十 (B#)" と し て も 1 オク ター ブ 上 の "C" に は な り ま 
せん . 同じ オク ター ブ の "C" に な り ま す . 
6. フラ ッ ト ( 一 ) 
音 を 平 斉 下 げ ま す . た だ し , "C 一 "と し て も 1 オク ター ブ 下 の "B" に は な り ま せん . 
同じ オク ター ブ の "B" に な り ま す . 
7. 符 点 (.) 
音符 や 休 符 の 長 さ を 1.5 倍 に し ます . 音 の 長 さ を 表す パラ メー タ x の 後に 指定 し ます . 
8. 連 符 ( }x) 
指定 され た 長 さ x 
{ } の 中 の 音符 の 数 
長 さ が 64 分 音符 より 短く な る 場合 は テラ ー に な り ま す . また 人 { } 内 で 音符 の 長 さ を 変え 
る コマ ンド を 指定 し た 場合 , 連 符 に は な り ま せん . 
9. V コ マン ド (Vx) 
音量 の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 0 て 15 の 範囲 の 値 で 設定 し , 初期 値 は "V8" で 
す . "V15" が 最大 音量 に な り ま す . 
10. エコ マン ド (Lx) 
午 の 長 さ を 設定 し ます . パラ メー タ x は 1 へ 64 の 範囲 の 値 で , 初期 値 は "L4" です. パ 
ラメ ー タ x と 音符 の 対応 は , 音程 の パラ メー タ x と 同様 で す . 





に よっ て 等 分 され た 長 さ で 音 を 発生 し ます . 等 分 し た 際 , 1 音 の 


11. Q コ マン ド (Qx) 
1 音 中 の 音 の 長 さ の 割合 を 設定 し ます . パラ メー タ x と 長 さ の 割合 の 対応 は 次 の と 


お り で す . 
パラ メー タ Q1|1Q21Q31Q41Q5|Qe|Q71|Q8 
音 の 長き さ の 割合 | 1/8 | 2/8 | 3/8 | 4/8 | 5/8 | 6/8 | 7/8 | 8/8 
初期 値 は , 1 音 中 の 音 の 長 さ が すべ て 出力 され る "Q8" が 指定 され ます . 
MIDI を 使用 し て いる 場合 に , "Q8" を 指定 し て 同じ 高 さ の 音 を 続け て 演奏 する と , シ 
ン セ サイ ザ の 機種 や 音色 に よっ て , 第 2 音 以降 の 音 が 出 な いこ と が あり ます . この と き 


は パラ メー タ x の 値 を 小さ く 設 定 し て くだ さい . 
12. O ュ マン ド (Ox) 








オク ター プ ブ の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 1 て 8 の 値 で , 初期 値 は "O4" で す . 


本 


な お , 〇 コマ ンド と は 別に 現在 の オク ター ブ か ら 1 オク ター ブ 上 げ る ">" と 1 オク 
ター ブ 下 げ る "<" が あり ます . 
13. R コ マン ド C(Rx) 
休 符 の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 1 へ て 64 の 値 で 初期 値 は "R4" で す . パラ メー タ 
x と 休 符 の 対応 は 次 の と お り で す . 








FsTgTs 
分 休 待 132 分 休 待 





パラ メー タ x な し の R コ マン ド を 設定 し た 場合 , その 休 符 の 長 さ は , エコ マン ド が 設 
定 さ れ て いた 場合 は その 長 さ と 同じ に な り ま す . また , 各 チ ャ ネル の 音 を 発生 する 長 さ 
が 違っ た 場合 , 長 さ の 短い 方 の 残り の 部 分 は すべ て R( レ スト ) と みな され ます . 

14. エコ マン ド (Tx) 





テン ボ ポ を 設定 し ます . パラ メー タ x は 32< て 255 の 値 で , 初期 値 は "T120" で す . 
"T120'" と は 1 分 間 に 4 分 音符 が 120 回 演奏 で きる 速 さ で , 楽譜 に よく 書か れ て いる 
』 =120 に 当たり ます . 

エコ マン ド と コマ ンド の パラ メー タメ を 両方 と も 大 き な 値 に する (早い テン ポ で 短 
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い 音 符 の 演奏 を する な ど ) と , 時 間 の 計算 の 誤差 に より , 実際 の 速 さ や 長 さと 異な っ て 
聞こ える 場合 が あり ます . 
リズ ム は チャ ネル 1 の テン ボ に 自動 的 に 合わ せら れ ま す . 
15. N コ マン ド C(Nx) 
パラ メー タ x で 指定 され た 高 さ の 音 を 発生 し ます . パラ メー タ x は 0 て 96 の 値 で す . 
な お , FM 音源 の 場合 , "N96" は "NO" に 等 し く な り ま す . その ほか は 次 の と お り で す . 


N コ マン ド ペ ラメ ー タ と 音程 の 対応 
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16. @W コマ ンド (@Wx) 
パラ メー タ x で 指定 され た 長 さ だ け , 現在 の 状態 (Key-on/off) を 維持 し ます . 
Key-on の 状態 を 続け る に は , マコ マン ド で Key-on し た 後 だ け 有 効 で す . 音程 (CB) 
は Key-off し て か ら 次 の MML コマ ンド 実行 を 移し ます の で , R コ マン ド と 同じ 効果 
し か 得 ち られ ませ ん . パラ メー タ x が 省略 され た 場合 は , コマンド の 値 が 設定 され た も 
の と みな し ます . 
17. コマ ンド (@x) 
FM 音源 を パラ メー タ x で 指定 し た 音色 番号 の 音色 に 切り 共 え ます . 起動 時 に 音色 
の 数 を 増し た 場合 は 0 て 126 が 使用 で きま す . 拡張 し な か っ た 場合 は , 0 て 61 が 使用 で 
きま す ( 拡 張 モ ー ド 1 の 場合 に は , 0 て 61 で す ). 音色 番号 と 音色 の 対応 は 音色 番号 表 を 
参照 し て くだ さい . また , コマ ンド を 指定 し た 場合 は パラ メー タ x を 省略 する こと は 
で きま せん の で , 必ず パラ メー タ の 設定 を し て くだ さい . た だ し , コマ ンド が 実行 さ 
れる まで は 音色 番号 0 が 指定 され て いる と みな され ます . 
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音 色 名 


説 


音程 の ずれ 


推奨 音域 








Default VOICE 


ノー プン 


音色 番号 が 全く 指定 され な か っ た と まき , 
コー ド が 割り 当て られ ます . 








BRASS 2 


ブラ ス 系 の 音 








STRING 2 


スト リン グ ス 系 の 音 








EPIANO 3 





EBASS 1 


エレ クト リッ ク ピ ア ノ 系 の 音 





エレ クト リッ クベ ー ス 系 の 音 








EORGAN 1 





PORGAN 1 


エレ クト リッ クオ ル ガ ン 系 の 音 








パイ プ オ ル ガ ン 系 の 音 








FLUTE 


フル ー ト 











OBOE 





肖 靖 月 月 且 つ 


トー 
ょ ーー 


CLARINET 
VIBRPHN 
HARPSIC 


オー ボ エ 





クラ リネ ッ ト 





ビブ プラ ホン 





ハー プシ コー ド 





12 
| 9 
に 次 
| 5 
| 6 


ェ ー 
〇 ゝ 


BELL 
PIANO 
MUSHI 
DESCENT 
UFO 
GRANPRI 


ベル 





に 半 放 4 
虫 の 鳴き 声 

高 定 か ら 降 下す る 音 音 
UFO が 遠ざかる 音 


レー シン グ カ ー の エン ジン 音 














LASER 1 
LASER 2 
SIN WAVE 





レー ザー ガン の 音 





レー ザー ガン の 音 
チュ ー ニ ング 用 の 正弦 流 











BRASS 1 


ブラ ス 系 の 音 








BRASS 2 
TRUMPET 
STRING 1 


ブラス 系 の 音 。 音色 番号 1 と 同じ 





トラ ン ペ ッ ト 





スト リン グ ス 系 の 音 











STRING 2 


スト リン グ ス 系 の 音 , 音色 番号 2 と 同じ 





EPIANO 1 


エレ クト リッ ク ピ ア ノ 系 の 音 





EPIANO 2 


エレ クト リッ クビ ピ アノ 系 の 音 








EPIANO 3 


エレ クト リッ ク ピ ア ノ 系 の 音 , 音色 番号 3 と 同じ 





GUITAR 


ギタ ー 








EBASS 1 


エレ クト リッ クベ ー ス 系 の 音 , 音色 番号 4 と 同じ 





EBASS 2 





EORGAN 1 


エレ クト リッ クベ ー ス 系 の 音 





エレ クト リッ クオ ル ガ ン 系 の 音 。 音色 番号 5 と 同じ 





EORGAN 2 








エレ クト リッ クオ ル ガ ン 系 の 音 





9 


音色 名 


解 説 


音程 の ずれ 


推奨 音域 0 ゆ 





34 


PORGAN 1 


パイ プ オ ル ガ ン 系 の 音 , 音色 番号 6 と 同じ 


十 8 





35 


PORGAN 2 


バ パイプ オ ル ガ ン 系 の 音 


土 12 





36 


FLUTE 


フル ー ト , 音色 番号 7 と 同じ 


† 5 





37 


PICCOLO 


ピッ コロ 


8 





38 


OBOE 





オー ボ エ , 音色 番号 8 と 同じ 





39 


CLARINET 


クラ リネ ッ ト , 音色 番号 9 と 同じ 





40 


GROCKEN 


グロ ッ ケ ン 





41 


VIBRPHN 


ビブ プラ ホン , 音色 番号 10 と 同じ 





42 


XYLOPHN 


シロ ホ ン 





43 


KOTO 








ZITAR 





ツィ ター 





CLAV 





クラ ビ ネ ッ ト 





HARPSIC 





ハー プシ コー ド , 音色 番号 0, 11 と 同じ 





BELL 





HARP 





BELL/BRASS 





ベル 、 音色 番号 12 と 同じ 


ノッ ュー プ 








スタ ッ カ ー ト で ベベル, ロング トー ン で ブラ ス の 音 





HARMONICA 


ハー モニ カ 





STEEL DRUM 
TIMPANI 





スチ ナー ルド ラム 








ティ ン ノ パニ ー 





TRAIN 





列車 の 銘 笛 





AMBULAN 


救急 車 





TWEET 





小鳥 の さえ ずり 





RAIN DROP 











雨 の 落ち る 音 





HORN 





ホル ン 





SNARE DRUM 





スネ アド ラム 





COW BELL 


カウ ベル 





PERC 1 





PERC 2 


パー カッ ショ ン の 音 


0 





パー カッ ショ ン の 音 





VIOLIN 


バイ オリ ン 


123[456]78 





VIOLA 








CELLO 


ビオ ラ 


1 2 3[4 5 6]7 8 





| チェ ロ 


123[456]78 





VIOLIN PIZZICATO 


バイ オリ ン ・ ピ チカ ー ト 





SYNTH STRINGS 





シン セ ・ ス トリ ング ス 





12[3456]78 


12[3456 7[8 












































音色 番号 | 音 色 名 | 解 半 程 の ずれ | 推奨 音域 
67 | TRUMPET トラ ン ペ ッ ト 1[2345 6]7 8 
68 | TRUMPET(MUTE) | トラ ン ペ ッ ト ( ミ ュー ト ) _ 1 1[2 345 6]7 8 
69 | HORN ホル ン 1234567 引 








TUBA 





[3456]78 











TROMBONE 








3456]78 








SYNTH BRASS 





[3 4 5 6 78 








SYNTH BRASS(5th) 





[3 4 5 6 7]8 





FLUTE 


フル ー ト 





12[3456]78 














PICCOLO 


ピッ コロ 





1 2 3[4 5 6]7 8 








CLARINET 
OBOE 








BASSOON 
SAXOPHONE 














ACOUSTIC PIANO 1 
ACOUSTIC PIANO 2 
ELECTRIC PIANO 











ELECTRIC ORGAN 

















PIPE ORGAN 














クラ リ 太 ツン ト 





1 2[3 45]6 7 8 








オー ボ エ 








ッ バ スー ン 


サキ ソフ ォ ン 





12345]678 
1[23456]78 











の 9 炎 の み グ る 由 天 み 1 








が コー スズ ステ イッ ジャ ピア チノ 2 








12[3456]7 8 
1[2 345]678 
12[3456]78 








エレ クト リッ ク ・ ピ アノ 








エレ クト リッ ク ・ オ ル が ガン 





パイ プ ・ オ ル ガ ン 





HARPSICHORD| ハー プシ コー ド 














1[2 3456718 





1[2 3456]78 
1[2 3456] 

















CLAVINETTE 


| 


SYNTH LEAD 


クラ ビ ネ ッ ト 








ジジ Eoy リー 



















E.GUITAR1(Mild) 


E.GUITAR 2(Solid) 
DISTORTION GUITAR 


1 
ANALOG SYNTH | アナ ログ ・ シ ン セ 





エレ クト リッ ク ・ ギ ター 1 ( 務 か め ) 





ーー 
12[345 6]78 





1 2[3 4 5 6] 
12[3 45 6]7 8 





123456 
和則 23456]78 


ー」 





エレ クト リッ ク ・ ギ ター2 (硬め ) 











ディ スト ーション ・ ギ ター 


12[3456]78 
[3456]78 






































92 FORK GUITAR ワ ォ ー ク ・ キタ ー 12[3456]78 
93 E.BASS 1(Mild) エレ クト リッ ク ・ ベ ー ス 1 ( 秒 かめ ) 12[3456]78 
94 E.BASS 2 (Soild) エレ クト リッ ク ・ ベ ー ス 2 (硬め ) 12[3456]78 
95 WOOD BASS ウッ ド ・ ベ ー ス 12[3456]78 





SYNTH BASS 





シン セ ・ ベ ペース 











12[3456]78 














BASS DRUM 


2 スマ ドラ 


1 2 3[4 5]6 7 8 











SNARE DRUM 


スネ ア ・ ド ラム 














[34]5678 











CLOSED H.H. 








クロ ー ズ ・ ハ イハ ッ ト 











12[3 4]5678 


























































































音 色 名 


解 


音程 の ずれ | 推 奨 音域 





OPEN H.H. 


オー プン ・ ハ イハ ッ ト 


123456[78] 





TOM TOM 1 


タム タム 1 ( 柔 か め ) 


1 2 3[4 5 6]7 8 





TOM TOM 2 


タム タム 2 (硬め ) 





SYNTH DRUM 
XYLOPHONE 





ジジ ギド アム 





シロ フォ ン 





MARIMBA 


1 2 3[4 5 6]7 8 


ーーーーーー 


3456]78 
3[4 5 6]7 8 





マリ ン バ 





GLOCKENSPIEL 


グロ ッ ケ ン 





VIBRAPHONE 





TINPANI 





109 
110 
111 


COGAS 


ビデ プラ ツウ ォ シ 


45 6 7]8 
4 5 6]7 8 





4 5 6]7 8 





145678 








MARACAS 





CLAVES 





112 
113 
114 
115 
116 
117 


BErr 





ベル 





COW BELL 
STEEL DRUM 
KOTO 
SHAMISEN 


カウ ベル 





ステ ィ ー ル ・ ド ラム 


45678 

[345678] 

45 6]7 8 
[345 6]7 8 





[4 5 6]7 8 





[345]678 





[3456]78 





三昧 線 


SHAKUHACHI | 尽 八 


118 | RECORDER 
1 HARMONICA 


19 
120 


TRIANGLE 


7 8 














トラ イア ング ル 





ACCORDION | アコ ー デ ィ オ ン 





1 2[3 4 5 6]7 8 











SANTOOL 
TOY PIANO 


サン トゥ ー ル 


|1 2845 678 





1 2 3[4 5 6]7 8 
1 2 3[4 5 6]7 8 





お も ちゃ の ビ ピアノ 





12 3[4 5 6]7 8 











MUSIC BOX 


オル ゴー ル 


注 ) [ ] 内 が 推奨 音域 で す . 





12[345]1678 


玉 音程 の ずれ は , 音色 番号 0 の Default VOICE を 基準 と し て プラ ス , マイ ナス で 表示 し て あり ます . 空 
白 の 部 分 は Default VOICE と 同じ 音程 を 持ち ます . 斜線 の 部 分 の 音色 は 音程 を 持ち ませ ん . 
玉 推奨 音域 と は , [ ] 内 の オク ター ブ で 使用 する と 最も よい 音 が 出る よう に , 調整 され て いる 音域 の こ 


と : で す . 


音色 番号 1 か ら 12 ま で は , 他 の PC シリ ー ズ と の 互換 性 を 保つ た め に 用 意 さ きれ て いま 
す . 

18. ⑯V コ マン ド (@Vx) 

FM 音源 と MIDI の 音量 を 細か く 設 定 し ます . パラ メー タ x は 0 て 127 の 値 で す . な お , 
この コマ ンド は V コ マン ド と 関係 な く 設 定 さ れ ま す . "V15" と 設定 し て あっ て も , 
"@V0'" と すれ ば 音量 は 0 に な り ま す . "@V127" が 最大 音量 で す . V ツ コマ ンド と @V ュ 
マン ド の パラ メー タ x の 対応 は 次 の よう に な り ま す . 


ro っ 4 EEIEIEIEIEOEIEEEIE 
zz as elmleslmlmlllelwle 


@V コマ ンド を 指定 し た 場合 は パラ メー タ x を 省略 で きま せん の で , 必ず パラ メー 
タ x を 指定 し て くだ さい . 
19. Y マ コマ ンド (Yr, d) 
スー パー シン セ サ イ ザ 1IC の レジ スタ ェ の 内 容 を d に 設定 し ます . スー パー シン セ サ イ 
ザ IC の レジ スタ お よび 設定 値 に つい て は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 14 章 7 人 節 「 け スーパー 
シン シンセサイザ 1IC の 構造 」 を 参照 し て くだ さい . 
20. コマ ンド (Zd) 
MIDI に デー タ d を 送り ます . 
21. M コ マン ド (Mx) 
SSG 音源 の エン ベロ ー プ 周期 の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 1 へ 65535 の 範囲 の 値 
で 設定 し , 初期 値 は "M255" で す . パラ メー タ x は 次 の 式 に よっ て 求め る こと が で きま 
す . 











x 三 fclock*T/256 /fclock: 基本 周波 数 (1996800Hz) 
WM 周期 ( 秒 ) 
22. S コ マン ド (Sx) 
SSG 音源 の エン ベロ ー プ 形状 の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 0 て 15 の 範囲 の 値 で 設 
定 し , 初期 値 は "S1" で す . パラメータ x と エン ベロ ー プ 形状 の 関係 は , CMD 
SOUND 文 を 参照 し て くだ さい 、. 


23. @M ュ マン ド (@M) 
スー パー シン セ サ イ ザ IC(FM 音源 ) の 出力 を 右 チ ャ ネル , 左 チ ャ ネル の 両方 か ら 変 
更 し ます . 初期 状態 で は , すべ て の OPN が 右 , 左 の 両方 か ら の 出力 と な り ま す ( 拡 張 

モー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま せん ). 


24. @ し コマ ンド (@L し ) 
スー パー シン セ サ イ ザ IC(FM 音源 ) の 出力 を 左 チ ャ ネル (Lch) に 変更 し ます (拡張 モ 
ー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま せん ) . 
25. @R コマ ンド (@R) 
スー パー シン セ サ イ ザ IC(FM 音源 ) の 出力 を 右 チャ ネル (Rch) に 変更 し ます (拡張 
モー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま せん ). 
・MML の 各 パ ラメ ー タ に は 変数 を 使う こと が で きま す . MML の あと に " 三 < 変数 名 〉: "で 
指定 し ます . 
100 VOL 三 15 : RG 三 40 : DT= ニ 240 
110 CMD PLAY 韻 2 , "V 三 VOL : CDE" 
120 CMD PLAY 韻 2,"Y ニ RG :,ーDT : @W1" 
また , 音程 の あと に 長 さ を 指定 する 場合 に も 変数 を 使う めこ と が で きま す ( た だ し , ミュ ー 
ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10 ) に 添付 の カセ ッ ト テ ー プ の 中 に 入っ て いる プロ 
グラ ム を 実行 し て 拡張 され た BASIC で は 使用 で きま せん ) . 


例 ) 


例 ) 100 LN=2 
110 CMD PLAY 井 2,"L4C 三 LN : DE" 
例 CMD PLAY 斗 5 1 "V63X3" ・ "C" , "e" "g" (拡張 モー ド 2 の 場合 


・ リ ズム を 刻み な が ら , 内 蔵 の OPN の FM 音源 で "ドミ ソ ツ " の 和音 を 出し ます . 


川 II プロ グラ ム 例 山肌 軸 軸 軸 有 IM 有 間 IO 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm . ipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD PLAY サン フ * ル 
119 CMD STOPM:CMD BGM 1 
129 DIM RP1$(6 ) ,RP2$(6) 


139 HRP1$( の )="3" :RP2$( の )="2" 

149 RP1$(1)="KC35" :RP2$(1)="KC23" リハ" スト ^ ラ ム 
159 RP1$(2)="C12KC11KC11":RP2$(2)="KC11KC19D":! スネ アト“ ラム 
169 RP1$(3)="" :RP2$(3)="C12KC11"  : リ シン バル 
179 RP1$(4)="KC5KC5" :RP2$(4)=" : リ 人 ハイ ハッ ト 


189 CMD RHYTHM 31 ,RP1$:CMD RHYTHM 32,RP2$ 

199 A$="GB-2>CD4 .E8DC2 く AF4.G8"' 

299 B$=">F2F8.R16F4.E8DC2 く AF.G8" 

219 R1$="V62X31V62X31V62X31":R2$="V62X31V62X32" 


229 CMD 
239 CMD 
249 CMD 
259 CMD 
269 CMD 
279 END 


PLAY 
PLAY 
PLAY 
PLAY 
PLAY 


#5,"@37T13904L4V1 の " 

#5 ,R1$+R1$+R2$?A$S+ "AB-2GG4 .F#8GA2F#D2" 

#5 ,R1$+R1$+R2$:A$S+ "AB-4.A8GF#4.E8F#G2G8 .R16G2 ." 
#5 ,R1$+R1$+R2$:B$+ "AB-2GG4 .F#8GA2F#D2" 

#5 ,R1$+R1$+R2$?B$S+ "AB-4 .A8GF#4.E8F#G2G8 .R16G2 ." 


・ FM 音源 を 使っ て ,「 グ リー ンス リー ブス ]」 を 演奏 し ます . 
・120 行 か ら 170 行 で リズ ムペ パタ ー ン を 作成 し , リズ ム 番 号 (31) に 割り 当て ます . 
・180 行 か ら 250 行 で 演奏 する 曲 の メロ ディ や リズ ム を 定義 し て 曲 を 演奏 し ます . 


山肌 II 


注意 : ・MML の 中 で エラ ー が 生じ た 場合 , 音色 は Default Voice( ハ ー プ シュ コード) に 戻り ます . 
・CMD PLAY 文 で 発生 させ た 音程 は , A=440Hz を 基準 と し た 音程 と 多少 誤差 が あり 
ます . 

・ エ ン ベ ロ ー プ に 影響 する レジ スタ に 与え る 値 に よっ て は 音 が 出 な く な る こと が あり ま 
す . この 場合 は CMD STOPM 文 を 実行 し て くだ さい . それ で も 音 が 出 な い 場 合 は , プロ グ 
ラム を セー ブ し た あと リセ ッ ト ボ タン を 押し て , も う 一 度 実行 し な お し て くだ さい . 
・BASIC の 構文 解析 時 間 の た め , 次 の 行 に 移動 する と き 音 と 音 の 間 に ま が あい た り , 曲 全 
体 の 長 さ が 長 く な る こと が あり ます . 

・READ 文 お よび DATA 文 で 音符 を 読み 込ん だ 場合 , ガー ベッ ジュ レク ショ ン に よっ て 音 
楽 が 一 時 的 に 止ま る こと が あり ます の で , CMD PLAY 文 で プロ グラ ム を 作成 し て くだ 
さい . 

・ 本 機 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) を 接続 し て 使用 する 場合 , 
ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド の ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン パ コネ クタ は 取り 外し て 
くだ さい . 


妻 


[ 三 」 


解 


名 


拡張 ステ ー ト メン ト 





CMD HHYTHM 講 計 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ リ ズム : cmd rhythm 


リズ ム を 登録 する 
CMD RHYTHM 〈 リ ズム 番号 >[ , く 文字 型 配列 名 >] 
・< 文 字 型 配列 名 〉 の 配列 変数 に 定義 し た リズ ムペ パターン を , 〈 リ ズム 番号 ? の リズ ム と し て 
登録 し ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 使用 で きま せん ). 
・ 登 録 し た の ち リ ズム を 使う と き は , CMD PLAY 文 の 中 で く 〈 リ ズム 番号 〉 を 指定 し ます . 
・〈 リ ズム 番号 〉 は , 1 て 99 の 範囲 で 行い ます が , 登録 する 1 件 の リズ ム の 大 き さ に より , 実 
際 に は 99 ま で 使え な い 場 合 が あり ます . 
・< 文 字 型 配 列 名 〉 に は , 一 次 元 の 文字 型 配列 を 指定 し ます . 添字 数 は (6) で 定義 し ます . 
配列 の 要素 番号 を 指定 する こと は で きま せん . 
・ 配 列 の 各 要 素 に 定義 むす る リズ ムペ ター ン は , 次 の よう な 形式 で な けれ ば な り ま せん . 
第 1 要素 : 設定 する リズ ム が 何 拍 分 な の か を 4 分 音符 (』) の 数 , "1"…"4" で 指定 
する . 
第 2 要素 ・ ベス ド ラム の リズ ム パ ター ン を 定義 する . 
第 3 要素 : スネ アド ラム の リズ ムペ ター ン を 定義 する . 
第 4 要素 : シン ベル の リズ ムペ ター ン を 定義 する . 
第 5 要素: ハイ ハッ ト の リズ ムペ パタ ー ン を 定義 する . 
第 6 要素: タム の リズ ムペ パターン を 定義 する . 
第 7 要素 ・ リ ムシ ョ ッ ト の リズ ムペ ター ン を 定義 する . 
・ 文字 型 配列 名 の 各 要 素 に は , 次 の RML(Rhythm Macro Language) を 使い ます . 
1. Key-on/off 
Key-on/off の 長 さ n(1 ミ Sn ミ 48) は , 』/12( 音 楽 記 号 で は , 符 点 32 音 符 ) を 単位 と し て 
指定 し ます . また n の 代わ り に KK, C を 必要 な 数 だ け 並 べ て も か まい ませ ん . 
@ K[n](Key-on ) 
Key-on を 意味 し ます . 
@ C[n|(Continue ) 
前 の 音 の 状態 を 保持 し ます . 
@ D(Dump) 
音 を 止め ます . 
例 ) 4/4(4 分 の 4 拍子 ) 』』』』 の 場合 
A$(1)="KCI1 KC11 KCIl KC11" 
4 4 4 





3 一 34 


2. 


L/R 制御 
リズ ムペ パタ ー ン を 出力 する チャ ネル (モノ ラル , 右 , 左 ) や 各 リ ズム の 音量 を 制御 し ま 


す . 音量 の 初期 値 は , n ニ 16 と な り ま す . 


@ Rn 


出力 を 右 チ ャ ネル に 設定 し ます . 
n は , 各 リ ズム の 音量 を 0 て 31 の 範囲 の 値 で 設定 し ます . 


@ Ln 


出力 を 左 チ ャ ネル に 設定 し ます . 
n は , 各 リ ズム の 音量 を 0 て 31 の 範囲 の 値 で 設定 し ます . 


e Mn 


出力 を 左右 両 チ ャ ネル に 設定 し ます . Mn が 初期 値 と な り ま す . 
n は , 各 リ ズム の 音量 を 0 て 31 の 範囲 の 値 で 設定 し ます . 


注意 : 1. 音量 制御 と L/R 制 御 は , キーON/OFF 以前 に 設定 し な く て は いけ ませ ん . 


また , キーON/OFF の 途中 に 置く こと は で きま せん . 
2. リズ ムペ パターン が 12※ く 第 1 要素 >? よ り 多 い 場 合 , 12X〈 第 1 要素 〉 を 越え た 


分 は 無視 され ます . 
3. リズ ムペ ター ン が 12X※ く < 第 1 要素 〉 に 満た な い 場 合 , 残り は C で 満た され 
ます . 
・ リ ズム の テン ボ は , FM 音源 の チャ ネル 1 に 自動 的 に 合わ せら れ ま す . 
例 CMD RHYTHM 31 , SANBA$ 
。・ SANBA$ で 定義 され て いる リズ ム を リズ ム 番 号 31 に 登録 し ます . 
川 川 II プロ グラ ム 例 II 上 利 上 上 上 上 川上 則 II 
・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm . jpl" を 起動 し て 
くだ さい . 
19 の " RHYTHM サン フル 


119 
129 
13 の 
1 4 の 
15 め の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
299 
21 の 
229 
23 の 
249 
259 
26 の 
27 の 


CMD UNLINK 

DIM RP1$(6) ,RP2$(6) ,RP3$(6) 
RP1$( の )="4" 

RP1$(1)="C48" 
RP1$(2)="KC11KC11KC11KC1 の D":  ' スネ アト ~ ラ ム 
RP1$(3)="C48" 

RP1$(4)="C48" 

RP1$(5)="C48" 

RP1$(6)="C48" 

CMD RHYTHM 31,RP1$ 

RP2$( の 9)="4" 

RP2$(1)="C48" 
RP2$(2)="KC11KC8KC2KC1 1 KC8KCD" 
RP2$(3)="C48" 

RP2S(4)="C48" 

RP2$(5)="C48" 

RP2$(6)="C48" 


289 
- 299: 
39 の 
319 
32 の 9: 
339 
94 の 
359:! 
369 の 
379 
389 
399 
49 の 
41 の 
429 
439 
449 の 
459 
46 の 
479 の 
489 
499 
599 
519 
529 の 
539 
54 の 


CMD RHYTHM 32,RP2$ 
RP3S( の )="4" 

RP3$(1)="C48" 
RP3$(2)="KC11KC8KC2KC11D" 
RP3$(3)="C48" 
RP3$(4)="C48" 
RP3$(5)="C48" 
RP3$(6)="C48" 

CMD RHYTHM 33,RP3$ 


ャ 


CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
CMD PLAY 
END 


#5 "WV63X31"i 7"C4. く <G8>C8. く <G16>C8.D16" 。"C4.<G8>C8 . く <G16>C8.D16" 
#5,"V63X327 58"E2C2" TE2C2" 
#5,"V63X31":"F4.F8C4D4" "くく A4.A8A4A4" 
#5,"V63X327 1 "7E2.R47」"G2.R4" 

#5 。"V63X31":"C4. く G8>C8 . く <G16>C8.D16" ">C4. く <G8>C8 . く G16>C8.D16" 
#5 "WV63X327j PE2C27 PE2C2" 
#5、"V63X31"i"D4.D8D4E4" "CC4 . く B+8A4>C4" 
#5,"V63X327 5"D2 .R4" 。" く B+2 .R4" 
#5,"V63X31"i"D4.D8C+8.D16E8.D16"。 ">D4 .B8C+8.DI6E8.D16" 
#5,"V63X327 17C2 く <G27 PTC2 く G2 7 
#5,"V63X31" ij ">F4F4C4D4" 7"A4A4A4A4" 

#5,"V63X32" 57"E2.R4" "G+2 .R4" 

#5 ,。"V63X31"j" く A4.B+8>C8. く B+16>C8. く <A16","A4.B+8>C8 . く B+16>C8. く <A16" 
#5。"V63X31"j "7G4.G8>C27 "7G4.G8>C2 7 

#5 。"V63X31"j"G4.A8G4F4"。"E4.F8E4D4" 

#5 ,"V63X33" 2"E2.R4" "CC2.R4" 


・ リ ズム を つけ て 「 線 路 は 続く よど こま で も 」 を 演奏 し ます . 
・120 行 か ら 360 行 で 3 種 の リズ ムペ ター ン を 定義 し ます . 
・380 行 か ら 530 行 で リズ ム と 一 緒 に 曲 が 演 奏 さ れ ま す . 


山 和 II 軸 田 用 軸 軸 田 有田 軸 軸 軸 有 有田 軸 用 軸 軸 軸 有 ll 提 5 語 曲 基 


注意 : 1 小節 ど と に リズ ム を 変え る 場合 は , それ ぞ れ の パタ ー ン の リズ ム を 登録 し て お く 必 要 が 
あり ます . 


参照 : CM 


D PLAY 


CMD SUUND 


機 


解 


ム ビ ヒ 
肛 


説 』. 


拡張 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ サ ウン ド : cmd sound 


PSG の レジ スタ に デー タ を セッ ト す る 

CMD SOUND < レジ スタ 番号 > , く 数 式 〉 

・ こ の ステ ー ト メン ト は , 本 体 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) が 接続 
し て ある と き に 使用 し ます . 

・CMD SOUND 文 は , ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド 人 実装 され て いる 2 個 の PSG レ 
ジス タ に 直接 デー タ を 書き 込み ます . 

・〈 数 式 > は 0 て 255 ま で の 整数 で 指定 し ます . 

・2 個 の PSG に は それ ぞ れ 16 個 の レジ スタ が あり , 次 の よう な 機能 を 持っ て いま す . 


CMD SOUND レジ スタ 表 





LSB 
B6 | B5 | B4 | B3 | B2 | B1| B0O 


8BIT FT-A 


4BIT CT-A 


8BIT FT-B 
ーー wes 
8BIT FT-C 

4BIT CT-C 
| 5BIT NP | | 5BIT NP | 


NOIS 


B 抽 本 







































チャ ネル C 周 波数 




































は 
















8BIT 


チャ ネル A 音 量 
チャ ネル 音量 還 民 本 
チャ ネル C 音 量 欄 


エン ベロ ー プ 周期 

















エン ベロ ー プ 形状 


I/O ポ ボー ト A デ ー タ | 8BIT パラ レル I/O ポー ト A 
I/O ポ ー ト B デ ー タ | 8BIT パラ レル I/O ポ ー ト B 




















・FT は 微 調整 , CT は 主 調 整 , NP は 周波 数 調整 を 意味 し ます . 
・R7, R23 の 第 6, 7 ビッ ト お よび RI14, R15, R30, R31 は , 音 を 出す に は 直接 関係 あり ませ ん 
(/O ポ ー ト の 機能 は 無効 で す ). 





























・R8. R9, R10, R24, R25, R26 は , エン ベロ ー プ モー ド に する と 音量 の 設定 は で きま せん . 
・ エ ン ベ ロ ー プ の 形状 に は 次 の よう な も の が あり ます . 


ェ ン ベロ ー プ 形状 


R13, R29 の 値 エン ベロ ー プ バタ ー ン 











・ 詳 し く は , ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10 ) に 添付 され て いる 「 ユ ー ザ ー 
ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい . 


例 CMD SOUND 7 ,0 
<・ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド の PSG1 の レジ スタ 7 に 0 を 書き 込み ます . 


IM 胃 四 四 プロ グラ ム 例 ll 上 昨 川 上 III 上 上 山 上 II 


。・ こ の プロ グラ ム を 実行 する 場合 に は , 別売 の ※ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) 
が 必要 で す . 


199 ' CMD SOUND サン アル 
119 CMD STOPM 

129 CMD SOUND 7,7 

139 CMD SOUND 23,7 
149 CMD SOUND 6,3@ 
15 の CMD SOUND 22.,39 
169 CMD SOUND 13,12 
179 CMD SOUND 29,12 
189 の FOR I=1 TO 39 

199 FOR L= の @ TO 15 
29 の CMD SOUND 8,L 
219 の NEXT し L 

22 の FOR 革 =15 TO の STEP -3 
239 の CMD SOUND 8,L 
2 4 の NEXT L 

25 の 9 NEXT I 

26 の END 


・ 蒸 気 機関 車 が 走る 音 を 出し ます . 
・120 行 と 130 行 で ノイ ズ の 設定 を , 140 行 と 150 行 で は ノイ ズ の 周波 数 を コン トロ ー ル し て 


いま す . 

・160 行 お よび 170 行 で は エン ベロ ー プ の 形状 を 設定 し て お り , 200 行 と 230 行 で 音 を 出し て 

いま す . 
II 川上 風 上 上 風 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIUIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


注意 : ・ 本 機 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 接続 し て 使用 する 場合 , ふ ュー ジッ クイ ン 
タフ ェ ー ス ボー ド の ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン ペ コネ クタ は 取り 外し て くだ さい . 


拡張 ステ ー ト メン ト 




















CMD STOPM 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ス トッ プ ・ エ ム : cmd stop music 








機 能 ] 初期 設定 を 行う 
書 式 CMD STOPM 


・ ボ リュ ー ム , オク ター プ 等 の 音楽 機能 の 初期 化 を 行い ます . た だ し , ADPCM に 関す る 部 
分 は 行い ませ ん . 
・CMD PLAY 文 , CMD SOUND 文 , CMD VOICE REG 文 で 発生 させ た 音 で , Key-on 中 
(鍵盤 楽器 に た と えれ ば , 鍵盤 を 押し た 状態 ) の 音 は CMD STOPM 文 で 止め る こと が で きま 
す . た だ し , Release Rate の 設定 値 に よっ て は 音 が 残る も の が あり ます . 
例 CMD STOPM 
・ 初 期 設 定 を 行い ます . 


II プロ グラ ム 例 山肌 有用 軸 肌 軸 和 有 有 UUIUUIUIUIUI 


199 ' CMD STOPM サン フル 

11 の 9 CMD BGM 1 

129 CMD PLAY "@605T89L1" 

139 CMD PLAY "V15C8&C" 

149 FOR w= の TO 5 の の:NEXT w 

159 CMD STOPM 

169 CMD PLAY "V15C&C" 

17 の 9 END 

・120 行 で 音色 を パイ プ オ ル ガ ン に し て オク ター ブ 5, テン ポ 80, 音符 の 長 さ 1 (全音 符 ) に 
設定 し ます . そし て , 130 行 で 音 を 出し ます . 

・150 行 で CMD STOPM 文 を 実行 する と , 160 行 で は オク ター ブ 4, テン ポ 120, 音符 の 長 さ 


4( 4 分 音符 ) の パイ プ オ ル ガ ン の 音 で 演奏 され ます . 
1 川上 
注意 : ・ 本 機 に た ミュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) を 接続 し て 使用 する 場合 , 
ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド の ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン パ コネ クタ は 取り 外し て 
くだ さい . 


拡張 ステ ー ト メン ト 


CMD UNLINK 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ア ン リ ンク : cmd unlink 


機能 音源 の 初期 化 を 行う 
書 式 CMD UNLINK 


解 説 ・ 拡 張 モ ー ド 1 の と き は , 拡張 命令 を 解除 し , 専有 し て いた エリ ア を フリ ー エ リア と し て 開 
放し ます . 
・ 拡張 モー ド 2 の と き は , 音源 の パラ メー タ を デフ ォ ル ト 値 に セッ ト し ます . 


例 CMD UNLINK 
・ 拡 張 モ ー ド 2 の と き は , 音源 の パラ メー タ の 初期 化 を し ます . 
・ 拡 張 モ ー ド 1 の と き は , 拡張 命令 を 解除 し ます . 


ンー 
山肌 I 実 行 例 II 川上 旧 INNIIIIIUIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


cmd unlink 加 
Ok 


・ 拡張 モー ド 1 の と き は , 専有 し て いた エリ ア を フリ ー エ リア に し ます . 
・ 拡 張 モ ー ド 2 の と き は , 音源 の パラ メー タ の 初期 化 を 行い ます . 


II 上 上 上 上 風 帆 山上 


注意 : ・ 拡 張 モ ー ド 1 お よび 拡張 モー ド 2 に つい て は , 3-2 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい . 


























拡張 ステ ー ト メン ト 














CMDU VOICE 


機 能 ] 音色 を 設定 する 


書 式 CMD VOICE < 整数 配列 名 1[, く 整数 配列 名 2〉][, く 整数 配列 名 3>][, く 整数 配列 名 4>][, く 整数 
配列 名 5>][, く 整数 配列 名 6>] 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ボ イス : cmd voice 


解 説 ・ 指 定 さ れ た 配列 変数 の 値 を 音色 設定 の ペラ メー タ と し て FM 音源 に 送り , 音色 を 設定 し 
ます . 
・ 整 数 配列 名 1 て 6 は , それ ぞ れ チャ ネル 1 て 6 に 対応 し ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に は , 
整数 配列 名 は 1 て 3 まで で , それ ぞ れ チャ ネル 1 て 3 に 対応 し ます ). 
・ 配 列 変数 は DIM 文 で 定義 し , 添字 は (4, 9 ) で 宣言 し ます . 
・ 各 配列 変数 の 意味 は 次 の よう に な り ま す . ここ で は 整数 配列 名 を V% と し て 説明 し て い 
ます . 
V%(0, 0): Feedback( フ ィ ー ド バッ ク )/Algorithm( ア ル ゴ リ ズム ) 
これ は 6 ビッ ト の デー タ に な っ て いて , 以下 の 意味 を 持ち ます . 


に lmlelslelsls 


Feedback Algorithm 





使用 例 ) V%(0, 0) ニ 8 ネ ま FB 二 AR 
FB は Feedback を 意味 し , 0 て 7 の 値 を 指定 し ます . 
AR は Algorithm を 意味 し , 0 て 7 の 値 を 指定 し ます . 
Feedback 
第 1 オペ レー タ の 変調 度 を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て? まで で , 大 きく 指 
定 す る ほど 金属 的 な 音 に な り ま す . 
第 1 オペレータ は 自分 自身 の 出力 を 変調 信号 と し て いる た め , この 変調 度 を こ 
れ に より 制御 し ます . 


値 馬 詳 了 玉 2 3 4 5 6 7 
変調 度 /8 | ァ /4 | ヶ /2 








Algorithm 
4 つの オペ レー タ の 接続 の 仕方 を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 7 まで で , 
それ ぞ れ つぎ の よう な アル ゴリ ズム を 選択 し ます . 





3ー43 


V%(0, 1): Operator mask( オ ペレ ー タ マス ク ) 
各 オ ペレ ー タ を 使用 する か 否 か を 決定 し ます . 0 で オペ レー タ を OFF, 1 で オ 
ペレ ー タ を ON に し ます . それ ぞ れ の 値 は 次 の と お り で す . 


度 





で 〇 ココ の の 必 の 〇 いや 己 の ど 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
t 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


ーー ニー ロー ビビ ら らら らら ピロ ビビ ビー らら らら の つら 
ーー テー らら ヒビ ヒビ らら ピピ ビビ ら らら ピピ ビ o ら の つら 
ーー らら ーー ら ピロ らら こら に らら ロロ らら ビビ ら ピロ らら 





V%(0, 2): Wave Form( ウ ェ ー ブ フォ ー ム ) 


十 

0: ノコ ギリ 波 ャ イレ ーー イ オン 
十 

2 に 


3:Sample & 
Hold 


( 


Sample & Hold( サ ンプ ルアン ド ホ ー ル ド ) は 
ラン ダム 値 が 出力 され ます . 
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V%(0, 3): 


)V%(0, 4): 


V%(0,.5): 


V%(0, 6): 


V%(0, 7): 


V%(0, 8): 
V%(0, 9): 


Sync( シ ンク ) 

0: Key-on( 鍵 盤 楽 益 に た と えれ ば , 鍵盤 を 押し た 状態 ) と 無関係 に LFO(Low 
Frequency Oscillator) が 動作 し ます . 

1: Key-on と 同期 し て LFO が 動作 し ます . 

Speed( ス ピー ド ) 

LFO の 速度 を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 16383 ま で で , 大 きい ほど 速く 

な り ま す . 

Pitch Modulation Depth( ピ ビッチ モジ ュ レ ーション デ デ プス) 

音程 に 対し て LFO を か ける 深 さ を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は -127 一 127 ま 

で で , 絶対 値 が 大 きい ほど 深く か か り ま す . 負 の 値 を と る と , 波形 の 極性 が 逆 

に な り ま す . 

Amplitude Modulation Depth( ア ンプ リ チ ュ ー ド モジ ュ レ ーション デプス ) 

音量 に 対し て LFO を か ける 深 さ を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 127 て 127 ま 

で で , 絶対 値 が 大 きい ほど 深く か か り ま す . 負 の 値 を と る と 波形 の 極性 が 逆 に 

なり ます 。 

Pitch Modulation Sensitivity( ピ ッ チ モジ ュ レ ーション セン シテ ィ ビ ティ) 

音程 に 対す る LFO を か ける 度合 い を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 15 ま 

で で , 数 値 が 大 きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 通常 , Pitch Modulation 

Sensitivity で 大 ま か な 調 整 を し て お いて , Pitch Modulation Depth で 細か く 調 

整 し ます . 

未 使用 

未 使用 


・OP は オペ レー タ 番 号 を 意味 し ます . 1 て 4 の 値 を 指定 し ます . 


V%(OP, 0): 


V%(OP, 1): 


Attack Rate( ア タッ クレ ー ト ) 

音 が 発生 (Key-on) し て か ら EG(Envelop Generator) の 出力 レベ ル が 最大 に 
な る まで の 時 間 を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 31 ま で で , 数 値 が 大 きい 
は ほど 短く な り ま す . 

Decay Rate( デ ィ ケ イレ ー ト ) 

EG の 出力 レベ ル が 最大 に な っ て か ら Sustain Level に 達する まで の 時 間 を 
決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 31 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 短く な り ま 
す . 


V%(OP, 2): Sustain Rate( サ ステ ィ ン レ ー ト ) 
Sustain Level か ら EG の 出力 レベ ル が 0 に な る まで の 時 間 を 決め ます . 指 
定 で きる 範囲 は 0 て 31 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 短く な り ま す -. 
V%(OP, 3): Release Rate( リ リー スレ ー ト ) 
Key を 離し て か ら EG の 出力 レベ ル が 0 に な る まで の 時 間 を 決め ます . 指定 
で きる 範囲 は 0 て 15 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 短く な り ま す . 
V%(OP, 4: Sustain Level( サ ステ ィ ン レ ベル ) 
Decay か ら Sustain に 移る と き の レ ベル (減衰 量 ) を 決め ます . 指定 で きる 範 
囲 は 0 て 15 まで で , 数 値 が 大 きい ほど EC の 出力 レベ ル が 低く な り ま す . 
V%(OP, 5): Output Level( ア ウト プッ トレ ベル ) 
これ は 減衰 量 の た め , 0 が 最大 出力 に な り ま す . 指定 で きる 範囲 は 127-0 ま 
の で ず 。 
V%(OP, 6): Keyboard Rate Scaling Depth( キ ー ボ ー ド レー トス ケー リン . グ デプス ) 
高音 に な る ほど EG の 変化 速度 を 速く する 度合 い を 決め ます . 指定 で きる 範 
囲 は 0 て 3 まで で す . 
V%(OP, 7): Multiple( マ ル チ プ ル ) 
周波 数 比 を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 15 ま で で , 0 で 志 に な り ま 
まず 。 
V%(OP, 8): Detune( デ チュ ー ン ) 
音程 の ずれ の 度合 い を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は ー3ー3 まで で す . 
V%(OP, 9): Amplitude Modulation Sensitivity( ア ンプ リ チ ュ ー ド モジ ュ レ ーション セン 
シテ ィ ビ ティ ) 
音量 に 対す る LFO を か ける 度合 い を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 015 
まで で , 数 値 が 大 きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 通常 , Amplitude 
Modulation Sensitivity で 大 ま か な 調 整 を し て お いて , Amplitude Modula- 
tion Depth で 細か く 調 整 し ます . 
・EG(Envelop Generator… エ ン ベ ロ ー プ ジェ ネ レ ー タ ) 
楽器 の 音 は 時 間 と と も に 音量 , 音色 が 変化 し ます . こと の 時 間 的 な 変化 を セ ェ エン ベロ ー プ と 
いい ます . そし て , この エン ベロ ー プ を 人 工 的 に 作る 機能 を EG(Envelop Generator) と い 
いま す . 
EG は 以下 の パラ メー タ を 持っ て お り , それ を 設定 する と と に よっ て , より 自然 の 楽器 
に 近い 音色 を 付け る こと が で きま す . 


ON OFF 


Key-on/off 


1 
EG 出 カ レベル! 







Sustain Level 


Envelop 











Sustain Rate Release Rate 





例 CMD VOICE A% ,B% , C% 
・ 整 数 配列 変数 A%, B%, C% に 入っ て いる 音色 デー タ を 各 チ ャ ネル に 設定 し ます . 


II プロ グラ ム 例 出川 軸 回 回 皿 皿 軸 加 皿 皿 皿 | 


・ こ の プログ ラム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm . jipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


19 の 9 ' CMD VOICE サン ファル 

11 の DIM V1%(4,9) ,V2%(4.9) 

129 FOR X= の TO 4 

13 の FOR Ys の TO 9 

1 4 の READ V1%(X,Y) 

159 NEXT Y: NEXT X 

16 の 9 FOR X= の TO 4 

179 の FOR Ys の TO 9 

18 の READ V2%(X,Y) 

199 NEXT Y: NEXT X 

2 の 9 の CMD VOICE V1%,V1%,V1%,V2 を ,V2 を ,V2% 

219 CMD PLAY #5,"V1304L8" "WV1204L8" 。"V1905L8","V1505L8","V1505L8"」"V15O5L8" 

22 の CMD PLAY #5,。"A4G4FE&E2" "FE4E404A05G&G2 "7"D4C4DC&C2"」"A4G4FESE2"」 
F4E404AO05G&G2" 。"D4C4DC&C2" 

23 の END 

24 の DATA 47,15, の , 1 、5999,1 の 9,29,8, の , の 

259 DATA 31 ,19,11 , 4,4,29, 1 ,19,-1,9 の 

26 の 9 DATA 3 の 9,13,11.8,.6,19, の ,2,-2,9 の 

27 の 9 DATA 31,19 の ,11 ,4.3,39,1,19 の ,2,9 の 

289 DATA 3 の ,13,11,8,6, の 9, の ,2。1, の 

299 DATA 6 の ,15,2,1 ,2499,19, の 9 の,6, の , の 


39 の DATA 31, の , の 1 1.3, の 
319 DATA 8,13.3,4.2. の 9, の ,1,2, の 
32 の 9 DATA 31 の, の ,9, の ,19 の ー-2 。 の 
33 の 9 DATA 8,13,3,4,2,9,9 ぅ 1 ュー す 3。 の 


・ 新 し い 音色 を 設定 し ます . 

・120 行 か ら 190 行 で 240 行 以降 の 音色 を 設定 する た め の デ ー タ を 配列 変数 V1%, V2% に 順次 
読み 込み ます . 

・200 行 で , V1% に 読み 込ん だ デー タ を FM 音源 の チャ ネル 1 ^ 3 に , V2% に 読み 込ん だ 
デー タ を チャ ネル 4 て 6 に それ ぞ れ 送り , 音色 を 設定 し ます . 

・210 行 か ら 220 行 で , 設定 され た 音色 を 使っ て 音 を 出し ます . 


TI 有用 有朋 目 胃 軸 IIUIIIIIIUIUIUIUUUUUUUUUUUOUUUUUUU 


参照 : プロ グラ マー ズ ガ イド 第 14 章 「 サ ウン ド 機 能 」 


CMD VOUICE CUPY 


拡張 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ボ イス ・ コ ピー : cmd voice copy 


音色 デー タ を 配列 変数 に コピ ー す る 
CMD VOICE COPY < 音色 番号 > , 〈 整 数 配列 名 〉 

音色 番号 >? で 示さ れ た FM 音源 の ペラ メー タ の 値 を , < 整数 配列 名 > で 指定 され た 配列 変 
数 に コピ ー し ます . この 配列 変数 は , CMD VOICE 文 で 新しく 音色 を 設定 する た め に 用 い 
ます . 
・ 配 列 変数 は DIM 文 で 定義 し , 添字 は (4, 9 ) で 宮 言 し ます . 
・〈 音 色 番 号 ? こ に つい て は CMD PLAY 文 を 参照 し て くだ さい . 


CMD VOICE COPY 7 ,F% 
・ フ ルー ト の 音色 デー タ を 整数 配列 変数 F%%( に ュ ピ ー し ます . 


プ 口 グ = ム 例 UIIIIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 軸 軸 軸 軸 和 和 有 UIIIUIUUUUUUIUUUIUUUUIMIIOI 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm . ipl" を 起動 し て 
くだ さい . 


199 ' CMD VOICE COPY サン フル 

11 の 9 DIM V%(4,9) 

129 CMD VOICE COPY 13,V% 

139 CMD VOICE V%,V を 」V を ,V を ,V%,V 

149 CMD PLAY #5, "04L4V15T189C&C&C&CagC" "04L4V15T189E&E&E&ESE", 
"04L4V15T189G&G&G&G&G" "0O4L4V15T189B&B&B&B&B" , 
"05L4V15T189 の D&D&D&D&D" ,"O5L4V15T189F&F&F&F&F" 

159 V%( の , の )=41 

169 V%( の ,1)=15 

179 V%(1,7)=15 

189 の V%(4,7)=29 の 

199 V%(1.,8)=3:V を (2 ,8)=-1 

29 の 9 V を (3,8)=-3:V%(3,8)=3 

219 CMD VOICE V を ,V を 」V を 」V を ,V を ,V 

229 CMD PLAY #5,"04L4V15T189C&C&C&C&C" "04L4V15T189E&E&E&ESE" , 
"04L4V15T189G&G&G&G&G" ,"O4L4V15T189B&B&B&B&B" , 
"05L4V15T189D&D&D&D&D" ,"O5L4V15T189F&F&F&SF&F" 

239 END 


・ 2 種類 の 音色 で 同じ 音 を 出し ます . 

・120 行 で , 配列 変数 V% に 音色 番号 13( ピ アノ ) の デー タ を コピ ー し ます . 

・130 行 で , 音色 番号 13 の デー タ を その まま FM 音源 に 送り , 140 行 で 音 を 出し ます . 
・150 行 か ら 200 行 で 音色 の デー タ を 部 分 的 に 変更 し ます . 

・210 行 で , 変更 し た デー タ を FM 音源 に 送り , 220 行 で 音 を 出し ます . 


UI 山田 用 軸 有田 加 田 四 


機能 
書 式 
解 説 
例 
参照 : 


DIM, CMD PLAY, CMD VOICE 


























拡張 ステ ー ト メン ト 




















CMDU VOUICE LFO 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ボ イス ・ エ ル ・ エ フ ・ オ ー : cmd voice lfo 








FM 音源 や SSG 音 源 の 各 チ ャ ネル に LFO 効 果 を 与え る 
書式] CMD VolcE LFO < チャ ネル 番号 >[ , <wf>] [ , <sync ス イッ チ >][ , く スピ ー ド >] [ , <pmd〉] 
[, く amd〉][, く pms>] 
解 説 ・ 指 定 し た チャ ネル の 音 に ビブ ラー ト ( 音 程 を 細か く 変 化 さ せる こと ) や トレ モロ (音量 を 細 
か ぐ 変 化 さ せる こと ) を 付け ます . 
。 ビ ブラ ー ト や トレ モロ の 効果 の 度合 い は , LFO(Low Frequency Oscillator) と 呼ば れる 低 
周波 発振 器 の パラ メー タ に よっ て 制御 し ます . パラ メー タ は 次 の よう に 設定 し ます . 
<〈 チ ャ ネル 番号 〉… 1 > 6 の 値 を 指定 し ます . この 値 は , チャ ネル 番号 に 対応 し , 音源 モー 
ド に よっ て LFO 効 果 を 与え る 音源 が 異な り ま す . 


1 ー3 4 一 6 
SSG 音源 SSG 音源 








FM 音源 SSG 音源 
FM 音源 








注意 : 拡張 モー ド 1 の 場合 に は , モー ド 5 を 使用 する こと は で きま せん . 
【6 い 42CECCEPCEEECEEE Wave Form. 濾 形 に より LFO の 変化 の 仕方 を 設定 し ます . 0 て 3 の 値 
を 指定 する こと に より , 次 の よう な 波形 を 選ぶ こと が で きま す . 


十 
0: ノ コギ リ 波 0 
十 

人 1 
十 

2 : 三角 波 ンー ヘン 
十 
3:Sample & Oo 
Hold 記 


Sample & Hold( サ ンプ ルアン ド ホ ー ル ドド) は 
ラン ダム 値 が 出力 され ます . 


<sync ス イッ チ >… 


synchro ス イッ チ が 1 の 場合 , 音 を 発生 させ る と 同時 に LFO 波 形 を 発生 
させ ます . 0 の 場合 , 音 の 発生 と 無関係 に LFO 波 形 を 発生 させ ます . 
0 て 16383 の 値 を 指定 する こと に より , LFO の 周波 数 を 決定 し ます . 数 
が 大 きい ほど 周波 数 が 高く な り ま す . 

Pitch Modulation Depth. 音程 に 対し て LFO を か ける 深 さ を 決定 し ま 
す . つま り , ビブ ラー ト を か ける 場合 に 使い ます . 指定 で きる 値 は 
ー127 一 127 ま で で , 絶対 値 が 大 きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 負 
の 値 を 指定 する と , LFO 波 形 の 極性 が 逆転 し ます . 

Amplitude Modulation Depth. 音量 に 対し て LFO を か ける 深 さ を 決定 
し ます . つま り , トレ モロ を か ける 場合 に 使い ます . た だ し , 〈amd〉 が 
設定 で きる の は FM 音源 の と きだ け で す . 指定 で きる 値 は ー127127 
まで で , 絶対 値 が 大 きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 負 の 値 を 指定 
する と , LFO 波 形 の 極性 が 逆転 し ます . 

Pitch Modulation Sensitivity. <pmd〉 と 同様 , 音程 に 対し て LFO を か け 
る 度合 い を 決定 し ます . 指定 で きる 値 は 0 て 15 ま で で , 数 値 が 大 きく な 
る ほど と 変 化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 通常 , <pms> で 大 ま か な 調 整 を し て 
お いて , <pmd〉> で 細か い 調 整 を し ます . 


例 CMD VOICE LFO 1,2,1,100,90 
・ チ ャ ネル 番号 1 の 音 に LFO 効 果 を 設定 し ます . 


IIUUUUII プロ グラ ム 例 II 上 上 上 卓上 和則 III 


199 
11 の 
129 
139 
149 の 
159 の 
16 の 
17 の 


′ CMD VOICE 
CMD BGM 1 


LFO サン フル 


CMD PLAY "@20V1506L1" 

CMD PLAY "C&C&C8&C" 

FOR w= の TO 1999:NEXT w 

CMD VOICE LFO 1,3,1,19999,199, ,15 
CMD PLAY "C&C&C&C" 


END 


・ 正 弦 波 の 音 に LFO 効 果 を 設定 し て , ラン ダム な 音 を 出し ます . 
・150 行 で ,」 チャ ネル 1 に ビブ ラー ト を か ける た め に , wf= ニ 3, スピ ー ド ニテ 10000, 
pmd= テ 100, pms 三 15 に 設定 し ます . 


ll 上山 和 上 利 II 上 I 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIH 


注意 :・ チ ャ ネル 1 て 6 の すべ て に LFO を か ける と , 多少 テン ポ が 狂う 場合 が あり ます . 


機能 
書 式 


例 


CMD VOICE HEG 


拡張 ステ ー ト メン ト 





シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ボ イス ・ レ ジ : cmd voice register 


スー パー シン セ サ イ ザ IC の レジ スタ に 値 を 設定 する 
CMD VOICE REG < レジ スタ 番号 >, く 数 式 〉 

・ 指定 され た スー パー シン セ サ イ ザ IC の レジ スタ に , < 数 式 > に よっ て 指定 され た 値 を 代入 
紀 ま の 。 

・ く < レジ スタ 番号 〉 は , 次 の よう に 割り 当て られ て いま す . 

00H<B6H 一 共通 レジ スタ , SSG, FM1 へ 3, リズ ム 

100H-1B6H 一 ADPCM, FM4 て 6 

(拡張 モー ド 1 の 場合 は , < レジ スタ 番号 >? は 00H<>B2H だ け で す . か つ , リズ ム 用 の レジ 
スタ は 変更 で きま せん ) . 

・< 数 式 〉 の 値 の 範囲 は 0 て 255(0HCFFH) です. 

・ レ ジス タ に つい て は , プロ グラ マー ズ ガ イド 第 14 章 「 サ ウン ド 機 能 」 参 照 く だ さい . 


CMD VOICE REG &HA0 , &H5 
・ レ ジス タ (AOH) に デー タ (S5H) を 設定 し ます . 


II 中 プロ グラ ム 例 II 上 II 上 上 上 IIIIIII 峯 


199 ' CMD VOICE REG サン フル 
119 CMD STOPM 

129 CMD VOICE REG 7,7 

139 CMD VOICE REG 6,39 

149 CMD VOICE REG 13,12 

159 FOR I=1 TO 39 

169 FOR L=9 TO 15 

179 CMD VOICE REG 8.L 
189 NEXT L 

199 FOR L=15 TO の @ STEP -3 
299 CMD VOICE REG 8,L 
219 NEXT 工 

229 IF 1 MOD 15= の THEN CMD PLAY "@53V1505CC2" 
239 NEXT I 

249 END 


・ 蒸 気 機関 車 が 走っ て いる 音 を 出し ます . 

・120 行 で , SSG 音 源 の 3 音 が すべ て ノイ ズ を 出力 する よう に 設定 し ます . 
・130 行 と 140 行 で , ノイ ズ の 発生 周期 お よび エン ベロ ー プ タイ プ を 設定 し ます . 
・150 行 か ら 230 行 で 音量 の 調節 を 行い ます . 


IIIMIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 則 II 上 II 上 I 則 IIII 























ら TATUS 


ADPCM 録 音 , 再生 の 情報 を 返す 


書 式 STATUS(0) 


解 ・ADPCM の 録音 , 


は , 使用 で きま せん )、. 


・ 返 され る 値 と 意味 は 
ー 1 : ADPCM 録音 , 


値 を と れ な い 場 合 が か あります. 
例 放 


拡張 関数 


IL | 


新 音 








再生 に 関す る 情報 を 関数 の 値 と し て 返し ます (拡張 モー ド 1 の 場合 に 


, 交 の と お り で す . 
再生 実行 中 (ビジ ー) 


0 : ADPCM 録音 , 再生 実行 可能 (レデ ィ ) 
・CMD PCM PLAY 文 で リピ ー ト モー ド を "1" に 指定 し た と き は , ステ ー タ ス が 正確 に 


STATUS(0) 


・ 変 数 A 人 に ADPCM の 録音 , 再生 に 関す る 情報 が 返さ れ ま す . 


川 II プロ グラ ム 例 II 上 上 軸 


・ こ の プロ グラ ム を 実行 する に は , 拡張 FM 音源 プロ グラ ム フ ァ イル "fm . jpl" を 起動 し て 
くだ さい 、. 


1 の の 
119 
12 の 
13 め の 
1 4 の 
159 
169 
17 の 9 
189 の 
199 
29 の 
21 の 


′ STATUS サン プル 

CMD PCM ,,16 

CMD PCM RECORD 9 の,159 
A=STATUS(9 の ) 

IF A<> の THEN 139 の 
CMD PCM 255,1,16 
CMD PCM PLAY の ,159 
A=STATUS( の ) 

IF A<> の . THEN 179 
CMD PCM 255,2,16 
CMD PCM PLAY の ,159 
END 


・ 録 音 を し た の ち 再 生出 力 を 右 チ ャ ネル か ら 行 い , 次 に 左 チャ ネル か ら 行 う プ ログ ラム 
で す . 


川上 上 III 卓上 上 上 利 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINI 


参照 : CMD PCM RECORD 


3 デ 93/8 っ 54 




















資料 


ABS 
AKCNV$** 
AND 
ASC 
ATN 
ATTRS 
AUTO 
BEEP 
BLOAD 
BSAVE 
CALL 
CDBL 
CHAIN 
CHR$ 
CINT 
CIRCLE 
CLEAR 
CLOSE 
CLS 
CMD 
COLOR 
COM 
COMMON 
CONSOLE 
CONT 
COPY 
COS 
CSNG 
CSRLIN 
CVD 
CVI 
CVS 


DATA 
DATE$ 
DEF 
DEFDBL 
DEFINT 
DEFSNG 
DEFSTR 
DELETE 
DIM 
DSKF 
DSKI$ 
DSKO$ 
EDIT 
ELSE 
END 
EOF 
EQV 
ERASE 
ERL 
ERR 
ERROR 
EXP 
FIELD 
FILES 
FIX 

FN 

FOR 
FPOS 
FRE 
GET 

GO TO 
GOSUB 


GOTO 
HELP 
HEX$ 
IEEE 

IF 

IMP 
INKEY$ 
INP 
INPUT 
INSTR 
INT 
IRESET 
ISET 
KACNV$** 
KANIJI 
KEY 
KILL 
KLEN** 
KPLOAD** 
KPOS** 
LEFT$ 
LEN 
LET 
LFILES 
LINE 
LIST 
LLIST 
LOAD 
LOC 
LOCATE 
LOF 
LOG 


LPOS 
LPRINT 
LSET 
MAP 
MERGE 
MID$ 
MKD$ 
MKI$ 
MKS$ 
MOD 
MON 
MOTOR 
NAME 
NEW 
NEXT 
NOT 
OCT$ 
OFF 

ON 
OPEN 
OPTION 
OR 
OUT 
PAINT 
PEEK 
PEN 
POINT 
POKE 
POLL 
POS 
PRESET 
PRINT 


Na-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC の 予約 語 


PSET 
PUT 
RANDOMIZE 
RBYTE 
READ 
REM 
RENUM 
RESTORE 
RESUME 
RETURN 
RIGHT$ 
RND 
ROLL 
RSET 
RUN 
SAVE 
SCREEN 
SEARCH 
SET 
SGN 
SIN 
SPACE$ 
SPC( 
SQR 
SRQ 
STATUS 
STEP 
STOP 
STR$ 
STRING$ 
SWAP 
TAB( 


TAN 
TERM 
THEN 
TIME$ 
TO 
TROFF 
TRON 
USING 
USR 
VAL 
VARPTR 
VIEW 
WAIT 
WBYTE 
WEND 
WHILE 
WIDTH 
WINDOW 
WRITE 
XOR 

十 


玉 
/ 


IEEE, IRESET, SET, POLL, RBYTE, SRQ, STATUS, WBYTE な ど は 拡張 命令 に 用 意 さ きれ て い 


ます の で 標準 で は 使え ませ ん . 
玉 玉 印 の つい て いる 予約 語 は N。- 日 本 語 BASIC だ け に 


資 一 1 


意 さ れ ま す . 


資料 2 誘導 関数 


BASIC が "組み 込み "関数 と し て 用 意 し て いな い 三 角 関 数 の うち , いく つか は , 用 意 さ れ た 関数 を 使っ て 
作り 出す こと が で きま す . 以下 の 数 式 を 参考 に し て くだ さい (誤差 の 範囲 に 注意 が 必要 で す ) . 


目的 と する 関数 


組み 込み 関数 か ら の 誘導 式 











セカ ント 





コ セ カ ント 


SEC(X) ニ 1/COS( X ) 
CSC(X) テ 1/SIN(X) 














コタ ンジ ェ ン ト 


COT(X)=1/TAN(X) 














ARCSIN(X)=ATN(X/SQR( 一 X メ *X 十 1 ) ) 





ARCCOS(X) ニ ーATN(X/SQR( 一 X*※X 士 1 ) ) 十 1.5708 





ARCSEC(X ) ニ ATN(SQR(X*Xー1) ) 二 (SGN(X) 一 1)*1.5708 





アー クコ タン ジェ ント 





ARCCSC(X) ATN(1/SQR(X*Xー1) ) 二 (SGN( X ) 一 1 ) * 1.5708 
ARCCOT テ ミーATN(X) 十 1.5708 








ハイ パー ポリ ッ ク サ イン 


SINH(X)= ニ (EXP(X) 一 EXP( 一 X) )/2 





ハイ パー ボリ ッ ク コ サイ ン 


COSH(X) ニ (EXP(X)+EXP( 一 多 ) )/2 








ハイ パー ボリ ッ ク コ タン ジェ ント 
ハイ パー ボリ ッ ク セ カン ト 
ハイ パー ボリ ッ ク コ タン ジェ ント 


ハイ パー ボリ ッ ク ア ー ク サイ ン 


TANH(X) ニ ーEXP( 一 XX)/(EXP(X) EXP( 一 多 ) ) *2 十 1 
SECH(X ) ニ 2/(EXP(X) 士 EXP( 一 叉 ) ) 
CSCH(X)=2/(EXP(X) 一 EXP( 一 X)) 





COTH(X)=EXP( 一 X)/(EXP(X) 一 EXP( 一 X) )*2 十 1 
ARCSINH(X)= ニ LOG(X 十 SQR(X*X 十 1) ) 








パー ボリ ッ ク ア ー ク コサイン 


ARCCOSH(X )= ニ LOG(X 二 SQR(X*Xー1) ) 





パー ボリ ッ ク ア ー ク タン ジェ ント 


ARCTANH(X)=LOG((1 寺 X)/(1 一 叉 ) )/2 











パー ボリ ッ ク ア ー ク セカ ント 


ARCSECH(X)= ニ LOG((SQR( 一 X*※X 十 1) 十 1)/X ) 





ハイ パー ボリ ッ ク ア ー ク コ セ カ ント 


ARCCSCH(X)= ニ LOG((SGN(X)*SQR(X*X 十 1) 十 1)/X) 








ハイ パー ボリ ッ ク ア ー ク コタ ンジ ェ ン ト 


ARCCOTH(X)=LOG((X 二 1)/(Xー1) )/2 














常用 対数 


LOGio(X)=LOG(X)/LOG(10 ) 





資料 3 コン トロ ー ル コー ド 


動 








ヘル プ キ ー と 同じ ・ 








1 つ 前 の ワー ド に 戻る 





実行 の 中 断 ( 障 中 と 同じ ). 





カー ソル 位置 か ら 1 ワー ド を 削除 











カー ソル 位置 か ら , その 行 の 終わ り ま 
で を 消去 . 





1 つ 先 の ワー ド へ 進む . 





プ ブザー を 鳴ら す . 





1 文字 を 削除 (| 前 喘 と 同じ ). 





タプ 位置 まで カー ソル を 移動 (タブ 位 
置 は 8 桁 に 設定 され て いる ). 





( | タプ | と 同じ ) 








ライ ン フ ィ ー ド , イン サー トモ ー ド で 
2 行 に 分 割 . 











52 証 D こ ス 
) に 移動 (| シフ ト | | シフ ト | 貞和 同じ 
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キャ リッ ジリ ター ン ( [| と 同じ ). 














プロ グラ ノム 実行 中 に 画面 の 表示 を 無効 
に する . 





イン サー トモ ー ド に する (| と 同じ ). 





実行 を 一 時 停止 する . 

















1 行 キ ャ ン セ ル 





カー ソル を 行 の 最後 に 移す . 








カー ソル を 右 へ 移動 . 





カー ソル を 左 へ 移動 














| は 人 付 必 








カー ソル を 上 へ 移動 . 





カー ソル を 下 へ 移動 . 





動 作 
プ ザ ー を 鳴ら し ます . 








タプ 設定 まで カー ソル を 移動 きせ ます . タプ 位置 は 8 桁 ご 
と に 設定 され て いま す . 





カー ソル を 1 つ 下 の 行 へ 移動 きせ ます . 





カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション (左上 スミ ) に 移動 きせ ます . 
テキ スト 画面 を 清 玉 し ます . 

カー ソル を 行 の 左端 へ 移動 きせ ます . 

半角 文字 入力 モー ド に し ます ( 往 ) 

全角 文字 入力 モー ド に し ます ( 注 ) 

カー ソル を 1 つ 右 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 1 つ 左 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 上 の 行 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 下 の 行 へ 移動 させ ます . 

( 注 ) Nss- 日 本 語 BASIC で の み 有 効 で す . 



































資料 キャ ラク タコ ー ド 


同軸 ッ ト ー 








資料 らち キー ボー ドレ イア ウト 


回 生還 時 加計 還 較 












[Ge] 
[回 
回 還 









| 隊 画 EMI 
回 司 同 回 
国 [gl 還 
謙 同 | 回 回 回 | 回 回 回 国 
IgE 
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グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タキ ー の 配列 


伯 江 (6 エラー メ ゲッ も セ 三 ジ 


Na-BASIC, Na 日 本 語 BASIC は , プロ グラ ム の 実行 を 中 断 さ せな けれ ば な ら な いよ うな エラ ー を 実行 
時 に 検出 し た と き , エラ ー メ ッ セ ー ジ を プリ ント し , コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
ダイ レク トモ ー ド で の エラ ー メ ッ セ ー ジ の 書式 は , 
XX 
プロ グラ ム モ ー ド で の 書式 は , 


XX in | 


XX は エラ ー メ ッ セ ー ジ で , III は エラ ー が 検出 され た 行 番号 で す . 

た だ し , Ns-BASIC あ る い は Na- 日 本 語 BASIC を 使用 し て いて , 以下 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る 
場合 が あり ます . これ は エラ ー メ ッ セ ー ジ で は あり ませ ん の で , ON ERROR GOTO 文 に よる エラ ー 処 理 
は 行わ れ ま せん . 

(1) ?Redo from start 

INPUT 文 で 指定 し た 変数 の 型 , ある い は 個数 が キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ の 型 , また は 個数 
と 一 致し て いな いこ と を 表し ます . 
(2) 1 copies of allocation bad on drive< ド ライ ブ 番 号 〉, また は , 
2 copies of allocation bad on drive< ド ライ ブ 番 号 > 
この メッ セー ジ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 し て いる 場合 , その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 が 壊 
れ か か っ て いる と き に 表示 され ます . この よう な 状態 に な っ た と き は , その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の コ 
ピー を と る と と を お すす めし ます . 


資料 6.1 NBASIC お よび Ng 日 本 語 BASIC で 表示 され る エラ ー メ ッ 
セー ジ 
Ns-BASIC お よび Na 日 本 語 BASIC で 表示 され る エラ ー メ ッ セ ー ジ を アル ファ ベッ ト 順 に 表記 し , エ 
ラー メッ セー ジ の 意味 , エラ ー が 起こ っ た 原因 と その 解説 を し ます . 
ュ コード 番号 は エラ ー 別 に 決ま っ て いて , その エラ ー が 起こ っ た と き ERR 関 数 に 代入 され ます .[ ] 内 の 
数 が コー ド 番 号 を 表し て いま す . 


Bad allocation table [69] 
意味 フロッピー ディ スク 上 の FAT( フ ロッ ピー ディ スク の 中 の ファ イル 管理 を し て いる 部 分 ) が 壊れ 
て いる . 
原因 ・ フ ロッ ピー ディ スク が 入っ て いな い ド ライ ブヒ 対し て , ロー ド や セー ブ を 行っ た (ミニ フロ ッ 
ピー ディ スク ユニ ッ ト 使 用 時 の み ). 


。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の レベ バー が 閉まっ て いな い ( ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト 使 用 時 の み ). 

・ フ ロッ ピー ディ スク に 対し OPEN 文 を 実行 し , ファ イル を 書き 込ん だ あと CLOSE 文 を 実行 し 

な か っ た . 

・DSKO$ 文 や 機械 語 モ ニタ (MON) の 貞 計 二 IW| コマ ンド で , FAT を 書き な お し て し まっ た . 
解説 ミニ ミニ フロッピ ー デ ィ ス ク を 使用 し て いる と き , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ ず に , ある い は ドラ イ 

ブ の ぁ ふた を 閉め ず に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を アク セス する と , ドラ イブ の アク セス 表示 用 LED ラ 

ンプ が つき っ ぱな し に な り , し ば らく する と 上 記 の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 

また , OPEN 文 を 実行 し た あと に CLOSE 文 を 実行 し な か っ た り , DSKO$ 文 や 機械 語 モ ニタ で 

FAT を 書き な お し て し まっ た 場合 , その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対し て ファ イル の 入出 力 は 不可 

能 に な り ま す . 


Bad drive number [70] 

意味 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 が 誤っ て いる . 

原因 シス テム に 接続 され て いな い ド ライ ブ 番 号 を 指定 し た . た と えば , 2 ドラ イブ し か フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ の な い シ ステ ム で , ドラ イブ 番号 に 3 を 指定 し た . 

解説 シス テム の 起動 時 に , 指定 可能 な ドラ イブ 番号 が 決定 され ます . それ より 大 きい 番号 を 指定 し た 
と き に と この メッ セー ジ が 表示 され ます . 


Bad file name [56] 

意味 ファ イル 名 の 指定 の 仕方 が 間違っ て いる . 

原因 LOAD, SAVE, KILL, NAME, OPEN, RUN な どの 命令 で ファ イル 名 を 指定 する と き , ファ イル 
名 に 使え な い 文字 や 記号 が ある . 

解説 ファ イル 名 の 中 に キャ ラク タコ ー ド 0^31(OH-1F) の 文字 を 含む こと は で きま せん . また , 
ファ イル 名 の 最初 の 1 文字 に キャ ラク タコ ー ド 255(FFH) の 文字 を 使用 する こと は で きま せん . 


Bad file number [52] 
意味 使用 で き な い ファ イル 番号 を 使 お うと し た . 
原因 起動 時 に 指定 し た ファ イル 番号 より 上 の ファ イル 番号 を OPEN, PRINT 即 , WRITE ,。 GET, 
PUT 等 で 使っ て いる . 
解説 ファ イル 番号 は , 「How many files(0-15)?」 が 表示 され た と き に 入力 し た ファ イル 数 し か 使用 で き 
ませ ん . 指定 で きる ファ イル 番号 の 範 胃 は 1 か ら 15 ま で で す . 


Bad track/sector [71] 
意味 サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ 番 号 の 指定 が 誤っ て いる . 
原因 DSKI$ 関 数 , DSKO$ 命 令 の パラ メー タ の 中 の サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 が 指定 
で きる 値 の 範囲 に な い . 


解説 DSKI$ や DSKO$ で 直接 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対し て 入出 力 を 行う と き , ディ スク ドラ イブ や シ 
ステ ム デ ィ ス ク の 種類 に よっ て 指定 で きる パラ メー タ の 範囲 は 異な り ま す . この 値 は , DSKF 関 
数 を 使っ て 調べ る こと が で きま す . 
Can't continue [17] 
意味 CONT 命 令 で プロ グラ ム の 続行 が で き な い . 
原因 ・ プ ログ ラム を スト ッ プ させ て か ら 編 集 を する と , CONT 命 令 に よる プロ グラ ム の 再開 ・ 続 行 
が か できない . 
・ プ ログ ラム 中 に ステ ー ト メン ト と し て CONT が 書い て ある 
解説 プロ グラ ム を スト ッ プ させ て 変数 の 値 を 調べ た り , 変数 に 値 を 代入 し た り , LIST を 取っ た り し 
て も ゃ も CONT 命令 に よる 実行 の 再開 は 可能 で す が , プロ グラ ム を 一 部 で も 書き 換え た り , 
CLEAR 文 を 実行 し た り , 画面 に 表示 し た プロ グラ ム 上 に カー ソル を 移動 し て [ ツ ] を 押し た だ け 
で も この エラ ー の 原因 に な り ま す . 
Deleted record [72] 
意味 消去 済み の レコ ュー ド を アク セス し よう と し た (本 機 で は , この エラ ー は 発生 し ませ ん ). 
Direct statement in file [57] 
意味 アス キー 形式 の BASIC プ ログ ラム ファ イル 中 に 行 番号 の な い 行 が 存在 し た . 
原因 ・SAVE 命 令 で アス キー セー ブ し た BASIC プ ログ ラム 以外 の アス キー 形式 ファ イル を ロー ド し 
7 
・SAVE 命 令 で アス キー セー ブ し た BASIC プ ログ ラム ファ イル の 内 容 が , 何ら か の 原因 で 破壊 
され て いる の に , その ファ イル を ロー ド し よう と し た . 
・RS-232C ポ ー ト より BASIC プ ログ ラム を ロー ド し て いる と き に , 行 番号 の な い 行 が 存在 し た . 
解説 BASIC プ ログ ラム の 各行 は , 必ず 行 番号 で は じ ま り ます が , アス キー 形式 の ファ イル を ディ ス 
ク や RS-232C ポ ー ト か ら ロ ー ド する と き に は , どん な デー タ が 読み 込ま れる か 予測 で きま せ 
ん . 
し た が っ て , BASIC で は 各行 の 先頭 に 行 番号 が 正しく 付け られ て いる か を チェ ッ ク し , 行 番号 
が な けれ ば この エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出し ます . 
Disk full [68] 
意味 フロッピー ディス ク 上 に 書き 込む セ も スペース が な い の に 書き 込 も うと し た . 
原因 ・ フ ロッ ピー ディ スク 上 の 空き 領域 より も , 大 き な プ ログ ラム を セー ブ し よう と し た . 
s フ ァイル の 書き 込み 時 に , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が いっ ぱい に な っ た . 
解説 この エラ ー が 出 た と き に は , その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は それ 以上 の デー タ は 書き 込め ませ ん 
の で , ファ イル を オー プン し て いる と き は CLOSE 文 を 実行 し た あと に 他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
に 取り 替え て くだ さい . 


Disk 1/O error [64] 

意味 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と の 入出 力 中 に エラ ー が 発生 した. 

原因 *・ フ ロッ ピー ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな い . 
*・ フ ロッ ピー ディ スク に , 傷 や よ ご どれ が ある . 
・ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト に 故障 が か ある. 
・ ラ イト プロ テク ト さ れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込み を 行っ た . 

解説 この エラ ー が , ある 特定 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 関し て の み 出 る 場合 に は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
傷 や よど ご どれ が 付い て いる こと が 考え られ ます . また , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に よら ず こ の エラ ー 
が 出る 場合 に は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 故障 し て いる 可能 性 が あり ます . 

注意 事項 コピ ー プ ロ テ ク ト が か けら れ た ソフ ト を コピ ー し よう と する と こと の エラ ー が 出る こと が あ 

り ま す が , これ は 政 障 で は あり ませ ん . 


Disk offline [62] 
意味 フロッピー ディ スク に 対し て 入出 力 が か できない. 
原因 ・ フ ロッ ピー ディ スク が 入っ て いな い ド ライ ブ に ロー ド や セー ブ を 行っ た . 
・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の レベ バー が 閉まっ て いな い . 
解説 この エラ ー は , 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト を 使用 し て いる と きのみ 出 ま す . 


Division by zero [11] 

意味 0 に よる 除算 が 実行 され て , その 結果 が オー バー フロ ー し た . 

原因 ・ 未 定義 の 変数 (初期 値 と し て 0 に な っ て いる ) で 除算 を 行っ た . 
・ 演 算 の 結果 , 除 数 と な る 変数 が 0 に な っ て いる . 
・TAN 関 数 の 引数 が z/2 に な っ て いる . 
・0 に 対し て 負 の べき 乗 を 行っ た . 

解説 エラ ー が 出 た と き に , 除 数 に 使っ て いる 変数 を PRINT し て 値 を 確か め ま す . 0 で あれ ば な ぜ 0 に 
な る か , プロ グラ ム の 中 で その 変数 を 使っ て 演算 を 行っ て いる 部 分 を 検討 し て み ま す . 除算 に は 
実数 除算 "/", 整数 除算 "\", 剰余 "MOD" の 3 つが あり ます . 


Duplicate Definition [10] 
意味 同じ 名 前 の 配列 を 2 度 宣言 し た . 
原因 一 度 宣言 し た 配列 を 再 定義 し た . また , 宣言 し な いで 使っ た 配列 も , 添字 の 上 限 を 10 と し て 自動 
的 に 宣言 し た こと に な る の で , 再 定義 は で きま せん . 
解説 一 度 宜 言 し た 配列 は , NEW, RUN, CLEAR な どの 命令 が 実行 され る まで は 再 定義 で きま せん . 
これ ら の 命令 が 実行 され る と , 他 の 変数 も すべ て クリ ア さ れ て し まい ます . 特に 配列 の 添字 の 上 
限 だ け を 変え る こと は で き な い の で , こう いう 場合 は , 別 の 名 前 の 配列 を 新しく 宣言 し て 定義 す 
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る し か あり ませ ん . 特定 の 配列 だ け 再 定義 し た いと き は , ERASE 文 を 使用 し て その 配列 を 消去 
し て か ら DIM 文 を 実行 し て くだ さい . 


Duplicate label [31] 
意味 同じ ラベ ル 名 が 2 つ 以 上 存在 する . 
原因 異な る サブ ルー チン に 同じ ラベ ル 名 を 使用 し て いる . 
解説 ラベ ル を 一重 定義 する こと は で きま せん . スク リー ン エ ディ タ を 使用 し て , プロ グラ ム を 修正 し 
て くだ さい . また , この エラ ー で は 行 番号 は 表示 され ませ ん . 


Feature not available [33] 
意味 利用 不可 能 な 機能 を 指定 し た . 
原因 ・GP-B 関 係 の 命令 を , GP-IB ボー ド を 使用 せ ず に 使 お うと し た . 
・ 拡 張 命令 を 追加 せ ず に , CMD ス テー トメ ント を 実行 し よう と し た . 
・Disk version で な けれ ば 使え な い 機 能 を 使 お うと し た . 
解説 GP-IB 関 係 の 命令 な ど は , オプ ンション の GP-IB ボー ド を 接続 し て いな けれ ば 使用 する こと は で 
きま せん . 


FIELD overflow [50] 
意味 FIELD 文 に お いて 256 バ イト 以上 の 大 き さ の 領域 を 指定 し た . 
原因 FIELD 文 に お いて 1 つの 文字 変数 の フィ ー ル ド 幅 , も し く は 1 つの バッ ファ の フィ ー ル ド 幅 の 
合計 値 が 256 文字 を 超え て いる . 
解説 1 つの ベッ ファ の 合計 の 文字 数 は 256 ま で で す . FIELD 文 を 使用 する 場合 は , 1 つの バッ ファ に 
対す る フィ ー ル ド 幅 の 合計 が 256 文 字 を 超え な いよ うに 設定 し て くだ さい . 


File already exists [65] 
意味 NAME 文 に よっ て 変更 し よう と し た 新 フ ァイル 名 が すでに 存在 し て いる . 
原因 NAME 文 に よっ て 指定 し た 新 フ ァイル 名 が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 存在 し て いる . 
解説 NAME 文 に よっ て 指定 し た 新 フ ァイル 名 が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 存在 する と , この エラ ー が 発 
生 し ます . 他 の ファ イル 名 を 使用 する か , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 存在 する ファ イル を KILL コマ 
ンド で 削除 する な ど し て か らち 実行 し て くだ さい . 


File already open [54] 
意味 同じ ファ イル 番号 で 2 度 OPEN 文 を 実行 し よう と し た . また は , すでに オー プン され て いる 
ファ イル に 対し て OPEN, KILL な ど を 実行 し よう と し た . 
原因 ・OPEN 文 の 実行 後 CLOSE す る の を 忘れ て いる . 
・KILL の 前 に CLOSE す る の を 忘れ て いる . 
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解 読 オー プン 中 の ファ イル 番号 を , 他 の ファ イル を オー プン する た め に 使う こと は で きま せん . ま 
た , オー プン され て いる ファ イル を CLOSE せ ず に 再び オー プン する こと も で きま せん . いずれ 
の 場合 も , ファ イル を OPEN し た ら CLOSE す る の を 忘れ な いよ うに し ます . KILL の 場合 も 同 
様 で す . 
File not found [53] 
意味 指定 し た ファ イル が 見 つか ら な い . 
原因 LOAD, SAVE, KILL, OPEN な ど で 指 定 し た ファ イル 名 が 指定 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に な 
い . 
解説 この よう な エラ ー を な る べく 避け る た め に , ファ イル 名 は わか りや すい 名 前 を 付け , 拡張 子 を 付 
引 疫 人 た よい SL し た うす 。 
File not OPEN [60] 
意味 オー プン され て いな い フ ァイル を 参照 し よう と し た . 
原因 まだ OPEN 文 で ファ イル を 割り 当て て いな い フ ァイル 番号 を 使っ て PRINT 厚 な ど を 実行 し た . 
解説 PRINT 尋 , INPUT 婦 , PRINT USING, LINE INPUT 尋 , WRITE 婦 文 お よび INPUT$, GET, 
PUT で 使う ファ イル 番号 は , 事前 に OPEN 文 に よっ て 対応 する ファ イル を 割り 当て て お か な け 
れ ば な り ま せん . 
File write protected [61] 
味 書き 込み 禁止 属性 が 付け られ て いる ファ イル に 書き 込 も うと し た . 
県 内 ・ 書 き 込 も うと し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ま た は ファ イル に 書き 込み 禁止 属性 が 付け られ て い 
る . 
・ ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て ある . 


ls 
EAN 


Ni 


・8 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ を 切り 込ん で いる . 

解説 書き 込 も うと し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク , も し く は ファ イル に SET 文 で 書き 込み 禁止 属性 が 付け 
られ て いる 場合 は , 大 文字 の P また は R 以 外 の 属性 文字 を 指定 し , 書き 込み 禁止 属性 を 解除 し て 
くだ さい . SAVE コ マン ド の P オ プション に よっ て 書き 込み 禁止 属性 が 付け られ て いる 場合 , 
それ を 解除 する 方 法 は 用 意 さ れ て いま せん . 
まだ た だ, ミニ フロ ッッ ピー ディ スク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て あっ た り , 8 イン チ フ ロッ 
ピー ディ スク に ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ を 切り 込ん で いる と , こと の エラ ー が 発生 し ます の で , ミ 
ニニ フロッピ ー デ ィ ス ク の 場合 は シー ル を は が し , 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク の 場合 は ライ ト プ 
ロ テ ク トノ ッ チ に 銀色 の シー ル を 貼っ て くだ さい . 


FOR without NEXT [26] 
意味 FOR て NEXT が 正しく 対応 し て いな い (FOR が 多い ). 
原因 プロ グラ ム 中 の FOR て NEXT 文 が 1 対 1 に 対応 し て お ら ず , FOR 文 が 多い . 
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解 記 FOR 文 と NEXT 文 と は 必ず 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . また プロ グラ ム の 見 か け 
上, 1 対 1 に な っ て いて も , IF 文中 に NEXT 文 が ある 場合 に , 1 対 1 と な ら な いこ と が あり ま 
前 
llegal direct [12] 
意味 "ダイ レク トモ ー ド で 使用 で き な い 文 を 実行 し よう と し た . 
原因 コマ ンド と し て 使え な い ス テー トメ ント を ダイ レク トモ ー ド で 使っ た . 
解説 この エラ ー が 表示 され た ステ ー ト メン ト は プロ グラ ム モ ー ド で し か 使用 で きま せん (た と えば , 
DEF FN を ダイ レク トモ ー ド で 使用 し た 場合 ) . 
llegal function call [5] 
意味 ステー トメント や 関数 に お いて 機能 の 呼び 方 が 間違っ て いる . 
原因 ・ パ ラメ ー タ の 値 が か おかしい. 
・PRINT USING で の 桁 指定 が 24 桁 を 超え て いる . 
・RENUM で 行 の 順番 を 入れ 替え を よう と し た . 
解説 原因 が 多岐 に わた り , 頻発 する エラ ー の 1 つ で す . 各 関 数 や ステ ー ト メン ト の 使い 方 を 区 別して 
覚え を る こと が 大 切 で す . プロ グラ ム 中 の エラ ー が 生じ る の は , ほとん どの 場合 , パラ メー タ に た 使 
用 し て いる 変数 が 演算 の 結果 予定 外 の 値 に な っ て し まう こと に より ます . これ は エラ ー が 出 た 
直後 に その 変数 の 値 を PRINT し て みれ ば すぐ わか り ま す . パラ メー タ に 使う 変数 名 は 極力 わか 
りや すい も の に し て , 他 と 区 別 す る よう に する と よい で し ょ う . 
Input past end [55] 
意味 ファ イル 中 の すべ て の デー タ を 読み 尽く し た 後に INPUT#, GET 等 が 実行 され た . 
原因 INPUT 基 , INPUT$, LINE INPUT 尋 , GET を 実行 する 回 数 な が ファ イル の デー タ 数 より 多い . 
解説 INPUT 基 ,」GET な ど で デ ー タ を 次 々 と 読み 出す と き , ファ イル 中 の デー タ 数 以上 読ま せな いよ 
ら うに し ます . ファ イル 中 の デー タ 数 が わか ら な いと き は , EOF ある い は LOF 関数 を 使っ て , 
デー タ の 最後 を 確か め て か ら INPUT 基 , GET を 実行 し ます . 
Internal error [51] 
意味 BASIC 内 部 に エラ ー が 生じ た . 
原因 BASIC プ ログ ラム に , 他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ で は 表せ な い エ ラー が 発生 し た . 
解説 ハー ドウ ェ ア の 改 障 (た と を えば シン セ サ イ ザ IC の 故障 等 ) か ある と き に と の エラ ー が 発生 する 場 
合 が あり ます . 
Line buffer overflow [23] 
意味 RS-232C 使 用 時 に 受信 用 バッ ファ が オー バー フロ ー し た . 
原因 ・RS-232C の 受信 用 ベッ ファ の 大 き さ (256 ベイト) 以上 の 文字 数 が 送ら れ た . 
解説 RS-232C で 受信 で きる 文字 数 は 256 ま で で す . 相手 側 か ら 送 られ て 来る デー タ が 256 文 字 を 超え 
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な いよ うに し て くだ さい . も し この エラ ー が 出る 場合 は , 転送 速度 を 落と す と うま くい く 場 合 が 
あり ます . 
Missing operand [22] 
意味 ステートメント 中 必要 な パラ メー タ が 指定 され て いな い . 
原因 ・ コ マン ド や 関数 で 省略 で き な い パラ メー タ や 引数 が 欠け て いる . 
・ 代 入 文 の 右辺 が な い . 
・ 演 算 子 が か ある の に 被 演 算 子 が な い . 
解説 コマ ンド ・ ス テー トメ ント , 関数 の 使い 方 や 第 1 章 の 式 と 演算 な ど を も う 一 度 確認 し て くだ さ 
い . 
NEXT without FOR [1] 
意味 FOR て NEXT が 正しく 対応 し て いな い (NEXT が 多い ). 
原因 ・FOR の 数 が NEXT の 数 と 合っ て いな い . 
・FORCNEXT ルー プ の 中 に GOTO や GOSUB で 落 び 込 ん で くる . 
・FOR て NEXT の 多重 ループ が 正しい 入れ 子 構造 に な っ て いな い . 
解説 FOR の 数 と NEXT の 数 は 必ず 一 致す る よう に プロ グラ ミン グ を し ます . し た が っ て , IF 文中 に 
NEXT 文 を 置く こと が で き な い 場合 が か あります. 入れ子 構造 を 電解 する た め に は , NEXT の 後 
に 制御 変数 (カウ ゥ ンタ) を 付け て お き , 複数 を まとめ て 指定 し な い 方 が 見 や すく な り ま す . 
No RESUME [19] 
意味 RESUME 文 が な い . 
原因 エラ テー 処理 ルー チン の 中 に RESUME 文 が な い . 
解説 エラ ー 処 理 ル ー チ ン は 必ず RESUME, END, ON ERROR COTO 0 の どれ か で 終わ っ て いな けれ 
ば な り ま せん . 
Out of DATA [4] 
意味 読む べき デー タ が な い の に READ 文 が 実行 され た . 
原因 ・DATA 文 の デー タ 数 が 足り な い . 
・RESTORE 文 の 使い 方 が 問 違っ て いる . 
解説 同じ デー タ を 何 度 も 読ま せる 場合 や , デー タ を グル ー プ ご と に 違っ た 行 に まとめ て お いて 扱う 
と き は RESTORE 文 を 使い ます が , RESTORE 文 で 指定 し た 行 番号 が 間違っ て いる と , この よ 
うな エラ ー が 発生 し ます . READ 文 と DATA 文 の 対応 を 正しく 行っ て くだ さい . 
Out of memory [7] 
意味 メモ リ 容 量 が 足り な く な っ た . 
原因 ・ プ ログ ラム が 長 す ぎ て メモ リ の 中 に 収まり きら な い . 
・ プ ログ ラム は 収まっ て も , そ れ を 走ら せる の に 必要 な メモ リ ( 変 数 , ス タッ ク 用 な ど ) が 足り な い . 
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・ 配 列 が 大 きす ぎ て , メモ リ 上 に その 領域 を と る こと が で き な い . 
・FOR 文 や GOSUB 文 に よる ネス ティ ング (入れ 子 ) が 深く な りす ぎ て , スタ ッ ク が いっ ぱい に 


な っ た . 
・ 機 械 語 用 の メモ リ 領 域 を (すでに プロ グラ ム や ファ イル で 使っ て いる 領域 を 壊す は ほど) 大 きく 
と ろう と し た . 


・PAINT 文 で 複雑 な 図形 を ペイ ント し よう と し た . 
解説 この エラ ー が 表示 され た ら , FRE 関 数 を 使っ て フリ ー メ モリ を 調べ て くだ さい . プロ グラ ム が 
短い の に フリ ー メ モリ が 上 異常 に 少な いと き は , 起動 時 に 多く の バッ ファ を と っ て いた り , 機械 語 
領域 を 指定 し た まま 忘れ て いる 可能 性 が あり ます . また 変数 や 配列 は で きる だ け 整 数 型 に し ま 
す . 
また , 間 蛋 っ て 10 GOSUB 10 の よう に 無限 に サブ ルー チン コー ル を 繰り 返し て し まう と , 戻り 
番地 を 覚え ん る た め の ス タッ ク が 無限 に ぉ ふくれ 上 が り , メモ リ が 足り な く な っ て し まい ます . 
Out of string space [14] 
意味 文字 列 を 格納 する メモ リ 領 域 が な い . 
原因 文字 列 を 扱っ て いる と き に メモ リ 領 域 が な く な っ た . 
解説 BASIC は スト リン グ の た め の ス ペー ス を 自動 的 に 確保 し ます . し た が っ て , スト リン グ 領 域 は 
一 定 で は な く , その と き の 文 字 列 の 量 に よっ て 変化 し ます . この エラ ー が 表示 され た ら , 文字 列 
を 少な くす る か , また は フリ ー メ モリ を 多く する た め に プロ グラ ム を 小さ くす る か , ある い は プ 
ログ ラム を 分 割 す る 必要 が あり ます . 


Overflow [6] 
意味 入力 され た 数 値 , 代入 され る 数 値 , 演算 結果 な ど が 許さ れる 範囲 を 超え て いる . 
原因 ・ 整 数 演算 の 結果 や 整数 型 変数 に 代入 する 値 が 一 32768 か ら 32767 の 範囲 外 で ある . 
・ 実 数 演算 な どの 結果 が 一 1.70141E 十 38 か ら 1.70141E 十 38 の 範 胃 に な い 
・PEEK, POKE, OUT, DIM な ど で 指 定 す る パラ メー タ や 添字 の 値 が 正しい 範囲 に な い . 
解説 変数 の 型 と その 範囲 , コ マン ド ・ ス テー トメ ント の パラ メー タ の 範囲 , 関数 で 扱え る 範囲, 論理 
演算 の 範囲 な ど を 把握 し て お く こ と か 必要 で す . 
Rename across disks [73] 
意味 NAME 文 に お いて , 異な ある フロッピー ディ スク ドラ イブ 間 で ファ イル の 名 前 を 変え よう と し た . 
原因 NAME 文 で 指定 する ファ イル ディ スク リプ タ の ドラ イブ 番号 が < 旧 フ ァイル 名 > と く 〈 新 ファ イル 
名 〉 で 異な っ て いる . 
解説 ファ イル ディ スク リプ タ の ドラ イブ 番号 は <I 旧 ファ イル 名 〉 と く 〈 新 ファ イル 名 >〉 の 両方 に 指定 し な 
けれ ば な り ま せん . 
ドラ イブ 番号 を 省略 し た 場合 , ドラ イブ 1 が 指定 され た と みな され ます . 
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RESUME without error [20] 
意味 エラ ー 処 理 ル シー チン に 制御 を 移さ な か っ た の に RESUME 文 が ある . 
原因 ・GOTO や GOSUB で ェ エラー 如 理 ルー チン の 中 へ 分 岐 し て いる . 
・ メ イン ルー チン 終了 後に END 文 が な く , 後に 続い て いる エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 実行 が 始ま っ 


て し まう . 
解説 メイ ン ル ー チ ン の 終わ り に は END 文 を 置き , エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 不要 意 に 飛び 込む の を 訂 け 
ます . 


RETURN without GOSUB [31 
意味 GOSUB< て RETURN が 正しく 対応 し て いな い (RETURN が 多い ). 
原因 ・ サ ブル ー チ ン へ GOTO 文 で 飛び 込ん で いる . 
・ メ イン ルー チン 終了 後に END 文 が な く , 後に 続い て いる サブ ルー チン の 実行 が 始ま っ て し ま 
ら .。 
解説 メス イン ルー チン の 終わ り に は END 文 を 置く よう に し ます . また , サブ ルー チン と サブ ルー チン 
の 間 に は 必ず RETURN 文 を 軒 く よう に し て くだ さい . 
Sequential after PUT [58] 
意味 PUT 尋 の 後 で シー ケン シャ ルアウ ト プ ッ ト を 行っ た . 
原因 ラン ダム アク セス ファ イル と し て PUT# を 実行 し て ファ イル に デー タ を 書き 込ん だ 後 , 
PRINT 尋 を 実行 し た . 
解説 ファ イル に デー タ を 書き 込む 場合 , PRINT 尋 と PUT 婦 を 混在 し て 使用 で きま せん . シー ケン 
シャ ルフ ァイル と ラン ダム アク セス ファ イル は 区 別して 使用 し て くだ さい . 
Sequential 1/O only [59] 
意味 シー ケン シャ ルフ ァイル の 入出 力 以 外 は 行っ て は な ら な い . 
原因 MERGE コ マン ド , CHAIN 文 な ど ア スキ ー 形 式 の ファ イル し か 指定 で き な い 命令 に お いて バイ 
ナリ 形式 の ファ イル を 指定 し た . 
解説 MERGE コ マン ド , CHAIN MERGE 文 は 々 モリ 上 の プロ グラ ム と <〈 く ファ イル ディ スク リプ タッ うに 
よっ て 指定 され た プロ グラ ム フ ァ イル を 1 つ に し て メモ リ 上 に 置き ます が , 指定 する ファ イル 
は 必ず アス キー セー ブ さ れ て いな けれ ば な り ま せん . 
String formula too complex [16] 
意味 文字 式 が 複雑 すぎ る . 
原因 カッ コ を 幾重 に も 重ね すぎ る な ど , 文字 式 が あま り に ふも 復 雑 で 解析 で き な い . 
解説 めった に 起こ る エラ ー で は あり ませ ん が , 複雑 すぎ る 文字 式 は 2 つ 以 上 に 分 割 し て くだ さい . 
String too long [15] 
意味 文字 列 が 長 す ぎる . 
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原因 文字 演算 の 結果 , 文字 列 の 長 さ が 255 を 超え て し まっ た . 
解説 文字 列 の 長 さ は 255 ま で と 決ま っ て いる の で , A$=A$ 十 "LONG" な どの 演算 を 繰り 返し て いる 


と , A$ の 長 さ が 256 に な っ た 時 点 で エラ ー が 発生 し ます . 文字 列 演 算 が 無限 シー プ の 中 に あっ 
た り , 演算 の 要素 に な る 文字 列 (特に 文字 型 変数 ) が 予定 外 の 長き さき に な っ て いる と いう こと の な 
いよ うに 気 を つけ ます . どう し て も 256 以 上 の 長 さ の 文字 列 を 扱い た けれ ば , 2 つ 以 上 の 変数 名 
を 使っ て 分 割 処理 し な けれ ば な り ま せん . 


Subscript out of range [9] 


意味 
原因 


解説 


配列 の 添字 が DIM 文 に よっ て 宣言 され た と き の 大 き さ の 範囲 を 超え て いる . 

・ 添 字 に 変数 を 使っ て いる 場合 , この 変数 の 値 が 演算 の 結果 大 きく な りす ぎ て いる . 

・ 配 列 の 下限 を 1 に 指定 し て いる に も か か わら ず , 配列 の 添字 と し て 0 が 用 いら れ て いる . 

・ 配 列 の 次 元 数 を 誤っ て いる . 

エラ ー が 起こ っ た ら す ぐに , その 添字 と し て 使っ て いる 変数 の 内 容 を PRINT し て 調べ ます . 予 
定 外 に 大 きけ れ ば , その 変数 を 使っ た 演算 が 原因 で す . また , OPTION BASE を 1 に 設定 し て あ 
る と き に と に, 配列 の 添字 に 0 が 代入 され た 場合 に も エラ ー が 起こ り ま す . 宮 言 し て いな い 配 列 は 常 
に その 添字 の 上 限 を 10 と し ます . 


Syntax error [2] 


意味 
原因 


解説 


文 の 記述 が 文法 どおり に な っ て いな い . 

<・ タ イプ ミス で BASIC 文法 に 合わ な いも の が , プロ グラ ム に まぎれ 込ん で いる . 

・ 関 数 や 数 式 が 代入 文 の 左辺 に あっ た り , ステ ー ト メン ト の よう に 単独 で 使わ れ て いる . 

・ 変 数 名 が 英字 で 始ま っ て いな い , FN で 始ま っ て いる な ど . 

・ マ ル チ ス テー トメ ント の 区 切り 記号 ": "が 抜け て いる . 

・ 行 番号 が 1 か ら 65529 の 範囲 に な い . 

・ 行 番号 の 指定 に 変数 を 使 お うと し て いる . 

・IF 文中 で , 対応 する THEN の な い ELSE が 使わ れ て いる 

・ コ マン ド の パラ メー タ や 関数 の 引数 の 個数 に 過 不 足 が あ る . 

< スク リー ン エ ディ ッ ト 中 に 2 つの 行 が つなが っ て し まっ て いる . 

エラ ー が 出 た と き に LIST . を 実行 する と , ほとん どの 場合 , エラ ー の ある 行 を 示し ます か ら , 
この 中 で 原因 と な る 間違い を 探し ます . 単純 な タイ プ ミ ス な ど は すぐ わか り ま す が , 次 の よう な 
も の は な か な か 気がつか な いこ と が あり ます . 

。]1 と I, 0 と 0, ピリ オド ( . ) と カン マ (, ), コロ ン (:) と セミ コロ ン (:) な どの 違い . 
・ 複 雑 な 数 式 で カッ コ が 正しく 対応 し て いな い . 

・ 2 つの 行 が 接合 し て いる . 

・ エ ラー メッ セー ジ と 一 緒 に 行 番号 が 表示 され な い 場 合 , ラベ ル に 予約 語 を 使用 し て いる . 
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Tape read ERROR [27] 


意味 テー プ か ら の 読み 込み 時 に エラ ー が 発生 し た . 


原因 テー プレ コー ダ の 不良 , テー プ の 不良 , 録音 時 の 不良 , ロー ドレ ベル の 不良 等 の 原因 で , 読み 込 
ん で いる デー タ の フォ ー マ ッ ト に 誤り が あっ た . 
解説 


この エラ ー が 発生 し た 場合 に は , 次 の 点 を 再 確認 し て くだ さい . 

・ テ ー プ レ ュ ー ダ の 音量 調節 は 適当 か (テー プレ ュー ダ の 音量 , 音質 ツマ ミ を 調節 し て みる ). 
・ メ モリ スイ ッ チ の 設定 は 適当 か (RS-232C 設 定 画面 で DEL コード を 有効 に する ) . 

・ テ ー プ レ ュ ー ダ と の 相性 は よい か ( 他 の テー プレ ュー ダ を 使用 し て 読ん で みる ). 

・ テ ー プ へ の 録音 状態 が 悪く な いか ( 他 の CPU 本 体 を 使用 し て 読み 込ん で みる ) . 

Type mismatch [13] 


に - っ H 
怠 ! 


式 の 左辺 ・ 右 辺 , 関数 の 引数 な ど に お いて 変数 の 型 が 一 致し て いな い . 
原因 ・ 文 字 型 変数 に 数 値 を 代入 し よう と し た . 

・ 数 値 変 数 に 文字 列 を 代入 し よう と し た . 

・FOR 文 の 制御 変数 に 倍 精 度 実数 型 を 使 お うと し た . 
解説 CHR$ と ASC, STR$ と VAL の よう な か 関数 の 使い 方 を 確認 し て くだ さい . 変数 や 定数 に つい て 
正しく 理解 し て お く と 間違い を 見 つけ る の が 容易 に な り ま す . 
また , FOR 文 の 制御 変数 は 整数 型 と 単 精度 実数 型 し か 使え ませ ん . 
Undefined label [32] 


意味 定義 きれ て いな い ラ ベル 名 を 参照 し た . 


原因 GOTO 文 な ど で 分 岐 先 を 示す た め に ラベ ル 名 を 使用 し て いる が , 該当 する ラベ ル 名 が 存在 し な 
い . 
解説 


ラベ ル 名 を 付け る 場合 に は , 使用 で きる 文字 の 種類 , 文字 数 , ステ ー ト メン ト 中 に 置か れる 位置 
こ 和 制限 が あり ます の で , ラベ ル 名 の 使用 時 の 注意 点 を 再 確認 し て くだ さい (1.5 ラベ ル 参 照 ). 
Undefined line number [8] 


意味 飛び 先 と し て 必要 と され る 行 番号 が 存在 し な い . 
原因 ・RENUM 実 行 時 に , 参照 すべ き 行 番号 が な い . 
・GOTO, GOSUB な どの 分 岐 先 の 行 番号 が 存在 し な い . 
・RESTORE, RUN で 指定 し た 行 番号 が 存在 し な い . 
解説 GOTO 文 の 分 岐 先 の 行 を プロ グラ ム ュ 編 集 時 に 消去 し た まま 忘れ て いる こと が あり ます . 編集 で 
一 行 消し て し まう と き は , そこ に た 分岐 する 命令 か が プログ ラム 中 に な いこ と を 確か め て くだ さい . 
Undefined user function [18] 
意味 DEF FN 文 に よっ て 定義 S れ て いな い ユ ー ザ 定義 関数 を 引用 し よう と し た 
原因 DEF FN 文 で 関数 を 定義 せ ず に ユー ザ 定 義 関数 を 呼ん だ . 
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解説 DEF FN 文 で 定義 され た 関数 を 呼ぶ な た め に は , その 前 に DEF FN 文 で 関数 を 定義 むす る 必要 が あ 
り ま す . 定義 の 方 法 は 2 章 の DEF FN を 参照 し て くだ さい . 
Unprintable error [21] 
意味 メッ セー ジ の 定義 され て いな い エ ラー を 出 そ う と し た . 
原因 ERROR 文 に より 定義 され て いな い エ ラー コー ド 番 号 の エラ ー を 発生 し た . 
解説 "Unprintable error'" は , BASIC の 拡張 や ユー ザ 定 義 の た め に 残さ れ た ュー ド 番 号 に 割り 当て て 
ある も の で , 21 の 他 , 34 て 49 お よび 74 て 255 の コー ド 番 号 に 対応 し て いま す . 
ERROR 文 で テ ユーザ が 定義 し た エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出す に は , エラ ー 処 理 ル ー チ ン で その 処理 を 
行わ な けれ ば な り ま せん . 
WEND without WHILE [30] 
意味 WHILE<ーWEND が 正しく 対応 し て いな い (WEND が 多い ). 
原因 対応 する WHILE 文 が な い に も か か わら ず WEND 文 が プロ グラ ム 中 に 書か れ て いる . 
解説 WEND 文 は WHILE 文 と 対 に な り , ルー プ の 終わ り を 示す 働き を し , 必ず 1 対 1 に 対応 し て いな 
けれ ば な り ま せん . 
WHILE without WEND [29] 
意味 WHILE てこ WEND が 正しく 対応 し て いな い (WHILE が 多い ). 
原因 WHILE 文 を 指定 し た が , 対応 する WEND 文 が プロ グラ ム 中 に 書か れ て いな い . 
解説 WEND 文 は WHILE 文 と 対 に な り ル ー プ の 終わ り を 示す 働き を し ます の で , 省略 する こと は で 
きま せん . 
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資料 7 半角 文字 / 全 角 文 字 コ ー ド 変換 表 


AKCNV$ 関 数 , KACNVS$ 関 数 は , この 変換 表 に 従っ て 半角 文字 と 全角 文字 の 変換 を 行い ます . 


表 の みか た 

・ 半 角 文 字 の コー ド は , 最上 行 の 0 て F を 上 位 4 ビッ ト 最 左 列 の 0-F を 下位 4 ビッ ト と する 1 ベイト で 
表 さ れ ま す . た と えば 半角 文字 の コー ド は 41H と な り ま す . 

・ 半 角 文 字 は AKCNV$ 関数 に よっ て 文字 の 下 に 示さ れる 4 桁 の シフ ト JIS コー ド , お よび JIS コー ド を 
持つ 全角 文字 に 変換 され ます . た と えば , 半角 文字 の A は シフ ト JIS コ ー ド 8260H, JIS ュー ド 2341H の 
全角 文字 の A に 変換 され ます . 対応 する 全角 文字 の フォ ント が 異な る と き は スラ ッシュ の 左上 が 半角 文 
字 の フォ ント , 右 下 が 全 角 文 字 の フォ ント を 示し ます -. 

例 ) 


半角 文字 の フォ ント 


の 対応 する 全角 文字 の フォ ント 


81At1 全角 文字 の シフ ト JIS コー ド (16 進 ) 
2223 全角 文字 の JIS コー ド (16 進 ) 


・AKCNV$ 関 数 で 半角 文字 を 全角 文字 に 変換 する 場合 は , アミ の か け て ある 部 分 と か け て な い 部 分 ( つ 
まり , 黒く 塗り つ な し て な い 部 分 ) が 変換 の 対象 に な り ま す . 

・ 全 角 文 字 を , KACNV$ 関 数 に よっ て 半角 文字 に 変換 する 場合 は , アミ の か け て ある 部 分 だ けが 変換 の 
対象 に な り ま す . 

・ 黒 く 塗 りつ な し て ある 部 分 は , 全角 一 半角 , 半角 一 全角 どちら の 変換 の 対象 に も ゃ な り ま せん . 





/ 信 


81IAI 
2223 


DE 
人 
81IAI 
2223 


8I40 


824F 


212| | 2330 
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8197 
2177 


826F 
2350 






8290 | 8IAI 
2370 | 2223 





SH 
ン 伯 
81IAI 
2223 


人 
2223 | 


8143 
212A 


8250 
2331 


8260 
2341 


8270 
2351 





d 





SX 
ノ 條 
81AI 
2223 


D2 
ノ 伯 
8IAI 
2223 


39 


8I68 
2149 


825[ 
2332 


8261 
2342 


8271 
2352 








EX 
人 
81AI 
2223 


D3 
人 
81IAI 
2223 


8194 
2174 


8252 
2333 


8262 
2343 


8272 
2353 











ET 
人 
8IAI 
2223 


D4 
人 
8IAI 
2223 


8190 
2170 


8253 
2334 





8263 
2344 


8273 
2354 











lEo 
「 | 


8IAI 
2223 


NK 
人 
8IAI 
2223 


シン 2 


8193 
2173 


8254 
2335 


8264 
2345 


8274 
2355 








AK 
1 I 


81IAI 
2223 


SN 
人 
8IAI 
2223 


8195 
2175 


8255 
2336 


8265 
2346 


8275 
2356 














BL 
人 
8IAI 
2223 


BS 
/ 人 
8IAI 
2223 


EB 
人 
81IAI 
2223 


CN 
人 
8IAI 
2223 





8166 
2147 


8169 
214A 


8256 
2337 


8257 
2338 


8266 
2347 


8267 
2348 


8276 
2357 


8277 
2358 





HT 
ノ 條 
8IAI 
2223 





EM 
人 
8IAI 
2223 





816A 
214B 


8258 
2339 


8268 
2349 
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8278 
2359 














HM 
人 
8IAI 
2223 


SB 
/ 人 
8IAI 
2223 





8196 
2176 


8146 
2127 


8269 
234A 


8279 
235A 





817B 
215C 


8147 
2128 


826A 
234B 


81I6D 
214E 





CL 
ノ 人 
8IAI 
2223 


8IA8 
222A 


8143 
2124 


8183 
2163 


826B 
234C 


818F 
216F 




















SO 
ン 伯 
8IAI 
2223 


81A9 
222B 


817C 
215D 


818! 
2161 


826C 
234D 


8I6E 
2I4F 





81AA 
222C 


8144 
2125 


と 2 


8184 
2164 


826D 
234E 





8I4F 
2130 








SI 
人 
8IAI 
2223 


8IAB 
222D 





2 


815E 
213F 





7 


8148 
2129 





826E 
234F 


38!5! 
2132 











資料 8 日 本 語 コー ド 


JIS 第 1 水準 (半角 文字 , 1/4 角 文字 ) 
※ コー ド は 16 進 法 で 表現 され て いま す -. 
た と えば , 半角 文字 "&%" の コー ド は 0020H 十 6H=0026H と な り ま す . 








志 
穴 
の 


o 回 の 


ET 

D4 

$ % 名 
4 

D 

| 

d 

t 


ご 
< 





| 目 
| 血 
hl さ ヽ 一 時 


| エ させ 
4 * 





注意 : 半角 文字 お よび 1/4 角 文字 を 出力 する に は , PUT@ KANIJI 文 を 使用 し ます . 
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JIS 第 1 水準 (全角 文字 ) 
※ コー ド は 16 進 法 で 表現 され て いま す . 
た と えば , " 愛 " の シフ ト JIS(SJIS) ュ ー ド は 88A0OH 二 4H=88A4H, JIS コー ド は 3022H 十 4H ニ 3026H 
と な り ま す . 


| 
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ノ 


@S 8 
mn ぐつ けけ は 史 」 
全く ーー | 


本 











ミ o 受 〇 の で 
R ビビ 選 oo 








829F ) > | 々 お が き ぎ 
82AE| ぐ 8 M 1 に ぜ そ ぞ 
82BE No ぬ ね の 
82CE KJS 6 ぼぼ ば ぎ ま 
82DE| む く 2 れろ ゎ 
82EE 








833F ボ が 
834F | グ M シン | ジ ズ セ 
2 USN 5 6 
836F 
8380 
8390 























J 
注意 : 空白 文字 の コ 
































紀 ) SG 呈 で G L 
出 Mo 有 ココ 貼 
ロロ | 乙 ュ = 戸 品 ロ 
〇 | 受 ミ 記 上 エロ 〇 
m| づつ べ で 宮 了 日 叶 紹 m 
さ | に 思 日 呈 昌 マ 
の | ロ 還 9 の の 
0 | 〇 や 3 呈 ゴロ 末 ゴロ 0O 
ト | 口 F 全 | 回 欠 pg ト 
0 Nio | 回 余 の 写 ( 
IO | 9 eo 全 生み 還 IO 
| ひい ぐ 人 G ゃ 記 還 し ビビ す 
の 0 | ロロ ロム ぐ ひ トド 凸 〇 還 の ⑨⑩ 
Q | 中 只 6 店 呈 ら 中 Q 

で ロロ SS マ で ピロ cc ロビ に E 

ド 〇 避 o ら 

避 中 貼 中 Ei 中 違 悟 らら 

8 8 88 | 8 る 8 る る る 

SS 避 S 5 ぎ 58 

SS SS SS S SQ SSS 全 




















せつ ARK 六 R 低 仲 
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n 
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宛 始 虹 鮎 
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入 是 提 混 
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弄 
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| 治 演 秋 
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押 時 横 
屋 憶 騰 桶 














89AE 
89BE 
89CE 
89DE 
89EE 
8A3F 
8A4F 
8A5F 





伽 価 佳 加 
火 珂 補 未 
好 過 霞 洪 
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徹 星 械 
外 咳 害 崖 
垣 柿 遇 釣 
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樺 梶 鈴 
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於 
欧 殴 圭 菊 
牡 選 俺 由 


可 電 夏 嫁 
株 箇 花 茜 
儀 峨 我 牙 
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活 湯 清 葛 
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| 
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誤 
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来 架 歌 河 
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各 二 叶 開 @ 


MY 上 昌 
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デ m 


O 
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導 斑 國民 さ 
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革 現 寺 加 


EN 思 93! 


B 
| 詳 
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唱 
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環 


HE 賠 
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8BBE 
8BCE 
8BDE 
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や い 


旧 祈 


芝 


NN 
ie 


氏 海 


人 


人 | 見 亀 偽 儀 
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虐 逆 丘 久 


潤 災 球 完 鯛 


中 


良 E 頒 5 全 


勤 均 貼 錦 


誰 近 金 吟 8 


SS 


婦 形 径 恵 
劇 江 撃 激 
侯 俸 健 乗 
検 権 牽 
鍵 険 顕 験 
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1 2 3 








湯 庶 許 距 
見 競 共 凶 
挟 教 橋 況 
仰 北 発 暁 
末 秦 人 鈴 其 


中 乱 薄 革 半 忠次 


沼 六 大 潤 棒 潜 


般 準 泥 映 滞 





企 


揮 机 旗 既 |】 


季 稀 紀 徹 
粗 戯 技 


埋 史 喫 枯 


信 休 及 吸 | 


疫 級 紺 給 


鱗 仙 魚 | 各 


電 民 帰 叫 
年 狭 矯 胸 
業 局 曲 極 


本 木 人 を 定 。 臣 又 
っ 高 助 率 
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相 茅 和 

巻 喚 堪 克 
相 格 款 稚 
向 輸 肝 畿 


舘 丸 含 岸 


諾 


記章 
em 


旧 


江 下 悪 吾 藻 尊 湯 再 


背 境 峡 絢 
斬 興 甘 郷 
玉 桐 村 健 
六 変 役 科 





区 狗 玖 入 


過 隅 是 模 | 





係 傾 刑 兄 


掲 ] 携 散 景 桂 


三 ピピ 荷 百 
語 和 警 軽 


決 潔 穴 結 
謙 賞 軒 道 
| 玄 現 絞 穫 





啓 圭 百 型 
渓 時 稽 系 


血 雇 月 件 








を 鯉 交 條 

后 喉 玉 
弘 恒 慌 抗 
浩 港 溝 甲 
腔 斉 航 荒 
項 香 高 洪 
告 国 殺 酷 

此 頃 今 





| 個 古 呼 固 


娯 後 御 悟 
侯 候 倖 光 
王 好 孔 孝 
均 控 攻 加 
皇 硬 稿 灯 





89AB 


公 功 効 勾 
赤 工 巧 巻 
先 更 杭 校 
和弥 和 机 
購 郊 酵 名 





剛 勃 号 合 
旨 黒 作 流 


壌 擬 漂 豪 
腰 秋 交 協 
恨 腰 昆 





佐久 唆 呼 


| 屋 砕 頻 祭 


























死 氏 獅 祉 
府 資 賜 睦 
次 滋 治 
式 識 鳴 符 
了 杭 釈 鈴 若 
腫 趣 酒 首 
款 就 放 
衆 襲 稀 魚 
柔 汁 渋 獣 





| 擦 札 殺 了 
惨 撤 散 欄 
ヨ 残 


仕 仔 価 
市 師 志 中 
飼 歯 事 似 
内 密 間 磁 
徐 介 柴 芝 
者 謝 車 庶 
修 徐 捨 洲 
帳 週 貧 琴 


456 フ 





左 
朝 


胞 
訪 | 


差 査 沙 
錯 桜 鮭 笹 
雑 早 鯖 抽 


使 刺 司 史 
指 支 誰 新 
肢 脂 至 視 
侍 児 字 寺 


蛇 邪 借 人 
授 樹 緩 需 
秀秋 細 
集 本 仕 住 
由 宿 浪 祝 
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Ai 


折戸 故 相 
顧 鼓 五 万 
誤 護 瑞 
厚 口 向 

梗 構 江 洪 
考 青 朋 
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皿 移 克 刻 
骨 狐 込 


根 梱 混 痕 


五 
軸 a 


表 砂 詐 人 鎖 
用 採 末 
載 際 剤 在 
伴 荻 作 削 
守 冊 机 

錆 魚 皿 晒 
皮 符 讃 賛 


員 四 二 始 
施 旨 枝 目 
詞 詩 試 計 
慈 持 時 
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囚 収 周 

売 : ボ 人: 層 
CD 下 : 
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出 術 述 俊 
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PV 
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還 
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叶 幸 天 
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906F' 


9080 | 逗 
9090 1 1 


909E 
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90AE 


90BEI 芝 計 
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TI 
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節 説 震 
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諸 助 叙 女 
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ロロ 
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申 
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柱 注 虫 東 
側 喋 位 帆 
測 席 町 眺 
勅 捗 直 騰 
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稲 追 鎧 痛 |: 
椿 潰 坪 電 





停 偵 剃 貞 | 時 


桶 洒 笠 祝 
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鉄 典 協 天 
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SN 
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展 店 添 
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| 
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都 鍼 砥 大 
培 春 容 島 
灯 炊 当 六 
討 騰 豆 中 
憶 挿 油 障 
選 玩 篤 毒 
滞 順 屯 憶 
4 56 7 


次 一 28 








努 度 土 奴 
嶋 悼 投 搭 
精 等 答 筒 
逃 透 矯 陶 
章 胴 科 道 
独 読 栃 柏 
敦 池 豚 喘 
89 AB 





徒 斗 杜 渡 
怒 倒 党 冬 
東 桃 構 棟 
糖 統 到 

頭 騰 闘 働 
銅 峠 徐 匿 
凸 突 概 届 
頓 存 雲 鈍 


CDEF 





93EE| * 


4 567|18983ABICDEF 


凪 共 謎 灘 


捧 鍋 樺 馴 





93EE 
943F 


943F' 
944F 


2 
非 | 任 


計 
人 る 





濡 





念 挫 換 箕 


粘 


縄 瞬 南 楠 


MM 








944F' 
945F 


農 覗 堂 


乃 身 之 





945F' 
946F' 
9480 

9490 

949E 
94AE 
94BE 
94CE 


俳 廃 拝 排 
株 召 句 買 
相 泊 白 徐 

遇 箱 傘 
酸 愛 伐 六 
上坂 山 搬 班 
類 頒 飯 


把 播 軸 補 
敗 杯 奏 牌 | 背 
売 賠 隊 遺 
粗 薄 人 迫 
箸 薩 答 格 
抜 後 閥 鳩 
板 池 汎 版 
挽 晩 番 般 | 盤 





94DE| 1 
94EE| 


953F' 
954F 


955F' 


圧 扉 批 
避 非 


956F| 3 





波 派 替 破 
背 肺 募 配 
昌 科 知 萩 
幡 肌 畑 畠 

嘱 増 内 隼 
犯 班 時 繁 
巡 著 刻 


披 斐 比 泌 ]】 


飛 樋 晴 備 
匹 下 明 彦 


| 百 診 依 周 標 ぅ 
| 錯 鉱 | 星 





納 能 脳 腰 


婆 是 馬 
倍 培 媒 梅 
伯 瑞 博 折 
| 箕 駿 誠 

八 鉢 油 発 
伴 判 半 反 
般 藩 販 範 











956F ド ' 


9580 | 】 


9590 





不 付 坦 夫 


浮 父 | 符 腐 護 英 | 諸 
入 無 | 部 封 楓 風 


覆 淵 列 払 ]i 


4 567 


次 一 29 


8 9 AB 
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89AB 
文 開 





偏 変 片 騙 








閑 隊 
編 辺 


米 内 
返 遍 


内 併 
健 壁 癖 幸 
便 勉 既 弁 


兵 堀 幣 平 
別 警 歳 第 
鞭 








9680 
9690 
969E 





969E 
4C30 196AE 








画 捕 歩 南 
俸 包 呆 報 

法 光吉 
飽 鳳 肝 乏 
棒 冒 編 肪 
撲 朴 牧 睦 


補 輔 穂 募 
奉 宝 峰 峰 
砲 縫 胞 芳 
亡 傍 割 坊 
膨 謀 貌 党 
移 外 勃 没 


墓 菓 成 暮 
崩 褒 抱 捧 
曲 省 蜂 褒 
妨 帽 忘 忙 
鮮 防 史 類 


殆 堀 由 春 
に 


半 沖 壁 深 加 
若 光 其 慎 姓 涯 
ョ ュー 妥 送 二 足 識 
時 泊 立 革 剖 


半 
に 
時 





埋 妹 昧 枚 
駐 抹 末 洒 





枝 幕 


毎 
迄 代 黄 護 


昌 
億 





E| 岬 密 


の 


























膜 枕 鯖 杜 
万 慢 満 


芝 稔 脈 妙 











O 1 


祐 裕 誘 遊 


邑 郵 雄 融 


23|14567|189ABICDEF 





二 妖 容 席 | 提 擁 曜 


容 葉 - あ に 


容 


妥 | 詳 踊 洛 際 





| 


9790 


雑 頻 保 


ゞ 臣 た = 
堂 監 開 葛 


乱 卵 風 欄 | 沙 藍 





9790) 
979E 
97AE 
97BE 
97CE 


は 
琉 留 硫 粒 | 
家 料 梨 涼 2 


給 屋 林 |i 





97CE 


97DE| 類 





97DE 
97EE 
983F 


983F 
984F 
985F ド 


令 倫 例 
齢 暦 歴 列 


楼 枝 浪 添 


来 薬 頼 電 |: 








准 励 領 性 
劣 列 裂 廉 


| 梨 理 瑞 
| 時 劉 流 汐 


杏 


フ ビ 


前 
背 力 


玲 礼 谷 鈴 | 


師 憐 澤 


要 廊 弄 計 
術 禄 助 録 











985F' 
986F 





シフ ト 
1 
ー ド 


話 
移 演 碗 腕 
O123 











| O 2 314 567|89ABICDEF 
証 | 


ノ 駿 簿 乗 
負 
































人 侯 作 八 
念 伯 伏 伴 
信人 符 信 人 
優 條 會 倍 


備 伸 側 便 
中 保 倍 何 価 
人 偏 僚 
信 僚 備 島 


2 3|14 567|89ABICDEF 





千 翌 軸 梁 計 
吉 麗 凍 計 往 深 


っ ホム 
記 
崇 

















次 一 32 


5150 | 996F 


9 3 旨 た ン 3 才 ) 


4 567|89A 


分 神 涼宮 





5150 | 996F 
5160 | 9980 





5160 


| 画 














入 
創 別 動 劉 
大 








功 勘 
稚 





勤 券 勤 勘 | 馬 替 勤 勅 


筋 勃 動 短 











2〕 多 例 


旬 側 旬 移 









































厄 外 家 谷 











) 秦 出 




















次 一 33 





99DE 
99EE 
9A3F 
9A4F 
9A5F 
9A6F 
9A80 
9A90 


= 


旦 叫 呪 叫 
元 中 吸 

中 喘 只 
巡 星 明 
噌 間 叶 喘 
嘘 唄 叫 
遼 喉 貴 


3 


咽 噂 曜 員 


吹 喉 音 
路 只 史 吐 
嘱 周 四 町 
筐 暖 咽 
衝 旧 嘩 喧 
噴 足 路 
蝶 暗 暗 喝 
障 中 嘱 路 


8 9 AB 


HT 孔 
味 阿 冬 
号 威 川 喧 
忠 喘 喧 中 
員 吟 員 
路 嗣 距 鳴 
貴 叶 器 辻 


句 路 叶 蝶 


CDEF 


躍 喘 叶 昨 
咳 瓦 呼 普 
躍 只 谷 

叶 央 貴 叶 
中 路 員 賊 
叫 疾 暖 嗜 
噌 断 喘 護 
御 喫 厳 峡 





9A90 
9A9E 


圏 國 園 


十 


日 陣 因 岡 | 画 面 較 
周 園 閣 穫 | 園 








トー 


9A9E 

9AAE 
9ABE 
9ACE 
9ADE 


圭 垂 代 直 
時 卓 地 迷 
四 蘭 志 電 
昌幸 間 





頑 地 域 最 
期 埋 増 場 
や 載 培 培 





紋 乾 地 
手 共 境 款 
供 場 党 次 
芝 差 歴 化 



































尋 學 艇 
姜 意 旭 
媒 嬉 娘 婚 


佐 修 研 旭 
畑 姓 妖 飯 
舌 媒 如 婚 





失 折 二 拓 
疾 坦 幸二 
穀 培 志 加 
培 墳 斑 堀 




















9B9E 

9BAE 
9BBE 
9BCE 

















及 今 盆 


峠 帳 骨 貼 容 財 粗 峡 | 由 志 内 

















吊 ] 淀 困 帳 甲 





























4567|89AB 


) 岸 購 脆 
| 厨 麻 麻 魔 麻 春 鷹 麻 





























紀 蟹 級 期 別 底 替 何 








徒 簡 徐 往 | 穫 微 


9C6F 付 情 性 己 尼 泰 | 卓 盆 ・ 
9c80| 司 居 避 往 | 色 蛋 情 | 性 快 必 寺 念 * 

9c9| 協 選民 恋 ] 必 人 何 情 | 司 慈 恒 但 | 
9c9E| 居 俊 悦 悦 選 ネ 側 悟 悪性 恵 傘 
ecAEl 恨 慢 | 候 蛋 春 偽 | 民 避 情 惚 | 
9cBEl 屋 眉 慈 選 憶 大 慣 問 愉 情 通 便 
9ccEl 衝 穫 憎 者 ] 憶 情 働 司 憶 情意 粗 | 剖 
ecpgl 信 上 門 屋 属 ] 怪 乙 應 懐 低 地 避 民 | 炎 】 
9cEEl 馬 尼 尼 憎 均 慌 慢 憶 | 継 





























を |O 1 2314567189ABICDEF 


抹 的 掛 押 多 健 折 携 
拘 者 朱 押 お 


9DS5F 
9D6F 
9D80 
9D90 
9D9E 
9DAE 


9DAE 
9DBE 


牛 捧 披 拓 
措 挫 振 
指 拓 近 捜 
振 挨 措 兵 
描 揚 揚 皇 

提 換 拉 





撤 圭 披 抹 
挑 招 抑 拉 
提 拓 捨 拡 
撲 描 揉 手 
推 撃 埋 提 


鬼 撤 描 雲 上 


収 伯 枚 数 















































小 東 
会 材 秒 粉 
析 析 概 机 


5s|O 1 2 3 





条 槍 徐 柱 札 相 


柱 析 村 本 
栓 栓 欄 板 


4 56 7 





柳本 科 東 
検 茶 栓 杉 


8 9 AB 











rs 10 1 2 3 


徹 桁 桁 簡 
希 柏 共 頂 

檜 機 梗 
棋 樹 槍 要 
稼 栓 棟 権 
楊 杏 概要 
材 買 要 概 
概 桶 李 材 

集 葉 模 





4 567|89ABICDEF 


樹 杏 暴 格 
筐 相本 茶 
機 枯 楼 東 
模 材 概要 
様 棋 染 析 
年 根 棒 椿 
柚 概 模 椅 
棒 樺 村 模 
横 権 棒 柄 





楼 札 條 柳 
村 琶 相 枯 
様 柳 種 筐 
要 根 椿 棋 
檜 枚 横 枯 
檜 棋 和 染 
半 入 極 様 
枚 橋 模 人 
様 機 欄 様 

















鶴 盗 敬 飲 











椅 概 和 _ 
柚 棒 要 

栓 本 筐 村 
棚 楼 要 醒 
様 和 架 
移 樺 樺 本 
楓 極 横 椿 
概 検 橋 

様 欄 機 


頁 王 鞭 欧 























県 気 

















初 泊 激 疫 
洒 生 泌 
洋 洗 滑 送 


小 浴 決 洲 
泊 決 条 
波 普 新 


油 注 注 泊 
活 酒 洒 激 


|0 1 231456789AB 





泊 疹 活 

泊 洞 光 洒 
渕 北 病 秩 
C DEF 





を 0 1 2 3 


浴 洞 消 津 
光 普 滋 肖 
痛 液 波 測 
癌 潤 肖 
水滴 交 
少 清 洒 流 
濱 溢 湊 光 


4 56 7 
温 澤 浴 激 
湊 浴 況 潤 
玩 瘍 潰 海 
江 


8 9 AB 
河 浅 涙 決 
深 汰 宜 
洋 簿 湖 六 


浪 頑 湖 激 | 


流 准 准 油 
済 秒 友 
混 河 


泊 湯 汗 潜 泊 溢 : 
浴 満 沙 滴 | 混浴 商 





炎 炒 畑 
短 燃 民 農 


娘 糞 舞 


交 逢 年 短 得 畑 体 医 
』 小寺 























板 特 





独 狐 多角 
角 猫 山 名 


殺 狭 疑 修 


首 狐 希 角 
狂 獣 狼 箕 








城 垢 直上 
班 地 党 


夫 瑞 下 琴 
需 斑 才 坦 


玩 培 琲 責 
刺 葉 璧 璃 





外 毅 














古 


本 左 


|O0 1 2 3 














8 9 AB 


CDEF 














客 書 具 崎 


1s 半生 ふ 4 
時 肖 


営 再 時 時 


敗 財 映 早 


が 
末 夢 養 


| 
只 帳 時 





病 搬 六 導 

尊 座 導 着 

着 痴 凌 
閣 





折 将 力 
交 交 導 場 | 療 閣 妊 
益 療 意 凝 療 藻 類 








戦 恋 鍼 


殺 
病 座 疾 癌 





的 導 六 沈 
門 癒 閣 疹 
症 六 交 鐘 
状 敬 次 


1 











, | 時 


呆 貞 時 暗 


街 時 





| 


| 








重 


意 午 含 
IL ITL mr 


厨 >? 貞 | 窟 
避 陰 慮 黄 | 








肌 財 朋 上 
吉 略 農 順 
唄 賜 


皮 晩 量 且 
購 皮 堆 須 


陰 眺 及 
時 晴明 寄 
暮 畔 明 加 





稚 





和 大 | 艇 














備 條 倫 傾 
|」O 1 2 3 





人 
催 傘 
4 5 


働 低 
飼 代 
6 7 


次 一 40 





時 | 人 砕 夏 閉 個 
語 | 修 令 礎 


CDEF 








4 56 7 
大 春 儀 備 


8 9 AB 
化 縮 





衣 細 | 孔 





E24F 


梓 居 門 齋 | 


届 欧 罰 親 











御 棋 征 欄 東京 


| 往 禁 














叶 半 輝 韻 


に 


回 
芝 
溢 





* く ご 
財 
3 


「 選 
府 可 寺 蛍 時 
浦 電器 溶 時 


ロホ 
H+ 


届 松 各 副 
絡 際 時 愉 


貴 時 


右 短 痢 


鉛 現 
由 


く 


癌 





E2DE 
E2EE 


村 穫 
醒 槍 様 概 


折 男 燈 条 
様 構 麻 横 


林 桐 栖 梗 
貞本 材 殺 


連 根 粋 


全 染 
雑 








| 
E2EE 
E33F 
E34F 
E35F 
E36F 
E380 

E390 








1O 1 


約 統 紙 
幾 絶 繝 絢 
線 縺 終 繝 
獲 艦 絆 貫 


2 3 


| 





共 綱 紋 希 
経 編 條 級 
陶 縮 弧 縮 
入 続 纏 


4 5 6 7 


資 一 41 


災 給 約 絆 
弓 絶 綺 麻 


書 織 繊 立 
8 9 AB 





膝 総 線 魔 終 





紀 紅 
終 統 衝 弥 
総 囚 縮 
級 維 紅 維 
上 繝 総 
結 縛 綺 貫 
了 
CDEF 











老 





年 | 基 准 区 間 | 本 : 











E3BE 





和 山 ジレ 弟 








6650 
6660 


十 


E3CE 
E3DE 


来 |eeso|lgscgl 未 枝 和 組 


岬 告 麻 肛 |1 

基 膜 錯 
背 脱 胴 肌 
豚 勝 箕 肛 





| 財 陰 由 陽 





建 ] 貴 尋 





表 腔 用 及 有 |) 
了 用 肘 腕 
膝 膝 腸 八 


肛 勝 肛 臓 1 


肛 到 
騰 腕 腰 作 
腫 腸 脆 肌 
肛 膝 腕 騰 


3) 


肝 肌 旨 人 須 
管 策 用 

服 訪 腫 勝 
騰 候 午 府 











奥 児 胡 男 


























2 3 


n 能 船 秋 


456 7 
般 筋 和銅 


状 


89AB 
舶 般 航 条 


G0: 
般 般 衝 エ 租 





紅 














宿 

計 NT 

* す ybb 此 引 

詩 預 秋 *# 
頻 頼 疾 麻 


仙 


詩 凌 和 


ミー」 い 


ょ へ NN 
2 


バー 


SLL Se 
芝 + S 


藻 < 


ロー 


t 0 2 


区 


貴族 
発 黄 


守 中 章 


目 
昌 


いい ゆい 


ほ 間谷 


韻 | 産 











_ 


すす ー 


4 


子 
に 


- | 


| 4 


恭 
0 
革 魚 ) 紀 
貌 条 


導 席 


に も お も 


は で こさ ょ 


球 二 
GT 


m 
ゴゴ 
四 


納 


に xy 
戸 ぶ + 





ビィ 


牌 時 果 星 
遇 昧 暑 映 
申 幅 着 

央 央 盟 
映 慕 映 虹 
敵 春 薫 電 


虹 戸 貼 
周 
PE 
日 
暁 
組 5 


貞 


釣 飛 
m 昭 | 賠 
演 崩 里 
吉 幅 時 
人 竹 


央 時 動 昭 
映倫 時 時 
出 内 央 虹 
艇 虹 意 星 
舌 崎 虹 農 


刺 仙 
貼 小 
虎 賜 
2 
見 称 英 
E 崎 映 





| 


馴 処 





街 箱 


























6A60 | E5DE 
6A70 | ESEE 
6B20 | E63F 





8 9 AB 
多 | 神 休 視 視 
特電 神 
糧 | 毅 宿 優 神 


CDEF 
補 赤 敵視 
御徒 禅 入 
禅 福 計 








6B20 | E63F 





6B20 | E63F 


6B30 |E64F| 継 6 


上 草 湯 








6B30 | E64F 








6B30 |E64F 


6B40 | E65F 
6B50 
6B60 
6B70 


6C20 


E66F 
E680 
E690 
E69E 
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